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序

名神高速道路と関越自動車道を結ぶ北陸自動車道は、延長488kmの一大交通

網で、昭和63年に全線開通しその経済効果や地域活性化に大いに貢献しており

ます。

新潟県教育委員会は、昭和47年から北陸自動車道の建設に伴う埋蔵文化財の

発掘調査を実施してまいりました。本書は、この道路の建設に伴って、昭和57・

58年の二か年にわたって県教育委員会が上越市で実施した「一之口遺跡東地区」

の発掘調査の結果をまとめた報告書であります。

一之口遺跡東地区は、古墳時代と平安時代後期の複合遺跡で、古墳時代の地

層からは竪穴住居を主体とする集落跡やたくさんの土器類、平安時代の地層か

らは土器をはじめ県内では発見例の少ない生活用具の木器などが発見されてお

り、古墳時代・平安時代の生活を復元する上でも貴重なものであります。

この調査成果を新潟県の古代史研究を進める上で、広く活用いただければ幸

いであります。

最後に、本調査に多大な御協力と御援助を賜りました上越市教育委員会をは

じめ日本道路公団には厚く御礼申し上げます。

平成6年3月

新潟県教育委員会

教育長本間栄三郎



例 口

1.本書は新潟県上越市大字木田字一之口988-2番地ほかに所在する一之口遺跡東地区の発掘調査報告

書である、

2.発掘調査は、北陸自動車道建設に伴い、新潟県が日本道路公団から受託して実施したt一調査年度・調

査体制については第III章に記しだ.

3.整理作業は、当初、新潟県教育委員会が実施していたが、財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団(以下、

埋文事業団という)設立(平成4年)以降は新潟県から埋文事業団が受託して実施した。整理年度・整理体制

については第III章に記した。

4.出土遣物と調査にかかる資料はすべて新潟県教育委員会が保管している。遺物の注記は一之口遣跡を

示す記号として「IC」を記し、その後に出土地点を記入した/:

5.本書の作成は新潟県教育庁文化行政課埋蔵文化財係職員および埋文事業団調査課職員があたった「た

だし、「第V章一之口遺跡から出土した木質遺物および種実遺体の同定」はパリノ・サーヴェイ株式

会社に委託した。なお、プラント・オパールの分析は藤原宏志氏(宮1崎大学)に依頼した、また木器の器

種名については黒崎直氏(当時文化庁}に指導していただいた。

6.石材の一部については河内一男氏噺潟県立教育センター科学教育課地学研究室ノに鑑定していただいた。

7.新たに作成した図面・地図以外、既成のものを使う場含は、その出典を記した、

8.本書に掲載した遺物の番号は本文編・図版編とも共通の通し番号とした。

9.文中の註は脚註とした、また、引用文献は著者および発行年を文中に〔〕で示し、巻末に参考文献と

一緒に掲載した。ただし、V章については章末に掲載した一)

10.本書は鈴木俊成・春日真実・高橋一功が分担執筆したもので、分担の内容は以下の通りである,なお、

本書の編集は鈴木俊成がおこなった,

第1章〔鈴木}

第II章(高橋)

第III章(鈴木)

第IV章1・2・3・4-A(鈴木)

4-B・C(春日)

4-D奈良・平安時代・石器・木器(鈴木)

4-D古墳時代後期・前期麻即

第VI章1(鈴木/

2・3(春日)

4・5・6・7(鈴木)

ll.発掘調査から本書の作成に至るまで、下記の方々から多大な御教示・助言を得た。厚く御礼申し上げ

る。〔敬称略、五十音順)

甘粕健、伊藤孝二郎、植木宏、江坂輝弥、尾垣勝彦、金子拓男、川村浩司、甲崎光彦、小島幸雄、

小林達雄、小林学、佐藤雅一、菅原祥夫、高野武男、田嶋明人、田中靖、中島庄一、中村幸一、

中村美恵子、花ヶ前盛明、秦繁治、平野団三、渡辺克彦、渡辺ますみ



凡 り伊

1.本書は本文編・図版編の2分冊である。本文編は本文と挿図そして巻末の一覧表からなり、図版編は

遺構および遺物の実測図と写真を収めている。

2.遺構番号は調査中に付した番号を使用したが、調査年度の異なる地区で一部、遺構番号が重複する場

合があったので、重複を避けるため遺構番号の後の1・内に、地区名を表示した。遺構の種別は第IV

章に記した通り略式とし、番号の前に付した。

3.掲載した遺構の内、竪穴住居・掘立柱建物については特徴を巻末に一覧とした。

4.木器の特徴は第v章の樹種同定に合わせて一覧にした一また、各時代の土器・石器については巻末

に一覧とした。

5.遺構・遺物の順番は番号順ではない、遺物・遺構を速やかに対応させるため索引を巻末に示した。

6.遺構の個別図で切り合い関係により繁雑となっているものは、その都度考慮し、場合によっては切り

合い関係で明らかに伴わない遺構は図化しないものがある

7.遺物に貼ったスクリーン・トーンは、多量に出土する黒色土器・赤彩土器以外、その都度図面に凡例

を載せた。

8.遺構は縮尺率を変え、3段階で表現している,最も拡大された遺構個別図は基本的に掘立柱建物を1

:80、竪穴住居や土坑を1:40の縮尺とした一また、カマドや遺物出土状況等、細かい部分の表現は1

:2()を用い、その他、平面的に大きな遣構については適宜、縮尺を変えた。また、溝の個別図は平面図

を載せず、断面図のみで表現した場合が多い、

9.遺溝内出土の遺物は図化できるものを極力図化した.なお、遺構の時期と異なる混入品についても、

完形度の高いものや、器形的に希少なものは極力図化している,

lO.調査範囲は大きく4地区に分かれ、それぞれ異った調査期間・調査体制で調査したため、層位的に統

一がとれていない地区が存在する。このような地区については、検出遺構の遺物を検討し他地区と対応

させ層位を若干修正した。

11.土器実測図の断面は、須恵器が黒塗り、灰紬陶器は網目17,クリーン・トーン)、土師器は白ぬきである。

土器表面にみられる成形・調整痕の表現はナデの凸部に2点ぬきの直線、回転を利用したケズリは1点

ぬきの直線、両者の境は直線とした。ケズ]J・ミガキ等工具の移動単位が明瞭なものは、極力単位を図

化したが、不明瞭なものは、矢印で調整の方向を表現した。

12.遺物記述の順番は図版の順番に極力合わせたが、中にはレiアウトの都合上、前後するものもある。

13.その他、必要とみられる統一事項は本文中に記した,
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1序説

第I章 序 説

北陸自動車道建設に伴う新潟県上越市春日 ・木田地区の発掘調査は、昭和57年度試掘調査に始まり、昭

和60年の夏に二期線分を残し大半が終了した。二期線分についても昭和62・63年の二か年で終了している。

法線内での調査対象面積は約61,000m'で、この中に 6遺跡（木田遺跡 ・池田遺跡 ・一之口遺跡 ・八反田遺跡 ・鉄

砲町遺跡 ・高畑遺跡）が含まれる。これらの整理作業は昭和59年度から断続的に実施しており、今までに池

田遺跡〔1985)、高畑遺跡〔1986〕、一之口遺跡西地区(1986〕が報告されている。今回の報告書は、一之口遺跡

の調査対象面積約24,400面の内、すでに報告済みの西地区を除いた約11,200m'である。東地区の調査は昭

和58 · 59年の 2 か年に渡って実施された。調査の結果、中世 • 平安時代 ・古墳時代後期 ・古墳時代前期の

重複遺跡であることが判明し、特に平安時代(11世紀前半） ・古培時代後期(6世紀前半から 7世紀後半）は、本

県では類例が少なく 、該期を解明する上で貴重な資料を提供している。

1 . 調査に至る経緯

試掘調査に至る経過については「北陸自動車道 春日 ・木田地区発掘調査報告書 I」〔新渇県教脊委口会

1985)に詳しく、ここでは前記報告書の第 II章、第 1節を引用し経緯にかえたい。

北陸自動車道は総延長488kmに及ぶもので、起点を新渇市におき、日本海沿岸の新渇 ・富山 ・石JII・福

井の各県を経由し滋賀県米原町で名神高速道に接続する一大高速自動車道である。この路線は各県の主要

都市を連絡し、さらに関西方面に直緒させるものであり、関連する地区はもとより地域の開発促進に係る

役割はきわめて大きいものがある。

昭和45年 8月、この一大事業に対して文化財保護部局である県教育委員会は在地研究者に依頼して、新

洞から長岡間の埋蔵文化財包蔵地の調査を行った。長岡から上越までの区間の埋蔵文化財については昭和

46年 1月20日付で在地研究者である室岡博 ・中村孝三郎 ・金子拓男 ・花ケ前盛明の各氏に自動車道建設及

ぴそれに係る可能性のある遺跡について現況調査を依頼し、文省による回答を提出してもらった。上越市

（当時、直江津市 ・高田市）を担当した花ケ前氏はこのなかで15遺跡を報告している。

昭和48年 4月25日、長詢から上越までの路線発表があり、県教育委員会は逐次遺跡の分布調査を実施し

た。上越市については国指定史跡春日山城跡が関連することになり、その取り扱いについて昭和52年 7月

12日・53年 3月27日・4月18日 ・7月11日・54年 4月188・6月11日に県教育委員会は日本道路公団と協

議し、路線や施工方法等について話を進め、保護に万全を期した。

春日山城に係ることが予想された法線近接の通称御馬山地区が昭和55年上越市教育委員会によって発掘

されたが、遺構等の存在は確認されなかった。また、平地部については、法線内の宅造地域及ぴ法線に近

い畑地の一部が試掘され、後者からは古代 ・中世の遺物が出土した。また、この調査期間中に随時行われ

た付近の遺跡分布調査によって、法線内の岩木地区から木田地区までの畑地の大部分には古代 ・中世の土

器類が散布していることが知られるに至った。この地区には鉄砲町、一之口等中世の民衆生活に由来する

と考えられる小字名が散見されることは、研究者からっとに指摘されていたところでもあった。このよう

に、現在の微高地には土器類が散布している事実及び文献上の研究成果等の考察から、この地区一帯は微

ー



I . 調査に至る経緯

高地はもとより、現在畑地として使用されている地域にも遺物、選構が埋在していることが想定されるに

至ったのである。そこで、昭和56年2月2日の協識で「春日山城の本城は解決したが、山地から木田部落

までの平地は調査が必要である」旨県教育委員会が提示し、同年10月1日の協議で「春日山城下の調査を

実施してほしい」との依頼が日本道路公団から出され、昭和57年2月10日付けで昭和57年度発掘調査遺跡

として文書依頼された。昭和57年8月12日、県教育委員会は日本道路公団上越工事事務所庶務課長、同担

当工事長と現地で立会い協議し、調査方法、面積等について打合せを行い、調査用基準杭打設を指示した。

調査は法線内の微高地で土器散布の多い中屋敷地区の畑地一帯を発掘調査し、同時に調査期間内に木田地

区北端から春日山城の山地までの法線内全地域の試掘を実施することとし、 8月23日から11月6日までを

調査期間とした。
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第 1図 一之口遠跡の位箇 国土地厘院 1・ 50.000 地形1,1
柿幻窃田両祁店田束邪
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（上越市発行 1:10,000地形図 「73-4」「74-3」を原図とした。）



1序説

2.春日・木田地区の調査概要(第2図)

春日・木田地区の調査は昭和63年の二期線部分で全てが終了している。この間、縄文時代から近世にか

けて、多くの遺構・遺物を発見し、その成果の一部は既刊の調査報告書や概要報告〔新潟県教育庁文化行政

課1985〕の中にまとめられている。ここでは、これらを整理し春日・木田地区の遺跡概要を時期別に述べ

てみたい。

縄文時代調査区では唯一安定した基盤層(平山層)をもつ八反田遺跡から、前期後葉の竪穴住居を中心

に土器が比較的多く出土している。その他、早期の押型文土器も1点ではあるが出土しており、古くから

この地が利用されていたことがわかる、また、遺跡は標高が低く日本海側における縄文前期の海進海退を

研究する上で今後貴重な資料となる。そのほか池田遺跡・鉄砲町遺跡からも土器が数点出土したが遺構等

は発見できなかった。

古墳時代一之口遺跡東地区を中心に前期と後期の遺構・遺物が多量に発見されている(本書参照)。後期

は多数の竪穴住居が発見され大規模な集落である。前期は多数の土坑・溝等が発見され、居住空間とは異

なった状況をもつ。そのほか、木田遺跡・池田遣跡・八反田遺跡で土器が少数発見されている。

奈良・平安時代全域で遺構・遺物が発見される。中でも平安時代中期の9世紀後半から10世紀のもの

が調査区全域にほぼ広がることが特筆される。特に一之口遺跡西地区で発見された遣構は文献にみられる

「園宅」と解され、この時期の開発が広く活発に行われたことを物語る〔坂井1986〕。平安時代後期(11U紀か

ら12世紀前半)は一之口遺跡東地区で井戸・溝等から多量の土器・木器が出土し大きな成果を上げている

(本書参照)。

中世鉄砲町・一之口など城に関係する小字や、木田などの古文献にみられる地名が調査区に存在し、

そこより該期の遣構・遺物が多量に発見され城下の一端が明らかになるものと期待されたが、木田遺跡を

除き遺構・遺物はわずかで、城下の町割り等も発見できなかった。木田遺跡は中世以降、交通の要衝(木

田測であったと推定され、13世紀以降の遺構・遺物が多数発見されている。また、池田遺跡では中世か

ら近世初頭の水田跡が、県内初の事例として発見された。

    遺跡名調査面積(年度・昭和)概要備考

    木田3,670m2〔57～59年度)中世・近世井戸約100基(大半が近世)柱穴多数(掘立柱建物)ごく一部60年度調査

    池[ヨ3,500nf(58年度)平安畠中世～近世水田『春日・木田地区報告1』

    一之口(西地区)11,930m'(57～58年度)平安掘立柱建物15棟井戸数基土坑柱穴溝畠『春日・木田地区報告H』

    八反田12,510nf(59～60年度)縄文(前)竪穴住居2棟平安掘立柱建物中世溝掘立柱建物井戸約30基土坑60年度調査分約3,000m2

   二期線分2,596m2(62～63年度)縄文(早)平安～中世掘立柱建物水田溝柱穴

    鉄砲町9,3201nと(59～60年度)平安掘立柱建物中世井戸数基土坑数基柱穴平成6年度報告予定
   二期線分1,473m2(62～63年度)平安井戸1基中世溝

    高畑3,2781n2(58～59年度)平安掘立柱建物竪穴住居2棟中世井戸23基掘立柱建物『春日・木田地区報告HI』

   二期線分290nf(62年度)平安～中世井戸1基土坑工基溝柱穴

第1表春日・木田地区の発掘調査一覧
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1.地理的環境

第II章 遺跡の位置と環境

1.地理的環境

一之口遺跡東地区の立地する高田'F野は、新潟県南西部に位置する堆積平野である。その北側を縁取る

ように海岸と平行して、上越市五智～柿崎町にかけて長さ約20kmにわたって潟町砂丘が発達し、海岸と平

野を区画している。潟町砂丘は幅平均1～1.5km、標高約1(⊃～5t}mを計る起伏に富んだ海岸砂丘で、上部

は新期砂丘層によって、下部は潟町砂層≧呼ばれる古期砂丘砂層によって構成される。北東部では、海か

ら直接そびえる米山(993m)をはじめとする米LLII.Li地が柏崎平野との境をなしている。南東から北東部に

かけては菱ケ岳(1.129m)・天水山q.〔】90m).黒倉山(1.289m[なt"のそびえる東頸城山地によって区画さ

れ、この山地の南西部が信越国境をなしている。東頸城山地は徐々に高度を下げながら北東方向に伸び刈

羽郡につづいている。西側は姫川右岸から東に広がる西頸城山地がある。西頸城山地には、北から鉢巻山

U12rn}、南葉山(949m)、重倉山q.029m)、大{1無山1.4L'9m、容雅山U,499m)などの山々がそびえ、北

から南に行くにしたがって次第に高度を増し、最高所は火打山の2.462mである。東頸城山地、西頸城山

地ともに大半が新第三紀の堆積岩で形成され、この未凝結の地層のために山間地域は日本でも有数の地滑

り地帯となっている、また、南側には活火山である妙高山己446m)がそびえ立つ。

高田平野には、これらの三方を囲む山々から多くの河川が流入している。最大の河川は西頸城山地南部

に源流をもつ関川である。関川は妙高山東麓をぬけて、片貝川・矢代川・正善寺川など西頸城山地西部か

ら流れ出す河川を合流しながら北流して日本海へそそぐ一東頸城山地東部からは保倉川が流れ出し、西流

して南東部から流れ出す飯田川と合流して河口付近で関川にそそぐ。南東部からは櫛池川・大熊川が流れ

出し、平野部南西寄りの地域で関川と合流する、高田平野の南西部から南東部にかけては飯田川・櫛池川・

大熊川・関川・矢代川などの河川が運搬してきた堆積物によって形成される扇状地が発達している.

これらの河川によって造られた高田平野は、その大部分が二段の沖積段丘によって形成されている=両

者は段丘崖をもって上位の高田面と下位の関川面とに区分されている。この段丘崖は関川河口付近ではあ

まり明瞭には認められないが、南に行くにしたがって比高を増し、最大で約6mを計る。高田面は、礫層

と砂層・シルト層の互層からなる高田層によって形成され、高田平野の大部分を占める。標高は約6～36m

を計り、海岸部へ向かって下降している。縄文海進時に内湾であったところに河川による堆積作用を受け

て形成されたものと考えられている。現在においても平野北東部の大潟町・JR北陸本線潟町駅から上下

浜駅間の海岸砂丘背後には、旧大潟をはじめ朝日池・鵜ノ池などが潟湖として、その痕跡を残している。

この周辺においては、縄文時代から断続的に古代に至るまでの遺跡が集中して分布し、天然の港として潟

湖を利用する集落が営まれていたものと思われるまた、高田面上の河川沿いの地域や旧河道に沿った地

域には、河川が繰り返し洪水を起こすことによって形成された自然堤防が発達している。特に飯田川や保

倉川・保倉川旧河道に沿った地域で顕著である。関川面は関川やその支流が高田面を削って形成されたも

のて、1笑湖やその支流に沿って認められるに過ぎない。関川の氾濫原との比高は約⊥～2mを計る,関川

凹ヒニ∴.・ても特に関川・矢代川の河道に沿った地域に自然堤防が発達している
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1.ナ也理自勺環ナ寛

高田平野の東縁部から西縁部にかけた山地の麓には部分的に洪積台地があり、平野の一部をなしている。

これは三段に区分されており、最上位の面からそれぞれ、飯喰沢面・愛の風面・平山面と呼ばれている。

飯喰沢面は赤色土壌・くされ礫層とローム層をのせ、浦∫1順村山本山山地の最高位面・板倉町飯喰沢～西

貝屋の西側の山地、新井市濁川採石場の最上部などわずかになられるにすぎない。赤色土壌とローム層を

伴う粘土層と砂礫層をのせる愛の風面は、浦川原村山本山漂高14{}～190m)、板倉町山越(標高200～250m)、

新ll・市濁∫[1採石場(標高220～250m)などにみられる。砂礫層と粘土層のほかローム層をのせる平山面には、

西縁部の灰塚・平山・岩木・山屋敷なビの集落をのせる段丘や菅原神社をのせる段丘などがあたる。

このような高田平野のなかの北西部、正善寺川左岸の沖積地上に一之口遺跡は立地し、ここは春日山の

山麓である1。

2.頸城地方の遺跡概要

A.縄文時代

縄文時代の遺跡は、高田平野を取り巻く丘陵上や大潟町の潟湖周辺を中心とした砂丘上に立地する傾向

が強く、沖積面上に立地するものはほとんどない特に、潟湖周辺では集中して遺跡が分布し、前期から

晩期までの土器が採集され、継続的に集落が営まれていたと思わ九る。しかし、調査例が多いとは言えず

詳細については不明である。

高田平野で早期まで遡る遺跡はほとんど認められないわずかに長峰遺跡〔室岡・関・本間ほか1984〕等で、

土器が出土しているだけである。前期の遺跡も少ないが、潟町砂丘上を中心に分布し、鍋屋町遺跡〔寺村・

室岡ほか1960〕・善光寺浜遺跡〔室岡1989〕・蜘ケ池遣跡〔百恨・三・498ユ〕・八反田遺跡等が知られる。特に鍋屋町

遺跡の出土資料は県内の前期終末の土器形式の標式となっている。また、八反田遺跡では堅穴住居が2棟

検出されている。

中期になると相対的に遺跡数は増加する。丘陵上に立地する山屋敷1遺跡〔小島1978〕・春日山土橋遺跡・

松山B遺跡〔高橋1991〕・峰山B遺跡〔秦ほか1986〕が知ら九る=山屋敷1遺跡は中期前葉～後葉の馬蹄形状を

呈する拠点的な集落跡であった。松山B遺跡では、1990年度の確認調査によって中期初頭の大型住居が

1棟とフラスコ状土坑が1基検出された。遺跡の範囲は明確ではないが、大型住居の存在や遺跡の立地す

る台地の広さからみて、山屋敷1遺跡とともに拠点的な集落であると思われる。潟湖沿岸には長峰遺跡が

あり、前葉・後葉の住居が検出され、また丸山遺跡・観音山遺跡・飛山遺跡などでも土器が採集されてい

 る。

後期・晩期は、丘陵上では相対的に遺跡数は減少し、潟湖周辺に集中して分布する。丘陸上では、原山

遺跡・藤塚山遺跡・茶新田A遺跡、潟湖周辺では長崎遺跡・長峰遺跡・蜘ケ池遺跡等で土器が採集され

ているが、戸々島遺跡で後期の住居が1棟検出されているほかは、ほとんど調査例がなく、詳細について

は不明である。

B.弥生時代

弥生時代の遺跡数は多くはないが、大潟町の潟湖沿岸・関川の流域・南西部の丘陵上に分布するものが

多、、・ilこ、弓溺沿岸に集中的に分布している。現在のところ高田平野において中塔まて週る遺跡は高田平



II遺跡の位置と環境

野南部の関川左岸の沖積地に位置する上百々遺跡〔高橋1985〕だけである。後期に入ると遺跡数の増加が見

られ、潟湖沿岸では、堅穴住居が検出された長峰遺跡〔室岡・関・本間ほか1984〕、クリス形石kを出土した

巻遺跡〔室岡1985〕等が知られ、また丸山古墳の盛土下からは、旧表土を掘り込んだ住居と思われる遺構が

多量の土器とともに検出されている〔小野・桑原1988〕。北部の関川下流域では中島廻り遺跡〔小島1991〕があ

る。中期に上百々遺跡のあった高田平野南部においては、後期に入ると沖積地に遺跡は認められなくなり、

斐太遺跡〔駒井・吉田1962〕・下馬場遺跡〔上越市教育委員会1989〕のように丘陵地に立地する高地性集落が現れ

 る。

斐太遺跡は、1955～1958年にかけて東京大学考古学研究室によって調査され、完全に埋まり切っていな

い堅穴住居らしい窪みが百両山で47か所、上ノ平・矢代山で24か所確認されている。その中の6基の窪み

が発掘され、ほとんどが方形を呈する住居で、一基のみが方形の土坑だった。また、住居のある平坦面の

東西に、南北方向の溝が巡り、環濠集落であることが明らかになっている。弥生時代末期から古墳時代初

頭の比較的短い期間営まれていた集落である。

下馬場遺跡においても、完全に埋まり切っていない状態で堅穴住居が確認されている。1988年に一部が

調査されているが、住居内からは遺物は出土していない。しかし、周辺に設定されたトレンチから弥生時

代後期の土器が検出されており、住居の年代もこの時期に求められると考えられている〔上越市教育委員会

1989〕c

C.古墳時代

前期古墳では丸山古墳が知られている。丸山古墳は高田平野北部の砂丘上に立地する方墳で、前期の方

墳としては県内で唯一のものである。規模は一辺約18.5mを計り、墳丘は二段築成で構築されている。内

部主体は既に残存していなかったが、石材や礫が認められないことや基塙が存在すること、埋土下層に粘

土のブロックが存在することから粘土榔が推定されている。周溝底より出土した供献土器から構築時期は

4世紀後半から5世紀前半であると考えられている〔小野・桑原1988〕。また、高田平野中央部の関川左岸

の中島廻り遣跡においても近年の調査の結果、沖積層に埋没した古墳が発見されている。墳丘の大半を失っ

た円墳であったが、周溝内からは多量の古式土師器が出土している〔・」・島1991〕。

中期の古墳もあまり知られていないが南部の関川と矢代川に挟まれた月岡遺跡において沖積層に埋没し

た初期群集墳が確認されている。3基が認められ、いずれも円墳で1号墳が最も大きく、径20mを計る。

圃場整備等により墳丘上半部を失っているものの基底部は残存しており、掘り方および石材の散乱が認め

られないことから主体部は堅穴系の埋葬施設が推定されている。周溝底から出土した土師器および周辺に

認められる井戸・土坑等の時期から見て、5世紀中葉から後半の時期に位置づけられている〔高橋1985〕。

後期に入ると古墳数は爆発的に増加する。これは、小規模の円墳から構成される群集墳によるものであ

り、卓越した首長墳は認められない。これら後期群集墳は高田平野南西部と南東部に集中している。

高田平野南西部にある後期古墳は立地の異なる2つのグループがある。それは、丘陵上および段丘上に

立地するものと山麓の沖積地に立地するものである。前者には北から灰塚古墳・黒田古墳群・南山古墳

群・稲荷山古墳群・観音平古墳群・天神堂古墳群が含まれる。

灰塚古墳は、径約10m・高さ約2mを計る円墳で、墳麓には周溝が巡る。しかし発掘調査が行われてい

ないので内部主体・出土遺物などは不明である。

南山古墳群は17基、稲荷山古墳群は7基の円墳から構成される群集墳である。両古墳群はボーリング調

7



2.頸城地方の遺跡概要

査が行われているが、主体部は明らかにならなかった。これらの古墳は石室をもたないものと考えられる、

観音平古墳群は、38基から構成される古墳群である、ほとんどが円墳で、3号墳のみが方墳の形態をとっ

ている、しかし、発掘調査が行われておらず、また1基が盗掘を受けているが、出土品は知られていない

〔植木・杉田・宮腰1977〕

天神堂古墳群〔中川・岡本1961、駒井・吉田1962〕はll8基から溝成される高田平野最大の群集墳で、何度か

調査が行われている。1925年に斉藤秀平氏によって90号墳が調在され、内部主体は木炭層の上に砂を敷き、

その上に床面が砂利の敷かれた石室をもち、天井石はなか・.たといら,石室内からは、直刀・刀子・四乳

鏡・鉄鎌が出土している一また、墳丘封土から直刀が出土している同年、高橋健自氏も41号墳の発掘を

行っており、砂・木炭粉の撹乱層の下から勾玉・直刀が出土しているまた、1957年にも東京大学考古学

研究室によって2基が発掘され、鉄剣・土師器壼・高杯が出土Lているが、明確な内部主体はなかったと

いつ、、

青田古墳群は、14基の円墳から構成される古墳群である径5.5～20mを計るが、主体部、出土遺物等

は知られていない〔植木・杉田・宮腰1977〕L,

以上の南西部の尾根上および段丘上に立地するものは主体部に横穴式石室をもたないという特徴かある

のに対し、以下に記す南西部山麓の沖積地に立地する群集墳には、梨ノ木古墳群・谷内林古墳群・小丸山

古墳群・上中古墳群・小出雲古墳群があり、調査されたもののほとんどが横穴式石室を主体部としている。

梨ノ木古墳群は、1975年、県営圃場整備事業にf半って発見された古墳群で、総数4基を数えるE:しかし、

3号墳を除く他の3基は、すべて壊滅している,3号墳は、1975年、新井市教育委員会によって調査され、

径16mの円墳で、内部主体に1・-1.5tの巨石を用いて溝築された全長7mの横穴式石室をもつことが明

らかになった。これは県内最大のものである。出土遣物には碧玉製管玉・須恵器高杯・土師器高杯がある=

また、石室前庭部には石室長軸と方向を同じくする2-'・3問の掘立柱建物が検出されている。

谷内林古墳は、6基から構成される古墳群であった2・3号墳はすでに壊滅しており、また、1977年

に行われた調査の結果、4・5・6号墳は古墳とは認V)られず、確実に古墳と考えられるものは、1号墳

のみとなった。谷内林1号墳の墳丘は削平されていたものの径10.5mの円墳で、周囲に幅1～3mの周溝

をもつ。周溝内からは須恵器・土師器が出土している内部主体は無袖型横穴式石室であったが、玄室中

央から奥壁にかけて損失していた。石室内からは、ガラス/J・玉68点、滑石製白玉2点、金銅製品の破片が

多数出土している。出土遺物からは7世紀の築造と考えられている〔宮腰・山本1978〕。

小丸山古墳群は、25基から構成される群集墳てある一しかし、ほとんどが開発や盗掘によって壊滅し、

現存するものは4基である。これらは径ll～21mノ)円墳で、石室の一部が露呈している。おそらく横穴式

石室を有するものと考えられている。また、5号墳は、現在水田化され壊滅しているが、過去に盗掘を受

けた際、直刀・金環・小玉・勾玉が出土したという〔埴/く・陶⊥i・宮腰1977〕。

上中古墳群は18基から構成され、小出雲古墳群は2基が確認されているが、発掘調査が行われておらず

不明な点が多い。出土遺物は知られていない〔植木・杉田・宮腰1977〕t:

高田平野南東部に集中する古墳群には、水吉古墳群・宮口古墳群・水科古墳群・高士古墳群・北方古墳

群・菅原古墳群がある。

水吉古墳群では14～15基のマウンドが確認されている。すべてが古墳であるとは断定できないが、その

うちの一基が小松芳春氏によって調査され、内部全体に全長約2.12mの横穴式石室をもつことが明らかに

なっているか、出土遺物はなかったという〔中川・岡本1961〕。

8



II遺跡の位置と環境

宮口古墳群は、31基から構成される古墳群である。1939・40両年に小松芳春氏によって丘陵尾根上に立

地する4基が、また、1975年には牧村教育委員会によって9基が調査されている。1978年には小松芳春氏

の調査した4基の石室の再調査が行われている。これらの結果、調査された墳墓の石室は、27号墳が片袖

式横穴式石室である他は、すべて無袖式横穴式石室であった。また、尾根上に立地するものを除いて無袖

式横穴式石室をもつもののほとんどが、石室の周囲を大小の円礫で覆った「石室外被礫」をもっている。

出土遺物は、須恵器・土師器の他、装身具としてガラス丸玉・ガラス小玉・切子玉・寮玉・勾玉・金環、

武器として直刀・刀子・鉄鐵・鐸・鞘尻などがある。特に、ll号墳出土の金銅製円頭大刀に注目でき、把

間の文様は、点刻で表現した渦巻き状の唐草文で7世紀の日本製大刀に共通した手法である〔関・戸根1976、

関・秦ほか1979〕。

水科古墳群は、34基の円墳で構成される群集墳で、すべて無袖式横穴式石室を内部主体としている。石

室の石材には飯田川の川原石を使い、野面積みで構築されている、出土遺物としては、土師器・須恵器を

はじめ直刀・刀子・金環・銀環・切子玉・ガラス小玉・嘉玉などがあり、造墓時期は7世紀前半を中心と

する時期が求められる〔秦ほか1979〕。

高士古墳群は、かつては10基以上を数えたが、現在では開発などにより、1基を残して壊滅している。

1958年にその内の1基が調査されている。径約8mの円墳で、内部主体は長さ約3.5mの横穴式石室であっ

た。出土遺物としては、直刀・鉄鍛・銀環・水晶切子玉・勾玉・アスファルト塗の土玉等がある〔桜井・小

松・d」田1964〕。

菅原古墳群には、前方後円墳1基と円墳31基が現存しており、かつては108基以上で構成される古墳群

であったという。前方後円墳は、「菅原古墳」と呼ばれ、主軸長約30mを計る。後円部墳頂平坦面に天井石・

側壁の一部が露呈しており、内部主体は横穴式石室が推定されている。また、過去に円墳群のうちの4基

に対して梅山寿三郎によって発掘が行われており、いつれも横穴式石室をもつことが確認されている。ま

た、4基とも直刀が出土しており、1基からは鎧の断片、2基からは馬具が出土している〔中川・岡本1961〕。

北方古墳群は、一切調査が行われずに壊滅してしまったもので、規模・出±遺物・内部主体などは全く

知られていない。

以上の高田平野南東部に分布する群集墳の内、発掘調査されたものはほとんどが横穴式石室をもち、ま

た南西部の山麓に分布する群集墳も同様であるのに対して、南西部の丘陵および段丘上に分布するものは、

横穴式石室をもたない。この主体部の差異は年代差としてとらえられ、前者は6世紀を中心に造営された

もので、後者は7世紀前半を中心に造営されたものであるとされる〔甘粕1986〕。

集落跡などの調査例は少ない。前期の遺跡としては一之口遺跡の南西約800mの平山段丘上に立地する

山畑遣跡において堅穴住居が2棟と土坑が1基検出されている〔・j・嶋1979〕。また、上百々遺跡でも1984年

の確認調査によって古式土師器が大量に出土し、竪穴住居と考えられる円形の落込みが検出されている。

中期では関川と矢代川にはさまれた沖積地に立地する月岡遺跡〔高橋1985〕において、5世紀前半の土器

を伴う井戸・土坑等が検出され、これらの遺構の存在からみて付近に住居が存在するものと考えられる〔高

橋1985〕。海岸砂丘上に位置する善光寺浜遺跡・居多浜遺跡においても土師器が採集されている。

後期の集落跡では山畑遺跡・岡嶺遺跡が知られている。岡嶺遺跡は高田平野南西部の洪積台地上に立地

し、7世紀代の堅穴住居が2棟検出されている。床面・床面付近から土師器・須恵器・金環・鉄器等が出

土している〔秦・植木1990〕。台地の背後に位置する菅原古墳群との関連が注目される。また、青田川扇状

地西縁の丘陵尾根上には須恵器窯跡である下馬場古窯跡群がある。2基から構成され、稲荷池の南北に1

9



2.頸城地方の遺跡概要

基ずつ存在する。1988年に確認調査が行われており、杯・蓋・瓶・甕などが出土している。操業時期は7

世紀末から8世紀初頭の時期が考えられている〔上越市教育委員会1989〕。現在のところ高田平野で最古の窯

跡である.

古墳の数に尋してこれらの造営主体となるべき集落は少なく、沖積層のなかに埋没した遺跡の発見が期

待される一

D.古

代

遺跡数は飛躍的に増加する。特にそれまでほとんど遣跡が確認されなかった高田面上に多く現れ、自然

堤防上に集中して分布するようになる一これは、高田面が完全に乾陸化したのが平安時代以降である〔高

田平野団体研究グループ1980〕ことと関係あるようである、

沖積地上の遺跡では、今池地区の遺跡群である今池・下新町・ゴ・安遺跡〔坂井ほヵ・1984〕が知られる。これ

らは一連の遺跡で、今池・下新町遺跡から子安遺跡へと中心が移'、たものであると考えられている一また、

大型の掘立柱建物が規則性の強い配置をもっていることや緑袖陶器、下新町遺跡から出土した「東家」と

書かれた墨書土器の存在などから一般的な集落ではなく、地方官衛か地方官人の居宅としての性格が与え

られている。

今池遺跡から南西500mに本長者原廃寺〔・」・島19S4〕がある瓦片が採集され、礎石があったという伝承が

あり、1983年の確認調査において版築遺構、井戸等が検出さ九ている。出土土器から8世紀後半に位置付

けられ、国分寺の有力な候補地のひとつである、

栗原遣跡〔高橋1984〕では、建物基壇・掘立柱建物・堅穴式住居が検出され、円面硯・鍔帯が出土したこ

とから、国衙跡と考えられたこともあったが、「郡」と書かれた墨書土器の存在や建物の配置に規則性が

ないことから、むしろ郡衙に関連する遺跡であると推定されている。

丘陵上には8世紀中頃の向橋窯跡〔高田市文化財調査委員会19f59〕・8世紀から9世紀前半の滝寺窯跡・9

世紀中葉の諏訪窯跡〔高橋1991〕・8世紀前半から9阯紀後半ゐ末野古窯跡群が知られる。向橋窯跡は2基

以上の窯から構成される瓦陶兼業窯である,本窯産の須恵器が今池遺跡で出土し、また布目瓦を出土㌧て

いることから、国分寺との関連も注目される.末野古窯群は当地域で最大規模の窯跡群で、7地点で確認

されているが、調査が全く行われておらず、窯体数等は不明である。

3.周辺の遺跡

一之口遺跡を含む春日・木田地区は、北陸自動車道建設に伴い昭和57年から63年にかけて調査が実施さ

れている。その成果は、第1章2節に詳しいが、いずれも平安時代中期の集落がその主体となっている、

この時期は高田平野全面の自然堤防上に遺跡が展開し、これらの遺跡が現れるのはこの動きと軌を一とす

る。平安時代以前では、八反田遺跡で縄文前期の堅穴住居が2棟検出され、一之口遺跡において古墳時代

前期の土坑および古墳時代後期の住居が検出されている。

一之口遺跡周辺の春日山山麓に転ずると、縄文時代では山屋敷1遺跡〔小島1978〕・出雲遺跡・池山遺跡

がある山屋敷1遺跡は、標高約20mの丘陵上に立地する中期前葉～後葉の馬蹄形状の集落跡である。堅

穴住居が約50棟確認されており、ほとんどの住居に石囲い炉が検出されているが、北東部には大型住居が

あ・、た}・1縞P広場の直径は約30mで、広場を囲むように墓穴とみられる楕円形つ土坑が配置されてい

1〔)



II遺跡の位置と環境

る。出雲遺跡は山屋敷1遺跡と谷を挟んだ西側の段丘上に位置する遺跡で、中期前葉の堅穴住居が1棟検

出されているが、中心部は、昭和40年代の宅地造成によって破壊されていた。

弥生時代では、池山遺跡・本郷新田遺跡があるが、調査は行われていないので詳細については不明であ

 る。

古墳時代から春日山山麓において、遺跡数がやや増加する。藤新田遺跡・小西野遺跡・池山遺跡・山畑

遺跡・藤巻西遺跡・本郷新田遺跡等があるが、山畑遺跡のみ調査が行われている。

山畑遺跡は、1978・79年に上越市教育委員会によって調査が行われている。古墳時代前期の堅穴住居が

2棟と土坑が1基、古墳時代後期の堅穴住居が32棟検出されており、形態的にはほとんどが隅丸の方形を礫
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3.周辺の遺跡

呈する。後期の住居は東壁中央からやや南寄りにカマドをもっているものが多い。出土遺物は土師器が多

く、須恵器は若干出土しているのみである。12号・ユ4号住居では、全ての遺物が住居を使用していたとき

の状態で出土し、政治的な要因で集落が廃絶したものと考えられている〔小島1979〕。

また、『古図類纂ゴ観古集』には、春日山周辺に古墳が存在したという記述がある。それは林泉寺古墳・

春日山城嘘古墳で、前者からは環頭大刀把頭、後者からは環頭大刀把頭・鈴鏡片・漢鏡・銅鈴・馬具片・

玉類・須恵器等が出土したという〔清野1942・1955〕⊂副葬品から見ると、これらは後期古墳であるものと

思われ、その麓に位置する古墳時代後期の一之口遺跡東地区・山畑遺跡などとがその母体となった集落で

ある可能性が高い。

奈良・平安時代では四ツ屋遺跡・藤新田遺跡・山畑遺跡・板橋遺跡・山屋敷II遺跡・江向遺跡・藤巻

西遺跡・本郷新田遺跡・仏香遺跡等が知られ、一之口の周辺においても自然堤防上の遺跡数の増加が認め

られる、平成4年に調査の行われた江向遺跡〔・J・島・中西・笹川1993〕では、9世紀後半から10世紀後半を主

体とする掘立柱建物・井戸・土墳・溝iが検出されている.特にSBlOOと呼ばれる掘立柱建物は東西8間

X南北2間の大型のもので、東面と北面に廟をもっている一そしてこの建物の付近から印面が「高有私印」

と判読される銅印が出土している。この銅印を所持した人物については不明と言わざるを得ないが、「高」

の印文は「高志公」を示すものであることが有力視されている、かなり有力な人物がこの地にいたことは

確かであろう。一之口遺跡は江向遺跡と平行する時期に営まれており、銅印を所有する人物が、一之口遺

跡を始めとする春日・木田地区の遺跡群の開発に主導的役割を果たすなど両者の問に何らかの関係があっ

たものと推定できる。

12



III調査の概要と経過

第III章 調査の概要と経過

1.調査方法

一之口遺跡東地区の調査は広大な面積と重複する文化層により、短期間で終了させることが体制上不可

能であった。そこで調査範囲を工事工程の優先順位に合わせ地区割り(第5図)し、調査することとなった。

地区割りは大きく4区画となり、それぞれに調査体制を整え2か年にわたって調査が進められた。

A.グリッドの設定(第6図)

春日・木田地区遺跡群は、北陸自動車道道路法線上、約2,200mの長さに達し、その範囲に統一的な調

査区を設定した。グリッドは大・中・小グリッドに区分し、大グリッドは100×100mを1区画とし、南西

コーナーを基点に東西方向を算用数字1・2・3・……、南北をアルファベット(大文字)A・B・C・……

と呼称した。中グリッドは、大グリッドの中をさらに20×20mを1区画とした25区画に細区分したもので

ある。呼称は同じく南西コーナーを基点に算用数宇であらわした。小グリッドは中グリッドを細区画する

もので、遺跡群の調査では最小単位の区画となる。2×2mを1区画として、同じく中グリッドの南西コー

ナーを基点に東西方向をローマ数字1・II・III・……、南北方向をアルフアベット(小文字)a・b・c・……

と呼称し、中グリッドを100区画に細分した。そして、それぞれの地点の呼称は大・中・小の順で5Dl5

VIIIf区等とした。

B.基本的な調査工程

各地区、調査年度によって調査の方法・工程は若干異なっている。以下に記すものは基本的な調査の流

れである。

昭和57年の試掘調査や各地区の調査初期に実施したトレンチ調査で確認された層位をもとに、まず表土    
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III調査の概要と経過

除去を行っている。除去は法面バケット装着のバックホーで行い、調査員が立ち会った。4D・5地区の

表土除去は本調査の前年度に実施している。包含層の除去は基本的には人力で行ったが、遺物の含有が少

ない場合はバックホーにより薄く何回にも分けて掘削し、出土した遺物は小グリッドごとに取り上げた。

この場合でも出土遺物が急に多くなる時は即人力に切り替えて調査している。人力調査の場合は排土処理

にベルトコンベアーを使用し、バックホーの場合は順次送っていくか、クローラーダンプで搬出した。

検出した遺構の記録は略図化し、その中に覆土の違いや切り合い関係等の調査所見を記入したうえで遺

構発掘にとりかかった。竪穴住居・井戸・土坑等の比較的大型の遺構は、土層堆積状態を写真や図面で記

録化した。ピットは半載の後に完掘するが、その際掘立柱建物になるものや、柱痕等が明瞭に観察される

ものに限って断面の図化を行っている。その他のピットは必要な所見を略図にする程度とした。遺構内か

らの遺物出土状態は、一括性の高いもの、原位置をとどめていると思われるもの、残存度の高いもの等を

考慮し、適宜、図面・写真等に記録した。遺構平面図の作成は4C・4E地区で人力による図化を行った

が、4D・5地区では空中測量(ステレオ写真)による図化を行っている。図化縮尺は人力図化の場合1:20

を基本とするが、遺物出土状態等、細部の図化が必要となる場合は1:10で図化している。また空中測量

の場合は1:40で行っているが、図化は平面図に限られ、断面等は人力実測である。

遺構番号は、4D地区で600番代から一連の番号を付したが、そのほかの地区では、それぞれ1番から

通し番号とした。したがって、各地区で同一番号の遺構が存在する結果となり、混乱を防ぐため、整理作

業では遺構名の後に地区名を記入し重複を避けている。遺構番号はそれぞれの地区で発見順に付している

ため、層位や距離を隔てて付した場合もある。しかし、基本的には層位ごとにある程度のまとまりをもっ

てつけられている。なお、遺構名は後述(第IV章3節参照)のとおり略称にした。

文化層が複数存在する地区は、それぞれの層に属する遺構を区別するため、1層目の調査が終了した時

点で掘り上がった遺構内に砂を埋め、下層の調査にとりかかった。この砂により上層調査の掘り残し遺構

と新たに発見された遺構との区別を容易に判断することができた。

そのほか、発掘調査期間中、雨天等により現場作業ができない場合、極力、遺物の洗浄・注記作業を行っ

 た。

2.調査経過

A.昭和57年度調査賦掘調査)

一之口遺跡の試掘調査は昭和57年8月23日から同年ll月6日まで実施した。対象面積は東西約600m、

南北(道路法線幅)約70mで、約46,000nfにおよぶにの内、西側の約半分については一之口遺跡西地区として報告

済み)。東地区については2×2mの試掘坑と一部トレンチにより調査した。試掘坑は44箇所(176nf)、ト

レンチは3×205m(615nf)で実質調査面積は79.1mL'である。この結果、遺跡の範囲はほぼ全域に当たり東

側の調査していない部分にも伸び、更に信越線の東に位置する池田遺跡に接するものと推定された。調査

では奈良・平安時代と古墳時代の遺物包含層が2枚確認されたが、本調査では古墳時代の包含層が後期と

前期に2分される結果を得た。出土遺物は、中世・奈良・平安時代・古墳時代後期・同前期で、中でも古

墳時代の遺物が多く含まれ、西地区と様相を異にするものと考えられた。遺構については充分に把握する

ことができなかったが、遺物量から、かなりの遺構が埋没しているものと容易に想像し得た。この調査結
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新潟県埋蔵文化財調査報告書第381部加筆
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2.調査経過

果により当地域が遺跡であることが確実となり、小字を用い一之口遺跡とした。前述の結果を基に関係機

関と協議に入り、翌年から本格的な調査へ移行することとなった一

昭和57年度

調査主体

管理

調査
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B.昭和58年度調査

昭和58年度の調査は4Cと4E地区の本格的調査を主に行'一)ている。そのほか、

ぎと一部分の調査を先行させている。

4Dと5地区の表土剥

qI一之口遺跡4C地区の調査

調査期間は、昭和58年5月12日から9月2日である面積は約L40⊂)nヂで、遺構iは溝状遺構i・掘立柱建

物等であるが希薄で遺物量も多くない,調査は南北に走る生活道路や水道管等の埋設物に影響され、全面

を一度に調査することはできず、工事工程に合わせて調査区つ東側から西側にかけて随時行った,1層目

の平安時代以降の調査がほぼ終了した7月中旬から、2膚目り確認に着手している。そのほか15D1区ほ

かで土器が集中出土しているが、遺構は発見されなか',た.

(2)一之口遺跡4E地区の調査

調査期間は、昭和58年4月ll日からll月9日『8,る・面積は約3,40011fである。当該地区の東と西とで

は遺跡の内容が大きく異なる。東側は平安時代・占墳時代後期・古墳時代前期と大きく3時期の遺構1・遺

 物が層位的に調査できた範囲で、それに比べ西測は、旧τE善寺川の影響を強く受け、平安時代前期に東側

と近似した遣構・遺物(古墳時代後期・前期)が広範囲にわたって流された部分である。したがって発見され

る遺構・遣物としては、平安時代中期以降に限られるこのように、調査区に旧正善寺川の氾濫部分を抱

え、層位が一定せず、調査当初かなり混乱をきたしたそこで4月中旬以降、トレンチによる土層観察を

優先した:その後、遺構・遺物の多い東側から調査を開始している。遺構確認は平安時代と古墳時代後期

の遺構が同一層面の場合が多く、この面の調査は8月末で終了した。さらに下層(古墳時代前期)の調査は

9月上旬から本格化しll月上旬で終了した。この間、古墳時代前期の遺構検出面を何枚かに分けて調査し

たが、整理の結果遺構確認面は1枚で、複数の遺構が複雑に切り合っていることがわかった。西側の本格

的な調呑ぽ{lr上旬から目融自されたか、SD1'tからの出土遺物が多く、また、木黙㌻D軟質追物が多く

1さ



HI調査の概要と経過

含まれていたため、取り上げに時問をとった。SD1'qE'・SDII'1E)が終了したのは7月上旬であるが、さ

らにその下層に旧正善寺川の存在が確認され、9月上旬に調査した。
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C.昭和59年度調査

昭和59年度の調査は、4D地区と5地区である。両地区は昭和58年度の秋に本調査に先行して表土剥ぎ

を実施している。また、5地区については、表土剥ぎに引き続いて、平安時代以降の畝状遺構の一部を調

査している。

(1)一一之口遺跡5地区の調査

調査期間は昭和59年4月16日から9月26日である。面積は約3,800nfで、包含層は3枚(平安時代以降・

古墳時代後期・古墳時代前期)存在する。一之口遺跡東地区の中で最も遺構密度が高く、その中でも遺物・

遺構の多い古墳時代後期の調査に期間を費やした。遺構平面図の図化はケーブル方式でカメラを移動した

空測法を採用し、調査区内を細区画し区画の調査が層位ごとに終了した段階で測量を実施している。調査

はおおむね北から南へと移動しながら実施した。1層目(平安時代以降)が終了したのは5月下旬で、引き

続き2層目の調査に移行している。2層目からは古墳時代の竪穴住居のほか、平安時代と考えられる掘立

柱建物を検出した。2層目がおおむね終了し、3層目(古墳時代前期)の確認に入ったのが8月上旬である。

3層目では各地点で遺物集中は認められるものの、遺構としての平面プランは不明瞭であった。このよう

な状況の中で遺構と認定したいくつかは、トレンチ等による断面観察を行い壁立ち上がりを決定した後、
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2.調査経過

それに含わせて掘り上げたものもある。

(2)一之口遺跡4D地区の調査

調査期間は昭和59年9月6日からll月20日である。面積は約2.6001㎡で、5地区同様、3枚の包含層が

存在し、井戸・竪穴住居等、遺構・遺物が多く発見された一しかし、調査区の約半分が4E地区同様、旧

正善寺川により破壊されていた。調査は一之口遺跡東地区で最後の調査区となるため、以前の周辺地区を

参考に比較的スムースに調査が進行した。調査はまずゲリソドに合わせトレンチ調査し、4E地区で発見

されていたSDltt4E)のつながりであるSD603と旧正善寺川の範囲確認から着手した。その後、河道と

それ以外の範囲を明確にし、両者を同時並行的に調査している,9月中旬より河道以外の地区で中世から

奈良・平安時代(1層目)にかけての井戸・溝等の調査を開始。その後、竪穴住居を中心とする古墳時代後

期の遺構(2層目)に着手し、10月中旬には、この面での調査がほぼ終了した。この時点で、気球方式によ

る遺構平面図作成のため空中測量を実施した。3層目は他の地区同様、遺物集中地点はあるものの、遺構

と認められるものは少なく、ほとんどは不明遺構(SX)として処理せざるをえなかった。3層目の空中測量

は11月9日に実施し、その後、補足的な測量を行い調査を終了した。

昭和59年度

調査主体

管理

調査

調査体制

新潟県教育庁委員会(教育長

総括

管理

庶務

調査指導

調査担当

(5地区)

調査員

高橋安

大越敏夫

飯口猛

中島栄一

岡本郁栄

田海義正

鈴木俊成

遠藤孝司

久間健二1

(新潟県教育庁文化行政課長}

(〃課長補佐)

(ク主任)

(〃埋蔵文化財係長)

(〃文化財主事)

 ク
〃

〃

学芸員)

嘱託則

嘱託員)

モ

鋳・.. 鳳学セ骸

笥9回塵中測軍:による平面図康図)

撰辱「rl_⊥に
lIl
・一一一一一}

一訓t__⊥
　　
ヒミ

li

　　　

謹鑓譲灘麹巳
第10図空中測軍写真屯符甲台帳
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III調査の概要と経過

(4D地区)

調査員 高橋保

坂井秀弥

田辺早苗

〔新潟県教育庁文化行政課学芸員)

(〃学芸員)

(〃ロ属言モ員)

3.整理経過

整理作業は平成2年度当初から開始したが、初年度は整理人員の確保がおぼつかず基礎的な整理を実施

したのみである。本格的な整理は、平成3年5月から開始された。出土遺物の洗浄・注記そして図面や遺

物関係の台帳作成は、発掘調査中に現地でほとんどが終了しているため、土器の接合作業から着手した。

遺物量は平箱汐テ54×ヨコ34×深さ10cm/にして約1,400箱と膨大で、土器の接合作業にかなりの時間と人

員を費やした。また、遺物量とあいまって多くの遣構が発見されており、実測個体数も約2,000個体にの

ぼる。接合・復元作業がほぼ終了したのは、平成4年の夏で、遺物の実測は接合・復元と並行して行って

いる。その後、トレース・レイアウト等の作業を行い、遺物図版がほぼ完成したのは平成4年12月である。

遺構については、各地区の調査で層位的な認識の相違が若干見受けられ、それぞれの遺構を文化層ごと

に整理・修正する作業にかなりの時間を費やした。また、発掘調査から6年以上経過しているため、当時、

発掘調査に従事した調査員が退職や異動で不在となり効率的な整理が行えなかった。したがって、遺構の

整理は当初計画していたよりもかなり遅れた。このような状況の中で、遺構図版がほぼ完成をみたのが平

成5年3月である。その後、遺物の写真撮影・写真図版の作成を行った。また、遺構・遺物の執筆に関す

る諸作業や挿図の作成は随時行い、平成5年9月に整理作業は終了した。

平成3年度

主体

管理

整理

整理体制

新潟県教育委員会(教育長堀川徹夫)

(新潟県教育庁文化行政課長)総括

管理

指導

務
当

担理

庶
整

大嶋圭己

吉倉長幸

横山勝栄

本間信昭

藤田守彦

鈴木俊成

〃

〃
〃
〃

〃

課長補佐)

埋蔵文化財第1係長)

第2係長)

主事)

文化財専門員)

平成4年度

主体

整理

整理体制

新潟県教育委員会(教育長本間栄三郎)

財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団(理事長本間栄三郎)

管理藍原直木(新潟県埋蔵文化財調査事業団専務理事・事務局長)

渡辺耕吉(〃総務課長)

茂田井信彦(ク調査課長)

指導戸根与八郎(〃調査課第1係長)

庶務藤田守彦(〃主事)
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3.整理経過

整理担当鈴木俊成

調査員春日真実

高橋一功

(新潟県埋蔵文化財調査事業団主任)

(〃専門員)

(〃専門員)

平成5年度

主体

整理

整理体制

新潟県教育委員会(教育長本間栄三郎)

財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団哩事長本間栄三郎)

管理藍原直木(新潟県埋蔵文化財調査事業団専務理事・事務局長)

指導

庶務

整理担当

調査員

渡辺耕吉(

茂田井信彦(

藤巻正信(

藤田守彦(

鈴木俊成(

春日真実(

高橋一功(

ク

ク

ク
〃

〃

〃

〃

総務課長)

調査課長)

調査課第1係長)

主事)

主任)

専門員)

専門員)

整理作業(土器接合・復元・実測・トレース・写真撮影等縁期間中、整理担当及び調査員の指導のもと整理

作業員が行った。調査員不在の場合でも、この整理作業員が精力的に作業を行い報告書刊行を目指した。

第ll図土器復元作業

さ.

繍

第12図トレース作業
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IV一之口遺跡東地区

第IV章 一之口遺跡東地区

1.概 要

調査面積は約11,200m2、遺物の出土量は約1,400箱(整理時)である。遺跡の時期は大きく奈良・平安時代、

古墳時代後期、古墳時代前期に分けられる。これらの時期区分は、それぞれ層位的な前後関係をもち存在

する。つまり、平安時代はIII・IVa層、古墳時代後期はIVb層に、古墳時代前期はVla層に包含される,,

各層は無遺物の間層を部分的にもち、完全に上下の遺物包含層と分離される部分もあるが、大半は問層が

無く、各包含層が接する状態である。したがって遺物取り上げ、検出遺構についても基本的には層位ごと

としたが、若干、間違った判断で取り上げ、検出したものも含まれる。これらについては、整理段階で各

時期ごとに修正・整理している。

次に検出した遺構や発見した遣物について、時期ごとに概要を述べる。

平安時代以降は、掘立柱建物数棟に井戸10基以上、水田跡、畝状遺構、±坑、溝等が発見された。建物

の時期については西地区よりも若干古いと考えられる。東地区の新しい情報としては建物に付随する井戸

や土坑(西地区では基本的にf寸随する)が発見されなかったことと、4D・4E地区で発見された井戸集中地

域と多量の遺物が投げ込まれたSD1'IELの存在である。両者には若干、時期差があるもののll肚紀代と

考えられる。そしてSDl川E咄土品の中に、呪符・人形等があることから儀式の場であった可能性が高い。

また、5地区で発見された水田跡と調査区の東側に存在する池田遺跡の水田跡仲世～近世初頭)の位置的

な関係や層位的な面から、この辺一帯が平安時代から近世・現代にかけて水田として利用されたと考えら

れる。

古墳時代後期は春日・木田地区遺跡群のなかで良好な居住範囲を発見した唯一の地区である。該期の遺

物は西地区で少量出土しているが遺構は発見されていない。検出した遺構には竪穴住居21棟以上を中心に

土坑・ピット・溝等で、多量の遺物が竪穴住居から出土している。遺構分布の中心は4D・4E・5地区

にあり、特に5地区が中心となる。また、中心となる5地区では同一確認面で掘立柱建物が10数棟発見さ

れているが、竪穴住居を切っている場合が多く古墳時代後期またはそれ以降の所産と考えられる(掘立柱建

物については平安時代のものも含め、後述したい)。

古墳時代前期は後期同様、遺跡群の中で唯一の集中域である。集中範囲はおおむね後期の遺構分布範囲

と重なるものの、中心は4E地区である。発見した遺構は土坑・溝・ピットで特に土坑は大型で楕円形ま

たは不定形のものが多い。覆土には多量な炭化粒が混入する例が多く、出土遺物は残存度の高いものが目

立つ。遺構集中範囲内で焼土が発見された箇所は遺構外で僅か1箇所と少なく、住居とみられる遣構は

Vla層上面で検出したSIl31L'1・SI233Lコiの2棟のみである。

2.層

序

東地区の層序は西地区〔新潟県教育委員会1986〕の結果と大きく異なるものではない。したがって、ここで
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2.層

序

奈良・平安時代以降の遺構分布図
IVa層上面ないしIVb層上面で確認した遺構

SK308(4C)

σ

のロ

留

SB306C4C、

(りSK,C、C,

)

/'"愕

/、巷/

 ・～・、
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」.?/'
ノ

十
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、a'SBIOI(4E)

塾
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 愚㌔
 、込
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1ぐ製、
磁〆SDこ0

040m
一

)

↓
(

古墳時代後期の遺構分布図
王lVla層上面で確認した遺構

(堀立柱建物の1部は奈良・平安時代の可能性あ])

レ

曳SD319〔4C}

/SD65814D}
　

OSD3・6〔・C>〔4D)
SK631
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旧
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豊
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SI18(5)

S11

づ ご・癌
(4E)

ゆSK277
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古墳時代前期の遺構分布図

主にVlb層上面で検出した遺構

/

十

一

/
〆

/

O

SK687〔4D>

ぐ4D}

弔13図

旧
正
善
寺
川

/

主な検出遺構(時期別分布図)

40m
一
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IV一之口遺跡東地区

は、各時期の遺物包含層の位置と広がりを中心に説明したい。なお、4C・4E地区は生活道路や埋設物

で撹乱や削平部分が多く、良好な土層堆積状態を記録することができなかった。そこで比較的残りのよい

4D・5地区を主に取り上げて説明したい。

東地区の微地形はほぼ平坦であるが、東側に向けて若干標高を低くする。この低いほうに土層が多く残

る。遺物包含層は大きく3枚で、新しいほうからIII・IVa層(平安時代以降)、IVb層(古墳時代後期)、Vla

層(古墳時代前期)である。西地区で言うV層(古墳時代前期の包含層)をここではVla層と呼んでいる。

平安時代の包含層であるIII層は砂質土で一時的な洪水堆積物の可能性が高く、標高の低い5地区の東

側のみに存在し、西地区のIII層と合致する。III層を覆土とするSD20[5}からは平安時代の土器が出土し

A
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第14図遺跡の層序
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2.層序

ている。下部に位置するIVa層についてもIII層同様、5地区で良好に残っており、層上面で発見された

畦畔状の鉄分集沈ラインや、プラント・オパール分析の結果から、平安時代の水田耕土ととらえられる。

古墳時代後期の包含層であるIVb層は、ほぼ全域にIO--4⊂)emの厚さで堆積しており、最も安定した明

瞭な層である。遺構・遺物の分布範囲は4D地区以東が中心で竪穴住居等を多数検出した。それに比べ4

C地区はIVb層は存在するものの、出土遺物は少なく西地区と同様な状況を示す。

古墳時代前期の包含層であるVla層は4D地区以東に10～20c・m:'D厚さで堆積しており、4C地区で不明

瞭、西地区では存在しない。遣物・置構の分布状況は古墳時代後期同様4D地区以東に多いが、その中心

は4E地区である。

各層の説明

層
曙

礪
I
I
I

IVa層

IVb層

VIa層

Vlb層

Vlc層

現代の水田耕作土及び表土=

4D地区で部分的に存在する層で、黄茶色シルトである,炭化物・粘土粒を少量含む。

基本的には砂で、若干、粘質であるc青灰色を呈し5地区のみに堆積する。平安時代の遺物を

含む。

暗灰色の粘質シルトで、炭化粒を若干含む。5地区で畝状遺構の覆土となり、本層自体が水田

耕作土となる。平安時代の遺物を含む。

暗褐色の粘質土で炭化物を多量に含む。古墳時代後期の遺物包含層である。

暗灰色の粘質シルトで、炭化物を部分的に含む.古墳時代前期の遺物包含層で、西地区の報告

ではV層としたものである,。

炭化物を多く混入する暗灰色の粘質シルトである一4D地区では一般的に10em程の厚さで堆積

するが、5地区では部分的に残存するのみであるまた、4D地区では、この層の上部が砂質、

下部が粘質シルトとなっている。無遺物層である

青灰色の粘質シルトで無遺物層である、

3.遺構各説

A.遺構の記述・表記方法

個々の遺構を説明するにあたって、その記述・表記方法を以下のように統一した。

遺構の説明は各時期ごととし、おおむね調査範囲の西側に位置する遺構から初め、東に向けて順次説明

していく。説明した遺構は竪穴住居・掘立柱建物・土坑・溝・水田跡・畝状遺構・柵列等であるが、土坑

や溝など数量の多いものについては規模の大きなもの、出土遺物が多量で時期が限定できるもの等を選択

している。また、遺構名については後述のように略称し、別地区で同一遺構番号を用いている場合がある

ので遺構番号の後に()で地区名を表示し、番号の重複を防いだ。

竪穴住居

①位置は中グリッドまでを示し「区」で表示した。複数のグリッドにまたがる場合は、それぞれの区

を。_した竪穴伍居工ン、外の遺構位置についても同様)。

、
}

 ウ
一



IV一之口遺跡東地区

    遺構の種類略称遺構の種類略称

    竪穴住居SI土坑SK

    掘立柱建物SB溝iSD

    柵列SAピットP

    井戸SE不明遺構SX

※水田跡、畝状遺構は略称せずそのままの用語を用いた。

※遺構名の表記例

SIl7151
-一「一一

::L-一一一一一一地区名

:L-一一一遺構番号

L…一遺構の種類(略称)

第2表遺構の略名称

②重複した遺構の新旧関係は、「切る」・「切られる」や「新」・「旧」と表現し、重複関係の多い

遺構については「古いほうから→→→……」のように矢印を用いて表現した。

③主軸はカマドの位置する辺と向かい側の辺に直行する線とし、この線が北を中心に東西に偏する角

度で表した

④平面の寸法や深さは確認面からの計測値で、周溝・ピットの深さは床面ないし掘形面からのもので

ある。また、各辺中央が若干膨らむものについては、基本的に膨らんだ部分を計ったが、極端にいび

つな張り出しをもつものは、その都度、方形に近づけた形で計測値を修正した。

⑤カマド内外の火床部分や炭化材については、それぞれスクリーン・トーンを貼り明示した。

⑥主柱穴になると考えられるピットは、番号を付しスクリーン・トーンを貼った。

⑦遺物出土状態を図化したものがあるが、この中の番号は図版の遺物番号に一致する。

⑧「柱掘形」は確認面での形状、「柱痕」は柱穴に占める柱部分、「柱根」は残存した柱材である。ま

た、それぞれの平面的な寸法や深さは最大値を計った。

掘立柱建物

①柱間の多い方向を「桁行」帳軸)、少ない方向を「梁間」槻軸)とした。また、間数の同じ場合は「2

×2間」などと記述した。

②建物の内側にある柱が、側柱を結ぶ線の交点に位置する場合は「束柱」とし、この建物を「総柱建

物」とした

③「柱掘形」・「柱痕」・「柱根」は竪穴住居と同じである。

④方位は「桁行」(長軸)方向が、北を中心に東西に偏する角度で表した。

⑤面積は長軸×短軸である。

土坑・井戸

①平面形の寸法は最大径を計っているが、部分的に極端な張り出しがある場合は、全体の形状を良く

残していると思われる位置で計測している。

②深さは確認面からの最深部を計った。

遺構図面について

発見された遺構の説明は、層位ごとに完結するようにしている。最初に平安時代以降を説明し、次ぎに
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古墳時代後期・古墳時代前期とした。なお、遺構のレイアウトもこの順に配した。

遺構図は、おおむね3段階の縮尺を異にする図面で表している。まず、各時期別の遺構配置全体が1枚

で見れる「遺構i全体配置図(1:400)」、次に前記の全体配置図を6ないし7分割し、拡大したもの「遺構i

全体実測図く1:200)」を用意した。以上、2様式の図面が遺構iの配置図となるが、この図面には地形が平

坦なため等高線は記入せず、任意の地点間のエレベーションで対応している。

遺構個々の図面については、基本的に掘立柱建物を1:80縮尺で、竪穴住居やそれ以外の小型のものに

ついて1:40縮尺で図化している。また、カマドや遣物出土状態等、拡大を要するものは1:20にした。

個々の遣溝図は遺構の種類ごとにまとめることはせず、調査区の西側に位置しているものから初め、順次

東に位置するものをレイアウトしている、、

B.中世・平安時代の遺構

ここで取り上げる遺構は、主にIVa層上面ないしIVb層上面で確認されたものである。

SB303';c(図版3・25・178)

15D6区に存在する掘立柱建物である.桁行2問(4.3～4.4m}、梁間2間(3.6n・)で、長軸はN-67c'-W

である、面積は約15.8m2で束柱はない。柱間寸法はそれぞれほぼ等問であるが、東側梁問の欠落した柱穴

は調査の排水溝のため破壊されている。柱掘形は径5{〕～55cmの円形で、深さは確認面から40～50cmを計る。

Pl・3・4には柱痕が検出され、径15～25cmである遣構からの出土遺物はなく時期は不明である、

SD3011(i(図版3・25/

15D2・7区に存在し北東から南西に走る。溝底面は南西から北東に向かって傾斜する。幅は確認面で

C).4--1.5m、深さは20cm前後を計る。断面形は、ほほ平坦な底面から両壁が若干外反して立ち上がる=約

9m東には同様な規模の溝(SD302`'iCi)が並走する出土遺物は古墳時代前期の土師器が少量であるが、遣

構確認面から平安時代以降の所産と考えられ、遺物は壁崩壊土中のものと思われる。

SD1Llv(図版3・25・178)

15C21、15D1・2区に存在する中世の溝である平安時代の遺物包含層を切って掘られている。溝

底面は西から東に向かって傾斜する。溝1は調査区南側の法線外からほぼ真北に走り、15D1区で東に約

70ウ屈曲し、その後直線で東走する。幅は確認面で約2.5m、深さは55cmを計る。断面形はほぼ平坦な底

面をもち、両側壁はやや外反し立ち上がる。覆土は1{[層に分層されるが全体的に砂質分が多く、炭化物を

含む。出土遺物は少ないが、珠洲焼の甕胴部破片が数点、覆土中から出土している。

SK3054c(図版3・25・178)

15D7・8・12・13区に存在する平安時代の土坑である。平面形は長軸約2m、短軸約1.5mを計るい

びつな楕円形を呈し、深さは確認面から25cmである、底面は平坦で壁は外反して立ち上がる。覆土は一様

に微細な炭化粒を含むが、堆積状態から構築時期を異にする二つの土坑の切り合いが観察される。1～4

層のいずれからも平安時代の土器が出土している。
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SK304i'ic'(図版3・25・178)

15D8区に存在する平安時代の土坑である。平面形は径90cm程のほぼ円形を呈し、深さは最大17elnと浅

い。底面は平坦でなく、壁は緩く外側に立ち上がる。覆土は4層に分層されるが、最下層(3層)は炭化物

層で、側壁は強い火を受け焼土化している。このことから本遺構は炭焼きの平窯と考えられる。覆土から

は9世紀中葉の須恵器無台杯と杯蓋が各1点出土している。

SK308`4ci(図版4・25・179)

15D3区に存在する平安時代の土坑である。SB306」;ciの北側に位置する。平面形は確認面で長軸1.Om、

短軸75em、深さ6cmの浅い不定形である。遺構の南側に平安時代の土器が一括出土している(SB30611u]参

照)。

SD211Cl〔図版4・25)

15C22、15D2・3区に存在する溝である。西側から東に向い大きく弧を描き南下し、二股にわかれ

法線外に向かう。溝底面は西から南に向い傾斜する。幅は確認面で30cnl前後と狭く、深さは15Cln前後と浅

い。断面形は、ほぼ平坦な底部から両壁が若干外反して立ち上がる。覆土からは古墳時代の土師器片10数

点と平安時代の須恵器1点が出±している。

SB7LICI(図版4・26・179)

15Dl2区に存在する平安時代の掘立柱建物である。桁行3問(5.Om)、梁間2問(.4.1m)で、長軸はN-

74一Wである。面積は約21niL'と推定されるが、北側桁行の2本は撹乱部分にあたり、南側桁行の1本は

検出できなかった。柱間寸法はそれぞれ等問であるが、束柱はもたない。平面形はやや歪んでいる。柱掘

形は確認面で径50～65cmの隅丸方形や楕円形で、深さは25～40emを計る。P1・4・5・6・7から平安

時代の須恵器・土師器が出土している。

SK311Ci(図版4・26・179)

15D3区に存在する平安時代の遺構iである。平面形は長軸5.Om、短軸3.6mの不定形であるが、東と南

の隅は方形に近い角をもつ。深さは最大23cmである。底面には広い範囲で茶褐色粘土ブロックと灰白色砂

の混合土による貼床が成され、遺構底面を平坦に整えている。また、遺構中央部の貼床上には焼土と炭化

粒の集中が径50cmの円形状に認められ、貼床もその部分が若干くぼむなど、地焼炉として使用された可能

性がある。また、貼床周辺部には大小のピットが3基存在するが、いずれも浅いものである。出土遺物は

それほど多くはなく、8層(貼床)中より平安時代の小甕・長甕の土師器片を中心に古墳時代の土師器片が

少量出土した。本遺構は貼床・焼土の集中・出土遺物等から平安時代の住居の可能性もあるが、ここでは

断言することを避け、用途不明遺構としておきたい。図化した古墳時代の須恵器小型壺は覆土より出土し

ている。

SB306t4c](図版4・26)

15D3区に存在する平安時代の掘立柱建物である。南側でSD307t4c,を切っている。2(2.3m)×2問

(2.Om)の総柱で長軸はN-85°-Eである。平面形はほぼ整った方形で面積は4.6m2である。柱問寸法はほ
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ぼ等間で、柱掘形は確認面で径35～55cm、深さは25-50cmを計る。柱穴からの出土遺物はP2・5・8よ

り土師器の微細な破片が数点出土したのみで、これらの破片からは時期決定は無理である。

SX3EI

l6DllVg区に存在するが、図化はしていない規漠等は不明である。遺物は平安時代の土師器小皿を

中心に、若干古墳時代後期の遺物を含む。

SD624・図版4・26・

15D!3区に存在する溝である、溝iの南西端は未検出で北東端は調査範囲外に伸びる。溝底面は北東か

ら南西に向かって傾斜する。幅は確認面で70～80em、深さは35emを計る。断面形は、比較的平坦な底面か

らやや外反して側壁が立ち上がるが、北西側の壁には小さな段をもつ。遺物は出土していない。

SD6224D}(図版4・26・178)

15D8・9区をほぼ東西に走る幅の広い溝であるt:古墳時代遺物包含層(IVb層)を切って掘られている。

溝底面は西から東に向かって傾斜する。溝の西端は未検出で東端は平安時代後期以降に埋まりきる旧正善

寺川につながる。幅は確認面で1.8～3.Om、深さは断面作成地点で約90emを計る。断面形は、東側の平坦

な底面から側壁が外反して立ち上がり、西側は南壁部分で広い段をもち立ち上がっている。覆土3層は壁

際の崩壊と考えられる古墳時代包含層qVb層)の落ち込みで、4層も含め両層から多量の古墳時代の土器

が出土している。

 SD62α4D}(図版4・26・178)

15D8・14区に存在する南北に走る溝でSD622hを切っている。溝底面は南から西に向かって傾斜す

る。幅は確認面で40～80em、深さは90Cmと深い。断面形は、平坦な底面から両壁が急激に立ち上がる.覆

土は6層に分層されるが基本的に砂質分を多く含む.出土遺物は15D9区を中心に覆土中より古墳時代の

土器細片が少数出土しているが、確認面の層位より平安時代以降の溝と考えたい。

SB1:4D[(図版4・27)

15Dl8区に存在する掘立柱建物である。桁行3問13.3m)、梁間2間(2.7m)で、長軸はN-56°-W、面

積は8.9m:'を計る。また、北隅のピットは存在しない柱間寸法はそれぞれほぼ等問であるが束柱は無い。

平面形は南東側の梁柱がやや歪んではいるが、ほぼ方形である:また、建物内に3基のピットがあるが、

軸線上に乗らず束柱とは考えられない。柱掘形は確認面で径50～65emのいびつな隅丸方形や楕円形が多く、

深さは1～1.41nと深い。出土遺物は、ピットより古墳時代の土師器細片が数点出土している他は無く、

遺構の時期は限定できない。

SE608[4D)(図版5・27・179)

15Dl5区に存在する平安時代の井戸である。平面形は確認面で東西径62cmの楕円形で、深さは70emで

ある。断面形は、底面が緩い丸底から壁がほぼ垂直に立ち上がる。覆土は8層に分層され5層に炭化粒が

多く含まれる一同層より図化した土師器小皿が2個体重なった状態で出土して、・るそ')他、礫9点、土
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師器細片10数点が覆土より出土している。上述した2個体の土師器小皿は残存状態が良好で出土状態を考

えあわせると、井戸を廃棄する段階で儀礼的に置かれたものと考えられる。その廃棄時期は土師器小皿か

らll世紀前半と考えられる。

SE606「1D}(図版5・27・180)

15Dl5区に存在する平安時代の井戸である。平面形は確認面で南北径75cm程のいびつな円形で、深さ

は1.lmである。断面形は、緩い丸底から壁がほぼ垂直に立ち上がる。覆土は8層に分層され一様に炭化

粒を含む。7層に未分解植物層が存在する。出土遺物は4・8層から集中的に出土しており、特に井戸底

部の8層より出土した完形の土師器小皿3点(73～75)は、ll世紀前半の所産と考えられる。また、4層か

ら須恵器肩衝壺(79)と土師器小皿(72)、土師器無台椀(76)がほぼ同一レベルで出土しており、井戸を廃棄

する段階で置かれたものと考えられる。しかし、4層出土の須恵器肩衝壺は8世紀後半のもので、しかも

器面が細かく剥落しローリングを受けた痕跡をとどめるなど、前時代の遺物を再使用した可能性が高い。

SE629`4DI(図版5・27)

15DIO区に存在する中世の井戸である。平面形は確認面で南北径1.2m程のほぼ円形で、深さは80cmで

ある。断面形は、平坦な底部から壁が外反して立ち上がる。覆土の状態は不明である。出土遺物は井戸底

面からタール状の付着物が付く大型の石皿が出土しているほか、珠洲焼甕片と木器、礫が覆土から少量出

土している。

SE605[4D)(図版5・28・180)

15Dl5区に存在する中世の井戸である。平面形は確認面で東西径90cm程の円形で、深さは1.2mである。

断面形は、崩壊が著しい凸凹な壁がほぼ垂直に下がり、5層下面で一旦段をもち径を縮め小さな丸底とな

る。5層下面の段から底部にかけては、壁に河原石(チャート)の貼り付けがみられ、底部付近を補強した

ものと思われる。覆土は8層に分層され3'・3層に未分解植物層が存在する。また、5層は第1次の壁

崩壊土である。出土遺物は底部直上より木製の柄杓(90)・匙(91)が出土しているほか、覆土より中世の珠

洲焼き・灯明・古墳時代の土師器細片80点以上とチャートが主体の拳大の河原石60点以上が出土してい

る。珠洲焼摺鉢・土師器小皿そして多数の木器は3層中からの出土で、前述の摺鉢は直線で約13m東方に

位置するSE609`4D)出土の破片と接合関係にある。遺構の時期については、これら中世の土器から13世紀

後半と考えられる。なお古墳時代の土器については、本遺構が下層のSI607〔4D〕(古墳時代後期)を切って構i

築されていることから壁面崩落時に流れ込んだものと考えられる。

SE604(4D'(図版5・28・181)

15D5区に存在する井戸である。出土遺物がないため時期は断定できないが、平安時代前期に旧正善寺

川が埋没した後に構築されているため、平安時代後期以降の井戸と考えられる。平面形は確認面で東西径

1.05m程の円形で、深さは84cmである。断面形は、確認面からほぼ垂直に壁が下がり、7層上面の砂利層

を境に段をもち、径を縮め円形の平坦な底部に至る。覆土は8層に分層されるが、未分解植物層はみられ

ない。
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SE619`1D,(図版5・28・181)

15Dl5区に存在する平安時代の井戸である。平面形は確認面で東西1.3mのほぼ円形で、深さは1.2m

である、断面形は、北側に大きく傾斜する円形の底部から、ほぼ垂直に壁が立ち上がり確認面下10en1の所

でラッノ・状に広がる。覆土は6層に分層されるが、未分解植物層や炭化物層はみられない。出土遺物は土

師器黒色有台椀(103)と礫が底部直上で出土した他、多くの木器・礫と平安時代や古墳時代の土器が6層

の中位を中心に出土した。遺構の時期は前記の土師器椀から11世紀前半と考えられる。

SE618`1(図版5・28・18P

ユ5DIO区に存在する平安時代の井戸である:平面形は確認面で南北1.34mの隅丸方形で、深さは1.Om

である,断面形は、中央部が緩くくぼむ丸底から東壁はほほ垂直に立ち上がるが、西壁は確認面下30emで

屈曲し外側に大きく開く。覆土は3層に分層されるが、未分解植物層はみられない。出土遺物は底部より

未加工の木片と土師器黒色有台椀・1〔)2}が出土しているほか、11iノ)土師器小皿は底部付近の壁際より、ま

た、覆土中からは40点以上の平安時代土器片と小礫5点が出土している。遺構の時期は前記した土師器黒

色有台椀からll世紀前半と考えられる一

SE6094D〕(図版6・28・181)

15D5区に存在する平安時代の井戸である、平面形は確認面で南北1.lmのいびつな方形で、深さは1.3m

である一断面形は、円形で平坦な底部から壁がほほ垂直に立ち上がり、確認面下60cmの所で外反する/一覆

土は8層に分層されるが、4層は未分解植物層である出土遣物は±師器細片20点以上が覆土より出土し

ているが、胎土からそのほとんどが平安時代である一

SE610`4D,(図版6・28・181)

15Dユ5区に存在する平安時代の井戸である。平面形は確認面で南北80emのいびつな円形で、深さは75c・ln

である。調査の暗渠排水溝のために、遺構の西側が破壊されている。断面形は、南壁を除きほぼ垂下する

が確認面下40cmの所で、南側にオーバーハングぎみに屈曲し丸底となる。覆土は5層に分層されるが、2

層は炭化物層で3・4層にも炭化物の混入が著しい、出土遺物は3・4層から残存度の高い土師器小皿

(ll3)や土師器細片・焼け礫・鉄宰・炭化した竹が出±している。土師器細片は3・4層に限らず覆土中

から出土したが、古墳時代のものがほとんと"である一

SE6154DL〔図版6・28・182)

16D11区に存在する平安時代の井戸である.平面形は確認面で東西1.48mの南北に長い楕円形で、深

さは1.6mである。断面形は、南北に細長い楕円形の平坦な底部から、壁がほぼ垂直に立ち上がり、確認

面下1.2mの所で屈曲し、ラッパ状に外反して立ち上がる,覆土は10層に分層されるが、4層は炭化物層

で9層には微量の骨片が混入していた。出土遺物は8層より残存度の高い平安時代の土師器有台椀(ll9)

や古墳時代の甕(123)、木器(127)がまとまって出土している他、各層にわたり各時代の遺物が混在していた。

古墳時代のSD64sc4D'を切って構築されているため、壁の崩壊時に古墳時代の遺物が混入したものと考え

られる。
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SE612[4D】〔図版6・29・182)

16Dll区に存在する平安時代の井戸である。平面形は確認面で東西1.2mのいびつな楕円形で、深さは

1.67mである。断面形は、円形の平坦な底部から、壁は北側を除き開きながら立ち上がる。北壁は底部か

らほぼ垂直に立ち上がり、確認面下70emで段をもつかのように大きく開口し立ち上がる。覆土は8層に分

層され、3層は未分解植物層、5・6層の下部には炭化粒が多く含まれる。出土遺物は6層下部から7層

上部にかけてヒョウタン・桶底板を含む木器・焼け礫等が集中して出土した他、覆土より平安時代・古墳

時代の土師器片・木器・礫が出土している。

SE6111'['](図版6・29・182)

16Dll区に存在する平安時代の井戸である。平面形は確認面で東西1.05mのいびつな円形で、深さは

86emである。断面形は、ほぼ円形の起伏のある底部から、若干開きぎみに立ち上がる壁をもっ。覆土は3

層に分層され、全てブロック状の混合土から成っているため、井戸は短時間に埋め戻されたものと考えら

れる。出土遺物は覆±より平安時代を中心とする土師器細片と木器1、礫2が出土している。

SE40qDl(図版6・29・182)

16Dll区に存在する平安時代の井戸である。平面形は確認面で東西95cmのいびつな隅丸方形で、深さ

は1.251nである。断面形は、楕円形でほぼ平坦な底部から、壁が垂直に立ち上がるが、確認面近くになる

と若干開きぎみとなる。覆土は10層に分層され、最下層の10層に未分解植物層が存在する。出土遺物は8

層直上に一個体の須恵器甕q361と礫、木器が少数出土している。また、本遺構は古墳時代のSK638L4Dbを

切って構築されている。

SE601q["(図版6・29・182)

15D4区に存在する平安時代の井戸と考えられる。出土遺物は木片以外に無く、時期の断定は困難であ

るが、遺構確認面の層位的関係から平安時代に属するものと思われる。平面形は確認面で東西54cmほどの

径をもつ円形で、深さは92cmである。断面形は、平坦な底部から壁がほぼ垂直に立ち上がる。4層より多

量の炭化物が出土しており、上述した木片はその上層(3層)より出土した。木片は厚さ4mmほどの板材の

断片が数点であるが、すべて同一個体で端部を切断した資料も含まれる。遺存状態が悪く図化していない。

SD603L4D)・SD114E)・SD1',4E,(図版5～7・27・29～31・183～186)

15D4・9・14ラインから東側へ16D3・8・17区までの範囲で複雑に蛇行した小さな河川が発見され

ている。この河川は出土遺物から平安時代後期に存在したもので、中世の遺物を出土しないことから、中

世にはすでに埋没していたものと考えられる。また、古墳時代の遺物も少数含むが、これらは河川壁際の

古墳時代包含層が崩壊し混入したものと考えたい。なお、SD603,4D]・SDllLE)・SDl'L'1EIは、おおむね同

一時期の流路と考えられるが、遺構名が異なるのは調査年度の違いによるもので、もともと同一の流路で

あろう。また、自然流路に遺構名を付したのは、後述するSD1['E]・SD1'1'`E)のように堰の遺構や祭祀場

としての使用が考えられるためである。

これら平安時代後期に存在した河川は埋没していく一時期の姿を現すもので、平安時代後期以前はさら

に大きな河川であったことが下層の調査で確認されている(古墳時代後期の遺構配置図参照。報告ではこの殺階
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の河川跡を旧正善寺川と呼んでいる)。そして、河床付近に大量に堆積していたチャート礫が、現在、調査区

の南側を西流する正善寺川の河床礫に共通することから、古代の正善寺川の流路の一つと断定するに至った。

ここでは平安時代後期にしぼって報告する。後期の河川跡は蛇行が著しく、16D7・12付近では中洲を

形成する。川幅は広いところで約14m、狭いところで約4.5mを計る。深さは確認面から1.5～2mで南か

ら北に向かって流れている。断面形は緩い丸底から、両壁は大きく開き立ち上がる。16D6区でSDl「4E]

とSDl"Eが合流する地点に木材で構築された堰状の遺構が発見された。また、この合流地点付近を中

心にSDl'』4E}から多数の土器・木器が出土している。この付近の覆土は10層に分層され、それぞれ粘質土・

シルト質土がレンズ状に堆積するが、最下層の10層は細かなチャート礫を含む砂礫層となる。遺物は1層

恢色土)-2層(黒色土)・1⊂層砂礫層[に土器・木器が多量に出土した他、残りの各層で少量出土している、

出土した土器は古墳時代から平安時代にかけてのものであるが、11世紀前半のものが殆どである。古墳時

代の遺物は各層にそれぞれ少量含まれるが、これは壁際の崩落により古墳時代の包含層が一部流れ込んだ

ためと考えられる。1・2・10層から出土したll世紀前半の土器には、層位ごとに若干の時期差を見出す

ことができる(詳しくは第V章1節参照)=また、出土した土器は甕・鍋等の煮沸形態のものは極少なく、大

半は土師器無台椀と小皿である.そして、そのいくつかにはタールや煤状の付着物がみられ、付着物の状

況は普通の消費遺跡でみられる同種のものとは比較にならないほど厚(、付着面も広い。そして出土状態

が同一器種、同一機能を有した複数の個体が重なって出土する例咽版31・第73図)や、各土器の残存度が

極めて高く、遺存状態も良好なことから、ある種の儀式の場であったことを想定させる。また、木器は、

挽物・椀・下駄・火鐙板・火鐙棒・コモヅチ・扇・櫛等の生活用具に混じり、舟形・ミニチュアの擢・刀

形・墨書呪符・人形・斎串等の祭祀・呪術用具が出土するなど、前述の儀式の場としての性格を肯定する

資料である。

木組の堰状遺構は、SDlIE+がSD1'`'iE'に合流する水口に設けられている。遺構はSD1の流路にほぼ直

交する形で設けられており、南北3.3m、東西1.3mにおよび北西から南東に弧状を成して構築されている。

構築方法は先端を尖鋭に加工した木枝を二列弧状に杭として溝底部に突き刺し、それらの間に大小の未加

工の枝・幹を横木として並べ堰を作っている。SDlFとSDl'Fの底面の高低差は約1mあり、SDlE

のほうが高い。堰は底面が高いSDltaE)がSDl'}に合流1一底面を1m低くしたところに構築されており、

遺構上部が腐食し失われていることを考えれば、堰はさらに高く大規模なものでSDlt4EIに水を溜める施

設、または、SDl'[4E)からの土砂流入を防ぐ施設とも考えられる。SD1[4E〕は広くやや平坦な底部から壁

は大きく開き立ち上がる。覆土は5層に分層され粘質土・シルト質土がレンズ状に堆積する。遺物は1～

3層にかけて出土するが、量は多くない。時期的にはSDl'IEで中心を占めたll世紀前半よりも古く、

10世紀後半の資料が多いようである。SD603;の断面形または覆土の状態はSD1"4Dと基本的に同じで

ある。出土遺物は少ないが時期的な幅も同じである.

SA14c4E)(図版6・32)

16Dl2区の中洲に存在する杭列である。軸はN-15'-Wでほぼ直線上に並ぶ。南側のP2からP4は、

間隔が1.5mとほぼ等間隔で柱痕をもつ。P2から2m北に離れてP1が位置し、そこにも柱痕が発見され

ている。なおPl5は軸線上で、しかもP2から1.5mの距離にあるが柱痕は発見されなかった。柱掘形は

確認面で径15～20cmのほぼ円形で、深さは10-・20cmである。杭の先端は掘形底部から、さらに10cmほど打

ち込まれている.出土遣物はP2て土師器片が数点出土しており、胎土から古墳時代⊃ものと思われる=
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SAl11iE,(図版6・32)

16D6・7・12区の中洲に存在する杭列である。軸はN-40°-Eでほぼ直線上に並ぶ。柱間寸法は2.8

～3.2mとややふぞろいである。柱掘形は確認面で径35～55cmの円形または隅丸方形で、深さは確認面の

最も高い所で20～60cmとばらつきがある。P2～4は柱痕の段を底部にもつ。時期不明である。

SK511E〕(図版6・32)

16Dl2区の中洲に存在する平安時代の土坑である。平面形は確認面で径65cmのほぼ円形で、深さは最

大35Cmと浅い。底面は段をもち、東側がくぼむ。出土遺物は覆土から古墳時代と平安時代の土器が出土し

ている。

SD137i4E,(図版7・32・186)

16D13・18区に存在する溝である。溝底面はほとんど傾斜していない。幅は確認面で約80cm、深さは40cln

を計る。断面形は、底部から南壁が大きく開きぎみに立ち上がり、北壁は南壁に比べ開きが少ない。覆土

は3層に分層され、それぞれ灰色の粘質土である。出土遺物は覆土から甕口縁部片を含む土師器細片が少

数出土した。これらの土器は胎土から古墳時代のものと思われる。

SD178L4E](図版7・32)

16D3・8区に存在する平安時代の溝である。溝底面は南から北に向かって傾斜する。幅は確認面で70cm

前後、深さは深いところで15cmである。覆土は暗灰色の粘質土1層である。出土遺物は多量の古墳時代の

土器に混じって、平安時代の須恵器3点が出土している。

SBIOI`'iEI(図版7・32・186)

16Dl4区に存在する平安時代の掘立柱建物である。SBlO314E'と重複する。新旧関係は不明である。桁

行3間(4.5m)、梁間2間(3.8m)で、長軸はN-34°-Eである。面積は17.lm2で束柱をもつ。柱間寸法は

それぞれほぼ等間であるが、北西および北東隅の柱穴は撹乱により一部または全部破壊されている。柱掘

形は確認面で径40～75cn1とばらつきがあるものの隅丸方形が多い。深さは13～46cn1とばらっく。P3・4・

llを除き柱痕が検出でき、P9には柱根が出土している。出土遺物はPlOを除き、全てのピットで土師器

細片が総数100点以上出土しているが、ほとんど古墳時代のもので、唯一、P7から平安時代の土師器杯

片2点が出土している。時期は細片のため断定できない。

SB103[4E](図版7・32・186)

16Dl4区に存在しSB101L4E】と重複する掘立柱建物である。長軸2.9m、短軸2.7mの2×2間の建物で

面積は7.8m2、束柱をもつ。北側短軸の中央ピットは検出されていない。柱問寸法はほぼ等問、長軸はN

-22°-Eである。柱掘形は径20～55cmの円形と隅丸方形で、深さは!l～26clnを計る。P1--5に柱痕が検

出されている。出土遺物はP1～7より土師器細片が合計で40点以上出土しているが、胎土から古墳時代

のものが多い。
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SK2931'tE〔図版7・33・187)

ユ6Dl3区に存在する平安時代の土坑である。南東側の約半分は調査の排水溝1のため破壊されている。

平面形は径約80cmの円形と推定され、深さは28emを計る1、断面形は、平坦な底部から壁が大きく開いて立

ち上がる一覆土は3層に分層され、それぞれに炭化物を含むが、特に3層は顕著である。出土遺物は覆土

から土師器無台椀が1点出土している。

畝状遺構惣図版7・8・33・17つ

16D9・14・19区ライン以東の広い範囲で検出されてお1)、西f則は未検出である。畠の畝と考えられる

もので、溝の軸はほぼ東西方向に走るものと、N-58'-Wを前後する方向に2分される。前者は16Dl9・

20区に分布し、後者はそれよ:1も東側に分布する、幅は約6C】。mが一般的で、深さは確認面から15cm前後を

計る一SD20L[)L)J,東と16DlO区の水田域の範囲には発見されていない。確認面はIVb層上面で覆土は黄褐

色砂の単層である。遺構から出土する遺物は細片が多く、時期を限定できるようなものはないが、平安時

代の須恵器細片が一定量含まれることと、遺構が水田域と重複しないことから、水田跡と同時期のものと

考えておきたい。

水田跡一"・SD20(「)」(図版8・33・187)

16Dl{⊃・17D6区を中心に分布している。水田面はIVa層を耕作土とし、耕作土は全体的に青く変色

している一プラント・オパール分析(第15図)からもIVa層は排作土と考えられる。水田の畔はSD20:F"の

東側に溝に沿って土手状に発見されているが、その外は褐色を呈する鉄分の集沈が帯状に検出されている。

幅は80cn1前後で南北方向にほぼ平行する2本と、調査区の南端にはそれに直交し東に向く畔が確認された、

また、16D9区と16DlO区の東側や北側は全体的に褐色の鉄分が分布することから、水田域から外したい、

そして、外した部分には前記の畝状遺構が分布するなど、土地利用がこの線で異なるものと考えられる。

水田域を構成するSD20'一'は、南西から北東に向かって緩く蛇行しながら流れる。深さは60en1あ1)、断

面形はほぼ平坦な底面から両壁は開きぎみに立ち上がる。覆土は2層ないし場所によっては4層に分層さ

れ、シルトまたは砂を覆土とする。溝の東岸には幅1.5～0.5m程の高さ15cm前後(水田面からの高さ)の土手

状の高まりが作られている。この高まりはIVb層上面に5nlm大の礫を多量に含む黒色土を敷き詰め、そ

の上にさらに黒色土を盛って作られている。なお、これらの盛土は硬く非常にしまっており、土手や畔と

して機能したものと思われる。この高まりは部分的に分断される。分断された所は水田の排水口と考えら

 れ、SD2σ'は南西から北東に流れる水田排水溝と考えられる=このように水田と溝とは機能的に結びつき、

一体の遺構と考えられ、時期の特定は難しいが、SD20'出土遺物より9世紀末以前の平安時代と考えて

おきたい,
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O.sati.:Orvzasativa.栽培稲の地上部乾物重。
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Phrag.:PhragmitescoMlllLtllis.ヨシの地上部乾物重。
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各植物体重はそれぞれの植物により異なる珪酸体密度係数と土壌中から検出された各植物に由来するプラント・オ

バール密度をもとに算出されたものである。

3.土柱模式図の右側に栽培植物、同左側に野、雑草を示している。単位t/10a・emはその土層の厚さ1cn1、面積10a

(1,000m2)に包含されるプラント・オパールの数から推定した各植物の乾物量をt(トン、1×10踊)で表したもので

ある。例えば、その土層が10en]の厚みであると、グラフで示された値に10を乗じた量の植物体がその土層の推積期間

中に生産されたことになる。生産量が年間生産量ではないことに注意されたい。

4.水田跡が埋蔵されている土層ではO,sati.の値がピークを形成する場合が多い。土層の堆積状況により一概にいえ

ないが、水田跡の層位はこのピークと一致するのが通例である。

5.Phrag.〔ヨシ)、Bamb.(タケ)の乾物量変遷はその地点における土壌水分状況の時代的変遷を知るうえに役立つ,ヨ

シは比較的水分の多い湿った環境に生育し、タケ(ササ)は比較的乾燥した環境下で繁茂する。両者の消長をみると、

その地点の乾湿変化を推定できる。
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3.遺構各説

C.古墳時代後期の遺構

ここで取り上げる遺構は、主にVla層上面で確認されたもので、主に古墳時代後期の所産であるが、

5地区を中心に発見された掘立柱建物については、遺構の重複関係から古墳時代後期以降のものも多く含

まれる堀立柱建物の時期については後述する)。

SD326貝図版12・34}

15D7区に存在する南北に走る溝iである。溝底面はほぼ水平である。幅は確認面で20～35em、深さ6cm

以下である。断面形は、ほほ平坦な底面から外反して両壁が立ち上がる。出土遺物は少なく古墳時代の鉢

1点と土師器細片1点のみである。

SD319L」'c,(図版ll・34)

15D6・7区に存在する溝である。溝i底面はほぼ水平である、幅は確認面で30～40cm、深さ8cm程度で

ある。断面形は、ほぼ平坦な底面から外反して両壁が立ち上がる.出土遺物は赤彩土器を含む土師器細片

3点のみである。

SI625!Dj(図版12・34・187)

15D3・4区に存在する古墳時代後期の竪穴住居である主軸はN-84°-Eでカマドは東辺の北寄り

に存在するが、SK640qDに一部切られている。長軸7.()5m、短軸6.95mのほぼ方形で面積は約49㎡である。

周溝はなく、東辺のカマド部分とそれより若干南側部分が一部張り出す。深さは確認面から50cm以上を計

る=覆土はおおむね3層に分層され、1層の黄灰色粘土からは遺物は出土せず、3層(最下層)の暗灰色土

から多量の土器が出土している。柱穴は各コーナーに存在する4本柱と推定されるが、北東隅のものは

SK640で破壊されている。柱掘形は径30～40cnlの楕円形で、深さは16～59cmである。カマドは張り出した

煙道部分に厚さ10cn1ほどに炭化物を多量に含む層が堆積しており、火床は床面から若干掘りくぼめられ焼

土が厚さ10cmほど残存している。これら炭化物層・焼土層の上面に3層が覆い、周辺からはカマド構築に

使用したと考えられる土壌は未検出である。火床から炊き口部分の3層下部にほぼ水平に分布する土器群

(527・586・583・576・577・574)がまとまって出土している。また、カマド南側の張り出し部手前にも土器

が集中して出土している。時期はIV期である,

SK640L'i[))(図版12・34・187)

15D4区に存在する古墳時代後期の土坑でSI625の北東隅とカマドの一部を切っている。長軸4.4m

以上、短軸2.3mの細長い土坑で、深さは確認面から50Cm以上を計る。断面形は、緩い丸底から壁がやや

開きぎみに立ち上がる。東側は旧正善寺川により切られている。覆土は5層に分層され、遺物が多量に出

土しているがSI62St4D}と接合関係にあるものが多い、出土遺物の多くはSI62Sc4D)からの流れ込みと考え

られよう。

SK648qDl(図版12・35・188)

15D4[<に・∵〆liTる古土賞時代後期O土坑である。長軸1,15m、短軸1.05mのいびつな円形で、深さは確
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IV一之口遺跡東地区

認面から30Clnを計る。断面形は、ほぼ平坦な底部から壁が若干開き立ち上がる。覆土は3層に分層され土

器細片が40点以上出土している。

SD658(4D'(図版12・35)

15Dl3区に存在する溝である。溝底面は南西から北東に向い緩く傾斜する。幅は確認面で30～70eln、

深さは最大70cmを計る。断面形は、ほぼ平坦な底面をもつが、北西壁はオーバーハングし南東壁は大きく

外反して立ち上がる。覆土は5層に分層されるが、いずれも砂を多く含む。出土遺物は底面付近の4・5

層から土師器の甕細片2点のみである。

SK631('iD](図版12・35)

15D9区に存在する土坑である。東側を旧正善寺川、北側を調査の排水溝により破崩され、規模は不明

である。底部は起状著しく、浮いた状態で古墳時代前期の土器が出土している。

SK613qD1(図版13・37・190)

15D15区に存在する古墳時代後期の土坑である。SI633`iDiを切りSK650「ユD'と接する。遺構の南側は不

明瞭であるが短軸1.3mのいびつな楕円形を呈するものと思われ、深さは確認面から20cmを計る。断面形は、

起伏のある底面から壁が大きく開き立ち上がる。覆土は2層に分層され上層が灰混じりの層で下層は焼土

混じりの暗灰色土であり、遺物は上層にほぼ水平の位置に残存度の高い甕・甑・高杯等が数個体並んで出

土している。

Sl614[4D〕(図版13・35・188)

15Dl4区に存在する古墳時代後期の竪穴住居である。主軸はN-83°-Wでカマドは東辺の北寄りに存

在する。南側は大きく旧正善寺川により削り取られている。また、カマドの南側でSK642[」D〕と重複関係

にあるが新旧関係は不明である。長軸5.55mで平面形は方形と考えられる。住居の内側に段をもち、住居

外廓同様、方形を成す。段はカマドのある東辺で不明瞭であるが、北辺から西辺にかけては明瞭で20cm前

後の比高差をもち、確認面から40cm以上を計る。柱穴は下段方形の北東コーナー(P1)・北西コーナー(P3)

に存在し、掘形は長軸45～50cmの楕円形で深さは32～45cmを計り、P3には柱痕がある。そのほか、カマ

ド南側にP2、段の内側P4～7が存在し、深さは23～33cmを計る。カマドは焚き口から火床を経て煙道

まで2.15mあり、煙道部分は住居外に大きく張り出す。焚き口の両袖の部分には石(軟質の砂岩)が立てられ、

これを芯にカマド側壁が作られたと考えられる。火床部は若干掘りくぼめられ焼土が厚さ8cmほど堆積し

ており、その上に灰・炭が堆積している。カマドの南側住居範囲外にSK642を切ってカマドがもう一基

発見されている。長軸はSI614"4D]とほぼ同様であり、内壁面は火により硬く焼土化している。調査時に

は不明であったが前記の住居外カマドと住居の内側に存在する方形の段で構成される竪穴住居が重複する

可能性があるが、断言はできない。出土遺物は平箱にして5箱と多く、598・597・614・624・62ユ・625・

626・622・613・619がカマドおよびカマド付近から出土しており、629・626・631がカマド脇のP2から

出土している。時期はIII期である。
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3.遺構各説

SB634t」[i(図版13・36・189)

15Dl5区に存在する1×1問の掘立柱建物である。長軸(南北)4.Om、短軸(東西)3.5mの方形で、主軸

はN-51-Eである。柱掘形は長軸70～85cmの隅丸方形または楕円形で、北西・北東のピットは柱痕を

もつ。深さは確認面から35～75cmを計る。出土遺物はPl・2・4から古墳時代の甕・高杯等の細片100

点以上が出土している,,

Sl607,'iD〕(図版13・36・189)

15D15区に存在する古墳時代後期の竪穴住居である,主軸はN-85°-Wでカマドは東辺に2基存在す

る。南西コーナーはSK6131Pに切られている。長軸7.8m、短軸6.95mの長方形で面積は約54.2m2である、

周溝はなく、東辺のカマドの煙道部分が一部張り出す=深さは確認面から40cm以上を計り、覆土は13層に

分層される。柱穴は各コーナーに存在する4本柱であるが、北東と北西の柱穴は若干南寄りに配置する。

柱穴掘形は径55～60cmの楕円形で、深さは33～60emとばらつきがある。そのほか床面より南東コーナーで

径80em、深さ16en1の土坑1基と、北東の柱穴に隣接して径55cm、深さ45emのピット1基が検出されている。

南/貝1」のカマドは、火床部分で床面から10cm弱くぼみ、径55cn1の範囲で厚さ10cmの焼土が堆積し、住居外に

のびる煙道部分には炭化物が多くみられた。また、カマドの/主居内外の境には約20cmの段をもつ。出土遺

物は平箱にして2箱出土している。時期はII～III期である一

Sl6331[)1(図版13・37・190)

15DlO・15区に存在する古墳時代後期の竪穴住居である、南半分は旧正善寺川に切られるが、平面形

は方形と推定される。東西軸は約4.6mあり、深さは12cmを計る。カマドは未検出で、ピットも2基確認

したが主柱穴になるような配置をもつものは無い、ピット掘形は長軸30～90cmの楕円形で深さは47～55cln

を計る。床は貼床である。出土遺物は平箱にして2箱で、時期はIV期である。

SI616「4D〕(図版13・37・190)

15Dl5区に存在する古墳時代後期の竪穴住居である、北f則の一部は調査範囲外のため未調査である、

また、近代の暗渠排水溝のためかなりの部分破壊されている。主軸はN-77°-Wで平面形はほぼ方形に

なるものと思われる。カマドは検出されていないが、南東コーナー付近より炭化粒・焼土粒が出土してお

り、竪穴住居東壁南寄りに存在していたものと推定される。覆土は4層に分層され、覆土より300点以上

の土器が出土している。柱穴は4本、各コーナーで検出されている。柱掘形は径30--40cmの楕円形で、深

さは13～32cn1を計る。そのほか土坑が北側に集中して検出できた。平面形は北東コーナーにあるほぼ円形

のものを除き方形である。深さは6～18cmと浅い。時期はIII期である。

SD64St4D[(図版13・38・191)

15Dl5・16Dll区に存在する古墳時代の溝である。溝の北は法線外にのび、南側は旧正善寺川により

切られている。溝底面は北から南に向かって傾斜する。幅は北側の狭いところで1.4m以上、南側の広い

ところで3.lm以上を計り、深さは北側で確認面から1.15mと深い。断面形は、幅の狭い底部から西壁は

外反してほぼ直線状に立ち上がるが、東壁は段をもち、緩く外反し立ち上がる。東壁の段は南側で顕著と

なる。覆土は6層に分腎されるが、堆積状態から溝は大きく2回にわたって機能Lていたこヒがわかる、
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つまり溝の掘形が古期の使用面で、1・2層の掘形は古期段階の溝が埋没した後、再度、掘られたものと

推定される。新期の溝は幅1.lm、深さ65cmで、断面形は両壁の大きく外反したU字形である。16Dll区

南側の東壁に直径15em、長さ1.2m以上の木材が杭として打ち込まれていた。出土遺物は、土師器細片200

点以上と礫3点が覆土より出土している。

SI636LユDl(図版13・38・191)

16D11区に存在する古墳時代後期の竪穴住居である。南西のコーナーが一部検出できたが、カマドは

未発見である。覆土は2層に分層されるが、両層とも土壌がブロック状に堆積しており、短時間に埋め戻

された可能性がある。床面より径23clu、深さ26emのピット1と短軸75cm、深さ12cmの楕円形と推定される

土坑の一部が発見されている。出土遺物は土師器細片が平箱にして1箱、覆土より出土している。

旧正善寺川[4D'」E'51(図版12～14・38・191・192)

4D・4E地区のかなりの部分と5区の一部にかけて蛇行し、南西から北東に走る河川跡である。平安

時代の旧正善寺川(SD603LL1D,・SD1〔4EI・SDl'』」El.)で説明したように、河床付近に堆積しているチャート礫

が現在の正善寺川河床礫に共通することから、古代の正善寺川の流路の一部と断定するに至っている。そ

して調査で検出した流路は古墳時代後期の遺構を切っており、平安時代(ll世紀代)の遺構は旧正善寺川の

内側に進出することから、概ね10世紀代に流路化していたものと思われる。川幅は広いところで約76m楠

側)、狭いところで約40m(北側)で、深さは確認面から51n以上である。覆土は多数に分層されるが基本的

にはシルト層と礫層の互層を成す,出土遺物は、平箱にして約llO箱で古墳時代・平安時代を中心とする

土器片であるが、他に木器・植物遺体(流木・トチの実等)が土器同様、下層の砂礫層を中心に出土している。

また、同層からは和同開弥1点も出土している。

S116S{4F'(図版14・39・192)

16D3区に存在する古墳時代後期の竪穴住居である。主軸はN-86°-Wでカマドは東辺の南寄りに存

在する。住居の西側は旧正善寺川で切られている。平面形は長軸4.6m(南北♪、短軸4.2m以上(東西)のほ

ぼ方形で面積は19.3㎡以上である。周溝はなく、東辺のカマド煙道部分が若干張り出す。深さは確認面か

ら20cn1以上を計る。覆土は3層に分層されるが、一様に炭化物・土器片が含まれる。柱穴は判然としない

が、径20～25cmの楕円形のピットを5基検出している。深さは床面から10～47cmでP2が最も深い。カマ

ド掘形は床面より若干掘りくぼめられ、掘形直上は地山に若干の炭化物が混じる土により整地され、その

上面に椀状に掘りくぼめられた火床をもつ。火床上には厚さ8cmの焼土が堆積し、その上に長さ20em、幅

15cmほどの軟質の砂岩が崩れ落ちるような形で出土している。この砂岩はカマド構築の用材として用いら

れたものと思われる。また、砂岩の両脇には内面に輪積痕を残す697・699の円筒形の土器が倒立していた

ことから、カマド構築の芯として使用されたと考えられる。出土遺物は平箱にして4箱と多く、大多数は

覆土より出土している。時期は1期である。

Sl1071"E,(図版14・39・193)

16D8区に存在する古墳時代後期の竪穴住居である。主軸はN-80°-Wでカマドは東辺の南寄りに存

在する。平面形は長軸81n、短軸7.6mで西側に行くにしたがい若干狭くなる方形である。面積は約57nf
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である。周溝はなく、東辺のカマド煙道部が若干張り出す。深さは確認面から40cmと深い。覆土は3層に

分層され、主に2・3層より遺物が出土している。柱穴は各コーナーに存在する4本柱で、柱掘形は径40

～60cmの楕円形または隅丸方形を呈し、深さは65～ll9cmと深い、また、南東隅の柱穴には柱根が残って

いた。そのほかピット・土坑が12基床面より発見されている。これらの遺構の分布は住居の南東隅のカマ

ド脇に集中する。そしてこの地区では覆土から土器が集中して出土した。また、SK2t`E」の東側には径30cm

の範囲で焼土が検出されている、カマドは破壊しているが、火床部は床面より10Cln以上掘りくぼめられ、

その上に焼土層または焼土粒・炭化物を混合する砂質分の強いシルトが土器を含み堆積している。この砂

質分の強いシルトがカマド構築に用いた土と考えられる=出土遺物は、平箱にして4箱ほどで717・720や

707(勾玉)はカマドから出土している,時期はIV期である。

SI180"4E,(図版14・40)

16D3・8区に存在する古墳時代後期の竪穴住居である南側の壁立ち上がりは不明で、西側は新しい

時期の土坑(SK202E4E)・245【4E等)で破壊されている,主軸はN-88':'-VY」で、カマドは東辺の南寄りに位置

すると推定される。平面形は長軸5m以上哺北、短軸3.7m以上凍西)の方形と推定されるが、北・西辺

はいびつである。深さは確認面から10em程度と浅く、煙道の張り出し部は検出できなかった。覆土は1層

のみで、灰色の粘質土に土器が含まれている:主柱穴と考えられるものは無いが、北東隅に4基のピット

が確認されており、径20～25cm、深さ7～12cmと浅いカマドはかなり残りが悪く、径約50cnlの範囲に焼

土が残るのみであった。出土遺物は、平箱にして2箱で465の支脚は焼土付近からの出土である。時期は

III～IV期である。

SK2024E)(図版14・40)

16D3区にSIl80L`EIを切って存在する土坑である。SK245トとも切り合い関係にあり、前者が旧、後

者が新の関係にある。平面形は長軸2.5m、短軸1.75mの楕円形で、深さは確認面から42cmを計る、断面

形は、底面と壁の境が不明瞭で、壁は緩く外方に開き立ち上がる=断面図より東側に新しい時期の土坑が

重複すると考えられるが、平面的に確認することはできなかった。覆土は暗灰色土で土器を多量に含んで

いた。出土遺物は、平箱にして土師器細片工箱で図化できるものはない。

SK24514E'(図版14・40)

 16D3区にSIl8α4E}を切って存在する土坑である,またSK202'4E)も切っている。平面形は長軸1.lm、

短軸0.95mの楕円形で、深さは確認面から26emを計る一断面形は、ほぼ平坦な底面から壁が大きく外反し

立ち上がる。覆土は2層に分層され、最下層には焼土が径30emの範囲に分布していた。出土遺物は、土師

器細片20点以上が覆土から出土しているが、図化できるものはない。

SK1944E〕(図版14・40)

16D4区に存在する土坑である。平面形は長軸1.2m、短軸97cmの楕円形を呈し、深さは確認面から25cm

を計る。断面形は、丸底で底部と壁立ち上がりの境が不明瞭である。覆土は3層に分層されるものの、そ

れぞれ灰色土で、含まれる炭化物の量の違いで分層される。出土遺物は古墳時代の土師器が平箱1箱程度

で、ユ層て最も多〔出llしている
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S1106:4E〕(図版14・40)

16D8・9区に存在する古墳時代後期の竪穴住居である。南側の壁立ち上がりは未検出で、南東コーナー

はSI170"E)により切られている。主軸はN-70°-Wでカマドは発見されていない。長軸5.8m(東西)、短

軸4.5m以上楠北)の方形と推定されるが、北東コーナーは丸みをもつ。面積は26nf以上と考えられる。

深さは確認面から深いところで8cmを計る。柱穴は南東隅の暗渠排水構で破壊されたものを除き、各コー

ナーで検出され、4本柱と推定される。柱掘形は長軸径75～100cmの楕円または不定形で、深さは50～63cm

を計り、それぞれ柱痕をもつ。そのほか土坑1とピット2基を検出しており、Pl59は柱痕をもつ。深さ

は56emである。出土遺物は少ない。

Sl170L4E'(図版14・40)

16D9区に存在する古墳時代後期の竪穴住居である。北西コーナーでSI106`4E)を切り、東辺の壁立ち

上がりは現代の道路工事により破壊されている。主軸はN-72°-Wでカマドは発見されていない。長軸

8m以上(東西)、短軸6.9m(南北)の方形と推定されるが、西辺の南寄りで一部外側に張り出す。面積は55m2

以上で深さは15cm前後である。覆土は2層に分層され1層より多量の遺物が出土した。また、2層は暗灰

色土の貼床で、住居の西側に部分的に存在する。柱穴は判然としないが、合計5基のピットを検出した。

P2は径50emの円形で深さ32cmを計り、柱痕をもつ。また、P4・5は住居のほぼ中央に位置し径35～45cm、

深さ33-47cmを計る。出土遺物は、平箱にして4箱である。遺物の中には勾玉・石製紡錘車がそれぞれ1

点含まれる。時期はIV期である。

SK2774E)(図版14・41・194)

16D8区に存在する土坑である。東側に隣接するSK278「`E)を切っている。平面形は長軸2.Om、短軸

0.82mのいびつな楕円形を呈し、深さは確認面から40cmを計る。断面形は、緩い丸底から西壁が急激に立

ち上がり、東壁は20cmほど直に立ち上がった後外反する。覆土は4層に分層され、覆土から古墳時代の土

師器細片が100点以上出土している。

SK278[4E,(図版14・41)

16D8区に存在する土坑である。東側はSK277t4E,に切られている。平面形は長軸1m以上(東西)、短

軸1.05mの楕円形と推定され、深さは確認面から35cmを計る。断面形は、ほぼ平坦な底面から壁(東壁)が

大きく外反して立ち上がる。覆土より古墳時代の土師器細片が多数出土している。

SK203qE〕(図版14・41)

16D3区に存在する土坑である。平面形は長軸2.05m、短軸1.05mの楕円形で深さは確認面から15cm前

後を計る。断面形は底面が比高20cmの段をもち、壁は大きく外反して立ち上がる。覆土は1層のみで古墳

時代の土師器細片が少量出土している。

SI104「1E〕(図版14・41・194)

16Dl3区に存在する古墳時代後期の竪穴住居である。北辺の一部で壁立ち上がりが未検出のほか、南・

西壁の一部は撹乱されている。主軸はN-73°-Wでカマドは東壁の南寄りに位置する。長軸10.6m、短
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軸lO.4mのほぼ正方形で、面積はllOn子以上の大型住居である。深さは確認面から南側で15cm、北側で5cm

前後と浅い。柱穴は各コーナーに存在する4本柱で、それぞれに柱根をもつ。柱掘形は径50～60cmの円形

で深さは73～140cmと深く、柱根は径約50cm以上の丸太を縦に半戴したものを使用している。そしてP1・

2出土の柱根底部にはワラ状の植物が圧縮された形で付着しており、柱を柱穴に入れる前に敷いたものと

考えられる。また、P2には前記の敷きものといっしょに木器藤状木製品)が付着していた。そのほか大小

のピット・土坑を住居内より多数検出しており、その中でもSKl42t・162`E,からは多量の土師器が出

土している。また、SKl62FとPl61qE」の西側の床面には長軸60cm、短軸45cm、厚さ15emの範囲に焼土

が分布していた。この焼土範囲は土坑を成し、覆土はおよそ2層に分層される。上層には混じりの少ない

焼土が含まれるが、下層は焼土がブロック状に地山土と混合する。この焼土坑には硬化した火床面をもた

ないことから、東壁に存在するカマド内の余分な焼土、灰等を掻き出し集積したものと思われる。カマド

火床部分掘形は床面より10emほど掘りくぼめられ、その上に5emほどの炭化粒を若干含む青灰色土をおき

火床とする。カマド袖の補強材としては砂利を多く含む浅黄檀色土(6層)を用いている。出土遺物はPl

で鉄製の刀子1点が出土したほか、前記した土坑と覆土より平箱にして5箱が出土している。時期はIV

期である。

Sl2t4El(図版14)

16D3区に存在する古墳時代後期の竪穴状遺構1である水道管埋設部分の狭い範囲での調査のため、全

体を把握するに至っていない。東西の壁の一部が検出され、幅は7rnを計る。深さは確認面から5cm前後

と浅く、北側は未検出である。東壁の一部に焼土が残るため、カマドがあったと考えられる。出土遺物は

平箱にして1箱出土している。

SK3qE)(図版14)

16D3区に存在する古墳時代の大型土坑である、水道管埋設部分のため全体を把握するに至っていない=

遺物は覆土より少量出土している。詳細は不明である。

Sl6-E』(図版14)

16D2・3区に存在する古墳時代の竪穴状遺構である水道管埋設部分のため全体を把握するに至って

いない。覆土より古墳時代の土師器細片が1箱程度出土している。詳細は不明である。

SB5001ts)(図版15・42・195)

16D4・9区に存在する掘立柱建物であが、桁柱の一部は調査の排水溝により破壊され未検出である。

桁行3問(推定1.31n)、梁間2間(1.4m)で、長軸N-70-Wである。面積は10.9㎡で柱間寸法は柱穴が残っ

ている部分を見るかぎりほぼ等問である。柱掘形は、確認面で25～50cmの円形または不定形である。出土

遺物は、いくつかのピットから古墳時代の土師器細片が数点出土した。

SB500251(図版15・42・195)

16D4・5・9・10区に存在する掘立柱建物である.SB5003c5}と重複するがその前後関係は不明であ

る桁行3間6.25・・、梁間2間q.2～4.15m)で長軸はN-44°-Wである.面積:ま約26.4m2である,柱掘
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形は確認面で20～60cmの円形または不定形である。出土遺物は、いくつかのピットから土師器細片が数点

出土した。

SB5003L5L(図版15・42・195)

16D4・5・9区に存在する掘立柱建物である。桁行3問(5.6m)、梁間2間(3.Om)で長軸はN-60∪-

Wである。面積は約16.811デである。柱掘形は確認面で20～45cmの円形または不定形である。出土遺物は、

いくつかのピットから古墳時代の土師器細片が数点出土した。

SK1130(1】(図版15・42・195)

16D4区に存在する土坑である。平面形は2基の不定形に近い隅丸方形の土坑が重複関係にあるような

形をもつが、断面の観察から切り合い関係をとらえることができず、ここでは1基の遺構として考える。

南北2.Om、東西1.8mを計り、深さは深いところで25cn1、浅いところで5cmである。断面形は、南側の方

形部分が若干深く平坦な底面をもち、北側の方形部分と段差をもつ。覆土は3層に分層され1・2層には

多量の炭化物が、最下層は小礫の層となっている。出土遺物は覆土中から300点以上出土しており、その

中心は古墳時代前期の土師器甕で、壺も数個体含む。また、平安時代の須恵器・土師器も数点含んでいる。

SK111851(図版15・43・195)

16D4・9区に存在する土坑である。平面形は長軸3.lm、短軸1.6mの北側が幅広になる不定形である。

深さは確認面から最大35emを計る。断面形は、起伏の大きな底面をもち壁が緩く立ち上がる。覆土は4層

に分層され、炭化物と灰を多量に含む。出土遺物は全て古墳時代後期のもので300点以上出土しており、

図化したもののほかは、口縁部破片から土師器甕の細片を中心に甑の破片が若干含まれる。

SK960LL}(図版15・43・195)

16D5区に存在する土坑である。平面形は南北に長軸をもつ楕円形であると推定されるが、南側は法線

外にのび未調査である。長軸1.8m以上、短軸1.lm、深さは最大35cmを計る。断面形は、壁が緩く立ち上

がり、底面との境は不明瞭である。覆土は2層に分層され、時期不明の土師器細片が5点出土している。

SK97251(図版15・43・195)

16DlO区に存在する土坑である。平面形は長軸1.361n、短軸1.04mの南側に大きく張り出す不定形で、

深さは確認面から最大30cmを計る。西壁に接して内側に径30emの隅丸方形のピットをもつ。断面形は緩い

丸底から壁は北側にテラスをもち緩く立ち上がる。出土遺物は古墳時代後期の土師器細片が40点以上覆土

から出土している。

Sl139315)(図版15・43)

16D9・10区に存在する遺構である。竪穴にコーナーをもつこと、壁に沿って周溝らしい溝が一部確認

されたことから残りの悪い竪穴住居と考えたいが、カマドの痕跡が無いこと等から断定できない。竪穴の

深さは5cm以下と浅く、遺物は出土していない。ピットを2基検出しており、平面形は径30～50cmの円形

ないし楕円形で深さは40cmを計る。
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Sl1381'L'「(図版15・43・196)

16D9区に存在する古墳時代後期の竪穴住居である。主軸はN-88LWでカマドは東辺の若干北寄り

に位置する。住居中央部は現代の水道管工事のため南北に大きく破壊されている。長軸5.75m(南北)、短

軸5.15m(東西)のほぼ方形で面積は29.6m2である。北・南壁に沿って一部周溝が検出されている、周溝は

幅5～20cmで深さは5～40emあり、特に南壁にあるものが深い、住居の確認面からの深さは20em前後で、

覆土は3層に分層される一柱穴は4本柱と推定され、南東隅の撹乱により破壊されたものを除き、各コー

ナーで3基検出した。柱堀形は径25～40emの円形ないしいびつな楕円形を呈し、深さは35～44cmを計る。

そのほか、大小のピット・土坑を22基検出している。これらは深さ5～15cmと浅いが、覆土は住居の柱穴

や周溝のものと同様である。カマド火床部は若干掘りくぼめられ、厚さ5cm前後の焼土が残存し、その上

にカマド上部構i造の崩壊土と考えられる焼土粒を若干含む黄灰色土が、厚さ10cmほど堆積する。北側のカ

マド袖部に小礫が多く出土していることから、カマドの補強材に利用した可能性が高い。煙道部分はP

!458-iに切られており不明瞭である。出土遺物は平箱にして約3箱である。カマドおよびその付近からは、

805・807・812・813・816・822・823が出土しており、803はP3より出土している。そのほかP9・10・

12～14・16・26より土師器細片が出土している。時期はIV期である。

SK1259t5[(図版15・43・196)

16D9・10区に存在する土坑である。平面形は長軸2.!n〕、短軸1.4mの歪んだダルマ形を呈する。深さ

は確認面から最大35cm、底面は平坦で壁は急激に立ち上がる、覆土は3層に分層され、各層に炭化粒が少

量含まれる。遺物は出土していない。

Sl1399〔5i(図版15・43)

16D10区に存在する遺構である。竪穴にコーナーをもつことや、西壁に隣接して径15cmの範囲で焼土

が検出されたことから、残りの悪い竪穴住居と考えたいが断定できない。主軸はN-70°-Wである、竪

穴の深さは残りの良いところで5cmと浅い。ピットを5基検出したが平面形は径20～50cmの円形から楕円

形で、深さは6～60cmである。遺物は出土していない.

SB13SOc5)(図版15・44・196)

16DlO区に存在する古墳時代後期の掘立柱建物である。長軸7.8m(東西)、短軸7.lm(南北)の方形で面

積は55.41n2を計る。主軸はN-75°-Wである。柱問寸法は数10cmから1.51nと一定しない。柱掘形は径20

～50cmの円形または楕円形で、深さは確認面から20em前後である。東辺を除く各辺には周溝が存在する。

周溝は柱穴列からおおむね70cm外方で巡る。幅は45em前後で深さは10cm程度である。出土遺物はすべて細

片で図化していないが、いくつかのピットから古墳時代の土師器が少量出土している。また南に位置する

溝からは、細片が多量に出土している。

SI1379t5】(図版15・44・197)

16DlO・15区に存在する古墳時代後期の竪穴住居である。主軸はN-70°-Wでカマドは東辺の南東

コーナー近くに位置する。長軸4.5m(南北)、短軸3.55m(東西)の方形で面積は約16nfの小型住居である。

周溝はなく、東辺のカマド厘道部分が長く張り出す。深さは確認面から10em以上である覆土は4層に分
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層され、4層上面は貼床で、床面はほぼ平坦である。遺物は4層上面から3層にかけて出土している。柱

穴は判然としないが北東隅を除き各コーナーでピットが発見されている。これらが柱穴に成りうるかどう

かは不明であるが、掘形は長軸50～80cmのいびつな楕円または不定形で、深さは6～27cmと浅い。そのほ

か大小のピット・土坑を8基検出したが、いずれも深さ3～17cmと浅い。出土遺物は平箱にして3箱で、

P1・3・8・IOより土器が出土しており、P3からは多量の炭化物が出土した。カマド両袖基盤は地山

をそのまま利用し、その上に構i築された。焚き口の幅は約45emで火床面は床面とほぼ同レベルである。ま

た支脚が火床より1点出土している。煙道部の幅は約28emで、端部はSI1262〔51に切られている。火床と

煙道の境には段をもつ。またカマド火床部とPlの上面には残存度の高い土師器甕・鉢(833・827・831)が

出土している。しかし、これらも床面から若干浮いた状態である。時期はIV期である。

SK1438L5,(図版15・44)

16D9・10区に存在する土坑である。平面は不定形を呈し、西側の壁立ち上がりは確認できなかった。

深さは確認面から最大35Cmで底面はほぼ平坦である。東側の壁付近にピット2基があり、径35～45cmの楕

円形で、深さは20～35Cmである。覆土は2層に分層され、いずれも炭化物を含む。出土遺物は土師器細片

が50点以上で1層下部から2層上面に多く出土している。

SB654"5,(図版15・45・197・198)

16Dl4・15区に存在する古墳時代後期の掘立柱建物である。3×3間(4.8m)の正方形で面積は23nfを

計る。主軸はN-30°-Eである。柱間寸法はおおむね等間であるがPlとPl2の間、そしてP4とP5

の問が若干広い。束柱はもたない。柱掘形は径80～120cmと大きく、隅丸長方形ないし円形を呈し、深さ

は確認面から全て70em前後と均一である。柱穴覆土の観察から柱痕は発見されていない。断面形は平坦な

底面から壁が若干開いて直線状に立ち上がるものが一般的であるが、P1は北東部に段をもちP5は底部

に小ピットをもつ。出土遺物はP1・10を除く他のピットから古墳時代の土器細片が、それぞれ少量出土

している。

SBSOO4L「')(図版15・45・198)

16Dl4・15区に存在する掘立柱建物である。桁行3間(6.2m)、梁間2間(3.9～4.Om)で束柱はない。長

軸はN-25°-Wで、面積は約24.8m2を計る。柱間寸法は南側桁柱が若干広いほかは、ほぼ等間である。

柱掘形は、径15～30cmの楕円形ないし不定形で、柱痕は検出できなかった。出土遺物は、北東コーナーの

ピットより古墳時代の土師器細片が少量出土している。

SB50055[(図版15・45・198)

16Dl4・15区に存在する掘立柱建物で、東側および北側で、それぞれSBsOO4c「'}・SB65451と重複する

が、新旧関係は不明である。桁行3間(5.2-一一5.6m)、梁問2問(4.2m)で棟持柱が若干建物外に張り出し存

在する。面積は約23.5ml、長軸はN-80°-Wである。柱間寸法は東側コーナーのものを除き、ほぼ等間

である。柱掘形は径20～15cmの楕円形で、柱痕は検出できなかった。出土遺物は、北東コーナーのピット

より古墳時代の土師器細片21点が出土している。
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Sl1400:1(図版15・45・198)

16D!4区に存在する竪穴住居で、北側のコーナー付近のみが検出された。深さは残りの良いところで

15emほどである。遣物は平箱1箱ほど出土しているが、床面から10cm前後浮いて出土した。焼土の堆積範

囲も確認され、床面から10emほどの厚さをもつ。時期はIV期である。

SK3934i'(図版15・46・198)

16Dl4区に存在する土坑であるt:長軸2.9m、短軸⊂1.9mの歪んだ楕円形を呈し、深さは確認面から30cm

を計る。断面形は、平坦な底面から壁が若干外反ぎみに立ち上がる。覆土は4層に分層され、遺物は3・

4層から土師器細片数点が出土している一覆土の状況、出土遺物から本遺構の所属時期として古墳時代前

期の可能性が高い。

SB5006(図版16・46・199)

17D6区に存在する掘立柱建物である、東側は調査範囲外のため検出していない。主軸はN-62'-Wで、

北辺と西辺の一部に溝をもつ。北辺は柱穴2基が検出でき柱問寸法は3.2rn、西辺は柱穴3基で柱間寸法

はそれぞれ2.9mで、束柱をもたない。柱掘形は径25em前後と小さい。建物の北西コーナーを中心に、幅45cm

前後の溝をもつ。溝iは柱穴列から北側65el11、西側45cm距離を隔てている。出土遺物は、西側の溝よ:1古墳

時代の土師器細片2点が出土している。

SBSOO7'「)i(図版16・46・199)

17D6区に存在する掘立柱建物である。桁行3間16,5m)、梁間2間(3.7m)で、長軸はN-66c:-Wであ

る、面積は89m'と推定されるが、建物南側は暗渠排水溝により破壊されている。柱問寸法は不等であるが、

それぞれ束柱をもち、桁柱と束柱の間には床束と考えられる比較的小型のピットが検出されている。また、

南東の桁行きには約40cmの間隔で廟が設けられている。桁、梁、束の柱掘形は径40em前後、深さは確認面

から約30cmを計る。そして床東、廟の柱穴掘形は前者に比べ小さく径20～30cm、深さ15cm程度である構

成するピットのいくつかからは古墳時代の土師器細片が出土している。

SK871'一コ1(図版16・46・199)

16D10区に存在する土坑である。長軸1mほどの歪んだ円形で、深さは確認面から10cmほどと浅い。

底面は平坦で、覆土は分層できない。出土遺物はなく時期は不明である。

SK9111:',(図版16・46・199)

16DlO区に存在する土坑である。径1.05mのほほ円形を呈し、深さは確認面から最大10cmを計る。断

面形は、底部と壁との区別が不明瞭で、緩い丸底となる。出土遺物は古墳時代後期と考えられる土師器細

片が8点出土している。

SK1460{5〕(図版16・46)

16DlO区に存在する土坑で、東側は未検出である。西壁の一部は若干張り出すものの、おおむね方形

のフランを「」÷ろヒ考えられる,深さは確認面から25emで、断面形は、底部とll,指」・区∴かイく日弓瞭で緩い
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丸底となる。覆土は3層に分層され、2層より古墳時代後期の土師器細片が50点以上出土している。

Sl1262L)1(図版16・47・200)

16DlO・15区に存在する古墳時代後期の竪穴住居である。主軸はN-73°-Wでカマドは東辺の南寄り

に位置する。長軸7.Om(南北)、短軸6.9m(東西)の隅丸方形で面積は48.3m2である。周溝は北西コーナー

で検出されており、幅は25cm前後、深さは床面から5～10cmである。住居の深さは確認面から約15emで覆

土は3層に分層され、最下層の3層は黄灰色粘土ブロックを多量に含む灰黄色土である。これは、床掘形

後の整地土(貼床)と考えられ、床面は3層上面である。柱穴は4本柱(P7・2・20・15)で各コーナーに存

在する。柱掘形は径40～50elnの楕円形で深さは42～58cmと深く、Pl5には柱痕がある。そのほか大小のピッ

ト・土坑を合計16基検出した。深さは5～20cmと浅く、中心は10em前後である。覆土は周溝と同様にVI

層粘土ブロックを中心にIVb層の黒色ブロックを若干含むものである。P25はカマドの南に隣接し、遺構

の内外から残存度の高い土器が多く出土している.長軸75cmの隅丸方形を呈し深さは13cmである。覆土は

柱穴同様IVb層の黒色土を中心にVI層ブロックが少量含まれる。カマド火床部は床面(3層直上)から5em

弱くほみ、厚さ5emの焼土が堆積していた。煙道は幅35cm以下、深さ8Cln前後で住居外に1m確認した。

覆土は炭化粒・焼土ブロック等を含む黒色土である。また、カマド南側の東壁は10cn1程外側に張り出す。

出土遺物は平箱4箱で、特にカマドの南脇(住居南東コーナー)からP25にかけて残存度の高い煮沸具を中

心とした土師器が出土した。出土層位は3層直上のものが多い。時期はIV期である。

SK870'「'】(図版16・47・200)

16DIO区に存在する土坑である。平面形は西側に若干ふくらみをもち、東側は溝状に長くのびる不定

形を呈する。西側で短軸1.Om、東側短軸40emを計り、東端の壁立ち上がりは未検出である。深さは確認

面より20cmと浅く、底部はほぼ平坦である。覆土は3層に分層され、暗青灰色土を基本とする。

SB676Lコ'〔図版16・47・200)

17D6・ll区に存在する古墳時代後期の掘立柱建物である。東側は調査範囲外のため未検出で全体の規

模は不明であるが、主軸の方向、周溝の存在、西辺の距離、柱穴規模の共通性より本遺構の南西で検出し

ているSBl38015]とほぼ同様な規模・機能と推定される。主軸はN-60e-Wである。柱間寸法は50～IOOcm

と一定しない。柱掘形は径25～45cmの円形または楕円形で深さは確認面から40Cm前後である。北・西・南

の各辺に溝を伴う。溝は各辺で独立し幅50～100cm強で深さは20emを計る。断面形は、ほぼ平坦な底部か

ら側壁は緩く外方に立ち上がる。覆土は2層に分層され、両層とも黄灰色土である。柱穴列と溝との間隔

は60～100cmである。出土遺物はSD694'['」の覆土より古墳時代土師器細片が30点ほど出土しており、その

中に内面黒色処理した杯等が含まれ、後期のものが主体となる。

Sl137t"1(図版16・48・201)

16Dl5、17Dll区に存在する古墳時代後期の竪穴住居である。主軸はN-56°-Wでカマドは東辺の南

東コーナー近くに位置し、煙道部分は長く張り出す。長軸5.5m(南北)、短軸4.5m(東西)の方形で、面積

は約25.8m2を計る。壁の内側には部分的に途切れるものの深さ5cn1ほどの周溝が回る。竪穴の深さは確認

面から残りの良いところで15cmである。柱穴はP1・2の2本柱と推定され、柱掘形は径30～45cmの円形
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ないし不定形である。そしてそれぞれに柱痕が確認され、中から柱根が出土している。カマド両袖基盤は

地山をそのまま利用する。焚き口の幅は約35cmで火床面は床面よりも若干高い。煙道部の幅は約30em、深

さは端部で10emを計る。出土遺物は平箱3箱で、ほとんどが南東コーナーの壁近くで出土しており、他の

場所からの出土はほとんど無かった。出土状況は887の甕が壁に寄りかかるように立って出土したほか、複

数の甕が横転し出土している。これらの土器群はほぼ床直上からの出土と考えられる。またカマド南側袖

脇のP3には若干浮いた状態で874・875・877の杯・高杯・手つくね土器が出土している。時期はIV期である。

SB50081(図版16・48・201)

16Dl5、17Dll区にSI137c5[と重複して存在する掘立柱建物である。切り合い関係は不明である。長

軸6.lm(東西)、短軸5.8m(南北)の方形で面積は約35.4m一を計り、主軸はN-77c'-Wである。SI137`51と

重複する部分は、柱穴未検出のものが多い、柱間寸法は残llの良い所で30～80cmと一定せず密に配される。

柱掘形は20～50emの円形または楕円形が多く、深さは確認面から5～35cmとばらつくが、短軸東側の柱穴

の深度から1.5～2.lmの間隔で比較的深いヒットが存在し、その間は浅いピットを配す。出土遺物は、構

成するピットの1基から古墳時代の土師器細片4点が出土している。

SB5009L5〕(図版16・48・202)

16Dl5区に存在する掘立柱建物である。桁行3間16.4m、梁間2間(4.6m)で長軸はN-72°-Wである。

面積は約29.5m2で束柱はない。建物範囲のほぼ中央に焼土を確認している。柱間寸法は、北辺の桁柱を除

きほぼ等間である。柱掘形は確認面で径40～80cmの隅丸方形ないし楕円形が多く、深さは25～30cmである=

P7は径30cmの柱痕が確認されている。P9・10より古墳時代の土師器細片数点が出土している。

SI131t5}(図版16・49・202)

16Dl5・20、17Dll・16区に存在する竪穴状の遺構であるt,主軸はN-57°-Wでカマドは発見されて

いない。多くの遺構と切り合い関係にあるが、新旧が明瞭なのはSI126t「',が新でSI131[5[が旧の関係のみ

で、他は不明である。長軸7.Om(東西)、短軸6.9m哺北}のほぼ方形に近く、西・北壁の一部に周溝がみ

られる。確認面からの深さは、北壁で10cm前後と浅い=竪穴内には大小のピットを多く検出したが、主柱

穴になるものはない。出土遺物は平箱にして2箱で、覆土から出土している。出土遺物から古墳時代前期

の所産と考えられる。

SI23315}(図版16・49・202)

17Dll・16区に存在する竪穴状の遺構であるll本遺構はSIl31[']とSK314【5iに切られている。カマドは

存在せず、主軸はN-68°-Wである。長軸5.2m、短軸4.7mのほぼ方形であるが、全体はかなりいびつで

ある。面積は約24m2と推定され、竪穴の南壁と南東コーナーにかけては、幅広の周溝状の溝が存在する。

深さはSI131c5)の床面から10cmを計る。竪穴内には大小のピットが存在するが、主柱穴になるものはない。

出土遺物は、平箱にして4箱ほど覆土より出土しており、出土遺物から古墳時代前期の所産と考えられる。

SI126L'〕(図版16・49・202)

16D15、17Dl1区に存在する古墳時代後期の竪穴住居である。SI1311T"の南西コー∴一を男・,f、1る
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主軸はN-79°-Wで、カマドは南東コーナーに焼土が残ることから、東辺の南寄りに位置していたもの

と推定されるが、前時代の畝状遺構により破壊されている。しかし、南東コーナーには残存度の高い土器

が多数出土している。長軸4.2m、短軸4.05mで面積は17㎡の若干南辺の長い方形を呈する。また、南東コー

ナーの壁は他と比べ丸みをもつ。深さは約15cmで覆土は2層に分層される。ピットは12基検出したが、小

規模なもので主柱穴になるものは無い。そのほか、竪穴の北東コーナー近くに深さ30cmほどの円形土坑が

存在する。出土遺物は平箱にして1箱で、覆土より出土している。時期はIII～IV期である。

SK314c5〕(図版16・49・202)

17Dll区に存在する土坑である。SI233f5)の南東コーナーを切っている。平面形は長軸2.Om、短軸1.lm

の楕円形を呈し、深さは最大55cmである。断面形は、丸底の底面から壁が北西方向で緩く立ち上がり、南

東方向は段をもち立ち上がる。段の深さは確認面から23cmを計る。覆土は2層に分層され、最下層は灰色

ブロックが大量に含まれ、短時間に埋められた可能性が高い。また、上層より土師器片が少量出土した。

SK132f5〕(図版16・49・202)

16D20区に存在する土坑である。SI131〔5〕の西方のほぼ中央を切っている。平面形は長軸1.351n、短軸

1.08mの楕円形を呈し、深さは最大38cmである。断面形は、緩い起伏のある底部から壁が急激に立ち上が

る。南東で小さな段をもち、深さは22cmを計る。覆土は4層に分層され、それぞれ炭化物を含むが土器は

上層で少量出土したのみである。

 SB501α5[(図版16・49)

16Dl5・20区に存在する掘立柱建物である。3×3問の方形で長軸3.6m(東西)、短軸3.5m(南北)を計

り、束柱はもたない。主軸はN-66°-Wで面積は12.6nぞである。柱問寸法はほぼ等聞で、柱掘形は径20

～70cn1の円形ないし楕円形が多い。出土遺物は、ピットのいくつかから古墳時代の土師器細片が少量出土

している。

1

Sl127[5〕(図版16・50・203)

17Dl6区に存在する古墳時代後期の竪穴住居である。主軸はN-83Q-Wでカマドは西辺の若干南寄り

に存在する。長軸3,2m、短軸2.75mの方形であるが西辺が若干歪み、面積は約8.8nぞである。深さは確認

面から15～22cmで、覆土は2層に分層され、下層より残存度の高い土器が出土している。径15～40cmのピッ

トを13基検出しているが主柱穴になるものは無い。しかし、東壁には4基の小ピットが等間隔で並び、壁

柱穴の可能性もある。カマドも判然としないが、西壁の南側に径50cmほどの焼土・炭化物の集中範囲があ

りカマド位置と考えられるものの、付属施設はなく、地床炉の可能性が高い。出土遺物は平箱3箱ほどで

すべて甕である。出土層位は床直上から下層に含まれるものがほとんどである。平面的には、焼土範囲に

集中する一群(933・934・937・940・941・936)と南東コーナーに集中する一群(938・939・943・944)があり、

特に焼土範囲付近のものは完形に近いものが多い。時期は1期である。

Sl79c5)(図版17・50・204)

16D20、17Dl6区にSI80f5)と重複し存在する古墳時代後期の竪穴住居である。両者の切り合いはSI
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79L「,が新、SI80:5)が旧の関係にある。主軸はN-85°-Eでカマドは東辺の若干北寄りに位置する。長軸

5.61n〔南北)、短軸5.lm(東西)の方形で、面積は約28.611fである=北・西壁に沿って周溝が検出されている。

周溝は幅20～40cmで深さは北壁のもので床面から10em前後である。住居の深さは確認面から40em前後と比

較的深く、覆土は7層に分層される。柱穴は4本柱で、各コーナーに配される。柱掘形は径30～50emの楕

円形でP!・2・4で柱根が発見されている。P3の東側に径80em、深さ27cmの円形の土坑が位置する。

断面形は平坦な底部から壁が比較的急に立ち上がる、覆:ヒは3層に分層され、遺物は出土していない。カ

マドつ遺存状態は良好で両袖基盤は地山をそのまま利用し、床面から約15cm残存する。焚き口の幅は約50em

で、煙道は35cm、深さは25cmを計る。出土遺物は平箱7箱と多く、平面的におおむねカマド火床部とカマ

ド北袖に隣接するところに集中的に分布し、その他、住居の南東コーナー付近と北西のコーナー付近に分

布がある、これらの内、カマド北袖隣接地のものはほほ床面直上から出土しており、カマド火床のものは

カマド崩壊土中から、その他の地域は床面から若干浮いた状態で出土している。時期はII期である。

Sl80-1(図版17・50・205)

16D20区にSI79t「,と重複して存在する竪穴住居と考えられる,長軸5.7m以上(東西)、短軸3.6m(南北)

の方形と推定されカマドは未検出である。深さは残りの良い所で20em前後であるが、床面の起伏は著しい。

覆土は1層のみで、遺物はおおよそ平箱2箱が出土している、土器の調整等から古墳時代の甕体部片が多

数を占め、細片で接合もほとんどできないため遺物の図化は行っていない。ピットを7基検出したが、深

さは10～40cmほどで、覆土は灰色土である。

S181"1(図版17・51・205)

16D20、17Dl6区に存在する古墳時代後期の竪穴1主居である。主軸はN-70°-Wで明瞭なるカマド位

置は発見されていないが、西辺の南寄りに出土土器が多いことと、カマド構築に用いたと思われる粘土が

少量出土することから、この場所がカマドであった可能性がある。長軸4.75m(南北)、短軸4.7m(東西)の

方形で面積は約22.3㎡である。深さは確認面から約10emで、覆土は炭化物を含む灰褐色土のみである、柱

穴は4本柱で各コーナーで検出している。柱掘形は径48N60emの楕円形で深さは16～37cm、覆土は全て黄

褐色ブロックを少量含む暗灰黄色土である。P4は柱痕をもつ。出土遺物は少量で、ほとんどが西壁の中

央から南西コーナーにかけて出土している。出土遺物は床面から若干浮いて1層中からのものが多い。時

期はIII～IV期である。

Sl112【5'A・B(図版17・51・205)

16D20区に存在する古墳時代後期の竪穴住居で、2基ISIll2`】A・SI112t5〕B)重複関係にある。切り合い

はSI112'5)]Aが新、SI112t5'Bが旧の関係にある一

SIl12[5'Aの主軸はN-58°-Wでカマドは東壁の北寄りに位置する。長軸7.8m(南北)、短軸7.4m(東西)

の方形で面積は約57.7㎡である。周溝はもたない.住居の深さは確認面から良好なところで50cmと深く、

覆土は5層に分層される。柱穴は4本柱と推定され、各コーナーに配される。柱掘形は径25～40cmの楕円

形である。カマドの遺存状態は良好で、火床部に支脚が2本立って出土しているが袖の高まりは発見され

ない。支脚の上部には、カマド上部構造の崩壊土と共に遺存状態の良い甕(1042・1043)2個体が口縁部分

を壁方向に向け横転して出土Lている。また、近くには杯も出土している煙直1;ll景畝一、深さは火床部
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に近い部分で15cm、端部で5emと徐々に登る。出土遺物は平箱8箱と多く、前記したカマド付近の状況の

ほかカマドの北に位置する竪穴のコーナーで、甕を中心に集中出土している。出土状況は若干浮きぎみで

あるが、床面直上の出土と考えられる。時期はII期である。

Sll12`3'Bは、ほぼSll12L5】Aの範囲内におさまると考えられる住居で、カマド煙道部のみがSlll2']A

から張り出す。主軸はおおむねN-66°-Wと推定され、南北6m前後で、東西は不明である。深さはSI

l12[5'Aの床面から10cm前後を計る。覆土は1層で遺物はほとんど出土しないが、カマド火床と推定され

る部分に支脚(1053)が出土している。柱穴は検出していない。

SB5011nI(図版ユ7・52)

ユ6D20・25区に存在する掘立柱建物である。南西コーナーの柱穴は調査の排水溝のため破壊された。

桁行3間(7.2m)、梁問2問(5.4m)で長軸はN-72°-Wである。面積は約39nヂで束柱はもたない。柱間寸

法はほぼ等問である。柱掘形は径70-・130cmの円形ないし不定形で一部隅丸方形と見られるものもある。

深さは北東コーナーの柱穴を除き、確認面から30～60cmを計る。北東コーナーの柱穴は他の柱穴に比して

異常に深く、覆土より古墳時代後期の遺物も出±することから遺構が重複している可能性があるが、土層

の観察からは新旧関係をとらえることはできなかった。柱痕を検出できたのはP1・2・6の3基のみで

 径20～50cmである。出土遺物はSK785,以外にない。また本遺構はSIl8「'1・SIl7[『1・SI161'〕・SI8α「」・

SI7gc「'1と切り合っており、新旧関係はどの遺構よりも新しい。

SB5012t`1(図版17・52・208)

16D20・25区に存在する掘立柱建物である。桁行3問(6.41n)、梁問1問(3.8～3.9m)で長軸はN-56r-

Wである。面積は約24.5nfで束柱はない。柱間寸法はほぼ等間である。柱掘形は径60～IOOcmの隅丸方形

が多く、深さは確認面から25em前後と浅い。柱痕をもつものは2基検出でき径25emである。出土遺物は、

ピット1基から古墳時代の土師器細片30点が出土している。また、本遺構はSI16i'i・SIl7L:1と切り合っ

ており、新旧関係は両者よりも新しい(SB5011」1との関係は不明)。

SI16t「収図版17・52・53・208)

16D20区に存在する古墳時代後期の竪穴住居である。SB5012L「「"・SIl7L「/r・SI18`・'1・SI80L]1と切り合っ

ており新しいほうからSB5011i5㌦SB5012ts].SI16'r:!・SI17's]・SIISt5)の関係にある(SI80i-i・との関係は

不明)。本遺構は焼失住居の可能性が高く、住居範囲に広く炭化材・焼土が散乱していた。主軸はN-78り

一Eでカマドは東辺に存在する。壁の立ち上がりは南壁以外は不明瞭であるが、ほぼSIl7tsiと主軸・規

模は同じものと推定される。覆土は灰色粘質シルトの単層で、炭化材・焼土は床面から5Cln前後浮いた状

態で出土している。東壁に位置する煙道は壁から約1.5m張り出し、幅40cm、深さ15cmを計る。断面形は

比較的平坦な底面から両壁は緩く弧を描き立ち上がる。柱穴は判然としない。出土遺物は、平箱5箱で、

主にカマド火床部を中心に出土している。時期はIV期である。

SI17,5](図版17・52・53・208)

16D20区に存在する古墳時代後期の竪穴住居である。SB5011[5t・SB5012[51・SIl6'5'・SIl8[「)}と切り

合関係にある(新旧関係はSI16【51参照)。主軸はN-79°-Eでカマドは他の多くの竪穴住居と異なり西壁の
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ほぼ中央に位置する。平面形は長軸5.7m(東西)、短軸5.Om(南北)の方形で面積は約28.511fである。周溝

はカマド南袖部分から南東のコーナーまで検出されている.幅IO～20cm、深さは残りの良い所で5emと浅

い。住居の深さは確認面から30cmと深く、覆土は壁際の崩壊土を除けば灰色粘土の単層である。柱穴は2

基(P3・13)発見されており、調査の排水溝で残りの2基が破壊されたと考えれば方形に配置する4本柱

が推定できる。P3は径30cm、深さ約70cn1を計り、断面観察から柱痕が存在する。Pl3はSB5012:/の柱

穴と重複し、上部は破壊されているが深さは床面から推定57em、径は約57cn1を計りP3とほぼ同様な規模

をもつ.その他、10数基のピット・土坑が存在するが、深さ7～37Ctnと比較的浅い。P4はカマドの北脇

に位置し、径45cmの円形で深さは7cmと浅いが、炭/ヒ物混じりの焼土が大量に含まれていた。カマドの袖

は残っておらず煙道は西壁から1.35m張り出し、幅3C〕um、深さ5em前後である。覆土は3層に分層される

が、焼土混じりの粘質シルトに挟まれ厚さ1cmほどの煤層が確認されている。出土遺物は平箱6箱で、主

にカマド付近を中心に西壁際に出土している。時期はIII期である。

SI18二1(図版17・52・208)

 16D20・25区に存在する古墳時代後期の竪穴/主居であるSI16'5,・SI17t5]・SI8α5〕・SB501r`1と切り

合関係にある(新旧関係はSI16t5〕参照)。東壁と北東コーナーが発見されており、その他の壁立ち上がりは

不明である。主軸はN-83°-Eと推定されカマドはなく、東壁付近に焼土範囲をもつ。住居の深さは残

りの良い所でIOclnと浅く、ピットも数基発見されているが深さが20～30cm程度で主柱穴になるものはない,

出土遺物は平箱3箱で焼土範囲付近を中心に出土した一時期はII--III期である。

SB5013c5}(図版17・54・206)

17Dl6・21区に存在する掘立柱建物であるt:SIll3'を切って存在する。桁行3問(6.Om)、梁間2間

(4.6m)で長軸はN-67°-Wである。面積は27.611iで束柱はもたない。柱間寸法はほぼ等間である。柱掘

形は径50～90cmの円形ないし隅丸方形が多く、深さは20～45cmを計る。P22715}より古墳時代の土師器細

片10点以上が出土した。

Sl113(s`](図版17・54・55・206・207)

17Dl6・21区に存在する古墳時代後期の竪穴住居である。SB5013〔5[に切られて存在する。主軸はN-

85°-Wである。東壁の北寄り床面から焼土範囲が確認され、近くから支脚・円筒形のカマド用材も発見

されているためカマド位置と考えられる。また、カマド施設には他の竪穴住居で見られるような住居外に

張り出す煙道は存在しない。平面形は長軸ll.7m哺北1、短軸ll.Om(東西)の方形で面積は約128.7nfを計

る調査範囲最大の竪穴住居である。周溝は確認されていない一住居の深さは確認面から20cm前後で覆土は

3層に分層される。柱穴は4本柱(P24・6・15)と推定され、南東の柱穴は調査の排水溝により破壊され

未検出である。柱掘形は径50～85cmの楕円形で、深さは床面から80～120cmを計り柱根が発見されている。

柱穴の底部から約40cmまでは掘形が確認されず、柱に連結する屋根の自重により沈下したものと考えられ

る。そのほか大小のピットが30基ほど発見されているが、深さ10～35cmと浅い。出土遺物は平箱12箱と多

く、東・西の壁際に集中して出土した。時期は1期である。
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D.古墳時代前期の遺構

ここで取り上げる遺構は主にVlb層上面で確認されたもので、古墳時代前期の所産である。

SK660qDl(図版19・56・209)

15D3・4区に存在する古墳時代前期の土坑である。平面形は長軸1.85m、短軸0.9mの隅丸長方形で

深さは確認面から55cmを計る。断面形は、緩い丸底から北側で若干段をもち、壁が大きく開きながら立ち

上がる。覆土は3層に分層され、最下層の3層からは多量の炭化物が出土している。出土遺物は土師器細

片40点以上であり、特に(1229)は北側の段から底部に至る壁際にまとまって出土している。

SK691"4D,(図版19・56・209)

15D4区に存在する古墳時代前期の土坑である。東と南側は旧正善寺川により破壊されている。深さは

確認面から15cmで覆土は2層に分層され、両層とも灰色の粘質土である。断面形は、底部と壁の境が不明

瞭で、比較的平坦な底部から壁が緩く立ち上がる。出土遺物は甕の細片を中心に100点以上が覆土から出

土している。

SD690qD1(図版19・56・209)

15D4区に存在する古墳時代前期の溝である。溝底面は西から東に向い緩く傾斜する。東側は旧正善寺

川により破壊されている。幅は60cm前後、深さは確認面から35emを計る。断面形は、壁と底部の境が不明

瞭な丸底を呈する。覆土は6層に分層され、底面より若干上位で炭化物を多量に含む層がある。覆土より

土師器細片400点以上が出土している。

SD695t4D'(図版19・56・209)

15D9区に存在する古墳時代前期の溝である。溝底面は南から北に向い緩く傾斜する。平面形は長さ

2.3m,幅50cmで深さは確認面から25cmを計る。断面形は、東側に立ち上がりぎみの底部から両壁が比較

的急激に立ち上がる。覆土は3層に分層され、最下層には炭化粒が多量に含まれる。覆±より土師器細片

50点以上が出土している。

SK679t4D}(図版20・56・209)

isD15区に存在する古墳時代前期の土坑である。北側に位置するSK684[4D'を切っている。平面形は長

軸1.8m、短軸1.lmの歪んだ楕円形で、深さは確認面から55cmを計る。断面形は、小さな底部から壁が摺

鉢状に立ち上がる。覆土は10層に分層され全体的に炭化粒を含むが、特に7層下部から8層上部にかけて

炭化物が多く含まれる。出土遺物は平箱1箱で、主に北側の壁から底部にかけて比較的残存度の高い土師

器が9層中より出土している。

SK684L'4D〕(図版20・56・209)

15Dl5区に存在する土坑である。SK679t5〕と切り合い関係にある。平面形は長軸2.3m、短軸0.9mの

歪んだ楕円形で、深さは20cmと浅い。断面形は、緩い丸底から壁が内湾ぎみに立ち上がる。覆土は2層に
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分層され最下層は炭化物が多量に含まれていた。土師器細片30点以上が覆土より出土しており、甕2個体

分と考えられる。

SK687:「"(図版20・56・210)

15D8区に存在する古墳時代前期の土坑である、平面形は径1.85mのほぼ円形で深さは25cmを計る。断

面形は、比較的平坦な底面から壁が大きく開いて立ち上がる覆土は4層に分層され全体的に炭化粒を含

むが、特に最下層には炭化物が多量に含まれていた.出土遣物は甕胴部破片を中心に平箱1箱が出土して

おり、南壁近くの2・4層にかけて多い。

 SK682'1図版2〔、・57・21ω

15Dl5区に存在する古墳時代前期の土坑である,,SKC)93ヒ切り合っているが、新旧関係は不明である。

平面形は長軸1.75m(東西)、短軸1.3m(南北)の不定形で深さは45cmを計る。断面形は、起伏のある底部か

ら壁が大きく開いて立ち上がる。覆土は5層に分層され、2層に炭化物を多く含む。出土遺物は平箱2箱

で甕が大半を占め、南側壁付近の1層から比較的残存度ハ高い甕が出土した他、底部北側の最下層上面か

らも土器が出土している。

SK693`4["(図版20・57・210)

15Dl5区に存在する古墳時代前期の土坑である一SK682と切り合い関係にある。平面形は長軸3.2m、

短軸O.7tn、深さ35emの溝状を呈する。断面形は、北側に立ち上がりぎみの底部から壁は比較的急激に立

ち上がるが、東側の壁は緩く立ち上がる。また、西側には30cmほどの比高をもつ段が存在する。覆土は4

層に分層され上層に炭化物が多量に含まれる他、東側底部に明瞭な炭化物層をもつ。出土遺物は平箱1箱

で覆土より出土している,,

SD676q["(図版20・57・210)

16Dll区に存在する古墳時代前期の溝である一溝底面は北から南に向い傾斜する。幅は南側で広く

1.5m、北側は1.Om、深さは40cmを計る。断面形は、西側に立ち上がりぎみの底部から西壁は比較的急激

に、東壁は大きく開いて立ち上がる。溝の北側は法線外に伸び、南側は古墳時代後期のSD645i』D1と重複

し確認できなかった。覆土は3層に分層され、上層は砂質土で最下層に炭化物が多く出土している。出土

遺物は、甕を中心とする土師器細片が20点以上、覆土中から出土している。

SK678'4D](図版20・57)

16Dl1区に存在する古墳時代前期の土坑である一平面形は長軸1.25m、短軸0.8mの楕円形で深さは30cm

を計る。断面形は、平坦な底部から南壁は急激に、北壁は大きく開いて立ち上がる。覆土は2層に分層さ

れ、最下層には炭化物が多量に含まれる。出土遺物は覆土より土師器細片数点が出土しており、土師器蓋

(1256)は図示したように北壁の1層より出土している=

SX673t4["(図版19・210)

rD・区に㌃在する古墳時代前期の遺物集中地点である。掘り込み等は確認さづ.す、 ユ×1.5mの範囲
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にVIb層から遺物が出土している。出土遺物は平箱3箱で残存度の高い甕等が押し潰されたように一定

レベルで出土している。また出土遺物の上面には細い炭化材が重なって出土した。

SX67114D)(図版19・211)

15D8区に存在する古墳時代前期の遺物集中地点である。掘り込み等は確認されず、径50cmの範囲に

Vlb層から遺物が出土している。出土遺物は平箱1箱である。また南側4mの位置にSx67214D}が存在

するが、それを含めた広い範囲の～肪層中に炭化物が散布していた。

SX672qDl(図版19・211)

15D8区に存在する古墳時代前期の遺物集中地点である。掘り込み等は確認されず、径40cmの範囲に

Vlb層から遣物が出土している。出土遺物は甕細片が50点以上で、それらは同一個体の可能性が高い。遺

物出土範囲には炭化粒が散布していた。

 SX67αユDl(図版19・211)

15Dl3区に存在する古墳時代前期の遺物集中地点である。掘り込み等は確認されず、径50cmの範囲に

Vlb層から遺物が出土している。甕細片が150点以上である。土器の残存度は比較的良い。

SX686[4Di(図版19・211)

15D9区に存在する古墳時代前期の遺物集中地点である。掘り込み等は確認されず、径40cmの範囲に

Vlb層から遺物が出土している。出土遺物は図化した甕1個体である。

SX669"D〕(図版19)

15Dl3区に存在する古墳時代前期の遺物集中地点である。掘り込み等は確認されず、径30emの範囲に

Vlb層から遺物が出土している。出土遺物は図化した甕1個体である。

SX668[ユDl〔図版19)

15Dl4区に存在する古墳時代前期の遺物集中地点である。掘り込み等は確認されず、径40cmの範囲に

Vlb層から遺物が出土している。出土遺物は図化した甕1個体と径10cmほどの円礫である。

SX666`4[)1(図版20)

15Dl5区に存在する古墳時代前期の遺物集中地点である。掘り込み等は確認されず、径70cmの範囲に

VIb層から遺物が出土している。出土遺物は土師器細片50点以上で、図化した甕のほか数個体の甕片が含

まれる。

SX66St4D】(図版20)

15Dl5区に存在する古墳時代前期の遺物集中地点である。掘り込み等は確認されず、径40en,の範囲に

Vlb層から遺物が出土している。出土遺物は土師器細片40点以上である。
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SX662〔4D}(図版20)

15Dl5区に存在する古墳時代前期の遺物集中地点である。掘り込み等は確認されず、1.2×0.6mの範

囲にVlb層から遺物が出土している。出土遺物は平箱1箱で比較的広い範囲に散在していた。

SX664`4D](図版20・211)

15Dl5区に存在する古墳時代前期の遺物集中地点である,掘り込み等は確認されず、径60emの範囲に

Vlb層から遺物が出土している。出土遺物はほぼ図化したi甕2個体である。

SX66114D)(図版20・211)

16Dll区に存在する古墳時代前期の遺物集中地点である。土坑と考えられるが、壁立ち上がりは不明

確である。径50cmの範囲にVlb層から遺物が出土している一出土遺物は平箱1箱である。

SX663c4D〕(図版20)

16Dll区に存在する古墳時代前期の遺物集中地点である=掘り込み等は確認されず、径40cmの範囲に

Vlb層から遺物が出土している。出土遺物は図化した個体のみである。

SD289c4E,(図版21・57・211)

16D3区に存在する古墳時代前期の溝である。長軸2.95m、短軸0.6m、深さ35cmを計る。底部は南西

から北東に向い傾斜する。断面形は、北西側が若干くぼむ底部から壁が比較的急激に立ち上がる。覆土は

2層に分層され、両層ともシルト質で5cm前後の大型の炭化物を含む。土師器細片50点以上が覆土より出

土している。

SD352〔4E)(図版21・57・211)

16D8区に存在する古墳時代前期の溝iである、SD331E・SD351〔4E,.SK43714D・SK454L`E』・SD338』-E

と切り合っており、SD33Sl4E'は切り合い関係から本遺構よりも新しく、その他の遺構iとの関係はSK354≡D

で記した。溝底部は北西から南東に傾斜する。幅は1.2m前後で北西に向い細くなる。深さは50cm前後で、

断面形は、平坦な底部から壁は開きぎみに立ち上がるが、南側壁は部分的に起伏をもって立ち上がる。覆

土は4層に分層される。炭化物は各層に含まれ、焼土粒が2・3・4層から出土している。出土遺物は土

師器片が平箱1箱程度、覆土から出土した。

SK337'`E[(図版21・57)

16D8区に存在する古墳時代前期の土坑である=SK298昌Eと切り合っておりSK337t4E)が新、SK298L4E〕

が旧の関係にある。平面形は長軸2.25m、短軸1.45mの北東の壁が大きく張り出す不定形で、深さは40cm

である。断面形は、北側に立ち上がりぎみの底部から壁は緩く開いて立ち上がる。特に北・東の壁立ち上

がりは大きく開く。覆土は2層に分層され最下層に炭化物を多く含む。出土遺物は甕を中心とする土師器

細片40点以上が覆土より出土している。
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SK298(4E)(図版21・57)

16D3・8区に存在する古墳時代前期の土坑である。SK337C4E}に切られている。また、西側は旧正善

寺川によって破壊されている。深さは30cmで、断面形は、平坦な底部から開いて壁が立ち上がる。覆土は

3層に分層され、2層から大型の炭化物が出土している。出土遺物は平箱1箱が覆土から出土している。

SK314`4E〕(図版21・57・211)

16D3区に存在する古墳時代前期の土坑である。平面形は長軸1.45m、短軸0.85mの東側が若干広がる

楕円形で、深さは35Clnを計る。断面形は、底部と壁の境が不明瞭で、壁から底部は摺鉢状を呈する。また、

底部に径30cn1、深さ20cnl弱のピットをもつ。覆土は5層に分層され各層とも炭化粒を含むが、特に4層は

含有量が多い。出土遺物は甕を中心に土師器細片が50点以上覆土から出土している。

SK43st4E,(図版21・58)

16D3区に存在する古墳時代前期の土坑である。SD412〔4E)と切り合っており、SK43St4E)が新、SD412(4E)

が旧の関係にある。平面形は長軸1.95m(南北)、短軸1.9m(東西)の不定形で、深さは23cmを計る。断面形

は、比較的平坦な底部と北側に比高12emほどの段をもち、壁は比較的急激に立ち上がる。土師器細片40点

以上が覆土から出土している。

SD412L'iE}(図版21・58・212)

16D3区に存在する古墳時代前期の溝である。SK435["E)に切られている。幅は50～60cm、深さは30cm

を計り、溝底面は南東から北西に傾斜する。断面形は、比較的平坦な底部から壁が急激に立ち上がる。覆

土は3層に分層され全体的にシルト質である。出土遺物は高杯・甕片を含む土師器細片40点以上が覆土か

ら出土している。

SD311"iE}(図版21・58・212)

16D3・8区に存在する古墳時代前期の溝である。北側で多くの遺構と切り合うが、新旧関係はSK

354"4E〕で記した。溝i底部は北から南に向い若干傾斜する。幅60cm前後で深さは北側で38cmを計る。断面形

は、起伏のある底部から壁が摺鉢状に立ち上がる。覆土は7層に分層され、特に1・6層に炭化物が多く

含まれる。出土遺物は平箱3箱の土師器片が覆土から出土している。

SK304c4E〕(図版21・58・212)

16D8・9区に存在する古墳時代前期の土坑である。SD351L4E)と切り合っており、SK304t4E)が新、SD

351c4E)が旧の関係にある。平面形は長軸2.9m、短軸1.4mのいびつな楕円形で、深さは20cmを計る。断面

形は、底部に部分的な起伏があるものの、全体的には平坦で壁は比較的急激に立ち上がる。覆土は3層に

分層されるが堆積は乱れている。出土遺物は平箱1箱で床から若干浮いた状態で2層中から出土してい

 るQ

SK30St4E)(図版21・58・212)

16D3・4・8・9区に存在する土坑である。SD351c4E)・SK4194Eナと切り合っており、両者よりも新
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しい。平面形は長軸1.95m、短軸1.15mの西側がいびつになる楕円形で、深さは28cmを計る。断面形は、

起伏のある底部から壁が急激に立ち上がる。覆土は3層に分層されるが、焼土粒・炭化粒を含む黄褐色土

がブロック状に含まれる。出土遺物は土師器細片が40点以上覆土から出土している。図化した杯は古墳時

代後期のもので、遺構も後期に属する可能性が高い,

SK418E〔図版21・58)

16D4・9区に存在する古墳時代前期の土坑である=SK3051}・SD351t4E,と切り合っており、前者に

は切られており、後者との新旧関係は不明である。平面形は長軸1.61n、短軸0.65mのいびつな楕円形で、

深さは38emを計る。断面形は、比較的平坦な底部から北壁は急激に、南壁は屈曲部をもって立ち上がる。

覆土は4層に分層される。土師器細片40点以上が覆土から出土している。

P315E(図版2ユ・58)

16D9区に存在するピットである。SD351t4Eを切って存在する。1辺60emほどの隅丸方形を呈し、深

さは35emを計る、断面形は、ほぼ平坦な底部から壁が比較的急激に立ち上がる。覆土は3層に分層され、

断面中央に柱痕らしき落ち込みが観察されるr出土遺物は古墳時代の土師器細片14点が出土している。

SK420`4E}(図版21・58)

16D4区に存在する古墳時代前期の土坑である。平面形は長軸1.15m(東西)、短軸1.lm(南北)の不定形

で深さ30emを計り、底部の若干北寄りに径50emほどの楕円形のヒソトをもつ。断面形は、東側に立ち上が

りぎみの底部から壁が急激に立ち上がる。出土遣物は甕を中心に土師器細片30点以上が覆土から出土して

いる、

SK417qEl(図版21・58)

16D9区に存在する土坑である。SD351"`Eiと切り合うが新旧関係は不明である。平面形は0.9m、短軸

0.5mのダルマ形をしており、深さは90cmを計る。底径20emの穴が北西部に位置し、南東部には比高35em

の段をもち、壁は急激に立ち上がる。また、確認面より60cm下に木片が出土したことから、柱穴の可能性

が高い。前記したP315[4E'や遺構の中央にピットをもつSK420qE[の存在から、当該地区に掘立柱建物が

存在した可能性が指摘できる。しかし、全体を把握するには至らず、個々の遺構として取り扱っている。

出土遺物は甕胴部破片が1点覆土から出土したのみである。

SK437qEl(図版21・59)

16D8区に存在する古墳時代前期の土坑である=SD352E・SK354C4E,と切り合っており、新しい遺構

からSD352`4E)→SK354t4E〕→SK437`4E]の関係にある。平面形は長軸2.5m、短軸1.65mの隅丸長方形に近

い形で、深さは55cmを計る。南北の断面形は、底部と壁の境が不明瞭で、緩い丸底から壁は内湾ぎみに立

ち上がる。西側もその傾向が強いが、東側は急激に壁が立ち上がる。覆土は7層に分層され、3・5層に

炭化物が多量に含まれる。出土遺物は平箱2箱で覆土から出土している。
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SK354t'!E}(図版21・59)

16D8区に存在する古墳時代前期の土坑である。SD352c4El・SD31114E]・SD351」4Ei・SK437[1E]と切り

合っており新しい遺構からSD351`4E'・→SD311L4E)→SD352qEl→SK354・・i]→SI(437[4」の関係にある。平

面形は南北2.lmの楕円形に近い形と推定され、深さは10cm弱と浅い。底部は広く平坦である。出土遺物

は平箱1箱でほとんどが甕の細片である。また、鉄津1点が含まれる。

SK436,4E,(図版21・59)

16D9区に存在する古墳時代前期の土坑である。平面形は長軸0.55m、短軸0.40mの楕円形を呈し、深

さは20emを計る。断面形は、比較的平坦な底部から壁が開きぎみに立ち上がる。出土遺物は平箱1箱と多

 いo

SD351t4E'(図版21・59)

16D8・9区に存在する古墳時代前期の溝iである。多くの遺構と切り合っているが、それぞれの関係に

ついては、前記したSK304t-iE}・SK35414E)でふれた。幅は最大21nを計り、深さは最大25clnである。断面

形は、底部・壁共に起伏が著しく、壁と底部の境は不明瞭である。覆土は褐灰色土の単層である。出土遺

物は平箱2箱が覆土より出土している。

SK353qD咽版21・59・212)

16D8区に存在する古墳時代前期の土坑である。平面形は長軸1.95m、短軸1.8mの楕円形を呈し、深

さは最大55cmを計る。断面形は、北側に立ち上がりぎみの底部から壁は若干開いて立ち上がる。土師器細

片が100点以上覆土から出土している。

SK279LiE,(図版21・59・212)

16D8区に存在する古墳時代前期の土坑である。平面形は長軸2.7m、短軸1.35mの楕円形で、底部の

中央部は円形に若干くぼむ。断面形は、底部中央部が若干くぼむ他、ほぼ平坦であるが東側は傾斜をもつ。

壁は東壁を除き底部との境を明瞭にし立ち上がる。覆土は7層に分層され、各層とも炭化物を含むが特に

3～5層が多く、最下層の炭化物は粉末状を呈していた。出土遺物は平箱2箱で覆土より出土しているが、

特に4層からの出土が多い。

SK3944El(図版21・60)

16D9区に存在する古墳時代前期の土坑である。南壁の立ち上がりは不明確である。平面形は長軸

1.35m、短軸約0.95mと思われる楕円形を呈し、深さは40cmを計る。断面形は、東側に立ち上がりぎみの

底部から西壁は急激に、東壁は緩やかに立ち上がる。覆土は5層に分層されるが全て灰色土を基本に炭化

物を少量含む。土師器細片40点以上が覆土から出土している。

SK35gc4E)(図版21・60)

16D9区に存在する古墳時代前期の土坑である。平面形は長軸1.23m(南北)、短軸1.2m(東西)の不定形

で、深さは土坑の東壁と西壁付近に径20cmほどの落ち込みがあり、それぞれ底部から55cmと7cmを計る。

61



3.遺構各説

そのほかの部分は確認面から30cmである。断面形は、前記した落ち込みを除き底部はほぼ平坦であるが、

南東壁沿いに比高17cmの段をもつ。壁は急激に立ち上がる。土師器細片20点以上が覆土から出土している。

SK284〔4E)(図版21・60)

16D8区に存在する古墳時代前期の土坑である.平面形は長軸1.61n、短軸1.Omの楕円形と推定され、

深さは37cmを計る。断面形は、緩い丸底の底部から壁が内湾ぎみに立ち上がる。覆土は4層に分層され、

各層に炭化物が少量含まれる。土師器片が150点以上と径12cm前後の半載礫1点が覆土より出土している。

SK266'4E'(図版21・60)

16D8・9区に存在する土坑である。平面形は長軸1.48m、短軸1.08mのいびつな楕円形を呈し、深さ

は17cmを計る。断面形は、平坦な底部から壁が急激に立ち上がる。出土遺物は土師器細片20点以上で、胎

土から古墳時代のものと考えられるが、図化できるものはない。

SK344qE(図版21・60・212)

16D9区に存在する古墳時代前期の土坑である1:平面形は長軸2.6m、短軸1.4mの不定形で、深さは

最大56cmを計る。断面形は、土坑底部の南よりに丸底の最深部をもち、東西南北に比高20cm以上の比較

的平坦な段をもつ。壁は急激に立ち上がる。出土遺物は甕片を中心とする土師器細片100点以上で覆土

から出土している。

SK283L4E,(図版21・60)

16D8区に存在する土坑である。平面形は長軸1.Om凍西)、短軸0.95m(南北)の円形に近く、北東壁に

径25em、深さ20cmの落ち込みをもつ。断面形は、平坦な底面から若干開きぎみに壁が立ち上がる、出土遺

物は土師器細片lO点以上で、胎土から古墳時代のものと考えられるが、図化できるものはない。

SK384t4E)(図版21・60)

16D9区に存在する古墳時代前期の土坑である。東側の壁立ち上がりは不明である。平面形は長軸1.6m

以上(東西)、短軸1.4m(南北)の不定形で、深さは38emを計る。断面形は、平坦な底部から壁は北側で大き

く開き、南側は急激に立ち上がる。出土遺物は土師器細片80点以上が覆土から出土しており、内訳は高杯

1と甕6個体以上であるが、細片のため図化していない,

SK33514E)(図版21・60)

16D9・14区に存在する古墳時代前期の土坑である、平面形は長軸1.8m以上、短軸0.83mの楕円形で

東側壁立ち上がりは確認していない。深さは35cmを計る。断面形は、おおむね平坦な底部から壁が急激に

立ち上がる。覆土は4層に分層され、3層に灰・炭化物が多量に含まれる。出土遺物は甕片を中心とする

土師器細片30点以上が2層を申心に出土している。

SK358【4E](図版21・60)

16D8区に存在する古墳時代前期の土坑である。南側でSK357二Eと隣接するが新旧関係は不明である。
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平面形は長軸1.64m、短軸0.97mの楕円形で、深さは24cmを計る。断面形は、ほぼ平坦な底部から壁が急

激に立ち上がる。覆土は3層に分層され、全体にシルト質である。土師器細片100点以上が最下層を中心

に出土している。

SK357t4E[(図版21・60)

16D8区に存在する古墳時代前期の土坑である。北側でSK358`4E〕と隣接する。平面形は長軸O.8m(南

北)、短軸0.69m(東西)の隅丸方形で、深さは40cmを計る。断面形は、丸底の底部から壁が南で急激に、北

で緩く内湾ぎみに立ち上がる。覆土は3層に分層され、炭化物が各層から出土している。土師器細片80点

以上が覆土より出土している。

SK2651旧(図版21・61・212)

16D8・9・13・14区に存在する古墳時代前期の土坑である。南側でSK282c4E〕を切っている。平面形

は長軸3.5m、短軸2.4mの東側が広がる長方形で、深さは44cmを計る。断面形は、平坦な底部から壁が急

激に立ち上がる。覆土は6層に分層され、4層から多量の炭化物が出土している。平箱2箱の土師器細片

が覆土から出土している。

SK2824E[(図版21・61)

16D9区に存在する古墳時代前期の土坑である。南側でSK265「4EIに切られている。平面形は不明で、

深さは35cmを計る。断面形は、比較的平坦な底部と、東側に比高19cmの段が存在し、南壁は開いて立ち上

がる。覆土は3層に分層され、遺物は最下層を中心に土師器片5点が出土しているが図化していない。

SK281[4E](図版21・61)

16D8・9区に存在する古墳時代前期の土坑である。平面形は長軸1.85m、短軸1.lmで、深さは最大32cm

を計る。断面形は、底部のほぼ中央に径55cmの落ち込みがあり、それを境に底部の東西に約5cmの高低差

をもっ。壁は東側で急激に立ち上がるほかは開いて立ち上がる。出土遺物は土師器片150点が覆土から出

土した。内訳は甕6個体以上、高杯・器台各1点で、細片のため図化していない。

SK27314E}(図版21・61)

16D8区に存在する土坑である。平面形は長軸2.62m、短軸1.55mの不定形で、深さは15cmと浅い。断

面形は、ほぼ平坦な底部から壁が緩く立ち上がる。覆土は2層に分層され、下層より土師器細片70点以上

が出土している。甕片が主体であるが細片のため図化していない。

SK2744E'(図版21・61・213)

16D8区に存在する古墳時代前期の土坑である。平面形は長軸1.63m、短軸1.35mの楕円形で、深さは

50cmを計る。断面形は、起伏のある底部から壁が内湾ぎみに立ち上がるが、北側に比高23cm程度の段をも

っ。覆土は3層に分層され、各層とも灰色土を基本とするが、最下層には炭化物が多量に含まれる。出土

遺物は平箱3箱で、最下層を中心に覆土から出土している。
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SK2881E'(図版21・61・213)

16Dl3区に存在する古墳時代前期の土坑である。南西の壁は旧正善寺川により若干破壊されている。

平面形は長軸3.08m、短軸1.62mのいびつな楕円形で、深さは45emを計る。断面形は、北東側に立ち上が

りぎみな底部から壁は開いて立ち上がる。覆土は5層に分層され、2層は灰と炭化物の層で、3層には大

型の炭化物が含まれる。出土遺物は平箱2箱で、最下層を中心に覆土から出土している。

SK189'E」(図版21・61)

16D8区に存在する古墳時代前期の土坑である。SK254rを切っている。平面形は長軸3.3m、短軸

1.25mの不定形で、深さは33emを計る。断面形は、遺構のほぼ中央に底面から深さ10Cmほどの落ち込みを

もち、底部は北西側に高く傾斜する。南側には比高18cmほビの平坦な段をもつ。壁は東西を除き急激に立

ち上がる。覆土は4層に分層され、3層には焼土・炭化物が多量に含まれている。出土遺物は平箱9箱と

多く、3層を中心に覆土から出土している。

SK2541L(図版21・61)

16D8区に存在する古墳時代前期の土坑である.SKl89に切られている。平面形は長軸1.6m以上、

短軸1.Omの楕円形と推定され、深さは30Cmを計る[:断面形は、'r坦な底部をもち南北の壁立ち上がりに

は段をもつようである。覆土は3層に分層され、各層に炭化物が含まれるが、特に3層は炭化物層である。

土師器細片80点以上が2層を中心に覆土から出土しているまた、図化した高杯は底部直上から出土して

いる

SK250,4E}(図版21・62)

16D13区に存在する古墳時代前期の土坑である。平面形は長軸1.16m、短軸0.6mの楕円形で、深さは25cm

を計る。断面形は、北東側に立ち上がりぎみの底部から、壁が急激に立ち上がる。また、南東側は比高15em

のほぼ平坦な段をもつ。覆土は2層に分層され、最下層は炭化物層となる。土師器細片130点以上が1層

を中心に覆土から出土している。

SK248qE1(図版21・62・213)

16D14区に存在する古墳時代前期の土坑である/:平面形は長軸2.05m、短軸1.7mのいびつな隅丸方形

で、深さは14emを計る。断面形は、比較的平坦な底部をもち、北西・北東壁を除く壁は急激に立ち上がる。

また、南f則は比高5cmのほぼ平坦な段をもつ。覆土は3層に分層され、2層に炭化物が多く含まれる。出

土遺物は土師器片が平箱1箱で、2層を中心に覆土から出土している。

SK342L`E[(図版21・62)

16Dl4区に存在する古墳時代前期の土坑である一平面形は長軸1.03m、短軸0.76mの楕円形で、深さ

は29emを計る。底部南側には深さ16en1の小ピットをもつ。断面形は、北東側に立ち上がりぎみの底部から

西壁は急激に、東壁はやや開いて立ち上がる。覆土は2層に分層され、最下層には大型の炭化物が多く含

まれる。土師器細片30点以上が覆土から出土している。
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SK268:4E】(図版21・62・213)

16Dl4区に存在する古墳時代前期の土坑である。北側の壁立ち上がりは未検出である。残存部の東西

は2.05m、南北は0.5m以上で、深さは25cmを計る。底部南西には径65cm、深さ40cmのピットが存在する

が覆土の切り合いからSK268[4E」より新しい。断面形は、起伏のある底部から壁は開いて立ち上がる。覆

土は4層に分層され、1層と3層の下部に炭化物が集沈している。土師器細片40点以上が覆土から出土し

ている。また、南壁近くめ底部から大型の筋砥石が出土している。

SK291LiEi(図版21・62・213)

16D!3区に存在する土坑である。北側のSK292i4E)に隣接する。平面形は長軸0.95m(東西)、短軸0.88m

(南北)の隅丸方形で、深さは27cn1を計る。断面形は、平坦な底部から壁が北側で急激に、南側で大きく開

いて立ち上がる。覆土は3層に分層され、2・3層には炭化物が多く含まれる。土師器細片50点以上が覆

土から出土している。

SK292[M(図版21・62・213)

16Dl3区に存在する土坑である。南側でSK291t4E)と謝妾する。平面形は長軸1.061n(東西)、短軸0.91m

(南北)の隅丸方形で、深さは10cmを計る。断面形は、平坦な底部から壁が北側で急激に、南側で大きく開

いて立ち上がる。覆土は単層で炭化物を含む明黄褐色土である。土師器細片が少数、覆土から出土してい

 る。

SK3608i'"(図版22・62・213)

16D9区に存在する古墳時代前期の土坑である。平面形は長軸1.3m、短軸0.93mの楕円形で、深さは27enl

を計る。断面形は、平坦な底部から壁が開きぎみに立ち上がる。土師器片少量が底部から若干浮いた状態

で出土している。

SK3633「「'}(図版22・62)

16D9区に存在する古墳時代前期の土坑である。調査の排水溝のため南・西側は破壊され壁立ち上がり

は未検出である。規模等は不明である。深さは残存する部分で最大15cmを計る。断面形は、南西側に立ち

上がる底部から、北東の壁は若干開いて立ち上がる。土師器細片40点以上が覆土から出土している。

SK364815[(図版22・62)

16Dl4区に存在する古墳時代前期の土坑である。平面形は長軸2.23m、短軸1.26mのいびつな楕円形で、

深さは10cmと浅い。断面形は、平坦な底部から壁が大きく開いて立ち上がる。土師器片少量が覆土から出

土している。

SK354315,(図版22・63・213)

16DlO区に存在する古墳時代前期の土坑である。北側で重複するSK3542[5'に切られている。平面形は

長軸2.3m以上、短軸O.6m前後の歪んだ溝状を呈し、深さは10cmを計る。断面形は、若干起伏をもつ底部

から壁が急激に立ち上がる。土師器細片30点以上が底部から若干浮いた状態で出土している。
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SK3542':',(図版22・63・213)

16DlO区に存在する土坑である。南側で重複するSK3543「1を切っている。平面形は長軸2.36m、短軸

1.2mの南側が広くなる歪んだ楕円形を呈し、深さは10emを計る,断面形は、平坦な底部から北・西壁は

開いて、東壁は急激に立ち上がる。土師器細片60点以上が底部から若干浮いた状態で出土している。内訳

は土師器甕2個体ほどであるが、細片のため図化していない=

SK39925〕(図版22・63・214)

16DlO・15区に存在する古墳時代前期の土坑である、北側の壁立ち上がりは調査の排水溝のため破壊

され未検出である。平面形は長軸1.43m、短軸0.84mのいびつな楕円形で、深さは27clnを計る。断面形は、

平坦な底部から壁がやや開いて立ち上がる。出土遺物は土師器片が平箱1箱程度で、若干底部から浮いた

状態で出土している。

SK3855-1図版22・63・214)

16DlO・15区に存在する古墳時代前期の土坑である一東側に隣接するSK3992cslと規模・主軸等が近似

する。平面形は長軸1.78m、短軸0.96mのいびつな楕円形で、深さは38cmを計る。断面形は、平坦な底部

から壁が大きく開き内湾ぎみに立ち上がる。覆土は2層に分層され、最下層より炭化物が多く出土してい

る。土師器細片80点以上が最下層から炭化物と一緒に出土している。内訳は甕2個体以上であるが、細片

のため図化していない。

SK23875}(図版23・63・214)

17Dll区に存在する土坑である。平面形は長軸1.5m・南北)、短軸1.3m(東西)の北側に若干張り出しを

もつ楕円形で、深さは10cmと浅い。断面形は、若干起伏をもつ底部から壁が大きく開いて立ち上がる,覆

土は2層に分層され、1層は炭化物を多量に含む。土師器細片lO点以上が覆土より出土している。内訳は

同一個体の甕胴部片と思われ、図化できるものはない=

SK2202`5)(図版23・65・214)

17Dl6区に存在する古墳時代前期の土坑である、平面形は長軸2.15m、短軸1.llnの東側がとがる楕円

形で、深さは55cmと深い。断面形は、平坦な底部から東壁が大きく開いて立ち上がり、その他の壁は急激

に立ち上がる。覆土は5層に分層され、最下層には黒色の灰と炭化物が多量に含まれる。土師器片40点以

上が覆土から出土している。

SX2311〔5〕(図版24・63)

16D20区に存在する古墳時代前期の遺物集中地点である。東西2.2m、南北0.45mの範囲で焼土範囲と

遺物集中が確認された。壁立ち上がり等は確認できなかった。遺物は図化したもの以外に土師器片が平箱

2箱出土している。

SK2193c5〕(図版23・65)

17Dl6区に存在宇る古墳時代前期の土坑である。平面形は長軸0.83m(東西、 垣軸1.75m哺北)の方形
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で、深さは15cmを計る。断面形は、平坦な底部から壁が急激に立ち上がる。土師器細片20点以上が覆土か

ら出土している。

SK2312[「'}(図版24・64)

17Dl6区に存在する古墳時代前期の土坑である。北から西の壁立ち上がりは不明瞭である。平面形は

長軸2.2m、短軸1.85mの不定形で、深さは24cmを計る。断面形は、緩い丸底から壁が内湾ぎみに立ち上

がる。土師器片IO点以上が覆土から出土している。

SK2110t「1)(図版24・64)

17Dl6区に存在する古墳時代前期の土坑である。平面形は長軸2.13m、短軸1.03mの楕円形で、深さ

は25cmを計る。断面形は、ほぼ平坦な底部から壁が内湾ぎみに立ち上がる。覆土は3層に分層され、2層

に炭化物が多量に含まれる。土師器細片が2層を中心に覆土から出土している。

SK2153〔5・(図版24・64)

16D20区に存在する土坑である。南西の壁立ち上がりは不明瞭である。平面形は長軸2.Om、短軸0.87m

の隅丸長方形で、深さは12Cmを計る。断面形は、ほぼ平坦な底部から壁が急激に立ち上がる。覆土は淡灰

色土の単層で炭化物を多く含む。土師器片20点以上が覆土から出土している。内訳は甕胴部片であるが、

図化できるものはない。

SK1124tKi(図版24・64・214)

16D20・25区に存在する土坑である。平面形は長軸2.55m、短軸1.2mの楕円形で、深さは27cmを計る。

断面形は、ほぼ平坦な底部から南東壁以外の壁が急激に立ち上がる。覆土は2層に分層され、最下層に炭

化物が多量に含まれる。土師器細片が2層を中心に覆土から出土しているが、図化できるものはない。

SK1126tF',(図版24・64・214)

16D20区に存在する土坑である。平面形は南北2.98m、東西3.04mの不定形で、深さは24cmを計る。

断面形は、北側に立ち上がりぎみの底部から壁が開いて立ち上がる。覆土は3層に分層され、1・2層に

炭化物が多量に含まれる。出土遺物はない。

SK1143t5〕(図版24・64・214)

16D20区に存在する土坑である。平面形は長軸2.15m(東西)、短軸1.95m(南北)の不定形で、深さは10cm

を計る。断面形は、ほぼ平坦な底部から壁が開いて立ち上がる。覆土は3層に分層され、2層に炭化物が

多量に含まれる。土師器片10点以上が覆土から出土している。内訳は甕胴部片で図化できるものはない。

SK2147t5}(図版24・65)

16D20区に存在する古墳時代前期の土坑である。平面形は長軸1.38m(南北)、短軸1.08m(東西)の不定

形で、深さは35cmを計る。断面形は、小さな丸底と比高15cm程度の段を西側にもち、壁は西側を除いて開

きぎみに立ち上がる。覆土は3層に分層され、最下層に炭化物が多い。土師器片40点以上が覆土から出土
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している,内訳は甕片が中心であるが図化できるものはない、。

SK134「}(図版24・65・214)

16D20・25区に存在する古墳時代前期の土坑である.平面形は長軸3.15m、短軸2.05mの不定形で、

深さは22cn1を計る、断面形は、平坦な底部から壁が開いて立ち上がる=覆土は3層に分層され、最下層に

炭化物が多い=土師器片1()O点以上が最下層から出土している.

4. 遺物各説

出土遺物の総数は整理時で平箱(54×34×10cn1内測/約1.4㈹箱と膨大である。内訳は土器約1,200箱、木

器約180箱、その他、石器・炭化物が少量である。時期別には古墳時代後期のものが大半を占め、次いで

奈良・平安時代、古墳時代前期とつづく。また、わずかに中世の遺物が含まれる。そして、これらの各時

期は、おおむね層位的に検出できた。各遺構出土の遺物はその残存状態から実測可能なものをできるだけ

図化したつもりであるが、そのほかのものについては、含まれる器種の名称のみを列挙している。また、

包含層出土のものは層位ごとに整理し、残存度の高いものや出土例の少ない器形を中心に図化した。説明

の流れは時期の新しい順に奈良・平安時代以降、古墳時代後期、古墳時代前期と大きく3時期に分け、一

時期の遺構内出土遺物が説明し終わると該期の包含層出土遺物を説明し、次の時期にはいる。また、旧正

善寺川出土遺物については一番最後にまとめた。以下、各層位ごとに説明する。

A.中世・奈良・平安時代の遺物

ここでは、IVa層上面およびIVb層上面で確認された遺構の出土遺物と包含層出土遺物の説明をする、

遺物には土器・石器・木器がある。平安時代は9世紀後半とll世紀前半のものが大半を占め、若干8世紀

代のものが含まれる。また、中世は極わずかである、検出した遺構の中には古墳時代の遺物のみが出土し

たものも若干あるが、これらのものについては覆土の識別により所属時期を決めている。遺構から出土し

た古墳時代の遺物は確認面下に該期の包含層が存在するため、壁際の崩壊や遺構構築時に掘り上げた土が

埋没土として再流入したものと考えられる。なお、これらの出土遺物についても図化している。遺構内に

おける遺物の出土量は相対的に少なく、15D10・15区、16D6・ll区に存在する井戸から残存度の高い

土器・木器が比較的まとまって出土したほかは、出土したとしても細片程度である。また、旧正善寺川の

自然流路と考えられるSD603L4DJ・SD1'-E・SD1」Lにの3つのSDは同一流路)には遺物が多く含まれて

おり、特に16Dll区を中心とするSD1'三Eからは、大量の土器・木器が出土した。その出土遺物、出土

状態から意識的に投げ込まれた可能性が高い。

(1)部分名称

説明するにあたって第16図のとおり、各器種の部分名称を統一する。長頸壺は頸部から口縁端部までを

「頸部」とし、そのほかの器種では「口縁部」とした,また、丸底で体部との境が不明瞭な場合、任意に

底部を設けた。
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杯蓋

天井部

墨縁部
長頸壷

＼

かえし(口縁端)吝B
有台圷

_口糸豪立諾音「～

》礁.
無台杯

/口糸豪立諾音1～

罫部
粛

一一一詔灘部

無台杯

ド

底部

/口縁端部

言_み
底部

/口縁端部

、本部

口縁端部
/

周(
」

黒色有台椀

底部

/口糸豪立詣音B

体部

}一一一一1＼古一K
同口

底部

口縁端部
/

㌃ト

横瓶

底部

一一=r=-i71口縁部

綱騨艇t

,-II3[ド

口縁端部
/驚

/口辛豪立嵩音「三

 、…
小型甕

＼__

、

▽一一

＼ 干 　

底部

B
B

賠
賠

部

曝
ノ
旗

第16図土器の部位名称(平安時代)

(2)土器分類

中世の土器は少量のため、ここでは奈良・平安時代の土器を分類する。土器には須恵器・土師器・黒色

土器・灰紬陶器があり、土師器が大部分を占める。須恵器・灰粕陶器は遺構からの出土量が少なく、ここ

では出土した器種を列挙するにとどめる。土師器は主に器種(杯蓋・有台杯・高杯・有台椀・無台椀・柱状高台

皿・鍋・小皿・1皿・小甕・長甕)により分類し、器種ごとの細部の形態により細分した。器種内の大別はA・

B・C・・…・・、細別を1・2・3・……、法量は大型のものから順に1・II・III・・…・・と表した。黒色土器(有

台椀・無台椀・小皿)の分類も基本的に土師器と同様である。また分類に当たっては形態上の系譜関係を重

視したが、器種によっては出土量が少なく、細かな分類ができないものもある。以下、須恵器・土師器・

黒色土器・灰粕陶器の川頁で概説するが、詳細は器種分類図(第17～20図)を参照していただきたい。なお、

旧正善寺川の土器は分類の対象としていない。

a,須恵器(第17図)

器種には杯蓋・有台杯・無台杯・稜椀・小盤・長頸壺・甕・肩衝壺・短頸壺がある。

杯蓋:有台杯とセットとなる蓋で、器高・口縁端部の屈曲・ツマミの形状等バラエティーがある。

有台杯1高台をもつ杯をまとめた。身の浅いものが一般的であるが深いものも少数ある。底部と体部の
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4.遺物各説

須恵器

杯
蓋

有
台
杯

無
台

杯
充

欠
{鬼

壬
1
素

「
小

盤
長

頸
壷

土器

514

、1ニー

522

＼一一

534

47
詞

=毛」一、・、

541

205

説明

 有台杯とセγトとなる蓋.

口縁端部は下方に屈曲し、頂部

には擬宝珠形もしくはボタン状

の'ソマミかつく⊃

高台を:Jつ杯を一括Lた

形態にはかなりのバラエティー

かある基本的には杯蓋とセ・

トニなるものと推測する.出土

例は多.・

高台をもたない杯を一括した

有台杯同様、形態にはかなりの

ハラエテ'一かある出土例は

多い。

体部に稜をもつ椀である・

出土例.;少な'.・

 ド
　

し
庁
汐

身
土

・
、

出
}イ

ご

.
、
-
　

ナ
≠
!

か
㌧

下
黛
-ニ

コ
ミ

.
、

頑

蕩
"

杯
゜
セ
な

二
口

㌧
劣

ノ

無
浅
は

外反ぎみにのひる細い口頭部を

もつもの頭部中央伺近には沈

線が巡る肩部は鋭く属曲し、

底部には7チ'己状に尖る高台

がつ(ものと推測する

肩
1嚢

'EI}1:

短
頸

壷
甕

土器

79

550

 γ
惣

説明

強く屈曲する肩部から上方に

直線的に短い口縁部がつくも

の.高台はつかない.

なで肩ぎみの体部から上方に

直線的にのびる口縁部がつく

もの。

大型の甕を一括Lた外反す

る口縁部か長いものと短かい

ものがある底部は丸底であ

る、:,

第17図須恵器の分類・平安時代)

境に明瞭な稜をもつ今熊窯タイプのものを一定量含む一底部は回転ヘラ切りが一般的であるが、今熊タイ

プのものは回転糸切りである。

無台杯:底径が広く、体部は直線的に外方に立ち上がり身の浅いものが一般的であるが、中には底径が

小さく身の深いものも少数含まれる。9世紀後半以降の佐渡小泊産の薄手のものも目立つ。

稜椀:体部の下位で大きく屈曲し、口縁部は上方に立ち上がり端部で細く外反する。身は深く大型で出

土例は少ない。

小盤:無台杯に比べ口径・底径が大きく、身の浅いもので出土数は少ない。

長頸壼:断片的な資料しかない。肩部は鋭く屈曲し長い頸部が立ち上がる。

肩衝壺:肩部は強く屈曲し、口縁部が上方に短く立ち上がるものと、口縁部が外反して立ち端部を上方

につまみ外面が面とりされるものがある。

短頸壺:なで肩をもち、口縁部は上方に短く立ち上がる、出土数は少ない。

甕:頸部は「く」の字に屈曲し口縁部が外反して立ち上がるが、口縁は比較的長いものと短いものとが

ある。口縁端部の作りにもバラエティーがある。

b.土師器(第18図)

器種には有台杯・有台椀・柱状高台皿・無台椀・皿・小皿・小甕・長甕・鍋がある。

有台杯:須恵器に見られる器形で、1点のみの出土である。底部は非常に薄い。

有台椀:2種唄誰認できる。A類は黒色土器の有台椀A1類と同形のもので法1,;'は2積存在する、B類

70



IV-一之口遺跡東地区

土師器

分類
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台

杯
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椀
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柱
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台
皿

無
台
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Ψ
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  一一

  『

  一一

  一一

  一一一一
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須恵器に一般的にみられる有台杯

を忠実に模倣したもの出土例は

少ない。

身が深く、高台は外側にふんばり

比較的高く細身であるc法量は2

種確認できる、出土例は少ない,

A類に比べ身か浅く、小型の皿状

を呈する.足高高台付土器である、

出土例は少ない

柱状の高台をもつ小型の皿を一括

した。出土例は少ない、

内湾きみにのびる体部をもち身が

比較的深く、底径は小さい,

Al類とほぼ同様な形態をもつが、

底径は小さく身も深い。出土例は

少ない、

大きな底部をもち体部は直線的に

立ち上がる,

B1類とほぼ同様な形態をもつか

身が深い一群、

身の浅い皿状のもので、大きな底

部から、体部は内湾して立上がる..

Cl類とほほ同様であるか口縁端

部を外反させる、

もる
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側 ト
、

 δ
ノ

し

に
な

的
少

白
底
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部
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易
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 口
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半球形の体部に、外側に屈曲する口縁部がつくもの。
口縁端部はつまみあげるものが多い。出土例は少なく
ない。

 フ
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A2
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C3

A
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C
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甕

土器
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」
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 ＼一
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ノ
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 ▽靖
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1「ヨ
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説明

内湾ぎみにのびる体部をもち、身

か比較的深く底径は小さい。

Al類とほほ伺様な形態をもつが、

底径は小さく身も深い,出土例は

少ない.

大きな底部をもち、体部は直線的

に立ち上がる「

Bl類とほほ同様な形態をもつが、

身が深い一群、

身の浅い皿状のもので、大きな底

部から体部は内湾し立ち上がる。

Cl類とほほ同様な形態をもつが、

口縁端部を外反させる.

器高・底部か小さく、体部は直線

状に大きく開いて立ち上がる。

北陸に一般的にみられる小型の甕。

口縁端部は上方につまみ上げる.

頚部で「く」字に屈曲する比較的

長い口縁部をもち、口縁端部に面

取りをするもの.

ノ

L

ダ
し

蒸
442

493

頸部でわずかに外側に

屈曲する短い口縁部を

もつもの、体部下半に

ヘラケズリを行なうも

のもある。外面はほほ

全面に喋がつき、底部

内面には炭化物がつく.

長胴の体部に「く」字

に屈曲する比較的短い

口縁部をもつもの,口

縁端部は上方につまむ

ものが多い。出土例は

少なくない.

口径25cm前後の外反する口縁部をもっもの。口縁端部は丸くおさめる。

図示したもの1点のみの出土で体部の形態は不明

第18図土師器の分類(平安時代)
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4.遺物各説

は浅い身に大きな高台がつく。

柱状高台皿:1点のみの出土で柱状の高台をもつ皿である。

無台椀:底部の大きさ、体部の立ち上がり等で3種6類に細分した。A1類は底径が小さく内湾する体

部をもつもので、身は比較的深い。A2類はさらに底径が・J・さく身が深いものである。B1類は大きな底

部から体部が直線的に立ち上がる。B2類は身の深いものであるrC1類は大きな底部から体部が皿状に

内湾して立ち上がるもので、口縁端部が外反するものがC2類である。

皿:無台椀C類よりも口径が大きく、外側に大きく開く体部をもつものである。

小皿:3種7類に細分した。細分の方法は無台椀と基本的に同じである。無台椀に無いものにC3類が

ある,極小の底部から体部は大きく開いて立ち上がるもので、皿を小型にした形である。

小甕:3種に分けた。A類は一般的に見られるもので、口縁端部を屈曲させ上方につまみ上げるもので

ある。B類の頸部は「く」の字に屈曲し、口縁部は直線状に大きく開いて立ち上がる。C類は外側に開く

短い口縁部をもち、体部はふくらまず比較的浅い身をもつ,体部下半はヘラケズリが施される。

長甕:一般的に見られるもので、頸部は「く」の字に屈曲し口縁端部は上方につまみ上げられる。出土

例は少なくないが、体部下半が接合できるものはない一

鍋:口縁端部を上方につまみ上げるものが一般的である

その他:口径25cmほどで長い口縁部をもち端部は丸く/上上げられる。体部は不明。1点のみの出土であ

 る。

黒色土器

分類

有
台
椀

A1

A2

土器

112

289

一x'436

説明

内湾ぎみにのびる体部に外側にふ

んばる比較的高く細い高台がつ:

もの。黒色処理は内面ハな1ド1

法量は二種確認できる出一:一例二

多い。

Al類に比べ身の浅い㌧・「・芝.

Al類に準ずる.出土例は少な.

分類

有
ム

ロ
椀

血
公
口

椀

B

A!

A2

土器

287

説明

有台椀のうち両面に黒色処理をll

もの.出土例は少ない

内湾ぎみにのびる体部を持ち体都内

面にはヘラミガキ、体部外面から底

体外面にかけてヘラケラケスリを行

うもの、出土例は少ない

Al類に比べ造りが粗雑な無台椀を

一括した。底部外面は糸切り後無調

整。体部内外面はロクロナデのみを

行い、外面にはロクロナデが顕著に

残るものが多い。

第19図黒色土器の分垣(平安時代)

灰粕陶器

      土器説明土器説明

      有台椀内湾する体部に外側にふんばる断面三角形の高台がつく,図示したもの一点のみの出土。長瓶口縁部はラッパ状にひらき口縁端部は上方につまみ上げられる。
     

      一一一二_信.互蔑≡…一一二206ミ≒三7204
第20図灰粕陶器の分類(平安時代)
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C.黒色土器(第19図)

有台椀:2種3類に細分した。A類は内面に黒色処理を施し、内湾してのびる体部をもつ。高台は大き

く外方に張り出す。A2類はA1類に比べ身が浅く、器壁が厚い。両類には大小2種の法量がある。小型

のものは胎土に細かな礫を多く含み、大型のものは精選した胎土である。B類は内外面に黒色処理を施す

もので、出土例は少ない。胎土は小型のものと同じである。

無台椀:1種2類ある。広い底部をもち体部は内湾して立ち上がる。内面が黒色処理される。A1類は

身が深く、内面はミガキ、外面の体部下半と底部外面にケズリが施される丁寧な作りである。A2類は内

外面ともナデ調整のままで、荒い作りである。

d.灰粕陶器(第20図)

数は少なく断片的な資料のみであるため、ここでは図化したものを説明する。

有台椀:身が深く体部は内湾して立ち上がる。高台は外方に大きく張り出す。紬は内面体部と外面体部

上半につく。丸石2号窯式に比定される。

長頸瓶:ラッパ状に開く口縁部をもち、端部は上方につまみ上げられる。

(3)遺物各説

各説の前に奈良・平安時代以降の土器に対し、成形・調整の表現・名称を統一しておきたい。なお、古

墳時代のものについては奈良・平安時代以降のものと異なっており、具体的には各時期の遺物各説で記し

 た。

①「ロクロナデ」はロクロ回転を利用したナデで、そのほかのものは、ただ単に「ナデ」とし、「ナ

デられる」等と表現した。

②「ロクロ痕」はロクロナデでつく螺旋状の凸凹を言う。

③「ケズリ」は手持ちの「ヘラケズリ」のことで「ケズられる」等と表現し、杯蓋天井部外面または

杯底部にみられるロクロ回転を利用したケズリは「ロクロケズリ」とした。

④黒色土器等にみられるヘラミガキは、ただ単に「ミガキ」とした。

また、木器の名称については『木器集成図緑』〔奈良国立文化財研究所1985〕を参考にし記述した。

SD301c4c〕(図版66・215)

出土遺物は、古墳時代の土器が少量で、壁崩壊の際、混入したと推定される。図化したもの(1・2)は

前期の壷E類で同一個体の可能性がある。体部外面にはハケがみられるが全体的に器面の状態は悪く、

細かな調整は観察できない。

SK30SL4c}(図版66・215)

器種には図化したもの以外、土師器の無台椀・甕がみられる。須恵器杯蓋は細片で2個体出土している

が、いずれも器壁が薄く、口縁端部が大きく屈曲する。須恵器杯は1個体のみで体部は大きなヘラ切り底

から若干内湾ぎみに立ち上がる。内面の口縁付近から体部外面にかけて、煤状の付着物がみられる。9世

紀後半から10世紀初頭と考えられる。
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4.遺物各説

SD1「4c1(図版66・215)

珠洲焼の甕体部片3点を図化した。内面の当て具痕は顕著で、外面の平行叩き痕の間隔は比較的密であ

る。そのほか、平安時代の須恵器甕体部片と時期不明の土師器片を数点含む。

SD24c)(図版66・215)

出土遺物は古墳時代の土師器が数点で、図化したものが全てである。8は内外とも丹念なミガキで黒色

処理される。口縁端部は丁寧に面が作られる特異なも1)で、器種は不明である。9は後期の甑B類とな

ろう。10・llは同一個体の可能性をもつ後期の肩の張る甕A類で、本遺跡での類例はあまりない。内外

面ともハケが施される。

SK3qc}(図版66・215)

平安時代の小甕・長甕の破片と、古墳時代の土師器片が8層・貼床)中より少量出土している。図化した

ものは古墳時代後期の須恵器短頸壺で、底部回転ヘラ切り、胴部下半はケズられる。内面のロクロ痕は顕

著で、底部外面のヘラ切り痕も雑である。

SB7t4c〕(図版66・215)

P1・4(13)・5(14)・6から平安時代の土器が出土している.須恵器は14のほぼ完形の無台杯と甕体

部片のみで、他は土師器である。土師器の器種には鍋d3)のほか甕・杯がみられる。14は大きな回転ヘラ

切り底から体部が立ち上がるが、内外面のロクロ痕は顕著である。また、口縁端部には正位の重ね焼き痕

がみられる。13は器面が荒れており調整は不明である一時期は9世紀後半から10世紀と思われる。

SX3qE)(図版66・215)

出土遺物は須恵器・土師器で、須恵器は杯体部片⊥点のみである。平安時代の土師器には小皿・無台椀・

有台椀・小甕があり、古墳時代は甕・甑がある:平安時代のものは12世紀代の可能性がある。

小皿(15・16・18)ユ5・16はB2類で、18はA1類である。両者とも器面のロクロナデは荒く、ロクロ

痕は顕著である。16の底部は回転糸切りであるが、15はその後ナデられ糸切り痕を消している。その他、

同類のものが数点あり回転糸切り底である,

無台椀(19--21)全体を知るものはないが、、小皿同様、器面のロクロナデは荒く、器壁が厚い。底部

は回転糸切りである。21は大型で器壁も厚い:

黒色有台椀(17)1点のみの出土で底部は小型で高台は低く、若干外方に張り出す。内面はミガかれ黒

色処理される。

SXli4c}(図版67・215)

図化したものが全てで、無台椀A類である、底部は回転糸切りで、内面は丁寧なナデによりロクロ痕

を消している。口縁端部を外側につまみ上げるのは25のみで、他の口縁端部はそのままの立ち上がりで丸

く仕上げられている。時期は9世紀後半から10世紀初頭と考えたい。
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SD622q[)〕(図版67・216)

出土遺物は、全て古墳時代で壁崩壊土中からの混入と考えられる。遺物には杯・高杯・鉢・壷・甕があ

る。時期的には後期を中心に少量前期が含まれる。

杯(29～32・35)図化したものは後期のA2類(31・32♪、B1類(30)、C類(29)、E1類(35)がある。全て

内面はヘラミガキで黒色処理される。30の底部はナデ、体部はヘラミガキ、32の体部はヘラミガキである。

35は内外面のヘラミガキが荒く、底部はヘラケズリの後ナデを行う。

高杯(33)前期のE類である。脚部内外面はヘラケズリ、杯部内面底部はヘラミガキである。

鉢(34)後期のB類である。底部外面がナデの他はヘラミガキで、内面の全部と外面口縁部の一部は黒

色処理される。

甕(36・37)36は前期のB2類、37は後期のA2類である。両者とも口縁部はナデ、体部はハケである。

外面には煤状の付着物がそれぞれみられる。

SE608[4D】(図版67・215)

出土遺物は礫と土師器である。土師器には図化したもの以外は、細片で器種は不明である。38・39は土

師器小皿Al類である。底部は回転糸切りで、内外面ともロクロ痕を残す。

SD603`4D'(図版67～69・216)

出土遺物は須恵器・土師器・木器・礫である。時期別には平安時代と古墳時代のものが混在する。古墳

時代は少量で、中心は平安時代である。ここでは平安時代を中心に図化した。平安時代の須恵器は甕と瓶

の細片が数点出土したのみである。

土師器(40～59)器種は小皿・無台椀・有台椀・黒色無台椀・黒色有台椀・甕がある。その中でも小皿・

無台椀が圧倒的に多い。

小皿(40--46)Al類(40～42)、A2類(43!、Bl類(45・46)、B2類(44)があり、全て底部回転糸切りであ

る。A類はB類に比べ器面のロクロ痕が顕著で、特に底部内面付近はロクロ痕が目立つ。40の口縁の一

部と42の内外の全面には煤状付着物がみられ、灯明として機能したと思われる。41・42は口縁端部を外側

に引き上げ若干細く仕上げるのに対し、40・43は端部に丸味をもたせている。B類はA類の雑なロクロ

ナデに比べ比較的丁寧であるが、ロクロ痕は消し切れず滑らかでない。口縁端部は丸味をもつものが多い。

無台椀(47～51・53)全てA類で底部回転糸切りである。内面のナデは比較的丁寧だが、底部付近はロ

クロ痕を残す。体部の立ち上がりは大型の51・53を除き、直線的に上がる。口縁部を外側に引き上げるも

の(47・50・51・53)があるが、端部は他のもの同様丸く仕上げられる。53は体部外面のロクロ痕が顕著で

しかも薄い作りである。また、胎土も緻密で焼きも良い。

有台椀(58)A類である。体部外面に若干稜をもち、口縁端部は外側に若干つまみ上げられる。

黒色無台椀(52)A2類である。底部回転糸切りで、体部外面にはロクロ痕を顕著に残し、内面もロク

ロナデのままであるが、黒色処理されている。

黒色有台椀(54・55・59)54・59の内面は丁寧なミガキで黒色処理される。55の内面は暗文が施され、

そのほかはロクロナデのまま黒色処理される。また前者に比べ器壁が厚い。

甕(56)口縁端部は丸く仕上げられ、外面の全部と内面の頸部下には煤または炭化物が付着している。

器台(57)古墳時代前期のもので外面はナデ、脚部の内面はハケがつく。全体的に器壁が厚く、粗雑な
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作りである。

木器(60～71)器種には下駄・コモヅチ・曲物と不明のものがある。

下駄〔60・61)両者とも連歯下駄である。平面形は隅丸長方形(60)、後端が若干狭くなく小判形(61)で

ある。61は前壺を台のほぼ中央に後壺を後歯の前に位置させている。歯の作りは60が先細る縦断面台形状

を呈し、61は縦断面方形である。

コモヅチ(65)両端は丁寧に削られ、中央には比較的細かな工具痕が巡る。

扇子(66・67)66は片面に斜めの線状痕がみられる。素材が厚いため別の用途の可能性有り。67は66同

様、片面に細かな傷をもつ。要の孔の9emほど先端から板材の側辺付近を削り、薄く仕上げている。

曲物(63・68)63は、蓋板の周縁に段をもたない樺皮結合曲物である。外面には板材の長軸に沿って、

ほぼ等間隔で貫通しない孔があけられているまた、内外面には多数の細かな傷がついている。68は釘結

合曲物の底板である。正面縁辺は薄く削られ、裏面には工具痕が明瞭に残る。周辺には結合木釘が不均等

に4本配される。

その他(62・64・69～71)62は円盤状にロクロ挽きでつく:)れる。片面には四角のほぞ孔が2箇所あり、

反対の面にはロクロ挽きの同心円の沈線が回る、また、工具痕が顕著である。64は横断面を丸く仕上げた

棒状木製品で両端が欠損している。火鐙棒の可能性が嵩い一69は一方の端部に刻みを入れた板材である。

70・71は先端を斜めに切断したものである、その他、加工痕をもつ板材等が数点出土している。

SE60614D〕(図版69・217)

出土遺物には土師器・須恵器・木器・礫がある一図化した以外は全て細片で器種がわかるものはない、:

また、細片の中には、わずかに古墳時代の土器が混入する。時期的には79・80を除きll世紀前半と考えら

れる。

土師器(72～78)小皿・無台椀・有台椀・黒色有台椀・小甕?がある。

小皿(72～75)全てA1類で、底部回転糸切:,である。底部内面はロクロ痕が部分的に残る。体部外面

上半に厚い稜をもち、屈曲して立ち上がる口縁・73・-75)が目立つ。器壁は全体的に厚く口縁端部に丸味を

もたせるもの(73・75)がある。

無台椀(76)A類である。体部はロクロナデで器面の剥落が著しい。

有台椀(78)体部内外面はロクロナデで、高台は厚く外方に大きく張り出す。

黒色有台椀(77)内面は荒いロクロナデで十字の暗文が施される。高台は内湾ぎみに張り出す。

須恵器(79・80)図化したものが全てで、杯蓋、肩衝壺がある。

杯蓋(80)天井部内面に磨耗痕があり、転用硯として使用された。外面天井部はナデである。

肩衝壺(79)ほぼ完形品。体部から口縁部の外面はロクロナデで、内面はロクロ痕の凸凹が著しい。ま

た、底部の調整は剥落のため不明。時期的には8世紀代と古い。遺構からの出土状態や器面につく細かな

剥落と磨耗から、後世の人が川(旧正善寺川)から拾い上げ再使用し、遺構に廃棄したものと考えられる。

木器(81)厚手の板材側面に工具痕を残す1:その他、炭化材が数点出土している。

礫図化していないが2個体出土している。長径5emほどの安山岩の円礫と砂岩の破片で、後者は火の

影響で礫表皮には煤状の付着物がつき、内面には細かなクラックがはいる。
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SE629[4D,(図版69・217)

出土遺物には珠洲焼甕胴部片・木器・石器がある。

木器(82・83)82は端部に綴じ孔をもつ蓋板で、周縁に段をもたない樺皮結合曲物である。正・裏面に

細かな傷が多数付く。83は箸で両端は細く削られる。そのほか図化していないが径24en1程の桶の底板が出

土している。

石器(84)大型で扁平な礫の片面に擦り面をもつ石皿で、側縁にタール状の付着物がみられる。

SE605q[)](図版70・218)

出土遺物には土師器・珠洲焼・木器・礫がある。本遺構は古墳時代後期のSI607L4D)を切って構築され

ているため、覆土には該期の土器が混入している。ここでは、この混入品を除いて図化し説明する。

土師器(85・86)手つくねの小皿である。体部下半は指頭圧痕を残し、外面の口縁端部下に稜をもつ。

内面は比較的丁寧にナデられる。13世紀代のものと思われる。

珠洲焼(87)摺鉢の底部である。ll条4対の卸し目をもち、体部の立ち上がり部分には2対4個の指頭

圧痕がつく。底部は静止糸切りである。時期はIII期、13世紀末から14世紀前半である。

木器(88～100)器種には挽物・紡錘車・杓・匙・箸・脚・その他である。

椀(88)縦木取りで、内外にはロクロ痕が顕著な白木作りである。体部はほぼ直線状に立ち上がる。高

台部の整形も不十分で、器壁も厚いことから製作途中の段階とも考えられる。また、底部外面への削りは

まったく見られない。

紡錘車(89)円形、扁平に仕上げられ、中央に孔が開けられる。正・裏面には回転によると思われる擦

痕・光沢をもつ。

曲物柄杓(90)側板と底板の接合は、樺皮・釘等は使わず、側板内面と底板縁辺のそれぞれの接合部を

削り、はめ込んだ特異のタイプである。側板は1列4殺綴じの内綴じで内面にケビキはない。側板には大

小1対の孔があり、柄が差し込まれたと考えられる。

匙(91)柄を斜め上方に向け、身が受け皿ふうになる。全体に黒漆が塗られる。

箸(92～98)全て破片であるが、92・96～98は端部を細く削り出している。

脚く100)御膳の脚と考えらえ、全体に黒漆が塗られる。精巧な作りである。

不明(99)角柱状の棒の一面に、連続した刻みがつく。刻みの間隔は5nlm前後である。

SE61911D】(図版71・218)

出土遺物には、土師器・須恵器・木器・礫がある。須恵器は壺の胴部破片1点で図化していない。また、

礫については安山岩・砂岩の破砕したもので、礫表皮が黒色に変色し火の影響を受けている。101と礫は

遺構底部直上で出土した。平安時代の遺物はll世紀前半と考えられる。

土師器(101～105)平安時代と古墳時代のものが出土しており、器種には黒色無台椀・黒色有台椀・鉢・

甕があり、図化したもの以外は細片である。

黒色無台椀(lOl・102)両者とも内外面黒色処理され、底部回転糸切り、そのほかはロクロナデである。

101の内面は比較的丁寧なロクロナデで、体部は内湾して立ち上がる。また、胎土には籾が混入する。102

の底部は厚く大型で、内面にはロクロ痕を残す。

黒色有台椀(103)A2類の完形品である。口縁部の内外はミガキで、内面には暗文が施される。内面底
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部はロクロナデのままで、ロクロ痕が目立ち、外面底部には爪形圧痕が残る。

鉢(104)古墳時代前期の鉢A類で内外面はハケ、内面はその後ナデを行う。口縁部外面に稜もちヨコ

ナデを行う。

甕(IO5)古墳時代前期の甕B3類で口縁端部に面をもつ一外面はハケ、内面はナデを行う。胴部外面

には煤の付着が見らえる。

木器ClO6～110)器種にはモコヅチ・底板があ:)、不明・りものが数点含まれる。

モコヅチ(106)下端は切断され、上端は炭化している中央には荒く刻みが入れられる。

底板(1〔}7)直径22em以上の円形板で、正面は炭化し縁辺は元の形をとどめていない。裏面には細かな

傷と工具痕がみられる。

不明(108～110)108はほぼ角柱状の棒の両端が磨耗Lている,109・llOの端部は曲線状に仕上げられる

ため、曲物の蓋または底板の1部の可能性がある一

SE618qD[(図版71・219)

出土遺物には図化した土師器の小皿と黒色有台椀、そして、木器1点がある。木器は両端の欠損する角

柱状のもので、工具痕はみられない。そのほか細片のた6図化していない土師器が少量ある。時期はll世

紀前半と考えられる。

小皿(l!!)A1類である。全体が赤褐色に変色し、内外とも剥落しているため二次焼成を受けた可能性

がある。調整は不明である。

黒色有台椀(ll2)A!類である。内面はミガキで黒色処理されるが、体部内面には細かな沈線が同心円

状に残る。

SE610c4D〕(図版71・218)

出土遺物には土師器と石器がある。土師器には古墳時代のものが多く含まれるが、細片のため図化して

いない。そのほかブイゴの羽口が細片で1点出土している,

小皿ql3)B2類である。底部回転糸切りで器壁は厚く、内面は比較的丁寧なロクロナデである,

黒色無台椀(ll4・ll5)両者ともA1類である=口縁部内面のみがミガキで、暗文が施される、外面の

底部と体部下半はロクロケズリされる。ll5は黒色処理が明瞭でない。

砥石(116)軟質の砂岩で、周辺を粗割りし片面のみに磨面をもつ。全面に煤状付着物が散見される。

SE615〔4El(図版71・219)

出土遺物には、土師器・須恵器・石器・礫・木器がある:

土師器(117～119・122・123)器種には平安時代の小皿・有台椀・無台椀と古墳時代の甕・甑・器台が出

土している。

小皿(117・ll8)両者ともC3類で底部回転糸切りであるが、切り離し面はシャープでなく、螺旋状に

盛り上がる。底部内面にはロクロ痕が顕著に残る、

有台椀(ll9)B類で小皿に比べて焼きが良く、硬質である。底部内面はロクロ痕を残す。

甕(122・123)古墳時代のもので123は前期のものである。122の体部はハケで、そのほかはナデられるが、

器面が厚(口縁部の屈曲が著しいため、別器種の可能性が高い。123は口縁端㌻;二,こゴをもナ、、上方につま
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み上げるC2類で、胴部に煤が付着する。

須恵器(120・121)器種には杯蓋・無台杯がある。杯蓋は細片のため図化していない。

無台杯(120・121)120は口縁部内面が磨耗している。121は底部回転ヘラ切り後ナデられる。器面の内

外に煤状の付着物がみられる。

石器(124)叩き石で、楕円形の円礫周縁を使用する。特に上下端は潰れており、使用頻度が高い。石質

は砂岩である。そのほか、二次焼成を受けた破砕礫が数点出土している。

木器(125--127)125は細く削った棒に挟りをもつ。126は直径15mm程に復元できる横断面円形に削られ

たものに、刻みをもつ。それぞれ用途不明である。127は柄と考えられ、図の下端が着柄部で縦位に切り

込みをもつ。下端付近の正裏面には細かな削りで浅い溝が作られ、着柄した後、紐で締めたものと考えら

れる。表面は丁寧に削られ横断面は楕円形を呈する。そのほか、黒塗りの椀・底板・板材等が出土してい

るが、細片のため図化していない。

SE612qD】(図版72・219)

出土遺物には、土師器・木器・礫がある。土師器には平安時代と古墳時代のものが含まれるが、ここで

は平安時代のものに限って図化する。

土師器(128～133)器種には小皿・無台椀・黒色有台椀がある。

無台椀(128/B2類である。底部回転糸切りで器壁が厚い。内面は比較的平滑に仕上げられる。

小皿(129～131)129はB1類で130はC3類、131はA1類である。全て底部回転糸切りである。129・

131の内面はロクロ痕が顕著で、129の内外面には煤状の付着物が付く。131は焼きが良く硬質でSE61St4D]

のll9に胎土・焼きが近似する。ロクロナデも前者に比べ比較的丁寧である。

黒色有台椀(132・133)内面と口縁部外面は丁寧なミガキで、内面に黒色処理を施す。体部外面の中位

には微細な稜をもつ。132は黒色処理されないが、内面の調整は133と同様で器形も近似する。両者とも器

形から有台椀であろう。

木器(134)端部を切断した板材である。そのほか、棒状木製品や炭化材が少量出土している。

礫表面が煤けた安山岩の破砕礫と軽石が、それぞれ1点出土している。

SE611:4D〕(図版72・219)

出土遺物には土師器と木器・礫がある。土師器には平安時代の無台椀・小甕、古墳時代の杯・甕があり、

いずれも細片のため図化していない。礫は安山岩の破砕礫1点である。

木器(135)蓋板の周縁に段をもたない樺皮結合曲物である。内外面には細かな傷が多く付く。そのほか

板材が2点出土している。

 SE4α4D〕(図版72・219)

須恵器の甕(136)一個体が出土している。丸底を呈し、口縁部は斜め外方に緩く立ち上がる。底部か

ら胴部の外面には格子目叩き、底部内面から胴部下半にかけては平行線文の当て具痕、胴部上半には放射

状の当て具痕がみられる。10世紀後半と考えられる。

79



4.遺物各説

SD1'qE'(図版70～90・220～23D

覆土の層位ごとに遺物を取り上げている。遺物が主に含まれていた層は、上から1層恢色土)、2層(黒

色土)、5層(緑黒色土)、10層(砂礫層)でこの順で古くなるが、大きな時期幅はない。遺物の時期は平安時

代と古墳時代で、後者は少なく壁崩壊による流れ込みと考えられる。以下、取り上げの層位ごとに説明す

 る。

1層灰色土(図版73～75・220・221)

出土遺物には、須恵器・土師器・石器・木器・土製品がある一出土量は多く平箱にして16箱である。時

期的には平安時代と少量の古墳時代があるが、平安時代のものは小皿・無台椀に代表される食膳具が圧倒

的に多く、黒色有台椀が一定量含まれる.

須恵器(137～139)杯・有台杯・長頸壷・甕がある出土量は非常に少なく細片が目立つ。

有台杯(137・139)137は器壁が全体的に厚く、口縁部内面は摩滅している。139の高台は内傾する、

長頸壷(138)内面のロクロ痕が著しい。断面方形Z)高台がつく。

土師器〔140～180)小皿・皿・無台椀・有台椀・黒色有台椀・小甕があり、少量、古墳時代の杯・高杯・

甕等がある。また、土師器の小皿、無台椀にみられる灯明は一括して説明する。

小皿q4⊂}～154]Al類(142・145・150)、Bl類14〔'}eヱ43、B2類(141・144・146・一一149・152)、C1類(153・

154)、C2類q51)があり、B2類が多い:器壁は」53を除き厚く、口縁端部は148を除き丸く仕上げられる。

底部は全て回転糸切りであるが、底部と体部の境は切;璃佳しのままで、粘土のはみ出しが目立つ。外面の

体部中f立から上半にかけてロクロ痕の稜を強く残すものが多い〔140・142・143・146・148・150・151)。内面

底部のロクロナデは145・147がロクロ痕を残すが、他のものは比較的丁寧で平滑である。152は他のもの

に比べ焼成が良く硬い。

無台椀(155～169)A1類(157～15g・166・167)、A2類156.165)、Bl類(163.168)、B2類(160～162)、

C1類(155)、C2類(164・169)があり、Al類が多い、底部は回転糸切りで、全体に器壁が厚い。156・166

は内面底部にロクロ痕を顕著に残すが、他は比較的丁寧である。160は器壁が薄く、底部外面を除き丁寧

にナデられる。

皿q70)底部回転糸切りで内面のロクロナデは比較的丁寧である。

有台椀(178)A類である。底部は回転糸LjJl,の後、高台を貼り付けナデられる。内面は部分的にミガ

キが行われるが剥落が著しく詳細は不明である。

黒色有台椀(175--177・179)底部は高台貼り/寸:ナ後ナデられるが、177の底部は回転糸切り痕が部分的

に残る。内面にミガキが施されるもの(175・176・とロクロナデのまま黒色処理するもの(177・179)がある。

176・177・179には暗文が施される。

小甕q80)内外ともロクロナデで、頸部に炭化物が厚く付着する。

灯明・その他(171～174)172は底部内面に炭化物が/寸着し、部分的にタール状の付着物もみられる。外

面には液体(油か)の垂れた痕が残る。そのほか174は底部に径約1.6Cmの孔が開けられる。孔は焼成前に開

けられ、丁寧にナデられる。また、器面には部分的に煤が付着するが二次的についたと考えられる。173

は厚手の無台椀で底部内面にヘラ記号が描かれている=

石器(181・182)181は叩き石で礫を半戴し、半戴面と片側面・礫端部が細かく潰れている。硬砂岩製で

ある、182は砥石で凝灰岩製。4面に作業面をもつ。

土製品N径6.5CI11程に復元できるブイゴ羽口の先端部であるc先端部i"i・).1」,1Il三響㍉オニ㌧う溶解してい
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 る。

木器(184～202)挽物・火鐙板・底板等があり、不明のものも多く含まれる。

挽物(184)横木取りの有台皿で、外面の高台から体部にかけては丁寧に仕上げられる。底部の内外面

は腐蝕が進み不明である。高台は破損が著しいが、細く短く外方に張り出す。また、器面に漆を塗ったか

否かは不明である。

火鐙板(185)角棒状を呈し、両端部は弧状に荒く削られる。上端部から2cm程のところには両側から

の挟りがいれられる(この挟りは、本遺跡出土の火鐙板に一般的にみられる)。右側面には切欠きが2箇所入れ

られている。下の切欠き位置には断面半球形の炭化した火鑛臼がみられ、上の切欠きは使用前で火鐙棒の

足がかりのため表面が削られ段をもつ。

底板(199～202)199は径22cm程に復元される。図化した面は外側で黒漆?が塗られ、内面は腐蝕が進ん

でいる。釘結合曲物の底板とみられ、残存する縁辺のほぼ中央に1本、木釘が打たれている。200・201は

片面に細かな傷が多くみられる。202は大型品であるが、201同様かなり腐蝕が進んでいる。

その他(186～198)186は中央にホゾ穴が開けられた角柱状の棒である。ホゾ穴付近の横断面は方形に近

いが、両端に向い方形の角を丹念に削り横断面円形に近づけている。また、両端の切断とその後の削りも

丁寧である。187は荒い削りにより、横断面をほぼ円形に仕上げたもので、下端と側面の一部が炭化して

いるが、二次的なものと思われる。用途としては火鐙棒の可能性がある。188は角柱状の棒であるが、両

端に向い細く仕上げられる。上端から4emの所に孔が開けられ、木釘状のものが埋まっていた。全体的に

腐食が進んでおり細かな加工は不明である。189・192は、中央から先端に向い細く削られる。後者は若干

反りぎみである。190は板材に丁寧な工具痕がみられる。下端を薄く仕上げており、上端の切断加工は荒い。

191は図状右側の両端が直角に切り取られたもので、左側と上下端の伸びは焼失している。板材には木釘

または木釘の抜けた孔が多い。その位置は、図の右側面に等間隔で釘3本、上端には正裏面に貫通する2

孔、上端面に打ち込まれた釘1本、下端には釘の抜けた孔2箇所、そして、正面左よりのほぼ中央には貫

通する孔に木釘が残っている。193は、板材の片面に1cm前後の不等聞隔で刻みがつけられる。194・196は、

板材の端部に直角の切り込みをもつものである。195は両端を斜めに切断し正裏面に貫通する孔3箇所が

存在する。197は下端に若干丸味をもたせているため、底板の可能性がある。198は荒く面取りされたもの

で、なんらかの素材となろう。

2層黒色土(図版75～83・221～226)

出土遺物には、須恵器・灰紬陶器・土師器・木器がある。出土量は多く平箱にして35箱である。遺物の

時期幅と遺物の特徴は上層の灰色土とほぼ同様であるが、灯明と木器の出土量は多い。

須恵器(203・205・207)出土遺物は少なく杯(203)・長頸壼(205)・甕(207)がある。203は身の深い有台杯

となろう。205は頸部の破片で外面の全てと内面の上半に自然紬がかかり、頸部の上位に沈線が回る。207

は口縁部が斜め直線状に短く立ち上がる。なで肩で外面は平行叩き、内面の頸部下は圧痕がみられる。器

面には内外とも黒色の付着物がつく。

灰粕陶器(204・206)長頸瓶(204)と有台椀(206)がある。204の口縁端部はつまみ上げられ、端部外面はほ

ぼ垂直な面をもつ。胎土は洗練され、紬は主に口縁端部から内面にかけてかけられる。また、土器破損部

の断面には黒漆が塗られ、接着痕と考えられる。206は丸石2号窯と考えられる。体部は緩く立ち上がり

上半で外反させ、丸く仕上げた口縁端部に至る。底部は回転糸切りの後、内湾しながら外に張り出す高台

がつく。体部外面にはロクロ痕が顕著に残る。紬の殆どは剥落しているが、内面は底部を除き、外面は体
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部下半まで漬け掛けされる。

土師器(208～301)平安時代には小皿・無台椀・有台椀・黒色有台椀・甕があり、少量、古墳時代の鉢・

器台等がある。また、土師器の小皿・無台椀にみられる灯明は一括して説明する。

小皿(208～237・240・241)A1類(208～213・227・229・231・232・235)、A2類(233)、B1類(214・216--218・

221・222・226・236～237)、B2類(223・234)、Cl類〔215・22〔[・2281、C2類(219・224・225・230・240・241)カs

あり、Al・Bl類が多い。器壁は224・229・230・232等、薄いものも含まれるが全体的に厚いものが多い。

口縁端部はB1・B2類で、丸く仕上げるものが多いが、他のものは若干外反させる。底部内面は、比較

的丁寧にロクロナデされるもの(210・211・215・217・L'19・L'L'9・L'33・236・241)とロクロ痕が顕著に残るもの

(214・21)O・223・226・230・231・237)がある、底部は全て回転糸切:)であるが、その後、板目圧痕がつくも

の(214・222・223)があり、214と223は糸切り後、底部に粘土が貼り付き、その上に板目圧痕がつく。胎土

は、B・C類としたものに礫細粒が多く、赤褐色を呈するも乃が一般的である。

無台椀(238・239・242～260)A1類(238・243・L'47～L'r・+1・L・59・260)、B1類(245・246/、B2類(257・258)、

C2類(239・244)がある。242は広い底径と、内湾する題い体部をもつ。器面は風化し調整は不明。口縁端

部を細く外反させるもの(238・244・258・259)のほか、端部を丸めるもの(243・246～251・256・257)がある。

底部内面が比較的丁寧にロクロナデされるもの(248・L)-19・2t)3・255・256)があり、その内、253・256は丁

寧にナデられ平滑である。その他のものは、ロクロ痕を残すが、特に238・239・243・244・252・258は顕

著である。また、260の体部内面は溝状に明瞭なロクロ痕が残る.底部外面は242の不明なもの以外、回転

糸切りである。

灯明(261～281・283・284)器種別には土師器の小皿・無台椀・有台椀がある。口縁端部を片口状に作り

出すもの(261・262・264・268・269・271・276・277}があるこのなかには、口縁の1～2箇所に対し、指で

部分的に広げるものが一般的であるが、中には262のように開いた体部を両側から内側に押し、口縁を楕

円形に歪ませて片口状を作り出すものもある。次に煤、炭fヒ物等の付着状況について説明する。264・268

は片口部に限って煤またはタール状の付着物がみられる265・270・271・273は内面底部が無付着か油染

み状のものがつき、体部は煤・油染み・タールがつ(外面は口縁端部から体部にかけてつくが、271は

油が垂れたようにみられる。261・262・274・275は内面底部に炭化物がこびりつくもので、炭化物は太さ

0.8mm前後の棒状である。261・262・275は体部の立ち上がIlに沿って炭化物が曲線状に残り、紐が炭化し

たようにも見れる。また、274は長さ5mm前後のものが厚く重なり炭化している。内面全体は煤で覆われ

ているものが多く、底部または体部の立ち上力茄部分にタールが付着する。

そのほか、267は内面口縁部を除く部分に煤かト」'着する。278は外面の底部から体部にかけて煤が付着す

る。284はかなり高い高台をもつ有台椀の底部外面を使甲するもので、高台接地面を中心とする内外に煤

が付着する。279・280・283は、破損断面まで煤がf寸着するため二次的についた可能性がある。

黒色無台椀(282)大型で内面をミガキ、黒色処理する,「×」印のヘラ記号がつく。A2類である。

黒色有台椀(285--292・294～298)Al類(289・291・292・294・-297)、A2類(285)、B類(287・298)がある。

内面がロクロナデのもの(286・288・296)と内面にミガキが施されるものがある。外面は口縁端部から体部

上半にかけてミガキが施されるもの(295・297)があり、体部下位まで施されるもの(291・298)がある。暗文

は286・288・289・295・296・298でみられる。底部は287・288・290・292・294・295でナデが施されるが

回転糸切り痕は消し切れていない。また、291はロクロケズリされる。

有台椀293底部には回転糸切り痕が残り、内面は丁寧にナデられる。底部径は皐色処理するものに
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比べ大きい。

鉢/299)古墳時代後期の鉢B類である。内面全部と外面の口縁部は黒色処理される。黒色処理された

範囲はおおむねヘラミガキされ、外面の胴部下半はケズられる。

甕(301)口縁端部はロクロナデにより上方につまみ上げられる。

その他(300)器面全体はロクロナデでラッパ状に大きく開いた口縁部をもつ。外面には煤が付着する。

木器(302～365)挽物・呪符・人形・櫛・舟形・火鐙板・火鐙棒・扇子・曲物・コモヅチ等と多量の不

明木製品が出土している。・

挽物(302～306)302は横木取りの杯で、体部の内外にはロクロ痕を残す。器面には黒漆が塗られるが、

底部外面には使用ズレの結果か細かな傷も多く、漆が部分的に残る。内面の底部と体部の境にはロクロ削

りによるくぼみが顕著である。303は横木取りで1に比べ身が浅く、体部は内湾して立ち上がる。黒漆が

薄く塗られるが、底部外面は使用ズレのため残らず、多くの傷もみられる。304は横木取りの有台椀で内

湾して立ち上がる体部から、口縁端部に至って外反する。全体的にロクロ痕が目立たず丁寧な作りである

が、外面底部は荒く削られ「余」の刻線がみられる。漆は塗られない。305は横木取りの有台皿で、口縁

部は緩く外反し器壁は薄い。底部外面に「大」の刻線がみられるが、器面全体に腐蝕が進んでおり漆が塗

られたか否かは不明である。306は内外面にロクロ痕が顕著に残る。器面には黒漆が塗られるが、底部外

面は使用ズレで細かな傷も多くみられる。

呪符(307)下端は左右からの切り込みにより切断される。判読できない。

人形く308・309)両者は薄板を用い、両側から切り込みを入れ頸とする。308の頭部は両側縁を荒く削り、

先端をとがらせる。309の頭部は左側縁を緩い弧状に削り、後頭部側は縦の切り込みとそれに直行する切

断により、先鋭な被りものを表現する側面人形である。

刀形(310)板材を用い、刃身は両面を削って作り出される。

櫛(311)長方形の横櫛である。肩部は角張る。歯数は1em当たり12枚と細かく、たいへん精巧な作り

である。

斎串(313・317)両者とも薄板を用いる。313は上端のみの破片で、端部は圭頭状に作られる。317はほ

ぼ全体が残っており、上端は圭頭状に、下端は両側縁が削られ細く先鋭に仕上げられる。

扇子(314・316)314は先端、316は基部の破片である。314の上端は斜め弧状に仕上げられる。316は丸

みのある端部から2.2cmのところに要の孔が開けられる。

舟形(318)半戴の丸木に船槽をくりぬいたもので、舟尾は方形を呈し、舟首と舷側が交わる部分は同

様に角を作るが、中央に突出部をもち先端をとがらせる。

火讃棒(319～323)それぞれ棒状を呈し、周辺を削って横断面円形ないし隅丸方形に仕上げている。また、

上端は細身に削られる。319は火鐙部が丸く光沢を帯びるが、著しく炭化している様子はない。側縁には

緩い挟りがみられる。大型品である。321は火鐙部を欠損するが、上端は細身に削られる。320・322・323

は端部の火鐙部が使用により丸く摩滅し炭化している。322・323はほぼ完形で同サイズである。

火鑛板(324～328)324は厚手の角棒状で端部は荒く切断され、上端は焼失している。切欠きは右側面に

5箇所、左側面に2箇所存在し、左側面の上位にある切欠きを除き、片面に断面半球形で炭化した火鐙臼

をもつ。左側縁上位のものは足掛かりと思われる挟り状の削りが存在する。325は腐蝕が進んでいるものの、

右側面に切欠きが3箇所あり、一番上のものは断面半球形の炭化した火鐙臼をもつ。上下端は欠損する。

326は使用前のもので、他のものに比べ薄手の板材を用いる。上端から下に2cmいったところに両側面か
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ら挟りが入れられる、327の上端も同様に挟り込まれるが、左側面に2箇所の切欠きをもち、下は断面半

球形の火鐙臼、上は挟り状の削りをもつ。上下端は荒く削られる完形品である。328は右側面に2箇所の

切欠きと、それに対応する断面半球形の炭化した火讃臼をもつ。

底仮'332～337・346)337を除き正裏面には細かな傷がつく=332は直径23em程で釘結合曲物の底板であ

る木}」'は8箇所にみられるが等間隔でない。中央には斜萬器による大きな切り込みが存在する、333は

径不明.334は直径40cm前後に復元できる釘結合曲物で釘孔は3箇所ある。335は側板との接合部に段をも

つ樺皮結合曲物の底板で直径は40em前後に復元され1箇所嘩皮が残る。図上の左側縁から下部にかけて焼

失しており、裏面はほぼ全面が炭化している336は直径32d11前後に復元できる釘結合の底板で釘は2箇

所残存する、337の釘孔、樺皮等はみられない・直径13.5cl11程である。346は直径35em程の周縁に段をもた

ない樺皮結合曲物で、図上上端に樺皮が残る

曲物側板(338～345)338は内面に、上下縁にヒポー縦'1五行状にケビキがはいる。また、釘孔が1箇所存在

する.339は内面に338同様、縦平行状にケビキがはいる綴じの段数は不明だが、2列存在する。また3

箇所に釘孔が存在する。340は内面に縦平行状ノ)ケビキをもち、上下2枚の側板を樺皮で結合している。

341・342は側板を重ね合わせ樺皮で結合する34ユの図の右側は曲物外面で側板外面は両側縁を削り、端

部に近づくにしたがい細く仕上げる。343・344は内面に縦平行状ケビキがあり、343は釘孔が2箇所残る。

345は341・342同様、結合のための樺皮が残るか、なんのための結合か不明である。

コモヅチ(348～355)長さ13～15cm、幅3--4cmのもノ)が多い一348・349は縦に半戴した丸木を用い、

上下端部は荒く切断されるt:348の両側縁と349の片側縁は削られ面が作られる。352・353・355は丸木を

用い、両端を荒く切断する。中央には刻みはつかない、353は側面を削り、形状を整えている。350・351・

354は丸木の両端を荒く切断し、中央に2箇所1対の刻みが入る。351は上端を欠損する。

その他(312・315・329～331・347・356～365)以下、器種が不明なものを説明する。312は曲物底板を再

利用したもので、上端の斜め弧状のラインが底板縁辺ヒなる,縁辺の反対側に、正裏面から大まかで荒い

削りが加わり剣先状に仕上げる。315は直径2.tsc・m程の湾曲した丸木に2箇所、一回りする連続した細かな

刻みが巡る,下端は切断されるが切断面は炭化している。また、上端は焼失している。丸木弓の可能性が

ある。329は比較的厚い板材で、上端は平らに切断され、下端には方形の挟り込みをもつ。330の下端は欠

損しているが、正裏面から急角度に切り込みが入れられる。中央には方形のホゾ穴が開けられ、上端部は

丸みをもって仕上げられる。331は栓と考えられるもので、つまみ部は横断面方形、栓の部分は削られ円

形を呈する。347は丸木の中央を細く削り、握i)ヒし両端側は太く残す。両端面には上下とも切断等の加

工痕は見られず、ささくれだっている。この両端面が作業面と考えられ、用途としては小型の竪杵と考え

られる。356は丸木の表皮に近い薄板で、図の上端から3,5cmのところに小さな孔が開けられる。下端は片

面から削られ薄くなっている。図の裏面は丸木の表皮側になるが、細かな擦痕が多くみられる。扇子の骨

とも考えられるが、他の出土品に比べ幅が広く、ここでは用途不明として扱う。357は杓子形の木製品で、

底板を転用したと思われ、身の端部には木釘の孔が存在する。また、右側辺付近にも、直線上に3箇所孔

が開けられている。柄から身にかけては緩く曲線状に削られ、身の端部は斜めになっている。身の両端と

端部は炭化しており、強化のため意識的に焼いたかどうかは不明である。358・359は板材であるが、359

は上端が緩く曲線状を成すため、樽等の大型容器の底板である可能性が高い。360・361は板材に多数の孔

が開けられる、360は片面に大まかな削りが加わり、不規則な孔が開けられる。孔の辺は乱れており、複

数回餌:、突1こよd,1{,1けられた可能性が高い,361は図の上端が直線的に、右`lll,縁1;弧を描き丁寧に切断さ
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れる。孔はその切断ラインに沿って規則正しく開けられる。孔もほぼ円形に近く回転を利用した可能性が

高い。362は角材の一側面に2箇所挟り込みをもつ。火鑛板の切欠きの可能性もある。363の横断面は歪ん

だ三角形で一面は削りにより弧状に仕上げられている。側面には、荒く小さな刻みがつけられる。364は

板材の両側縁を削り、横断面を楕円形にしている。両端部は大まかに切断される。365は何かの柄と考え

られる。下端は刻まれ折り取られる。上端は丸みをもって仕上げられる。側面は大まかな削りにより、横

断面楕円形に近づけている。

5層緑黒土(図版84～90・227～231)

出土遺物は、須恵器・土師器・木器である。出土量は平箱にして23箱で、時期幅と遺物の特徴は2層(黒

色土)と同様である。

須恵器666～368・443)出土量は非常に少ない,366は杯蓋で口縁部は緩く折り返される。内面には墨状

の付着物がみられ、転用硯の可能性もある。367は底部回転糸切りの有台杯で胎土は白っぽい。368は長頸

瓶の底部と思われ、内面にはロクロ痕が明瞭に残る。443は甕胴部破片で、外面は直行した木目がみられ

る平行線がつき、内面には同心円文の当具痕が重なる。また内面は摩耗著しく、墨状の黒色付着物が見ら

れることから転用硯として再利用している。

土師器(369～442)出土遺物には古墳時代も若干含まれるが、図化したものは平安時代だけである。器

種には小皿・無台椀・黒色無台椀・有台椀・黒色有台椀・鍋・小甕・長甕・鉢がある。なお、土師器の小

皿・無台椀にみられる灯明は一括して説明する,

小皿(369～388・390～401)A1類(374・380・386・395)、A2類(369・385)、Bl類(373・378・381・382・387・

390・392・394・397・400)、B2類(384・389・393・396・401)、C1類く375)、C2類(370～372・376・377・379・

383・388・391・398・399)がある。器壁は1層(灰色土)、2層(黒色土)のものに比べ、薄手のものく369・372・

374・378・383・384・389・390・395・399)が目立つ。口縁端部を厚く丸みをもって仕上げるもの〔373・375・

379～381・388・398・400)が少なく、細く外反させるものが多い。内面底部は比較的丁寧なロクロナデによ

るもの〔396・371～375・380・382・385・386・390・399・400)とロクロ痕が顕著に残るもの(376・377・379・

381・383・384・387・396・398・401)があり、比較的丁寧な作りのものが多い。底部は全て回転糸切りで、

369・376は極めて底径が小さい。378・385・389・397は灯明として使用された可能性が高い。胎土につい

ては2層(黒色土)でみられたB・C類の特異性は見られないが、395のような焼きの良いものが含まれる。

無台椀(402～415/A1類(402・404・407・408・410・412)、B1類(403)、B2類qO5・406・411)、C1類(.409・

414)、C2類(413)があり、A類が多い。底部内面にロクロ痕を残すものが殆どで、その後、若干のナデを

施したもの(404・408・409・412)がある。底部の切り離しは全て回転糸切りであるが、404はその後、縁辺

に対しナデが加えられ、糸切り痕を消している。415の外面全体には煤状のものが付着する。

灯明〔416～431・435)器種別には土師器の小皿・無台椀・黒色有台椀がある。口縁部を押し片口状に作

り出すもの(416・417・419・421・426・429)と、口縁部を打ち欠き片口状にするもの(424・435)がある。これ

らの内419・429は、片口の外面にタール状の付着物がみられる。炭化物・煤等の付着物については、内面

の体部と外面の口縁部に煤・油が付くもの(424・431)は、内外とも同じ位置に煤(424)・炭化物(431)が付く。

また424は、底部内面に油が付く。底部内面に炭化物が付着するもの(416～423・426・428・429)がある。こ

れらは、内面の体部中位にタールが付着し、口縁端部まで煤で覆われる例が多い。外面は口縁部付近に煤

が回り、体部に油が垂れる。420は特に炭化物が多く付着しており、厚さ2mmを越えるところもある。また、

炭化物と器面の境には、未分解の乾燥したワラ状の植物繊維が残っており、植物繊維と油の混合物が燃や
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されたことを物語っている。

黒色無台碗(389・433)389は器形的にB2類であるが、外面にも黒色処理が施される。内外の器面は丁

寧にナデられる。433の内面はミガキで暗文が施される,両者とも底部回転糸切りである。

有台椀q32)内面はミガキである。高台は長く外方に大きくふんばる。内外面に煤状の付着物が付く

が破損面にも一部付くため、二次的なものか、それとも高台を身として灯明に再利用したかは断定できな

 いo

黒色有台椀(434～437)A1類(434・435・437)、A2類4t・(S・がある、434は内外の体部中位から、口縁端部

にかけてミガキ、その他はロクロナデのまま黒色処理さ九、内面に暗文が施される。436は内面の全部と

外面の体部上半に荒いヘラミガキが施される.体部外面中位には爪形圧痕が巡る。高台は比較的厚い。

437の内面に施されるミガキは丁寧である。また、外面乃体部上半にもミガキが施されるがロクロ痕の凸

部のみである。高台は比較的低い。

鍋(438)口縁端部を内側につまみ上げる。内外面には間隔の広いカキ目が横走し、外面の口縁から体

部にかけて部分的に煤が付着する。

小甕(439・442)439はB類、442はC類である、前者は全てロクロナデで、口縁部は開き端部で直上す

る。外面には煤が付着する。後者は口が大きく体部が短いもので、体部下半はヘラケズリされる:底部内

面は炭化物、外面の口縁端部から体部下半にかけては煤がつく一特に外面の煤は厚く付着している。

長甕(440・441)440は口縁端部に面をもち直上させる441は内面に粘土輪積みの痕を明瞭に残し、外

面は荒くナデられ指頭圧痕が残る。内面は赤褐色に変色し、胎土には大きな礫が多く含まれる。

木器(444～487)挽物・下駄・舟形・擢・扇子・柄均・火鐙棒・砧・物差し・底板・曲物・コモヅチと

多量の不明木製品が出土している。

挽物(444～447)444は横木取りの杯で、広い底部から体部は内湾して立ち上がる。口縁部は厚い、底部

外面以外は黒漆が薄く塗られ、底部の内外には傷が多く残る、445は横木取りの有台椀で、底部外面には、

高台縁辺と同心円の浅い溝が回る。器面は白木のままである,,446は横木取りの杯で全面に黒漆が塗られる,

広い底部から体部は若干、内湾して立ち上がる,器壁は全体的に厚い。内面にはロクロ痕が顕著に残る,

447は有台皿の優品で、器壁は薄く全面に厚く黒漆が塗られる。体部は大きく外方に内湾して立ち上がり、

端部に至って外反する。高台の内側には数本のロクロ痕が残る。

下駄(448・449)448は連歯下駄で、前壺は中央に、後壼は後歯の内側に位置している。歯は台の若干内

側から作り始められ、台形状に末広となる。歯の端部は台の1則縁よりも外側に張り出す。449は448と同様

な作りの下駄の歯である。

舟形(450・451)450は半歓状の丸木に舟槽をくりぬいたもので、舟尾は丸く仕上げられ、舟首と舷側が

交わる部分は角を作り屈曲し、中央に突出部をもつ451は450同様の素材に舟槽をくりぬくが、舟槽は深

く横断面V字形を呈する。舟首は舷側から屈曲し尖頭状を作り出し、舟尾は丸みをもたせる。

擢(452)たいへん精巧な作りのミニュチュアである,脚は横断面菱形で幅が広く、腕は円柱状で脚が

差し込まれる。

火鑛棒C.453)側面を削り横断面円形に仕上げている,図の下端は上端より太く丸まっていることから、

臼に接する部分と考えられるが、端部は炭化していない。

扇子(454・455・459～461)規格から考えて5点は1扇の骨と考えられる。454と455は完形の骨で、下端

は片側が丸一t・・をもち、要の孔は端部から1.5em前後に位置する。上端は平らに切断L}:後、隅を丸くして
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いる。

砧(456)バット状を呈し、太い身から柄を細く仕上げ、柄尻は荒い削りにより大きく残す。両端は工

具痕を残す。

柄杓(457)身はヒョウタン製であるが、残りは悪い。柄の先端は段をつけ、細くしている。

物差し(458)長さ29.2cm。一端は破損している。材の両側面に刻みがあり、さらにIO刻みで1単位と

なるよう線刻によって区画される。各単位の長さは4～5.7cmと一定しない。

底板(464～466・468・469・472)464は径45emの底板で表面には工具痕と無数の傷が付く。また、側面に

は木釘がみられる。465は段のつかない樺皮結合の楕円形曲物の底板である。片面には細かな傷が多くつく。

466は直径25em前後に復元される厚手の底板で、側縁に釘結合の孔が4箇所、等間隔に存在する。468は直

径13cm前後の釘結合底板で釘孔は2箇所残る。図上正面には黒色付着物が付き、細かな傷も多い。469は

長軸12.2Cmのいびつな円形を呈し、厚さも均一でない。釘結合の孔は側縁に3箇所存在し木釘が残ってい

る。内外面には工具痕が顕著で全面が黒色に塗られている。472は直径12em前後に復元され、結合の孔、

樺皮はみられない。

曲物〔467・470・471)467・470は、上下縁に対し縦平行状にケビキがはいる。467には結合釘が残る。

471は直径14Cmほどの円形の側板で釘結合の孔が4箇所存在する。

コモヅチ(473～477)いずれも丸木を素材とし、両端は荒く切断される。中央の挟りは474・477が2箇

所1対、473がユ箇所、476は4箇所2対、475は無い。

その他(462・463・478～487)462は板材の両端を斜めに切断し、側縁から大きな挟りを入れている。膳

の脚部に似ている。463は斧の柄に似ている。角材を用い、上下端に向い荒い削りで細く仕上げている。

一番太い部分には、方形に近い大きな孔がくり抜かれる。478は丸木の下端を荒く切断し、上端にボタン

状の突出部をもつ。479は上下端部に刻みをいれる。側面は荒く削られる。480・481・483は角棒状の端部

を切断している。482・486・487は大小の別はあるものの、丸木の端部を荒く削り尖頭部を作り出したも

ので、杭として使用されたものか。484は板材の片面に長軸に直交する形で帯状に削り痕がみられる。485

は厚手板材の下端面に大型の木釘が3本打たれており、部材と考えられる。

10層砂礫層(図版90・231)

出土遺物には須恵器・土師器・石器があり、上層同様、古墳時代の遺物が若干混じる。遺物量はそれほ

ど多くはなく、平箱にして3箱である。

須恵器(488～490)有台杯(488・489)と無台杯U90)を図化した。3点とも底部は回転ヘラ切りで器面全体

が摩耗している。488は底部中央が沈み込み高台からはみ出す。体部は開いて立ち上がり口縁端部は細く

外反する。8世紀前半と考えられる。

土師器(491～499)平安時代には小皿・無台椀・黒色有台椀・小甕・長甕等があり、古墳時代には高杯・

器台・鉢・壺等があるが、細片が多くすべての器種は図化していない。

無台椀(491・492)491はC!類、492はA2類である。両者は器壁が比較的薄く、内面は平滑にナデら

れる。

長甕(493)口縁端部を上方につまみ上げる。体部にはカキ目がつく。

その他(494～499)古墳時代の土器を図化した。494は前期の高杯Eであり、495・496は前期の器台であ

る。496は脚内面を除き、丁寧にヘラミガキされ赤彩される。498は前期の壷で内面にヘラナデがみられる。

497・499は、それぞれ前期の壼である。前者の口縁部外面はハケの後、ヘラミガキされる。
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SK5ユE"(図版91・231)

出土遺物は図化したもの以外、平安時代の杯蓋の細片1点と古墳時代の黒色土器等、土師器細片が少量

含まれる.

須恵器〔5m・31}P5(⊃0は薄い作りの杯蓋で、端部の屈曲は著しい501は杯で、口縁端部は細く外反する。

9世紀後半から1曜二紀前半にかけての所産と考えられる

土師器502～7,1・4有台!l・5・・2、鍋603)、小甕15{中がある502は器面が荒れており細かな調整は不明

であるが、須恵器有台杯に似ており酸化焔焼成されたものであろう。503は内外面にカキ目をもち、口縁

部はあまり開かず直線状に立ち上がる。504は内外面・')'ロクロ痕が著しく、一度開いた口縁部は屈曲し、

端部を直上させる。内外面には部分的に煤が付着する

SD17811El(図版91・232)

図化したもの以外、平安時代の杯蓋・杯の細片3点ヒ7t庶ほどの古墳時代の甕を中心とする細片が含ま

れる。図化したもの(505)は平安時代の須恵器有台杯で底部は回転糸[刀り、9世紀中葉と考えられる。

SK2931F(図版91・232)

図化した土師器無台杯1点のみの出土である。底部は回転糸切りで体部は内湾して立ち上がる、

SD20N図版90・232)

図化したもの以外、平安時代の須恵器無台杯細片3点と杯蓋ユ点、土師器無台椀1点のほか礫数点と、

古墳時代の甕を中心とした細片多数が出土している一507は杯蓋で全体的に薄く、端部は大きく内側に屈

曲する。508は器壁が厚く、回転ヘラ切りされた広い底部から体部は開いて立ち上がり、中位で緩く屈曲し、

さらに外反する。509は長頸瓶で色調は淡い赤褐色、肩部には横走する沈線状のくぼみが巡る。

包含層・その他の遺物咽版91～93・232～233/

遺構iや旧正善寺川に伴わない該期の遺物は平箱18箱と少なく、主にIII・IVa層から出土するが、若干

IVb層(古墳時代後期遺物包含層)からも出土した。平面的な分布は、いくつかの集中範囲が存在し、この範

囲に掘立柱建物が重複する場合がみられ、掘立柱建物に伴う可能性もある。これら細かな状況については

掘立柱建物のからみで後述するが、ここでは特に遺構から出土していない器種、残存度の高いものを中心

に図化した。なお、図化・説明していない該期遺構の出土遣物についても、若干ここで図化してる。遺物

の時期は8世紀前半から12世紀前半までで、lO世紀代の資料が少ない。遺物は須恵器・土師器・土製品が

ある。

須恵器(510～550)器種には杯蓋・有台杯・盤・無台杯・稜椀・甕・肩衝壷・短頸壺等がある。

杯蓋(510～515)510・513・515は器高が高く、口縁部は折り返し断面三角形となり垂下する。ツマミは

扁平である。515の器壁は厚く白色の長石粒が多量に含まれる。511・514は同じく身は深いが、ツマミ中

央は突出し、口縁が折り返された後、端部が外方につままれる。512は扁平大型のもので口縁は垂下する。

512・513の内面は磨耗し硯と考えられ、513は墨が斑に付着している。また、514の天井部外面には「□里」

の墨書がみられる。

有台杯一・111-一一}3・547,回転糸切り底のもの(516～520・522・526・529〕と、回転・・=T∴,1氏かある前者
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は9世紀前半の今熊窯産と考えられ、回転糸切り痕は残すものの、外周はロクロケズリされるものが大半

で、562は底部の殆どがロクロケズリである。また、519の外面は赤彩される。後者には底径が大きく、高

台が体部立ち上がり部に近い530～533は8世紀前半と考えられ、胎土も他と区別され白色の長石粒を多量

に含む。その他、521・523・524・528は底径が小さく、体部の立ち上がりも丸みをもつ。8世紀後半に位

置付けておきたい。また、547は稜椀で口縁部は屈曲し、端部は細く外反する。

無台杯(534--546)534・538・546の器壁は薄く、この内534・538は内面ロクロ痕の凸凹も顕著で9世紀

後半以降であろう。534は底部外面に墨書がみられる。535・536・539・540・542は回転糸切り底である。

535と536・542は体部下半に1段稜をもち、口縁部はほぼ直線状に立ち上がるもの(535・536)と、口縁部を

一旦内傾させ、その後端部を外反させるもの(542♪がある。539・540は身が深く口縁端部を外反させ、540

は体部外面のロクロ痕が顕著に残る。541は盤で体部は薄く直線状に立ち上がる。内面は比較的丁寧にナ

デられる。そのほか、543～545は断片的な資料である。544は底部と体部の境いが強く屈曲することから、

今熊窯産の有台杯の可能性がある。543・545は身の深いタイプで、543は特に径が小さく口縁部も若干肥

大し外反させる。

甕(548,)1点だけ図化した。口縁部は直線状に上方に立ち上がる。体部外面は格子タタキ、内面は同

心円文の当て具痕である。全体的にかなり薄い作りである。

長頸壷(549)体部と肩の境は明瞭である。高台は外側に大きく突き出した稜をもち、接地部は先鋭な

断面逆三角形である。外面には自然粕がかかる。8世紀代であろう。

短頸壺(550)8世紀後半のもので口縁部は若干外反して直上し、端部は丸く作られる。口縁部から体

部の境は緩く屈曲し、なで肩で体部上半が大きく膨らむ。

土師器(551～563)器種には柱状高台皿・小皿・無台椀・有台椀・黒色無台椀・黒色有台椀・小甕・長

甕・鍋等がある。

柱状高台皿・小皿(551～553・555)551は柱状高台の皿で、内面の底部中央にはヘソをもつ。切り離し

は回転糸切りと思われ、体部は大きく開いて広がる。11世紀末から12世紀前半と考えておきたい。552は

Al類ないしC2類、553はB2類で、後者は特に内面のロクロ痕が顕著である。555は灯明で内外面に煤・

タール等が付着する。ll世紀前半となろう。

無台椀(554・556～560)554・556～558は灯明に使用されており、554は片口がつく。形態的には554・

558はB1類、556・557はB2類となろう。これら灯明の内、特に556～558の底部内面にこびり付いた炭

化物は多く、厚さ3mmに達するものもあり、556・558は炭化物と器面の間に燃え切らなかった植物繊維が

明瞭に残っている。559・560は大型の椀である。前者は底径が大きく、体部が内湾して立ち上がる。色調

は赤褐色で後者も同様である。9世紀後半に位置付けておきたい。

黒色有台椀(561)A1類の大型品で、内面は丁寧なミガキで黒色処理される。高台はしっかりしており、

外方に大きく張り出す。ll世紀前半であろう。

長甕・小甕(562・563)562は長甕で口縁端部外面にほぼ直上する面をもつ。また、内面の体部上位にター

ルの付着物がみられる。563は小甕で器面は風化し、細かな調整は不明であるが口縁部内面に煤が付着する。

砥石(564～567)すべて4面に作業面をもつ。567は小型品であるが端部に穴が開けられ、紐が通されて

いた携帯用の砥石と考えられる。石材はすべて凝灰岩である。

羽口(568)土製のブイゴ羽口である。先端部は火により溶解している。
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4.遺物各説

B.古墳時代後期の遺物

古墳時代後期の遺物には、土器・土製品・石器(石製模造品を含む)・木器(柱根等の建築用部材を含む)・鉄

器がある、出土遺物の多くは堅穴住居内から出土した,年代は6世紀中葉から7世紀中葉もしくは後半を

中心とする,7世紀を古墳時代とすることには問題があり、本報告でも6世紀末・7世紀初頭に大きな画

期があることをのちに示すが、ここでは煩雑さを避けるために、便宜的に7世紀も古墳時代後期と呼びた

い。以下では中世・平安時代と同様、各土器の部分名称および出土土器の分類を先に示し、その後に遺構

および包含層出土遺物の個々の記述を示す

(1)部分名称

土器の各部位の名称については各器種とも一定の基準うもとに統一するよう努めたが、いくつかの不統

一がある。土師器の甕・壺のように頸部から口縁端部まてスムースにのびるものと須恵器腿のように明瞭

な屈曲部をもつものでは「頸部」・「口縁部」・「口縁端部」の使用法が異なる。また、底部から口縁端

部までスムースにのびるものや、丸底を呈し体部との屈曲が明瞭でない土器については任意に口縁部・体

部・底部を設定した(第21図)。

(2)土器分類

古墳時代後期の土器には須恵器と土師器(黒色土器を溶むの2種があり、須恵器の出土量は少ない、土

師器は主に器種(杯・鉢・高杯・壺・甕・甑・広口鞠によ1)分唄し、細部の形態により細分した,以下では

器種内の大別をA・B・C・……、細別を1・2・3・……、法量については大型のものから1・II・IH・

……と表した。分類にあたっては形態上の系譜関係、および「原型」と「模倣」の関係を重視したが、す

べての器種が必ずしもそうなっているとは限らないまた出土量の少ない須恵器は器種によるきわめてラ

フな分類しか行っていない。なお分類は遺構および包含層のものを主な対象としており、旧正善寺川出土

の遺物は対象としなかった。以下須恵器・土師器の順に器種分類の概要を述べるが、詳細については器種

分類図(第22～33図)の説明を参照していただきたい。

a.須恵器(第22図)

器種には杯蓋・杯身・無蓋高杯・短頸壼・鬼・平瓶・提瓶・甕が確認できる。

杯:杯Hと杯Gがある。杯Hは古墳時代中期以来の伝統的な杯であり、杯Gは7世紀に金属器の影響

を受けて新たに出現した杯である。杯H・杯Gの名称については『飛鳥・藤原宮発掘調査報告書II』〔奈

良国立文化財研究所1978〕で用いている名称がかなり一般化しているのでこれに従った。

高杯:倒蓋型の杯部をもつ「無蓋高杯」が確認できる1点のみの出土で脚部の形態等詳細は不明。

壺類:短頸壺・腿・平瓶・提瓶が確認できる。醒は頸部が長く、頸部から口縁部にかけて大きく外反す

る形態のものである。また提瓶は肩部に把手が着く。

甕:外反する口縁部が端部で肥厚し断面方形となるものが確認できる。

b.土師器(第23～33図)

器種に1罫不・鉢・高杯・壷・甕・甑・広口甕が確認できる。以下器種ごとにll　tt概要を述べる

90



IV一之口遺跡東地区

土師器杯 /口縁端部

   一1→　`ρ一=一一箔体部一

   

   //〆,

      底部

/口縁端部

飾縁部

 郵
　

→
き

略土

匠 立
ロ

縁
山
而

口
。

.、

/
ア

酵
底部口縁端部

∠

/口縁端部

/,)=、、
二

'

直ノt

土師器鉢

宙
 メ部

土師器高杯

須恵器杯蓋

底部

天井部

/口糸豪立嵩音B

1・縁部
z頸部

土師器甕

一

底部

、・縁部
＼口糸家立嵩音B

須恵器杯身

口縁端部/

1口縁部
頸部

口縁端部

＼
須

稀

i;;i;iiiiiil音、贈

＼脚端部

/口縁端部

,聖辮

、＼

之
底部

体部

巳

瀦

匪

1
/脚

1
1

1
1
1

選

口縁端部

良・縁部
}かえり

体部
一

底部

/口糸家立嵩音匠

～～口縁部

1万「頸部

/

体部

底部

体部

＼・い'"匙

ゴ!襟
…「嫉壌

▽「か
』'一't'ili

こ

ノ

　

底部  
  

嘲椰!

   
 

器獅=　　　三1」II「」rIl「III「「「　灘馨垂/[熱⊥
   

 
算貯ク磁側『ー4勿振/毎陵:",譜勘㌧孟"…孫「"・    /..レξ

　

底部

第21図

把手

体部

　

底部

土器の部位名称(古墳時代後期)

　

底部

91



4.遺物各説

杯
H
蓋

杯
H
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甕
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点
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5世紀以来の伝統的な蓋杯の蓋=口縁端部に

面を持つものや、天井部と口縁部の境に明確

な稜を持つものは少ない.,

5世紀以来の伝統的な蓋杯の身

日月石窪な面を才寺つものは少ない、

口縁端部に

7廻:紀に仏器の影響を受けて出現する幹_・

タ♂マの杯蓋.出土例は少ない,

杯部が倒蓋型を呈する高杯.出土例は'レな㌔
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算盤珠型を呈する体部に

直線的に上方に伸びる短

い口糸景音匡力§つく壼。イ本音匹

下半はヘラケズリを行う

ものが多い:

算盤珠型の体部に外反す

る口頚部がつくもの。基

本的には体部中央に孔が

つく。頸部は長(、口縁

部・頸部は肥大化したも

のが多い。

上方に内湾気味にのびる

口縁部を持つ、全形のわ

かる資料は確認できない.

粘土紐を張IJitltた環状

の把手を持つものが確認

できる

第22図須恵器の分類{古墳時代後期)

杯(第23図):5種ll類に細分した。A類は[コ縁部が外側に屈曲するものを一括している。口縁部の形態

により3種に細分した。A1類は「内斜口縁杯」lf)系譜を直接引くもので、A2・A3類は派生形態と考

える,3種とも独自の変遷過程をもつ。B類は須恵器杯H蓋を模倣したもので、口縁部の形態により3

種に細別した。C類は須恵器杯H身を模倣したと考えたものであり、B類との識別が困難なものも存在す

るが、B類と比較すると口縁部が短く、内側に屈曲するものが多い。D類は口縁部が内湾気味にのびるシ

ンプルな器形のもので古墳時代中期以来の器種であるが、金属器(仏器)との関連も考慮に入れなければな

らないものと考えている。E類は須恵器杯G身もしくは金属器(仏器)の影響下に成立したと推測する杯を

一括した。

鉢(第24図):4種5類に細分した。A類は内湾する体部が頸部でわずかにくびれるものである。B類は

口径10cm、器高12～13cm前後の内湾する体部をもつ深身の鉢を一括した。頸部から口縁部にかけての形態

にはバラエティーがある。C類は口縁部が外側に屈曲するもので、形態的には甕との識別が困難である。

内外面に丁寧なヘラミガキや黒色処理を行うものを、鉢として分類した。D類は金属器の「鉄鉢」を模倣

したもので、口縁端部の形態により2種に細分した=

高杯(第25・26図):全形のわかる資料が少なく、杯部と脚部を分けて分類を行なった。杯部は4種6類

に細分した。A類は口縁部が外側に屈曲するもので杯A類に類似した杯部をもつ。B類は須恵器の無蓋

高杯を模倣したと推測するもので、口縁部の形態により2種に細分した。C類は内湾する体部に外反する

口縁部がつく点はB1類と同じだが、Bl類に比べ身が浅い。口縁部と体部の境の稜の有無により2種に

細分した。D類は外反する口縁部が下端で垂下するものである(第25図)。

脚部は、長さが9Cm以上の比較的長い脚部をもつA類と3cn1前後の比較的短い脚部をもつB類の2種

に大別した(第26図)。

壼制7マ:3種7填に細分したcA類は「く」字状に屈曲する口縁部をもつ前㍉て、体部⊃形態から
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口縁端部に内傾する面を

持つもの。内面に黒色処

理を行うものは少ない、

出土例は少ない。

外側に屈曲する比較的長

い口縁部を持つもの。内

面は黒色処理を行うもの

が多いが、行わないもの

も存在する.出土例は多

い.法量は2種確認でき

る,二、

A2類に比べ口縁部の屈

曲が小さいもの。内面は

黒色処理を行うものが多

いが黒色処理を行わない

ものも一定量確認できる,

出土例は多い。法量は2

種確認できる。
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くもの、内面は黒色処理
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体部に比べかなり長い口

縁部を持つもの。内面は

黒色処理を行うものが多

い,出土例は少ない,

杯H身を模倣したと推

測するものを一括した,

内湾する体部に内側に屈

曲する短い口縁部を持つ

もの。出土例は多くない。

法量は3種確認できる、

内湾気味にのびる体部が

ほとんど屈曲せずにその

まま口縁端部にいたるシ

ンプルな器形の杯。内面

は黒色処理を行うものが

多い,出土例は少なくな

い。法量は2種確認でき

 る。

安定した平底に直線的に

のひる口縁部かつく箱型

の杯,出土例は少なくな

い.'

El類に比べ底部が小さ

く、体部の開きが大きい

もの、出土例は少ない..

El類に比べ、身が浅く

体部の開きが大きいもの.

内面は黒色処理を行うも

のが多い、出土例は少な

 い⊃

第23図土師器杯の分類(古墳時代後期)

分類

 A
類

 B
類

 C
類

土器

78

849

説明

頸部にわずかな括れを持

つもの。内面は黒色処理

を行うものが多い。出土

1列は少ない,

口径10em、器高12em前後

の深身の鉢を一括した。

口縁部の形態には多様な

ものがあり、底部は丸底

のものと平底のものがあ

る。内面は黒色処理を行

わないものが多い。出土

例は多い。

内湾気味にのびる体部に、

外側に屈曲する口縁部が

つくもの。出土例は少な

い。甕との識別が困難な

ものもある。

分類

 D
類

1
2

土器

1077

『三9・ぞ

愚姻

カ

4

説明

底部から体部にかけて丸

みをもって立ち上がり、

内湾気味にのびる体部が

そのまま口縁部に至るも

の。口縁端部は面を持つ,

出土例は少ない。

D1類とほぼ同様の形態

であるが口縁端部が細く

尖るもの。出土例は少な

くない。

第24図土師器鉢の分類(古墳時代後期)
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4.遺物各説

分類

 A
類

 B
類 1

土器

グ

1197

ン

680

661

説明

内湾する体部に、外側に

屈曲する比較的短い口縁

部がつくもの,出土例は

少ない,

内湾する体部に外反気味

にのびる比較的長い口縁

部がつくもの。内面は黒

色処理を行うものが多い。

出土量は多い

分類

 B
類

 C
類

1
工

 ウ
一

 D
類

土器

幾一.一一
＼.、.

鯵

脚
・

驚

1033

   1-一一6
   一一//

   一『一一,「＼　一_一一1/7、編

～

1138

説明

内湾する体部に直線的に

上方にのひる口縁部がつ

くもの、出土例は少ない。

内湾する体部に外反する

長い口辛豪音r,カ∫つく:B1

類に比べ身が浅い,内面

に黒色処理を行わないも

のも存在する。出土例は

少なくない、

Clに類似した形態であ

るが、口縁部と杯底部の

境の稜が明確でないもの。

出土例は少ない。

外反する口縁の下端が、

わずかに垂下するもの

出土例は少ない

第25図土師器高杯(杯部)の分類{古墳時代後期)

       分類土器説明分類土器説明

       A類弼}』[憾到1202高さが9cm以上の比較的長い脚部を持つもの。B頑撫　・;一ニニlk一一'高さが3em前後の比較的短い脚部を持つもの、、       _夏蓬讐

       1200

第26図土師器高杯(脚部の分類(古墳時代後期)

分類

 A
類

1
2

土器

656

説明

倒卵形の体部に

「く」宇に屈曲

する口縁部がつ

くもの。底部は

安定した平底と

なる。口縁部は

ヨコナデ、体部

外面はヘラミガ

キ、内面はナデ

もしくはヘラミ

ガキを行うもの

 が多い。

Al類に比べ体

部に張りがなく、

長胴となるもの,

調整はA1類に

ほぼ準ずる=出

土例は多くない,

分類

B
類

C
 宋

κ

1
 ウ

】
 り

O
4

土器

1010

説明

上方に直線的に伸

びる比較的短い口

縁部を持つもの.

出土例は少ない.

610

＼,

ミ
ノ

　

ζ

686 
 

コ=10//'!
  =ぐ

＼
＼

 旦ノ
1056

偏球形の体部に直線的に伸びる口縁

部がつく小型の壷。内面は黒色処理

をするものが多い。

偏球形の体部を持つ点はC1類と同

じだが、C1類に比べ頸部の屈曲が

強いもの。出土例は少なく全形のわ

かる資料は無い。

倒卵形の体部に「く」字に屈曲する
体部がつく小型の壺・出土例は少な

い..

外反する比較的長い口頸部を持つ小

型の壺。出土例は少ない、

第27図土師器壼の分類(古墳時代後期)
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IV一之口遺跡東地区

分類

A類
、

1
2

3
4

土器

1150

題・.・鰍
賦、1・

1》
/

一7一ご

!ン/"、.㌧イ

)費

・ジ1〆

懲名
935

照
愚

・一、/一、

11//

/ノ

//
'ンノ

995

七鮮、

灘雌1

繍

,翻!i/!

 ＼灘
◎

＼

996

'N、撫
o

ノ

   一

   一  
 

爪薄黙川㎜椰、lr伊」'済＼㍉_/      

   漣1越、-994

・糾_ミ§
継ミ7
/難

鷲、・

層

∠・こ層

一}こ魁
《、＼

へ

楽　嚢謬-"熱、、一、　叙

1209

/矛
ちロ

煽繊・・一つ

1042

」

ー

uい11、
ll
Y
l
1

嘉こ.
ア

792

、

撫
繍

!!

酬犠1

 ＼難響

/

きこ=一

883

亡い、層L

」

熱

 ミ曝

舞

㍉華野

IUVilS

懸』/l灘

融1嚇 1208

軽 』蜀垂

1210

758

説明

長胴の体部に上方に直線的に

のびる口縁部がつくもの。底

部は安定した平底となる。調

整は口縁部がヨコナデ、体部

外面がハケ、内面がハケもし

くはナデかヘラナデを行うも

のが多い。法量は4種確認で

きる。出土例は多い。

長胴の体部に外反もしくは「コ」

宇状を呈する口縁部がつくも

の。底部は安定した平底とな

る。調整はAl類にほぼ準ず

る。法量は4種確認できる、

出土例は多い。

長胴の体部に短く「く」宇状

に屈曲する口縁部がつくもの。

底部は安定した平底となる。

調整はAI類にほぼ準ずる。

法量は4種確認できる。出土

例は多い。

長胴の体部に鋭く屈曲する・長

い口縁部がつくもの。底部は

安定した平底となる。調整は

Al類にほぼ準ずる。法量は

4種確認できる。出土例は多

 いo

第28図±師器甕の分類一1(古墳時代後期)
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4.遺物各説

30cm

20cnl

10cm
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第29図土師器甕の法量(古墳時代後期)

2種に細分した。B類は直線的に上方にのびる口縁部がつくものである。C類は小型の壼を一括している。

C1類は偏球形の体部に直線的に上方にのびる短い口縁部がつくもので、内面黒色処理をするものが多い。

C2類は偏球形の体部をもつ点はC1類と同様だが、全形のわかる資料が存在しない。Cl類に比べ頸部

の屈曲が強いものと推測する。C3類は倒卵型の体部に「く」字に屈曲する口縁部をもつものである。C

4類は長く外反する口縁部をもつもので、須恵器腿との関連を考えたい。

甕〔第28～30図):3種6類に細分した、A類は長胴の体部をもつもので、本遺跡では最も一般的な甕で

ある。口縁部の形態から4種に細分した(第28図}.法量は口径15～20cm・器高30cm前後の1、口径15～18em・

器高25cm前後のII、口径15～18cm・器高18～19cm前後のIII、口径・器高とも12～15cnl前後のIVの4種が

確認でき(第29図)、このうち法量1・IIを大型、法量III・IVを小型と呼ぶことがある。B類は球形の体部

をもつ甕で[縁部⊃形態によ:)2種に細分した。法量は2種確認できる。C類は箱形を旱する甕で、口径・

96



IV一之口遺跡束地区

分類

 B
類 1

土器

、癬/瘍

灘寡

《
ー
ノ

759

説明

球形の体部に上方に直線

的にのびる口縁部がつく

もの.,出土例は少なく、

全形のわかる資料は存在

しない、.

分類

 B
類 2

 C
類

土器

(

＼

識・q
lt＼

＼
コロ

.L「「

噛

ー
7
ク

躍

鍔
馨

慧
勢

説明

球形の体部に外反する口

縁部がつくもの、底部は

丸底となる。調整はAl

類に準ずる。出土例は少

ない。

箱形を呈する小型の甕。

調整はAl類に準ずる.、

第30図土師器甕の分類一2(古墳時代後期)

分類

 A
類

 B
類

1
2

1

土器

.
、
亜
獣
朔
-
錦
酬

亨
"
W
㌃

」
ー

-
監

ヘ
ゾ

で
賦

門
∵

洋
"

難
圏

へ
い

出

、

襲圃二

　　。　

言
一　=r「.

　」

.13,　　
緊

鷲

くき:＼。
N・智渥噛1ノー
マごリソ　

議∴・い
'一痩＼

＼・こ・.＼ご

1172

1175

  

  愚1//＼R炉{『三乏ξ蓬髪  寒一_二≡三旨.一一一;馨彰謬醤65

戴1罐

脳譜
黙魅

一,,
一:、「入磁1

八塁

、レ爬
、1/幽こ1

ノ.・{「=一

 多ク

ピ,,

-7ン＼

852

説明

底部全体が孔となるもの

のうち、口縁部が明確に

屈曲せずに、直線的にの

びるもの,体部は内湾気

味に伸びる。体部中央付

近に把手を一対持つもの

が多い.調整は口縁部が

ヨコナデ、体部外面がハ

ケ、内面がハケもしくは

ヘラナデかナデを行うが、

ヘラミガキを行うものも

一定量存在する、出土例

は多い。法量は4種確認

できる、

底部全体が孔となるもの

のうち、口縁部が外側に

屈曲するもの.、基本的に

は把手は付かない。甕A

類との識別が困難なもの

も一定量存在する。調整

はAl類にほぼ準ずる。

出土例は多い。法量は3

種が確認できる,

!
～

》

(
◎

◎
◎
◎

 ◎
復

784

底部が多孔となるもののうち、

口縁部が屈曲せずに直線的に

のびるもの。把手を持つもの

は確認できない。調整はA1

類にほぼ準ずるが、ヘラミガ

キを行うものは確認できない。

出土例は少ない。

 B
類 2

'

 、口

脱

1
・
1
}
〃

l
l
l

.
し

 σ
◎◎

④
①

い

658

底部が多孔となるもののうち、

口縁部が外側に屈曲するもの。

把手を持つものは確認できな

い。調整はBl類に準ずるが、

体部外面にヘラケズリを行う

ものも確認できる。

第31図土師器甑の分類(古墳時代後期)
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4.遺物各説

30em

20cm

10em

第32図土師器甑の法量(古墳時代後期)

       分類土器説明分類土器説明

       広口甕外傾する体部が、1レ弘:てさらに外側に屈曲する1土∵・、;少な(全形のわかる資料ほ!疏孔ない手つくね土器蓼877粘土紐巻きあ1ナの乃ち、指押さえによって整形した土器形態に1まバラエティがある。       特＼一_k、・1＼＼、『＼一＼＼＼977
第33図土師器広口甕、手つくね土器の分類(古墳時代後期)

器高とも10cm前後の小型のもののみ確認できる。

甑(第31図):2種4類に細分した。底部全体が孔となるA類と多孔式のB類に大別し、口縁部の形態に

よりそれぞれ2種に細別した(第31図)。A類には口径20～25cm・器高30cm前後の1、口径20～25cm・器高

25cm前後のII、口径15～20cm・器高20～25em前後のIII、口径15～20cm・器高15em前後のIVが確認でき、
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IV一之口遺跡東地区

4'種の法量がある。B類は法量IVの1種のみ確認できる(第32図)。以下では法量1・IIを大型、法量III

を中型、法量IVを小型と呼ぶことがある。

広口甕(第33図):内湾する体部に外側に大きく開く口縁部をもつ。底部は平底になるものと推測する。

(3)遺物各説

遺物の個々の説明に入る前、土器の器面調整の表現方法について簡単な説明を行う。古墳時代後期の土
ユラ

器の調整には、ハケメ調整・ヘラミガキ調整・ナデ調整・ヘラナデ調整・ヘラケズリ調整などがあるが、

以下の記述では「調整」を省略し、単に「ハケ」・「ヘラミガキ」・「ナデ」……と表す。なお、回転を

用いるナデについては「ヨコナデ」、ヨコナデよりも高速の回転を用いるナデについては「ロクロナデ」、

高速の回転を用いるヘラケズリについては「ロクロケズリ」とする。

また、遺物の器面調整に関する記述は、本来「～される」・「～が行われる」などと受動態で表現する

べきで、本報告の「第IV章4A中世・平安時代」においてもこのように表すが、本項および「第IV章

4C古墳時代前期」では「～する。」・「～を行う」など能動態で表す。

Sl625[1D](図版94・95・234・235)

出土遺物には土師器・土製品・石器があり、この他に搬入礫が多く出土した。比較的多くの土器が出土

し、IV期の標識資料である。煮沸具に対し食膳具の比率が低い土器群である。出土遺物には古墳時代前

期の遺物が若干混じる。以下、土師器・土製品・石器の順に概要を述べる。

土師器(569～589)杯・高杯・壺・甕・甑がある。

杯(659)E2類がある。口縁部はヨコナデ、体部内外面および底部内面はヘラミガキの後、体部内面は

黒色処理を行う。底部外面にはハケを行う。

高杯(570～572)杯部A類(570・571)および脚部A類(572)がある。570・571はともに内外面ヘラミガキ

の後、内面に黒色処理を行う。572は脚部外面はヘラミガキ、内面にはナデを行うが粘土紐の巻き上げ痕

が残る。杯部内面はヘラミガキの後黒色処理を行う。

壺(586・587)A類の壺が2点ある。587は口縁端部に面をもち、内外面ともヘラミガキを行う。586は

口縁端部が細く尖る。調整は器面の剥落が著しく不明。ともに榿に発色する胎土を用いる。

甕(573--581)A2類(575・576)・A3類(573・574)が確認できる。4点とも口縁部はヨコナデ。体部外面

はハケ、体部内面はナデもしくはヘラナデを行う。このうち573・575は口縁端部がわずかに肥厚する。

577～581は甕の底部であり、大型で厚手のものが多い。573・575は体部上半、577・581は体部下半に帯状

に炭化物が付着する。

甑(582～585)A1類を4点図示した。口径19cm前後の582と、22～23cm前後の583～585がある。4点と

も頸部がわずかにくびれ、このうち583・584は口縁端部がわずかに肥厚する。582～584は口縁部がヨコナ

デ、体部外面はハケ、体部内面はナデもしくはヘラナデを行う。585は口縁部はヨコナデ、体部外面は縦

方向のハケ、内面は横方向のハケを行う。

古墳時代前期の土器(588・589)588は甕B2類。口縁部はヨコナデ、体部外面はハケ、内面はヘラナデを

1)ヘラナデの調整痕については、図版295-7参照。写真で示したものは、最も典型的な例の1つであり、実際には

ナデやハケと識別が困難なものもある。ヘラナデを行う工具については、ハケと同じ工具で使用頻度が少なく、木

目の凹凸が明瞭でないもの、もしくは、作業面を木目に平行する方向で切ったものを想定している。
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4.遣物各説

行う。589は甕F類。口縁部はヨコナデ、体部外面はハケを行う。体部内面の調整は器面の剥落のため不

 明。

土製品(590)円柱状の中実の土製品。カマドの支脚と推定する、,二次的に熱を受けている。

石器(591～593)3点とも叩き石である。591は側縁に擦痕および研磨痕が残っており、長軸両端には敲

打痕が残る、砥石として用いたのち、叩き石として転用したものと推測する。また側縁には刻線が確認で

きるが意匠は不明。592・593は右側縁および下端に敲打痕が残るr

SK64『L'1(図版95・235)

甕を1点図示した(594)。下膨れの体部に、外側に屈曲する口縁部がつく特異な形態の甕である。口縁

部はヨコナデ、体部内外面はハケを行うが、体部内面下半に接合痕が残る。また、底部外面にもハケを行

う、外面には煤がつかず、使用の痕跡が希薄である,

SI614:L]'(図版96～98・235～237)

出土遺物には土師器と石器がある。多くの土器が出土しており、器種にもバラエティがある。III期の

標識資料である。出土遺物の中には古墳時代前期の土器を若干含む。

土師器(.595--628)杯・鉢・高杯・壺・甕・甑を図示した.

杯(595～604)A2類(595・596)・B1類(597)・B2類〔599・60e)・B3類(601)・C類(598)・D類〔602～604)

の6種がある。このうち597は細片である。ほとんどのものが内外面ともヘラミガキの後、内面には黒色

処理を行うが、595・596は底部が平底で体部内外面のヘラミガキ・内面黒色処理を行わない粗雑な作りの

ものである。598は二次的に熱を受けており、内面には炭化物が付着する。595と596、599と600はそれぞ

れ同一個体の可能性がある。

鉢(607・608)A類(608)とD2類く607)がある。608は頸部がヨコナデ、体部外面がヘラミガキ、体部内

面がナデを行う。また底部は平底となる。607は口縁端部が細く尖る。全面にヘラミガキを行うが、内面

は黒色処理を行わない。

高杯(605・606)脚部A類(606)とB類(605)を図示した。605は外面にハケ、内面には粘土紐の巻き上げ

痕が残る。606は脚部外面はハケ、脚部内面は粘土紐の巻き上げ痕をナデにより消す。杯部内面はヘラミ

ガキを行うが、黒色処理は行わない。

壺(609・610・627・628)609・610は壺C1類。口縁端部は細く尖る。ともに内外面ともヘラミガキの後、

内面は黒色処理を行う。627・628はA2類。このうち627は榿に発色する胎土を用い、口縁部外面には縦

方向のヘラミガキを行う。628の調整は器面の剥落のため不明、

甕(611～624)小型の611～614・620と大型の615～619がある。611～613・616はA1類、618・619はA

2類、614・615・617・620はA3類である。いずれも口縁部はヨコナデを行うが、612は内外面とも体部

中位から下半にかけてヘラケズリを行う。617・618・620は体部外面にハケの後、縦方向のナデを行う。

616は体部外面および体部内面下半はハケ、体部内面上半はナデを行うが、体部内面下半に粘土紐の接合

痕が残る。621～624は底部の破片であり、623・624は底部が下方に突出し、621・622は安定した平底とな

る。なお615・617は同一個体の可能性がある。

甑(625・626)2点ともAl類。ともに体部外面に左上がりのハケメを残すが、器面の剥落のため詳細

は不明・～26は体部中央付近に断面円形の把手をもつ。
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IV一之口遣跡東地区

古墳時代前期の土器(629・630)629はC2類の甕。口縁端部は面をもつ。口縁部はヨコナデ、体部外面は

ハケ、内面はヘラナデを行う。630はA類の甕。口径30cm弱の大型の甕と推測する。口縁部はヨコナデを

行う。

石器(630)楕円形の扁平な礫の平坦面に擦り面が残る。

SK631〔4D}(図版98・237)

出土遺物には土師器と土製品がある。出土量は少ない。土師器3点と土製品一点を図示した。

土師器(632～635)古墳時代前期のものを中心とする。小型壷・高杯・壷が確認できる。

小型壺(632)球形の体部をもつ古墳時代前期の小型壺B類。外面はヘラミガキ、内面には指頭圧痕が

残る。

高杯(633)古墳時代前期の高杯C類。裾部は「ハ」字状に外反する。脚部外面には縦方向のヘラミガキ、

脚部内面はナデを行う。

壺(634)古墳時代前期の壺E2類。口縁端部は面をもち、口縁部は内外面ともヨコナデを行う。

土製品(635)中実のカマドの支脚。二次的に熱を受けており表面の剥落が著しい。

Sl607t`D'(図版98・237)

出土遺物は土師器のみであるが、搬入礫が多く出土した。土器の出土量は多くない。古墳時代前期の遺

物を一定量含む。

土師器(636～648)杯・高杯・壷・甕・甑が確認できる。

杯(636・637)A3類(638)とB2類(636)があり、このうち636は口径約20cmの大型品である。2点とも

全面にヘラミガキを行い、このうち636は内面に黒色処理をするが、638は行わない。

高杯(638・639・647)杯部B1類(638)、脚部B類(639・647)を2点図示した。637は内外面ともヘラミガ

キの後、内面は黒色処理を行う。639は脚部外面をハケ、内面はナデ。647は杯部内面をヘラミガキの後黒

色処理を行う。脚外面の調整は器面の剥落のため不明、内面はナデを行う。

壺(644)体部外面にヘラミガキを行う。底径約9emを計る大型の底部である。

甕(641～643)642・643はA2類。3点とも口縁部はヨコナデを行う。

甑(645)把手部の破片であり、断面形は円形に近く、外面には指頭圧痕が残る。

古墳時代前期の土器(640・646・648)640は高杯E類の脚部。648は壷の頸部と推測でき、箆状工具による

刻みのある凸帯がめぐる。646は甕B類。口縁部にヨコナデ、体部内外面にハケを行う。

SK613E4D)(図版99・100・237・238)

出土遺物は土師器のみだが、搬入礫が数点出土した。土器は比較的多く出土したが煮沸具に比べて食膳

具の比率の低い土器群である。土坑の覆土の上層と下層から比較的まとまって土器が出土しており、ここ

ではこれらの土器群を分けて記述するが、両者の時期差は少ないものと考える。古墳時代前期の遺物を少

量含む。ともにIV期の標識資料である。

上層出土の土器(図版99・237)

土師器(649～657)高杯・壷・甕・甑が確認できる。

高杯(649・650)脚部A類のみ確認できる。649は脚部外面・内面下半をヘラミガキ、脚部内面中位付

101



4.遺物各説

近にハケを行うが、粘土紐の巻き上げ痕が残る。650は脚部外面をヘラケズリ、内面はハケを行う。

甕(652～655)小型の652・654と大型の653・655があり、652～654は口縁端部が若干肥厚する。652はA

1類。口縁部はヨコナデ、体部外面はハケ、内面はナデを行う,653--655はA3類。このうち654・655の

口縁部はヨコナデ、体部外面は縦方向のハケ、体部内面は横方向のハケを行う。653の調整は内外面とも

器面の剥落のため不明。

壺1656・657}656はA2類。口縁端部は比厚する口縁部・体部外面はハケ、内面はヘラミガキを行う。

657はAl類。偏球形の体部をもつ。底部は安定した'r底で、外面には木ノ葉圧痕がつく。体部外面はヘ

ラミガキ、内面はナデを行う。

甑(658～660)A2類(659・660)とB2類658}が確認できる。658は甑のなかではめずらしく遺存状態が

良い。口縁部はヨコナデ、体部外面上半はハケ、体部外面下半にヘラケズリ、体部内面はヘラナデを行う,

659は口縁部にヨコナデ、体部内外面にはハケを行66mは器面の剥落のため調整は不明。

下層出土の土器(図版100・238)

土師器(661～668)高杯・鉢・甕・甑を図示した。

高杯(661)Bl類の小型の高杯。完形に近い.r杯部1;内外面ともヘラミガキの後、内面は黒色処理を行

う。脚部外面はヘラミガキを行うがハケが残る、脚部内面には粘土紐の巻き上げ痕が残る。

鉢(662)C2類の鉢。口縁端部は尖り、下方に突出する底部をもつ。内外面とも口縁部はヨコナデ、体

部はヘラミガキを行う。底部内面には炭化物が付着する

壺(664・665)2点とも底部破片であり、ともに古墳時代前期に遡る可能性がある。

甕(666～668)668はA2類。小型の666・667は古墳時代前期の可能性がある。3点とも口縁部はヨコナ

デを行う。

甑(669)Al類の甑が確認できる。体部中央付近に断面円形の把手をもつ。体部外面下半にハケが確認

できる。内面の調整は、器面の剥落のため不明、

古墳和代前期の土器(662)古墳時代前期の小型壺C類が確認できる。器面の剥落のため調整は不明。

Sl616L4Di(図版100・239)

出土遺物には土師器と土製品がある。遺物の出土量は少ない。III期の標識資料である。

土師器(670～672)杯・壺・甕・甑があり、このうち杯と甑を図化した。

杯(670・671)A3類(671)とC類(670)が確認できる、670は口径ll.8cmを計る小型品、671は口径23.8em

を計る大型品であり、ともに内外面ともヘラミガキの後、内面は黒色処理を行う。

甑(672)A2類の甑。器面の剥落のため調整は不明=甕の可能性もある。

土製品(673)円筒形を呈する土製品。内外面ともハケを行うが、内面には粘土紐の接合痕が明瞭に残る。

SI16814Eiに類例があり、カマドの芯材の可能性が高い一

SD64Sl'iD〕(図版100・239)

出土遺物には土師器と木器がある。遺物の出土量は多くない。古墳時代前期の土器を一定量含む。

土師器(674～677)明確な古墳時代後期の遺物としては高杯のみ確認できる。

高杯1674・675)674は内湾ぎみに体部がのびる。杯部内外面ともにヘラミガキを行い、内面の黒色処理

は行わな一675は脚部内面に粘土紐の巻き上げ痕をのこす。
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IV一之口遺跡東地区

甕(676・677)いずれも古墳時代前期の甕。676はA類。口縁部はヨコナデ、体部内外面はヘラナデを

行う。体部外面の調整は器面の剥落のため不明。677は底部であり、小型の平底をもつ。底部内面にはヘ

ラケズリを行う。

木器(.678)残存長約1.5mを計る大型の杭である。実測図右側が地中に打ち込まれていた方で、加工痕

 が残る。

SI636[4D'(図版10Q・239)

出土遺物には土師器と石器がある。土師器はいずれも細片のため図示できなかった。679は円礫を素材

とした石錘であり、中央よりやや上方に敲打による凹面を作る。石材は石英安山岩である。

SI16Sl4El(図版101・239・240/

出土遺物には土師器・土製品・石器がある。比較的多くの遺物が出土した。1期の標識資料である。

土師器(680～696)古墳時代後期のものとしては杯・高杯・壺・甕が確認できる。。高杯が比較的まと

まって出土した。

杯〔681)A3類であり、内面は黒色処理を行う。調整は器面の剥落のため不明。

高杯(680・682～684)杯部A類(682)とB1類(680)のほかに脚部を2点図示した。680は残存度が高くほ

ぼ完形に近い。体部と口縁部の境にはシャープな稜が巡る。体部内外面ともヘラミガキの後、内面は黒色

処理を行う。脚部は「ハ」字状に開き、脚外面はヘラミガキ、内面はハケの後ナデを行う。682～684は杯

部内外面にヘラミガキの後、内面は黒色処理を行う。このうち684は脚部外面にヘラミガキ、脚部内面は

ハケの後ナデを行う。

壺(685・686・692)Al類(692)・C1類(685)とC2類(686)がある。685は口縁端部が肥厚する。内外面

ともヘラミガキの後、内面は黒色処理を行う。686は外面はヘラミガキ、内面には指頭圧痕が残る。692の

調整は器面の剥落のため不明。

eek687-691・693～695)/」・型の687～689と大型の690・691がある。687はA1類、689・691はA2類、

688・690はA3類である。いずれも口縁部はヨコナデ、体部外面はハケ、内面はナデもしくはヘラナデを

行う。

土製品(697～700)697～699は外面に縦方面、内面にヨコ方向のハケを行うが、内面には粘土紐の接合

痕が残る。697・698は平底の安定した底部をもつ。出土状況から考えカマドの芯材である可能性が高い。

700は中実で円柱形を呈するカマドの支脚。二次的に熱を受けている。

石器(701)現存長約26cIn、幅約35emを計る大型の扁平な礫。三方に擦り面をもつ。

 SI1074ε〕(図版102・IO3・240・241)

出土遺物は土師器と石器がある。比較的多くの遺物が出土した。IV期の標識資料である。古墳時代前

期の遺物を一定量含む。

土師器(702～706・708～723)杯・壺・甕・甑を図示した。

杯(702・703・705・706)702・703は内外面とも丁寧なヘラミガキの後、内面は黒色処理を行う。2点と

も細片のため詳細は不明。705はB3類。702・703同様、内外面とも丁寧なヘラミガキの後、内面は黒色

処理を行う。706はEl類に比定できる。法量・形態とも須恵器杯G身を忠実に模倣したものと考える。
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内外面とも器面の剥落のため調整は不明。内面は黒色処理を行わない。

鉢(704)B類もしくはD類の口縁部と推測する。内外面ともヘラミガキの後、内面は黒色処理を行う。

 壺σ16)底部から体部にかけての立ち上がりの形態から壼としたが、古墳時代前期の甕の底部の可能

性もある,底部外面はわずかに窪む。体部内外面および底部内面はナデを行う。

 甕σ09～715・717)小型の708～710・712と大型の711・713～715がある。いずれもA3類である。調整

はほとんどのものが口縁部はヨコナデ、体部外面は縦方向のハケを行う。体部内面は708がナデ、712～

715は横方向のハケ、711は器面の剥落のため不明。717は底部から体部にかけて鋭く屈曲する。

甑(718・719)A1類(718)とA2類(719〕があり、718には把手が着く。2点とも器面の剥落のため調整

は不明c719は甕の可能性がある。

古墳時代前期の土器(720--723)720は古墳時代前期の壼A類であり、内外面ともヘラミガキを行い、外

面に赤彩を施す。721は壺の頸部であり、内外面ともヨコナデを行う。722・723は甕B2類であり、口縁

端部は面をもつ。口縁部はヨコナデ、体部外面はハケ、内面はヘラナデを行う。

石器(707・724・725)707は全長約7㎜を計る小型の勾玉である。上半部の孔は両面から穿孔する・724・

725は2点とも滑石製の紡錘車である。中央の孔には食い違い面が無く、一方向から穿孔したものと推測

する。724は725に比べ器高が高く、また製作時の研磨痕がよく残っており、平坦面には穿孔時の円形の工

具痕が確認できる。また凸面にほぼ等間隔に刻みが入る。

SI1804El(図版103・241)

出土遺物には土師器と土製品がある。出土量はそれほと多くない。古墳時代前期の遺物を定量含む.

土師器(726～732)杯・鉢・甕・甑を図示した。

杯(727)口径22.5cmをはかる大型のA2類の杯。口縁部はヨコナデ、体部外面はハケ、内面はヘラミ

ガキを行う。二次的に熱を受けており外面は器面が一部剥落する。

鉢(726)D類の底部と推測する。内面はヘラミガキを行わず黒色処理を行わない。外面はヘラミガキ

を行うが一部にハケが残る。

甕(728・729)728はA3類。器壁は厚手である。口縁部はヨコナデ、体部外面はハケ、内面は丁寧なナ

デを行う。729は底部外面にもハケを行う。

甑(730・731)A2類のみ確認できる。ともに口縁部はヨコナデを行い、頸部にヨコナデによる段がつく。

体部内外面ともハケを行う。

古墳時代前期の土器(732)小型壺C類。底部は小型の平底となる。全面に丁寧なヘラミガキを行う精製

品である。

土製品く.733)短い円筒形を呈する中実のカマドの支脚r表面は剥落し、二次的に熱を受けているものと

考える。

SK19414El(図版104・241)

確実に古墳時代後期に下る遺物は出土していない。古墳時代前期の甕B3類を1点図示した(734)。器

面の剥落のため調整は不明。
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Sl106L4E)(図版104・241)

出土遺物は、土師器のみ。遺物の出土量は少ない。735は小型の甕A2類。口縁部はヨコナデ、体部内

面には横方向のハケを行う。736は古墳時代前期の壺Aの口縁部。外面はヘラミガキの後赤彩、内面はヨ

コナデを行う。

Sl170'4E,(図版104・242)

出土遺物は土師器・土製品・石器がある。古墳時代前期の遺物を一定量含む。

土師器(737・738・740--752)古墳時代後期の土師器としては鉢・高杯・壷・甕が確認できる。

鉢(743)B類の口縁部と推測する。調整は器面の剥落のため不明。

高杯(737)太身で直線的にのびる脚部をもつ。脚部外面はヘラミガキ、脚部内面はナデ、杯部内面は

ヘラミガキの後、黒色処理を行う。

壼(745・746)2点とも安定した大型の底部から直線的に体部が開く。古墳時代前期の遺物の可能性が

ある。

甕(740～742)Al類(.740)とA2類(741・742)があり、741・742は口縁端部がわずかに肥厚する。740・

742は器面の剥落のため調整は不明。741は口縁部はヨコナデ、体部外面はハケ、体部内面はヘラナデを行

 う。

古墳時代前期の土器(738・744・747～749)738は小型壷A類。内外面ともヘラミガキを行う。747は壺C

類であり、調整は器面の剥落のため不明。749は壺A類であり、口縁部・頸部は内外面ともヨコナデを行

う。743は甕B類。口縁端部は丸い。口縁部はヨコナデ、体部外面はハケ、内面はヘラナデを行う。748

は甕E類。口縁端部は上方に摘みあげ、頸部の屈曲は鋭い。口縁部はヨコナデを行うが、内面は横方向

のハケが残る。体部外面はハケを行う。

土製品(739・750)739は手つくね土器であり、厚手の底部をもつ。底部内面には指頭圧痕が残る。750

は円柱形の中実のカマドの支脚。一般的な中実の支脚と比較すると太く短い。

石器(751～752)751は全長約7mmを計る勾玉。SI107出土の勾玉(707)と類似した形態であり、上半部の

孔を両面から穿孔している点も一致する。752は紡錘車であり約半分を欠く。中央の孔には食い違い面が

無く一方向から穿孔したことがわかる。深い擦痕を残すなど全体にラフな造りである。石材は滑石。

SI1041'iE,(図版105～107・242・244)

出土遺物には土師器・土製品・木器・鉄器が確認できる。遺物の出土量は多く、IV期の標識資料である。

煮沸具に比べ食膳具の比率が低い。古墳時代前期の遺物を小量含む。

土師器(753～755・757--774)高杯・壺・甕・甑を図示した。

高杯(753～755)杯部B1類(755)、杯部C1類(753)、脚部A類(754)を図示した。753・755は内外面と

もヘラミガキを行うが、このうち755は内面に黒色処理を行い、753は行わない。754は外面をヘラミガキ、

内面はナデを行うが粘土紐の巻き上げ痕が残る。

壺(769)底部破片を図示した。体部外面はヘラミガキ、体部内面および底部内面はナデを行う。底部

外面には籾痕が残る。古墳時代前期にさかのぼる可能性がある。

甕(757～768・770)小型の758・759と大型の757・760～768が確認できる。760・764はA2類、766はA

3類、758・759・761～765・767・768はA4類、757はB1類である。A類の大半は体部が直線的にのびる。
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4.遺物各説

口縁端部はほとんどのものが丸いが、767・768は面をもつ。大半のものが口縁部はヨコナデ、体部外面は

右下がりのハケ、内面はナデもしくはヘラナデを行う。

甑(771・772)Al類(771)とB1類(772)がある。2点とも口径が25cmを越える大型品であり、757の甕

とセットになる可能性がある。771は口縁部がヨコナデ、体部外面が右上がりのハケ、体部内面が横方向

のハケを行う。772は体部外面はヘラミガキ、体部内面は+デを行う。

古墳時代前期の土器(773・774)773は壷E類であり、口縁部内・外面ともヘラミガキを行い、外面には

2個一単位の円形浮紋がつく。774は壺A類であり、口縁部はヨコナデ、体部外面はヘラミガキを行うが

一部にハケが残る。体部内面は横方向の・・ケを行う=

土製品〔756)手つくね土器が確認できる,椀型を呈し外面には指頭圧痕が顕著に残るが、内面は比較的

丁寧なナデを行う。

木器(775～778)4点とも竪穴住居の主柱穴から⊃出土である。直径約50cm程度の木材を半戴しており、

実測図の下端には加工痕が残る。

鉄器(779)刀子が1点出土した。現存長9.8em、幅1.8cmである。

Sl2c4El(図版107・244)

出土遺物には土師器と土製品がある。遺物の出土量は少ない、出土遺物の大半を図示した。

土師器(780～783)甕と甑がある。

甕(780～784)780はA4類。口縁端部は肥厚する、調整は口縁部がヨコナデ、体部内外面は器面の剥落

のため不明。781～783は底部であり、いずれも安定した大型のものである。780と781は同一個体の可能性

がある。

甑(784)底部に多孔をもつBl類。把手はつかない一体部外面は丁寧なナデ、内面は横方向のハケを

行うが粘土紐の巻き上げ痕が一部に残る。

土製品(785)全長約18emを計る円柱状を呈する中実ク)土製品。カマドの支脚と考えるが、他のものに比

べ著しく長い。二次的に熱を受けており、全体に赤褐色に変色する。

SK3t4E}(図版108・245)

出土遺物には土器と石器がある。遺物の出土量は少ない、遺物の大半を図示した。

土師器(786～790)杯・甕・甑が確認できる。

杯(786・787)2点ともAl類。ともに口縁部はヨコナデ、体部内外面はヘラミガキを行うが、内面は

黒色処理を行わない。

甕(788・789)788はA2類。口縁部はヨコナデを行う。789は直径約6cn1の比較的小型の底部をもつ。

底部内面はヘラケズリを行う。

甑(790)A2類。口縁部は、ヨコナデの後に外面は縦方向のハケ、内面は横方向のヘラナデを行う。体

部外面は縦方向、体部内面は横方向のハケを行う。

石器(791)磨石を一点図示した。大半を欠損するが比較的平坦な面に擦り面が残る。

SI6`E;〈図版108・245)

土師器甕を2点図示した,792はA3類の小型の甕。口縁部はヨコナデ、体部外面上半は縦方向のハケ、
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体部外面下半にはヘラケズリ、体部内面はナデを行う。口縁部内面には炭化物がつく。793は細身の体部

をもつ。体部外面は縦方向のハケ、内面は横方向のハケを施す。

SK1130'「"(図版108・244)

古墳時代前期の遺物のみ確認できる。遺物の出土量は多くない。出土遺物の大半を図示した。

土師器(794～797)甕と壺を図示した。

甕(794・795)794はA類。口縁部外面はわずかに段をもつ。口縁部はヨコナデ、体部外面はヘラナデ。

795はC2類。口縁部はヨコナデを行い、体部内面にヘラケズリを行う。口縁端部は面をもつ。

壺(796・797)796はA2類。口縁部はヨコナデ、頸部外面は縦方向のハケを行い、胴部との接合を補強

する。796は体部外面がヘラミガキ、内面がナデを行う。底部外面は窪む。

SK11181'】(図版108・245)

出土遺物は土師器のみ確認できる。出土量は少ない。細片が多く器形のわかる資料は少ない。

土師器(798～799)杯・壺・甕・甑が確認できる。このうち杯(798)と壺(799)を図示した。798は杯B2類。

口縁部外面はヨコナデ、口縁部内面はヘラミガキの後、黒色処理を行う。799は壺A1類。口縁部外面は

縦方向のヘラミガキを行う。内面の調整は器面の剥落のため不明。

SK972c5〕(図版108・245)

出土遺物は土師器のみ。出土量は少ない。明確な古墳時代後期の遺物は出土していない。古墳時代前期

の高杯E類の脚部を一点図示した(800)。脚部外面はヘラミガキを行い、内面はラフなナデを行うが粘土

紐の巻き上げ痕が残る。この他に甕の口縁部および体部破片が出土しているが、細片のため図示しなかっ

 た。

SI1381[T'1(図版109・245・246)

出土遺物は土師器のみであるが、搬入礫が数点出土した。遺物の出土量は比較的多く、IV期の標識資

料である。小型の甕が比較的まとまって出土している。古墳時代前期の遣物を一定量含む。

土師器(801'-823)杯・高杯・甕・甑を図示した。この他壺の胴部破片が確認できる。

杯(801～804)A3類(802)、C類(801)、E2類(803)、E3類(804)がある。801・803・804は内外面ともヘ

ラミガキの後、内面に黒色処理を行う。802は内外面とも丁寧なヘラミガキを行うが黒色処理は行わない。

高杯(805～807・809)805は杯部Bl類・脚部B類。杯部外面はヘラミガキ、杯部内面はヘラミガキの

後黒色処理、脚部外面は縦方向のヘラミガキ、脚部内面はハケを行う。806・807・809はともに脚部破片

であり、このうち807は脚部B類であり、杯部内面はヘラミガキの後に黒色処理、脚部外面は縦方向のヘ

ラミガキ、内面はハケを行う。809は脚外面にヘラミガキを行う。古墳時代前期にさかのぼる可能性がある。

甕(811～822)小型の甕が大半を占め、大型の可能性が高いものは815のみである。A1類(812)、A3類

(811・813～816)、B2類(822)の3種が確認できる。調整は大半のものが口縁部はヨコナデ、体部外面は縦

方向ハケを行うが、818は体部外面にヘラケズリを行う。体部内面は、ナデを行う811～816と横方向のハ

ケを行う817・822がある。811・814・816・822は体部内面中央付近に炭化物がつく。817～821は底部破片

であり、817・818・820は安定した平底となるが、819は底部が若干下方に突出する。821は、底部から体
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4.遺物各説

部にかけて丸みをもってたちあがる。

甑(823)A1類。ほぼ完形に近く遺存状態も良好である。口縁部は内外面ともヨコナデ、体部外面は縦

方向のハケ、体部内面は横方向のハケの後にナデを行う。把手はつかない。

古墳時代前期の土器(808・810)2点とも古墳時代前期の高杯E類。808は杯部内外面ともヘラミガキを

行う。810は脚部外面はヘラミガキ、内面はナデを行う。

SI1379〔図版110・246・247;

出土遺物には須恵器と土師器・土製品・石器がある=遺物の出土量は多くない。出土遺物の大半を図示

した。

須恵器(824・825)824は醜であり、大きく外反する長い頸部をもつ。頸部に2条、肩部に1条の沈線が

巡り、体部下半はロクロケズリを行う。825は提瓶もしくは平瓶の口縁部と推測する。内外面ともロクロ

ナデを行う。

土師器(826～837)高杯・鉢・甕・甑が確認できる=

高杯(826)A類の細身の脚部である。杯部内面はヘラミガキの後黒色処理、脚部外面はヘラミガキ、

脚部内面はナデを行うが粘土紐の巻き上げ痕が残る。

鉢(827・828)828はB類、827もB類と考えるがD類の可能性もある。ともに口縁部が内湾気味にのび、

口縁端部は尖る。内外面ともヘラミガキを行うが、827は内面に黒色処理を行い、828は行わない。

壺(835)内湾気味にのびる体部に下方に突出する底部がつく。底部内面・体部内面および体部外面は

ヘラミガキを行う。

甕(829～834)小型の831～833と大型の829・830が確認できる。833はA2類、830～832はA3類、829

はA4類である。いずれも口縁部はヨコナデ、体部外面は縦方向のハケを行う。内面はハケを行う830・

831・834と、ナデもしくはヘラナデを行う829・832・833がある。831と834は色調・胎土・ハケの原体が

類似しており同一個体の可能性がある。833は口縁部内面に炭化物が付着する。

甑(836・837)ともに甑の把手であり、同一個体である可能性が高い。断面形は円形となる。外面には

指頭圧痕が顕著に残る。

土製品(838)円柱形を呈する中実の土製品。カマドの支脚と推測する。二次的に熱を受けているため器

面の一部が剥落する。上・下両端の平坦面にはくぼみをもつ。

石器(839・840)砥石(839)と叩き石(840)が確認できる=839は扁平な礫の表裏両面に作業面をもつ。840

は円礫を半割したもので、上・左側縁に敲打の際に生じた細かい剥離痕が残る。

SK1438c5'(図版lll・247)

出土遺物は土師器のみ確認でき、出土量は少ない。古墳時代後期の甕・高杯、古墳時代前期の高杯を図

示した。

高杯(842)杯部D類である。杯部内外面にヘラミガキを行った後、内面は黒色処理を行う。

甕(841)A2類。口縁端部は面をもつ。口縁部はヨコナデ、体部外面はハケ、体部内面はナデを行う。

古墳時代前期の土器(843)高杯CもしくはD類と推測する。脚部は「ハ」字状に直線的に広がる。外面

はナデを行う。
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Sl1400〔4E〕(図版lll・247・248)

出土遺物は土師器のみ確認できる。出土量はそれほど多くなく、大半を図示した。

土師器(844～853)高杯・壷・甕・甑を図示した。この他に杯の細片が確認できる。

高杯(844)B1類であり、口縁部外面はヨコナデ、体部外面はヘラミガキ、杯部内面はヘラミガキの後

に黒色処理、脚部外面はヘラミガキ、脚部内面はナデを行う。

壷(849・850)Al類(850)とA2類(849)がある。849は口縁部外面がヨコナデ、口縁部内面および体部

内・外面がヘラミガキを行う。850は口縁部内外面はヨコナデ、体部外面はハケの後ヘラミガキ、体部内

面はハケを行う。また体部内面には炭化物が付着する。

甕(845～848)小型の846～848と大型の845があり、いずれもA2類である。845は口縁部がヨコナデ、

体部外面が縦方向のハケ、体部内面上半が左上がりのヘラケズリ、体部内面下半が横方向のハケを行う。

底部の成形は円形の粘土板の外縁から粘土紐を巻き上げた後、底部外面にハケを行う。846～848は口縁部

はヨコナデ、体部外面はハケを行う。体部内面はハケを行う847・848と、ナデもしくはヘラナデを行う

846がある。

甑(851・852)中型の851と小型の852がある。851は口縁部にヨコナデ、体部外面はハケ、内面はヘラナ

デを行う。852は口縁部はヨコナデ、体部外面は縦方向のハケの後ラフなヘラミガキ、内面は横方向のハ

ケを行う。

古墳時代前期の土器(853)甕C2類であり、口縁部はヨコナデ、体部外面はハケ、内面はヘラナデを行う。

SI1262"「]i(図版ll2・248)

出土遺物には土師器・土製品・石器(砥石)がある。このうち砥石は細片のため図示しなかった。遺物の

出土量は比較的多いが器形を知りうる資料は少ない。古墳時代前期の土器を相当量含む。

土師器(859～866)古墳時代後期の土師器としては杯・鉢・甕・甑を図化した。

杯(854)E3類に比定できる。内外面とも丁寧なヘラミガキの後、内面は黒色処理を行う。

鉢(855・856)855はB類、856はD類である。ともに口縁端部は狭い平坦面をもち、内外面ともヘラミ

ガキの後、内面は黒色処理を行う。

甕(860～863)860はA2類に比定できる。口縁端部はわずかに肥厚する。口縁部はヨコナデ、外面はハ

ケ、内面はナデを行う。底部の成形は粘土板の外縁から粘土紐を巻き上げる。861～863は底部であり、底

部から体部にかけて丸みをもって立ち上がる861と鋭く屈曲する862・863がある。863は体部外面がハケ、

内面がナデ、861・862の体部外面の調整は器面の剥落のため不明、内面はナデを行う。

甑(864・865)ともにA2類に比定できる。864は口縁部はヨコナデ、体部外面は縦方向のハケ、体部内

面は横方向のハケの後にナデを行う。865は口縁端部に面をもつ。口縁部はヨコナデ、体部外面はハケ、

内面は横方向のハケを行う。

古墳時代前期の土器(857～859・866)858・859は器台C類。ともに脚部外面はヘラミガキ、内面はナデを

行う。857は高杯E類の脚部。内外面とも器面の剥落のため調整は不明。866は甕C類もしくは壺B類の

口縁部であり、口縁端部を上方につまむ。

土製品(867～869)円柱形を呈する中実のカマドの支脚が3点出土した。867・869はほぼ完形であるが、

868は約半分を欠損する。867は両端の平端面中央部にくぼみをもつ。
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SK3934csl(図版ll2・248)

出土遺物は土師器のみ確認でき、出土量は少ない。古墳時代後期に下る明確な遺物は出土していない。

古墳時代前期の甕B2類を2点図示した。870は口縁端部に面をもち、871は丸い。ともに口縁部はヨコナ

デ、体部外面はハケ、体部内面はヘラナデを行う。

SK870'1(図版112・248)

出土遺物は土師器のみ確認でき、出土量は少ない。古墳時代後期に下る明確な遺物は確認できない。古

墳時代前期の壼B類を1点図示した(872)。口縁部はヨコナデを行い、口縁端部を上方につまむ。

Sl137`つト(図版ll3・ll4・249・250)

出土遺物は須恵器・土師器・土製品がある。遺物の出土量は多い。IV期の標識資料である。甕はまとまっ

て出土したが、食膳具の出土点数は少ない。

須恵器(873)杯H蓋が1点出土した。口縁端部は丸い一天井部外面はロクロケズリを行う。口縁端部

には使用痕が確認できる。

土師器(874～876・878～893)杯・高杯・甕・甑を図示Lた=

杯(874・876)874はE2類。口縁部および体部内面はヨコナデ、体部外面はハケを行う粗雑なつくりの

ものである。876は体部外面にヘラミガキを行うが上半部を欠き詳細は不明。鉢B類の可能性もある。

高杯(875)口径22.5cmを計るC2類の大型品J脚部の中実部分が他の高杯に比べ長い。杯部外面はヘ

ラミガキ、杯部内面はヘラミガキの後に黒色処理を行う、

甕(878--891)小型の878～880と大型の881～889がある、887はA1、884・886・889はA2類、878・879・

881・882・885はA3類、880・883はA4類である=口縁部はヨコナデ、体部外面はハケを行うものが大

半を占める。体部内面の調整は、880・882--887が上半にハケ、下半にナデを行う。他のものは器面の剥

落のため不明。底部は大半のものが大型で安定した平底となる、836・843は体部内面上半に炭化物がf寸着

する。

甑(892・893)892と893は胎土・色調・ハケの原体が類似し、同一個体である可能性がある。892はA1

類に比定でき、口縁部はヨコナデ、体部外面はハケ、体部内面はヘラナデを行う。893は体部外面はハケ、

内面はナデを行う。

土製品(877・894)877は椀型を呈する手つくね土器であり、外面には粘土紐の巻き上げ痕、内面には指

頭圧痕が残る。894は円柱形を呈する中実のカマド支脚であり、上半部を欠く。

Sl131【5)(図版114・250)

出土遺物は土師器のみである。遺物の出土量は比較的多いが、細片が多く図示したものは少ない。出土

遺物の大半は古墳時代前期のもので、確実な古墳時代後期の遺物は出土していない。

土師器(895～900)古墳時代前期の鉢・高杯・器台・壺・甕を図示した。

鉢(899)A1類に比定できる。調整は器面の剥落のため不明。

高杯(897)C類もしくはD類の脚部と考える。脚部外面はヘラミガキ、内面はハケを行う。

器台(898)C類の脚部と考える脚部中央付近には円形の透かしが四方に入る。

壼896・900}896はD類に比定でき、口縁部および頸部はヨコナデを行うr9〔)〔'・はC類であ:)、口縁部
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IV一之口遺跡東地区

外面はヨコナデ、口縁部内面および体部外面はヘラミガキ、体部内面はハケの後ナデを行う。体部外面に

は煤、体部内面中位付近には炭化物が付着する。

甕(895)BもしくはC類の甕の口縁部と推測する。内外面ともヨコナデを行い、口縁端部は比較的広

い面をもつ。

SK132151(図版ll4・251)

出土遺物は土師器のみ確認できる。遺物の出土量は少なく出土した遺物の大半を図示した。SI131[!))同

様、古墳時代前期の遺物が大半を占め、確実な古墳時代後期の遺物は確認できない。

器台(901)C1類に比定できる。脚部中央付近には、四方に円形の透かしが入る。一般的なC類と比較

すると頸部が太く脚部が短い。受け部内外面、脚部外面はヘラミガキ、脚部内面はナデを行う。

小型壷(906)肩部の破片であり、外面はヘラミガキ、内面はナデを行う。

壼(904・905)904はB2類の口縁部。口縁部内外面とも横方向のハケを行った後ヨコナデを行い、口縁

端部は面をもつ。905はE1類の口縁部であり、外面はヘラミガキ、内面の調整は器面の剥落のため不明。

甕(902～903)902はB3類、903はC1類の口縁部であり、2点とも口縁端部は面を取る。口縁部は内

外面とも横もしくは左上がりのハケの後ヨコナデを行う。

Sl233L5[(図版115・251)

出土遺物は土師器のみ確認できる。古墳時代前期の土師器のみ確認でき、確実な古墳時代後期の遺物は

出土していない。古墳時代前期II期の標識資料である。遺物の出土量は多いが、細片が多く図化した資

料はそれほど多くない。

土師器(906～924)古墳時代前期の器台・高杯・壷・甕を図示した。

鉢(923)内湾する体部に外側に直線的にのびる口縁部がつく。器面の剥落のため調整は不明。器壁の

薄い精製品である。

高杯(910)C類もしくはD類の脚部と推測する。杯部および脚部下半を欠き詳細は不明。

器台(907～909)C類のみ確認できる。脚部が比較的長い907・908と短い909がある。いずれも円形の

透かしを三方にもつ。脚部外面および受け部内外面はヘラミガキ、脚部内面はナデを行う。908は高杯の

可能性もある。

壺(924～926)924は下方に突出する底部をもつ。925は頸部と口縁部を二段に接合するE1類。926は頸

部中央付近に断面三角形の凸帯を張りつけることにより二重口縁状とするE2類。ともに内外面ともヘラ

ミガキを行う。

甕(911--922)口径12～15cm前後の911・920、口径17～18cm前後の912～920、口径30cm前後の921・922

がある。B3類(912～915・918・919)、C1類(911・916・917)、D類(921・922)、E類(920)が確認、できる。B類・

C類には口縁端部は面を取る912～916・919と口縁端部が丸い911・917・918がある。911～919は口縁部を

ヨコナデ、体部外面はハケ、内面はヘラナデもしくはナデを行う。921は口縁部内外面ともハケの後ヘラ

ミガキを行う。

Sl126cs)(図版ll5・252)

出土遺物は土師器のみ確認できる。遺物の出土量は少ない。
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4.遺物各説

土師器⑲27～932)鉢・甕・甑を図示した。この他に杯もしくは高杯が確認できるが、細片のため図示

しなかった。

鉢(927・928)927はB類、928はC類。2点とも内外面にヘラミガキを行い、黒色処理を行わない。

927は口縁端部に水平な面をもつ。

甕(931)A2類に比定できる細身の甕で、口縁部はヨコナデ、外面は縦方向のハケ、内面は横方向のハ

ケを行う.

甑t929・930)930は直線的にのびる口縁部をもち、甑A1類もしくはB1類と推測する。口縁部はヨコ

ナデを行う。930は甑B類の底部である=

古墳時代前期の遺物(932)932は古墳時代前期の高杯C類もしくはD類の脚部と推測する。器面の剥落

のため調整は不明。

SI12715[(図版ll6・252)

出土遺物は土師器のみであるがこの他に搬入礫が数点出土した。遺物の出土量は比較的多く、出土遺物

の大半を図示した。

土師器(933--943)甕のみ確認でき、他の器種は出土していない。小型のものが大半を占め、大型のも

のは少なく、その可能性があるものは944のみである、935～939はA1類、940・941・943はA2類、933・

934・942・944はA3類である。いずれも口縁部はヨコナデ、体部外面はハケを行うが、内面はヘラナデ

もしくはナデを行う933～935・942、ハケを行う936・940・944、ハケの後ナデを行う938、上半部をケズリ・

下半部にヘラナデを行う941、上半部をハケ・下半部にヘラナデを行う937、上半部をヘラナデ・下半都に

ハケを行う939がある。また935・936・938・944は頸部にヨコナデによる段がつく。底部が遺存する934・

937・938はいずれも粘土板上面から粘土紐を積み上げる.935・936は口縁部内面、933・940・944は体部

内面上半から中位にかけて、937・939・941は体部内面下半から底部内面にかけて炭化物がつく。

Sl79`5)(図版ll7～120・253～256)

出土遺物は土師器と須恵器があり、この他多数の搬入礫が出土した。遺物の出土量はかなり多い。

須恵器(945～947)杯H蓋と提瓶がある。

杯H蓋(945・946)946は口径13.5cmを計り、口縁端部に面をもつ。945は口径約llcmと936に比べ小型

であり、口縁端部は丸い。2点とも天井部はロクロナデを行い、ロクロケズリは行わない。口縁端部は使

用により摩滅し、天井部内面には使用痕は確認できない。

提瓶(947)両肩に粘土紐を張りつけた環状の把手がつく,体部外面はカキメ、口縁部内面および体部

内面はロクロナデを行う。SIl7から接合する資料が出土している。

土師器(948～1012)杯・鉢・高杯・壺・甕・甑が確認できる。

杯(948～967)口径12～15cm前後の948～958・961～965・967と、口径25cmを超える959・960・966があ

る。948～953・959・960はA2類、954～958はA3類、964～966はB1類、962・963はC類、967はD類

である。ほとんどのものが内外面ともヘラミガキの後に内面は黒色処理を行うが、950・952はハケが体部

外面に一部残る。また959・960は内面に黒色処理を行わない。966はSl7(5}出土の1075と同一個体の可能

性がある。

鉢〔973～976)974～976はB類。3点とも安定した平底をもち、体部内外面ともヘラミガキを行うが、
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内面は黒色処理を行わない。973はD1類。体部外面はヘラミガキ、内面はヘラミガキの後に黒色処理を

行う。SIl7c4D〕出土の1077と同一個体の可能性がある。

高杯(967～971)杯部Bl類(970)とB2類(969)、脚部A類(971)とB類(972)がある。968～970はいずれ

も杯部内外面にヘラミガキを行い、このうち968・969は内面に黒色処理を行うが、970は行わない。971・

972はともに杯部内面はヘラミガキの後黒色処理、脚部外面はヘラミガキを行う。脚部内面は971が下半部

にナデ・上半部にハケ、972はナデを行う。

壼(1008～1010)1008はAl類。外面はヘラミガキ、内面は横方向のハケを行う。1009は体部外面にヘ

ラミガキ、内面はナデを行う。1008と同一個体の可能性がある。1010はB類。口縁部はヨコナデを行う。

色調は灰白色を呈し、榿に発色する胎土を用いるものが多い他の壷とは雰囲気が異なる。

甕(978～1006)小型の978～983と大型の984～1000がある。978・979・988・990～992はAl類、981・

984～987・993・995～998はA2類、982・983・994はA3類である。いずれも口縁部はヨコナデ、体部外

面はハケを行うが、内面はヘラナデもしくはナデを行う978・980--982・984・985・989・994～996・998・

999、ハケを行う986・988・991・997、上半にハケ・下半にナデもしくはヘラナデを行う987・990・993、

ハケの後体部下半にヘラケズリを行う1000、体部上半に特殊な工具によるナデを行う979・992がある。ま

た、1002は底部外面にハケを行う。底部の形態は小型で下方に突出するものが大半を占め、底部から体部

にかけてスムースに立ち上がるもの(989・1003・1004)は少ない。978・979・984・988・990・992・995・

997・1000は肩部にヨコナデによる段がつく。979・990・992・994は体部内面上半、987・995・996・1000

は体部内面中位、980・997は体部内面下半に炭化物がつく。

甑(lOO7)把手部分を図示した。外面には指頭圧痕が顕著に残る。断面形は円形に近い。

広口甕(977)口縁部はヨコナデ、体部外面はハケ、内面はヘラナデを行う。

古墳時代前其月の土器(1011・1012)1011は甕B2類であり、口縁端部はわずかに上方につまむ。1012は小

型壷C類。内外面とも丁寧なヘラミガキを行う。

SI112[5'A(図版121・122・256・257)

出土遺物には須恵器・土師器・土製品がある。遺物の出土量は比較的多い。

須恵器(1013)杯H身が出土している。口径12.8cmを計り、比較的長い立ち上がりをもつ。底部外面は

帯状のロクロケズリを行う。

土師器(1014--1044)杯・鉢・高杯・壷・甕・甑が確認できる。

杯(1014～1017)1014～1016はA3類、1017はC類に比定できる。4点とも外面はヘラミガキを行う。

内面はヘラミガキの後、黒色処理を行うIOI5・1017と黒色処理を行わない1014・1016がある。

鉢(1021～1023)3点ともA類。丸底の1022と平底ぎみの1023がある。いずれも内外面とも丁寧なヘラ

ミガキを行った後、内面は黒色処理を行う。

高杯(1018～1020)IOI8は杯部C1類、1019は杯部B1類、1020は脚部A類にそれぞれ比定できる。3

点とも丁寧な造りのものであり、1018・1019は内外面にヘラミガキを行ったのち、内面に黒色処理を行う。

ll20は杯部内面にヘラミガキの後に黒色処理、脚部外面はヘラミガキ、脚部内面はハケを行う。1018・

1020は同一個体の可能性がある。

壺(1024)Cl類に比定できる。口縁端部は丸い。全体に薄手の造りであり、内外面とも丁寧なヘラミ

ガキの後に内面は黒色処理を行う。
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4.遺物各説

甕(1026～1031・1034～1049)小型の1026～1030・1039・1049と大型のlO31・1034～1038・1040～1044が

ある。1026・1027・1035～1037はA1類、1028～1030はA2類、1038・1039・1042・IO43はA3類、1031・

1034・1040・1041はA4類である。大半のものは口縁部はヨコナデ、体部外面はハケを行うが、1044は体

部外面下半にヘラケズリを行う。体部内面は、ナデもLくはヘラナデを行う1026～1028・1030・1039・

1041、上半をナデもしくはヘラナデ・下半にハケを行う1044、上半部をヘラナデ・下半部にヘラケズリを

行う1042・1043、ハケを行う1038・1040がある。底部の形態は、下方に突出する1045と、底部から体部に

かけてスムースに立ち上がるIO41・1043・1044・1047・1048と丸底ぎみになる1046がある。1035・1036・

1040は肩部にヨコナデによる段がつく。1026・1030・1035・1040・1044は体部内面上半に炭化物がつく。

甑〔IO32・1033・1050)1032・1033はA2類,tもに口縁部は外側に直線的にのびる。このうち1032は口

縁部内面にヘラミガキ、体部内面はヘラナデを行い、口縁部内面には炭化物が付着する。1033は内外面と

も器面の剥落のため調整は不明。ともに甕の可能性がある。1050はAl類と推測する。内湾ぎみにのびる

体部の中央付近に把手がつく。器面の剥落のため調整は不明.

古墳時代前其月の土器1025は高杯もしくは器台の脚部ヒ考える・器面の剥落のため調整は不明。

土製品qO51～1〔)53)1054は壷型を呈する手つくね土器、体部外面および体部内面上半に指頭圧痕が残り、

体部内面下半には粘土紐の接合痕が残る。1051・1052は円柱形を呈する中実のカマド支脚であり、2点と

もほぼ完形となる。

SI112'B(図版122・257)

円柱形を呈する中実の支脚がカマド内から1点出土した(1054)。下端が広がるやや特異な形態の支脚で

下端は黒色に変色する。

Sl81tE'}(図版123・258)

出土遺物は土師器と土製品が確認できる。遺物の出土量は比較的多いが、細片が多く、図化したものは

少ない。

土師器(1055～1060)高杯・鉢・壺・甕・甑を図示した,

高杯(1055)A類である。内外面とも丁寧なヘラミガキの後、内面は黒色処理を行う。

壷(1056)C4類。長くのびる頸部に球形の体部がつくものと推測する。頸部はヨコナデを行う。

甕(1058～1060)1059はA1類、1058・1060はA3類である。3点とも口縁部はヨコナデ、体部外面は

ハケを行う。このうちlO58の体部内面はハケ、106⊂)は+デを行う。

甑(1057)口縁部はヨコナデ、体部外面はハケ、内面はヘラナデを行う。口径から考え、甑A2類と推

測するが、甕の可能性もある。

土製品(IO61)円柱形の中実の支脚が1点出土した=上半部を欠損する。

SK78J':(図版123・258)

図示した甕(1062)以外に土師器の細片と搬入礫が出土している。1062はA2類の小型の甕。調整は口縁

部がヨコナデ、体部外面がハケ、体部内面上半がナデ、下半はヘラケズリを行う。体部内面下半には炭化

物が付着する。注記から本遺構としたが、注記自体が不鮮明のためSI127t5}の遺物である可能性がある。
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SlIS`5"(図版123・258)

出土遺物は土師器のみ、この他に搬入礫が出土した。遺物の出土量は多くない。

土師器(IO63～1071)高杯・壼・甕・甑を図示した。この他に内面に黒色処理を行う杯の細片が確認でき

 る。

高杯(1063・1064)脚部B類(1063)とA類(IO64)がある。1063は脚部外面はヘラミガキ、内面はナデを

行う。1064は脚部と裾部の境に2条の沈線が巡る。脚部外面は内外面ともハケを行う。

壼(IO65・1066)1065は頸部が直線的にのび、B類の可能性が高い。1066は底部がわずかに下方に突出

する。体部外面はヘラミガキ、内面はナデを行う。体部はあまり開かず、A2類になる可能性が高い。

甕(1067・1068)2点ともA2類である。口縁部はヨコナデ、体部外面は縦方向のハケ、内面はヘラナ

デを行う。1067は甑の可能性もある。

甑(1070・IO71)IO70はA1類に比定できる。口縁部はヨコナデ、体部外面は縦方向のハケ、内面は横

方向のハケを行う。1071は甑の把手部分であり、断面は円形を呈する。

Sl1715〕(図版124・125・258～260)

出土遺物には土師器・土製品がある。遺物の出土量は比較的多く、大半を図示した。

土師器(1072～llO5)杯・鉢・高杯・壼・甕・甑が確認できる。鉢が比較的まとまって出土した。

杯(IO72～1075)1073～1075はBl類。法量は口径20cm前後の1075、口径15em前後の1074、10cm前後の

1073の3種がある。3点とも内外面にヘラミガキの後、内面には黒色処理を行う。1072はD類。体部外

面上半はヘラミガキ、下半はヘラケズリ、内面はヘラミガキの後に黒色処理を行う。

鉢(IO76-一一1080)B類(IQ78・IQ79)、C類(1080)、D1類(1077)がある。いずれも体部内外面にヘラミガキ

を行うが、内面は黒色処理を行う1077・1080と行わない1078・1079がある。IO76はB類の底部と推測す

るが、上半部を欠き詳細は不明。内面は黒色処理を行う。

高杯(1081～1083)杯部A類(1081)と脚部A類(lO83)、脚部B類(IO82)がある。1081は杯部内外面ともヘ

ラミガキの後内面は黒色処理を行う、1082は脚部が直線的に外側に開くやや特異な形態のもので、内外面

ともハケを行う。1083は脚部内外面ともヘラミガキを行う。

壷(1078・1104・llO5)A2類(llO4・llO5)とC3類(1084)がある。1084は口縁部はヨコナデ、体部内外面

はヘラミガキ、頸部にはヨコナデによる段をもつ。1104は口縁部はヨコナデを行い、1084と同様頸部には

ヨコナデによる段がつく。体部内外面はヘラミガキを行い、体部外面には煤が付着する。llO5は口縁部は

ヨコナデ、体部外面はハケの後ヘラミガキ、内面は横方向のハケを行う。胎土は榿に発色するものを用い

 る。

甕(IO85--1097)小型の1085・1086と大型の1087～1092・1095がある。A1類(lO98)、A2類(1091・1092)、

A3類(IO85・1086・1089・1095)、A4類(1087・1088・1090)が確認できる。1087・1088は口縁端部に面をもち、

1089・1090・1094は口縁端部が若干肥厚する。大半のものが口縁部をヨコナデ、体部外面にハケを行う。

体部内面はヘラナデもしくはナデを行う1086・1091、横方向のハケを行う1089、上半部がヘラナデ・中央

部をヘラミガキ・下半にハケを行う1088がある。1096は体部外面下半にヘラケズリ、内面はハケを行う。

甑(1099～llO3)1099はA1類と推測するが、他のものに比べ体部の外傾度が大きく古墳時代前期の鉢

Aの可能性もある。[コ縁部はヨコナデ、体部外面はハケ、内面はヘラナデを行う。l!OOはB類の底部で

あり体部内外面ともハケを行う。llO2はA1類の口縁部と推測でき、内外面ともヨコナデを行う。1103は

ll5



4.遺物各説

A類の底部であり器面の剥落のため調整は不明。1101は甑の把手部分であり断面形は円形を呈し、外面に

は指頭圧痕が顕著に残る,

土製品(1106～l!O9)円柱形を呈する中実の支脚が4点出土した。完形のものはなく、いずれも半分以上

を欠損する=

Sl16"〔図版126・127・26(一)・261/

出土遺物は土師器と須恵器・石器があり、この他搬入礫が出土している。遺物の出土量は比較的多く、

須恵器は細片のため図示しなかったが、土師器の大半は図示した、古墳時代前期の遺物を小量含む。

土師器(1110～1126)高杯・壺・甕を図示)一たこの他に杯・鉢・甑の体部破片が確認できる。

高杯(lllO・1111)lllOはB1類に比定できる2点とも杯部内外面にヘラミガキの後、内面は黒色処

理を行う、

壷LllL'5)A1類に比定できる。口縁部はヨコナデ、体部外面はハケの後ナデ、内面はナデを行う。胎

土は榿'に発色するものを用いる。

甕〔1112・-1124)小型のlll2・lll6～ll19と大型の1ユ13～lll5・ll20～ll24がある。lll3はA2類、

1115～ll21はA3類、lll4はA4類、1112はB2類にそれぞれ比定できる。大半のものが口縁部はヨコナ

デ、体部外面は縦方向のハケを行うが、1114・1122・!l23は体部下半にナデを行う。体部内面の調整は、

!ll2がヘラミガキ、m3は上半部をハケ・中位がヘラナデ、下半にヘラケズリ、1114～1116・ll20・ll22・

1123は横方向のハケ、1118・ll24はナデもしくはヘラナデを行う。ll22～ll24はいずれも大型で安定した

平底となる。

古墳時代前期の土器(1126)壺E類の口縁部と推測する。細片のため詳細は不明。

石器(ll27)磨石が1点出土した。一部を欠損するが、現存長13.8en1と比較的大型である。擦り面の一

部には煤が付着する。

Sl113〔5}(図版127～130・261～263)

出土遺物には須恵器・土師器・土製品・木器があり、この他多量の搬入礫が出土した。遺物の出土量は

かなり多い。古墳時代前期の遺物を少量含む、

須恵器(ll28・ll71)高杯(ll28)とeeQ171.)が確認できる。ll28は無蓋高杯の杯部であり、口縁部と体部

の境には明確な稜をもち、口縁端部には内傾する面をもつ=体部にはヘラケズリを行う。焼成は不良で軟

質である。

ll71は甕であり、口縁端部は断面方形となる。体部外面は平行叩きの後カキメ、内面は同心円の当て具

痕が残る。ll28同様、焼成は不良で軟質である一

土師器(1129～ll70・1172・一・-i178)杯・鉢・高杯・壼・甕・甑が確認できる。

杯(ll29～1134)A2類〔(ll29・ll30)、A4類lll31・1132)、B1類(1135)、D類(ll33・1134,が確認できる。

ll29・ll30は外面および口縁部内面はヘラミガキ、体部内面はナデを行う。1131～ll34は体部内外面とも

ヘラミガキを行い、このうちll33・ll34は内面に黒色処理を行う。ll35は器面の剥落のため調整は不明。

鉢(ll36)D類の底部と推測するが、杯の底部の可能性もある,内外面ともヘラミガキを行う。

高杯Q138--1141)杯部B類(ll37)とD類(1138)、脚部A類(1139・ll40)が確認できる。ll39は脚部が外

側に直線的にrj:がるやや特異な形態を呈する。ll37・ll38はともに杯部内外面に・＼ラミがキの後、内面は

ll6
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黒色処理を行う。ll39・1140は杯部内面はヘラミガキの後黒色処理、脚部外面はヘラミガキを行う,

壼(1168・1169)ともに体部下半の形態から壺と考えた。ll68は体部外面がハケの後ヘラミガキ、内面

がナデ、ll69は体部内外面ともハケの後ナデを行う。

甕(ユ142～l!67)大型のll46～!l55・ll57と小型のll42～ll45・1156があり、ll44～1147・ll50はA1

類、!l42・ll48・1151--ll53はA2類、ll43・ll49・ll54・l!55はA3類である。いずれも口縁部はヨコ

ナデ、体部外面はハケである。内面の調整は、ナデもしくはヘラナデを行うll42・ll46・1147・ll50・

ll54・ll55・ll57～1159、ハケを行うll43～ll45、1151--1153、体部がヘラナデ、底部付近にハケを行う

ll60・l!62がある。底部の形態は大型で安定したものが多い。l!46の底部外面には木ノ葉圧痕がつく。

ll44は体部上半、ll46は体部上半から下半にかけて炭化物が付着する。ll44とll45は同一個体の可能性が

ある。

9EQ172～1177)中型のll72と大型のll73～ll76がある。1172～1174はA1類、1175・ll76はB2類に

比定できる。!l73は体部中央付近に把手をもつが、ll72・!l75は把手がつかない。ll72～ll75はともに口

縁部はヨコナデ、体部外面は縦方向のハケを行うが、体部内面はll73・ll75がヘラナデ、U72・1174が横

方向のハケを行う。ll76は内外面とも器面の剥落のため調整は不明。ll77は甑の把手と考えたが、他のも

のに比べかなり大型であり、ll73や1175より大型の甑である可能性が高い。

古墳時代前期の土器(ll41・ll78)ll41は古墳時代前期の高杯E類、1178は高杯C類もしくは器台の脚部

と推測する。ともに器面の剥落のため調整は不明。

土製品(1179-1181)中実のカマドの支脚が3点出土した。1179・1180はほぼ完形に近いが、ll81は上半

部を欠損する。1179は上下両端が機型に開く。

木器(ll82～ll84)3点とも竪穴住居の主柱穴からの出土。ll82・1183はともに直径50cm前後の丸太を

半戯したものを用いるが、1189は直径約30em弱の丸太をそのまま用いている。実測図の下側が柱穴内に埋

まっていた方で、側面には加工痕が残る。ll82はピット15、l!83はピット24、ll84はピット6からの出土。

包含層・その他の土器(図版131--133・263～266)

主要遺構出土以外の土器で、依存状態の良好なもの、出土個体の少ない器種を中心に取り上げる。

須恵器Q185--1192)杯G蓋・杯H身・杯H・蓋・短頸壷・遜を図示した。

杯G蓋(ll85)擬i宝珠型のツマミをもち、天井部外面はロクロケズリ、内面はロクロ回転を用いないナ

デを行う。

杯H蓋(1186)口縁部と天井部の境には稜があり、口縁端部は内傾する面をもつ。黒色と白色の小粒子

を小量含む比較的精良な胎土を用いる。天井部外面にはロクロケズリを行う。

杯H身(1187-一ユ189)3点とも口縁端部は丸い。このうち1/88・ll89は体部下半にロクロケズリを行う。

ll87は胎土中にlnlm前後の小型の長石粒を小量含む。ll88は胎土中に直径2～3mm前後の長石粒を比較的

多く含む。l!89は暗灰色を呈し胎土中に1～2mm前後の長石粒を多量に含む。

短頸壺(!l90・ll9ユ)1190は口縁部内外面、体部内面、体部外面上半はロクロナデ、体部外面下半はヘ

ラケズリを行う。胎土中には直径1～2mm前後の長石粒を少量含む。ピット150からの出土である。ll91

は肩部に沈線が一条巡る。胎土中には0.5mm前後の白色・黒色粒が小量入る。

腿(1192)口縁部・頸部外面のほぼ全面に縦位の浅い沈線を施し、口縁部と頸部の境には凸帯が一条巡

る。色調は灰白色を呈し精良な胎土を用いる。旧正善寺川出土の1752と同一個体の可能性が高い。
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4.遺物各説

土師器U198--1120)杯・高杯・壺・甕・広口甕・甑を図示した。

杯(1193～1196)ll93はD類。口径ll.4cmを計る小型の杯で内外面ともヘラミガキ、内面に黒色処理を

行う。1194・ll95はB1類。口径14em前後を計る一般的なサイズの杯であり、内外面ヘラミガキの後内面

は黒色処理を行う。1196はC類。口径17cmを計る大型の杯であ:)、内外面ともヘラミガキの後内面は黒

色処理を行う。

高杯(1197～1202)1197は杯部A類に比定できる。杯部内外面はヘラミガキの後、内面は黒色処理を行

う。ll98・ll99はB1類に比定できる。このうちll98は杯部内外面ともヘラミガキを行うが、外面にはハ

ケが一部に残る。また内面には黒色処理を行う:脚部は内外面ともハケを行う。ll99は杯部内面は黒色処

理を行うが、器面の剥落のためそのほかの調整は不明。120()は脚部A類に比定できる。外面はハケの後

ナデ、内面はナデを行うが粘土紐の巻き上げ痕が残る。1201・1202は脚部B類に比定できる。1201は脚

部の中央部分が他のものに比べ長い、外面はヘラミガキ、内面はナデ調整を行う。1202は外面はヘラミガ

キ、内面はハケを行う。

壷(1203・-1205)3点ともA1類。1203・1205は口縁部はヨコナデ、体部外面はヘラミガキ、内面はナ

デもしくはヘラナデを行う。また口縁端部は面をもつ、1204は口縁部はヨコナデ、体部内外面はハケを行

い、口縁端部は細く尖る。

甕(1206・-1215)小型のもの(1206～1209)と大型のもの〔121〔)一一1215)がある。1206はC類。口縁部はヨコ

ナデ、体部外面はハケ、体部内面はヘラナデを行う。口縁部内面には帯状に炭化物がつく。1208はA4類。

口縁部はヨコナデ、体部外面はハケ、内面はヘラナデを行う、1207・1209はA3類。口縁部はヨコナデ、

体部内外面はハケを行う。1212・1213・1215はA2類、1210・1211はA3類、1214はA4類にそれぞれ比

定できる。1211・1212・1214は口縁部をヨコナデ、体部外面はハケ、内面はヘラナデを行う。1210・1213

は口縁部はヨコナデ、体部内外面ともハケを行う.1215は口縁部をヨコナデ、体部外面をヘラケズリ、内

面はヘラナデを行う。

広口甕(1216)口縁部はヨコナデ、体部外面はハケ、内面はヘラナデを行う。

甑(1217～1220)1217はA1類、1218～1220はA2類。3点も口縁部はヨコナデ、体部外面には縦方向

のハケを行う。体部内面の調整は1217・1220が横方向のハケ、1219はヘラケズリ、1218はヘラナデを行う、

石器(1221～1226)子持ち勾玉、紡錘車、石製模造品の未製品を図示した。

子持ち勾玉(1221・1222)1221は上半部を欠損する、断面形は扁平な楕円形を呈し、腹部中央には長さ

1.9cmを計る比較的大型の子勾玉をもつ。胴部には形骸化し小突起状となった子勾玉が2個、背部にも胴

部と同様な子勾玉が3個つく。胴部上半の孔には食い違い面があり両面から穿孔したことがわかる。1222

は大半を欠損するが、断面形、腹部や胴部・背部の子勾玉は1221と類似し、1221とほぼ同様な形態になる

ものと推測する。やや粗雑な造りであり、未製品の可能性がある。石材はともに滑石。

紡錘車(1224～1226)1225は1224・1226に比べ器面が著しく摩滅しており、器高も他のものに比べ低く、

断面形も隅丸三角形となる。また中央の孔には炭化材が入る、3点とも石材は滑石。

未製品(1223)長さ9.6cm、幅6.4cm、厚さ3.2emを計る。平面形・断面形とも台形状を呈し、上面およ

び右側縁には研磨痕が残る。石材は滑石。
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C.古墳時代前期の遺物

古墳時代前期の遺物には土器と石器がある。遺物は主に土坑や小規模な溝から出土した。遺物の年代は、

越後の既存の編年案では、おおむね坂井・川村編年〔坂井・川村1992〕のIl!期ないしはII2期から山三賀編年

〔坂井1989〕のIII期、南加賀では漆町編年〔田嶋1986〕の5群ないしは6群から13群を中心とし、前後の時期

を若干含むものと考えている。漆町編年の5群土器や13群土器に平行する時期を古墳時代前期とするには

問題があるが、ここでは煩雑さを避けるため古墳時代前期として記述する。以下では中世・奈良・平安時

代・古墳時代後期と同じように、各部位の名称および出土土器の分類を最初に示し、その後、遺構および

包含層出土遺物の個々の記述を行いたい。

(1)部分名称

±器の部分名称については古墳時代後期にほぼ準じている。各器種ごとに統一がとれるよう努めたが、

頸部から口縁端部にかけてスムースにのびるものと、いったん屈曲するものでは、「頸部」・「口縁部」・

「口縁端部」の使用法が異なる。また、丸底を呈し体部と底部の区別が困難なものは任意に底部を設定し

た(第34図)。

(2)土器分類

古墳時代前期の土器としては土師器のみ確認できる。土器の分類は主に器種により大別し、細部の形態

により細分した。実際の分類にあたっては形態上の系譜関係を重視するよう努めたが、古墳時代後期同様

すべての器種がそうなっているとは限らない。以下では器種内の大別をA・B・C・…、細別を1・2・

3・…、と表した。なお、分類は主に遺構および包含層出土土器を対象として行っており、旧正善寺川出

土の遺物は対象としていない。以下器種ごとに分類の概要を述べるが、詳細については器種分類図の説明

を参照していただきたい(第35～40図)。

高杯(第35図):5種7類に細分した。A類は弥生時代後期以来の在地の高杯系譜を引くものであり、平

担な杯底部に外側にのびる直線的な口縁部をもつものである。B類は中実の脚部をもつ高杯である。図示

したもの1点のみの出土であり杯部の形態などは不明。C類は内湾する大型の杯部をもつ「東海系高杯」

を一括している。D類はいわゆる「小型高杯」である。大きく外反して広がる脚部をもつ。杯部の形態は

内湾するものが多いが、口縁部と杯底部の境に明確な稜をもつものも存在する。E類は布留式通有の屈折

脚高杯であり、2種に細分した。

器台(第36図):3種6類に細分した。A類は弥生時代後期以来の在地の器台の系譜を引くものである。

このうちA1類は月影式期に多くみられる装飾器台を一括しており、多様な形態のものを含む。またA2

類はその省略形〔田嶋1986〕と考える。B類は上方に屈曲する短い口縁部をもつ小型の器台であり、A2類

が小型化したものの可能性がある。C類は「小型器台形土器」と呼ばれるものを一括しており、口縁端部

の形態や透かしの有無により3種に細分した。

鉢(第37図):3種4類に細分した。A類は砲弾形を呈するもので、底部の孔の有無により2種に細分す

る。B類は有段口縁をもつ鉢であり、弥生時代後期以来の在地の鉢系譜を引くものと考える。C類は内湾

する体部に外側に直線的にのびる口縁部がつく鉢である。

小型壺(第38図):6種7類に細分した。A類は有段口縁をもつ小型の壺であり、弥生時代以来の在地の

ll9



4.遺物各説

小型壺の系譜を引くものと推測する。B類は球形の体部に「く」字に屈曲する比較的短い口縁部をもつも

の。C類はいわゆる小型丸底壷であり、半球形の体部に内湾する口縁部をもつものである。D類は内湾ぎ

みにのびる長い口縁部をもつもの、E類は球形の体部に比較的短い口縁部がつくものである。口縁部の形

態により2種に細分した。F類は偏球形の体部の中央付近に孔をもつものであり、須恵器腿を模倣したも

のと推測する,

壺(第39図):7種ll類に細分した。A類は有段口縁をもつもの。口縁部の形態により2種に細分した。

Al類は頸部から口縁部にかけての形態にバラエテで一があり、さらに細分される可能性がある。B類は

「く」字に屈曲する口縁部をもつもので、体部は倒卵形で底部は平底となるものが多い。口縁部の屈曲が

高杯 /口糸豪端}音匠

孫1杯部

台器

部端縁口

/

一7
　　
　トノノ

＼,貯ぐづ/口縁部
7痢堵砿部

 　
ノ

/1さ一ト脚部

・・ヒゴこ
一___隠巨、＼

口縁端部/

＼脚端部

器台/口縁端部

織騨
小型壺

部縁
部

ぞ
渉

部
…
図
底

ぼ
ノ

 ＼
ξ

底部

＼
・

㌔

 、
昏
、

、
▽

π
、
°

、

・
受
ノ
、
\

 ー
＼

体部

ス

熱型部

体部

＼脚端部

＼脚端部

/口縁端部

＼ヨ4セ部
,ILI・岬

"『「一=」ぐ
f」＼＼

＼脚端部

底部

/口縁端部

/縁部

壼

蓋/鉦

心本部

鋪}34レki

鉢

/

受部
口縁部

＼脚端部

/口縁端部

底部

壺

/口糸豪立嵩音r・

鵬豪音1;

/口糸豪立嵩音1:
ヱロ縁部存

部

口縁端部
/

＼口奉豪立詣音r,

土器の部位名称(古墳時代前期)

   

   1[1F/一ニ…r
   ぶ灘一一一,/頸部

/口縁端部

・・1口糸家音「3
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IV一之口遣跡東地区

         分類土器説明分類土器説明

         A類広く平坦な杯底部に、外傾する長い口縁部がつく高杯,弥生時代後期以来の在地の系譜を引く高杯である。脚部の形態は直線的に伸びた上半部に「ノ、」字」1犬に「掲く辛居吉Bカゴつくものと、裾部が有段ヒなるものがある,出土例は少ない.,D類＼1.＼1ノ彫メ〔)瑛、6、、＼1560いわゆる小型高杯.大きく外反する脚部に小型の杯部がつくもの杯部は椀形を呈するものと、杯底部と口縁部の境に稜を持つものかある,出土例は多い㍉         一一一一＼」「一一一一ご■一,一/一一//暦一ζ二__一_,噂一!「'</一一一一一//一一・一一一乙/上1幽述1589

         E類1いわゆる畿内系の高杯。杯部は平坦な杯底部から直線的に伸びる口縁部がつく、脚部は直線的な上半部が裾部で屈曲L外側にひらく,出土例は少ない,         B類脚部が中実となるものっ出土例は少なく、杯部の形態がわかるものは無い。マー_一＼、＼、、、、、＼/剛71242         .1誉/'い'ρ一一＼＼
         こ⊃1591-、一.-n⊥

         C類いわゆる東海系の高杯.内湾する体部をもつ、.脚部は外反するものと、内湾するものがある、出土例は多い一         ＼一＼＼ζ7ノ/,一ノ/1287象＼1251〕1243         2/i_」＼.、1El類にくらべ大型の脚部を持つもの杯部の形態はE1填に準するものヒ推測しているc
         ノ/'∠二_,L_=:ゴー-9＼『1595

第35図土師器高杯の分類(古墳時代前期)

分類

 γ
目

ハ
A

米
大

、

1
2

 B
類

 ±器

難縮

孤矧
.・≒き・載≒r'
・・金、ン汐1583

6851

頸ー,
」
,
」
4
.
,
°
,
」
,
°
.
°

隈
/

説明

月影式通有の装飾器台の系譜

を引くものを一括した.多様

な形態を含む.丁寧なヘラミ

ガキを行い、赤彩を施す精製

品が大半を占める.出土例は

少ない、,

「ハ」字状の脚部に、途中で

屈曲外反する受部がつ(もの,

受部には円形の透かしが2段

に入るものが多い,丁寧なヘ

ラミガキを行い、赤彩を施す

精製品が多いcAl類の省略

形と考える.、出土例は少ない、

口縁部か上方に屈曲する小型

の器台,A2類の小型化した

ものである可能性がある出

土例は少ない,

分類

百
]ハ

C
ド
ロ
ヤ
コ
ロ

メ
」
!

1
2

 り
O

土器

天
 /ノ、ρ

/

 、墨
907

τ

iミ諭＼、
1412

1479

説明

小型器台の')ち、脚部中位付近に透

かしを持ち、口縁端部に面を持つも

の出土例は多い、

小型器台のうち、脚部中位付近に透

かしを持ち、ロ縁端部が丸いもの.

出土例は多くない、

小型器台のうち、脚部に透かしを持

たないもの、出土例は少ない。

第36図土師器器台の分類(古墳時代前期)

分類

 A
類

1
2

土器

飛

」、、、、

・:、1㌔{
欝

1480

説明

砲弾型もしくは逆円錐形

を呈し、底部に孔を一つ

持つ鉢。調整は口縁部は

ヨコナデ、体部内外面は

ハケを行い、i甕と共通す

る。弥生時代後期以来の

在地の系譜を引く。出土

例は多い.

形態・調整はA1類に準

ずるが、底部に孔を持た

ないもの。1480のような

小型のものもここに含め

た,

分類

 B
類

 C
類

土器

＼ドヨ

7
 ノ
〆

1335

マ=二_
「一一]

＼

23

7
ん

説明

弥生時代後期以来の有段

口縁の鉢の系譜をひくも

の、出土例は少ない..

内湾する体部に、外側の

直線的にのひる口縁部が
つく小型の鉢、

第37図土師器鉢の分類(古墳時代前期)
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4.遺物各説

分類

 A
類

 B
類

1
1

9
】

 C
類

 D
類

土器

＼

,/'

〕〔・嚢
＼

＼

1378

{

・:'ミ:-'＼＼

1き＼

飛

"!_(、一
)・_ノ)

ぎ聖葦r
く

1518

/

ヘへ

＼.ぎ"、M

＼㌧・r認
/

/

ほヘロ　

.)(一く、{、
1へ、Js-K・
＼

1239

、

毒

1612

1621

説明

有段口縁を持つ

大・中型の壺。

出土例は少なく

ない。

分類

 A
類 ∩
/]

「(」宇口縁を持つ壼。倒

卵形の体部に径5cm前後の

底部を持つものと推測する.

外面はヘラミガキを行ぶ㌧

のが多い。出土例は少な、

ない。

Bl類に比べ口縁部の外傾

度が小さいもの。体部の形

態・調整はB1類に準ずる・

出土例は少なくない、

長胴の体部に上方に直線的

もしくは内湾気味に伸びる

口縁部がつくもの。頸部に

凸帯を巡らすものもある.

出土例は少ない。

外反気味に伸びる比較的長

い口頸部を持つもの.弥生

時代後期の長頸壺の系譜を

引くものと推測している.

土器

/

＼

 馳＼

～
 緊〃

蔭  一＼こ＼
 噛＼

＼

 ＼送
774

説明

A1類{こ上ヒ!く[]

縁部の屈曲が明

確で、口縁部が

内湾気味に伸び

るもの、図示し

たもの一点のみ

の出土.

E
 ソ

望
 F
醤

1
 ウ

一
1

)
3

 G
寳

＼

1316

＼

/

      一'γ129
      一一

      累塑'叢.;慾ミ      」L護叉し

             『紐

三E孔
＼

∠製嬰睾多/

暴
難
奪

1620

筒状に伸びる頸部に外

反する口縁部がつく畿

内系の二重口縁壼。出

土例は多い。

頸部が筒状にならず、

口縁部内面が「く」字

に屈曲する二重口縁壼,.

出土例は少なくない、

東海西部のパレス壷の

影響下に成立Lた壷・

出土例は少ない

Fl類に比べ頸部が短

く、装飾性に乏しいも

の。出土例は少ない,

頸部が「く」字に屈曲

し口縁部が断面三角形

となる壷。出土例は少

なくない、

長胴で下膨れつ体部に

外反する比較的長い日

縁部がつ:もわ肩吊:

は櫛描文で飾る、図示

したもの一点のみハ出

 土、

第38図土師器壷の分類1古墳時代前期)

         分類土器説明分煩土器説明

         A類＼驚癒,1271有段口縁を持つ小型の壺,,弥生時代後期以来の在地の系譜を引く。出土例は多くない.E類1球形の体部に外傾する垣い口縁部がつくもの:.

        
 

一一一_`一_奉鍵』』違!こ一・..一燕=.ご薄一『＼r_1596
       

  
、、/1.＼、＼＼、＼

         B類球形の体部に短く「く」字に屈曲する口縁部が付く小型の壺、         ・,真・・噛■''・i:i灘:'(遭ミ一一
         2E類に比べ口縁部の外傾度が小さく、直立気味に口縁部が伸びるもの、

         1533菱菱こ'＼ミ'

         C類半球型の体部に内湾気味に伸びる比較的長い口縁部がつく畿内系の小型丸底壺.、,         一婁'気二……一一732、,///ぐ:τ＼一、く.、}＼＼

        
 

一}三巴1〆4/=二:ノ'1246         ;

         ＼＼＼.㌔.一一曽魎一■「

         D類いわゆる長頸壺。球形の体部に、内湾する長い口縁部がつく。

   
      

一一一一1553         耀一礁那海論F類/Q1598偏球形の体部中央に孔を持つ小型の壺。須恵器腿の影響下に出現したものと推測する.、
第39図土師器小型壺の分類(古墳時代前期)
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IV一之口遺跡東地区

分類

 A
類

 B
類

 C
類

2
 ら

O
1

2

 D
類

土器

       「

    亀..ンチc_ド藩寒博1604幽
    }　

        

    1603

    oレ)ω

説明

有段口縁を持つ甕を一括した。出

土例は少ない,肩部に棒状具によ

る刺突を巡らすものもある。

/

/

/
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/

  

1466

1605

〃
r
、

      曳緯一鴇一一一ミ避多耗1、`r磁葦

1546

1318

繋
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献轡撫＼＼
しメ　　

総、'
斌＼き

震熱

鍵漁
誌
W、

"
   

 
ll灘   .一.二一/一ゴ身:ヨラr-一一『

1559

1508

口縁部が短く「く」

字に屈曲する甕。

頸部内面の屈曲が

B類よりも寧兇いっ

口縁端部の形態に

は上方に摘みあげ

るもの・面を持つ

もの・丸いものの

3種がある。調整

はB2類に準ずるJ

口縁部が「く」字
に屈曲する点はC

l類と同じだが、

Cl類に比べ口縁

部が長いもの・口

縁端部の形態は丸

いものが多い。調

整はB2類に準ず

 る。

・・ミヘミぐドこ爺 蓮闘

」曙司

}撃_
,肚言一=

1236▽

ミミ翼灘:

§熱§
噛9＼t・t'、＼xx-＼・

糞
 ζ='づb
 一フ

22

て

分類

 B
類 1

土器

1425

説明

直線的に伸びる口縁部が端部付近

でわずかに屈曲するもの。出土例

は多くない。口縁端部の形態は丸

いものが多い。

直線的に伸びる口縁部が途中で屈曲外反する典型的な「コ」字口縁甕。体部
は倒卵形になり、底部は径が3～5em前後の平底となるものが多い、口縁端

部は上方に摘みあげるもの、面を持つもの、丸いものがある,調整は口縁部
がヨコナデ、体部外面がハケ、内面がハケもしくはヘラナデを行うものが多
い。出土例は多い,

口縁部が外反するもの。B2類に比べ口縁部がスムーズに伸びる.口縁端部
は上方に摘みあげるもの、面を持つもの、丸いものの3種がある、体部の形
態および調整はB2類に準ずる。出土例は多い。

 C
類

3
4

(

＼

一」し'

ttt//1/、LL.t;:.・

6

30

の
ノ

ー

'証
繋凱

Cl・2類に比べ

口縁部の屈曲が小

さいもの。調整は

B2類に準ずる..

出土例は少ない,

口縁部が短く外反

するもの。体部の

形態は、張りのあ

るものが多く、底

部は3～5cm前後

の平底となるもの

が多い。口縁端部

の形態は、面を持

つものは少なく、

丸いものが多い。

調整はB2類に準

ずる,出土例は少

なくない.、

口縁部のヨコナデが顕著でない大型の甕を一括した。頸部の屈曲は弱い。口

縁部は外反するものと、直線的に外1則へ伸びるものがあり、ロ縁端部は面を

持つものと丸いものがある。

第40図土師器甕の分類一1(古墳時代前期)
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4.遺物各説

分類

 E
類

 G
類

土器

/
'

多
馨

、
 §
零

　一『
1443

1512

説明

畿内の影響を受けた甕を

一括した。多様な形態の

ものを含む、

信州地㌻.「彫響を￡,一オこ

ヒ考えろ晃を一括Lた

他b土馨に比へ砂租:'を多

くtl・ttるだ胎ヒを甲'.1、七

「1,三.「ノ色、1;k,曝ll}∵・強いも

みつ・多'.・出一fti"・,;少な

分類

一
目

h
F

ロ
ロ

　
ロ

オ
ヲ

 H
類

土器

/

/

)

〔醸1鱒

《
1311

:マ1299

1568

く

1447

説明

東海南部・近江地方の影

響を受けた甕を一括した。

1568にみるような脚をも

つ甕もF類に含める。E

類同様多様な形態のもの

を含む.

山陰系の甕.小型のもの

のみ確認てき、大・中型

は確認できない.出土例

は少ない

第41図土師器甕の分類一21古墳時代前期)

大きいものをB1類、小さいものをB2類とする,C類は長胴の体部に直立する比較的短い口縁部がつく

もの。D類は長くのびる頸部をもつものである・出土例が少なく体部の形態は不明だが、弥生時代後期に

みられる長頸壺の系譜を引くものと推測している,E類は畿内系の二重口縁壷およびその影響下に成立し

たものを一括した。口縁部・頸部の形態により2種に細分している。F類は東海地方の壺の影響下に成立

したものを一括している。口縁部・頸部の形態により3種に細分した。G類は長胴で下膨れの体部に比較

的短い外反する口縁部がつくもの。北陸地方にはあまり類例が無く、外来的な要素の強い土器と推測する,

甕(第40・41図):7種12類に細分した。A類は有段口縁をもつ甕である。B類は口縁部が「コ」字状を

呈するもので、口縁部の形態により3種に細分した一C類は「く」字状に屈曲する口縁部をもつもので、

口縁部の形態、頸部のくびれにより3種に細分した。D類は「く」字ないしは「コ」字に屈曲するヨコナ

デが顕著でない口縁部をもつ大型の甕。口縁部の形態にはバラエティがある。E類は畿内の影響を受けた

甕、F類は東海地方・近江地方の影響を受けた甕を一括している。1568にみるような脚をもつ甕もF類

に含めた。G類は信州地方の影響を受けた甕である。他の甕と異なり、赤く発色する砂粒を多く含んだ胎

土を用いるものが多い。H類は山陰系の甕である、

(3)遺物各説

土器の器面調整などの記述方法は本章「4B古墳時代後期」に準ずる。

 SK66α4D}(図版134・267)

出土遺物は土師器のみ。器種は小型壺・壺・甕が確認できる。図示したものの他に赤彩を行った壷、甕

がある。遺物の出土量は多くない。

小型壺(1227)B類。安定した平底であり、体部はあまり開かない。体部内外面にヘラミガキを行う。

壺(1228)E2類。口縁部・頸部はヨコナデを行い、頸部外面にはハケが一部のこる。

甕(1229}B2類口縁端部は面をもつ。口縁部はヨコナデ、体部外面はハケ、内面は'・ラナデを行う。
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工V一之口遺跡東地区

外面にはほぼ全面に煤が付着する。

SK691t'i["(図版134・267)

出土遺物は土師器のみ。小型壷・甕が確認できる。遺物の出土量は少ない。

小型壺(1230)B類。体部外面はヘラミガキの後赤彩、内面はナデを行う。

甕(1231)B2類。口縁端部は丸い。口縁部はヨコナデ、体部内面は横方向のヘラナデを行う。体部外

面は器面の剥落が著しく調整は不明。

SD690[1D[(図版134・267)

出土遺物は土師器のみ、,器台・壷・甕が確認できる。遺物の出土量は少ない。

器台(1232)C類。脚部中央付近に、円形の透かしを四方に入れる。脚部内外面ともヘラミガキを行う。

壷(1233)E2類の口縁部。内外面ともヨコナデを行う。

甕(1234・一一1236)1234はC2類、1235はB3類、1236はD類である。1234は口縁端部に面をもつ。口縁

部はヨコナデ、体部内面はナデ、外面の調整は器面の剥落が著しく不明。1235は口縁部はヨコナデ、体部

外面はハケ、内面はナデを行う。1236は口縁部外面はヘラミガキ、内面は横方向のハケの後ヨコナデを行

 う。

SK687[1DL(図版134・267)

出土遺物は土師器のみ。高杯・鉢・壺・甕が確認でき、このうち高杯・鉢・壺を図示した。

高杯Q237)C類もしくはD類の脚部と推測する。脚部中央付近に円形の透かしが四方から入る。脚部

外面はヘラミガキ、内面はナデを行う。

鉢(1238)体部外面はヘラミガキ、体部内面はナデ、底部外面はヘラケズリを行う。

壼(1239・1240)1239はB2類。口縁部・体部外面はヘラミガキ、口縁部内面はヨコナデ、体部内面は

ナデを行い、体部内面上半には指頭圧痕がつく。口縁端部は丸い。1240は体部外面はヘラミガキ、内面は

ナデを行う。1239と同一個体である可能性が高い。

SK679L'1D}(図版135・267)

出土遺物は土師器のみ。高杯・鉢・小型壺・甕を図示した。遺物の出土量は少なくない。出土遺物の大

半を図示した。

高杯(1241～1245)5点ともE1類。1241・1242は杯部内外面ともヘラミガキを行う。1243～1245はと

もにEl類の脚部であるが、裾部の屈曲が強い1243と、弱い1244・1245がある。3点とも脚部外面はヘラ

ミガキ、内面はナデを行う。

小型壼(1246)E類に比定できる。口縁部はヨコナデ、体部外面はヘラミガキ、体部内面はヘラナデを

行う。体部外面下半には煤が付着する。

鉢(1248)Al類。口縁部は内外面ともヨコナデ、体部内外面はハケを行い、体部下半には指頭圧痕が

残る。

甕(1247)B3類。口縁端部は丸い。調整は内外面とも器面の剥落が著しく不明。
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4.遺物各説

SK693c4D}(図版135・268)

出土遺物は土師器のみ。高杯・鉢・甕を図示した。このほか壷の体部破片が出土している。

高杯(1251)口縁部上半を欠損するが、C類に比定できる.杯部内外面および脚部外面はヘラミガキ、

脚部内面はナデを行う。

小型壺(1249・1250)1250は平底となるやや特異な形態であるがC類に含める。口縁部・体部内外面と

もヘラミガキを行う。1249は丸底ぎみの底部から内湾する体部をもつもので、内外面ともヘラミガキを行

う薄手の造りの精製品である。上半部を欠き詳細は不明、

甕(1252～1254)口径15cm前後の1252・1253と口径20cm以上となる大型の1254がある。1252・1253はと

もにCl類に比定できる。口縁端部の形態は、1252は面をもち1253は丸い。調整はともに口縁部がヨコナ

デ、体部外面がハケ、体部内面は1252がヘラナデ、1253がハケである。1254はB3類に比定できる。調整

は器面の剥落が著しく不明。

SD6764D](図版135・267)

出土遺物は土師器のみ。遺物の出土量は少なく、甕を1点図示した(1255)。B3類の甕であり、器面の

剥落のため、調整・口縁端部の形態は不明。

SK678c4DJ(図版135・267)

ボタン状のツマミをもつ蓋(12561を1点図示した。器面の剥落のため調整は不明。

SK682〔4D}(図版ユ36・267)

出土遺物は土師器のみ。高杯・甕が出土している。遺物の出土量は比較的多い。

高杯(1264)C類もしくはD類の杯底部と推測する、杯底部から口縁部にかけての屈曲は鋭い。調整は

内外面ともヘラミガキを行う。

甕(1257～1263)大型の1263、中型の1257～1259、小型の1260がある。1260はA類。口縁部はヨコナデ

を行う。1257・1258はB3類である。1257の体部上半は内外面とも器面の剥落のため調整は不明。体部下

半は外面がハケの後ヘラケズリ、内面がヘラケズリを行う。1258は口縁部にヨコナデ、体部外面はハケ、

体部内面はヘラケズリを行う。1259はE類。口縁部は「く」字に屈曲し、端部には内傾する面をもつ。

また底部は丸底となる。調整は口縁部がヨコナデ、体部外面はタタキの後ハケ、底部付近はヘラケズリ、

体部内面はヘラナデを行う。1263はC1類。口縁端部は面をもつ。1261・1262は甕の底部であり、2点と

も大型で安定した平底である。内面は1261がヘラナデ、1262はハケを行う。

SX671〔4D)(図版136・268)

出土遺物は土師器のみ。遺物の出土量は少ない、小型壺と甕を図示した。

小型壼(1265)口径IOcm前後になる小型壺A類。口縁部内外面ともヘラミガキの後赤彩を施す。

甕(1266・1267)1266は頸部が鋭く屈曲し、口縁端部はわずかに立ち上がりをもつ。他のものに比べ器

壁が薄く、口縁部のヨコナデも丁寧である。畿内の庄内形甕の影響下に成立したものと推測し、E類に含

めて考えた。1267はC1類。口縁部はヨコナデを行い、口縁端部はわずかに上方につまむ。体部外面はハ

ケ、内面はヘラ+デを行う。
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SX673t4D,(図版137・268・269)

出土遺物は土師器のみ。遺物の出土量は比較的多い。出土遺物の大半を図示したが、この他に鉢Aの

底部破片が確認できる。

高杯(1268)C類の脚部と推測する。外面はヘラミガキの後に赤彩、内面はナデを行う。器台の可能性

もある。

甕(1269～1273)1269～1271はC4類の中型の甕。3点とも口縁部はヨコナデを行い、口縁端部は丸い。

外面はハケ、内面は上半がヘラナデを行う。このうち1271は体部内面下半および底部内面にハケを行う。

1272はB2類の小型の甕。口縁部はヨコナデ、体部外面はハケを行うが、内面は器面の剥落のため調整は

不明。1273はB2類。調整は口縁部がヨコナデ、体部外面はハケの後、底部付近にヘラケズリを行う。内

面は上半がヘラナデ、下半がハケを行う。

SX672`'4D)(図版137・268)

出土遺物は土師器のみ。遺物の出土量は少ない。甕iを図示した(1274・1275)。このほかに器台の脚部破片、

甕の底部が確認できる。1275はB3類。口縁部はヨコナデを行い、口縁端部は面をもつ。体部外面はハケ、

内面はヘラナデを行う。1275は甕の底部であり、小型の平底となる。内外面ともハケを行う。

 SX67α4Dl(図版138・269)

出土遺物は土師器のみ。遺物の出土量は少なくない。甕を4点図示した(1276～1279)。1276は器面の剥

落のため口縁端部の形態、調整は不明。胎土・色調とも1279に類似し、同一個体の可能性が高い。1277は

丸底の甕の底部である。調整は内外面とも器面の剥落のため不明。1278はC1類。口縁部が短く屈曲し、

口縁端部は外側に比較的広い面をもつ。口縁部はヨコナデ、体部外面はハケ、内面はヘラナデを行う。

1279はF類の底部であり、脚の下端には水平な面をもち、内外面ともハケを行う。

SX686L4D・,(図版138・269)

出土遺物は土師器のみで、遺物の出土量は少ない。甕を1点図示した(1280)。上方に短く屈曲する口縁

部をもつ。底部は大型の平底となるが、口縁部の形態は東海地方の「S」字口縁甕の影響を受けたものと

推測する。口縁部および体部上半は器面の剥落のため調整は不明。体部下半は外面がハケ、内面がヘラケ

ズリを行う。また体部内面下半には炭化物が付着する。

SX66914D)(図版138・269)

遺物の出土量は少なく、Bl類の甕を1点図示した(1281)。口縁部はヨコナデ、体部外面はハケ、内面

はヘラナデを行う。

SX66814D)(図版138・269)

土師器の他に搬入礫が1点出土した。1282はC1類の甕であり、口縁端部はわずかに上方につまむ。

SX666t4D)(図版138・269)

出土遺物は土師器のみ。出土量は少ない。B1類の甕を1点図示した(1283)。器面の剥落が著しいが、
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4.遺物各説

体部内面上半にはハケが確認できる。

SX665t4D・'(図版138・269)

出土遺物は土師器のみで、出土量は少ない。壼・甕を図示した。図示したものの他に赤彩した小型壺の

破片が確認できる。

壷(1284)なで肩の体部に直線的にのびる比較的短い口縁部がつくC類の壺。口縁部はヨコナデ、体部

外面はハケの後ヘラミガキ、内面はヘラナデを行う,

甕(1285・1286)1265はB3類の口縁部であり、口縁端部は面をもつ。調整は器面の剥落が著しく不明。

1286は底部であり、底部外面中央部が窪む。外面がハケ、内面はヘラナデを行う。

SX662t`iD,(図版138・269♪

出土遺物は土師器のみ。出土量は少ない。高杯・甕が確認できる。

高杯(1287)C類の口縁部であり、内外面ともヘラミガキを行う。

甕(1288)外反する短い口縁部をもつ。東海地方の「S」字口縁甕の影響下に成立したものと考えF類

に含める。器面の剥落のため調整は不明。

SX6644D〕(図版139・270)

出土遺物は土師器のみ。出土量は少ない。器種は甕のみ確認できる。大型の1289と小型の1290があり、

ともにB2類に比定できる。1289は口縁部はヨコナデ、体部外面はハケ、内面はヘラナデを行う。1290は

底部が丸底となる。調整は口縁部はヨコナデ、体部外面はハケ、内面はヘラナデを行う。

SX683`4Dj(図版139・270)

遺物の出土量は少なく、甕が1点出土したのみである11291/。C4類であり、口縁部はヨコナデ、体部

外面は右下がりのハケ、内面はヘラナデを行う。外面にはススが厚くつき、体部内面中央付近には炭化物

が付着する。

SX661〔4D〕(図版139・269)

出土遺物は土師器のみで、出土量は比較的多い。甕のみを図示したが、この他に壺の体部破片が確認で

きる。1292・1293はともにB3類に比定でき、口縁端部を上方につまむ。このうち1292は口縁部がヨコナ

デ、体部外面がハケ、内面がヘラナデを行う。また体部内面下半には炭化物が付着する。1293は器面の剥

落のため調整は不明。1294は短く屈曲する口縁部の端部に外傾する比較的広い面をもつ。東海地方の「S」

字口縁甕の影響下に成立したものと推測し、F類に含めて考えた。1295・1297はともに甕の底部であり、

1295は小型の平底、1297は尖り底となる。調整はともに外面がハケ、内面がヘラナデを行う。このうち

1295は1293と同一個体である可能性がある。1296は甕の上半分であり、口縁部はヨコナデ、体部外面をハ

ケ、内面はヘラナデを行う。1297と胎土・色調・調整とも類似しており同一個体の可能性が高い。

SX663f4D,(図版139・270)

出土遺物はF1類に比定できる壼が1個体出土した(1298)。頸部および口縁部外面にはヘラミガキを行
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い、口縁部には刻みの入った2個1単位の棒状浮文を3単位、頸部には斜め方向に刻みをいれた凸帯がめ

ぐる。口縁部内面には赤彩を行った痕跡が残るが、外面には赤彩の痕跡を確認できない。

SD289t4E;(図版139・270)

遺物の出土量は少なく、高杯C類もしくはD類の脚部を1点図示した(1299)。脚部外面および杯部内面

はヘラミガキの後に赤彩を行う。脚部内面はナデを行う。

SK337【4E,(図版139・270)

出土遺物は少ない。高杯の脚部を1点図示した。E類の脚部であり、直線的に開く脚部が裾部で強く屈

曲し、長くのびる。外面はヘラミガキ、内面はナデ調整を行うが、粘土紐の巻き上げ痕が残る。

SD352{iE,(図版140・270)

出土遺物は土師器のみ。遺物の出土量は比較的多い。器台・小型壼・甕を図示した。

器台(1301～1303)1301は比較的深い受け部をもち、脚部中央付近に円形の透かしが四方から入る。杯

部内面および脚部外面はヘラミガキの後に赤彩を行い、脚部内面はナデ調整を行う。1302は大きく開く脚

部をもち、脚部中位付近には、円形の透かしが四方に入る。外面はヘラミガキの後赤彩、内面はナデを行

う。ともに高杯C類に類似した器形だが、器台C1類に含めて考える。1303は器台の脚部上半の破片で

あり器面の剥落のため調整は不明。

小型壷(1034)E類に比定できる。球形の体部に直線的に上方にのびる口縁部をもつ。器面の剥落のた

め調整は不明。

甕(1305～1311)1305・1306・1309は小型のC3類。このうち1305・1306は口縁端部に面をもつ。1305・

1309は器面の剥落のため調整は不明。1306は口縁部をヨコナデ、体部外面をハケ、内面はヘラナデを行う。

1308～1310はB2類の甕。1302は器面の剥落のため調整・口縁端部の形態は不明。1309は口縁部はヨコナ

デ、体部は内外面ともハケを行う。また口縁端部は面をもつ。1310は口縁部にヨコナデを行い口縁端部は

1319同様面をもつ。1311はF類。調整は器面の剥落が著しく不明。

SK298c4E'(図版140・270)

出土遺物は土師器のみ、出土量は少ない。1312は壺E1類であり、口縁部は大きく外反する。器面の剥

落のため調整は不明。赤く発色する胎土を用いる。1313は口縁・頸部内面が屈曲せずに外反するE2類の

壺。調整は器面の剥落のため不明。

SK314L4E)(図版140・270)

出土遺物は土師器のみ。出土量は少ない。小型壺・甕を1点ずつ図示した。

小型壷(1314)口縁部を欠くが、E類と推測する。外面はヘラミガキ、内面はヘラナデを行う。

甕(1315)B2類の口縁部であるが、器面の剥落のため、調整・口縁端部の形態は不明。

SK43S〔4E)(図版140・270)

出土遺物は土師器のみ確認でき、遺物の出土量は少ない。壼と甕を図示した。
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4.遺物各説

壺(1316)E1類の口縁部。頸部のしまりは強い。口縁部は外反し、端部は丸い。調整は器面の剥落の

ため内外面とも不明。

甕(1317・1318)1317は頸部の屈曲が弱く、口縁部はわずかに外反する。G類に含めて考えたい。調整

は器面の剥落のため不明。1318はB3類に比定でき、口縁部の外反は大きい。口縁部はヨコナデを行い、

口縁端部はわずかに上方につまむ。内外面ともハケを行う。

SK418'1E'(図版140・270)

遺物の出土量は少ない。壷B類の口縁部を1点図・Jこした11319}.,口縁端部は面をもつ。調整は器面の剥

落が著しく不明、甕の可能性もあるが、その場合一般的な甕よりもかなり器壁が厚くなる。

 SK42σ4E」(図版140・270)

遺物の出土量は少ない。高杯C類もしくは器台の脚部を図示した(1320)。内湾ぎみにのびる脚部の中央

付近に円形の透かしが三方に入る。調整は器面の剥落のため不明。

SD311[エE]〔図版141・271)

出土遺物は土師器のみ。遺物の出土量は比較的多い、高杯・器台・小型壺・鉢・甕を図示した。

高杯(1321・1324)1321はC類の杯部と推測する。内外面ともヘラミガキの後に赤彩を施す。1324はC

類の脚部と考える。「ハ」字状に直線的に広がり、脚部に透かしはもたない。外面はハケ、内面はナデを

行う、

器台(1323)A2類の脚部と考える。下半で大きく外反し、中央には比較的大型の円形の透かしが四方

に入る。外面はヘラミガキ、内面はハケを行う=

鉢(1324)A類に比定できる。内外面ともヘラミガキを行う。

小型壺(1325)小型壷の底部と考えたが、鉢の可能性もある。外面はヘラミガキの後赤彩、内面はヘラ

ナデを行う。

甕(1326～1339)1326は細身の体部に、外面中央が窪む大型の底部がつく。体部外面はハケ、内面の調

整は器面の剥落のため不明。1327はB2類の甕。口縁部はヨコナデを行い、口縁端部は狭い面をもつ。体

部外面はハケ、内面はヘラナデを行う。1328～1331・1335～1337はB3類の甕。1328～1330は口縁端部に

面をもち、このうち1329は端部に凹線状の窪みが巡る。1331は口縁端部の形態・調整は器面の剥落のため

不明。1332・1338・1339はいずれも信州地方の影響を受けた甕と推測し、G類に含める。1332は頸部の屈

曲が弱く、口縁部はゆるく外反する。口縁部のヨコナデは弱く、口縁部内外面にハケの痕跡が残る。1338

は外側に開く短い口縁部をもつ。口縁部のヨコナデは弱くハケが残る。また頸部の屈曲は弱い。1339は大

型の底部をもち、底部外面中央は窪む。内面はヘラナデを行うが、器面の剥落のため外面の調整は不明。

胎土中に砂粒を多く含み、色調は赤褐色である。胎土・色調とも1338に類似しており、同一個体の可能性

が高い。1333は口縁端部を上方につまむ。口縁部はヨコナデ、体部外面はハケ、体部内面はヘラナデを行

う。1334は底部であり、「ハ」字状に開く低い脚をもつ。1333と胎土・色調が類似しており、同一個体の

可能性が高い。
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SK304〔4E・](図版141・271)

出土遺物は土師器のみ。遺物の出土量は比較的多い。細片が多く、図示した土器は少ない。

高杯(1341～1343)E類のみ確認できる。1341は脚部が細く直線的にのびる。調整は器面の剥落のため

不明。脚部内面には粘土紐の巻き上げ痕が残る。1342・1343は杯底部と口縁部の境に明確な稜をもち、内

外面ともヘラミガキを行う。

小型壷(1340)Bl類。口縁部および体部外面はラフなヘラミガキ、内面はナデを行う。

壺(1344・1345)1344はE類。口縁端部はわずかに上方へつまむ。調整は内面にヘラミガキを行うが、

外面は器面の剥落のため不明。1345はC類。口縁部は内外面ともヘラミガキを行うが一部にハケが残る。

SK305q脈図版142・271)

遺物の出土量は少ない。古墳時代後期の杯E類を図示した。VIb層上面で検出されたが、古墳時代後

期の遺構の可能性が高い。口縁部外面はヨコナデ、口縁部・体部内外面にヘラミガキを行った後、内面は

黒色処理を行う。

SK417t4E](図版142・271)

出土遺物には土師器と石器がある。

土師器(1347～1351)器台・高杯・壷を図示した。

器台(1347・1348)1347は脚部の開きが小さい。脚部上半部には円形の透かしが四方に入る。1348は器

台の脚部であり、端部は面をもつ。外面はヘラミガキの後赤彩、内面はナデを行う。

高杯(1349)C類の杯部と推測する。口縁部は内湾ぎみにのびる。調整は器面の剥落のため不明。

壺(1350・1351)1350はE2類。口縁端部は面をもつ。調整は器面の剥落のため不明。1351は底径約llcm

を計る大型で厚手の底部。内外面ともハケを行う。

石器(1352)全長約12cmを計る小型の角柱状を呈する砥石。石材は凝灰岩。四面とも作業面が確認できる。

SK43714E】(図版142・272)

出土遺物は土師器のみ。遺物の出土量は比較的多い。器台・高杯・壺・甕を図示した。

器台(1353)脚部外面および受け部内外面はヘラミガキの後赤彩、脚部内面はナデを行う。

高杯(1354)C類の脚部と考える。外面はヘラミガキ、内面はナデを行うが一部にハケが残る。

壺(1355--1357)1355はE類。頸部は細くしまり、内外面ともヘラミガキを行う。1356はA類の口縁部

である。有段部分は屈曲が小さく、退化したものである。口縁部にはヨコナデを行う。1357は最大径約35cn1

を計る大型の壷。体部外面は底部付近にヘラケズリを行い、他はヘラミガキを行うが、一部にハケが残る。

内面はヘラナデを行う。

甕(1358-一一一1366)1358～1360はA類。口縁部はヨコナデを行う。いずれもロ縁部外面には退化した段が

残る。1361・1362は甕B3類。1361は口端部に面をもち、1362は丸い。このうち1362は体部内面にヘラナ

デを行う。1363はB2類。口縁部・体部外面にハケ、内面はヘラナデを行う。1364はC2類。口縁部はヨ

コナデを行い、口縁端部は面をもつ。1366は甕の底部と考える。底部中央が窪み、外縁が高台状となる。
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SD351L4E)(図版143・272)

出土遺物は土師器のみ確認でき,遺物の出土量は少ない。高杯・壼・甕が確認できる。

高杯q367～1370)1367はE1類の杯部,1368・1369はEl類の脚部。1370はC類もしくはD類の脚部

であり.脚部上半に円形の透かしをもつ。4点とも器面の剥落のため調整は不明。

壷1371)E類の口縁部と推測する。口縁部外面はヨコナデ、内面の調整は器面の剥落のため不明1:

甕1372'底部外面が若干窪む。内外面ともハケ内面には炭化物が付着する。

SK436ヒ(図版143・272)

出土遺物は土師器のみ。遺物の出土量は比較的多く、壼がまとまって出土した。高杯・壺・甕を図示し

 た、

高杯〔1373)D類の杯部破片であり,杯部内外面ヒもヘラミガキを行う。

壺(1375--1380)1375～1378はA類。いずれも口縁部内外面ともヨコナデを行う。このうち、1378は体

部外面はヘラミガキ、内面はハケを行う。ユ379はC類口縁端部をヨコナデ、口縁部内外面はハケを行う。

1380は頸部外面・体部外面がヘラミガキ、頸部内面がヨコナデ、体部内面がハケを行う。

甕(1374)頸部の屈曲が弱く、口縁部はゆるく外反する。古墳時代後期に下る可能性がある。

SK35314E}(図版143・272)

出土遺物は土師器のみ。出土量は少なく、鉢と甕を図示した。

鉢q383)Al類の底部を図示した。内外面ともハケを行う。

甕(1381・1382)1381はB3類。口縁部はヨコナデ、口縁端部は比較的広い面をもつ。1382は底部であり,

丸底となる。調整は内外面ともハケを行う。

SK284t4E)(図版143・272)

出土遺物は土師器のみ。遺物の出土量は少ない。器台・小型壷・甕を図示した。

器台(1384・1385)1384はC類の脚部。受け部内外面、脚部外面はヘラミガキ、内面はナデを行う、

1385はA類の脚部。受け部内外面・脚部外面はヘラミガキの後赤彩、脚部内面はナデを行う。

小型壼(1386)口縁部が内湾ぎみにのびる。調整は内外面ともヘラミガキを行う。鉢もしくは高杯の杯

部の可能性もある。

甕(1387・1388♪1387はB2類の口縁部であり、調整は器面の剥落のため不明。1388はC2類に比定でき、

口縁部はヨコナデを行い、口縁端部は面をもつ=体部外面はハケ、内面はナデを行う。

SK394{4E'(図版143・272)

遺物の出土量は少ない。B3類の甕の口縁部を1点図示した(1389)。器面の剥落のため口縁端部の形態、

調整は不明。

 SK359【4ε[(図版143・272)

遺物Tノ出土量は少ない。器台もしくは高杯の脚部を1点図示した(1390)。「ハ」字状に広がる脚部が裾

 部て・γ汽㍉こ外更する。中央付近には円形の透かしをもつ。外面はヘラミガキ、内面はヨコーLデを行う。
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SK279〔"tE](図版144・273)

出土遺物は土師器のみ。出土量は比較的多い。器台・高杯・鉢・壺・甕が確認できる。

器台q391・1392)1391はC2類。「ハ」字状に広がる脚部が端部付近で外反し、脚部中央付近に円形の

透かしが四方に入る。内外面ともヘラミガキを行った後に赤彩を施す。1392は脚部中央付近に円形の透か

しが四方に入る。受け部内外面、脚部外面はヘラミガキを行い、内面はナデを行う。

高杯(1393)C類の脚部と推測する。脚部は短く、頸部のしまりは弱い。外面はヘラミガキ、内面はハ

ケを行う。

鉢(1403)底部に断面三角形の粘土をはりつけ、脚部を作る。脚部には赤く発色する胎土を用いるため、

体部・底部と脚部の色調が異なる。調整は器面の剥落のため不明。

壺(1404)底部外面中央が若干窪む。体部外面はヘラミガキ、内面はハケ、体部外面には煤が付着する。

甕Q394-1402・1405)1394～1398・1405はB3類の口縁部。小型の1394と中型の1395～1398・1405があ

る。また1394は口縁端部が丸く、1395～1397・1405は面をもつ。このうち1397は体部外面はハケ、内面は

ヘラナデを行う。1398は器面の剥落のため、口縁端部の形態・調整は不明。1399・1400は口縁部が内湾ぎ

みにのび、このうち1399は口縁端部がわずかに内側に比厚する。在地の甕にはあまりみられない形態のも

ので,畿内の甕の影響を受けたものと推測する。1401は口縁部はヨコナデ、体部内面はヘラナデを行い、

体部外面は櫛状の工具で施文する。1402は外面に櫛状の工具で流水文もしくは渦巻文を施す。施文原体・

胎土・色調が類似しており,同一個体の可能性が高い。

SK344:4Ei(図版144・273)

C2類の甕を図示したQ406)。頸部の屈曲はつよく、口縁端部は丸い。口縁部はヨコナデ、体部外面は

ハケ、内面はヘラナデを行う。

SK357qEl(図版144・273)

出土遺物は土師器のみ確認でき、遺物の出土量は少ない。器台・壺を図示した。

器台(1407)C類の脚部破片と推測する。脚部中位付近に円形の透かしをもつ。器面の剥落のため調整

は不明。

EIQ408)E類の口縁部と推測する。口縁端部は面をもつ。器面の剥落のため調整は不明。

SK358「lE〕(図版144・273)

出土遺物は土師器のみ。出土量は少ない。器台・小型壺・壺が確認できる。

器台(1409)A2類の受け部であり、口縁端部は上方につまみあげ、凹線状のくぼみが巡る。調整は内

外面ともヘラミガキを行うが、内面にはハケが残る。

小型壺(1411)A類。倒卵形の体部に退化した有段口縁がつく。底部は小型の平底となる。調整は器面

の剥落のため不明。

壼(1410)B類に比定できる。口縁端部は面をもつ。体部外面はヘラミガキを行うが、内面の調整は器

面の剥落のため不明。外面には煤が付着する。
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SK265`4E」(図版144・145・274)

出土遺物は土師器のみ。出土量はかなり多い。器台・高杯・壷・甕が確認できる。

器台(1412～1417)1412はC1類。脚部中央には円形の透かしが四方に入る。調整は受け部内外面・脚

部外面ともヘラミガキを行ったのち赤彩、内面はナデを行う=1413はC2類。脚部上半には透かしが四方

に入る、杯部内外面・脚部外面はヘラミガキ、脚部内面はナデを行う。1414～1415は器台の脚部と考える。

脚部が直線的に広がる1414・1415・1417と、細身の脚部が裾部f寸近でわずかに外反する1416がある。1414・

1415は外面にヘラミガキ、内面はナデを行うが、1415は内外面ともハケが残る。1417は外面はヘラミガキ

の後赤彩、内面はハケを行う。1416は器面の剥落のため調整は不明。

高杯(1418・1419)1419はC類の脚部である、外面はヘラミガキ、内面はナデを行う。

壺(1420～1423)1420はE1類、1423はE2類、調整はともに器面の剥落のため不明。1421・1422はF類。

1421は口縁部に棒状浮文がつき、内外面ともヘラミガキを行う=1422は口縁部はヨコナデ、頸部はヘラナ

デを行う。

甕(1424--1429)1424・1427はC2類。内外面ともヨコナデを行う。口縁端部の形態は1424は面をもち、

1427は丸い。1425はBl類。調整は器面の剥落のため不明.1426はB3類。口縁端部は面をもつ、1428は

D類、口縁部外面はハケ、内面の調整は器面の剥落のため不明,1429は下方に突出する比較的大型の底部

をもつ。調整は内外面ともハケを行う=

SK288i4E}(図版145・146・274)

出土遺物は土師器のみであり、遺物の出土量は比較的多い,器台・高杯・小型壷・壼・甕を図示した。

高杯(1430～1432)1430はC類の杯部、1431は脚部である。1430は内外面ともヘラミガキの後赤彩を行う。

1431の外面はヘラミガキ、内面はナデを行う。1432はD類の脚部であり、脚部上半と中位付近に円形の

透かしがそれぞれ三方から入る。調整は器面の剥落のため不明、。

器台(1433～1434)1433はC類の脚部であ:1、脚部上半には三方に透かしが入る。1434はA2類の脚部

であり、受け部内外面・脚部外面はヘラミガキを行う一

小型壼(1436・1437)A類(1437)とD類(1436)がある,調整はともに器面の剥落のため不明。

壷(1435・1451)1435はE1類の口縁部であり、内外面には赤く発色する化粧土をかける。調整は器面

の剥落のため不明。1451は底部であり、外面はナデ、内面はハケを行う。

甕(1438～1450・1452)1438・1440はB3類。いずれも口縁端部は面をもち、1440は体部外面上半には棒

状工具による刺突が巡る。調整は器面の剥落のため不明。1439はC1類。調整は内外面ともヨコナデを行

い、口縁端部は比較的広い面をもつ。1441・1442はC2類であり、口縁端部は丸い。ともに口縁部はヨコ

ナデを行い、このうち1442は体部外面にハケを行う一1443～1446はいずれも畿内の甕の影響をうけたもの

と考え、E類に含める。このうち1443～1445はロ縁端部が内面に肥厚する。4点とも口縁部はヨコナデを

行い、このうち1443は体部外面がハケ、内面はヘラケズリを行う。1446は口縁部が内湾ぎみにのびる。調

整は器面の剥落のため不明。1447はH類。口縁部が途中で短く外反する。口縁部・頸部はヨコナデ、体

部内面はヘラケズリを行う。1448～1450・1552は甕の底部であり、丸底となる1448、底部外面中央部が窪

む大型の平底となる1449・1452、小型の平底となる1450がある。1448は外面はハケ、内面はヘラナデ、

1449は内外面とも器面の剥落のため調整は不明。1450は外面は器面の剥落のため調整は不明。内面はハケ

を行ろ
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SK27414E}(図版146・275)

出土遺物は土師器のみ。遺物の出土量はかなり多い。高杯・鉢・甕を図示した。

高杯(1453ev1455)1453はC類もしくはD類の脚部であり、脚部上部には円形の透かしが三方から入る。

調整は器面の剥落のため不明。1454はC類の脚部。口縁端部は面をもつ。脚部外面はヘラミガキ、内面

はナデを行う。1455はD類の脚部。内外面ともヘラミガキを行う。

鉢(1474)A工類に比定できる。外面はハケ、内面はナデを行う。

甕(1456～1473)小型の1456～1465・1469と大・中型の1466・-1468がある。1456～1459・1466はB2類。

このうち1456・1457は器面の剥落のため口縁端部の形態・調整は不明。1458・1466は口縁端部に面をもち、

1459の口縁端部は丸い。1460～1464・1468はB3類。1460・1461は端部に面をもち、1462--1464・1468の

口縁端部は丸い。このうち1463・1468は口縁部にヨコナデを行い、体部内外面ともハケを行う。1464は口

縁部はヨコナデ、体部外面上半・内面はハケ、体部外面下半はヘラケズリを行う。また底部は丸底となり、

底部内面には指頭圧痕が残る。1467はCl類。口縁部はヨコナデを行い、口縁端部は丸く、体部外面はハ

ケ、内面はヘラナデを行う。1465はC3類。口縁端部は丸く、口縁部はヨコナデ、体部外面はハケ、内面

はヘラナデを行う。1469は頸部が途中で屈曲し外反する。東海地方の「S」字状口縁が在地化したものと

推測するc,1470は口縁部を欠く。体部外面はハケ、内面はヘラナデを行う。底部は丸底になるものと推測

する,,1471～1473は甕の底部であり、このうち1471は下方に突出する小型の底部である。1473は底部外面

中央が窪む。1464は体部内面下半、1467は体部内面上半、1471は底部内面にそれぞれ炭化物が付着する。

SK189['紋図版147-/49・275～277)

出土遺物は土師器のみだが、出土量はかなり多い。高杯・器台・鉢・甕を図示した。

高杯(1475)D類の脚部を図示した。脚上部には比較的大型の円形の透かしが四方に入る。脚部外面は

ヘラミガキを行うが、ハケが一部に残る。内面の調整は器面の剥落のため不明。

器台(1476～1479)1476は脚部中央付近に円形の透かしをもつ。脚部外面はヘラミガキの後赤彩、内面

は下半がヨコナデ、上半がハケを行う。1477は厚手の作りであり、他の器台に比べ外反の度合いが小さい。

器面の剥落のため調整は不明。高杯の脚もしくは壺の口縁部の可能性がある。1478は杯部外面・脚部外面

はヘラミガキ、脚部内面はハケを行う。1479は脚部に透かしを持たない。脚部外面はヘラミガキ、内面は

下半をヨコナデ、上半はハケを行う。

鉢(1480)1480は口径約8cmを計る小型の鉢。口縁部はヨコナデ、体部内外面はハケを行う。

壼(1515～1520・153Q)1515はC類、1516～1518はB類。1515～1517は器面の剥落のため調整は不明。

1518は口縁端部に面をもち、口縁部はヨコナデ、体部内外面はハケを行う。1519はE類、1520はF3類

の口縁部である。2点とも器面の剥落のため調整は不明。

甕(1481～1514・1521--1529)1481～1486はB2類。1481・1483は口縁端部に面をもつが、1482・1485は

口縁端部が丸い。また1481～1483は口縁部はヨコナデ、体部外面はハケ、内面はヘラナデを行うが、1485

は器面の剥落が著しく調整は不明。1484・1486は器面の剥落のため口縁端部の形態・調整とも不明である。

1487～1495・1507はB3類の甕。口径14--15cm前後の1487・1488・1492・1507、口径16～18cmの1489・

1493、口径が20～25cm前後の1490・1491・1494・1495がある。ほとんどのものが口縁部にはヨコナデを行

う。1487～1491・1493は口縁端部に狭い面をもつ。また1492・1495・1517は口縁端部が丸い。このうち、

1495は体部内面にヘラケズリを行う。1494は器面の剥落が著しく口縁端部の形態・調整とも不明である。
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1496～1500・1508はC2類。このうち1497～1500は口縁端部に面をもち、1508は口縁端部が丸い。1497・

1500は口縁部にヨコナデ、体部外面がハケ、内面はヘラナデを行う。1498・1499・1508は口縁部がヨコナ

デ、体部外面がハケを行う。また1499は底部内面に炭化物が付着する。1509はC1類に比定できる。口縁

端部は丸い。口縁部はヨコナデ、体部内面はハケを行う。1510はC3類。口縁端部は丸い、口縁部はヨコ

ナデ、体部外面はハケ、内面はヘラナデを行う1511・1512はともに信州の影響を受けた甕と推測し、G

類に含めた,1511は直線的に外側に開く比較的長い口縁部をもち、口縁端部は上方につまむ。口縁部内外

面とも弱いヨコナデを行い、口縁部にはハケが明瞭に残る,1512は頸部の屈曲があまく、外側にのびる比

較的長い口縁をもつ。口縁部はヨコナデ、体部外面はハケ、内面はヘラナデを行い、赤く発色する砂粒の

多い胎土を用いる。1513は口縁端部を上方につまむ一砂粒の多い褐色を呈した胎土を用いる。小片のため

詳細は不明。1521～1529は甕の底部であり、丸底となるものは1529のみで、6cm前後の比較的大型で安定

した平底のものが多い。このうち1523--1525・エ527・1528は底部外面中央が窪む。1522～1528は外面はハ

ケ、内面はヘラナデを行う。1529は内外面ともハケを行ろ.1521は器面の剥落が著しく調整は不明/[壼の

可能性もある。

SK254〔4D(図版149・277)

出土遺物は土師器のみであり、遺物の出土量は少ない高杯と壷を図示した。1531は高杯D類。他の

高杯Dに比べ脚部の中実部分が長い。杯部内外面および脚部外面はナデを行うが、杯部外面にはハケが

残る、色調は暗褐色を呈し、胎土中には1～0.5mm程度7)砂粒を多く含み、当遺跡に一般的にみられるも

のとは異なる。1532はE類の口縁部であり、口縁端部を欠く。調整は内外面とも器面の剥落のため不明。

SK268〔4E〕(図版149・277)

出土遺物は土師器と砥石がある。遣物の出土量は少ない。1533は土師器の小型壷Bl類であり、体部外

面および口縁部内外面はヘラミガキの後赤彩、内面はナデを行う。1534は筋砥石であり上下両端を欠く。

断面は不整形な五角形を呈する。五面とも作業面であるが、溝状の窪みをもつのは2面だけであり、他の

面は平滑な作業面が残る。石材は砂岩。なお古墳時代前期の遺構・包含層からはほかに玉生産が行われた

ことを示す資料(砥石・未製品・緑色凝灰岩の剥片・砕片等)は出土していない。

SK250{4E](図版150・277)

出土遺物は土師器のみ。遺物の出土量は少ない。高杯・器台・壺・甕を図示した。

高杯(.1536)C類の脚部の破片であり、脚部外面はヘラミガキの後に赤彩を行う。

器台(1535)脚部外面はヘラミガキを行うが、一部にハケが残る。内面はナデを行う。

壺(1537)口縁端部を欠くが、E1類に比定できる=口縁部・頸部内外面はハケの後ヨコナデ。内面の

口縁部と頸部の境には指頭圧痕が残る。

甕(1538・1539)2点ともB3類。口縁端部は面をもつ。口縁部は内外面ともヨコナデを行う。

SK24814E)(図版150・277)

出土遺物は土師器のみ。遺物の出土量は少なく高杯と甕を図示した。

高杯4541、・V+llE覆乃杯部であり、内外面ともヘラミガキを行う。
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甕(1542)B2類の口縁部であり、口縁端部は丸い。調整は器面の剥落のため不明。

SK342[4E)(図版150・278)

出土遺物は土師器のみ。出土量は少ない。高杯と壺を図示した。1543は高杯C類もしくはD類の脚部、

1544は壼E2類の口縁部である。ともに器面の剥落のため調整は不明。

SK3608L)1(図版150・278)

出土遺物は土師器のみであり、遺物の出土量は少ない。甕を1点図示したq545)。B3類の口縁部であり、

口縁部はヨコナデ、体部外面はハケ、内面はヘラナデ、口縁端部は丸い。

SK3648巾(図版150・278)

出土遣物は土師器のみ。出土量は少ない。口径約24emを計る大型の甕B3類を図示した(1546)。口縁部

はヨコナデを行い、口縁端部は広い面をもつ。

SK3633[「'1(図版150・278)

出土遺物は土師器のみ。遺物の出土量は少ない。器台を1点図示した(1547)。A2類と推測する。受け

部内外面および脚部外面はヘラミガキの後赤彩、内面はナデを行う。

SK220215】(図版150・278)

出土遺物は土師器のみ。遺物の出土量は少ない。高杯・甕・鉢が確認でき、このうち鉢・高杯を図示し

た。1548は鉢A類の口縁部であり、外面はハケ、内面はヘラナデを行う。1549はC類またはD類の脚部

であり、内外面ともナデを行う。

SK3543[5}(図版150・278)

出土遺物は土師器のみ。遺物の出土量は少ない。甕を2点図示した(1550・1551)。2点とも口縁部はヨ

コナデを行い、口縁端部は丸い。このうち1550は体部外面はハケ、体部内面はヘラナデを行う。

SK219315'(図版150・278)

出土遺物は土師器のみ。遺物の出土量は少ない。壺E2類の口縁部を図示した(1551・1552)。口縁端部

は面をもち、口縁部下端はわずかに垂下する。口縁部外面はヨコナデ、内面はヘラミガキを行う。

SK3992L5)(図版151・278)

出土遺物は土師器のみ。遺物の出土量は少なくない。高杯・小型壷・壺・甕が確認できる。

高杯(1555)E類の脚部を図示した。調整は器面の剥落のため不明。

小型壺(1553・1554)1553は遺存状態が良好であり、ほぼ完形に近い。D類に比定でき、口縁部内面お

よび外面上半はヨコナデ、体部外面はハケ、内面はナデを行う。1554はB2類。口縁部・体部外面はヘラ

ミガキ、体部内面はナデを行う。底部内面には指頭圧痕が残る。

壺(1557・1558)1557はB類に比定でき、口縁端部を若干上方につまむ。口縁部内外面ともヘラミガキ
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を行う。1558は外面はヘラミガキ、内面はヘラナデを行う。

甕(1556・1559)1559はB3類の口縁部であるが、器面の剥落のため口縁端部の形態、調整は不明。

1559はC2類に比定でき、口縁部はヨコナデ、体部外面はハケ、内面はヘラナデを行う。

SX2311'(図版151・278)

高杯(1560～1562}1560は口縁部を欠くがD類に比定できる=脚部中央付近と上半には円形の透かしが

三方から入る、杯部内外面・脚部外面はヘラミガキ、脚部内面はナデを行う。1561・1562は杯部内外面・

脚部外面をヘラミガキ、脚部内面はナデを行う,この6ち1561は脚部外面に赤彩を行う。

器台(1563・1564)ともに脚部中央付近に円形の透かしをもつ。調整は器面の剥落のため不明。

鉢(1572)A!類に比定できる。外面はハケ、内面はt＼ラナデを行う。

小型壺(1565)D類もしくはE類の口縁部と考える内外面ともヘラミガキの後に赤彩を行う。

壺(1570・一一1571)1570はB類の甕であり、口縁部・体部内外面ともヘラミガキを行う。1571は大型で安

定した底部に長胴の体部がつく。体部外面はヘラミガキ、内面はヘラナデを行う。

甕U566～1569)1566・1567はD3類。ともに口縁部はヨコナデ、体部外面はハケ、内面はヘラナデを

行う。口縁端部の形態は1566は丸く、1567は面をもつ.1568は脚をもつ甕と推測する。口縁部外面・脚部

内外面はハケ、体部内面はヘラナデを行う。1569は甕iの底部であり、外面はハケ、内面はヘラナデを行う。

煤や炭化物は、ほとんど付着しておらず、使用の痕跡が希薄である。

SK2312〔5〕(図版152・278・279)

出土遺物は土師器のみ。遺物の出土量は少なく、器台を1点図示した(1573)。受け部内外面、脚部外面

はヘラミガキ、脚部内面はナデを行う。

SK2110c5)(図版152・279)

出土遺物は土師器のみ。出土量は少ない。器台・甕を図示した。

器台(1574)脚部外面はヘラミガキ、内面はハケを行う。脚部中央付近に円形の透かしが三方から入る。

C類の脚部と考えるが、A2類の可能性もある。

甕(1575～1577)1575はB3類の口縁部であり、端部はわずかに垂下する面をもつ。1577はCl類に比

定でき、口縁端部はわずかに上方に立ち上がる。調整は2点とも口縁部はヨコナデを行う。1577はD類

の口縁部であり、外面がハケ、内面はヘラミガキを行う,

SK134t5〕(図版152・279)

出土遺物は土師器のみで、出土量は少ない。高杯・器台・甕iを1点ずつ図示した。

高杯(1578)C類の脚部と推測する。脚部上半には四方から円形の透かしが入る。杯部内外面と脚部外

面はヘラミガキを行う。内面はナデを行う。

器台(1579)脚部内外面ともナデを行うが、外面はハケが残る。脚部に透かしは入らない可能性が高い。

甕(1580)B3類に比定できる。口縁端部は面をもち、わずかに垂下する。口縁部はヨコナデを行うが、

内外面ともハケが一部に残る。
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包含層・その他の遺物(図版153～155・279～281)

主要遺構出土以外の遺物で、残存度の高いもの、出土数の少ない器種を中心に取り上げる。

器台(1581・一一1588)1581・1582はA1類。ともに受け部内外面・脚部外面にヘラミガキの後赤彩を行う。

1583はA2類の受け部。受け部中位付近と受け部上半に円形の透かしを三方ずつ交互に入れる。受け部内

外面はヘラミガキの後赤彩を行う。1585・1586はA2類の脚部であり、ともに受け部内外面、脚部外面は

ヘラミガキ、内面はナデを行う。このうち1585は脚部中央付近に円形の透かしを三方から入れる。また、

1586は脚部外面・受け部外面に赤彩を行う。1584はB類の器台。脚部上半に段をもつ。受け部内外面・

脚部外面はヘラミガキを行い、内面はナデを行う。1587はC1類、1587はC3類に比定できる。ともに受

け部内外面・脚部外面はヘラミガキの後に赤彩を行う。このうち1587は脚部中央付近に円形の透かしが四

方に入る。1588は受け部から脚部にかけての孔が貫通しないやや特異な形態のものである。

高杯(1589～1595)1589はほぼ完形に近い土器で、A類に比定できる。裾部には円形の透かしが三方に

入る。杯部内外面・脚部外面はヘラミガキ、脚部内面は上半がナデ、下半がヨコナデを行う。1590はA

類の杯部。口縁部下端には2条の擬凹線が巡る。調整は内外面ともヘラミガキの後赤彩を行う。1592はA

類の脚部。脚部上半と裾部の境には段をもつ。調整は外面がヘラミガキ、内面は裾部がハケ、脚部上半が

ナデを行う。1591はB類の脚部であり、外面の調整はは器面の剥落のため不明。内面はハケを行う。

1593はほぼ完形に近い土器である。C類に含めて考えるが、杯底部と口縁部の境に稜を持たず脚部上半に

段をもつやや特異な形態のものであり、東海系の高杯と弥生時代後期以来の在地の高杯の折衷的な特徴を

もつ土器と考える。調整は器面の剥落のため不明。1594はC類。脚部は内湾ぎみにのび、,脚部中央付近

には2個一対の透かしを二方にもつ。脚部外面・杯部内外面はヘラミガキ、内面はナデを行い、ほぼ全面

に赤彩を行う。1595はE2類の脚部。調整は器面の剥落のため不明。内面には粘土紐の巻き上げ痕が残る。

小型壺(1596～1598・1611)1596はE1類、1597はD類。ともに口縁部内外面・体部外面はヘラミガキ

の後赤彩、内面はナデを行う。1598はF類の体部。器面の剥落のため調整は不明。1611はA類の口縁部

であり、口縁部および頸部はヨコナデを行うが、頸部内面にはハケが残る。

甕(1602～1610)1600は小型のB2類であり、口縁端部は面をもち、わずかに上下に拡張し、底部は丸

底となる。口縁部はヨコナデ、体部内外面はハケを行う。1601はD類の口縁部であり、口縁端部は面を

もち、わずかに垂下する。口縁部内外面ともハケを行う。1602～1604は小型のA類であり、いずれも口

縁部はヨコナデを行う。このうち1603は体部内外面ともハケを行う。またユ604は体部上半に棒状工具によ

る刺突が巡るが、体部の調整は内外面とも器面の剥落のため不明。1605・1606はともに口径27cm前後を計

る大型の甕であり、1605はB2類、1606はB3類に比定できる。口縁端部の形態はともに面をもつが、

1606はわずかに垂下する。調整は外面がハケ、内面がヘラナデを行う。1607・1608はC3類。口縁端部は

ともに面をもつ。調整は器面の剥落のため不明。1609はC2類に比定でき、口縁端部は面をもつ。口縁部

はヨコナデ、体部内外面はハケを行う。1610は直線的にのびる口縁部に、球形の体部がつき、底部は安定

した平底となる。口縁部はヨコナデを行うがハケが残る。体部外面はハケ、内面はヘラケズリを行う。胎

土は、砂粒を多く含むもので、本遺跡の一般的なものとは異なる。

壺(1612--1623)1612はC類。頸部には箆状工具による刻みをもつ凸帯が巡る。口縁部内外面・体部外

面はヘラミガキ、体部内面はハケを行う。1613・1615はF2類。このうち1613は口縁部下端には箆状工具

による刻みが巡る。1615は口縁部・頸部がヨコナデ、体部外面がナデ、体部内面はハケを行う。調整は口

縁部・頸部内外面ともヘラミガキの後、赤彩を行う。1614はA類。口縁部・頸部は内外面ともヨコナデ
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を行うがハケが残る。1616はE2類、1617はE1類の口縁部。ともに調整は器面の剥落のため不明。1618・

1619はE2類の口縁部であり、1618は口縁部を上方につまむ、調整は内外面ともヘラミガキの後赤彩を行

う。1619は口縁端部がわずかに垂下する。内外面ともヘラミガキを行う。1620はG類。下膨れの体部に、

比較的細い外反する口縁部がつく。頸部には櫛描文が巡る,口縁部はヨコナデ、体部外面はヘラミガキ、

内面はハケを行う,1621はD類であり口縁端部を上方につまむ.調整は器面の剥落のため不明。1622・

1623はBl類。1622は口縁端部が丸い,口縁部・体部内外面ともヘラミガキを行う。1623は口縁端部に凹

線状の窪みが巡る。口縁部はヨコナデ、体部外面はハケ、体部内面は上半がヘラナデ、下半はハケを行う。

鉢(1624・1625)A1類の鉢を3点図示した、いずれも器面の剥落が著しいが、1624の内面にはハケが

確認できる。

石器(1627)直径約7em。ほぼ球形を呈する一敲打痕が確認できることから叩き石と考える。

D.旧正善寺川の遺物(図版156～17…282～294・

遺物総数は平箱90箱と多く、その内、約IO箱は木製品で残りは土器とわずかな石製品等である、遺物の

時期としては古墳時代から奈良・平安時代でこれらが混在して出土した。

奈良・平安時代(図版156～162・166～170・282--L)S8・292～2941

該期の遺物には須恵器・土師器・石製品・銭貨・木製晶がある。この中で石製品と木製品の1部は、古

墳時代に伴う可能性もあるが明瞭なる時期決定は不可能なため、ここでは一様、奈良・平安時代の中で説

明する,

須恵器(1627～1701)器種には杯蓋・有台杯・無台杯・甕・横瓶・短頸壺・長頸壺等がある。

杯蓋(1627～1637)1627～1629・1637は小型で器高の高いタイプで、8世紀後半から9世紀中葉と考え

られる。ツマミは平坦で、口縁部が屈曲し端部を外反させるもの(1628・1629・1637)と端部をそのまま垂下

させるもの(1627)がある。1628・1629の天井部には回転糸切り痕が残り9世紀前半(今熊窯)に位置付けら

れる。1630・1631・1634・1636は器高の低いもので、ツマミは1634以外平坦である。口縁部は断面三角形

で垂下するもの(1634・1636)と端部で外反させるもの{1631)、そして、大きく内傾するもの(1630)がある。

1632・1633は大型品で8世紀前半に比定されよう、1631・ユ634～1637の内面は磨耗著しく転用硯として使

用しており、1635～1637は墨が付着する。また、1634は漆書・1636は墨書がつくが、前者は欠損部に接し

判読できず、後者は不明瞭であるが「長」の字と思われる。

有台杯(1638～1663)小型のものの中に回転糸切り底のもの(1638～1642)がある。体部と底部の境には明

瞭な稜をもつ。体部の立ち上がりは直線状のものと若干内湾するものU642)がある。高台の作りは色々で、

外側に張り出すもの(1638・1639・1641)や内傾または垂下するものU640・1642・1643)があり、底部の糸切り

痕外周をロクロケズリするもの(1639)もある。いずれも9世紀前半と考えられる。1643・1645・1646は回

転ヘラ切り底である。1643の体部は直線状に立ち上がり、1645・1646は若干開いて立ち上がる。8世紀後

半から9世紀前半であろう。口径15cm前後の大型のもの(1644・1647-・1654)はすべて回転ヘラ切り底で、そ

の後1647～1650・1646はロクロケズリが加わる。いずれも8世紀前半から中葉のものと考えられ、その中

でも体部が開いて立ち上がる1647～1649・1651・1652・1653は古段階のものと考えられ、高台は外反し、

接地面は高台の内側で、外側は稜状に張り出す。1654・1655は身の深いタイプで1654は口縁端部が内傾し、

高台は逆台形で畢下する=また、漆が内面に付着しており、漆入れ容器として使用されたものである。
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1655は器壁が薄く体部は直線状に立ち上がる。体部中位には2本の沈線が回る。1656～1663は墨書土器で

ある。すべて底部外面に書かれており、1666「一部」、1658「万」、1659「大」、1660「大」、1661「大口」、

1662「三」、1663「長」と読める。1658～1660・1662は底部外面に回転糸切り痕を残す。

無台杯(1664--1686)底部回転糸切りのもの(1664--1666・1668・1672・1679)と回転ヘラ切りのものがあ

る。前者は底径が比較的小さく器高が高いものが一般的であるため、9世紀前半から中葉に比定しておき

たい。また、1672は底径が大きいため、その中でも古段階となろう。内外面は比較的滑らかなものが多い

が、1668は内外のロクロ痕が顕著で、器面は磨耗している。9世紀以降の可能性がある。後者は前者に比

べ時期幅がある。1667・1669～1671・1682は9世紀後半以降に出土するもので、器高は低く器壁は薄い。

器面のロクロ痕は顕著で、1669は口縁部を内傾させ、口縁部内面は肥大し体部との境は沈線状にくぼむ。

また、1671の器面には黒色の溶解物がみられる。1676・1678・1683・1686は丸底で、身が深く口縁部を外

反させるもの(1678・1683)と、内湾ぎみに直上させるもの(1676・1686)がある。1678・1683・1686は長石の

細粒を多く含み似た胎土である。時期は8世紀初頭と考えておきたい。1673～1675・1679は広い底部が、

若干丸底ぎみになり体部はあまり開かず立ち上がる。時期的には8世紀中葉から後半の資料と考えられる。

1680は器面にロクロ痕が顕著に残り大きく開いて立ち上がる。9世紀前半と考えたい。その他、墨書土器

q679～1682・1684・1685)が出土している。1680は「秦」、1681「嶋人」、1685「嶋」と読める。また、1683

は底部外面に「×」のヘラ記号が付く。

甕(1687～1691・1699～1701)1687の口縁部は大きく外反し、端部は外側斜め下方に大きく引き伸ばされ

る。口唇部は広く平坦である。端部の下位には断面三角形の隆帯が明瞭で、その下位に波状文が2段つけ

られる。1688や1689も基本的には同じ口縁部形態をもつが1689のように波状文の下位に沈線を回し区画す

る手法もある。3点とも胴部内面は同心円文の当て具痕が残る。また、1687の外面は不明瞭な平行線文で

ある。以上は、口縁部形態が特異で、富山県古沢窯〔林1988、宇野ほか1989〕の灰原表採品の中に近似資料が

あり、今のところ時期的には8世紀後半から9世紀後半と幅をもたせたい。1690は器面が赤褐色を呈し、

焼成時に酸素の供給があったものであるが、器形は須恵器である。口縁部は短くほぼ直上し、口唇部は丸

く仕上げ、端部は外側に若干のばす。口は広くなで肩で器高は低い。底部は広い平底でいびつであるが凸

部に限ってケズられる。また、胴部下半もケズられる。胴部外面は平行タタキ、内面は円形の当て具痕が

つく。9世紀中葉から後半に位置付けておきたい。1700は若干外傾する長い口縁部をもち、口縁部上半で

外側に一度折り曲げ、さらに端部に至って外方に大きく屈曲させる。1701の大きく開いた口縁部は端部に

至って平坦となり、内面に小さなかえしをもつ。外面はハケの後、ナデられる。1691は体部上半に最大幅

をもち底部は丸底である。口縁部は外反して立ち上がり、端部外面の中央は沈線状にくぼむ。1699も同様

な作りで、体部は極めて薄い。

横瓶(1692)口縁部は外側に直線状に立ち上がり、端部は平坦である。体部は、カキ目を施した後、深

い平行タタキを施す。口縁部から体部上半にかけては自然粕がつく。

長頸壺(1693・1694・1696)1693の色調は赤褐色を呈し、肩部の屈曲は著しい。底部は回転糸切り、体部

下半はケズられる。1694は底部破片で、高台接地部は細く垂下する。1696は頸部上位に沈線がつけられる。

長頸瓶(1697)口縁端部は上方につまみ上げられ、外面には若干くぼんだ面をもつ。9世紀後半と考え

られる。

短頸壺q695)口縁部は若干内傾して立ち上がり、端部は丸く仕上げられる。体部の傾きからして、体

部上半が、それほど張らない。
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4.遺物各説

肩衝壺(1698)口縁部は外反し、端部は若干つまみ上げられ外面には面をもつ。体部上半で肩が張る。

内外面ともロクロナデである。

土師器U702～1749)器種には杯蓋・椀・杯・鉢・黒色土器・小甕・長甕・鍋・甑等があるc]

蓋(1702}内外面とも赤彩され、口縁端部は平坦で若干外方につまみ出す。ここでは蓋として扱ってい

るが、天地逆となり高杯の可能性もある。

無台椀(1703～1717・1719・1721～1724・1734～1743)底{釜が小さ(身の深いもの(1703～1709・1716・1717・

1719・1721～1724・1734--1737・174⊂〕～1743)と、底径が広く器高の低いもの(1710・1711・1713～1715)がある。

前者の内面は平滑で、内面または外面に単位の明瞭なミガキ風の調整を施すもの(1722・1723・1724・1734・

1736・1740)もある。また、体部下半にケズリを施tものq716・1717・1721・1722・1740)があり1721は底部

回転糸切り後、その部分に対してもケズられる後者ク)内面も比較的平滑で、前者に比べ杯の器形に似る

ことから、古段階の可能性がある。また、内外の口縁部/寸近に煤が付着するもの(1706・1709・1710・1714・

1717・1737)があり、灯明として使用された可能性がある

杯{1718・1720)1718は低い底部から体部は大きく開くこヒなく立ち上がる。1720は酸化焔焼成される

が、胎土には大型の礫を含み、形態も緩い丸底を呈し須恵器に近似する。8世紀初頭と思われる=

鉢(1725)体部の器壁は厚く、端部は細く仕上げられる.内面は平滑で外面にはミガキ風の調整が施さ

れる。内面の体部上半には煤と思われる付着物がみられる一

黒色土器(1726～1732)すべて無台である。暗文がつくものはなく内面はミガキで黒色処理するもの

 (1726・ユ727・1729・1731・1732)と底部内面だけをミガキ、体部はナデのまま黒色処理するもの(1728・173ω

がある。1731は丸底で体部下半から底部にかけてケズられる、

墨書土器(1732・1734～1743)1735は「上」、1736は「大」、1737は「西」、1742は「工」、1739は「麻呂」

と読める。また、1739には墨書位置と同じ底部外面に㌧」のヘラ記号がつく。

小甕(1745・1746)1746の口縁部は開いて立ち上が:)端部を丸くおさめる。最大径は、体部上半にあり

底径は小さく回転糸切りによっている。これに対し、1745の口縁端部は若干、上方につまみ上げ、外面に

比較的明瞭な面をもつ。また、底径は大きく、ケズられるがいびつである。そして、体部中位から下位の

広い範囲に荒いケズリが施される。このタイプの酷似品はSDl'4E]の5層(緑黒土)より出土しているため

11世紀前半の可能性がある。

甕(1748)胴の張らないタイプで、開いた口縁部は内湾して立ち上がり、端部は細く上方につまみ上げ

られる。

鍋(1749)身の深い鍋である。口縁端部は上方につまみ上げられる。内面は荒いカキ目が顕著で、体部

外面は荒くケズられ、一面に煤が付着する。

甑(1747)長胴甕に比べ器壁が厚く焼成も良い、また、体部内外に見られる調整はハケで、径1.3em程

の穴が開けられる。穴は2箇所1対の可能性あり、内面の口縁部から体部にかけて煤が付着することから、

甑でない可能性があるが、金屋遺跡〔山本1985〕出土のものに似るため、ここでは甑として取り上げた

石製品(1843～1845)3点図化した。1843は扁平礫の片側縁に切り込み状の加工をもつ。また、上端には

敲打による挟り部がつく。浮きと考えられ石質は凝灰岩で重量は非常に軽い。1844は安山岩製の大型扁平

礫で一部に磨面をもつ。石皿または作業台と考えられる。1845は軟質の砂岩であるが焼けて赤褐色を呈す

る。おそらく古墳時代後期のカマドの芯と考えられる。

木製品q846～1871田工'1・底板・曲物・柱材等が出土している。
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       重量(9)法量(mm)       外縁内縁厚さ

       外径内径外径内径外縁文字面

       1.5424.4521.057.86.91,1250.8

第3表和同開称の法量

A

耀D

C

 幽、

*銭貨の各部測点については以下の通りである。

外縁外径C-Ca吉Cb外縁内径・-ga吉gb

内郭外径・-Na吉Nb外縁内径・-na吉nb

外縁厚T-A+B吉C+D文緬厚・-a+b去c+d

b

計測法(村上1991による)

 蟷》礁〉
第42図和同開称拓影(1:1)

EEI舟(1846)船槽はくりぬいて作られる。船底は平坦で加工は荒い。

底板(1847～1856)曲物・桶それぞれの底板が含まれる。大きさも色々である。1847～1850は内面外周

に段をもつ樺i皮結合曲物で1848・1849には樺皮が残る。1851は同じく外周に段をもつが、外面から段に沿っ

て木釘が打たれる。1853・1856は外周に木釘または、釘穴をもつ釘結合の底板である。1852は大型の底板

で、かなり腐蝕が進んでいるが片面に黒色の付着物が部分的に残る。1855は樺結合の曲物底板で外周に段

をもたない。1854は両端が削られ湾曲することから曲物の底板と考えられる。図の右側縁近くには樺i皮の

通し穴がみられる。

曲物(1857・1858)両者とも側板で1857は底板または蓋板への木釘結合の穴がみられる。また、ケビキ

が片面に付く。1858はケビキがみられない。

柱材(1868・1871)端部に方形のホゾ穴をもつ。1868の上端は腐蝕しているが、おそらく丸く仕上げら

れたと思われる。1871は細長く横断面は三角形で、ホゾ穴付近に一部方形の工具痕がみられる。

杭(1866・1867)丸木の端部を削って尖頭状に仕上げている。

その他(1859～1865・1869・1870)1863・1865・1869・1870は柱材または杭と考えられるもので、1869は

横断面方形で柱材の一部と思われる。また、1865・1869の表面には方形で大型の工具痕が残る。1864は半

戴した丸木の両端に荒く刻みを入れ、切断したものである。1861は厚手の棒状板材の片側縁に小さな挟り
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が4箇所つけられる。また、上端の片面は炭化している。1862は横断面楕円形に削られた棒状のもので、

下端は丸く仕上げられる。1859は立方体で、多くの面に工具痕が見られることから何らかの素材の可能性

がある,1860は荒い削りにより三日月状に加工され、図の右側縁には段をもつ、上端は欠損しており、か

なり大型品となる。

銭貨〔第42図115D9区の河床近くの砂利層から出土した一和同開弥」である。表面はかなり腐蝕が進

んでいるが、文字はしっかり読み取ることができる・開∫)字は「閣」で器厚は薄く重量は1.45gである。

古墳時代後期(図版162・163・289・290/

旧正善寺川出土の古墳時代後期の遺物には須恵器・土緬器・土製品がある。

須恵器(1751～1753)1751は杯H蓋。天井部外面はロクコテズリを行う。口縁端部は丸い。1752は腿。

頸部上半に棒状工具による縦位の沈線、体部中位と頸部中位には櫛状工具による列点が巡る。体部下半は

ロクロケズリを行う一1192(包含層出土)と胎土・色調・調整が類似し、同一個体の可能性がある,1753は

短頸壺,口縁端部は内傾する面をもつ。肩部には沈線が⊥条巡る.体部外面下半は平行叩き、内面はロク

ロナデを行うが、同心円の当て具痕が一部に残る。底部は丸底となり、外面には杯の重ね焼き痕が残る。

土師器(1754～1762・1770～1778)杯・高杯・壺・甕・甑を図示した。

杯(1754～1760)1754はA2類。口縁部はヨコナデ、体部外面はヘラミガキ、体部内面はナデの後黒色

処理を行う。1755・1756はC類。ともに内外面ともヘラミカキを行うが、内面に黒色処理をする1755と、

行わない1756がある。1757～1759はE類、1759は内外面ともハケ、1757・1758は内外面ともヘラミガキ

を行う。1758は内面に黒色処理を行うが、1757は黒色処理を行わない。1760はE2類。内外面ともヘラミ

ガキを行い、黒色処理は行わない:

高杯〔1761)内湾する体部に、外反気味にのびる口縁部がつくB1類の高杯。内外面ともヘラミガキを

行い、内面は黒色処理を行う。

壺(1762・1763)1762は倒卵型の体部に直線的にのびる口縁部がつく小型の壺。外面はヘラミガキ、内

面はハケを行う。体部下半には煤が付着する、、1763は偏球型の体部に外反する口縁部がつく。外面はヘラ

ミガキ、内面はナデを行う。

甕(1770～1776)1770～1772はA3類の大型の甕、17707)口縁端部は丸いが、1771・1772は口縁端部に

面をもつ。3点とも口縁部はヨコナデ、体部は内外面ともハケを行う.いずれも甑の可能性がある。1773

もA3類の甕。1770～1772と比較すると体部に張llがある,口縁部はヨコナデ、体部内面はヘラナデの後

一部にハケを施す。また底部外面には籾の圧痕がつく1774はA4類。体部外面にはハケ、内面はナデを

行う。1775はAl類の小型の甕。内面は左上がi)のヘラケズリを行う。1776はA2類。体部外面はハケ、

内面はヘラナデを行う。

甑(1777・1778)1777はAl類。口縁部はヨコナデ、体部内外面はハケを行う。1778はA2類。口縁部

はヨコナデを行い、頸部には段がつく。体部外面はヘラケズリ、内面はハケを行う。

土製品(1764--1769)土製品には手つくね土器、支脚、カマドの芯材がある。

手つくね土器(1764～1767)1764・1765は椀型を呈する。このうち1764は内外面に指頭圧痕がつくが、

1765は外面はヨコナデを行い、内面のみ指頭圧痕がつく。1766は箱型を呈し、内外面ともヨコナデを行う。

1764は壷型を呈し、口縁部はヨコナデ、体部内外面には指頭圧痕が残る。

支脚176ト中実,Dカマドの支脚。全長約5cnlを計り、一般的なカマドの支脚に比べかな:)短い
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カマドの芯(1769)内外面ともハケを行うが、内面には粘土紐:の巻き上げ痕が残る。

古墳時代前期(図版163～166・290～292)

古墳時代前期の遺物は土師器のみである。

高杯(1779～1786)1779・1780・1786はC類。1779は杯底部と口縁部の境に、明確な稜をもち脚部は外

反して広がる。杯部内外面・脚部外面をヘラミガキの後に赤彩する。1780は1779に比べ脚部の外反の度合

いが小さい。脚部外面は赤彩する。2点とも脚部中位付近に円形の透かしが四方に入る。1786は1779・

1780と比較すると小型である。脚部は外反して広がるが、透かしは持たない。赤く発色する胎土を使用す

る。1781～1983はE類。1781は杯底部と口縁部の境の屈曲が明確でなく、E類のなかでも古相を呈する。

調整は内外面ともヘラミガキを行う。1782・1783は脚部であり、裾部の屈曲の大きい1782と小さい1783が

ある。1784・1785は中実の脚部をもつ。1784は外反する裾部をもち、脚外面はヘラミガキを行う。1785は

杯部内面を赤彩する。

器台(1787～ユ798)1787～1789はA2類。1787は受け部下位と上位に円形の透かしが交互に入る。口縁

端部は面をもち、内外面ともヘラミガキの後、赤彩をする。1788はA2類の脚部と推測する。外面はヘラ

ミガキの後赤彩、中位には三方に透かしがある。1789は口縁部が上方に短く屈曲する。口縁部には3個一

対の棒状浮文がつき、中央の凸帯を挟んで、上下に円形の小さな列点が巡る。1790～1798はC類。1790・

1791・1793・1795は、外側への開きが小さく深い受け部をもつ。1790・1791は受け部内外面・脚部外面に

ヘラミガキを行うが、1794・1795は器面の剥落のため調整は不明。1792・1796・1798は外側に大きく開く

浅い受け部をもつ。調整は、1792が受け部内外面・脚部外面にヘラミガキを行うが、他の2点は器面の剥

落のため調整は不明。これらのうち、1796は三方、1797は四方に円形の透かしをもつ。また1793・1796は

榿に発色する胎土を使用する。

鉢(1799～1801・1842)1799は「く」字状に内側に短く屈曲する口縁部をもつ。底部は大型であり、底部

内外面ともナデを行う。1800は内湾する体部が口縁部でわずかに屈曲する。底部は小型の平底である。調

整は外面はヘラミガキ、内面はナデ。器壁は薄手である。1801は偏球形の体部をもち、頸部の締まりは弱

い。底部は丸底となる。外面はヘラミガキ、内面はナデを行う。1842はA1類。調整は器面の剥落のため

不明。

小型壷Q802～1808)1802・1803はC類。1802は内外面ともヘラミガキを行う。1803は外面にヘラミガキ、

内面はナデを行う。1804はD類。調整は器面の剥落のため不明。1805～1807はE類。口縁部が直線的に

のびる1805と、外傾する1806・1807がある。1805は口縁部内外面ともヘラミガキを行う。1806は二重口縁

の小型の壺。調整は器面の剥落のため不明。1807は口縁部内外面・体部外面にヘラミガキの後赤彩、体部

内面はハケを行う。また体部外面下半には煤が付着する。1808は器面の剥落のため調整は不明。榿に発色

する胎土を用いる。

壺(1809～1823・1825・1841)1809～1812はF1類。1809～1811は頸部が筒状にのびる。このうち1809・

1810は口縁部に2個一対の棒状浮文を貼り付ける。1811は頸部に箆状工具による刻みをもつ凸帯が巡る。

1812は箆状工具による刻みをもつ2個一対の棒状浮文が口縁部につく。1813は断面三角形の口縁部をもつ

F2類の壺。口縁部から頸部にかけて「く」字状に屈曲し、頸部には箆状工具による刻みのある凸帯が巡

る。1814～1817は有段口縁をもつA類の壷。4点とも口縁部から頸部内面の屈曲は明瞭でない。1815は

内外面ともヘラミガキを行うが、1814・1816・1817は器面の剥落のため調整は不明。1818・1819は内側に
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屈曲する有陵口縁をもつ。九州地方東部および、瀬戸内西部に類例が多い。1820はB2類。口縁部上半は

ヨコナデ、体部外面はヘラミガキ、体部内面はヘラナデを行うt:1821は口縁部が上方に短くのびるC類。

調整は器面の剥落のため不明。1822はE類。頸部は細く長い。口縁部・頸部外面・口縁部内面はヘラミ

ガキの後、赤彩を行う,1823は直線的に上方にのびた口縁部が途中で外側に屈曲する。口縁部上端と下端

には箆状工具による刻みが入る。外面はヘラミガキの後赤彩、内面の調整は器面の剥落のため不明。1825

は体部外面にヘラミガキを行うことから壺と考えた。内面はハケを行うが、粘土紐の接合痕が残る。1841

はB1類,口縁端部は丸い。調整は器面の剥落のため不明だが体部内面上半には指頭圧痕が残る、

甕q824・1826～1840)1824は口縁部が「く」字に屈曲する甕,一般的な古墳時代前期の甕と比較すると

胎土が精良である。古墳時代後期もしくは奈良・平安時代に遡る可能性がある。1826・1827はA類。

1826は口縁部に擬凹線を施すが、1827は施さない一調整はともに器面の剥落のため不明。1828はB2類。

口縁端部は上方につまむ。調整は器面の剥落のため不明一1829～1832はF類。1830は体部内面をナデ、

1831は体部外面をハケ、内面にナデを行うが、1829・1832は器面の剥落のため調整は不明。1833はB2類。

口縁端部は丸い。体部外面はハケ、内面はヘラナデを行う.1837・1838もB2類であるが、1833に比べ口

縁部が長い。口縁端部は2点とも面をもつ。1837の体部は内外面ともハケ、1838は口縁部・体部外面はヘ

ラミガキ、体部内面はハケを行っており、壺として分類すべきかもしれない。1834・1835はC1類。とも

に口縁端部は丸い。1834は体部外面がハケ、体部内面が・'・ラナデ、1835は体部内外面ともハケを行う。

1836はB3類。口縁端部は丸い。1839・1840はD類=2点とも口縁部外面にハケが残る。1841は褐色を

呈し、使用する胎土が一般的な甕のものとは異なる、
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第V章 自然科学分析

一之口遺跡東地区から出土した木質遺物
および種実遺体の同定

パリノ・サーヴェイ株式会社

A.はじめに

一之口遺跡は、高田平野西縁部の関川左岸に位置する。高田平野西縁部の頸城山地に接する地域には、

愛の風および平山の洪積台地が分布し、沖積地には沖積段丘が形成されている〔赤羽・加藤1989〕。また、

頸城山地からこれらの洪積台地を開析して東流する小河川は、平野部に小規模な複合扇状地を形成する。

一之口遺跡は、扇状地の南縁を東流する正善寺川に接する沖積段丘上から扇状地にかけて立地している。

本遺跡では、これまでの発掘調査により古墳時代前・中期、古墳時代後期、奈良・平安時代の集落や畠・

水田等が検出されている〔新潟県教育庁文化行政課1985〕。検出された遺構のうち、溝や正善寺川の旧河道等

からは多量の遺物が出土している。また、竪穴住居の中には炭化材が検出されたものもある。遺跡内では

井戸も多く検出され、中には炭化した種実遺体が出土したものもある。

今回の分析調査では、以下のような課題を設定し、木質遺物については材同定を、種実遺体については

種実遺体同定を実施した。

(1)木製品の用材を知る

溝・旧河道・井戸から出土した木器類の材同定を行い、本遺跡における過去の用材選択の特徴およびそ

の時期的変遷を把握する。

(2)建築部材の用材を知る

住居から出土した柱根および炭化材について材同定を行い、建築部材に使用された木材の種類を知る。

(3)種実遺体の種類を知る

井戸から検出された種実遺体について同定を行い、その種類を知る。また、これらの種実遺体が井戸か

ら検出された背景について考える。

B.試 料

(1)木製品の用材

試料は、溝・旧河道・井戸から検出された木製品179点である。なお、旧正善寺川から出土した建築部

材とされる2点は、分類上建築部材に含める。木製品が出土した遺構の時代および各木製品の用途等は、
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表4～6に示した。

(2}建築部材の用材

試料は、4棟の住居(SI16t"〕・791s〕・10414E)・ll3'・および旧正善寺川から出土した試料15点である。こ

のうち、SIl(⊃4・ll3から出土した試料は、丸木の柱根で生木の状態で出土した。一方、SI16`「't・79151か

ら出土した試料はいずれも炭化材で、部位等の詳細は不明である。なお、試料の時代は、住居が古墳時代

後期、旧正善寺川が古墳時代前期から平安時代ql)世紀1とされている。

⑭種実遺体の種類

試料は、平安時代から中世にかけて構築された井戸内から検出したものが多い。これらはいずれも覆土

の中位から検出されており、儀礼に伴うものであることも示唆される。試料は、全部で58ケースあるため、

便宜上当社にて番号を付した。各試料の時代性や出土層位などについては、結果とあわせて表7・8に示

す、、

C。方

去ミ

(1)材同定

剃刀の刃を用いて、試料の木口横断面F■柾目(放射断面・板目(接線断面)の3断面の徒手切片を作製し、

ガム・クロラール(抱水クロラー1いアラピアゴム粉末・グリセTJン・蒸留水の混合液)で封入し、プレパラート

を作製した。作製したプレパラートは、生物顕微鏡で観察・同定した。

炭化材は、試料を乾燥した後、木口(横断面・柾目ゲ謝断面)・板目腰線断面)の割断面を作製し、走査

型電子顕微鏡(無蒸着・反射電子検出型)を用いて観察・同定した。

(2)種実遺体同定

肉眼あるいは双眼実体顕微鏡を用いて、試料形態的特徴から種類を同定した。

D.結 果

(1)材同定

同定結果を表4～6に示す。試料の中には、保存が良好ではなく同定できなかったものが18点あった。

その他の試料は、14種類に同定された。各種類の主な解剖学的特徴や現生種の一般的な性質を以下に記す。

なお、学名・和名は、主として「原色日本植物図鑑木本編<1・II>」〔北村・村田1971・1979〕にしたがい、

一般的な性質については、「木の事典第1巻～第17巻」〔平井1979・1982〕も参考にした。

 ・スギ(C,ψ0731ρ磁紳01ZL6α(L.f.)D.Don)スギ科

試料番号:SD603qD}No.7,12,14-2,14-3,28-4,28-5,32;SE605〔4D)No.6-1,6-3,

6-5,22-1～6;SE606t4D[No.16;SE611qDINo.44;SE612c4D)No.42;SE61S`4D)

No.24,26-1;SE619c4D[No.19,25-1,25-2;SE629c4D〕No.30-2,30-4;SD1'c4E]

1曽N・,.3,18-1,18-2,39-1,46,61,66-2,77-1,77一二2,79.88一ユ,88
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一2;SDr旧2層No.4,5,16-1,16-3,16-4,17,19-1,21,22,26-1～

5,27,30-1,30-2,34,36,40-2,49-1,49-2,51-1・2,51-3,53,56,

67,68,70,81,82-1,84,85,86-1,91,98,実測図No.7,22,23,25,26,27,

櫛;SD1't'1E)5層No.15,24-1,24-2,28,43-1,44,45,71-1,72-1,78-1,

90-2,121,122,実測図No.12,24;旧正善寺川No.1,3,4,5-1,5-4,35,

36,lll,120,4682.

早材部から晩材部への移行はやや急で、晩材部の幅は比較的広く、年輪界は明瞭。樹脂細胞はほぼ晩材

部に限って認められ、樹脂道はない。放射仮道管はなく、放射柔細胞の壁は滑らか、分野壁孔はスギ型で

2～4個。放射組織は単列、1～15細胞高。

スギは、本州・四国・九州に自生する常緑高木で、また各地で植栽・植林される。国内では植林面積第

一位の重要樹種であり、長寿の木としても知られる。材は軽軟で割裂性は大きく、加工は容易、保存性は

中程度である。建築・土木・樽桶類・舟材など各種の用途がある。

 ・ヒノキ属の一種(Chαmaec.vPαrissp.)ヒノキ科

試料番号:SE60514D,No.18側板,18底板;SD1't4El1層No,29-2,39-2;SD1'f'iE,5層No.41,

実測図No.14～18;旧正善寺川No.2,9,29.

早材部から晩材部への移行は緩やか～やや急で、晩材部の幅は狭く、年輪界は明瞭。樹脂細胞は晩材部

に限って認められ、樹脂道はない。放射仮道管はなく、放射柔細胞の壁は滑らか、分野壁孔はヒノキ型で

1～4個。放射組織は単列、1～15細胞高。

ヒノキ属には、ヒノキ(.Chaniaec.vParisobtitsa(SiebetZuce.)Endlcher)とサワラ(C.pisCfc・i'(t(Sieb.etZucc)

Endlcher)の2種がある。ヒノキは本州(福島県以南)・四国・九州に分布し、また各地で植栽される常緑高

木で、国内ではスギに次ぐ植林面積を持つ重要樹種である。材はやや軽軟で加工は容易、割裂性は大きい

が、強度・保存性は高い。建築・器具材など各種の用途が知られている。サワラは本州(岩手県以南)・九

州に自生し、また植栽される高木で多くの園芸品種がある。材は軽軟で割裂性は大きく、加工も容易、強

度的にはヒノキに劣るが耐水性が高いため、樽や桶にするほか各種の用途がある。

・ヤナギ属の一種(Salixsp.)ヤナギ科

試料番号:SD1'(」E[5層No.6;SIl6③.

散孔材で、道管は年輪全体にほぼ一様に分布するが年輪界付近でやや管径を減少させる。管壁厚は中庸

で、横断面では楕円形～やや角張った楕円形、単独および2～3個が複合する。単穿孔を有し、壁孔は交

互状に配列、放射組織との問では網目状となる。放射組織は異性、単列、1～15細胞高。柔組織は随伴散

在状およびターミナル状。年輪界は明瞭～やや不明瞭。

ヤナギ属は国内に約40種が知られ、種間雑種も多く、分類の困難な植物群である。属としては全国に分

布し、時に植栽される落葉低木または高木である。ヤナギというと、水辺に生育するネコヤナギ(∫曲、

 g'i'aci・1・ist.,larvlaquel)べ・シダレヤナギ(S.～・αZ卿111・αLver.Lavalle-iD・de)を連想することが多いが、バッコヤナギ

(S.1・akk・Kinlura)、ノヤナギ(S.sltb・pp・sitarvliquel)などのように乾燥した立地に生育するものや、シライヤナ

ギ(S.sltir・ziiSeemen)、コマイワヤナギ(S.i'itpCfragaK・idzumi)のように岩場に生育するものもある。材は一般

に軽軟で、割裂性が大きく、保存性は低い。大径木が少ないため小細工物にする程度で、特に重要な用途

は知られていない。樹皮を各種の用途に用いるものもある。
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       試料
       用途など種類名

       遺構名時代試料番号報告書番号

       761下駄スギ
       一一一一一一一一一一一一1一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一1一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一-四一一一一一一一一一一一一一一一一一

       862用途不明ハンノキ属の一種
       罰一一一一一一-囮一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一1r-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一回四n一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

       1268曲物底板スギ
       一一一一一一一一一一一一一一一一一1-一一一一一一一一一一一一一一一一一.一一一一一一一一一一一一一一一一一_r1--r-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一.一一一一一一一一一一一一一一

       14-1-一一一一一一一囮一了一一一一一一一一一一う旦.一一一一一1-一⊇至1涯一一一広葉樹(散孔材!-一一一一一一一一_一一一一一.一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一r
       14-267扇子スギ

       一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一1-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一囮一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

       SD603`P平安時代14-37∩用途不明スギ
       一一一一一一一一一一一一一一一一一1-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一_一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一1-一一一一一一一一一一一一

       23-271用途不明ニレ科の一種
       一一一一一一一一一nr-一一一一L-■一一一一一一一一一■一一一一一一一1一一一一一11一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一回"一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

       28-466肩子スギ
       一一一一一一一一一一一一一n一一一一一一一一.一一一一一一一一一一一r-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

       28-564火讃俸?スギ
       一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一1.一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一1-n-一一一一一一一一一一一

       3263曲物蓋板スギ
       1一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一n-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一■一一一一

       5160下駄クリ

       6-1lOO脚スギ
       一一一1'一一一一一一一一一一一一一一一一一一一.一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一r-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一1-一一一一一一一

       6-289紡輪クリ
       :r-一一一一一一一一囮一1一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一幽一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一回一-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

       6-399用途不明スギ

       1一一一一一一一一一一一一一一6-5四『r四一96'一'"薯'''''''''''''"匿一『'一一__一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一--一一一一一一一一一一一一一一一一スギ
       一一一一凹一一一一一一一一一一一一一一一一一一一四一一.一.一一一一一回一一一一一一一一一一一一一__■一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一"一一一一一一一一一一一一

       18側板90曲牧1柄杓17)f則牛反ヒノキ属の一種

       一一一一一一一一一一一一凹一18底板一一一一一一一一一一一一旧一一1-一一一一一一一一一一一一一一g〔}曲物柄杓の底板一一一一一一一一一一一一一一旧一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ヒノキ属の一種
       一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一_n-一一一一一一凹一一一一一一一一一一一一一一一一一1111-一一一一

       SE60541'中世22-198箸スギ
       一回一一一"一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一回一一一一一.一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

       22-297箸スギ
       一-一国n-一一一一一一一一一一一一一一''''"∠4'-r-'一一'一一一一一一一一一一一一一一一一一一"回一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一旧一一

       22-3931者スギ
       一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一匿一一.一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一回一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一-一四一一"一一一一

       22-4-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一創5-一一一.薩一一一一一一一一一一スギー一一一一一一一rr-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一1-一一一一一一一
       22-592-L箸スギ

       一一一一一一一一一一一一一一一一一一一'『一『一一一一一一点'.'''''''''''"一'一一一一一一一一1-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一"n-一一一一一一一一一一一

       22-6941者スギ
       一一一幽一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一1-一一一一一一一一一一一一一r11-1-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

       4888椀広葉樹(散孔材)

       SE606山平安時代1681用途不明スギ

       SE629〔川平安時代30-2-一一一一一一一一一一一一一30-483i箸一一一"一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一S2曲物蓋仮スギ■旧一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一囮四一一一一一一一一一一一一一一一一スギ
       15-一一一一一一一一一一一一一108用途不明一一一一一一「.一一一一一一一.一一一一一一一一一一一一一一一一コナラ属コナラ亜属コナラ節の二種一一一一一一囮了一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一四1
       19lo7底恢スギ

       一一一一一一一一一回囮一一一一一一一一一一一一一■.一一一■一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一『一1-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

       SE619qD1平安時代20lO6コモヅチ広葉樹(散孔材)
       一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一..一一一一一一一一一一一一一一一一一一一__一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

       25-1109曲物スギ
       一一一一一一一回一nn-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一.一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一旧1-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一「1-一一

       25-2110曲物?スギ

       SE615qD}平安時代24-一一一一一一一一一一一一一26-1127柄一一一一一一一一一一.一一一一一一一一一一一一一一"一一1-一一一一126用途不明スギー一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一1-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一スギ
       SE612qD'平安時代42134用途不明スギ

       SE611【4Dl平安時代44135曲物蓋板スギ

       SD645qD)古墳時代後期496781杭クリ

       3199底板スギ
       一一一一一一四一一一一一一一一一一一一一一一一一一.一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一11-一一一一一一一一凹一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

       6192用途不明クリ
       一一一一一一一一一回"r-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一「.一一一旧旧一1-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一囮一一一一一一一一一一一一凹一一一一一一一一一一一一一一一一

       18-1190用途不明スギ
       一一一一一一一一一一一一一一一一一一一旧一一一一一一一.幽一一一一一一一一一一1-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一-一一回囮一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

       18-2191用途不明スギ
       一一一一一旧一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一「一一一一一一一一一一一一一一一一一一一n-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一回一n一一一一一一一一一一一一一一一一

       29-11981素材コナラ属コナラ亜属コナラ節の一種
       一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一.一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一n11-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

       29-2189用途不明ヒノキ属の一種
       一一一一一一一一一一一一一一_1r-一一一一一一一一一一一一一一一一.一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一旧一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一11-一一一

       31-2-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一↓i坦一一一一一一…一.用塗玉明一__一一一一一クリー一一一一一一_1-一一一一一一凹一一一一一一一一一一一一一一1-一一一一一一一一一一一
       39-1187火鐙捧?スギ

       一一一一一一一一一一一一一一一一n-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一1-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一_一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一旧1-一一一

       SD1'[4E[平安時代39-2-一一一一一一一一一一一一一一一_一随一一一一一一1一用塗玉明一_一一一一一_ヒノキ属の一種一一一一一一一一一一一一一一一一1-一一一一一一一一一一一一一一一一一一"-n-一一一一一
       1層灰色土(ll世紀)46-一一一一一一一一一一一一一202底板一一一一1-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一スギー一一一一一一一一一一一一一r-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一囮匿"-1-一一一

       61-一一一一一一一一一一一一一197用途不明一一_一一一一一一一一一一一一一1-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一スギー一一一一一一一一一一一旧囮一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一1
       631961用途不明広葉樹(還孔材)

       一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一回一一1『回一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一回一一1一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一回

       66-2194用途不明スギ
       一一一一一一一一一一囮『一一一一一一一一一一一一一一一一一一一四一n--1-一一一一一凹一一一一一一一一一一一一一一一一n一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一四1一一一一一一一

       77-1193用途不明スギ
       一一一一一一一一一一一一一一一1-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一回口1一了一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

       77-22QO底仮スギ
       一一一一一一一一一一一一一一一一一一一1一一一一幽幽一一一一一一一一一一一一一一四旧n-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一『一四一"1-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

       79201底模スギ
       一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一..一一一一匿一一一一一一一一一一一一一一一一四一一一一'一一一一一一一一一一一一一一一一一一一囮一一一一一一一一一一一

       88-1186用途不明スギ
       一一一一一一一回一一一一凹一一一一一一一一一一一「■111-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一r-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一回四一一一一一一一一一一一一

       88-2185火蹟板スギ
       一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一--1-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一■四1-一一一一一凹一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

       104184有台皿ニレ科の一種

       1-2352コモヅチ広葉樹(散孔材)
       一ρ■一一一一一一一一一一一一一一一一-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一■一一一一,一一一一一一一一一一一一一一一一一一1-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

       1-3-一一一一一一一一一一一一旧1不明一一一一一一一一一一一一一一1-一一一一一一一一一一一__一一一一一一一一一一広葉樹一一一一一一一一一一一一了一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一四
       43361曲物底板スギ

       一一一一一一一一一一一一1一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一-一一一一一一一一凹凹一一一一一一一一一一一一一一一一一一一囮一一一一一

       5312剣先?スギ
       一一一一一一一一一一一一一囮一一一一一一一一一一.一一一一一一一一一一一一一一■1-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

       SDl'14D平安時代16-1凹一一一一一一一一一一一一一333-一一一1-一一一一.一一一.曲物底板一一一一一一一一一一一一-1n-1-一一一一一一スギー一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一1-n1-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
       2層黒色土(11世紀)16-3-一一一一一一一一一一一一一313-11-一一一一一一一一一一一斎串一一一一一一一一一一一一"一一一一一一一一一一一スギー一一一一一一一一一一一一一一一一一四n一11旧一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

       16-4330用途不明スギ
       一一一一一回一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一n-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一"一一1-一一一凹一一一一凹一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

       17357杓子スギ

       一一一一一一一一一一一一一一19-1一一一一一一一一一一一一一一一一314一'二一み"一'一一一一一一一一一一一一一一扇士一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一旧一一一一スギ1
       一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一1n-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一囮一"囮一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一回一一一一一一一

       19-3303皿ケヤキ

第4表材同定結果(1)
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V自然科学分析

         法量計測は最大値()は欠損備考
         長18.6幅9.3高3.0
         一一径(24.9)一一一厚2.4一一一一一一一一一一一一一一一一一
         一一径12.0一一一一厚L2一一一一一一一一一一一一一一一一一
         一一一長14.1一一一一径3.9一一一一一一一一一一一一一一一一一
         一一一長(19.2)一一一幅2.1一一旧一一一一厚0.4一一一一一一一一一一
         一一長(18.9)一一一幅2.7一一一一一厚2.1一一一一一一一一一一一一
         一長21.0一幅5.3一一一一一一厚3.6一一一一一一一一一
         一一長(23.3)一一幅2.6一一一一一一厚O.6一一一一一一一一一一一一_一一一一
         一長(12.6)一径1.2一一一一一一_一一一一一一一一一一一
         長33.O一一一一幅6.3一一一厚7.0一一一一一一一一一一一一一
         長(20,4)一一幅8.7一一一一一高3.9一一一一一一一一

         一一長]0.3一径5.3-一長14.9幅3.1厚L2-一一幅0.8一厚2.6-一一一一表面黒漆一一一一一正・裏面擦痕・光沢一一一一一一一一一一一一一一一一
         長(8.9)一一幅O.5一囮一一一一一一一一一

         一一一一一一一一一一

         径8.7一一一筒10.O一一一一一一一一一一一一一
         一長(17.6)幅0.8一一一一一一一一一一一一
         一一長(10.5)一一一幅α6一一一一一一一一一一一
         一長(6.4)一一幅(0.6)一一一一一一一一一一一一
         一長(8.8)一幅0.6一一一一一一一一一一一一一
         一長(5.9)一幅0.6一一一一一一一一一
         長(4.5)幅O.6国一一一一一一一一一一一
         一口18.3一底9.8一一一一器5.9一一一一一一一一一一一一一一一

         

         一一一一一一一一一一一一一一一一一

         長15.7-一径(12.6)幅2.4厚LO厚2.7囮一一一一一一一一一一一一一
         一一長(12,6)一一径3.8一一一一一一一一
         一一一一一一一一一一一

         一一一一蓋または底板一一一一一一一一一
         蓋または底板

         長23.2一囮長(4.0)幅2.7一一厚1.6-一一一一一一一一一一一一一一一一一_一
         長(29.5)幅3.0厚0.6
         径(36.0)厚O.5

                  径(22.0)厚1.O里漆9
         一長15,2幅1.1一一一一一一一一一一一一一一
         一一長20.9幅3.1一一厚0.5一一一一一一一一一一一層
         一一厚O.9一一一一一一一一一一一一一一

         一一一一一一一一一一一一一一一一

         一長(15.3)一一幅LO一一一一一一一一一一一一一一一一一
         一長19.6一幅2.1一一一一一厚1.4一一一一一一一一一一一一一一一
         長(35.O)一一一径L4一一一一一一一凹一一一一一一一
         一一長6.6一一幅5.0一一厚0.6一一一一一一一一
         一一厚LO一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

         一一一長Q8.3)一一長7.9一一幅2.0一幅3.7一一一一一一一一厚1.O-一厚1.5一一一一一一一底板ラー一一一一一一一一一一一一一一一一一
         一一長10.5一一一一幅2.4一一一一一_一厚0.6一一一一一一一一一一一一
         一一長(5.5)一幅1.4一一一一一一厚0.5一一一一一一一一一一一一一一一
         一一一一厚O.9一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
         一一厚0,5一一一旧一一一一一一一一一一一一一一旧一
         囮一一長39,1一一幅2.3一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
         一一一長34.9一一幅2.4一一一一一一厚1.7一一一一一一一一一一一一一一一一一
         一一底9.2一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

         長14.1径4.7
         一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一囮一一一一一一

         一一一径(32.0)一一一一厚LO国一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

         一一一長12.5一厚O.8一一幅3.7-一一一一一一一一一一一一厚0.8-一一一一一一一一一一一一一一一一一底板再利用一一一一一一一一一一一一一一一一一:一
         一一長(8.2)一一一凹幅3.0一一一一一一一一一一厚O.6一一一一一一一一一一一一一一一
         一長(7.4)一一一一幅3.1一一一一一一一厚2.1一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

         一:長32∫σ:長(18.2)一一一一幅5.3-一一一幅2.1一一一一一一厚0.9-一囮一一一一一厚0.3:一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一::一一一一一一一一::一
         一一一一一口15.3底!l.0一一一一一一一一高2.5一一一一一一一一一一内外黒漆国一一一一一一_一一一
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一之口遺跡東地区から出土した木質遺物および種実遺体の同定

       試料
       レ・種類名       用途な_

       遺構名時代試料番号報告書番号

       21338曲物側板スギ
       一一一一一一一一一一一一

       22356扇子)スギ
       一一一一一一一一一一

       126-1328火鎖板スギ
       一一一一一一一一一一一一一

       26-2320火讃椎スギ
       一一一一一一一旧一一一

       26-3327ノ、∫具板スギ
       一一一一一一一一一一一一一一

       26-4322ノく讃俸スギ
       一一一一一一一一一一一

       26-5323'鳩青津スギ
       一一一一一一一一一一一一一

       127332曲初底板スギ
       一一一一一一一一一一

       i30-1345「1臼半グ惧iJ析こスギ
       一一一一一一一一一一一一一一一一一一

       30-2344匠目蓄勿1目ll†反スギ
       一一一一一一一一一一一

       34307呪符スギ
       一一一一一m一一一一一一一一一

       36一331詮→スギー一一一一一
       40-2315・丸木弓)スギ

       「一一一一一

       140-3355コモソ千コナラ属コナラ亜属コナラ節の一種
       一一一囮_一一一一一一一一一一一

       40-4354コモツチ広葉樹
       一一一一一一一一一一一一一一

       483651F丙りブナ属の一種
       一一一一一一一一

       49-1341曲物御j板スギ
       一一一一一一一一一一一一一

       49-2339[山堵りf則室反スギ
       一一一一一一一一

       50347堅杵クリ
       一一一一一一一一一一一一一

       51-1・2340[⊥甘薯刀1}リネ14スギ
       一一一一一一一一囮一一

       51-3342[}il物測板スギ
       一n一一一一一一

       53-一一56一一316巧1ゴー325陵蔽一スギー一一一一一一一スギ
       一一一一一一一凹一一

       67343由{半ワ1[・1}Fくスギ
       一一一一一一一一一

       68362'ノ、」II板りスギ
       一一一一一一一一一一一

       SDI'14D平安時代70-一一一一334巨}1耳ワlj美季反一一一スギー一一一一一一一一一一
       2層黒色土(ll世紀)75一噌35(、1コモソチー一一シキミー一一一一一

       80353コモノ千広葉樹(環孔材)
       一一一一一一一一一一

       81363甲丁丞イ・日月スギ
       一一一一一一一一一一一一一

       82-1337曲物底板スギ1
       一一一一一一一一一一

       82-3351コモノチシキミ
       一一一一一一一一

       84346曲物底仮スギ
       一一一一一一一一一一一一一一

       i84-2349コモヅチコナラ属アカカシ亜属の一種
       一一一一一一一一一_一一一一

       184-3348コモヅチクリ
       1一一一一一一一一一一一

       185359底板ウスギ       一一一一一一一一一一一一一一

       86-1319火鐙棒スギ
       一一一一一一一一一一

       91335曲物底板スギ
       一一一一一一一一一一一一一

       98329用途不明スギ
       一一一一一一一一一一一

       lO5306皿トチノキ
       一一一一一一一一一一一

       107304f治椀トチノキ
       一一一一一一一一一一一一一一一一

       108305イ、台皿ケヤキ
       一一一一一一一一一一一一一

       lO9361甲1竺フ「く日月広葉樹
       一一一一一一一一旧

       110302皿ケヤキ
       一一一一一一一一一一一一

       実N∩7-一一一324火鑑阪一一一iスギー一一一一
       実No22318州形スギ
       一一一一一一一一一一一一一

       実NQ23317斎串スギ
       一一一一一一一一一一一一

       実NQ25-一310刀形一一一一一一一スギー一一一一一一凹一一一一
       実No26-一一一一308人形一一一一一スギー一一一一一一一一
       実No273{、9人形スギ

       一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

       実NQ櫛3n櫛シキミ
       7-1473コモヅチシキミ

       一一一一一一一一一一一一一一

       7-2477コモヅチシキミ
       一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

       10469曲物底板広葉樹
       一一一一一国一一一一一一一

       15471〕曲物但1鉢反スギ
       一一一1-一一一一一一一一一一一一一一一一一
       24-1485甲途不明スギ
       一一一4一一一一一一一一一

       SDI'[・D平安時代24-21467由1ヰ刀1則季反一一一一一一スギー一一一一一一一一一一一一一一
       5層緑黒土(ll世紀)28-1i458物差し一一一一一スギー一一一一

       28-2476コモヅチシキミ

       一41一刊468舳物底板一一一一一一一一一一一一一一一一一一一,ヒノキ属の一種
       一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一_一一一一一

       43-1472曲物底板スギ
       一一一一一一一一一一一一一一一一噌一一一一一一一回一一一

       43-2479用途不明クリ
       一一一一一一一一一一一一一一一旧一一一一一一一一一一一一一

       44453火鐙棒スギ
       一一一一一一一一一一一一一一一一一一囮一一一一

       45471曲物側板スギ
       一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

       60478栓り広葉樹(散孔材)
       一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

       64482杭ウ広葉樹
       一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

       71-1466曲物底板スギ

第5表材同定結果(2)
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V自然科学分析

       法量計測は最大値()は欠損備考
       厚0.5
       一罰一　一一一　　　一一囮一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

       長(37.4)幅2.8厚0.5
       一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

       長(10.9)幅2.O厚/.8
       一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

       長(18.9)径1.3
       一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

       長28.4幅2.2厚1.8
       一一一一一一一一一一一一囮一一一一一一一一一一一

       長34.1径1.5
       一一一旧一一一一一一一一一一一一一一一

       長36.0径1.3
       一一一一一一一一一一一一一一一一一凹一一一

       径23.O厚1.O
       一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

       厚α4
       一一一一一一一一一一一一一一一一旧一一一一一一一

       厚0.4
       一一一一一一一一一囮一一一一一一一

       長12.2幅1.9厚0.4
       一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

       長6.8幅L4厚L2
       一一一一一一一一一囮一一一一一一一一

       径2.5
       一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

       長14.6径4.1
       一一一一一国一一一一一一一一一一一一一一冒一

       長14.1径3.5
       一一一一一一一一一一一一一一一一一冒一

       長(12.2)幅2.3厚1.8
       一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

       厚0.3
       一一一一一一一一一一一一一一一一

       厚0.3
       一一一一一一一一一一一一回一一一一一一一一

       長24.7径5.1
       一一一一一凹一一一一一一一一一

       厚0.4-一一一一一一一一一一一一一一一一一一
       厚○.3
       一一一一囮一一一一一一一一一一一

       長(13.8)幅1.8厚α4
       一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

       長(14.8)一一幅2.5-一厚1.6旧一一一一一一一一一一一一一一一一
       厚0.4
       一一一一一一一一一一一一一一一一一一冒一一一

       長(23.6)幅3.8厚2.O
       一一一一一一囮一一一一一一一噌一一一一

       厚/,2一一一一一一一一一一一一一一旧一一一一一一凹
       長15.0径4.O

       一一一一一冒一一一一一一一一一一

       長13.0径4.O
       一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

       長(24.5)幅1.8厚2.0
       一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一　一一一一一

       径13.5厚O.6
       一一一一一罰一一一一一暫一一一一

       長9.0径3.5
       一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

       厚0.6
       一一一一一一一一一一冒一一一一一一一一一一一一一一

       長15.2幅5.1
       一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

       長/4.7幅4.1厚2.9
       一一一一一一一一一一冒一一一一冒一一一一一一一一一一

       長(17.3)幅3.2厚1.1
       一一一一一冒一一一一一一一一一冒一一一一一

       長(39.8)径1.6
       一一冒一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

       厚LO表面炭化
       一一一一一一一一冒冒一一一一一一一一一一一一一一一

       長20.3幅2.5厚1.2
       一一冒一一一一一一一一一一■一一一一一一一一一

       底9.5内外黒漆
       一一一一一一一一一暫一一一一一一一一一

       口16.0底7.7高5.3底部外面刻線「余」
       一一一一一一一一一一一一一一}一一一一一一一一一

       口ほ5.3)底9.0高3.2底部外面刻線「大」
       一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

       長17.4厚0.7
       一一一一囮一一一一一一一冒曽一曽一圃一　一一一一一一一一一一一一

       口15.3底10.3高3.3内外黒漆
       一一一脚一一一一一囮一一一一一一一一一一一一一一一一一

       長q6.2)幅3.1厚2.0
       一一一冒一一一一冒一一一一一一一一一一一一一

       長22.O幅4.5高3.5
       一一一一暫一一一一一一一一一一一一一一一'一一一一一一一一一一一一一

       長43.3幅2.6厚0,3
       一一一一一一一冒一一一一一一一一一一一一一"一一一一一一一

       長(15.8)一一一一幅1.9-一一一一一一厚0.7一一一一一一一一一一一一一一一一一一'一一一一
       長(6.5)幅1.6厚0.2
       国一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一}一一一一一一一一一一

       長(IO.2)幅2.O厚O.4
       一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

       長3.3幅(4.8)厚0.8

       長14.8径4.2
       一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

       長10.3径4.4
       一一一一一一一一一F一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

       径(12.2)厚1.5
       一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

       厚0.5
       一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一凹一一一一一一一一一一一一一

       長(24.7)幅8.8厚ユ.6
       一一一一一一一一旧一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

       厚0.5
       一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一凹一一一一一一一一一一

       長(29.1)幅2.5厚1.5
       一一一}一一一一一一一一一一}一一r-一一一一一一一囮一一一一一一一一一n-一一　

       長17.0径4.3
       一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一凹一一一一一一一一一一一

       径(13.0)厚0.7
       一一凹一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

       径(12.0)厚0.8
       一一一一一一一一一一一亨一一凹一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

       長(6.0)幅2.6厚1.9
       一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一r-一一一一一一一一囮一一

       長(30.2)径LO
       一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

       厚0.3
       一一一一一一一一一一一一囮一一一一一一一一一一一回一一一一一一一一一

       長7.7径2.5
       一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一囮一一一一一一一一一一一一一

       長15.0径2.1

       一一一径(25.0)一一一一一一一一一一厚1.7一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
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一之口遺跡東地区から出土した木質遺物および種実遺体の同定

      試料
      種類名      遺構名時代試料番号報告書番号用途など

      72-1-一一一一一一一一一一一一一73483-一一一一一一一一一一一一一一一487用途不明'税?…'一一一一一一一一一一一一一スギー凹一一一一一一一一一一一一一一一一一『一一一一一1-一一一一一一一一一一一一一一1広葉樹(環孔材)
      一,一四一"一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一n11-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一了一一一一一一一一回四一一一一一一一一一一一一一一

      744741コモヅチクリ
      一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一1n-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一四一-一一一一一一一一F-一一一一一一一一一一一一一1

      76449下駄歯トチノキ
      一一一一一旧一一一一一一一一一一一一一一一一一n-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一回一一一一旧囮1-一丁一一凹一一一一一一一一一一一一一

      178-1484用途不明スギ
      一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一11-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一__一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

      183480用途不明クリ
      一一一一一一一一一一一一一一一1一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一r噛一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

      「90-2465曲物底板スギ
      一一一一一一一一一一一一一一一一一1r-一一一一一一一一一-一一一一一一1-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一1-一凹一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

      95463柄クリ
      一一一一一一一一一旧一一一凹一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一囮-n-n旧一一一一『一一一一一一一一一一一一一一一一一"一

      197-3475コモヅチ広葉樹(散孔材)

      SDI'4F5層緑黒土平安時代(ll世紀)一F-一一一一一一一一一一一97-4-一一一一一回1一一一一一一lOO-一一一一一一"旧一一一一一101-一一一一一一一一一一一一一103一一一一一一一一"n-一「'一'''''''"1"一一一一一一一一一怨一一一一一斗購棚一一一一一一一一一一一一'一一'副''''"1'血'一一'''''''''''"…一一一一一一一一一1-一一1-一一一一一一一一一一一一一一一一一445ヨ椀一一一一一一一一一一一一_1-一一一一一一一一一一一一一回一一一一一一一一一一一一一一針葉樹一一一一一_一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一クリー一一一一一一一一一一一一一一一一_一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ケヤキー一一一一一一一一一一_一_一一凹一一一一一一一一一一一一一一n-一一一凹一一一一一一トチノキ
      一一一一一一一一一一一一一回旧r-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一1-一一一一一一一一一一一一一一旧一一1-一一一一一一一一一一一一一一一一一一

      122457柄杓の柄一一冊r-一』一十''"鞠'一"一舟彩'''''"一'一一'一一一'一一一一一一一一一一一一一一一」一一一_一一一一一一一一一一一一一一一一一一一_一一一一一一一一一スギー一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ブナ属の一種一一一一一一一rr-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一旧一一
      緑黒土121F回■一一1-一一一一一一一実測図Nol-一一一一一一一一一一一一一464曲物底板一一'一一耳一"「看台1直'"一'r1-一1-'一一一一n-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一スギー一一一一一一一一一一__一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ケヤキー一一一一一一一r-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
      実測図No3-一一一一一n-一一一一一一実測図No6-一一一一一一一一一一一一一446皿一一一一一一一一一一四1-1-''"一一一一一一一一一一一一一一44呂_一一一i一工i駄一一一一一___一一ケヤキー一一一一一一一一一一一一一一一一一一n一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ヤナギ属の一種一一一一一一一一一一一一一一一一-r-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
      実IO一一一一一一一一一一一一一一456-一一一一一四一一一一一一砧一一一一一一回一一一一一"r-1---コナラ属アカガシ亜属の一種一一一一一一一一一一一一一一一一_1-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

      実Nol2-一一一一一一一一一一旧一n実14～18-一一一一一一一一一1-一一462-一一一一一一一一一一一一一一一454,455一一一一一一一一一一一一一一一一一11脚"二',一"一一一一一一1扇一」一一一一一一一一一一一一一一一スギ_一一一一一一一r-一一一一凹一一一一一一一一一旧旧一一一一一一一一一一一一一一一一一一ヒノキ属の一種一一一一一一一一一一一一一一n-1-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一旧一
      実測図No21-一一一一一一一一一一一一一451舟形一一一一一一1-一一一一一一一一一一一一一一一一凹一一クリー一一一一一一一一一πrr一一一一一一一一一一一一一一一一"一一一一一一一一一一一一一
      実測図No24452擢スギ

      SI-104-1775柱クリ
      一一一一一一一"一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一1-一一一一一一一一一一一一一一一『回一一一一_一一一一一一一一一一一_一一一一一一一一一一一一一一一一一一1-一一一一一一

      SIIO44D古墳時代後期SI-104-2-一一一一一一一一一一一n匿Sト104-3-一一一一一一一旧一1776柱⊥::::鉱一:::::'柱一一一::::::::::::::::クリー回一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一クリー一一一一一一一一一一一一一n-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一囮一一
      SI-104-4778注クリ

      SI-113-1ll82柱クリ
      一一一一一一一1-一一一一一一一一一一一1-一一一一一一一一一一一一一一nπ1-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一凹一一一一一一一一一一一一一一1-一一一一一一一一

      SIll3M古墳時代後期S卜113-2-一一一一一一一一一一一一一1183柱_一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一クリー一_11-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一n一
      SI-ll3-3li89柱クリ

      ①一一一一一一一一一一一一一一一一一一1二ニー一一一一一建築都材一一一一一一一一一一一一ブナ属の一種一一一-1一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一1-一一一一一一一一一一一一一一
      ②一一一一一一一一一一一一一一一.一一一一二二ニー一一一一一建築離ず_一一一一一一一一一カエデ属の一種一"一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一"一一一一一一一一一一一一一一1一

      Sl!61M古墳時代後期③一一一一一一一一一一一一r一一一_一一1二:一一一一建築部材一一一一一一一一一_ヤナギ属の一種一一一一一_一一一一一一一一一一一一r-一凹一一一一一一一一一一一一n-一一一一
      ④一一一一一一一一一一一一一一_一一一一1二:一一一一建築部材一一一一一一_一一一広葉樹(散孔材)一一一一一一一一一一一一一一一_一一一一一一一凹一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

      ⑤…建築部材広葉樹(散孔材)
      SI79㈲古墳時代後期33…建築部材ケヤキ

      正11854曲物底板(?)スギ
      一一一一一一一"四一一一一一一一一一一一一一一一四一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

      正21848曲物底板ヒノキ属の一種
      一"n囮一一凹一一一一一一一一一一一一-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一囮四一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

      正31853底板スギ
      一一一一一一一一一一一r-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一n一一一一一一一一一一一一一一一一_r-一一一一一一一一一一一一一一1-一一一一一一一一一一一一一一

      正41856曲物底阪スギ
      一一一一一一一一一一一一一一一一一_一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一_一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一回一1-一

      正5-11849曲物底板スギ
      1--n-一一一一一一一一一一一一一一一一1-一一一一一一一一nn-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一11-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一-一

      正5-41858曲物側板スギ
      一一一一一一一一一一一一一旧_r一一一一一一一一一一一一一一一匿一一一一一一一h-一一一一一1-一_一一一一一一一一一一一一一_一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

      正91850曲物底板ヒノキ属の一種
      一『一一r一一一一一一一一一_一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一1-一一一一一一一一一一一一一_一一一一一一一一一一一一一一一一一r-一一一一一一一一一一旧囮一一一一一一

      正29-一一凹一一一一一一一一一一一一一一遷4ヱー一一一一一、一曲物底桓一一一一一一一一一一一ヒノキ属の一種一一__一一一一一一一一_n-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

      旧正善寺川古墳時代前期～平安時代正35-一一1-一一一一一一一一一正36-一一一一一一凹一一一一一一正40-一一一一一一一一r¶-r一正41回一一一回一一凹一一一一一一1852底板一一一一一一..一一一一一一一一1-一一一一一一。.一一一一一一一一一一一一一一1862!用途不明一一一一丁鰯一"一一「用途不萌'一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一回一n-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一18631用途不明一一一一一一一一一r-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一スギー一一一一一一一一一一一一_了一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一スギーr-一一一一一一一一一一一一一一一一一11-一一凹一一一一一一一一一一一n-1-一一一一キハダー一一一_一一一_1-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一丁一一一一一一一一一一一一一キハダー一一一一一一一一一一一一一n四一一一一一一囲,一一凹一一一一一一一一一一一一一一回一一一
      (10世紀)正43-一一一一一一一一一一一r一正451859-一一一一一一一一一一一一一一回「rl869素材一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一用途不明ハンノキ属の一種一一一一一一一一一一一一一1-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ハンノキ属の一種

      一一一一一一一一一一一一一一正921860nn-一一一一一一一一一一一一一一一一1一一一一一一一一一一一一一一1匿一一一首木?_一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一FP-一一一一一一一一一一一四一1-一一一一一一コナラ属コナラ亜属コナラ節の一種
      一-1一一一一一一一一一一一一一一一一一囮1一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一1-11-一一一一一一一一一一一一一一一一一1-一一一一一一一一一一一一一一一1-一一

      正lll1861用途不明スギ
      一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一旧一一一一一一一一一一一匿一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一1-一一一一一一一一一一一一一一囮四一一一一一一一一一一一一一一一m"n一

      正ll41846田丹キハダ
      一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一回一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一r1-一一一一一一一一一一一一"一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

      正ll71870杭広葉樹(散孔材)
      一一一一一一一一一一一一一一n一凹一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一1n回一1一_一一一一一一一一一一一一一一一一一r一凹一一一一一一一一一一回一一一一一一一一一一一一

      正ll81866杭クリ
      一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一1一齢一一}"一一一一一一一一一一一一一一一r-一'凹一一一一一一一一一一一囮一一一一一一一一一一一一一一

      正ll91864杭クリ
      FF-一一一一一一一一一一一_1一一一一一一一一一一一一一一一一一一四一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一_了一r一一一一一一一一一一一一一一一一一1一一一凹一一一一一一一一一一一一一一一凹一

      正1201851曲物底板スギ
      一一一一一一一n「一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一n-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

      正123凹一一一一一一一一一一一一n正1291868建築部材一'一了きγf''"+建築蔀禾ガー一一一一一一一一一一キハダー一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一n-一一一一一一一一一一一一一一旧四一一一一クリ
      一一一一一一一一一一一一-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一囮一n一1一一一_一一一一一一一一一一一一一一一_-1-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

      正1281867杭キハダ

      一1-一一一一一一一一一一一正4682'旧一';:;'"一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一囮一一一一幽一一一一一一一一一一一一一一四一スギ

第6表材同定結果(3)
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一之口遺跡東地区から出土した木質遺物および種実遺体の同定

・ハンノキ属の一種(-41nussp.)カバノキ科

試料番号:SD6031`D,No.8;旧正善寺川No.43,45.

散孔材で、管孔は放射方向に2～4個が複合または単独、横断面では楕円形、管壁は薄い。道管は階段

穿孔を有し、段数は10～30、壁孔は密に対列状に配列する,放射組織は同性、単列、1～30細胞高のもの

と集合放射組織とがある。柔組織は短接線状～散在状、年輪界はやや不明瞭。

 ハンノキ属は国内に約10種が自生し、ハンノキ(.-1111its-1・ψ・Jllca(Thunb.)Steud.)の仲間(=ハンノキ亜属♪とヤ

 シャブシ〈A.firmαSieb.etzucc)やミヤマハンノキq.・廊p(～〔Alt・n)Purshsubsp.nzaxiln・・vtCZtL(Ca11)Hult)のf中間

(=ヤシャブシ亜属)に分けられる。後者についてはミヤマハンノキ属(DitscJteleia)として独立させる見解もあ

る、いずれも根に根瘤菌が共生しているため痩地でもよく生育する。材はやや軽軟～やや重硬で、加工は

容易、薪炭材や各種器具材などとして用いられるほか、炭が黒色火薬の原料となる種類もある。

 ・ブナ属の一種(Fα9itssp.)ブナ科

試料番号:SD1'c4E}2層No.48;SDl'〔4E)5層No.13();SIl6二①.

散孔材で、管孔は単独または放射方向に2～3個が複合、横断面では多角形、管壁厚は中庸～薄く、分

布密度は高い,道管は単および階段穿孔を有し、階段穿孔の段数はlO前後、壁孔は大型で対列状～階段状

に配列する、放射組織は同性～異性III型、単列、数細胞高のものから複合放射組織まである。柔組織は

短接線状および散在状。年輪界は明瞭～やや不明瞭、

ブナ属には、ブナ(FaguscrenataBlume〕とイヌブナCF.1、iPniiic'a)laXini.)の2種類がある。ブナは北海道南西

部(黒松内低地帯以南)・本州・四国・九州に、イヌブナは本州(岩手県以南)・四国・九州の主として太平洋

側に分布する。イヌブナのほうがブナより低標高地から生育し、またブナのような大群落をつくることは

ない。ブナは、日本の冷温帯落葉樹林を代表する樹木で、かつては東日本の山地に広く生育していたが、

近年、植林などによって生育地が激減している。材はやや重硬で、強度は大きいが加工はそれほど困難で

はなく、耐朽性は低い。木地・器具・家具・薪炭材などの用途があったが、最近では各種の用途に用いら

れている。

・コナラ属コナラ亜属コナラ節の一種〔Q〃・・'で1`3Subgen,L、'pidnbalamtssect.Primtssp.)ブナ科

試料番号:SE619c4E)No.15;SD1'c4E,1層No.29-1;SDl'4E)2層No.40-3;旧正善寺川No.92.

環孔材で孔圏部は1～2列、孔圏外で急激に管径を減じたのち、漸減しながら火炎状に配列する。大道

管は管壁は厚く、横断面では円形～楕円形、小道管は管壁は中庸～薄く、横断面では多角形、ともに単独。

単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する,放射組織は同性、単列、1～20細胞高のものと複合放射組織と

がある。柔組織は周囲状および短接線状。年輪界は明瞭.

コナラ節は、コナラ亜属(落葉ナラ類)の中で、果実1いわゆるドングリ)が1年目に熟するグループで、モ

 ンゴリナラ(Quercztsm・ngolicaFischerexTurcz.)とその変種ミズナラ(Q7nongolicaFischerexTurcz.var.gγos-

 sese17αta(Bl.)RehderetWilson)、コナラ(Q.serrataNlurl・ayl、ナラガシワ(Q.αlienaBlume♪、カシワ(Q.dentata

Thunberg)といくつかの変・品種を含む。モンゴリナラは北海道・本州(丹波地方以北)に、ミズナラ・カシ

ワは北海道・本州・四国・九州に、ナラガシワは本州(岩手・秋田県以南)・四国・九州に分布する。コナラ

は樹高20mになる高木で、古くから薪炭材として利用され、植栽されることも多かった。材は重硬で、加

工は困難、器具・機械・樽材などの用途が知られ、薪炭材としてはクヌギ(Q.actttissimaCarruthers)に次ぐ

優良材である。
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 ・コナラ属アカガシ亜属の一種(Quρreitssubgen.αld伽1ωz・pε15sp.)ブナ科

試料番号:SDl'c4E)2層No.84-2;SD1'L4E)5層実測図No.10

放射孔材で、管壁厚は中庸～厚く、横断面では楕円形、単独で放射方向に配列する。道管は単穿孔を有

し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、1～15細胞高のものと複合組織よりなる。

アカガシ亜属(カシ類)には、アカガシ(QitercitsacntaThunberg)、イチイガシ(Q.gilvaBlume)、アラカシ(Q.

g・1aitcaThunberg)など7種があるが、果実の構造からコナラ亜属に分類される常緑低木～小高木のウバメガ

 シ(Q.ρノリ脚縦・idesAsaGray)も、材構造上はカシ類と類似する。カシ類は、暖温帯常緑広葉樹林(いわゆる照

葉樹林)の主要な構成種であり、主として西南日本に分布する。このうち最も高緯度地域にまで分布する

のがアカガシで、宮城・新潟県が北限である。材は重硬・強靱で、器具・機械・建築・薪炭材などに用い

られる。また種子は食用となる。

・クリ(CastaneacrenataSieb.etZucc.)ブナ科

試料番号:SD60311D,No,51;SE60S'4D]No.6-2;SD64514DINo.49;SD1'LIEI1層No.6,31-2;

SD1'qE,2層No.50,84-2;SD1't4E]5層No.43-2,74,83,95,100,実測図No.21

;SI104L4E)No.1～4;SI113t5iNo.1～3;旧正善寺川No.ll8,ll9,129.

環孔材で孔圏部は1～4列、孔圏外で急激に管径を減じたのち、漸減しながら火炎状に配列する。大道

管は単独、横断面では円形～楕円形、小道管は単独および2～3個が斜(放射)方向に複合、横断面では角

張った楕円形～多角形、ともに管壁は薄い。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は

同性、単列、1～15細胞高。柔組織は周囲状および短接線状。年輪界は明瞭。

クリは北海道南西部・本州・四国・九州の山野に自生し、また植栽される落葉高木である。材はやや重

硬で、強度は大きく、加工はやや困難であるが耐朽性が高い。土木・建築・器具・家具・薪炭材、禍木や

海苔粗朶などの用途が知られている。

・ケヤキ〔Zelleovaserrata(Thunb.)Makin・)ニレ科

試料番号:SD1'cIE】2層No.108,!lO;SD1'14D5層No.101,実測図No.1,3.

環孔材で孔圏部は1～2列、孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減、塊状に複合し接線・斜方向の紋様

をなす。大道管は管壁は厚く、横断面では円形～楕円形、単独、小道管は管壁厚は中庸～薄く、横断面で

は多角形で複合管孔をなす。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、小道管内壁にはらせん肥厚が認

められる。放射組織は異性III型、1～10細胞幅、1～30細胞高であるが、時に60細胞高を越える。しば

しば結晶を含む。柔組織は周囲状。年輪界はやや不明瞭。

ケヤキは本州・四国・九州の谷沿いの肥沃地などに自生し、また屋敷林や並木として植栽される落葉高

木で、時に樹高50mにも達する。材はやや重硬で、強度は大きいが、加工は困難でなく、耐朽性が高く、

木理が美しい。建築・造作・器具・家具・機械・彫刻・薪炭材など各種の用途が知られ、国産広葉樹材の

中で最良のものの一つにあげられる。

・ニレ科の一種(Ulmaceaesp.)

試料番号:SD603c4D)No.23-2;SD1',一'E]1層No.lO4.

環孔材で孔圏部は1～2列、孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減、塊状に複合し接線・斜方向の紋様

をなす。道管は単穿孔を有し、小道管内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は収縮が激しく観察で

きない。以上の特徴から、ニレ科の中でも環孔材のエノキ属・ケヤキ・ニレ属のいずれかと考えられるが、

放射組織の観察ができないため特定するには至らなかった。なお、本遺跡ではケヤキが同定されているが、
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それ以外の種類は同定されていない。

・シキミ(llliciZtnianisatitinL.)シキミ科

試料番号:SD1'〔4E}2層No.82-3,実測図櫛;SDl'`E)5層No.7-1,7-2,28.

散孔材で管壁厚は中庸～薄く、横断面では多角形、単独または2～4個が複合する,道管は階段穿孔を

有し、段は多数、壁孔は階段状～対列状に配列、放射組織との間では網目状～階段状となる。道管内壁に

はらせん肥厚が認められる。放射組織は異性II～1型、1～2細胞幅、1～20細胞高。年輪界は不明瞭。

シキミは本州(宮城・新潟県以南)・四国・九州に自生する常緑小高木であり、庭や墓地に植栽されること

もある,西日本に多く、カシ林やモミ・ツガ林の下木として普通である。材の強度は中程度で、細工物・

薪炭材などに用いられる。材の利用よりも、枝葉を仏花とすることで良く知られている。

・キハダ(PhellodendronantitrensoRuprecht)ミカン科

試料番号:旧正善寺川No.40,41,ll4,123,128.

環孔材で孔圏部は2～5列、孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減、塊状に複合し紋様をなす、大道管

は横断面では楕円形、単独または2～3個が複合、小道管は横断面では楕円形～多角形で複合管孔をなし、

ともに管壁は薄い。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、小道管内壁にはらせん肥厚が認められる。

放射組織は同性、1～5細胞幅、1～40細胞高:柔組織は周囲状および帯状。年輪界はやや不明瞭。

キハダは北海道・本州・四国・九州の水湿地を好んで生育する落葉高木である。材はやや軽軟で、加工

は容易、強度は小さいが耐湿性が高い。建築・器具・家具・薪材などの用途がある。キハダの名は内皮が

黄色であることによるが、この内皮にはアルカロイドを含み、胃腸薬として古くから知られ、また染料と

しても用いられた。

・カエデ属の一種(Acersp.)カエデ科

試料番号:SIl65,②

散孔材で管壁は薄く、横断面では角張った楕円形、単独および2～3個が複合、晩材部へ向かって管径

を漸減させる。道管は単穿孔を有し、壁孔は対列～交互状に配列、内壁にはらせん肥厚が認められる。放

射組織は同性、1～5細胞幅、1～30細胞高で時にユOO細胞高を越える。柔組織はターミナル状、周囲状

または随伴散在状、接線状。年輪界はやや不明瞭,

カエデ属には、イタヤカエデ(Acermono)・laxim.subsp.marmol'atllm(Nicholson)Kitamura)やイロハモミジ(4.

 pαlmαtitmThunb.)など約25種が自生し、また多くの品種があり植栽されることも多い。属としては琉球を

除くほぼ全土に分布する落葉高木～低木である。一般に材はやや重硬・強靱で、加工はやや困難、保存性

は中程度である。器具・家具・建築・装飾・旋作・薪炭材などに用いられる。

 ・トチノキ(AeSCttlustitrbinαtαBlume)トチノキ科

試料番号:SD1'c4E)2層No.IO5,107;SD1'E5層No.46,103.

散孔材で管壁は厚く、横断面では角張った楕円形、単独または2～3(5)個が複合する。道管は単穿孔

を有し、壁孔は交互状に配列し、内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は同性、単列、1～15細胞

高で階層状に配列し、肉眼ではリップル・マークとして認められる。柔組織はターミナル状。年輪界はや

や不明瞭。

トチノキは北海道(南西部)・本州・四国・九州の主として谷沿いの肥沃地に生育する落葉高木で、東北

地方に多く九州には少ない。材は軽軟で、加工・乾燥が容易で、耐朽性は小さい。器具・家具材や旋作材・

木地などに用いら九る
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(2)種実遺体同定

結果を表2に示す。以下に検出された種類およびその形態的特徴について記す。

 ・トチノキ(Aesculitstnrb・inαtαBluine)トチノキ科

種皮が検出された。黒褐色で、大きさは3cm程度。不定形で、種皮は薄く堅い。

・ブドウ属(Vitissp.)ブドウ科

種子が検出された。黒色。大きさは約3mm程度。心臓形。腹面には中央に縦筋が走り、その両脇には楕

円形に深くくぼんだ穴が存在する。背面には中央に「さじ」状の「へそ」があり、「へそ」回りはくぼん

でいる。

・サンショウ(Za・ntho.rylitmPiPeritiimDC.)ミカン科

果実が検出された。黒褐色。大きさは縦3㎜、横2mm程度。楕円形。表面には浅い不規則な網目模様が

みられる。

 ・カラスザンショウ属(Fagalαsp.)ミカン科

果実が検出された。黒褐色。大きさは縦3mm、横2mm程度。楕円形。表面には粗い亀甲状の網目模様が

みられる。

・ミズキ(COIVIItscolTt}'ovcpl'saHemslay)ミズキ科

核の破片が検出された。灰褐色。大きさは4mm程度。縦方向にややつぶれた球形。基部に大きな膀があ

る。縦方向に走る深い筋がみられる。

。アヵメガシワ(A・lall。tlts.iaP。mlcits(Thunb.)Mueller・Arg.)トウダイグサ科

種子が検出された。黒色、やや偏平な球形で径4mm程度。Y字型の小さな「へそ」があり、表面には小

さな瘤状隆起を密布する。種皮は薄く硬い。

・サクラ属(Pl・tmtssp.)バラ科

核(内果皮)が検出された。褐色で大きさは6mm程度。核の形は楕円形で、偏平である。下端には、丸く

大きな膀点がありへこんでおり、上端は丸い。一方の側面にのみ、縫合線が顕著に見られる。表面はほぼ

平滑である。

・キイチゴ属(Ritbitssp.)バラ科

種子が検出された。褐色。大きさは、縦軸2mm、横軸1mm程度。半月形で、一端に「へそ」が存在する。

表面全体は荒い不規則な網目模様でおおわれる。

・ガマズミ属(Vibltl・llltmsp.)スイカズラ科

種子が検出された。黒色で、側面観は先端部がやや飛び出た円形、上面観は偏平。大きさは5mm程度。

種皮は厚く堅い。

・ウツギ属(Deittziasp.)ユキノシタ科

果実が検出された。大きさは5mm程度。縦にややつぶれた球形で3裂する。

 ・ナス近似種(S・lanitntcf.melongenαL.)ナス科

種子が検出された。腎臓形で、側面のくびれた部分に「へそ」があり、表面には「へそ」を中心として

同心円状に網目模様が発達する。大きさは3mm程度。褐色。表面は柔らかい。網目模様はやや細かく、畝

は波うっている。形態的には現生のナスの種子に近似し、斉藤(1974)の記載ともほぼ一致する。他の栽培

植物とともに多量に検出されてはいるが、野生種や他の栽培種との比較検討を十分に行っていないことも
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      通し番号遺構名出土層位時代同定結果

      1SE60614D}7層出土平安時代シソ属ql},アカザ科(1),カヤツリグサ科(4)

      2須恵器壺から出土(l!世紀)同定不能

      I137層出土イネ(1),メロン類(1),ダデ科(1),不明A(2)

      41SE6・8ゆ・i覆土中平安時代イネ〔53)
      5覆土中i〔!!世紀[iイネ〔67)1

      61SE615qD1115層出土1平安時代1イネ{54),ヵボチン類2.トチノキ(2),ヒョウタン類(1).ウリ科q)
      75層出土Iq2世紀1イネ〔61内1は穎},ナス近似種(41),アカザ科(86),カラスザンショウ

      属(5},アカメガシワ[31,ブドウ属(6),ガマズミ属(3),タデ科(4),ナ1
      1デシコ科q.シソ属σ)

      :8'SE601[4D[4層出土平安時代シソ属q〔〕.㌻デ科ゆ,ホタルイ属(1),アカザ科(2),オすムギ(2)

      i94層出土オオムギ〔31.イネq),タデ科(1),ブドウ属(1),カラスザンショウ属
      (1).サケラ属qI

      .iOlSE61PLl覆土中平安時代メロン類〔Lフトウ属(1),カラスザンショウ属U),アカザ科(19),
      シソ属巴,,+ス近似種(多数)

      llI覆土中イネ(1中.シソ属・D

      [121覆土中ヒョウタン類・5㌦メロン類(1),イネ(10)
      Iil31SE612・4D・3層出土平安時代ピー一ネ(42(内3・ま穎),不明A(1)i
      il・13層出土(1ユ世紀)アカザ科凸.ホタルイ属(2),ナス近似種(58)1
      15'3層出土イネ〔39・

      163層出土イわ3和。シソ属q)

      17SE6294D覆土中平安時代ホタルイ属q4},メロン類(1),カヤツリグサ科(typeA;26,type

      B;41)

      タデ科ゆ,シソ属(D

      18覆土中不明C(1・

      19覆土中不能

      20SE61α仙1層出土平安時代イネ151.メロン類(2),トチノキ(8)

      212層出土(11世紀)メロン頬13'.イネ科(7),トチノキ(8)

      222層出土トチノキ・・1・.アカメガシワ(2),イネ(1),メロン類(21)

      232層出土でネ・約15(諏内6は穎))

      24SD603[4Dl出土層位不明平安時代イネ1多数1穎も見られる))

      25出土層位不明(ll世紀♪ナス近似種(50),シソ属(18),不明A(44),メロン類(33),ホタルイ属

      q2〕.ブドウ属(6),カラスザンショウ属(7),サンショウ(1),イネ(5),

      オナモミ属(1),カボチャ類(5)

      26出土層位不明アカザ科{多数)

      27SE605回Dl3,3'出土中世シソ属(約150),カヤッリグサ科(typeA;30,typeB;62),タデ科(1),

      キイチゴ属(l/

第7表種実遺体同定結果(1)
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     通し番号遺構名出土層位時代性同定結果

     28SE605{仙3,3'層出土シソ属(29),カヤツリグサ科(typeB;2)

     293,3'層出土シソ属(1),カヤツリグサ科(typeA;5),タデ科(1),イネ(7)

     303,3'層出土シソ属(65),ホタルイ属(1),タデ科(4),ヒョウタン類(1),サクラ属(1)

     ブドウ属(5),カヤツリグサ科(typeA:2,typeB;20)

     313,3'層出土中世不明C(2)

     323,3'層出土ブドウ属(2),カヤッリグサ科(typeA;8,typeB;15),シソ属(2),タ

     デ科(1),キイチゴ属(1),不明B(1)

     333,3'層出土メロン類(1),ブドウ属(5),ナデシコ科(8),カヤッリグサ科(typeB:

     1),イネ(13)

     343,3'層出土タデ科(7),カヤツリグサ科(typeA;6,typeB;8),ブドウ属(3),サ

     クラ属(1),ナデシコ科(3),シソ属(5),不明(2)

     353,3'層出土ブドゥ属(5),カヤッリグサ科(typeB;5),不明C(7)

     363,3'層出土イネ(約11(内1は穎))

     373,3'層出土イネ(1)

     383,3'層出土カヤツリグサ科(typeA;1)

     393,3'層出土ブドウ属(4),キイチゴ属(1),ミズキ(1),タデ科(1),ホタルイ属(ユ),

     シソ属(約100),カヤツリグサ科(typeA;12,typeB;40)

     403,3'層出土不能

     413,3'層出土シソ属(約150),カヤツリグサ科(typeA;12,typeB;40)

     423,3'層出土ミズキ(1),サクラ属(2),イネ(4),キイチゴ属(2),ウツギ属(2),不明

     C(2),シソ属(約100),カヤツリグサ科(typeA;24,typeB;約IOO)

     433,3'層出土不明C(4)

     443,3'層出土シソ属(約100),カヤツリグサ科(typeA;6,typeB:36)

     453,3'層出土シソ属(37),ナス近似種(1),ホタルイ属(1),ヒョウタン類(1),サク

     ラ属(1),カヤツリグサ科(typeA;22,typeB;45),ウツギ属(2),ブ

     ドウ属(1)

     463,3'層出土イネ(2)

     473,3'層出土不明C(3)

     483,3'層出土ヒョウタン類(1),サクラ属(D,ブドウ属(1),不明C(1),イネ(1),ウ

     ツギ属(1),カヤツリグサ科(typeA;3,typeB;1)

     493,3'層出土シソ属(約IOO),カヤツリグサ科(typeA;35,typeB;100),ブドウ属

     (2),タデ科(11),ホタルイ属(2),キイチゴ属(1),ナス近似種(1),不

     明C(2),不明B(2)

     503,3'層出土イネ(1)

     513,3'層出土不能

     523,3'層出土ブドウ属(5),キイチゴ属(1),シソ属(29),タデ科(4),カヤツリグサ

     科(typeA;27,typeB;28)

     533,3'層出土不能(昆虫)

     543,3'層出土サクラ属(1),タデ科(1),カヤッリグサ科(typeA:13,typeB;29),
     シソ属(5)

     553,3'層出土不明C(3)

     563,3'層出土アカザ科(ユ),ナス近似種(1/,カヤツリグサ科(typeA;1,typeB:3)

     573,3'層出土ブドウ属(3),タデ科(1),シソ属(24),カヤツリグサ科(typeA;8,typeB:31)

     583,3'層出土イネ(1)

第8表種実遺体同定結果(2)
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あり今回は近似種とした。

・タデ科(Polygonaceaesp.)

果実が検出された。大きさは、縦2mm、横1mm程度。3陵形で、果皮は薄く堅い。

・シソ属(Perillasp.)シソ科

果実が検出された。黒褐色:大きさは完形の個体で1.5～2mm程度。楕円形で、先端に「へそ」が見ら

れる。表面全体には、荒い亀甲状の網目模様がある。なお、シソ属の中でもエゴマは日本のシソ属の中で

もっとも大きく2mm以上大きさの果実をもち、形態的に良く似た他のシソ属やイヌコウジュ属などでは

1.5n1111以下であるとされる〔松谷1984〕。今回検出されたものの中で大型のものはエゴマである可能性がある

が、近縁種(シソ・レモンエゴマなど乏の形態的な識別は困難であるため、大きさだけでは同定の決め手に

はならないとされている〔松谷1984〕,したがって、ここではシソ属としておく。

・アカザ科(Chen・P・diaceaesp.)

種子が検出された。黒色。側面観は円形で、上面観は凸レンズ形を呈している。大きさは1mm程度。側

面に「へそ」がある。表面は細胞が亀甲状に配列している構造がみられる。

・ナデシコ科(Caryophyllaceaesp.)

種子が検出された。黒色。側面観は円形で、上面観は楕円形を呈している。大きさはln11n程度。表面に

は荒い突起が密に配列している=

・メロン類(CUCItMiSmeloL.)ウリ科

種子が検出された。大きさは縦軸7mm、横軸4mm程度=側面観は楕円形、上面観はやや偏平な楕円形。

表面は比較的平滑。

・カボチャ類(cf.CitCitrbitasp.)ウリ科

種子が検出された。種子は褐色。長さ10mm程度=長楕円形をしており、種皮は厚く堅い。

 ・ヒョウタン類(Lagρnariαsp.)ウリ科

種子が検出された。果実片はで黒褐色。肉厚で弾力がある。種子は褐色。長さllmm程度。長楕円形をし

ており、縦軸方向に深いしわが数本存在する=

 ・オナモミ属(.x「αnthittmsp.)キク科

果実が検出された。黒褐色。大きさは縦軸12mm、横軸6mm程度。楕円形で、表面には突起が多数見られ

 る。

・オオムギ(H・rdettmval,g'aleL.)イネ科

胚乳が検出された。炭化しており、大きさは胚乳が約5mm程度。胚乳は楕円形で先端部は尖り基部は丸

い。内穎が付着していた側には深い窪みが縦軸にそって1本見られるが、外穎が付着していた側は、丸く

なっている。

 ・イネ(OrvzasαtivaL.)イネ科

胚乳および穎が検出された。炭化しており、大きさは胚乳が5mm、穎が6mnl程度。胚乳は胚が位置する

部分は欠如し大きく窪んでいる。表面には縦軸に平行な隆起構造が数本認められる。穎は表面に微小な突

起が縦方向に並んでいる。

・ホタルで属・∫'・1脚ssp.)カヤッリグサ科

果実が検出された。黒色。堅く光沢がある。大きさは3mm程度。円形で偏平、先端部と基部が突出する=

基部にはへそ.がある,表面には平滑,花被が数本存在し、先端部は錨状のトゲを持っている
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・カヤッリグサ科A(CyperaceaeA)

果実が検出された。淡褐色。縦長の楕円形。大きさは3.5mm程度。果皮は厚く比較的やわらかい。

・カヤツリグサ科B(CyperaceaeB)

果実が検出された。淡褐色。楕円形。大きさは2mm程度。果皮は厚くやわらかい。

E.考

察

(1)木製品の用材選択

同定した木製品は、古墳時代、平安時代、中世の3時期に区分されている(表4～6)。木製品は、多種

多様であるが、島地・伊東(1988)にしたがい、大きく建築・土木材、農具、工具、運搬具、武器、服飾具、

紡織具、容器、食事具、文房具、祭祀具、部材、不明木製品に分けられる俵9)。

これらの材同定結果をみると、概して多くの木製品にスギが使用されていることがわかる。一方、比較

的多くの点数を同定してもスギが全く確認されていない木製品も認められる。スギが多用される傾向のあ

る木製品としては、扇子、曲物、火鐙棒、火鎭板が挙げられる。また、同定点数は少ないが、試料が全て

スギに同定された木製品も多くみられる。これらの多くは、他地域でもスギが多く用いられる傾向がある。

中には曲物のように、他地域の調査例ではヒノキ属が多い木製品もあるが、今回の調査ではヒノキ属に同

定された曲物は3点のみで、多くはスギであった。北陸地方でスギが多用される傾向は、多くの遺跡でみ

られる〔飯島・長谷川1984、川村1983、嶋倉1979、鈴木・能城1988・1989・1990〕。このようにスギが多く用いら

れていることから、能城・鈴木(1990)は北陸地方を「スギ文化圏」と呼んでいる。その時代は、弥生時代

から中世まで幅広い範囲で認められ、古くからスギを利用した文化が本地域に根付いていたいたことを示

唆する。

その一方で、スギが全く使用されない木製品も認められる。漆器に同定されたケヤキやトチノキは、現

在でも漆器の木地として利用されている。本遺跡の結果を見ると、皿にはケヤキが多いが、椀にはケヤキ

が認められずトチノキと散孔材が同定された。点数が少ないため断定はできないが、皿と椀では異なった

木材を適材として選択していた可能性がある。また、コモヅチはシキミが多く、他にもクリ、コナラ節、

アカガシ亜属等堅い木材が選択されており、スギを主体としながらも木製品の用途に応じた適材適所の木

材選択が行われていたことが推定される。

(2)建築部材の用材

建築部材は、SI104L4E)・113L5)・1615〕・79{5】の4棟の住居と旧正善寺川から出土した。このうち、SI

lO4〔4E)・113c5]は、丸材をそのまま使用した柱根である。一方、SI16c5)・79(5)から出土した建築部材は炭

化材で、試料の状況からは柱材ではなく垂木や横木のような部位を連想させる。同定の結果、柱根は全て

クリであったが、炭化材は2棟の住居で不明種も合わせて5種類が認められた。また、旧正善寺川から出

土した2点は、クリとキハダに同定された(表6)。これらの結果から、クリを主柱材として用い、その他

の部位は周辺に生育していた中から適当な木材を選択して利用していたことが推定される。

柱根に同定されたクリは、国産材の中でも強度が高く柱材として適材といえる。北陸地方では、柱材に

クリが用いられる例が多く見られる〔西田1977、川村1983、藤1986、能城・鈴木1989、パリノ・サーヴェイ株式会

社1992〕。また、本地方の縄文時代を代表する巨木柱列に半裁されたクリが用いられていたことはよく知
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一之口遺跡東地区から出土した木質遺物および種実遺体の同定
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第9表木製品の用途別種類構成

164



V自然科学分析

       遺構名旧正合
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第ll表各遣構の種実遺体検出状況
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られている〔古池1986、藤1986〕。これらのことから、北陸地方では縄文時代以降、時代を問わず柱材等強度

を必要とする用途にクリを利用していたことが推定される、

(3)種実遺体の種類

各遣構の出現傾向について表llに示す。いずれの遺構も栽培植物や可食植物の種類および個体数が多い

ことから、周辺植生から流入したというよりは、当時利用された植物がまとめて投棄された可能性が高い

ものと見られる=

今回検出されたもののうち、栽培のために渡来したものは、イネ・オオムギ・メロン類・カボチャ類・

ヒョウタン類・ナス・シソ属(エゴマ?)がある.シ'嘱には、シソやエゴマといった栽培種も含まれるが、

野生種も多く単純に栽培種由来であるとはいえない一しかし、先に述べたように野生種よりも大型の果実

が多いことや、多くの栽培種とともに検出されている事から、エゴマの可能性もあるので、ここでは栽培

種に加えた。これらのなかには渡来時期が明確でないものも含まれるが、いずれの種類も平安時代～中世

の遺跡からの検出例はある。おそらくこれらは当時栽培され、食用として利用されたり(干瓢はヒョウタン

の仲間であるユウガオの果皮から作る)、ヒョウタンについては容器としても利用されたりしたのであろう。

栽培種以外の可食植物は、トチノキ・号ンショ占・ブドウ属・サクラ属・キイチゴ属・ガマズミ属があ

る。トチノキ属以外は生食可能であるため、古(から食用叶ンショウについては香味?)として用いられて

いた種類である。また、トチノキについては、アルカリによる「あくぬき」が必要であり、この技術は縄

文時代後期にまで遡るといわれている〔渡辺1984〕=これらの植物は周辺の山林に生育可能な種類であるこ

とから、これらを採取し利用していたのであろう。可食植物以外の種類は、周辺の山林に生育可能な種類

であり、周辺の植生からの混入などが考えられる,

各時代毎の出現傾向については、定量的に分析を行っていないので単純には比較できないものの、中世

以降のものがそれ以前のものと比較して種類数が増える傾向が認められる。遣構内から検出される種類は

可食植物や栽培植物に偏っており、特にイネの胚乳など直接可食する部位も多量に投棄されている.また、

出土部位が中位に特定されていることから考えると、単に「たべかす」を投棄したものではなく、発掘調

査時の見解のとおり儀礼などに伴い投入され、火熱を覆った可能性が高い。

種実遺体を分析する方法としては、今回行ったような方法の他に、各遺構から一定量の土壌U5{)cc程厨

を採取して節別(0.5～0.25mm程度)し、双眼実体顕微鏡下で種類を同定する定量的な方法もある,

このような定量的な方法を組み合わせることによって、大型のものから微細な植物遺体までを総合的に

捉えることができるようになる。また、複数の遺構で同様の調査を行うことにより、遺構海の定量的な比

較も可能である。さらに、井戸底などの埋積土について花粉分析を行うことにより、周辺植生との関連性

を把握することができよう。

F.ま

と

め

調査の結果、木製品の用材選択や栽培されていたと考えられる植物の一端が明かとなった。これらのう

ち、トチノキは材と種実遺体双方が認められた。椀は周辺で採取されたトチノキを用いて、遺跡内で製作

された可能性が高い。また、スギをはじめ、同定された多くの樹木は現在の遺跡周辺の山地や平野部で見

ることができる〔丸山ほか1985〕。このことから、古墳時代以降の遺跡周辺の植生は、現在とほぼ同様であっ

たことが推定ヨ,る当時の入々は、これらの遺跡周辺の森林の中から用途に応じて木材を崖択・和用し
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ていたことが推定される。また、沿海地から山間部まで幅広い範囲で木材や種実の採集を行っていたこと

が推定される。

新潟県では、今回の調査の他に、千種遺跡、中ノ原遺跡、曽根遺跡、岩田遺跡で木器や建築部材の同定

が行われている〔亘理・山内1963、西田1977、川村1983、バリノ・サーヴェイ株式会社1992〕。これらの調査によ

り新潟県の過去の用材選択が明らかになりつつある。しかし、そ全容を把握するにはまだ資料数が少ない。

特に新潟県は南北に長く、南部と北部では植生も若干異なる。今回の調査でも認められたように、用材選

択は箇々の遺跡の立地環境が大きく影響する。したがって、今後さらに多くの遺跡で花粉分析を含めた分

析調査を行い、用材選択の地域差を明らかにしていくことが必要であろう。
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1.平安時代の土器

第VI章

ま と

め

1.平安時代の土器

A.概

要

遺跡から出土した奈良・平安時代の土器は、おおむね81U:紀前半～9世紀後半とll世紀前半～12世紀中

葉に2分される。前者に該当する遺構は掘立柱建物1棟・土坑4基・溝2基と少ない。しかし、包含層か

らも該期の土器が出土するため、報告で時期不明とした掘立柱建物が、この時期のものになる可能性があ

る。その他、旧正善寺川から古墳時代の遺物といっしょに該期の遺物が多量に出土したが、河川跡出土の

ため資料的価値に欠ける。後者に該当する遺構としては4D地区の井戸群と、これに隣接する4E地区の

SDl'IEである,特にSDl'14Dは堆積層位ごとに遣物取り上げができ、遺物量も豊富で、食膳として用い

た土器以外に時期決定の材料となる灰紬陶器や多数の木器も包含されていた。該期の生活の一面を知る良

好な資料と考えられる。ここでは、これら良好な出土状況を基に11世紀前半～12世紀中葉の遺物を取り上

げ、土器様相を中心に整理してみたい。

SDl'」E)の資料は、その重要性から本報告を待たずに出土遺物の一部(第43図)がすでに報告されている

〔田海1985〕。出土品に灰粕陶器の丸石2号窯式の椀が伴うことから、報告では11世紀後半の資料として、

該期のまとまった資料のない当県において脚光を浴びるに至った。その後、多くの研究者がこの資料を取

り上げ、現在では越後の該期を説明する基準資料〔坂井1988・1990〕となっている。

最近、灰粕陶器の実年代が若干上がるとの考え〔藤沢1990)から、本資料を新しくともll世紀前半から中

葉に位置付けた考え〔品田1993〕があるが、ここでは、これら暦年代について詳しく触れるつもりはなく、

むしろ、報告書として層位ごとの出土遺物や構成比率、そして、それらの変化等の基本的なデーターを抽

出し、該期の内容をより明確にすることをめざしている。

B.各器種の法量と構成比率

ここでは土師器の食膳具について取り扱う。煮沸具については甕・小甕・鍋が少数、破片で出土してい

るが、食膳具や貯蔵具の須恵器同様、一般的に古い時期に含まれ、該期と明言できるものは少ない。

土師器の食膳具は小皿・無台椀・有台椀・黒色土器がある。黒色土器のなかには有台椀と無台椀がある。

まずこれらの器種について、それぞれの法量をみてみる以下、法量については土師器無台椀のみに限っ

て、口径17～18cmを1、口径14～15cmをII、口径ll.5～13,5cmをIII、それ以下の9～11.5cmをIVと表す。

 Φ小皿・無台椀

第44図は図化した資料をもとに、土師器小皿・無台椀の法量分布を示しているが、口径9～11.5cm・器

高2.3～3,5cmのIVと口径ll.5～13,5cm・器高3～4.7cmのIIIに大きく分布が集中する。また、口径14cm

以上、器高4,鷺以上は数が少ないがIIIとは明らかに区別される大型品である一この報告ではIvノ)小型
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第44図SD1':[出土食膳具法量分布図

15cm(口そ≧…)

・有台椀・黒色有台椀

品を「小皿」、III・IIの中型品や大型品を「無台椀」と呼んでいる。図でも分かるように各層にはIV・III

の二つの法量差をもつ器が存在する。この二者は、5層(緑黒土)以降、IVが小さくなることにより、図中

で明瞭に区別されるようになる。また、IIは少量含まれ、特に1層(灰色土)ではより大型のものがある。

法量差や各法量を構成する個体数は各層で微妙に変化する。第45図は口径が計測可能な口縁部破片を基に

口径の大きさを1cmごとに区切り該当する破片数を集計したもので、これにより、おおまかな口径分布を

見ることができる。5層(緑黒土)はピークが10cm～11cm台で最小8cm台から最大14cm台の法量差がみられ

る。次の2層(黒色土・では、若干小型化し10cm台のピークが決定的となる。同時に13eに台Dものが数量的
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第45図各層出土食膳具(小皿・無台椀)の口径分布図

に安定する。この両ピークがIV・III二者の法量差を表す。また、IIが若干目立ってくる。次の1層(灰色

土)でIVはさらに小型化する傾向が強く、12～13cm台も比較的安定した数量を保つ。以上、大まかな法量

分布と層位別の変化をみてきたが、ここでまとめると、小皿・無台椀としたものは、法量の分布から大き

くIV・III・IIに3分される。IV・IIIの区別が明瞭になるのは5層(緑黒土)以降で、層位ごとの変化では

IVが明らかに新しくなるにしたがい小型化していく傾向を示す。

(2)黒色土器

黒色土器については有台のものと無台のものがある。破片から両者を区別することは難しく、内面のミ

ガキや暗文の有無で識別できるものではない。したがって残存状況から明らかに区別が可能なものを取り

扱う。口縁部による構i成比率は2層(黒色土)で有台:無台=10:1.5、5層(緑黒土)で有台:無台=10:1

と黒色土器の内、無台椀が占める割合は有台椀の10～15%と少ない。なお、1層(灰色土)には無台の破片

はあるものの、これらの中に計測に必要な口縁部まで残存するものはない。また黒色無台椀の口径は12～

16cm、器高3.4～5cmと無台椀のIII・IIの大きさである。

黒色有台椀は第44図のとおり大・小の明瞭な法量差をもつ。小は口径10.8～12cm、器高4～5.4cmで、

大は口径14.4～16.2cm、器高5.7～7.5cmである。また、これら二者の胎土には明瞭な差がある。大型のも

のは緻密で小礫等をほとんど含まない精良な胎土をもちいるのに比べ、小型は小礫を多く含む。内面の調

整も大型品は細かなミガキの単位(工具痕)を残す場合が多く、小型品の多くは丁寧なナデによるものの礫
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1.平安時代の土器

1層

(灰色土)    苫5'::鮮.°・・..・..輔.詞・皿.・.・・48.7%・ウ照・髪殊〃黒色土器16.2%
小皿18個

無台椀13個

黒色土器6個

2層

(里色土)
.5Q.0磯 〃/ゑ%デ鋭%

・/ろ
/

ノ」・皿43個

無台椀32個

黒色土器11個

5層

(緑黒土) 易,3・・%≧
小皿38個

無台椀26個

黒色土器11個

第46図食膳具の構成比率

の突起が器面に残り全体がザラつく,このことは、製作者が大型・小型を意識的に区別したか、製作者が

異なっていたかの両者の可能性があるまた、層位別の法量分布やその他細かいことについては、資料数

が少なく特徴を見出すことができなかった、

(3)有台椀

黒色処理しない有台椀が少数出土している。これらは一般的に内面の調整が丁寧なナデによっており、

黒色有台椀の大型品が一般的にミガかれているのと大きく異なる。口径・器高のわかるものが1層恢色

土)、2層(黒色土)にそれぞれ1点出土しており、法量は口径14.8～15cm、器高6～6.2cmと黒色有台椀の

大型に相当する。黒色有台椀の小型に相当するものの存否は不明である。その他、底部を中心とする破片

で1層(灰色土)から10点、2層〔黒色土}から22点、5層・緑黒土)4点が出土している。

以上が土師器食膳具の特徴であるが、これらを小皿・無台椀・黒色土器と大きく3分し、口縁部残存率

による器種構成比率(計測と集計方法は古墳時代後期のまとめを参照)でまとめたものが第46図であるJこれに

よると、小皿は5割前後を占め、無台椀を凌ぐ黒色土器の比率は多少前後するが徐々に高くなり1.5割

前後に安定する。小皿が新たに出現し、旧来の無台椀を凌ぎ、法量の異なる二つの器種の存在が安定する

事を現している。そして、前記したように小皿はさらに小型化の傾向を強くしていく。

C.形態的な推移

小皿・無台椀は形態上の特徴から、それぞれA・B・C類に大別され、さらに各々を2種(小皿C類は3種)

に細分することが可能である(第18図)。小皿と無台椀の形態のバラエティーは基本的に同様で、両者は同

一形態の大型・小型を表し、法量が明らかに分化されることから、それぞれを独立させ同様な基準をもっ

て分類している。

A類は先行期に多出する形態で、C類は量的に劣るが同じく先行期に一定量存在する形態である。残る

B類に関しては先行期には見られず、本遺跡または若干、先行する時期に新しく発生した器種と考えてお

きたい。SD1't4E)の層位ごとに各類の構i成比を示したのが第47図(対象資料は図化したもののみであるが、全体

の傾向はとらえられるものと考えられる)であるが、小皿の推移をおおまかに見ることができる。古い方(5層

緑黒土)から新しい方(1層灰色土)にかけてC類が減少し、B類が増加する傾向にある。細かくはB2類が

徐々に増加し、灰色土においてB1類との比率が逆転する。また、C類に関してはC1類が徐々に増加し、

C2類が減少するA類は30%前後でほぼ安定し、A2類は減少、A1類は増加傾向にt"る
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小皿

1層

(灰色土)

2層

(黒色土)

3層

(緑黒土)

     ●o・●差A1鍵棄33%.°.'●,・認旗事^・えr縛・B1纏℃r,、}》へ髄一難禦籔B239%C1＼＼ll%26%/

無台椀

1層

(灰色土)

2層

(黒色土)

5層

(緑黒土)

      ヨA1・40%°、。・:。A27%、惣;一、確鰹ひ鶉1雛霧美饗懲B220%＼Cl、7%c2/13%

      .A1美㌔,60%.}.゜A2綴・嵌雛㌧・黛購Br{驚灘、1L辱,r、昌゜4%鹸嚢製難藻B27%C14孝/C2/7%

     ,.A1.・・.41%'蕪箭嚢鍵.:ゆ冒1r一ヤ亀知睡鷲熔18%幾霧・無'三・黛鷲B218%＼＼1＼＼iミ＼18%C25%
第47図層位別の各類構成比

無台椀は大(II)・小(III)2器種存在するが、大は極わずかである。無台椀の小型品A1類は、5層(緑黒土)

から2層(黒色土)まで増加し、黒色土で64%と過半数を占めるにいたる。それに反し、B・C類の比率は

減少するが、1層(灰色土)では逆にB・C類が増加しA類が減少する。しかし、A類は依然47%と高い比

率をもち主体の位置を占める。A・B類の状況は基本的に小皿の状況に近似するが、C類に関しては、小

皿で減少の一途をたどるのに比べ、無台椀では増加傾向にあり、その分、小皿においてB類が目立つ結

果となっている。細かくはA類でA1類が常に主体となり、A2類が少数含まれる。B類はB1類が徐々

に増加するが、1層(灰色土)に至ってB2類が逆転する。そして、C類に関してはCl類が主体であった

が2層(黒色土)に至ってC2類が逆転する。これらの状況は必ずしも小皿とは一致せず、小皿出現期の様

相の複雑さを物語るものである。しかし、大きく見れば先行形のA類が無台椀で5割前後(小皿で3割前後)

と大きく減少し、それに代わってB・C類が台頭する。このB・C類が後続時期に量的安定をもって出土

することから、該期の様相は後続期の先行形と考えられる。そして、その形態上の変化は小皿において急

激な変化をみせる。

D.食膳具の変遷願城地方を中心に)

以上がSD1/14E)でみられる土師器食膳具(小皿・無台椀)の法量変化と形態的な推移であるが、これらを

基に頸城地方の編年〔坂井1990〕と照らし合わせ、9世紀後半から12世紀中葉までの土師器食膳具をみてみ

たい。SD1'"E)以降の時期に設定した遺構は資料数が少なく確実【生に欠けるが、法量または形態上の特徴

から後続させたものである。したがって、器種構成等、不明な部分が多い時期であることを前もって記し

ておく。なお、SDl'1ユE咄土の食膳具は土師器に限られるため、食膳具に土師器が圧倒的多数を占めてく

る今池編年のVI期からその推移(第48図)を見ていく。
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1.平安時代の土器

今池SD3(IV層)は9世紀後半ないし10世紀初頭に位置付けられ、食膳具には須恵器の無台杯・有台杯

そして土師器の無台椀と無台の黒色土器がある。須恵器と土師器の比は1:4で、土師器の中での黒色土

器の割合は2割程度である。無台椀には法量から1(.口径17～18enl)、II(口径14'一'-15cm/、III(口径11～13cn1)があ

り、IIIが圧倒的に多い。形態的にはIIがA1類、IIIにはA1類ないしC1類が存在する。また、黒色土

器は中型ql)と大型(l/が有り、形態は無台椀と同じでA1類に近似する。これらを基本に以後の推移を見

ていくと、次の一之口遺跡西地区SDI88(10世紀第2四半世紀)と同遺跡SE183はIIIが主体となる、そして、

SEl83で見られるようにIIIの中でもさらに小型の部類に集約される傾向をみてとることができる。形態

はAl類がみられ先行期と同じである。また黒色土器も少ないながら出土しており、形態的にはSDl88

は黒色無台椀A1類、SEl83は無台椀A1類に近似する一SDl88の黒色無台椀A1類は、これ以後、安定

して出土する黒色無台椀の特徴的な1形態となり、その後、黒色無台椀A1類と無台椀に近似する形態の

黒色土器が併存していく。

次の10世紀中葉以降に比定される一之口遺跡西地区SEl53は、前時代から継承された無台椀の形態が

著しく変化する時期である。口縁端部を外反させるものを多出し、小型品は口径の割に器高が著しく低く

なる。法量的にはII・IIIの2種がみられ、先行期のIIIでみられた小型化傾向とは逆にむしろ大型化する。

この傾向は該期の土器を出土する青海町須沢角地A遺跡SI227〔土田ほか1988〕・新潟市小丸山遺跡SKl〔藤

塚ほか1987〕・新井市杉明遺跡SK5〔高橋1989〕等でも同様である,形態的にはA1類ないしC2類があり、

前記した口縁端部が外反し、口径の割に器高の低いC2類が多数を占める。黒色無台椀については須沢角

地A遺跡を見るかぎり、IIIの無台椀C2類に近似するものが、そして、新井市杉明遺跡では、IIIとIIの

無台椀A2類に近似するものが出土している。この段階でみられた無台椀の傾向は、その後に位置する四

ツ屋遺跡SK63・同SE25に継承される。前者はIIIのみを出土するが口径12cm前後の一群と13em強の一群

が存在し、その法量差は後者(SE25)でより明瞭となる。形態は前時代同様、器高の低いタイプが多いが、

図を見るかぎり一之口遺跡西地区SE153でみられた口縁部を外反させるものはなく、端部を丸く納める

C1類が目立つ。その他、B2類とA1類が少量ある。このうち、B2類はその後の一之口遺跡東地区SDユ'qEト

で多出する形態で、初源的な位置として重要である:後続するSE25では、同様に器高の低いものが多い

が、C1類とC2類の両者が含まれる。また、身の深いA1類も含まれる。黒色無台椀は、黒色無台椀A

1類や、それに近似した身の深いタイプが存在するが、無台椀C2類に近似、したものもSE25で出土して

いる。

次の段階に来るのが本遺跡のSD1'`E1の資料である=法量または形態上の推移は前記したとおりであ

るが、四ツ屋遺跡SE25でみられた無台椀の法量IIIの中でとらえられた大・小の違いは、5層(緑黒土)に

至って決定的となり、さらに後続時期は口径・器高とも小型化が進む。そして、法量IIIのなかでの大型

品は口径12～13cmと安定した法量を保つのと比べ、小型品は小型化を促進し、両者の法量差が広がる。こ

の段階より小型化傾向にある一群を「小皿」qV)と称し、無台椀と分離した。この分離小型化の傾向は四

ツ屋遺跡SE25から徐々に始まってきたものと考えられる。しかし、形態的には先行期が多数のC類と若

干のA・B類で構成されていたのと比べ、B類の比率が高くなることにより一変する。そして、黒色土器

として新たに有台椀が加わる。この黒色有台椀は形態上、灰粕陶器椀に酷似し模倣品としての出現が考え

られる。前時代の継承と考えられる無台の黒色土器も存在する。SD1'c4E'2層(黒色土)、5層(緑黒土)で見

るかぎり、黒色無台椀A2類が出土しており、同一時期と思われるSE610c4D】から黒色無台椀A1類が出

土している二とから先行期同様、両タイプが併存することが分かる。また、黒色有台椀の法量には口径
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1.平安時代の土器

10.5～12cm・器高5cm前後と口径14～15.5em・器高6～7.5emの大小2種類が存在する。

SD1',4E}以降の資料は、現在のところ遺跡数が少なく、出土した資料も断片的なものである。本遺跡に

おいてもSE606L4D'・SE612L4D[・SE61S`4D}・SX3'1Eと上げることができるが資料数は少ない。器種の欠

落等が考えられ、必ずしも該期の様相を伝えるものではないが、小皿について、その推移を大まかにとら

えることができる,小皿の法量は徐々に小型化し、器高も低くなる。形態的にはA1・Bl・Cl・C2・

C3類がある。黒色土器はSX3c`E)・SE606t4Dlで有台椀が出土しているが高台は先行期に比べ低く退化し

ている￠

以上が土師器食膳具の推移であるが、このなかで、いくつかの画期を見い出すことができる。それは今

池遺跡SD3～一之口遺跡西地区SDl83(1期)、一之口遣跡西地区SE153～四ツ屋遺跡SE25(II期)、一之口

遺跡東地区SDl'{4EI-一之口遺跡東地区SX31qll期)の3期である。1期は食膳具のなかに少量ながら

須恵器を伴う時期で、その比率は徐々に減少する,土師器無台椀は形態的にA1類が多く、C1類が少量

含まれ、法量は1・II・IIIが存在する。その内、IIIは時期を追って小型化する。黒色土器は無台椀のみで

古段階では無台椀A1類の酷似形を基本とするが、新最階に入り、黒色無台椀A1類が出現する。
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VIまとめ

E.編年的位置付け

最後に本遺跡の資料について近県の状況を参考に、簡単な編年的位置付けをしてみたい。SD1't`E〕の1

層(灰色土)から、5層(緑黒±)は層位ごとの緩い変化はみられるまでも、器種構戒・法量・器形のバラエ

ティー等、共通性が高く、大きな時期差はみられない。土師器無台椀の法量からいえば、石川県三浦遺跡

上層に似ているが、伴出する灰粕陶器は虎渓山1〔前川1991〕を中心としており、10世紀後半〔藤沢1990〕に比

定される。また、SD1'c'Eb2層(黒色土)からは丸石2号窯式を伴っており、ll世紀初頭と両者には時期差

が存在する。虎渓山1を出土する四ツ屋遺跡SK63は口径10～11cmの小型品が欠落するなど、無台椀の様

相は異なる。これは土師器無台椀の法量IIIの2分化が石川県では虎渓山1を伴う三浦上層期から開始さ

れるのに対し、越後の場合、若干遅れ、四ツ屋遺跡SE25を初源とし、丸石2号窯出土のSD!'〔4Elに量的

安定をみせ存在することと理解できようか。また、形態からも、三浦遺跡上層ではA類が多く、SDltt"E'

よりも古段階の様相を示し、後続する時期の安養寺(柴木)pit71、武部ショウブダ遺跡などでは、すでにC

類を基本とし、SDl'[4E)よりも器高の低いタイプで占められる。したがって、SD1'`4E,の資料は三浦遺跡

上層よりも新しく、安養寺(柴木)pit71よりも古い時期として、ここでは一様、ll世紀初頭から前半に位

置付けておきたい。また、北信濃地域の食膳具の様相〔原1988〕の中に、IO世紀後半に位置付ける田中沖遺

跡11号住、ll世紀初頭の三輪遺跡1号住、11世紀前半の間山遺跡1号住の土師器法量は、SD1"4E1に近似

し、形態的にも問山遺跡1号住でB類が目立つことから、北信濃地方に対比しても、おおむね、この時

期に該当するものと考えられる。

次の時期として設定したSE606f4D)、SE612L4D"、SE615L4D!、SXI3t4Eiは、それぞれ断片的な資料のみで

あるが、北陸・信濃地方でみられる小型化の現象に合わせれば、SE606〔4DトはSD1'〔4E)の1層(灰色土)の時

期に含められ、SE612t4D,、SE615t4Diの小皿は小さな底部から体部は大きく開き、器高が低く、加賀市田

尻シンペイダン1号溝(11世紀末)に近い時期に設定されよう。sx3【4E)は全体的に厚手の小皿で、器高が低

く、漆町遺跡IOO号土坑に近似する。17の高台の小さな黒色有台椀も底径が小型であるが近似し、21の体

部が大きく開く厚手の大型椀も、漆町遺跡100号土坑で一定量出土しており、12世紀中葉と考えておきたい。

2.古墳時代後期の土器

A.出土土器の編年

(1)はじめに

古墳時代後期の土器は約30棟の竪穴住居を中心として多量に出土した。土器には須恵器・土師器がある

が、須恵器の出土量は少なく土師器が大半をしめる。年代はおおむね6世紀前半から7世紀中葉もしくは

後半を中心とするものである。これらの主要な土器についてはすでに第III章一3Bで述べてきたが、ここ

では出土土器の編年について概要を述べたい。

土器の編年の基準となるものは竪穴住居出土の土器である。竪穴住居はいうまでもなく、居住用の施設

であり、そこから出土する土器は一時期に廃棄されたものとは限らない。土器の廃棄の時期には竪穴住居

の①構築・②使用・③廃棄後という三つの段階が想定できるからである。ただし、竪穴住居出土の土器は
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2.古墳時代後期の土器

その出土状況から土器の廃棄された段階を推測することができる。すなわち、「①構築時」はカマドに芯

材として使用された土器や貼床内出土の土器、「②使用時廃棄時を含む)」は床面直上もしくはカマド周辺

出土の土器、「③廃棄後」は竪穴住居の埋土の中層・上層出土の土器がそれぞれ対応する〔坂井1989〕、この

うち至床面直上・カマド周辺の土器は時間が限定されたきわめて一括性の高い土器群であり、また一之口

遺跡東地区の古墳時代後期の竪穴住居のカマド周辺や床面直上からは多くの土器が出土した。実際の編年

にあたってはこれらの土器群を編年の基準として用いたが、埋土出土の土器も補足する資料として用いて

・.・る場含がある。

(2)各器種の変遷と消長

土器の編年にあたっては杯・鉢・高杯・壺C類なビの各器種の消長と型式変化・甕の型式変化および

共1半した須恵器に注目し、4期に分けて考えた.各期の基準となる資料は以下のものである。

1其月:SIl68'E・SIll3〔5,・SI127t5,

II期:Slll2151A・SI79c`'〕

III期:SI614q[))・SI616t4[))・SD622[4D)・Sll7:/

IV期:SK613t4D].SI62Sc4D〕・SllO4t4E,・SllO7こE・SII37-・SI1262,5]・SI1379`5,・SI1381c「']

以下第53～56図に添って各器種ごとに変遷の概要を述べる

杯(第53図)1期にはA2類(1)が主体を占め、このほかA4類(2・3)・D類(4)が確認できる,B・C

類は明確な出土例が確認できないが、当期にも存在した可能性が高い。A2類は器高が高く、口縁部がつ

よく屈曲するものである,またA類を中心に、黒色処理を行わない杯類が一定量を占める。

II期も1期と同様にA2類(12・13)が主体を占め、このほかA4類(14・15)・B1類(16)・C類(17)・D類

U8)が確認できる。主体を占めるA2類は、口径20cm前後のもの(12)と口径15cm前後のもの(13)の2種が

あり、このうち口径15cm前後のものは1期のものと比較すると器高が低くなる。またB類は口縁部と体部

の境にシャープな稜をもつ。C類は口縁部が内側に屈曲するものがみられる。黒色処理を行う杯の比率は

1期と比較すると高くなる。

III期はA類が減少し、B・C・D類が増加し、E類が組成に加わる。A2類には口径15cm前後〔30)、20em

前後(31)の2種、Bl類には口径llcm前後(341、15em前後(35)、21cm前後(36)の3種、D類には口径12em前

後(39)、15eln前後(40)の2種の法量分化が確認できる、A2類は底部が平底となり、外面にハケを残す粗

雑な作りのもの(29)が確認できる。Bl類はII期のものと比較すると、口縁部と体部の境の稜がシャープ

でない。C類は口縁部が直線的に上方にのびるようになる。またD類の中には体部下半にヘラケズリを

行うもの(40)がある。またE類(41)は箱型を呈し、体部内外面とも丁寧なヘラミガキの後に内面は黒色処

理を行う作りの良いものである。

IV期はA～D類が減少し、杯の主体はE類となるが、A4類(51)、B3類(52)、C類(53)も少量確認でき

る。E類には多様な形態があり、須恵器杯G身を忠実に模倣したもの(54)、底部が小型で、口縁部が内湾

ぎみにのびるもの(55)、器高が低く、体部の開きが大きいもの(56)などが確認できる。

鉢(第53図)1期には確認できない。II期にはA類とB類が確認できる。A類は丸底のもの(19)と平底

ぎみのもの(20)があるが、内外面とも丁寧なヘラミガキの後、内面に黒色処理を行う精製品が多い。B類

{21』は平底で内外面とも丁寧なヘラミガキを行うものである。

III期にぷ鉢が多く確認できるようになり種類も多くみられる。A類・B壇∫)ほか、当期からD類が確
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認できるようになる。A類は底部が平底となり、内面は黒色処理をするがヘラミガキは行わない粗雑な作

りのものである(42)。B類には丸底で頸部がわずかにくびれるもの(43)がある。D類は口縁部に水平な面

をもつもの(44)と先端が尖るもの(45)が存在する。

IV期はB類・D類は確認できるがA類は確認できない。B類は口縁部が内湾ぎみにのび、端部が尖る

ものが確認できる(55)。図示したものは内面に黒色処理を行わないものだが、SIl262には同様の形態で内

面に黒色処理を行うものも確認できる。D類は口縁部が内湾ぎみにのび端部が尖るものが確認できる(59)。

高杯(第53図)1期には杯部B1類(6)と杯部D類(7)が確認できる。杯部A・B2類は共伴例が無いが、

当期にも存在した可能性が高い。脚部は「ハ」字状に広がる長い脚部A類(9)と、外反する短い脚部B

類(8)の両者が確認できる。

II期は杯部B1類(22・23)とB2類(24)、C類(25)が確認でき、D類は確認できない。A類は共伴例が無

いが、1期とIII期に確認できることから、当期にも存在した可能性が高い。Bl類は1期のものに比べ口

縁部と体部の境にある稜がシャープでなくなる。脚部については、B類は1期からあまり変化がないが(26)、

A類は1期よりも脚部の開きが小さくなる(27)。

III期は杯部A類(46)が確認できる。B1類、C類は確認できないが、II期とIV期には確認できること

から考え、当期にも存在した可能性が高い。脚部はA・B類ともII期のものに比べさらに開きが小さく

なる(47・48)。

IV期はB1類(60・61)、C1類(62)のほか、新たにC2類(63)が確認できるようになる。B1類はII期に

比べ口縁部と体部の境がさらに明瞭でなくなる。脚部はA・B類とも開きがさらに小さくなる(64・65)。

また当期には内湾ぎみにのびる体部が、屈曲しないで口縁端部にいたるシンプルな杯部をもつ高杯が出現

している可能性がある。

壺C類(第53図)1期にはC1類(10)とC2類(ll)が確認できる。C1類は口縁端部に面をもつ。II期に

はC1類のみ確認でき(28)、C2類は確認できなくなる。C1類の口縁端部の形態は丸い。III期はCl類(49)

とC3類(50)が確認でき、このうちC1類の口縁端部は細く尖る。IV期には壺C類は確認できない。

甕(第54・55図)大型甕(法量1・II)と小型甕(法量III・IV)があるが、大型・小型ともにA1--A4類の4

つのタイプがおおむね併存しつつ型式変化するものと考えた。

1期は大型のものはA1～A3類(63～69)、小型のものはA1～4類(70～75)が確認できる。A2類・A3

類は体部の最大径が大きく、張りのあるものが多い。また、大型のA2類は頸部の屈曲が強い(第54図66・

67)。底部は比較的大型のものが多く、SIll315'ではピークは6cm台だが、7・8cm台のものも一定量存在

する(第55図)。

II期には大型のものは全体に細身となる。ただしA2類は細身のものと太身のものに分化した(77・78)。

小型のものは出土量が少なく詳細は不明だが,大型のものとほぼ同様な傾向をたどるものと考えている。

頸部にヨコナデによる段をもつもの(76・78・81)や小型の底部が下方に突出するもの(76・79)が一定量確認

できる(第54図)。底径はSI79〔5)では6cm台にピークがある点はSI113c"J)と同じだが、8cm以上のものは減

少する傾向にある(第55図)。

III期は体部が直線的にのびるものが多く、体部最大径がさらに小さくなる。小型甕は当期以降増加傾

向にある(第54図104～lll)。底径はSI614t4D,では6cmにピークがあり、1・II期と変わらないが、9cm以上

のものは確認できなくなる。また口径は16cmと20cmにピークがあり、二極分化する。これは当期以降小型

甕が一定量確認できるようになることを反映したものと推測する(第55図)。
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2.古墳時代後期の土器
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2.古墳時代後期の土器
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2.古墳時代後期の土器
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VIまとめ

IV期はこれまでの、細身になっていく傾向が一転し、太身のものが多く確認できるようになる。ただ

しA2類の太身のものは確認できない(第55図)。それにともない底径も大型化し、Sll37では7～8cmの

ものが一定量確認でき、III期とは様相を異にする。口径は14～17emのものと21cm前後のものがあり、III

期にみられた二極分化の傾向は明瞭になる(第55図)。またB類も当期には確認できる(第54図lll・ll2)。

広口甕(第56図)本遺跡ではII期にのみ確認できる(87)。基本的にはII期以降存在するものと推測する

が詳細は不明。

甑(第56図)A1・A2類は1～IV期を通じ確認できる。1期は大型のAl類Q13)・A2(114)類、中型の

Al類(115)が確認でき、小型のものは確認できない。大型のAl類は直線的にのびる体部中央付近に把手

がつくものであるが、大型のA2類、中型のA1類には把手はつかない。

II期には甑の出土量が少なく、中型のAl類(116)・A2類(ll7・118)が確認できるのみである。

III期には大・中型のA1・A2類(119～123)のほか、B類(124)が確認できる。各器種とも、甕の形態変

化に対応して1期と比較すると細身となる。大型のAl類は把手を持たず頸部がわずかにくびれるもので

ある(119)。また中型のAl類は体部の開きが小さく、体部中央f寸近に把手をもつもの(121)と、体部の開

きが大きいもの(122)が確認できる。

IV期は甑の出土量が増加する。甕の変化と同様、甑も当期には太身となる。大・中型のAl類、大・中・

小型のA2類、小型のB類が確認できる。大型のA1類には把手を持たず頸部がわずかにくびれるものと、

体部が直線的にのび、体部中央に把手がつくものが確認できる(124)。大型のA2類には底部から体部に

かけて大きく広がり、体部中央付近に把手をもつもの(125)のほかに、体部が直線的にのび、把手を持た

ないものがある。中型のA1類には体部の開きが小さく体部中央付近に把手をもつものと(128)、体部の

開きが大きく把手を持たないものがある(138)。

壺(第56図)1期～IV期を通じて確認できるが、1期・II期には出土量が少ない。各期を通じA1類が主

体を占めるが、型式変化に乏しい。

1期はAl類(133・i34)のみ確認できるが、B類も存在した可能性が高い。II期にはA1類(135・136)と

B類Q37)が確認できる。III期にはB類は確認できなくなるが、A1類(137・138)の他に新たにA2類(139/

が確認できるようになる。IV期はIII期同様、A1類(140)・A2類(141・142)が確認できる。

(3)機能別の構成比率の変化

a.土器の計測方法

上に示した編年に基づき、土器の構成比率の推移をみていくが、具体的な検討に入る前に、±器の構成

比率の計測方法について若干触れたい。一之口遺跡東地区の古墳時代後期の土器の計測方法としては、口

縁部残存率計測法と個体識別法の2種があり、甕の口径別個体数(第55図)・±器の機能別の器種構成比率

(第57図)の算出には前者を、甕の底径別個体数(第55図)・食膳具の構成比率(第58図)の算出は後者を用いた。

個体識別法は別として、口縁部残存率計測法は計測方法として必ずしも一般的ではない。これについては

宇野隆夫氏の論考に詳しく〔宇野1982・1991〕、詳細についてはそれらを参照していただきたいが、以下宇

野隆夫氏の「食器計量の意義と方法」〔宇野1991〕を参考にしながら簡単にその方法を述べる。

口縁部残存率計測法に用いるものは、中心部から拡散する放射線を引いた多重の同心円であり、今回の

計測には、同心円の直径は5mm単位、放射線は角度が10度単位で36分割したものを用いた。器種構成比率

の帯グラフや巻末の表にx/36とあるのはそのためである。主要遺構出土の器種構成比率計測の方法は口
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2.古墳時代後期の土器
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2.古墳時代後期の土器

縁部破片を直径が相当する円周の上におき、残存率、すなわち残存する口縁周の長さ/復元した口縁周の

長さ旧縁部片の残存した長さが36分割した円周のいくつ分残っているか)を読取り、ほかの属性とともに記録す

る方法である。

京都府京北町丹波周山窯の出土須恵器について個体識別法・口縁部残存率計測法・破片計測法・重量計

測法の4種類の方法により器種構成比率の計量を行った宇野隆夫氏は、個体識別法にくらべ口縁部計測法

は個体数が約14となるが、各器種の構成比率は類似Lた数値がえられることを明らかにした〔宇野198L)〕。

本来もっとも良い土器の計測法が個体識別法であるこ≧は明らかであるが、個体識別法は多くの時間と労

力がかかる、また土器の出土量や個人の力量により精度が変わることは、多くの人が経験的に感じること

であろう。一之口遺跡西地区出土の古墳時代後期の竪穴住居出土土器や古墳時代前期の土坑出土土器は個

体識別法を行えない量ではないが、時間的な制約もあり、器種構成比率の算出にあたっては計測にかかる

時間が少なく個体識別法と近似した器種構成比率がえジ.れる口縁部残存率計測法を用いた。

なお、機能別の構成比率は、遺構内出土〔主に竪穴/主居ノ)遺物全点を口縁部残存率計測法を用いて計測

している,そのためある程度の時間幅は考慮に入れなければならず、以下に示す数値は、同時使用した土

器のセットの比率をそのまま反映しているわけではない土器の大半が日常の容器である場合は、食膳具

に比べ破損しやすい煮沸具は、実際に同時使用した土器のセソトのなかに占める煮沸具の比率よりも高い

数値となる。また、食膳具の中に一過性の仮器が含まれる場合は実際の土器セットの中の食膳具の比率よ

りもその数値は高くなる。以上のように土器の計測方法にはいくつかの問題点を残すが、器種構成比率の

大まかな推移については明らかにしうるものと考えている、

b.機能別の構成比率の変化

次に上に示した編年に基づき、土器の機能を「食膳具」・「貯蔵具」・「煮沸具」の3種にわけ、二の

三者の構成比率の時間的な変化をみていきたい、食膳具・貯蔵具・煮沸具と器種との対応関係は下に示し

たように考えている1、

食膳具:土師器杯・土師器鉢・土師器高杯・土師器壼C・須恵器杯・須恵器高杯

貯蔵具:壺Cを除く土師器壷・須恵器壼(鬼・堤瓶・平瓶など〕・須恵器甕

煮沸具:土師器甕・土師器甑・土師器広口甕

第57図は機能別の構:成比率の時間的な変化を帯グラフで表したものである。1期に比定できるSI

16Sl4E]・SIl13〔5,はともに食膳具の比率が2596前後、煮沸具の比率は65%前後である。II期のSIll2-'1・

SI79`5)は食膳具の比率が30～40%前後、貯蔵具は5%前後、煮沸具は60～65%前後を占める。III期のSD

622qD㌦SI17{5〕はともに食膳具の比率が45%以上を占め、煮沸具の比率はSD622['1["で53.7%、SI171[1[で

39.8%となる。ただしSI614t4D}では食膳具の比率が25.7°。、貯蔵具が5.3%、煮沸具が69.0%を占め、SD

62214D'・SI17c5〕に比べ食膳具の比率が低い。IV期のSIl381'・SI137`5】・SI62St4D)・SI104〔4E)はいずれ

も食膳具の比率が低く、20%を切り、煮沸具は75～9〔1%前後である。

以上のように食膳具の比率は1期からIII期にかけて増加傾向にあるが、III期のなかで減少し始め、IV

期には大幅に減少する。また煮沸具はその逆の方向をたどり、1期からIII期にかけて減少するがIV期に

は増加する。また貯蔵具は1期からIII期にかけて増加傾向にあるが、15%を越えることはない。

IV期を中心とする時期に食膳具の比率が低い状況は、IV期とほぼ同時期か、やや新しいと考える村上

市三角点下遺跡住居跡出土土器や上越市山畑遺跡12・14号住居出土土器においても確認できる。また北蒲

原郡聖籠町lh三賀II・壼跡や西頸城郡青海町須沢角地遺跡で検出された竪穴住7∴沌工:i二器⊃うち7世紀
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2。古墳時代後期の土器

末～8世紀初頭に比定しうるものの中には食膳具の比率の低い土器群が存在する。IV期の年代について

は、後述するように7世紀後半と考えるが、土器における食膳具比率の低下は7世紀後半から8世紀初頭

にかけてほぼ越後全域で確認できる可能性が高い。

1期からIII期にかけて食膳具の増加は「個人用の食器」が定着していく過程として理解できる、これ

に対してIV期における食膳具の比率の低下はこれまでの流れに逆行するものである,このような変化を

整合的に説明することは難しいが、これをもって5世紀以降越後に定着した「個人用の食器」の解体とす

るのは適当でないだろう。近年、東日本においては8世紀代にはかなり木器が普及していたことが明らか

にされているが〔仲田1993〕、当期における土器の食膳具の比率の低下も木器の普及をある程度考慮に入れ

なければならないものと考える。

〔4)食膳具の器種構成比率の変化

次に食膳具の器種構成比率の時間的な変化をみていきたい。食膳具の器種構成比率は遺構(おもに竪穴住

居)出土の土器のうち、器種のわかる食膳具を個体識別法により計測し数値を算出した。なお土師器食膳

具のうち杯についてはA類、B・C類、D類、E類の4腫に細別したが、鉢・高杯・壷C類については器

種内の細別は行わなかった。また須恵器の食膳具については器種による細別も行わず、「須恵器食膳具」

として一括している。以下第58図にそって時期ごとに概要を述べる。

1期は、SI168`iE,では土師器杯A類が12.5%、土師器高杯が62.5%、土師器壺C類が25.0%、SI113「'

は土師器杯A類が41.6%、土師器杯B・C類と須恵器食膳具が4.2%、土師器杯D類と土師器鉢が8.2%、

土師器高杯が33.3%である。SI16Sc4E〕・SI113L"ともに土師器杯A類・高杯が比較的高い比率を占める、

II期のSI112fsiは土師器杯A類が20.0%、土師器鉢が3{⊃,0°6、土師器杯B・C類、土師器壺C類、須恵

器食膳具がそれぞれ5%、SI79[51は土師器杯A類が5{).()°,、土師器杯B・C類、土師器高杯が13.9%、

土師器鉢が16.7%、須恵器食膳具が5.6%である。土師器杯A類・鉢の比率は増加し、土師器高杯の比率

は減少する。

III期はSD622【4Dでは土師器杯A類が37.5%、土師器B・C類と鉢が25.0%、土師器杯E類が12.5°。、

SIl7[5〕は土師器杯B・C類が18.8%、土師器鉢が37,5°6、土師器杯D類が6.3%、土師器高杯が25.⊂)oo、

土師器壺C類が12.5%である。SI614qD〕は土師器杯A類と土師器杯D類がそれぞれ15.8%、土師器高杯

が26.3%、土師器壺C類が10.5%をしめる。II期と比較すると土師器杯B・C類、杯D類、鉢の比率が増

加し、杯A類は減少した。

IV期は食膳具がまとまって出土した遺跡が少ないが、SIl387`5〕では、土師器杯A類、杯B・C類が

12.5%、土師器杯E類が25.0%、土師器高杯が50.0°。を占める。SIl381c5}は土師器鉢・高杯がそれぞれ

50.0%つつ、SI1262`5}は土師器杯E類が25.0%、土師器鉢が75.0%、SI13715〕は土師器杯E類と須恵器食

膳具がそれぞれ25.0%、土師器高杯が50.0%である。土師器杯A類、杯B・C類は確認できるが、ごく少

量であり、土師器杯E類、鉢、高杯の比率は増加した。

このように1期は土師器杯A類・高杯が食膳具の主体を占めるが、II期には土師器杯A類が増加し、

土師器鉢も一定量確認できるようになり、土師器高杯の比率は減少する。III期になると土師器杯B・C類、

D類が増加し、土師器鉢もさらに比率を増し、土師器杯A類の比率は減少する。IV期には資料数が少なく、

不確定な要素を含むが、土師器杯A類、B・C類、D類が減少し土師器高杯の比率が再び高くなるととも

に、土師器杯E類・針こ.「・比率,二さら:こ増加した。
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2.古墳時代後期の土器

(5)変遷の画期

一之口遺跡東地区出土の古墳時代後期の土器について、若干の検討を行ってきたが、これらをふまえ一

之口遺跡東地区における古墳時代後期の土器の変遷についてまとめ、その変化の意味について若干の私見

を述べたい、,

1期は在来の器種のみにより構成される時期である、杯はA類、高杯はB1類が主体を占め、ほかのも

のは少ない,また鉢は明確な出土例が無い。甕は体部が太く張りのあるものが多い。小型甕・甑の出土量

はそれほど多くない。年代については6世紀前葉から後半と考える.

II期は1期以来の在来器種が主体を占めるが、新たな器種が出現する時期である。鉢A類・鉢B類・

広口甕は当期に出現する。また杯E類・鉢D類およひ杯類の法量分化も当期に出現した可能性がある。

ただし杯の大半はA類、高杯はBl類が主体を占め、広口甕の出土量も少なく、新出器種の全体に占め

る量は低い。甕は1期と比較すると細身のものが多くなる小型甕・甑は1期と同様出土例は少ない。食

膳具の比率は1と漸増し、煮沸具の比率は漸減する、年代は、SIll215)からTK43型式と考える須恵器杯

H身が出土しているが、SI79":からはTI(209型式と考える須恵器杯H蓋が出土しており、6世紀末を前

後する時期を想定したい。

III期は食膳具においては1期以来の在来の器種が衰退し、II期に出現した新出の器種が確立・定着する

時期である。杯はE類が確認できるようになり、B・D垣の比率が増加す。1・II期に主体を占めたA類

は比率が低下し、調整は粗雑となった。杯の法量はA2類が2種、B1類が3種、D類が2種存在する.

鉢はD類が当期には確実に出現し、B類も増加した食膳具の比率は当期にピークがあるが、当期のな

かですでに比率を減じはじめる。甕はII期に比べさらに細身となった。小型甕・甑は1・II期に比べ増加

する。年代については、須恵器を共伴した遺構が存在しないが、7世紀前半と推測する。

IV期は食膳具においては1期からの在来器種がほぼ確認できなくなり、II～III期にかけて出現した新

出の器種が主体を占めるようになる時期である。土師器杯はE類が主体を占めるようになる。A3類・A

4類・C類は当期にも確認できるが、その量は少ない土師器高杯A類・B2類、土師器壺Cl類も当期

には確認できない。機能別の構成比率をみると、食膳具の比率は大幅に減少し、木器の使用を考慮に入れ

なければならない。甕は1期からIII期への動向とは逆に当期には太身となる。また小型甕・甑の量はさ

らに増加したものと推測する。年代については7世紀中葉から後半と推測するが、SI137【5]からはTK217

型式に比定しうる須恵器杯H蓋が出土している、

これらの変化のうちII期からIII期にかけての±師器杯E類、土師器鉢A・B・D類および杯類の法量

分化の出現に特に注目したい。前代からの系譜を引く食膳具の多くが、須恵器もしくは韓式土器をそのモ

デルとしていたのに対し(第59図)、II期以降の新出の器種の大半はおそらく金属器(仏器)もしくは金属器

を模倣した土器をモデルとしたものであろう(第6咽)、法量分化の出現も金属器の影響下に出現した可能

性が高い。7世紀初頭から前半にかけては各地で金属器を模倣した土器が確認できるようになるが、越後

においても同様な動向が生じた。II期～IV期にかけての土器様相は、食膳具・貯蔵具の大半を須恵器が

占める北陸の他の地域(富山・石川・福井)とはかなり異なるが、食膳具の金属器志向や法量分化の出現とい

う点では共通する。なお、越後における明確な寺院の出現は7世紀末に比定できる三島郡寺泊町横滝山廃

寺であるが、仏教の影響は寺院の建立に先行してまず民衆の食器のなかに及んだ。このような土器様式の

変化は、当時の民衆が仏教や仏器に憧れたからではなく、政治的な意図が働いた結果と推則する.それは
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(金属器は毛利光1978より転載、土器は奈良国立文化財研究所1978より転載)

仏教のもつ独自の世界観や平等観が、推古朝における新たな国家を運営していくうえでのイデオロギーと

して重視されたからであろう〔宇野1991〕。

(6)県内出土の古墳時代後期の土器との平行関係

最後に一之口遺跡東地区出土の古墳時代後期の土器と時期的に近接する県内出土の土器群との年代的な

関係について、今回の調査成果に照らしあわせ考えてみたい。新潟県内の6～7世紀の土器として、旧磐

舟郡では神林村高田遺跡SDll出土土器・同村長松遺跡SI11出土土器・村上市三角点下遺跡出土土器が、

旧蒲原郡・古志郡では三条市保内三王山5号墳外表土器・加茂市千刈遺跡出土土器、旧頸城郡では上越市

山畑遺跡、糸魚川市田伏玉造遺跡をあげうる(第61・62図)。

第61図1～llは神林村高田遺跡SDll出土の土器であり、土師器は杯(3～6)と甕(10・ll)・壺(7--9)、

須恵器は杯H身(1・2)が確認できる。杯はA類が主体を占め、黒色処理を行うものが多い。甕は頸部の

屈曲が強く、体部は倒卵形を呈する。壼は直線的に短くのびる口縁部をもつ。また須恵器杯はともにTK

lO型式に比定できる。一之口遺跡東地区の1期に若干先行するか、ほぼ同時期のものと推測したい。
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2.古墳時代後期の土器

神林村長松遺跡SIll出土土器(第61図12～15図)は、土師器杯・12・13)と甕(14・15)が確認できる、杯はA

2類(12)とC類(13)があり、このうちC類のものは底部が平底で、外面にハケを残すなど調整も粗雑であ

る。甕は高田遺跡のものと比較すると長胴で体部に張:1がなく、一之口遺跡東地区のII期ないしはIII期

のものに類似する。一之口遺跡東地区のIII期を前後するものと推測する。ただし包含層出土の他の土器

(第61図16～23図)の多くは、これに先行するものであり、Slll出土の土器は長松遺跡の古墳時代後期の下

限に近い資料であろう。

村上市三角点下遺跡では竪穴住居が1棟検出さ九、そこから比較的まとまった土器が出土した(第61図24

～32)、いずれも土師器であり器種は高杯〔24・・壺L'5・i酌26～31)・甑(32)が確認できる。高杯は杯部が

椀型を呈するものであり(24)、これは一之口遺跡東地区には出土例がない。甕の体部は長胴で、底部は大

型で安定したものが多く(29・30)、口縁部が「く」字に屈曲し、体部中央付近に把手をもつ甕が確認でき

る61}、一之口遺跡東地区のIV期ないしはこれに後続する時期のものと推測する。

三条市保内山王山5号墳は、墳頂部の落ち込みからまとまった土器が出土している(第61図33～45)。出

土土器には土師器と須恵器があり、土師器は杯33～411ヒ甕q2)、須恵器は堤瓶(43)・甕(44・45)がある。

土師器杯はA2類(33～38)とD類(39)のほか、内湾する体部をもつ小型の杯(40・41)がある。杯の調整は

体部外面をヘラケズリするものが多く、内面はヘラミガキを行うが、黒色処理するものは少ない。共伴し

た須恵器甕はMTl5ないしはTKlO型式に比定てきる一之口遺跡東地区1期に先行し、6世紀初頭ない

しは前半の土器と推測する。

加茂市千刈遺跡出土の土器(第62図46--54)は遺構に伴うものは存在せず、ある程度の時間幅を考慮に入

れなければならない=出土遺物は土師器と須恵器があるが、須恵器は細片のため図示されていない.土師

器杯はA2類(46)・B1類(47)・C類(48)が確認でき、大半が内面は黒色処理を行う。杯B類には口径2⊂)cm

前後になる大型のものがある。甕は体部が倒卵形を呈するものが確認できる。6世紀前半ないしは中葉を

中心とするものと考える。

糸魚川市田伏玉造遺跡は古墳時代中期から後期の遺跡であり、関雅行氏が型式学的な検討から古墳時代

後期の土器として田伏II式土器を抽出した(第62図55～81・、氏の設定した田伏II式土器は、土師器杯はA

1類(55・56)・A2類(57)・A3類(58)・Bl類(59・6Cl・・C類(61～63)・D類(64～66)などからなり、Al類

は口縁端部の屈曲が鋭く、内面に黒色処理を行わない一土師器高杯は「ハ」字状に開く短い脚部をもつも

のが大半を占める(67～69)。土師器甕には口縁部が「コ」字状を呈し、体部に張りがあるもの(76～78)の

ほか、頸部の屈曲が弱く、長胴になると推測できるもの〔78・79}がある。出土した須恵器はTK47型式か

らMTl5型式のもの(71～73・75)を中心とし、TKl()型式まで下るもの(74)も存在する。おそらく関氏の抽

出した田伏II式土器は5世紀末から6世紀前半を中心とし、一部に5世紀前半ないしは中葉まで遡りう

るもの、および6世紀末に下る遺物を一定量含むものと推測する。杯や甕の一部には、田伏1式土器とし

たものと同時期のものも存在する可能性が高い

上越市山畑遺跡は、春日山の東麓の台地上に位置し、一之口遺跡東地区に近接する。調査では古墳時代

後期の竪穴住居が30棟前後検出された。このうち9・20・12・14号の各住居からはまとまった古墳時代後

期の土器が出土した。

9号住居出土の土器(第62図82～86)は土師器のみであり、器種には高杯(82)、甕(83～86)が確認できる。

大型甕は比較的細身で一之口遺跡東地区IIないしはIII期のものに類似する。また高杯は、脚部が比較的

短く一'・字状に開く、一之口遺跡東地区II期とほぼ同時期のものと考える
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VIまとめ

    一之口遺跡東地区県内の主要土器群田嶋(1986・1988)陶邑・藤原京

    ↑保内三王山・顎↑醐式高田SDll干刈↓↓古墳4様式1期TK47    古墳4様式H期MTI5
    1期

    TK10

    古墳4様式皿期TK43

    H期山畑9号住古代Il期TK209・飛鳥1

    田期長松SIl1・山畑20号住古代12期TK217・飛鳥H

    IV期山畑12・14号住・三角点下住居古代Hl期飛鳥1皿

第12表越後における古墳時代後期土器編年対象表

20号住居出土の土器(87～94)は杯/87)・鉢く88・89/・高杯(90・91)・甕(92)・壺(93・94)が確認できる。杯

はB類が確認でき、一之口遺跡東地区一SI614'4r)i出土のものに類似する。高杯は比較的長い脚部が「ハ」

字状に開くもの〔90)と、ほぼ直線的にのびた脚部が裾部で外反するもの(91)がある。甕は比較的細身のも

のであり、一之口遺跡東地区III期に比定したい。

12号住居出土の土器(95～101)は土師器のみであり、器種は杯(95～97♪、甕(98～100)、壺(101)があり、食

膳具の比率は低く、煮沸具の比率は高い。杯はD類のみであり、2種の法量分化が確認できる。甕は太

身だが頸部の屈曲は弱く、底部は大型で安定したものである。壷は口縁部が短く、頸部の屈曲は弱い。

14号住居出土の土器は±師器と須恵器があり土師器には高杯UO2)、鉢(103)、甕(104～lQ7)、甑(108)、

壷UO9)があり、食膳具の比率は低い。須恵器は平瓶(111)と横瓶(llO)が確認できる。土師器高杯は脚部が

直線的にのび、裾部で外反するタイプのものである。土師器甕・壺の形態は12号住居のものにほぼ準ずる。

須恵器はTK209型式に比定できるものと推測する。12・14号住居のものはともに近接した時期のものと

推測でき、一之口遺跡東地区Iv期に近い時期のものと推測する。

以上のものを表に示すと第12表となる。

B.土器の生産体制

前述したように一之口遺跡東地区では、竪穴住居のカマド周辺や床面直上から土器が比較的まとまって

出土した。これらの土器は、竪穴住居の建て替えもしくは、そこに住んでいた人が他の住居へと移動する

際に遺棄されたものと推測でき、その竪穴住居で生活していた人たちが用いた土器と考えてよいだろう。

以下では、これら竪穴住居出土の土器(主に甕)を素材とし、当期の土器の生産体制について考えたい。以

下では、竪穴住居が比較的多く確認できるIV期を例にとり、各住居出土の甕(甑を一部含む)の形態をみて

いく。

SI625qD〕では土師器甕・甑ともに口縁端部がわずかに肥厚するものが多く確認できる。甕は口縁部内面

に、横ないしは斜め方向のハケを行うものが多い。甑は頸部がわずかにくびれるものが多く確認できる。

SI104c"E]は口縁部が直線的もしくは外反ぎみに長くのび、先端部は尖るものが多い。また内面はナデを行

い、ハケを行うものは少ない。土器の胎土は、一之口遺跡東地区の一般的なものと異なり、砂質の強いも

のが多い。SI106`"E)出土の甕は体部から頸部にかけての屈曲が弱く、口縁端部は肥厚ぎみになるものが多

い。また体部内面は明瞭な横方向のハケを残すものが多い。SIl387〔r']出土の甕は大型の甕の出土例はな
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2.古墳時代後期の土器

いが、小型の甕をみるといずれも厚手で比較的短い口縁部をもつ、内面は体部上半部がヘラナデ、下半部

はハケを行うものが比較的多く確認できる。また、土器の色調は赤味が強いものが多い。SIl37一出土の

ものは口縁部の形態には比較的バラエティがあるが、多くのものが大型で安定した底部をもち、体部上面

は上半部を横方向のハケ、下半部はヘラナデを行うものが多い.使用するハケはいずれも木目の聞隔の広

いものである,SI1651出土の甕も、SI137L"同様に口縁部の形態にはバラエティがあるが、底部は大型で

安定したものが多く、体部外面下半と底部外面の境を幅1{⊃cm程度のナデを行い、体部内面は横方向のハケ

を行うものが多く確認できる。

以上のように各竪穴住居出土の土器(主に甕)は出土した竪穴住居跡ごとにある程度型式的なまとまりを

もつことが確認できる(第63図)。同様な状況はII期に比定できるSI79[5}とSIll2c[")においても確認でき、

SI79「'は小型で下方に突出する底部をもち、肩部にヨコ+デによる段のあるものが多いが、Slll21は安

定した底部をもち、底部外面から体部外面にかけて鋭(屈曲するものが多く確認できる。こうした状況は、

土器の生産がそれぞれの竪穴住居を単位として行われたと考えるならば理解しやすい。

越後においてこのような土器生産のありかたに変化が生じるのは、おそらく7世紀末～8世紀前半であ

ろう,この時期には各郡毎に1～2箇所の須恵器窯が一斉に閾窯し、土師器の煮沸具の生産に須恵器の製

作技法が導入される〔坂井1989〕。当期にはおそらく須恵器窯を中核として土器の生産が行われたものと推

測でき、各竪穴住居を単位とした土器生産は行われなくなったか、行われたとしてもその比重が著しく低

くなった可能性が高い。斜面地における大規模な窯の構築や、大量の薪の調達などの重労働を伴う須恵器

製作を担ったものの大半を男性、民族例を参考と㌧て、それぞれの竪穴住居の土器の作り手を女性と考え

た場合、その変化はさらに大きな意味をもつものてあろう、また一之口遺跡では住居の建て替え、あるい

は移動の際にそこで使用された土器がそのまま竪穴住居内に残されることが多いが、これは土器の生産に

必要な薪や粘土の採取が比較的自由であったことを示すものと推測する。これに対し8世紀以降は竪穴住
 ユ　

居のカマド周辺や床面直上からの土器の出土が少なくなる傾向が指摘でき、これは一般の人々の山野資源

の利用が強く規制された結果を示すものとも考えうる、

C.甕の体部内面の炭化物の付着状況

最後に甕の内面の炭化物の付着状況から、当時の調理方法について考えてみたい。坂井秀弥氏は山三賀

II遺跡出土の古墳時代前期と、奈良・平安時代の甕の内面の炭化物のf寸着状況の観察を行い、古墳時代前

期の甕は底部内面から体部内面下半にかけて炭化物が付着するものが多いのに対し、奈良・平安時代の長

甕は内面に炭化物がまったく付着しないものが多く、小甕は口縁部内面にのみ炭化物が付着するものが多

いことを明らかにした。そしてこのような差が生じる理由として古墳時代前期の米の調理方法は「炊く」

ことが一般的であったが、奈良・平安時代の米の調理方法ヒしては「蒸す」ことが一般的となり、長甕は

甑とセットとなる湯沸かし専用の土器であり、小甕は、主に汁物を煮るための土器であると指摘している

〔坂井1989〕。

一之口遺跡東地区の古墳時代後期の甕をみると、II期に比定するSI79・51出土の大型の甕の中には、体

1)北蒲原郡聖籠町山三賀II遺跡の8世紀初頭から前半の竪穴住居出土土器の大半は覆土中からの出土である。ただ

し、西頸城郡青海町須沢角地A遺跡では8世紀前半と考えるSI202のコーナーの床面からまとまった土器が出土し

ている。これは頸城郡の西部において、土師器の煮沸形態への須恵器製作技法の導入が越後の他の地域よりも1世

紀工'1、L:ヱれる二三と関連するものと考える、

2⊂)2
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化物がf寸着するものが定量確認できる。ただし、SI79`5〕のものは体部下半に炭化物が帯状に付着するも

ので、これは古墳時代前期の甕の炭化物の付着状況とは異なる。SI79,5;以外の大半のものは内面に炭化

物がつかないか、ついたとしても体部上半から中位にかけて帯状に付着するものが多い。

小型甕についてみると、1期に比定できるSI127L5咄土のもののなかに底部内面から体部内面下半に炭

化物が付着するものが確認できるが、他の遺構から出土した小型甕は、炭化物がまったくつかないか、体

部中位から上半にかけて炭化物が付着するものが多いが、奈良・平安時代の小甕にみるような口縁部内面

にのみ炭化物が付着するものはほとんど確認できない。

以上のような甕内面の炭化物付着状況から当時の調理方法を考えた場合、6世紀中葉から後半にかけて

は、米を「炊く」方法も行われていた可能性があるが、主体は甑と湯沸かし用の甕を用いた「蒸す」方法

であった可能性が高い。そして、7世紀には米を「炊く」方法はあまり行われなくなったものと推測でき

る。小型の甕のなかにも炭化物がまったくつかないものがあり、また体部中位から上位にかけて帯状に炭

化物が付着する状況がどのような調理方法の結果であるのか明らかにしえないが、大型甕・小型甕ともに

確認できることから考えるならば、奈良・平安時代にみるような「大型の甕=湯沸かし専用甕」、「小型の

甕=汁物(オカズ)専用i甕」という明確な使い分けはなかったと推測できる。

3.古墳時代前期の土器

A.出土十器の編年

(1)はじめに

古墳時代前期の土器は多くの土坑や小型の溝を中心として出土した。出土土器の年代は、越後の既存の

編年では、坂井・川村編年〔坂井・川村1993〕のIL期から山三賀編年〔坂井1989〕のIII期を前後する時期と考

える。出土量は古墳時代後期の土器と比較すると少ないが、新潟県内において古墳時代前期の土器が遺構

からまとまって出土した例はそれほど多くなく、貴重な資料となる。これらの主要な土器についてはすで

に第IV章一3Cで述べてきたが、ここでは出土土器の編年について概要を述べたい。

土器編年の基準となるものは土坑・小型の溝、および不明遺構(遺構の明確なプランは確認できないが、土

器がある程度まとまって出土したもの)出土の土器である。不明遺構はもちろん、土坑や溝の機能については

後に述べるように多様なものが考えられ、また機能を特定できないものも多く存在する。ただし、そこか

ら出土する土器はある程度の時間的なまとまりをもつものと考える。実際の編年にあたっては、これらを

基準の資料として用いた。

(2)各器種の変遷と消長

土器の編年にあたっては、甕の型式変化と、高杯・器台・小型壺の各器種の消長に主に注目し4期5小

期に分けて考えた。各期の基準となる資料は以下のものである。

互期:SX661〔4D〕、SX662c4D】～666t4[,)・SX683c"D)、SX67114D]

SK437c'iEi、SK435qE}、SK2110151

11其月:SD311[1Ej、SK28814E]、SD279[ユEl、SK352`'iE)
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3.古墳時代前期の土器
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3.古墳時代前期の土器

SK132c5'、SI233「'/、SX2311[5】

IIIa期:SK265t4E]、SK274t4E1、SK189t4E)

IIIb期:SK682L4E]、SK399215〕

IV其月:SK679c4D,、SK304c4E)

以下第64～66図にそって各器種ごとに変遷の概要を述べる、

甕(第64・65図)口径25cmを越えるもの(大型)と口径2VcJm前後のもの(中型)・口径15em以下のもの(小型)

では若干様相が異なるため、大型の甕と、中・小型の甕の二つに分けて、各器種の消長とそれぞれの型式

的な変化をみていきたい。

甕(大型)1・II期にはD類のみ確認できる。1期のSK2110:tth土のものは薄手で口縁部の外反が大き

く、口縁部内面にはヘラミガキを行う丁寧な造りのものである・D。II期には、薄手で口縁部が大きく外

反するもの(15)と、厚手で口縁部の外反が小さいものU6)が確認できる。

IIIa期にはD類の他にB・C類が確認できるようになるL34・35)。またD類の形態も厚手で口縁部が直

線的にのびる形態のものになる(33♪。

IIIb期以降はD類は確認できない。SK683ではCl類が確認できるが、これは同時期の中・小型のもの

と異なり、口縁端部に明確な面をもつものである〔33・・IV期には大型の甕の明確な出土例が無い。

甕(中・小型)1期はA類が少量確認できる(2～41、いずれも口縁部の有段部分が退化したもので、口

縁部内面は途中で屈曲せずに直線的にのびる。B・C類は口縁端部に面をもつもの(5・6・8)が大半を占

め、上方につまむもの(7・11・12)も一定量確認できるただしC4類は口縁端部がまるいものが多い(9}:,

外来系の甕としては、E類(7)、F類(8)が確認できる7は口縁部が直線的に外側へのび、口縁端部に

わずかに立ち上がりをもつものであり、最新の庄内形甕の影響下に成立したものと推測する。8は外反す

る短い口縁部をもつもので、いわゆる「S」字状口縁甕と在地との折衷品と考える。

II期にはA類は確認できない。B2・B3類・Cl類は工期と同様に口縁端部に面をもつものが大半を占

めるが(17～20・22・-24・26)、上方につまむものはほとんど確認できない。また1期のものと比較すると口

縁部は薄手で、端部の面の幅も狭いものが多くなるt:また、C4類は当期には明確な出土例が無い。外来

系の甕は多く確認でき、E類(29)、F類(30)、G類〔31)、H類62)がある。29は口縁端部がわずかに内面肥

厚する甕で、口縁部の形態など異なる部分も多いが、布留甕の影響を受けたものと推測する。30は外反す

る比較的長い口縁部をもつもので、「S」字状口縁甕の在地化したものであろう。

IIIa期はB・C類の中で口縁端部の丸いものが増加するc37・38・40・43・44・46--48)。また、B3類は口

縁部の外反が小さくなる。外来系の土器としてはG類q9)が確認でき、E・F・H類は確認できない。49

は直線的に伸びる長い口縁部をもち、色調は赤褐色を呈し、胎土には砂粒を多く含むものである。II期と

比較すると外来的な要素の強い甕は減少する。

IIIb期以降は、B類は頸部の屈曲が甘くなり、B2類、C2類とも体部に張りがなくなる(51・52)。また

口縁端部の形態は丸いものが大半を占める。B1類、C3類は確認できない。外来系の土器としてはE類

のみ確認できる(54)。口縁は内湾気味にのび、口縁端部は内傾する面をもつもので、体部下半には叩きの

痕が残る。

なお、底部の形態は各時期を通じて底径4～6em前後のものが主体をしめ、大きな変化は確認できない。

丸底のものは1期からII期にかけて増加する傾向にあるが、全体に占める比率は少ない(第65図)。底部充

墳技法〔滝沢1992'7)ものはIIIb期までは明確に確認できる(第65図)。
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大・中型壷(第66図)1期にはC類(56)、E類(57)、F類(58)が確認でき、B類の明確な出土例は無いが、

当期にも存在した可能性が高い。E類は頸部が細く、頸部から口縁部にかけての屈曲が大きい。F類は頸

部が比較的長く、体部との境には箆状工具による刻みをもつ凸帯がめぐり、口縁部には二個一対の棒状浮

文をつける装飾性が強いものが確認できる。

II期にはB2類(59)、E1類(60)、E2類(61)が確認できる。C類、F類は先行する1期と後続するIIIa期

にも確認できることから、当期にも存在した可能性が高い。E1類は1期と比較すると頸部が太くなる(60)。

IIIa期にはB1類(62・63)、B2類(64)、C類(65)、E1類(66)、F1類(68)、F2類(69)、F3類(70)が確認

できる。B1類には口縁端部に面をもつもの(63)と、口縁端部が丸いもの(62)が確認できる。E類はE1類

(66)、E2類(67)ともII期のものと比較すると口縁部の外傾度が小さくなる。

IIIb期にはB1類のみ確認でき(71)、E類、F類は確認できない。

高杯(第66図)1期にはD類が存在した可能性があるが、C類(70)のみ確認できる。口径20cm前後を計る

大型のものであるが、薄手で口縁部と杯底部の境には明確な稜をもつ。

II期にはC類(73～75)とD類(76・77〕が確認できる。C類は1期のものと比較すると小型化し、口縁部

の外傾度が大きくなる(73)。脚部の形態は裾部で外反するもの(74)の他に、直線的に「ハ」字状に開くも

個体数SX662L4D)～666(4D}・683c4D}個体数

5q期)5

)(

個体数

5
0

S「233(5)(II期)

0

567底径(cm)

個体数

5
0

34567底径(cm)

     SK274(4E)(IIIa期)

     丸底4567底径(cm

SK189(4E,(IIIa其月)

個体数

3

個体数

5

0

1期

7底倒,m)個体数1嘲

5

0

0

SD352(4E)(II期)

丸底345678底径(cm)

個体数
SK3992(5)(IIIb期)

567底径(em)

    

    丸底34567底径(cm

個体数

5

個体数

5

456底径(cm)

SK288(4E)(II期)

O

567底径(em)

5

個体数

5

SK682(4D)(IIIb期)

0
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第65図主要遺構出土甕の底径別個体数(古墳時代前期)
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3.古墳時代前期の土器
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3.古墳時代前期の土器

の(75)が確認できる。D類は裾部が大きく外反し、脚中央部と脚上半部の2段に透かしをもつものがある

(77)、杯部の形態は椀型のものが確認できる(76),また、E類が当期に出現した可能性がある,

IIIa期はII期同様、C類(78)とD類(79)が確認できるが、II期のものと形態的に類似し、明確な型式変

化は指摘できない。

IIIb・IV期はE類のみ確認できC・D類は確認てきない.

器台第66図)1期にはA類(83)とC類(84)が確認てきる83は口縁端部に面をもち、口縁部中位に透

かしがある。84は比較的大型で、裾部がわずかに外反丁る

II期も1期同様A類(85)、C類(86--89)が確認できるC領には比較的大振のもの(86)、受け部が深いも

の(87)、器高に対して脚部の開きが大きいもの188,、小型で脚部が直線的に広がるもの(89)など形態には

バラエテrがある。

IIIa期はC類のみ確認できる。II期と比較すると全体に小型化の傾向にある。口縁部が丸いもの(91)、

口縁端部に面をもち、脚部が直線的にのびるもの・9P、脚部の開きが小さいもの(91)がある。

IIIb期以降は器台の明確な出土例は無い。

小型壼(第66図)1期にはA類のみ確認できる193[一一1縁部・頸部内外面ともヘラミガキを行った後、

赤彩を施す作りの良いものである。

II期はA類(94)、C類(95)、D類(96)が確認できる94は口縁部と頸部の屈曲が明瞭でなく、口縁部・

頸部はヨコナデのみを行う粗雑なものである。95は口縁部内外面ともヘラミガキを行うものである。

IIIa期には明確な小型壺の出土例が無い,IIIb期にはC垣のみ確認できるが(97)、体部外面はハケ、内

面はナデを行うものであり、II期のものと比較すると調整が粗雑となる。

IV期にはE類(98・99)が確認できる。99は体部内外面ともナデを行うだけのものであり、97は口縁部

内外面・体部外面にヘラミガキを行うが、体部下半には煤が付着するものである。

鉢(第66図)1期には鉢は確認できないが、後続するII期にA類(IOI)・B類(102)が確認できることから、

両者は当期にも存在したものと推測する。また、C類はII期に出現した可能性が高い。IIIa期以降はB類

のみ確認でき、A・C類は確認できない。IV期の先行する時期に比べ、B類は身が浅く、体部の開きが大

きい。

(3)器種構成比率の変化

次に上記の編年に基づき、一之口遺跡東地区の主要遺講出土土器の器種構成比率をみていきたい。以下

では出±土器を高杯、器台、小型壷・鉢、(中・大型壷以下では単に壷とする)、甕の5種に大別してこれ

らの構成比率をみていく(第67図)。構成比率を算出するための土器の計測方法については、遺構出土土器

全点を口縁部残存率計測法を用いて計測している一また高杯か器台か識別の困難なものが一定量存在する

が、これについては、高杯あるいは器台と明確に識別できる資料の口縁部計測値の比率に応じて分配した。

すなわち、口縁部残存率計測法により、高杯と明確にわかるものが8.0個体、器台が2.0個体、高杯か器台

か不明なものが5.0個体あった場合は、不明な5.0個体を、高杯に4.0個体、器台に1.0個体ずつ配分し、高

杯12.0個体、器台3.0個体とする。

なお高杯、器台、小型壼・鉢、壺、甕の五つのうち、壺の大半は貯蔵、一部は祭祀用、甕は煮炊き、器

台・高杯・小型壺・鉢は食膳もしくは祭祀用の土器と考えている。

1期にニヒ定てきるSX662L]～666"・683'D[は高杯が8.9%、壷が3C〕,7つ・、、3旗・,:;.f;ryt,を占め、器台と

2ユ〔:)
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3.古墳時代前期の土器

小型壷・鉢は確認できない,甕が大半を占めるが、壺も比較的高い比率を占め、高杯も一定量存在する。

II期のSK288i4Fは高杯が13.4%、小型壷・鉢が7.1°。、壷が5.596、甕が78.4%、SD352;Eは高杯が

19.1%、器台が18.7%、壺が3.3%、甕が59.0%を占めるSI2331は器台がll.4%、壺が7.4%、甕が81.0%

である。遺構iによりバラツキがあるが、この三つの遺iM'r"・出土土器を含計すると、高杯が6.3%、器台9.7°6、

小型壷・鉢が2.1%、壷5.8%、甕が76.1%とな:1、甕か、1く半を占める点は1期と同じだが、小型壼・鉢お

よび器台が一定量確認できるようになる。

IIIa期のSK2741'E1は高杯が2.2%、小型壷・鉢が4.5%、壷が1.7%、甕が91.6%、SK189L4E'は高杯が

0.8%、器台6.3°っ、小型壷・鉢が1.8%、壺15.9°。、甕75.2%を占める。SK265:4E,は高杯6.O%、器台20.6%、

壼12.3°。、甕61.1°っを占める.II期同様遺構によIJパラ'1ノキがあるが、この三つの遺構iの出土土器を合計

すると高杯が1.996、器台6.8%、小型壷・鉢が2.1%、壷が12.{〕°。、甕が77.1%となる。II期と比較する

と高杯・器台が減少する、、

IIIb期ではSK682i-i[)は器台が1.5%、甕が98.5°rvと甕か大半を占める。SK399LT)L5,は小型壼・鉢がll.2%、

壷が14,7%、甕が73.8%を占める。二つの遺構の出土土器を合計すると小型壷・鉢5.8%、器台1.0%、壷

4.6°。、甕88.6°6を占める。IIIa期と比較すると器台・壷が減少する。

IV期は、SK679::〕では小型壺・鉢47.5%、高杯18,7%、発が37.4%をそれぞれ占め、SK3041"1E]では小

型壷・鉢25.(〕°。、高杯33.3%、壺19.8%、甕29.9%となる二つの遺構の出土土器を合計すると、小型壺・

鉢37.4%、高杯23.8%、壺8.9%、甕29.9°。となる=fl・【・i体数が少ないため問題点を残すが、当期に高杯お

よび小型壷・鉢が増加することはほぼ確実であろう.

以上のように、1期からIIIb期を通じて、器種構成比率の大半を甕が占める。ただし、1からIIIb期の

なかでも高杯、器台、小型壷・鉢、壼の構成比率には変化があり、1期は器台、高杯、小型壼・鉢の比率

が低く、壺が一定量存在する。これに対しII期には壺の比率が減少し、小型壷・鉢と器台が増加するが、

IIIa期には器台、小型壼・鉢が減少傾向となり、IIIb期には器台、小型壷・鉢、壷が大幅に減少する。そ

してIV期には高杯、小型壷・鉢が大幅に増加した,

なお、II期・IIIa期には、SI2331ヒ'・SK2744E・SKl89rにみるような器台、高杯、小型壺・鉢といっ

た小型の器種が10%前後で甕が大半を占めるもの三、SK352E・SK26Jr[iE」にみるように小型の器種が

30%前後を占める遺構が存在する。後述するように遺構の形態や覆土の状態などとの対応関係は見出しえ

なかったが、注目しておきたい。

(4)変遷の画期

一之口遺跡東地区出土の土器について若干の検討を行'.てきたが、これらをふまえ一之口遺跡東地区出

土の古墳時代前期の変遷についてまとめ、その変化の意味について若干の私見を述べたい。

1期は弥生時代後期からみられた器種の一部が衰退し、新たに出現した器種が定着する時期である。器

台C、高杯C・Dや壺E・F等の外来系の器種は定量存在するが、弥生時代後期以来の高杯Aや器台Al、

壺Aは確認できない。また小型壺Aは当期にも存在し、鉢Aも存在する可能性が高いが、その量は少な

い。当期には外来的な要素の強い土器祭式が盛行し、弥生後期以来の在地の土器祭式は衰退したものと考

える、ただし甕は在地のものが主体を占め、A類の占める比率は低下し、形態も退化したものとなるが、

甕は大型のものはD類、中・小型のものはB・C類が主体を占めるようになる。

IIl'・lI;1期に礁、乞した動向が発展・確立する時期である。1期と比較する二器☆C己・増加し、量的には
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ピークに達する。また鉢Cも当期に出現する可能性が高い。小型壺Aや鉢Bは当期にも確認できるが、

その数は少なく調整は粗雑になる。甕はA類が確認できなくなり、B・C類がさらに増加するが、外来系

の甕E・F類も1期に比べて増加する。

IIIa期はII期に確立した土器祭式が変質し始める時期である。器種構成は基本的にはII期のものを踏

襲し、器台Cや高杯C・Dは一定量存在するが、II期と比較すると減少傾向にある。器台Cも小型化し、

調整も粗雑となる。また外来系の甕は減少傾向にあり、信州系のG類は確認できるが、畿内系・東海系

の甕E・F類は当期には確認できず、存在してもごく僅かと考える。また大型の甕はD類のほかにC類

が確認できるようになるなど、甕についてもいくつかの変化が確認できる。

IIIb期はIIIa期に生じた新たな動向が確立する時期で、II期に盛行した新たな土器祭式が完全に解体す

る。高杯C・D、器台C、小型壺B・C、壺E・Fは大幅に減少するものと推測でき、存在してもその量は

ごく僅かであり、調整も粗雑化した可能性が高い。甕はD類が確認できなくなり、B類が大半を占める

ようになる。また小型のものは減少する傾向にある。

IV期は、高杯E・小型壺Dが増加し、器種構成比率の大半を占めるようになる時期である。甕の比率

は大幅に減少した。

以上一之口遺跡東地区出土の古墳時代前期の±器について変遷を述べてきたが、このうちII期からIIIa

期にかけての土器祭式の解体と、IV期の高杯・小型壷の増加がより重要と考える,とくにIV期における

の高杯・小型壺の増加は「個人用の食器」の確立として位置付けが可能であり、古墳時代前期と中期を分

ける大きな画期とし重視したい。

なお、一之口遺跡東地区での古墳時代前期の土器編年案と北陸北東部における既存の土器編年、および

加賀地方での当期の編年案である田嶋明人氏の漆町編年〔田嶋1987〕との平行関係を示すと表13のようにな

るものと考えている。

     一之口遺跡東地区坂井(1988)坂井・川村(1993)小田木(1989)田嶋(1986>

     1314群

     IllH5群
     II26群

     1H3皿7群
     n1期皿8群
     岨aIVw9群

     H期10群
     皿bll群

     IV期皿期12群

第13表古墳時代前期編年対象表
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3.古墳時代前期の土器

B.他地域との比較

(1)はじめに

一之口遺跡東地区出土の古墳時代前期の土器の変遷を以上ノリように考えた場合、他地域とどの点が共通

し、どのように異なるか考えてみたい。弥生時代後期後半から古墳時代前期にかけて、北陸北東部越後・

佐渡・越中・能登)と北陸南西部(加賀・越前)では異なった土器様相が確認できることは、すでに多くの人に

より指摘されている〔吉岡1990、田嶋1991、坂井・IIIN'1993など〕,また、北陸北東部のなかでも能登・越中と

越後ではいくつかの差異が確認できる。以下では一之口遺跡東地区のなかで、比較的充実したII・IIIa期

の資料を用いて、器種構成比率と底部の形態の検討から北陸東部と北陸西部の地域差をいくつか指摘し、
 ユ　

北陸東部の中の地域性についても述べたい。また、北陸北東部と北陸南西部の共通する点についても若干

触れてみたい。

(2)器種構成比率の検討

古墳時代前期の土器の器種構成比率に関しては、加賀では田嶋明人氏〔田嶋1991〕、能登・越中では小田

木治太郎氏〔・」・田木1989〕の研究がある。土器の計測法は田嶋明人氏が個体識別法、小田木氏が口縁部残存

率計測法である。本報告は口縁部残存率計測法であり、田嶋氏と異なり小田木氏と一致する。個体識別法

と、口縁部残存率計測法の差異については本章「2A-i3)機能別の構成比率の変化」で述べたように、土

器の個体数には差が生じるが、構成比率では比較的近似した数値が得られることが明らかとなっており〔宇

野1987〕、器種構成比率の比較そのものにはそれほど問題がないだろう。

ただし、本章「3A-(3)器種構城比率の変化」で述べたように土器の器種構成比率は、同一遺跡の同時

期と考える遺構出土の土器群の中でも差がある場合がある一また、田嶋氏・小田木氏の「壺」には、本遺

跡で小型壺としたもののいくつかが含まれるなど、一之口遺跡東地区のデーターと両氏の算出したデー

ターとの比較にはいくつかの問題点がある。ただし、おおまかな地域差は抽出しうるものと考える、以下

両氏の算出した器種構成比率と一之口遺跡東地区出土の古墳時代前期の土器の器種構戒比率の比較を行

 う。

一之口遺跡東地区II期と比較する資料としては、北陸西部の加賀では石川県小松市漆町遺跡・永町ガ

マノマガリ遺跡から漆町編年8群土器併行の多くの土坑一括資料が出土しており(以下、漆8群土器)、北陸

東部の越中では富山県滑川市本江・広野新遺跡3号1主居跡出土土器(以下、本江・広野新3住)がある。漆8

群土器は高杯が8.9%、器台が14.2%と高い比率を示す一また鉢は6.3%、壷も17.3%存在し、甕は51.4%

と低い比率である。本江・広野新遺跡3住では高杯は15.3%と漆8群土器より高い比率だが、器台、小型

壷・鉢、壷の比率は漆8群土器に比べ若干低く、そのため甕の比率は68.7%と高い。一之口遺跡東地区で

は本江・広野新3住よりも壺は高い比率だが、高杯・器台の比率は低く、甕の比率は76.1%となる(第69図)。

一之口遺跡東地区IIIa期と比較しうる資料としては、北陸西部の加賀では漆町遺跡から出土した漆町編

年10群土器併行の一括土器が多くあり(以下漆10群土器}、北陸東部の越中では富山県小矢部市竹倉島遺跡

1)坂井・川村両氏は口縁端部に面をもつ甕が、能登・越中よりも越後におそくまで残ることを指摘している〔坂井・

川村1993〕。また川村氏は、越後においては、能登・越中にみられる器種のいくつかが欠落することを指摘している

:J[ifjlL」tl1}
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 ユ　

下層出土土器(以下竹倉島下層)がある。漆10群土器は高杯が25.3%とかなり高い比率を占め、器台は1.1%、

鉢は2.3%、壷は13.7%、甕は46.6%である。漆8群土器と比較すると高杯が増加しており、その形態も

C類からE類に変化している。また器台、鉢は大幅に減少する。竹倉島下層は本江・広野新3住と比較

すると、器台、小型壺・鉢が増加し、甕がわずかに減少するが、他のものは基本的にはあまり変化が無い。

ただし高杯はC類からE類へと変化した。一之口遺跡東地区では高杯、器台が減少傾向にあり、甕は若

干増加した。またIIIa期と考える遺構でのE類の明確な出土例はない。

以上のように北陸北東部は北陸南西部にくらべて小型の器種(高杯、器台、小型壼・鉢)の比率が低いが、
 コ　

一之口遺跡東地区は北陸北東部の中でも特に低い。また漆10群土器では小型器台や小型丸底壺が減少し粗

雑化する一方で高杯E類が増加するが、一之口遺跡東地区のIIIa期には、器台・小型壺の減少や、高杯E

類の増加は確認できない。なお、一之口遺跡東地区IIIa期とほぼ同時期と考える山三賀II遺跡SI502A

出±土器悌68図)には高杯E類が定量確認できるが小型の精製器種も比較的多く存在する。また竹倉島下

層では高杯がC類からE類に変化するが、器台、小型壺・鉢の減少は確認できない。当期は、北陸東部

においても器台C類や小型壺・鉢の小型化・粗雑化が確認でき、古墳時代前期の畿内的な土器祭式の解

体する転換点である可能性が高いが、北陸南西部でみられるような急激な土器祭式の解体は確認できない。

(3)甕の底部形態について

次に甕の底部形態について、能登・越中との比較を行いたい。甕の底部を、①丸底、②底径3em未満の
 ヨ　

平底、③3Cm以上～6cm未満の平底、④6cm以上のものの4種にわけ、その構成比率をみていきたい土器

の計測方法については一之口遺跡東地区は、II期はSI23315㌦SD352「1E】・SK288旺L、IIIa期はSK189(4E,・

SK274[`E】出土土器のうち底部が半分以上残っているものについて計測を行っている。また能登の資料に

ついては、報告書の観察表の記載をもとにして作成した。

石川県鹿島町徳前C遺跡2次74～76ライン溝出土土器(以下、徳前C74～76ライン)は一之口遺跡東地区1

期に先行するもの、石川県押水町宿向山遺跡8号住居跡出土土器(以下宿向山8住)は一之口遺跡東地区1期

に近い時期のものである。両遺跡はともに丸底が10%前後、底径3cm未満の平底が40～50%前後を占める。

これに対して一之口遺跡東地区II期は丸底のものが10%前後存在するが、底径3cm以上～6cn1未満の平

底が大半を占める。

一之口遺跡東地区IIIa期に平行する資料としては石川県宿東山遺跡1・17号住居跡・SXO4出土土器(以

下宿東山1住他)があり、甕の底部の大半は丸底となる。これに対し一之口遺跡東地区ではIla期に比べ丸

底のものが増加するが、依然として底径3cm以上、6cm未満のものが大半を占める(第70図)。なお、加賀

については数値を提示できないが一之口遺跡東地区II・IIIa期に並行する時期には丸底のものがほとんど

を占めている。

このように一之口遺跡東地区II・IIIa期に並行する時期の甕の底部の形態は、加賀では丸底のものが主

1)小矢部市竹倉島下層出土土器は甕の主体を布留甕が占める。これは一般的な北陸東部の様相とは異なり、北陸西

部の様相に近い。この点を考慮に入れるならば、竹倉島下層出土土器の器種構成比率が北陸東部の一般的な数値を

示しているとは限らない。

2)北陸西部から出土する甕は、東部から出土する甕に比べ器壁が薄い。器壁の薄い甕が器壁の厚い窪よりも破損し

ゃすいことは明らかであり、実際に同時使用した土器のセットの中に占める、北陸東部と北陸西部の甕の比率の差は、

上記した数値よりもさらに大きくなる可能性がある。

3)一之口遺跡東地区で6Cm以上としたものの中には、壺が含まれる可能性がある。
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3.古墳時代前期の土器
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VIまとめ

一之口遺跡東地区1～ll期併行

本江・広野新遺跡3号住(7.6個体)

〆〆髪8・9%ff

%擁鑛
髪雛蟻欝聯

一之口遺跡東地区

illa～illb其且イ井ヂ〒

麟 竹倉島遺跡下層(19,8個体)

灘・・%

匿コ高杯 [コ器台 羅櫛鉢[コ壷 [=1甕

第69図北陸地方の土師器の器種構戒比率(古墳時代前期)

(小田木1989・田嶋1991より作成)
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3.古墳時代前期の土器

一之口遺跡1～ll期併行
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宿東山16～18号住・SXO4(8個体)

29.2%

罫外準/___憐
睡麹丸底口驕圷区ヨ職㎝[コ艦上1

第70図北陸地方の土師器甕の底部形態(古墳時代前期)
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体を占め、また能登では底径3Cm未満の小型の平底のものが大半を占める様相から、丸底のものが大半を

占める様相へ変化する。これに対し一之口遺跡東地区では各時期を通じて甕は底径3cm以上、6cm未満の

平底のものが大半を占める。

以上、一之口遺跡東地区の±器が北陸南西部や能登・越中出土の同時期の土器に比べ小型の精製器種が

少なく、また甕の底部も大型であることを述べた。ただし、越後の中にも緒立遺跡2号住居跡や山三賀II

遺跡SI502Aにみるような小型の精製器種や小型の底部をもつ甕が多く確認できる土器群も存在する(第

68図)。能登・越中に類似した土器様相をもつ遺跡が、地理的に近接した頸城平野ではなく、山三賀II遺

跡や緒立遺跡にみるような蒲原平野に位置することは、古墳時代前期の前方後円・後方墳が蒲原平野に集

中し〔甘粕ほか1992〕、頸城平野周辺にはほとんど確認できないことをあわせて注目しておきたい。

4.祭祀遺構と遺物

ここでは出土遺物・出土状況から祭祀行為が行われたと考えられる遺構について、若干まとめてみる。

該当する遺構は多量の灯明と祭祀関係の木器を出土したSD1'c4E,、それに埋井の過程で祭祀が行われた

と考えられる4D地区の井戸群である。以下、これらについて説明する。

A.SDl'(4E)での祭祀行為について

SDl'qEトからは祭祀に関係したと思われる遺物が出土している。時期的には伴出する灰紬陶器や、土師

器食膳具の法量・形態的な特徴からll世紀初頭～前半と考えられる。祭祀具と思われるものには木器と土

器があり、前者は人形・斎串・舟形・刀形等の断片的な資料で、後者は炭化物の付着する土師器食膳具で

ある。遺物各説において「灯明」と便宜的に呼んでいるものが、これに当たる。本論に入る前に断ってお

くが、ここで言う灯明とは、一般の消費遺跡でみられる灯心を用いたものとは使用痕が異なる。器面の多

くに煤・炭化物・タールが付着するもので、明らかに普通の灯明とは使われ方が違う。そしてこれらの灯

明は伴出する祭祀的木器により、どのような場面で使われたか、ある程度予想できる。祭祀具のなかで人

形は『延喜式』に具体的な使用方法があるように、「自信の椴れを転化し祓い流す形代」〔黒崎1983〕で、舟

形は平城宮壬生門跡で人形や運搬の機能をもつといわれる鳥形・馬形と一緒に出土しており、同様に運搬

の機能をもつと考えられる。このことから舟形に人形を入れ、SD1'(ユE)の流れを使い、祓いの儀式が行わ

れたものと解される。斎串・刀形に関しては、祭祀遺物が祭場として配置をとどめ発見された山形県俵田

遺跡(1984)で、人形・馬形・人面墨書土器等と一緒に出土しているため、人形・舟形同様、祓いの儀式に

関する祭祀遺物と考えられる。県内においても新潟市的場遺跡(1991・1993)で祭祀具として斎串・人形・

馬形・刀形・舟形を出土し、これらがセットとして使用された可能性は高い。本遺跡の灯明はその出土状

態や遺物の時期幅から、前記した祭祀的木器とまったく異なった用途とは考えにくく、むしろ、使用痕跡

の特異性から祭祀的木器同様、祓いの儀式に用いたものと考えられる。以下にその特異な使用痕跡と、出

土状況を整理し祭祀遣物としての使用状況を推定してみたい。

(1)構成比率

灯明に用いられた器には土師器の小皿・無台椀・有台椀がある。この内、小皿が最も多く、次に無台椀

で、有台椀を用いるものは極めて少ない。SD1'i'IE}の覆土は10層に分層され、1層(灰色土)・2層(黒色土)・
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5層(緑黒土)・10層(砂礫層)から、それぞれ多量の遺物が出土しており、灯明も各層に含まれる(第44図)。

その比率は灰色土で6.7%、黒色土で18%、緑黒土で18%、そして、砂礫層は無台椀の灯明が破片で1点

含まれている。このように、灯明の比率は黒色土、緑黒土で約2割弱まで比率を高め、灰色土に至って減

少する。これは、祭祀的な木器が黒色土(木簡・人形・刀形・斎串・舟形)・緑色土(舟形・櫓)で出土している

ことと一致し、主に2層(黒色土)と5層(緑黒土)段階で祭祀行為が行われていた事を物語っている。

〔2}灯明の使用痕跡備71図)

器面にみられる付着物の状況によって、大きくA・B・Cに3分することが可能である。Aは厚い炭化

物を底部内面にもち、体部から口縁部にかけては喋・タールが付着する。タールの付着部位は一般的に底

部内面にある炭化物の上方に位置し、体部中位に環け、に付着する例が多い。煤の付着部位はタール付着部

位の上方で、体部上半から口縁部にかけてみられる器の外面は一般的に口縁部に煤がまわり、口縁部か

ら体部下半にかけて油・タールの垂れたような付着痕がみられる。底部内面の炭化物は普通、細長い炭化

した棒状繊維状)のものが散見される程度であるが、残りの良いものは、底部一面に数mmの厚さをもって

炭化物がこびり付き、炭化物と器面の境には未分解の乾燥した植物繊維が残っている。このことは、植物

繊維が油と混合され燃やされたことを物語るものである。そして、その上位に環状に回るタールは油面の

レベルを示すものと解される。また、環状のタール痕は器を正位にした場合、同一レベル上を回るものと、

口縁部から体部下半にかけて斜めに回るものとがあるこのうち後者の内面にみられる炭化物やタールが

口縁部まで達する外面には、タールの垂れた痕跡がみられる。これらの状況から前者はほぼ平坦な面に器

が置かれ、後者は斜めに器を置き、口縁から一部油が流れ出た状態で燃やされたものと解される(第72図)。

馬

ロ　ロ　コじ

/馨無
蟻灘灘灘灘
噸叢拶

!!!'!'-420

B

第71図炭化物・タール・煤・油の付着例
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 ＼葱
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VIまとめ

Bは、内面底部が無付着か油染みの痕跡をもつもので、体部は煤・タール・油染みがつき、外面は口縁

端部から体部にかけて煤がつく。Bは内面底部の炭化物の有無によってAと区別されるが、他の付着状

況はAとおおむね同じである。炭化物が底部内面にこびりつくAは最後まで燃やし切った状態のもので、

Bは油が液状に残っている段階で消火し、可燃物が器から出た状態を示すと考えられる。これらの行為が

意図的に成されたか否かは不明である。

Cは、片口状の部分にタールないし煤が付くもので、その他の部位は無付着である。数は非常に少なく、

一般の消費遺跡でみられる灯明と同様な用途と考えられる。

以上、油染み・煤・タール・炭化物の付着状況から、大きく3分して説明してきたが、これらの中で使

い方としては大きくA・BとCに2分されよう。Cは前記したように一般消費遺跡でみられる灯明として

の用途が考えられるが、A・Bは器内に可燃物を入れ火を燃やすこと事態はCと同じであるが、Cの油に

浸した灯心の先端に火を灯すものとは異なり、植物繊維と油の混合物をかがり火のように器内で燃やした

ものと思われる。

その他、祭祀遺物とは直接言えないまでも、関連したものとして火鐙棒・火鎭板の発火具があげられる。

出土数は多く、特に2層(黒色土)で多く出土している。火鎖板については、複数の臼が付き、かなり使用

が進んだ破砕品、臼が1・2箇所だけ付くもの、全く未使用のまま廃棄された完形品が含まれる。これら

は祭祀関係遺物として断言することはできないまでも、多量に出土する灯明との関係を無視するわけには

いかない。

(3)灯明の出土状況(第73pa)

平面的な分布状況(第76図)で特徴を見い出すことはできないが、2層(黒色土)の遺物の中で、その出土

状況が特異なものがある。それは、灯明の416・417・419・421・428・429の6個体の小皿で、これらがそ

れぞれ正位で重なり合い出土している。内面底部に全て炭化物を残すAタイプであることから、器内の

可燃物が燃え切った後に集められ、人為的に重ねて溝内に丁寧に置かれたものである。そして6個体の器

、
1＼

縢鱗灘熱

第72図灯明使用例 第73図小皿(灯明)の出土状況
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第76図SD1'{4E」の灯明分布状況

は、それぞれが密着していることから、紐で結ばれたか、袋に入れ固定されたと推測される。これらの例

から、灯明は無造作に溝内に投棄されたものではなく、意図的にしかも丁寧に置かれたものと思われ、祭

祀的遺物の感を強めるものである。そして、灯明の多くが完形品に近い状況のものであることは、前記の

状況を肯定するものであろう。

(4)祭祀場範囲

第74～76図は、それぞれの遺物の分布状況を示したものであるが、本遺構は本来流路であり、水の影響

により殆どの遺物が多かれ少なかれ流されたものと考えられる。そして、分布図にみられるいくつかの遺

物集中の核は、溝のくぼみ、あるいは何らかの引っ掛かりが存在し、その部分にたまった遺物と解される。

全体の状況として遺物は16D6f区以北に分布し、土器・木器の状況から北側の法線外にその分布がのび

ることが分かる。また、調査期間が異なるためSD603c4D)とした南西にのびる同一の溝からは、小皿は含

まれるものの相対的にはSD1'c4E)よりも若干古い様相をもつ土器を主体とし、しかも木器は一般の生活

道具のみで灯明は皆無であることから、これらの地域は祭祀場の範囲からは外せそうである。この状況は、

東側に存在するSDlt4E)も同様である。したがって、祭祀場の範囲は前記の16D6f区以北の溝内と考え

ておきたい。また、西側に井戸群が存在するが、1層(灰色土)よりも若干新しい要素をもつ土器の出土が

大半で、SD1'〔4E)が埋まり切った後に占地したものと考えられる。

今回の調査範囲ではSD1'(4E)で祭祀行為を行い、生活用品を廃棄した集団の居住の場を検出すること

は出来なかった。そして、そのことは祭祀場が住居範囲外に設定され、特別なエリアとして認識されてい

たことを推測される。
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以上、本遺跡でみられた祭祀遺跡の特徴を灯明の使用痕跡を中心に見てきたが、ここでまとめると、祭

祀遺物は木器から道教思想の影響と考えられる祓いの儀式に用いるもので、灯明は使用痕跡や出土状態か

ら祭祀に関係した遺物と考えられる。そして、前記の祓いの儀式に用いられたものと推測される。その使

用方法としては、器に植物繊維を入れ、それに油を浸し可燃物とし、かがり火のように器内で火を焚いた

もので、多くは可燃物が燃え切り炭化旧然消火)するまで燃やされた。そして、使用時の灯明は平坦な場

所に置かれたとは限らず、斜めに据えられたか、または、設置場所の整備にそれほど注意を払わなかった

ものと思われる。そして、その後、灯明は丁寧に扱われ、溝内に置かれる。以上が遺物・遺構から推測さ

れる灯明の用途であるが、祭祀に関連したその役割と意味については今後、広い方面からの検討が必要と

なる。平安時代中期以降、道教の影響下にある呪術が庶民階層に流布し、この過程で色々な思想と混じり

合い広まっていくと言われ、本遺跡の灯明も、このような流布過程の中での祭祀形態の一面を表すものと

して重要な位置を占めるものと考えられる。

B.井戸の祭祀行為について

検出した井戸の中に、使用中または埋める時点で祭祀を行ったとみられるものがいくつか存在する。時

期は13世紀後半のSE605+4D}を除きすべて平安時代後期に属し、中でもll世紀前半が主体となる。井戸を

検出した地区は前記したSD1'LIE)の西隣に位置する。時期的にはSDr4Dと同一時期にあるものも存在

するが、相対的に若干新しい様相の土器を出土する。井戸は合計15基発見されたが、その中に遺物の出土

状況および出土層位そして覆土の状況から祭祀行為が行われたと考えられる遺構が多数含まれる。該期は

律令体制および律令的な祭祀が崩壊し道教の影響下にある呪術が庶民階層に流布する時期にあたり、本遺

跡の井戸は該期の資料が少ない本県にあって井戸の祭祀行為を知る貴重な資料である。

井戸の構造は、SE605L4Dででみられた礫を井戸側としているものの他は、すべて素掘りの井戸である。

平面形は基本的に円形と考えられ、深さは1～1.5mのものが一般的で、中にはそれ以下のものもあり地

下水面の低さを見てとることができる。井戸の覆土中位には炭化物層(SE608[4D,・610,`D)・615i4D1・601[4D')

や、未分解植物層(SE606t4D}・605L4D「・609"'D;・612t4D})が存在するものが多い。炭化物層と未分解植物層と

の区別は、前者が覆土に多量の炭化物ないし炭化粒とシルト質土を混合するもので、後者は前者同様、多

量の炭化物・炭化粒に腐り切っていない植物繊維が多量に含まれ、シルト質土の混入は前者に比べ極めて

少ない。

 出土遺物は井戸底部付近(SE605LiD)・SE606LユD}・SE61α4D}・SE619LiD])と覆土中位(SE4α4D'・SE605L4D,・SE

606qD}・SE608c4D)・SE615[4D})に残存度の高い遺物が出土している。そして、これらの中には前記した炭化

 物層や未分解植物層から出土するもの(SE605[4D)・SE608c4D】・SE61α4D♪)や、その上下の層から出土するも

の(SE40[4D〕・SE606[4D〕・SE615L'Di)がある。この内、SE60St4D,・SE606c4D〕は井戸底部と覆土中位の2箇所

に残存度の高い遺物の出土がみられる。このように炭化物・未分解植物層と遺物出土層位に一定の序列を

みいだすことは難しい。

第14表は出土遺物と覆土の関係を一覧にしたものであるが、これらの状況は駒見(1991)が行った県内の

祭祀に関係する井戸の集成結果と大きく異なるものではなく、木器・焼け礫・炭化物の混入など極めて近

似する。ただし本遺跡には土師器小皿の完形に近いものが数点まとまって出土する井戸があり、杯形土器

の埋置が律令期に多く、平安時代後期には見られなくなるとの見解とは異なった状況で、杯形土器の埋置

そのものが律令的祭祀とされることも含め今後の検討課題となる。
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5.掘立柱建物について

         選構名井戸底部井戸覆土中位覆土からの出土遺物種子同定
         炭化物層茉分解植物層出土遺物炭化物層未分解植物層出土遺物

         SE4U〔4Dl10層s層直上須恋器甕・礫・木器

         SE601〔4D〕4層3層オこLl4層栽培植物・可食植物・その他

         SE604【4D}

         rE6P「・4Dl柄杓・匙3・ジ層1轡三看邑塊…累鉢・'P皿・木器中世と古墳時代の土器SO点以上3・3'層栽培植物・可食植物・その他

         SEパ1r」P完形の小皿3点・駝刊茎;:鑓喬櫓炭化材数点・木器1点・焼け礫1点7層栽培植物・その他
         尺E・・二5層'{・1・ニーrL乳土師器細片10数点・礫9点覆土栽培植物

         「SE彊14ソF4層土師器片20点以上

         SE61リゆ;4層3層・、う・噸器無台椀・焼け礫・iT、宰・細竹砥石1点1層栽培植物・可食植物・そ⊃他2層栽培植物・可食植物・そP・池
         SE6111Φ1土師器・蓋板・礫2点覆土栽培植物・可食植物・そハ勉

         SE612ゆ[5・6層3層平安時代・古墳時代土師器・木器礫3層栽培植物・その他

         SE61514D・4層S腎`・τ2碗・・、三三・'∫噴野1、斐9瞬膏叩き石・焼け礫5層栽培植物・可食植物・そり他

         9Eド1き14D1黒色有台椀・木片・小皿土師器片40点以上・礫5点

         忌E6DI4L)黒色有台椀・焼け礫曙嘉議:ぎ葦□∵毒ヨF]

         ＼Eド2914D層石皿汐一ル付きll点∫禾瀕焼甕・礫・蓋阪1点・底板1点・箸1点覆土栽培植物・その池

第14表井戸出土遺物一覧

遺物の出土状況から見るかぎり、井戸の使用開始にあたっての祭祀とみられるものはない。そして、井

戸底部付近からの出土遺物は井戸使用中または使用直後に埋置されたと考えられ、その中でもSE

605['1D'・SE606`4['bは覆土中位にも遺物が出土してお;〕、二回にわたって祭祀行為が行われた可能性をも

つ、特に覆土中位に遺物が集中するものは、井戸使用後、埋井に際し行われた祭祀と考えられ、前記した

炭化物層・未分解植物層と深く関係する。種子同定の結果、この炭化物層・未分解植物層には一様に栽培

植物・可食植物が多量に含まれており、埋井の際、食物の奉納が行われた可能性が高い。特にイネは炭化

したもので覆土に多量に含まれる炭化物との関係を無視するわけにいかず、焼け礫等も出土することから、

埋井の祭祀に火を用いたことも充分考えられよう、

しかし、今回の種子同定は主に炭化物層・未分解植物層のサンプリングに限られ、覆土全般を定量分析

したものでなく、偏ったサンプリングとなった、それは、祭祀の痕跡がないSD603t4D'の分析からも井戸

と同種の種子が多く抽出され、祭祀が行われた遣構とそれ以外とを抽出種子の違いにより区別することが

が難しい状況となったからである。今後、同種の分析をする場合、時期・用途の異なる遺構や包含層のサ

ンプリングを広く実施し、同定結果をもとに特異遺構の抽出と、その意味付けを行わなければならないと

反省する。前記の井戸出土の種子はこのような前提の上での分析結果であるが、同定種子は栽培植物・可

食植物が極めて多いことから、埋井に際し、食物の奉納があった可能性が指摘でき、今後、これらの裏付

けのため一層の効率的分析が必要となろう。

5.掘立柱建物について

A.形 状

掘立柱建物は、規模・柱間・間数・柱穴規模等により大きくA・B・C類に3分することができる。A

類は小型の柱穴が間隔を密に4面を構成し、外側には溝が巡るもので平面形はほぼ正四角形である。規模

はSBl3S{'ドが55.411f、SB5008[5}が35.4㎡と大きい。後者の東辺ピットの状況から、各辺のピット列の
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5.掘立柱建物について

中に間隔をおいて深いピットが配される可能性があるが、A類全てでみることはできない。しかし、SB

5006r/1のピット間隔は、本来その間に配される浅いピットが検出できなかったものかもしれない,:また、

占有面積の割に柱穴の規模は小さく間隔も不規則であることから屋根をもつ建物とは考えにくく、ここで

は柵を並べた囲い状のものと推定するが詳細は不明である出土遺物はそれぞれを構成するピットや周溝

のいくつかから、古墳時代後期を中心とする土師器細}†が少量出土しているが、時期を決定できるほどの

出土状況を示すものはない。SB5008`51は古墳時代{.):糊IV期)の竪穴住居SIl37`5・の切り合い関係にある

ものフ)前後関係は不明である。A類の分布は16Dlt'[・15区以東にあり、主軸方向はN-77°-WのSB

 50081・SBl38α5〕、それにN-60:'-W前後のSB676'・fllB5006LT'】に2分され、これらが時期差をもつ

可能性がある。

B類は、2x3間を基本とする建物で、柱穴の規膜は大型のものと比較的小型のものがある。束柱は

SBlOlF以外もたない。主軸は大きくN-70'-W前後ノ・ものと、N-40°-W前後に2分できる。これら

の2群はSB5012L7]とSB5011(5】、SB5004一とSB5{1{[8、SB50〔⊃21「',とSBsoo3tri,でそれぞれ切り合い関

係にあり時期差をみることができるが、その前後閨係をヒらえることはできなかった。また、これら2群

の主軸方向は前記したA類と同様なものがあり、両頂が併存していた可能性も指摘できる。ピットから

の出土遺物はSB7[4ci・SB101[`Eiで平安時代の土器か出土し、SB7t4c,出土の須恵器無台杯から、おおむ

ね9世紀後半に比定される。そのほか、多くの建物ビノトで古墳時代の土師器細片が少数出土しているが、

ピットからの出土遺物だけでは時期が決定できない状況にある、また、A類同様古墳時代後期の竪穴住居

と切り含い関係にあるものが多く、この関係から竪穴任居よ:1も新しい時期におくことができる。

C類は、2×3間で束柱をもち桁柱と束柱の問に床柱ヒ思われる小型の柱穴をもつ。また、南東には廟

がつく。数基のピットからは古墳時代の土師器細片が出土したが、時期が決定できるような出土状況では

ない1。

D類は、3×3、2×2、1×1間のほぼ正方形にヒットが配される建物で、規模の割りには比較的柱

掘形は大きく、SBlO3L'E]・SB306〔'ic,は総柱である、倉庫と考えられるものもいくつか存在する。しかし、

SB306」LIのように、遺構と重複する狭い範囲に9世紀前半の須恵器食膳具を中心に土器が集中すること

から、一概に倉庫として意味づけることはできない一層位的に古墳時代後期の所産と考えられるものは、

SB634qDlのみで、他は時期の決定が困難である。また、主軸方向もN-66c'-W前後(SB5010[T・i・SB3031f:1・

SB1031'iE,)の一群があるものの、他はまとまりがない

B.時期の推定と配置

前記した平安時代の遺物を出土するSB7甑・SBl・1を除き、多くの掘立柱建物の柱穴からは古墳時

代後期の土器細片が少量出土している。しかし、異なる文化層が重複する場合、遺構覆土に古い時期の遺

物が入り込むことは充分考えられ、その遺物の時期をもって所属時期を決定することはできない。そして

前記したように掘立柱建物の多くが古墳時代後期の竪穴住居と重複し、掘立柱建物が新の関係にあること

から、検出層位、即、古墳時代の掘立柱建物と結論/寸itることも現状の中では好ましくない。したがって、

ここでは奈良・平安時代の可能性を探るため包含層出土の該期の遺物を取り上げ、整理していくなかで時

期の推定を試みたい。

第81図は奈良・平安時代の遺物が比較的集中する範囲を模式的に図化したものである。調査範囲中、包

含1脅か・』1':1ヒする該期の土器は平箱10箱と少なく、散布する程度である=出ヒ三ll∴よ平安時代の遺物包含
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層であるIII層ないしIVa層のものが多いが、古墳時代後期の包含層であるIVb層中から出土したものも

若干含まれる。ここでは地区により明瞭な分層が不可能であるため、出土層位に関係無く集中範囲の時期

幅を概観し、各掘立柱建物と分布が重複するものは、積極的に集中域の時期幅を採用し、ある程度の時期

を推定してみたい。

遺物の時期は、おおむね8世紀初頭から10世紀前半、そしてll世紀代がある。遺物量は8世紀後半から

9世紀前半が最も多く、8世紀初頭から前半そして9世紀後半から10世紀前半は極わずかである。また、

11世紀代のものは地区を限定して一定量出土している。時期別の分布状況は、ll世紀代が4D地区の井戸

群の周辺とSD1'[tEE)におおむね限られ、8世紀初頭から前半は5地区でも東寄りに偏る傾向をもっ。また、

8世紀後半から10世紀前半は4D地区以東に分布があるが、特に8世紀後半と9世紀前半は5地区に偏る

傾向が強い。

奈良・平安時代の遺物分布状況は、散漫ではあるがいくつかの集中範囲が存在する。4C・4D地区は

比較的小さな範囲で集中する傾向が高く、逆に4Eから5地区に関しては分布域の広い集中地点が存在す

る。これらの分布状況を平安時代以降の遺構全体配置図(図版2)と照合しても、いくつかの掘立柱建物(SB

306L4c}・SB7c`c'1やSD1'c4E,との重複が見られるにすぎず。むしろ、古墳時代後期の遺構i全体配置図(図版10)

の中にある掘立柱建物と重複する場合が多い。特に5地区においてはその傾向が強く、多くの掘立柱建物

が奈良・平安時代に属する可能性を指摘できる。これら掘立柱建物だけを取り上げ、遺物分布との関係を

述べた場合、4C・4D地区は遺構iの規模が小さくそれぞれが独立し重複関係が無いためで、4Eから5

地区は遺構の数が多く、複数の遺構が重複し、時期幅が大きいためと考えられる。包含層の遺物からおお

むね時期を推定すれば、以下のようになる。

8世紀後半…………・……・…・SB5012t5)

9世紀前半…・……………・…・SB306c4c]・SB5013`5・

9世紀後半…・……………・・…SB7t4Cl

8世紀前半～9世紀前半……SB5001c5〕・SB50025〕・SBsOO3t「)}

8世紀後半～9世紀前半……SB5011`5)

8世紀前半～9世紀後半・・…・SB5009[5〕・SB500415'・SB5006"5i・SB654cs1

時期幅のある掘立柱建物は切り合い関係にあるものが多い。時期幅が比較的短い掘立柱建物のうち8世

レ

鰯

圏遺物集中鯛

第81図奈良・平安時代の遺物分布
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6.古墳時代後期の竪穴住居について

紀後半(SB5012151)と9世紀前半(SB5013[F})の主軸方向は前者がN-56Q-Wで、後者はN-67°-Wと大き

く北に偏る。これら2者の主軸方向とほぼ同様な遺構を、同じ時期幅の中で抽出すれば、9世紀前半は前

記したもののほかにSB5002c5iがあり、かなり北偏するもののSB500451が仲間入りする可能性がある。

そして、9世紀前半においても同様な作業をすれば、SB5009'・SB5006L5]・SB500315〕・SB5001・「があ

げられ、両者とも約30mの間隔をおき、北東から南西方向に配される。また、SBIOI「4D・SB!O34E・SB

5⊂)10一の範囲からは該期の遺物は出土せず倉庫と考えたいが、後2者は9世紀前半に推定した建物主軸方

向に近似する。建物の構成は、8世紀後半で1棟を基本とするが、9世紀前半は2棟ないし3棟の複数棟

が1単位となって占地する可能性がある。しかし、遺跡全体には多くのピットが存在し未検出の掘立柱建

物の存在が充分想定さる。そして各掘立柱建物の時期も細かく限定できないことから、配置等にこれ以上

言及することは避けたい。

そのほか、奈良・平安時代の遺物分布に重複しない掘立柱建物がいくつかある。その中でも4基のA

類は5地区でも東側に立地し、遺物の分布域から外れる一時期は不明であるが、分布が古墳時代後期また

は奈良・平安時代の竪穴住居・掘立柱建物の分布外に占地している。これらは建物形態の違い(用途の違い)

により、集落内の場を区画、限定し、計画的に配置した結果とみることができる。

C.ま

と め

東地区の掘立柱建物は、包含層の遺物からおおむね8世紀前半から9世紀後半の時期と考え、遺構の主

軸方向や重複関係から大きく2時期の建物配置を想定した=これらは既に報告されている西地区の状況と

大きく異なり、9世紀末から10世紀初頭・前半の当該地域でみられる周辺微高地への進出欄発)の前段階

の様相として重要である。

西地区では9世紀末から10世紀初頭・前半の井戸・土坑・畠がセットされた「園宅地」と推定される掘

立柱建物群が発見されている。東地区の場合、時期的には8世紀後半から9世紀前半を中心とし、その前

後する時期が少数出土するものの、全体的には西地区の前段階の時期を反映しているものと解される=東

地区では西地区で発見された井戸はなく、土坑は不明瞭、畠は調査の段階で検出できなかった可能性もあ

るが未検出である。このよな状況から西地区でみられる拡散型で、しかも各戸単位で完結する遺構セット

をもつ在り方とは異なり、東地区では限られた地区の中で、場を区画し、あるものは共有の形で使用され

たと解される。これら共有の形として井戸が代表され、場の区画として、時期的な検討は残されるが掘享

柱建物A類に代表される囲い柵(?)の配置、規模が上げられよう。

6。古墳時代後期の竪穴住居について

今回の調査で検出した古墳時代の竪穴住居は、はっきりしたもの(カマド・火床が存在する)で21棟を数え

る。その他、カマド・火床等は未検出であるが規模・柱穴・遺物出土状況から、竪穴住居と考えられるも

のll基を加えると計32棟である。これらの内、出土遺物から古墳時代前期の所産と考えられるSIl31〔5]・

SI233[5]を除けば、他は全て古墳時代後期の所産となる。ここでは、検出数の多い古墳時代後期の竪穴住

居を取り上げ構造上の諸点を以下に整理し、遺跡内における時期的な変遷を述べてみたい。各遺構の時期

については前述の土器編年を基に、大きく1・一・IV期の4段階に分けた。

232



VIまとめ

A.規模と施設

(1)平面形態

平面形は方形ないし長方形を呈するが、中にはSI614〔4D}・SI1262t5〕・SI13715iのように、辺の中央がふ

くらむ隅丸方形のものが含まれる。カマドのある辺とその他の辺の軸長の比は第82図に示したが、著しく

偏る傾向はないまでも、カマドをもつ辺が他の辺と比べ長いものと短いものが存在する。これらの関係は、

時期的にIIとIII期で顕著で、II期はカマドの辺が短く、他の辺が長い関係にあり、III期ではその逆であ

る。しかし、その後、IV期になると両者併存となる。カマド軸(第85図)は1期でN-80～90°-Wに集中

するが、II～III期にかけてばらつ1きをみせ、IV期にはN-70～74°-Wに集中する傾向がみられる。また、

SI18`F)・SI17c5'・SI16(5)の大きく軸が異なるものもはII～IV期に各1棟みられる。
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第82図竪穴住居軸長分布図
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6.古墳時代後期の竪穴住居について
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VIまとめ

(2)規 模

竪穴住居の面積はSIl27c5)が最も小さく8.8㎡、大きなものはSI11315)で128.7m2を計る。竪穴住居全体

では約30㎡以下、36～60㎡、105㎡以上の3つのピークをもつ(第84図)。これらを便宜的に小型・中型・

大型と仮称すれば、全体では小型・中型が大半を占め、大型は2棟とわずかである。時期的には、大型が

1期・IV期にそれぞれ1棟みられ、II・III期は小・中型で占められる。

(3)カマド

ここではカマドを構成する燃焼部・器設部・煙道部が見られるもの以外、火床だけが発見されたものも

含めて整理したい。対象となる竪穴住居は22棟である。また、竪穴住居でカマドのないものはSI81c5)の

わずか1棟のみである。置カマドは1点も発見されていない。なお、ここで言う「カマド」は「作り付け

カマド」のことである。

カマド位置はSIl75〕・SIl275[を除き、すべて東辺に位置する。東辺の中でも南寄りにあるものll棟、

北寄りにあるもの7棟である。これらの中に、煙道部が住居外に大きく張り出すもの(A)と、若干張り出

すが、その張り出しが短いもの(B)と張り出しをもたず住居の壁近くに火床として存在するもの(C)がある。

また、全体として器設部が住居の壁を掘削し壁外に設けられることはない。Aの煙道部は緩く立ち上がる

のに比べ、Bは急激に立ち上がるものが多い。Aは煙道端部を住居から離すことにより、火の粉の飛散を

遠ざける効果をもち〔笹森1990〕、BはAより排煙力が高いものの、より優れた防火設備が必要となるが、

設備等の痕跡を発見することはできなかった。Cは火床位置が壁際にあることと、ほとんどの住居で支脚

が出土したことから、炉ではなくカマド構造を備えていたと考えられる。これらの3タイプの出現状況に
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6.古墳時代後期の竪穴住居について
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第85図竪穴住盾方位分イlf図

時期的偏りは見られず、むしろ住居の規模に関係すると思われる。つまり、大型住居はB・Cタイプ、中

型住居にBタイプが多く、小型住居にAタイプが多い傾向にある。

次にカマドの部材としては、地山を袖基盤として残し、粘質土で作り上げたと考えられるが、補強材と

して土器・土製品・石を芯として用いる場合がある,第86・87図は、出土状況、形態等からカマド部材と

考えられるもので、4(697)・5(698)はSI168,`E,のカマド両袖部から出土している。4(697)は煙道に向かっ

て左袖に到立し、5(698)は右袖に正位に芯として使用された。また、火床上部のカマド崩壊土からは、

軟質の砂岩が出土しており、カマド天井の補強材として使用されたものと考えられる。SI113c5}の東辺に

位置する火床の上部からは円筒状の土器(6・7)が出土している。内外面ハケで6は外面にさらにハケナ

デが施される。いずれも両端を欠損するが、かなり長い円筒状となる。内外面に煤や二次焼成がみられな

いことから、カマドの芯になるものと考えられる、また、16Dl4区から第86図の板状土製品3点が出土

している。1・2は同形のものと考えられ、端部にU字状の挟り込みをもつ。3は両端の片側に同様の

挟りをもち、3点とも表面には荒いハケが施され、二次焼成は受けていない。この3点は1セットの可能

性があり、1・2が両足となり、3の扶り部と1・2の挟り部が結合し鳥居状に組み合わされたと考えら

れる。同じくカマドの芯となろう。その他、SI614`Ljで両袖に河原石が出土していることから、河原石を

カマドの芯として使用していたことがわかる。

支脚については石製のものはなく、円筒形の土製品のみである。1住居複数の出土が一般的で、大きさ

は、長さ7.5cm-18cmとばらつくが10cm前後のものが大半を占める。径は3.5～5.5cmである。両端を平坦

に仕上げるものが一般的であるが、SIll3〔5[・SIl379一出土品のように、端部中央を受け皿状にくぼませ

る例が少数存在する。土器をこのくぼみで安定させる工夫と考えられる。

支脚を出土しない住居が数棟(SI607〔4D)・SI106f4E・SIIO4〔"El・SIl381〔5))存在するが、出土状況から土製

支脚の代用と考えられるものは出土していない(高杯脚部等の代用が考えられるが、出土品に二次焼成の痕跡は

みられない)。

カマド内から支脚が出土したものにSI1379c5)・SI1262(5,・SIll2(5'A・Bがあるが、使用時の位置をと

236



め

 レ
」

ま

VI

、

1
8
,
-
■
ノ

3

15cm

0

カマドの芯一1

237

1

2

第86図

/
)
/
l
!

111」..11〕
3

1

　

締

!・ivldl・!t.ん凋11!・ 11i!lllド
ll轄

紬
}

撚
ン
1

}



6.古墳時代後期の竪穴住居について
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第87図カマドの芯一2

どめているものは少なく、唯一、SI112t5)Aで

使用の様子を伺い知ることができる。支脚は火

床に2本直立して立てられ、支脚の間隔は20cm

である。支脚を覆うカマド崩壊土上には残存度

の高い2個体の長甕が横転して出土している。

これらの出土状況から、支脚1に対して甕1が

セットを成すと考えれば、2連の器設部をもつ

カマド構造が想定できる。

(4)柱

穴

6

()内は遺物番号

7

主柱穴は各コーナーに配される4本柱を基本
第88図SIll2(5'Aの支脚出土状態

とするが、主柱穴の無いものも存在する。また、

SI127c5)の2本柱も1棟検出された。大型・中型住居は4本柱をもつものが一般的で、小型のものや中型

の1部に主柱穴をもたないものが多い。時期的にも1期からIV期を通し、小型住居は主柱穴をもたない

ものが一般的である。また、中型住居はIII期まで4本柱の主柱穴をもつが、IV期にいたって主柱穴をも

たないものが多くなる。中型・小型住居が多くなる中、住居構造の変革が始まったものと推測される。

また、SI10414E)・ll3(5)・16(5)・49(5)の樹種同定の結果から、主柱(SIlO4〔4E)・113cs))にクリ材を使用し、

主柱以外の構築材にクリ以外の材が使われていたことがわかる。耐水性に優れたクリ材が時代を問わず、
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VIまとめ

重宝がられたことがわかり、同時に主柱とそれ以外の部材に対する材の選択がみられる。特に当遺跡はい

わゆる底湿地で、柱の腐蝕には充分配慮したものと考えられる。

(5)周 溝

周溝が見られるものは少なく、大多数は周溝をもたない。周溝はカマドを除き、ほぼ全周するもの(SI

137tS})1棟を除き、他は壁際に部分的に存在するのみである。周溝内部には壁板をおさえる杭等の痕跡は

ないが、SIl275)の東壁に存在するピット列が壁板用の杭痕の可能性をもっている。周溝の存否に時期的

な関係は少なく、小型住居に存在する例が多いようである。

(6)貯蔵穴

カマド脇に小規模な土坑をもつ例がある(SI607t4Dl・SI106c4E〕・SI104c4E)・SI137915,・SI137〔5}・SIl1215'A)。

円形ないし不定形を呈し、出土遺物はほとんど無く、出土したとしても破片が浮いた状態である。このよ

うな状態は、この土坑が土器等の器貯蔵の機能を果たしていたとは考えられない。しかし、それに代わる

用途を想定できる構造(木枠等)上の痕跡は認められず、今後、用途の面で充分な検討が必要となる。

B.遺物の出土状況

出土遺物については、床面から若干浮いた状態で出土したものが多いが、カマドの脇を中心に床面直上

からのものも数例みられる(SI79t5'・SIl37[5))。また、浮いた状態のものも竪穴の第1次堆積土が貼床(貼

床と思われる覆土は地山ブロックないし、地山が主体を占めるが、床面と思われる硬化面は検出されていない)の可能

性をもつもの(SI795〕4層・Slll2[515層・SI127c5,2層・SI1381c5'2層)があり、これらを含めると、かなりの

数のカマド脇出土遺物は床直上ないし、それに近い出土状況を示している。

遺物の平面的な分布および残存状況は、カマド及びその周辺からのものが多く、個体の残存度も高い。

その他の範囲のものは破片程度のものが一般的で、しかも集中して出土する傾向は少ない。しかし、SI

l27〔5}・Sll13L5'のように1期に含まれるものは、遺物集中がカマド周辺と、その対面の壁付近にみられ、

他のものと様相を異にする。このことは、II期以降にカマド脇に器材置場が、ほぼ限定されていく現象と

してとらえられ、住居内の空間区分の変遷と空間内の機瀧分化が進み安定した時期を迎えたものとして評

価されよう。また、これら空間内の機能分化は、カマド位置と密接な関係をもつ。SI1262c5J・SI13715)・

Sl137(5)
雨[

SI79(5)

 蝿τ腰題ノ
＼臨1

絹/＼
爾

嚢

第89図カマド脇遺物出土状態
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6.古墳時代後期の竪穴住居について

SI79f5]・SI16':"・Sll379-・Slllガ,A等のコーナーに大きく偏って位置するカマドと、このカマド近く

のコーナーに残存度の高い遺物が出土する傾向はほぼ一体のもので、遺物が煮沸具の甕・甑にほぼ限定さ

れることなどから、煮沸するカマドと、その行為に直接使用する器材の置場がコンパクトに集合した形と

みることができる。また、これらの傾向の多くが小型・中型の住居で占められることから、住居が小型化

の傾向を示すにしたがい住居空間の無駄を省く必要が生じ、それぞれの機能空間をコンパクトに凝縮し、

空間の有効利用を図った結果と解される.また、逆に住居空間の機能分化と、その凝縮がすすむことによっ

て住居の小型化を促したとも考えられる。

この状況は本遺跡と同時期の上越市山畑遺跡〔小島1979〕や、後続時期の青海町須沢角地A遺跡〔土田ほか

1988)でも見ることができる。山畑遺跡の竪穴住居のカマドは東から南西に位置し、主軸も本遺跡の例に

近い。カマド位置も東壁の南寄りにあり、残存度の高い遺物はカマド脇の南東コーナーに集中する傾向が

ある,また、カマド脇にピット(土坑)をもつ例も同様である、須沢角地A遺跡では8世紀初頭から10世紀

中葉までの竪穴住居が検出されている。竪穴住居は全て中・小型で大型はない。カマドは東壁の南寄りに

有り、煙道はあまり張り出さない。出土遺物はカマド脇の南東コーナーに残存度の高い煮沸具が多く出土

しているが、カマド脇のピット(土坑)は不明瞭である・須沢角地A遺跡の場合、カマド構造について山畑

遺跡同様、検討を加えねばならない部分も多いが、少なくとも後続期に本遺跡のII期以降に始まるカマ

ド位置の偏りと、その脇のコーナーに器材置場がほほ限定される現象は継承される。なお、本遺跡先行期

の状況は、県内の資」料が少なく不明な点が多いが、聖籠町山三賀II遺跡〔坂井1989〕・黒埼町緒立遺跡〔品田

ユ983〕が上げられ、古墳時代前期を中心に後期の竪穴住居がそれぞれ12・2棟発見されている。しかし、

カマドおよび焼土は発見されていない。北陸地方全域i「)古墳時代を概観した田嶋(1992/の報告でも、資料

数の問題から明瞭な変遷を捕らえることはできていないしかし、カマドを7世紀中葉以降普及するもの

とし、それ以前は炉と併設するものが一般的としている.また、炬の消失はカマドの普及する7世紀中葉

と期を一にするとしている。本遺跡の場合、炉と明瞭に判断されるものはないが、明らかにII期以降に

一般的となる煙道をもつA・B類とは異なる厨房施設?がカマドと併存または独立して存在する場合が1

期からおおむねIII期にわたってみられる。これらの施設は壁際に焼土を残すものSIll3ts」・SIl27LT',・SI

l80f'iE)・SI616L4D等であるが、前記したように焼土位置に土製支脚が出土する例もあり、一概に炉と考え

ることはできない。しかし、北陸地方全般の流れから言えばIV期とそれ以前とでカマドの定着期・移行
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VIまとめ

期として捕らえることは可能である。そしてそのカマドの変革は甑の導入と定着に関係したことは言うま

でもない。しかし、須沢角地A遺跡で見られるように奈良時代以降、甑が激減するにもかかわらず竪穴

住居に対するカマド位置、器材置場の位置に大きな変化はみられないようである。今後、甑の出現・消滅

とカマド構造・位置を絡め、甑の減少に伴う調理方法とカマド構造とを解明していかなければならないで

あろう〔外山1989・杉井1993〕。

C.竪穴住居の変遷(第91図)

竪穴住居の分布はN-28°-Eのほぼ軸線上に存在する。この立地は西側の山地から東に位置する関川

へと徐々に傾斜する南斜面にあたる。住居群の分布の幅は東西約120mで、北東と南西にさらに細長くの

びるものと推定される。分布の西側から中央にかけては10世紀前後の正善寺川河道が存在し、古墳時代の

集落を破壊している。この破壊規模は現在発見している棟数の2倍以上に及んだ大規模なものと推定され

る。また同一確認面で発見された掘立柱建物については、柱穴の規模・間数・周溝等で数種類に分類可能

であるが、多くが竪穴住居を切っていることから、検出層位は同一であるものの該期に併存したとは考え

られず、竪穴住居群以降の所産である。しかし、所属時期となると良好な出土遺物が無く不明である。し

たがって、ここでは竪穴住居と掘立柱建物が併存していないことを前提に、竪穴住居の変遷について説明

する。

1期3棟の竪穴住居が存在する。分布はA・Bの2群に分かれ、A群は大小の竪穴住居2棟、B群に

は小型の竪穴住居1棟がある。しかし、両群とも調査範囲外や旧正善寺川へその規模を拡大する可能性を

もつ(この可能性は時期を問わず認められる)。そして、大型竪穴住居と小型竪穴住居が一群を成す可能性も存

在する。

II期2～5棟の竪穴住居が存在する。1期のA・B群の内、A群は存続するがB群は消滅する。そして、

新たにC群が加わる可能性がある。それぞれの群の棟数は、A群で2～4棟と増加の傾向を示す。1期の

大・小の竪穴住居が一群を成す傾向はみられなくなる。

III期3～8棟の竪穴住居が存在する。A・B・Cの3群に分けられ、II期で新たな群としての可能性

がみられたC群は、確固たる群を形成するに至っている。また、B群については、II期で消滅したものの、

また、新たに群を形成する可能性をもっている。各群の棟数については、A群が1～4棟、C群が2～3

棟で、若干、群単位で増加する傾向を示す。また、A群についてはC群に比べ、小型のもので構成され

る傾向が強い。

IV期最も拡大・拡散する時期である。9～11棟の竪穴住居が存在し、A～Eの5群に分けられる。A

群は1～III期と確固たる群を形成し存続するが、ここに来て群の構成が1-2棟、しかも小型竪穴住居と

変貌する。B群はII期で一時消滅するなど、小規模でなおかつ存続しない群であったが、IV期に至って

3～4棟と新開地への群形成を成している。竪穴住居の規模も大型・中型で、他の群と比べ大きな竪穴住

居で構i成される。また、SI107【4E)・SI170L4E}からは、勾玉や石製紡錘車が出土しており、有力者が居住し

ていた可能性が高い。C群はIII期の最盛期から衰退の傾向を示す。新しく群として発生するものにD・E

群がある。D群はA群が南に伸びる部分に接して存在し、3棟の中・小型竪穴住居で構i成される。D群

の位置する16Dl5区から石製模造品や、ヒスイの小型原石、そして東側に隣接する17Dl1区には小持勾

玉の欠損品がそれぞれ包含層から出土しており、B群同様、有力者または祭祀関係者の住居地の可能性が

あり、新開地への進出と考えられる。
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6.古墳時代後期の竪穴住居について
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VIまとめ

以上が、遺跡内にみられる古墳時代後期竪穴住居の群単位の変遷であるが、まとめれば群は1～2棟が

一般的で、多くとも4棟で構1成される。そして、これら複数の群が集落を構成する。群の存続は1・II期

で確立したA・B・Cの3群を、その後も存続させる(B群はII期に途切れる)が、それぞれの群を構成する

棟数には時期ごとに変化がみられる。つまり、1・II期にかけて安定していたA群は、その後、衰退の一

途をたどる。また、C群はII期で発生し、III期に隆盛、その後、衰退する。IV期のおいて、B・D・E群

(B群はII期に途切れ、新たに発生した群ととらえる)が新たに発生することをも考えれば、1～IV期にみられ

た集落規模の拡大は、群を構成する棟数の増加というよりも、むしろ、新たな地へ群が発生(B・C・D群)・

拡散することが大きな要因ととらえられる。また、IV期のB・D群も上記の集落規模の拡大という一連

の現象に含められようが、出土遺物より有力者または祭祀関係者の住居の可能性が高く、このような住居

が存続型の群とは別に、新たに発生した群に存在することは、有力者、祭祀関係者の住居占地を考える上

で、今後、検討しなければならない現象と考えられる。

7.古墳時代前期の遺構

該期の遺構には、古墳時代後期の確認面で検出されたSI131L5,・SI23315}の財東の竪穴住居と、Vlb層

上面で確認された土坑・ピット・溝等がある。これらの中で特に多いものは円形・楕円形または不定形を

呈する土坑である。遺構分布は、大略、古墳時代後期の分布と重なるが、いくつかの核が存在し、その核

の中で16D3・4・8・9・14区が最大のものである。土坑を中心とする遺構群の機能・用途等は今回の

調査で明確にすることができなかった。したがって、ここでは遺構群の諸特徴を中心に整理するにとどめ

る。遺構の覆土は、おおむね粘性のある灰色シルトで構城される。堆積状態はレンズ状のものが大半を占

め、炭化物を非常に多く含む層が第一次堆積土または覆土の中位に存在するものが多い。炭化物は該期の

遺物包含層であるVla層にも含まれるが、遺構i内のものと比べると圧倒的に量が少なく、粒も小型である。

また、覆土に焼土の混在する遺構(SK305[4E]・P315"4E,・SD352[`E〕・SKl89c4Ei)がある。焼土は粒子状のもの

もあるが、大半はブロック状を呈し、炭化物同様、機能を考える上で重要な要素である。出土遺物につい

ては第IV章で詳しいが、食膳具(器台・高杯・小型壼)・貯蔵具(大・中型の壼)が多く出土する遺構(SK679

L4D'・SK2311C5)・SK265〔4E)・SD352[4D)と煮沸(甕)具が多く出土する遺構(SK189t4E}・SI233t5.]・SK288〔4E」・SD

311'4E)・SK274t4Ei・SK682[4D])がある(第94図)。これらの遺構に形態上の特徴や、分布の偏り等はみられない。

また、甕には一般的に外面に煤、内面に炭化物が付着する。

次に時期別の分布状況について概観してみたい(第92・93図)。時期区分は前章で示した1・II・IIIa・

IIIb・IV期の5期区分とする。遺構の分布は、4D・4E地区と5地区の北側と南側に集中部がみられ、

特に4E地区が高密度である。各地区の分布状況は時期により異なるが、それぞれの地区が単一時期の遺

構で占められることはなく、各時期をとおして広い範囲に遺構が散在していることを示している。その中

           1期1～H期H期n～皿a期皿a期皿a～皿b期皿b期皿b～w期A「期1～皿a期1～皿b期

           SX671〔4D)SX663(4D〕SK687〔4DノSD352qE)SK660qD)SK69σ4D)SK691qD)SK682〔4D,SK360815}SK679(4D)SX68614D)SK314〔4E)

           SX662〔4D)SK435(4E〕SK693〔4D)SD311㈹SK265(4E)SK672〔4D)SK399215)SK3543(5)SK304(4E)SK353(4E'SK268(4E)
           SX665(4D)SK436(4E〕SX673〔4D)SK279(4E〕SK274㈹SK134〔5)SD35ユ(4E)SK284(4E)

           SX664〔4D)SK358〔4E)SX670(4D)SK288qE)SKI89(4E)SK254(4E)
           SX683〔4D)SK2110〔5)SK437(4E)SX2311〔5)

           SX66ユqD〕SK250幽SI233〔5>

第15表各時期の主な遺構
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7.古墳時代前期の遺構

でも4E地区は遺構密度も高いせいか、比較的、各時期をとおして安定した分布状況を示す。また、4D

地区に1期の遺構が集中する傾向も見られる。そして、遺構の分布としては1・II期で最盛期を迎え、IV

期には、おおむね4E・5地区南側に縮小する傾向がある,

以上が、遺構群の諸特徴であるが、これらに近似する遺跡として金沢市高畠遺跡(1975)があげられる。

高畠遺跡(第95図)は上層と下層に分かれ、上層はいわゆる「高畠式土器」を出土し、本遺跡のII～IIIb期

におおむね時期的対応が可能である=同層からは約60基の土坑が検出されており、規模は長径1.0～2.5m、

短径0.6～1.2m、深さ15～40cmの楕円形が多い:これらは本遺跡で検出したものと規模の面でそれほど異

なるものではない。また、高畠遺跡の土坑には、工・多量の土器が出土し、故意に破砕したと思われるもの

がある。②坑底あるいは坑縁部分に1～数個の河原石が出土するものがある。③坑底から灰・炭化物片を

検出。中には炭化物層を形成する。④管玉とその未製品等、碧玉質攻玉によって生じた剥片が土坑内から

出土。の特徴がみられるようで、それぞれ①は墓前供献、②は埋葬地点の表示石、③は遺体埋納前の焚火

風習と意味付け、さらに④の状況を加味し、土坑の機能を被支配者である庶民群(玉作工人)の集団墓地と

した。本遺跡の場合①、③において、同一視できる特徴をもち墓坑である可能性をもつが、現段階のとこ

ろ墓坑としての認定材料が無く、今後、資料の蓄積をまって検討しなければならない。
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7.古墳時代前期の遺構
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    番号平面形態規模(長径・短径・深さ,遺物等
    1長方形2ユ2×92×68土器(多)・碧玉質原石剥片・炭灰層
    2隔円形U2×72×17

    :〕限方形96×68×23

    4i長方形132×97×30土器(若干1・炭灰層
    15不整形122×90×28土器(少戸炭灰(少}

    16楕円形121×65×炭灰(少)

    .7(5基程度の複合)

    ls長方形180:dO8×40土器(少)

    [9楕円形X54×18土器(若干)・炭灰層
    1ρ楕円形125×67×30土器(少)・炭灰層

    ll長方形ユ82Xユ16×32土器・炭灰(劉
    Il2楕円形92××40土器(少)・炭灰〔少}
    113楕円形136×60×33

    14楕円形X65Xl7

    1ユ5楕円形120××19

    ll6楕円形ユ05×76×26土器〔若干)・炭灰〔少〉
    171長方形ll6×80×32土器・炭灰層

    「18長方形126×60×44炭灰層
    i19

    ,2{)円形ユ14×112×24土器

    2ユ楕円形96×64×19

    22

    23不整形156×98×38土器〔若干)・炭灰層

    24楕円形232×136×38土器・炭灰層

    2「長方形148×91×34土器(若干♪・炭灰層    り」-一.,.、h・【'一苫・q一凸一凸一→一→一り一り.III不整形100×80×24    27楕円形218><80×37土器

    2さ楕円形168×112×28土器(若干)
    29楕円形ユ16×60×24

    30楕円形121×80×21

    3ユ

    32楕円形157×112×32土器〔多)・炭灰(多)
    33楕円形120×72×16

    34円形121Xl20×38土器〔若干)・炭灰(若干)・管玉
    35楕円形ユ60×94×ユ8土器1若干ノ・炭灰(少)

    36楕円形208×122×20土器(若干)・炭灰〔少〉・焼土(少)
    37楕円形ユ32×94×27土器(若干)・炭灰(少)・管玉
    38楕円形69××24

    39楕円形120×86×26土器(若干)・炭灰(少)
    40楕円形96××23

    41長方形1ユ4×96×36土器(若干)

第95図高畠遺跡の遺構分布(「金沢市高畠遣跡.1975翁沢市教育委員会)
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要約

要

約

1.一之口遺跡東地区は新潟県の南西部、上越市大字木田字一一之口に所在する。遺跡は高田平野西側の山

地に源を発し、北東に流れる正善寺川の左岸沖積上に立地する。標高は8～9mで現状は宅地および水

田であった。

2.調査は北陸自動車道建設にともなって、昭和57～59年の三か年実施した。調査範囲は高速道路の法線

内で面積は約ll,200mL)である。遺跡は法線内にとどまらず、周辺に広がるものと考えられる。

3.調査の結果、①中世、奈良・平安時代、②古墳時代後期、③古墳時代前期の遺構・遺物を発見した。

主体は古墳時代後期である。そして、各時期は層位ごとに検出できた所が多い。

4.中世、奈良・平安時代の遺構の内、中世は井戸1基と僅かで、23棟検出した掘立柱建物跡は時期の限

定が困難であるものの大多数は9世紀後半以前の奈良・平安時代のものである。これらの建物群は既に

報告済みの西地区でみられた10世紀前半の掘立柱建物とは様相を異にし、律令体制の強い影響か、計画

的な建物の配置を見ることができる。平安時代で主体を占めるのはll世紀前半である。遣構は祭祀が行

われた溝1と井戸10数基である。前者は多量の木器・土器が出土し、木器の中には日用品の他に祭祀具

が含まれ、土器の中には炭化物・煤・タールが多量に付着した土師器小皿・無台椀が出土した。そして、

これらの土器は木器祭祀具同様、儀式に使用されたものと考えられる。また、出±した多量の土器は層

位ごとに取り上げられll世紀の土器様相を知る上で貴重である。後者は覆土より土器・木器そして栽培

植物や可食植物の種子が多量に出土しており、井戸廃棄に向けての祭祀行為を知る上で良好な資料であ

 る。

5.古墳時代後期は竪穴住居21棟以上と多数の土坑・ピットが発見され、当該期の大規模な集落である。

竪穴住居は時期的な変遷の中で小型化の傾向を強くし、カマドがコーナーに偏る傾向も認められた。該

期は炉跡がカマドに代わる状況を示すもので、この傾向は後続期にも継承される。また、6世紀前半か

ら7世紀中葉ないし後半の土器が竪穴住居を中心にまとまって出土した。従来、新潟県下では資料が少

なかった時期のもので、整理により当該期の土器様相とその変遷が明らかとなった。これらの土器は北

陸地方の他の地域(富山・石川・福井)とは異なる点が多いが、食膳具の金属器(仏器)指向や法量分化の出

現という点で共通するものがある。

6.古墳時代前期は多数の不定形土坑・ピット・溝が発見されている。この内、土坑は墓坑である可能性

をもつが断定材料が無く、機能面で今後検討してゆかなければならない。前期の土器は、後期のものに

比較すると出土量は少ないが、遺構から良好な一括資料が出土している。これらの土器は従来県内で検

出された古墳時代前期の土器と同様に、北陸地方東部(富山・石川県能登地方)と共通する点が多いが、蒲

原地方出土の当該期の土器よりも在地色が強い。
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竪穴住居一覧・掘立柱建物一覧

別表1

遺構名

竪穴住居一覧

S1625{'1D〕

S1 614 イ・1D〕

S1 607【4D}

S1 633【4D)

図1版

将号

Ⅲ

位置 主な切り合し、(新>旧)

SK 6404D > S1 625(4 D)15D3・4

正善寺川>S【614(4の15D14

SK 613{4D >SK 607ι4D15D15

15DI0.15 SK 613(4D〕>S1633(4D)

34

1一Ⅲ規椣不明

35

0

36

S1616【4D)

S1636UD)

S1 1684E)

S1 107ι4E

S1 1804E

37

37 15D15

38

規模
(1モ軸X短軸)

16D11

39

フ.05×6.95

16D3

39

S1 106MC)

S1 170mc}

S 1 104 (・1C )

面砧伽り

16D 8

40

フ.8×6.95

49

方位

16D3・8

40

N-84゜-W

S1 170(4E〕> S1 107 (.E)

SK 202(4C)>S1180{4功

16D8・9

40

SI 」393【5}

カマド煙道柱穴周泌時期

6.2×5.9

54.2

N-83゜-W

」6D9

4

S1 13引 t5}

0

N-85゜-W

16D」3

43

S1139915〕

S1 1379(5j

S1 14(め{5}

0

0

36.6

SI 」704C)> S1 107U助

16D9・10

43

4

推定

4

推定
0

0

5.8 ×4.5

N-フフ-W

16D 9

43

0

16DI0

44

S1 1262{5〕

Ⅳ

焼土

4

フ.9 ×フ.5

(26)

N-86 -W

備

16DI0 ・ 15 S11262{5}>S1 1379⑤

45

S1137恂

Ⅲ

不明

N-70 -W

16D14

考

1~Ⅲ

規模不明

47

S1 131【0〕

S1233イ5}

S1126ι5}

10.6×10.4

59.25

4

N-88 -W 地床炉なし

16DI0・15

カマド2基

妃

なし

Ⅳ

0

N-110 -E

規模不明

49

Ⅲ

なしなし

5.75×5.」5

N-72 -W

16D15 ・ 20

17D11・16

Ⅱ0

49

S1 127 【5)

S179 t5)

S180{5

S181{5}

S I 」12化}A

S1112⑤B

S116イ5】

SB 5008(5]>S1 13フィ5)

S1 126【5〕> S 1 131(5j

S1 131 (5)) S1233【5)

S1 126{5j> S1 131(5}

N-73 -W

17DⅡ・ 16

規椣不明

49

なし

1

なし

4.5×3.55

0

29.6

16D5
17DH

50

Ⅳ

4

0

N 88

17D16

Ⅲ~Ⅳ

規模不明

50

なし

少し

フ. O ×6.9

N 70

」6D20
17D16

W

16

50

なし

Ⅳ

4

5.5 ×4.5

N 70

W

16D20

51

なし

Ⅳ

0

フ.O×6.9

48.3

S1 79{5〕>S180(5)

16D20
17D16

W

規模不明

51

少し

Ⅳ

4

5.2 ×4.フ

0

25.8

N-73 -W

」6D20

51

SI」フ(5)

地床?

0

4.2×4.05

0

48.3

N-56 -W

ι.

16D20

52・53 16D20

規模不明

S1 18{5〕

Ⅳ

3.2×2.75

0

S1112A化)>S1112BGj

N-57゜-W

52・53 16D20

24

S1 113

なし

0

5.6×5.1

0

N-68゜-W

17

規模不明

52

SB 5001 5〕>SB 50125
>S 1 16(5)>S 1 17 (5)
>S118⑤

Ⅳ

0

4

252

N-79゜-W

8.8

16D20 ・ 25

54・ 55 17 D16・21

Ⅳ

0

4.75 ×4.フ

2

28.6

N-83

規模不明

Ⅳ

0

破壊

フ.8 ×フ.4

N-85 -W

W 地床炉なし

0

Ⅳ

0

SB 5013 (5)> SI H3(5)

22.3

0

?

0

57.フ

N-70 -W

古墳時代前柳

なしⅢ~Ⅳ

なしなし

0

N 58 -W

5.フ×5

古墳時代前期

カマドは破壊されてい
る

4

N-66 -W

0

0

Ⅱ.フ× 11

28.5

N-78゜- E

壁柱穴になるか?

Ⅱ

0

4

0

N-79゜- E

」28.フ

N-83 - E

椎定

N 85

0

4

0

Ⅲ~Ⅳ

規模不明

0

地床炉

W 地床炉

カマドは破壊されたか?

Ⅱ

規模不明

Ⅳ 規模不明・焼失住居?

4

推定

定推

-
 
0

定推

0
 
0



別表2 掘立柱建物一覧

遺構名

SB 303

分類

SB 74C

時期

D

SB 306【4C)

B

間数

SB I0IDJ

9 C後

2 × 2

D

SB 6344D

方位

9 C前

2 × 3

B

N-67 -W

SB I03 北

2 × 2

D

N-74 -W

SB I014E

規模

2 × 3

D

N-85 -E

15.8m2

SB 5001

遺物その他

ピット及び周辺から出土遺物なし。

I × 1

B

N-56 -W

SB 5002 、

21m

平安

2 × 2

B

N-5 -E

SB 5003

4.6m

ピット・包含層から9世紀後半の土器多数出土

2 × 3

B

N-66 -W

SB 1380

8.9m

包含層から9世紀前半の土器出土。束柱(総柱)

別

2 × 3

B

N-34 -E

SB 5006

表

ピットから古墳時代土器細片が出土。

14m

2 × 3

A

N-70 -W

SB 5007

フ.8rrf

2 × 3

A

N-44 -W

17.1nf

SB 676

C

N-60

ピットフから平安士師器が出士したが時期不明。束
柱係餅主)

ピットから古墳時代土器細片が出土。包含層から8
世紀前半~9世紀前半の士器出土。

10.9rrf

SB 5008

0

A

N-フフ-W

26.4rrf

SB 50096

W

0

2 × 3

A

N-62 -W

16.8rイ

SB 50045

B

N-66 -W

55.4m2

SB 50055

0

B

N-60 -W

SB 654

ピットから古墳時代土器細片が出土

0

2 × 3

B

N-フフ-W

SB 5010

89m

2 × 3

D

N-72 -W

SB 5012

0

2 × 3

N-25゜-W

D

35.4trl

SB 50115

ピット・周溝から古墳時代土器細片が出土。

0

3 × 3

ウ

N-78゜-W

B

29.5m2

SB 5013

ピットから古墳時代士器細片が出土。

ピットから古墳時代土器細片が出土中央に焼土
包含層から8世紀前半と9世紀後半の士器出士。

ピットから古墳時代土器細片が出士。

3 × 3

0

B

N-30 -E

24.8nf

I × 3

B

N-66 -W

23.51仔

束柱・床柱・廂

2 × 3

N-56 -W

23n子

2 × 3

N-72 -W

12.6nf

包含層から8世紀中葉と9世紀後半の士器出土。

ピットから古墳時代士器細片が出土。

N-67 -W

24.5肺

0

39n子

包含層から8世紀後半の土器出土。

包含層から8世紀後半~9世紀後半の土器出土。

ピットから古墳時代土器細片が出士。
包含層から9世紀前半~後半の土器出土。

0

27.6trf

0

253



遺物観察表

別表3 遺物観察表
凡例

1.士師器・須恵器・士製品・石器(石製模造品や勾玉を含む)についての観察表である。
2.法量についてはCm単位である。また、土師器・須恵器の「口J は口径、 r底」は底径、「高」は器高、士鯲
製品と石器の「長」は全長、「幅」は最大幅、 r厚」は最大厚を表す。
3.胎士の項目は主に胎士中に含まれる鉱物・岩石にっいて記述し、必要に応じ胎士そのものの特性(「砂質強い」
など)も記した。なお、紙面の都合上、胎士中に含まれる岩石・鉱物については下記のように略した。

長石→長石英→英雲母→雲海綿骨針→海針チャート→チ

4.士器の色調については、農林水産省農林水産技術会議事務局、財団法人日本色彩研究所監修「新版標準士
色帳」の名称を用いた。ただし色相(Hue)、朋度(value)、彩度(chroma)による段階表示は行なっていない。
5.遺存で示した数値は、図示した部分においての残存状況を表す。
6.奈良.平安時代の士器は、口縁部・体部内外面をロクロナデ、古墳時代前・後期の士器は口縁部はミコナデ、
体部外面はハケを行ならものを基本とし、これ以外の調整についてのみ、手法の欄に記した。なお、紙面の都
合上、士器の部位、調整については下記のように略した。
口縁部→口体部→体底部→底内面→内外面,外上位→上中位→中下位,下
ヘラミガキ→ミガキヘラケズリ→ケズリ

奈良・平安時代・中世

SD 301(4C)(本文74.図版66)

番牙地点御別器飢法倣

1 15D2b 上師壷E に】20.8

2 15D21j _L師' ιK 8.4

SK 305('C) (本文74・図版66)

知懲杯鹸 工113.8

須県【無台材、 1:113.0
底 8.4
「," 3.5

SD I(4C)(本文74.園版舶)

肌洲饗

殊洲甕

殊洲郷

11ム・t

チ・長

ν10

咽■■祉

兜■■リ",
^^灰■チ

SD 2('C)(本文74.図版66)

1二帥鉢D8

上師触

上伽郷A

・しn"郷A

チ・長・
英

黒色杓

白色救
1巳色粒

控

回転糸
υ」"

俳Z

灰白苛ν3 回転糸
り」リ

英・雲淡赤睡"完回転糸
り」リ

粘良 腔 苛 3/5 処1転糸
U」リ

英・雲灰白筈 3/5 回転糸
υ」"

控 片 2/3 回転糸
り」リ

川1褐灰門 9/10 回転糸
U」リ

長・ 明褐灰苛 9/10 回転糸
切り

SK 3(4C)(本文74.図版66)

須忠短頻宣12

海11

16

18

番り

25

海釘

首

020.0

地、゛!

^^
^^
^^

今熊?

小利1

SB 7(4C)(人文74.園版66)

上伽鍋13

知忠無台杯14

26

Π15 6

"【 5.4

チ

駈別

土帥

27

チ・」正

チ・」正

チ

「1 9.6
1寓 4.フ
1..1 2.8

0 9.8
底 5.フ
2.8「1.1

9.フ

'左 4.8
1'b 2.8

0 9.フ

庇 3.6
拓 3.3

010.6
1冨 4.4
高 3.2

010.6
底 5.3
高 2.8

C吐0.8

簸 5.5
高 3.0

012.0

1工 5.1
闘 3.5

瓣和

無台椀
AI

無台椀
AI

無台椀

AI

無台椀
AI

""■囲擬'
浅班^^
浅地^^内ハケ

1"'目■"ー

28

ν3 回耘糸
り」リ

上nl】

明褐灰

法』11 '台土

1コ12 0 チ・央
飯 5.8
局 3 9

底 5.5 判'良

'鷲 4.8 粘良

」コ18.0 粘良
1星 7.2
問 6 4

n 5.8
1醍 2.フ
」1■ 9.0

士帥

SX 3('E)(本文74.図版舶)

士血li 小」Ⅲ 1:1 9.0 チ.1,を.15

B2 底 5.0 英
高 2.0

士師小皿16 010.0
底 5.6B2
;ι 2.0

上師右台椀底5.8 粘良

土師小皿 に1 9.2
底 4.0AI
商 2.4

上帥無台椀底6.6 長19

士師無台椀底 5.6卯

土ni 無台椀に118.5 粘良21

SD 622('D)

内 F用

釦下胴

31 鮫下脚
Ⅲ正焦寺

」・n而

長・!!.、
色粒

色調

淡椎

仁137.6

1〒^

竹

(本文75・図版67)

士伽朴C 工113.4

士帥朴BI

士佃11 杯A2

1コ12.4

底 8.0
1..」 3.0

焼成

門

チ・」曼

チ・英・
雲

N

遺打千訟

フ/8 回転糸
り」リ

U5 回転糸
υ」リ

5/8 邑1転糸
υ」リ

45 1引転糸
り」↓〕

白色杓

訟址下胴士師杯A2

詩旧正鮮寺士価'噺杯E
下榊

輿,1,・下胴士師鉢B

/U

灰白

底外板
目圧痕

」!〒墳後
剣

3/5

備打

偕

"13.6

" 4 3

1コ15.8

1■ 6.1

イ{

粘N

16

チ・」乏・
^..丁1

英

足

闘下胴

呈

SX I(4C)(本文75.図版67)

士師無台椀22

AI

士師無台椀23

AI

上師無台椀24

AI

にぶい

黄排

に';い

黄樫

灰1ヨ

叫赤灰

斎'f良

ヘラυ」
り

詔
■剛

1、「17.8 斎'11モ

赫良

剰冷激
しい

小勣

回転糸
リJ り

泳灰

"

1〒ν10 内!!.、

士n"杯EI

14
門

門

灰内

門

012.6

11:」 11.0

回転糸
功り隆
ナデ

回転糸
り」リ

4/5 内!熊

V8 1よ111」゛0.
1,

SE 608(Φ〕

闘 4胴

士則1 甕B2

士師甕A2

にぶい

員椿

灰訂

16

酋

012.4

底 5.4
「1.」 5.フ

粘良

古墳後
則

古m後
削

劉幣激
しい
占墳後
捌

古頃後
則

,1i墳Ⅲ」
捌

占墳後
削

灰由

16 内黒

回転糸
υ」リ

許

耕良

254

011.6
底 5.2
高 3.8

011.8
底 5.6
Ib 3.6

012.5
底 5.6
1'U 3.フ

員褐

V3 内!!.1

39 41゛1

古

「118 8

門

(本文75 ・1剥版67)

土n,小1ⅢΠ8.8

飯 4.フAI
11ι 3.フ

1二Ⅱ"小Ⅷ底4.4
AI

褐灰

4/5

V4 回転糸
靭り

回転糸
切り

ν3 回転糸
ザ」リ

削ld.6

SD 603(4D)(木文75.図版67)

上師小Ⅷ40

AI

41 1Ⅱ煕上師小Ⅲ1
AI

土師小皿42

AI

士卸小皿心

A2

士師小Ⅲ1"

B2

上師小肌45

BI

46 黒色上土師小皿
BI

47 上榊壁際士師無台椀
AI

に';い

符

粘良

門

チ・長

杯μ」・
脚外ミ
ガキ

内外ミ
ガキ・
内!熊

内外ミ
ガキ・
内外!熊
色

1」i11i前
削

休内へ
ラナデ

4/5

チ・長

粥良

回転糸
り」η

門

淡黄

に';い

黄控

に'{い

控

飯外板
且圧痕

ν6

粘良

淡黄

背

"

朝良

14 回転糸
切り

14 回転条
ザ」リ

18

3/5

門

灰白

普

占娥後
削

笹
按
枇灰

灰

灰
灰
灰

完

3
 
4

5
 
6
 
7

完

雲

酋
苛

門
普

チ
英

9
 
W
 
Ⅱ

艮
良

n
w

控
灰

門
門



酢り

梱

地、'!J

49

新別器肌怯lil

Ln11 処h椀」.112.2
飯 5.6AI
'h 3.9

Lnl「無h椀 1 12.5
ιミ 5.5AI
問 4 1

上C1Π熊゛;椀 1.112.6
IK 5.2AI
「..」 4.4

ι."11 無台椀 114 3
岐 6 4AI
1::i 4.4

,!、!色処六椀"12.2
1ミ 6.5A2
」1:1 4.5

1・nli 処六椀Ⅱ14.2
1ミ 6.2AI
1:':i 4.4

,!、{色イ」台椀 K 7 4

50

5]

52

垢」_

粘N

53 !!1叫色 1

色凋

明褐灰

粘良

54

焼成遺存

f〒 9 10

にε;い
赦侍

飯白

手払

向転糸
匂」リ

回転糸
り」リ

川転糸
υ」"

回゛'糸
UJ η

回転糸
り」 1)・
内共1

向転糸
υ」リ

回゛ι糸
リJり・
内!1、1

チ・ 11

門 35

備町

チ・R・
ノと' A

に':い

椿

淡'、"

川色イ」台椀ι工 6.4

1_nl」郷

1二帥%;h

門

チ

1 層灰色士(木文80・図版73・74)

須j"右台杯 U15.0 1ヨ色粒傾

列1恕長頻'飯10.8 白色救灰
"」色粒

忽愆イi台杯底 7.8 長・典灰

士師小皿口10.0 チ・1正・淡枇
1ミ 5.2 英BI
」,b 2.8

V5

58

英・R・
よ・チ

英

吊り

105

" 2/3

地.'!J

淡永怜

59

H

イ」六椀 「111.2 チ・1辺・1.ルf
飯 5.4 萸・ 1:B

1闘 5 5

川巴イi介椀ι【フ.6 赫良

138 6 Vb

1 Ⅱ"1

」「22.2

3/5

縣別

士帥

SE 606 (小文76 ・1ヌ1版69)

士帥小肌72

AI

73 NQI 1_仙li 小Ⅷ

AI

74 N02 1Ⅷ1 小!1肌

AI

75 N03 げ'小Ⅷ

AI

76 4"1以ド 1二n巾無台椀
A

チ.りミ

英・k・
コζ・チ

ヲ・

1川褐灰

門

SE 618('D) (本」τ78 ・図版71)

{飾小皿IU N01 n 9.9
ιミ 4.9AI
':」 3.2

'」.、色オ]台椀 1:115.2112 NQ3

ιK 6.6AI
111」 6.8

139 11Ⅷh

υ10

都何1

甕B3

脚"■皿般'
蹄回■嬬拶

明褐灰良

艸

tl;!11

013.6

140 11Ve

白色粒
,!{色粒

灰111

打 9 6 チ・」ι・
飯 4.4 央
1詩 2.6

Π 9.8 1ι・英
嶬 d.6
'h 2.フ

1110.6 チ・」正・
K5.0 英
11h 2.8

1110.2 チ・」ι・
ιK 5 1 央
'" 3.2

1.」12.4 長・英
飯 4 5
'1:」 3.9

1!、、色イ」h"i!飯 6.2 」赱・ウミ

1二帥イi台椀 IK6.6 粘良

1愉士

チ・長・
央

飯

SE 610(4D)

H3 N03

褐氏

門

畏

色調

に'{い

桧

冗

別

門

§*'■囲","

外ミカ
キ・内
,、ケ

師1転糸
リJ 'j ・
内ミカ
キ

焼戚

門

V5

114 N08

(本文78・即版7D

」,n11 小肌 口Ⅱ 0

ιミ 5.'B2
11」 3.フ

「熊色無イ;椀」114.4
"【 8.0AI
11:」 5.2

遺存

ν6

表

古墳 li11
瑚

チ・央

フフ

チ訟・

仏内ナ

淡惟

78 4A"1

115 N02

チ・英淡椎

惟

丁

佑1吉

1{「1!t1荷
即1・炭
化物つ
かない

淡怜

79 4"1

N

゛ι a告、.ξ

3/4

116

飫由

帥 4肝以 F 独忠杯航

門

叫色

1・1転卯
り」リ

回転糸
り」リ

1引転糸
り」η

倒転糸
υ」リ

門

SE 615(4D)

117 」_.榊

刻↓ι!1 h1衝港,

柾台椀

A】

2/3 内!!1

に';い

舟

椿

竹略冗

SE 629(4D)(本文7フ.1凶版69)

長32.0イ113 1.111肌別
郭Ⅱ9 2
1リ 8.6

内糸リJ
り拠

R ・チ

咋波激
しい

イi都砥石

ιK 7.2 」て・チ

N

褐灰

H

U8

」:1 7.8

嶬 8 4
111」 15.2

(本文79 ・1剥版7D

1二帥小皿 " 8.フ

底 3.0C3
1,h 2.6

土nli 小11肌 11 9.6
Ⅱ【 3.5C3
1島 2.5

トル11 イ」f;椀 1コ 8.9
IK 4.2B
',. 3.61'.」

須ι緊無台十1; 1コ12.0

須ι!1 無台杯 1、JH 2
K 7.8
1■ 3.6

1】23.8

浅凱怖

幡

門

SE 605('D)(本文7フ・図版70)

H

Ⅱ9 小榊

18

チ・ R

23

にε;い
怖

" 45 内.1」!・
酷文

門略完!県色処
艸しな
い

門酢ス:外愉折、
杉?

16 仏外下

城外ケ
ズ J ・

内!!、!・
肪文

13 仏外下・
飯外ケ
ズリ・

内!!1 ・
鵬文

85

120

121

南'1」;[・
砂質強
し、

灰

片

M

11i色k

122 1:・'1,1゛1
(りり
5"17

123 小榊
("D
5胴?

!二帥小肌

チ・1を・
美

87

^^

N 略充

」にn11 小Ⅲ

SE 619(.D) (本文78 ・図版70)

1!、{色処台椀!コ11.0 乳'11;1101
K 5 0
高 3.8

μ1色無台椀ιミ5.6 粘良102

チ

浅員櫛"

11'と
佃同

「1 9.0

"ミ 5 7
」1;」 2.1

0 8.8

飯 4.9
111」 2.1

且星 4.5

L帥価?

欣洲すり鉢

小油

チ

怖

124

ニトn而甕C2

略完回転条
υ」リ

2/5 向転糸
UJ り

砂*

チ・ R

゛ム川硯

淡俺

N

門

SE 612('0) (えゞ文79 ・ 1ヌ1版72)

に血11 無台椀Ⅲ13.2128

ι基 6.6B2
11h 4.3

1帥小肌129 、ド桝 1:1 8.8

ιミ 4.4BI
「1● 2.5

士仏li 小Ⅲ1130 下捫 Π 9.2

1星 3.8C3
高 2.5

上師小皿ド榊 1:1 8.3131

K 3.9AI
1、.」 3.6

1・【きh イi台椀 1コ15.6132

N017

61冉

チ・長

に';い

"

イ:i2晶叩石

1';ιk

飯白

片略完

"内炭
化物

知落激
しい

255

103 N023

6肝

104 N09

6則

017.0

チ・長淡怖

長

にぶい良 13
笹

良 9 10

仙鮭に
クール

安山岩

N

チ

R ^^

R 8.9
Ⅷ,1 7 2
1? 5 8

18

25

1県色イih椀
A2

k師鉢A

ヘラυ」小泊
"

小泊

淡枇

N

下づく
ね

]8

N

褐鼠

竹

内外煤

仏外ハ
ケ

014.0

岻 7.2
ι' 5 7

」、1 16.2

鰈 4.4
f山 8.1

酋

ν6

飯外ケ
ズリ

回転糸
U」リ

杵

ナデ

褐灰

門

チ・」乏

チ・玉を・
英

チ・長

133

炭化物
つかな
い・占
Inli柳1

砂岩

門

チ

にぶい N
10

淡栫不

戎貞怜

SE 40(4D) (木文80 ・図版72)

須悪饗 C126.0IM
「託」43.6

23 内外川
色・回
耘糸め
り

内鼎完
閉文

チ・去浅拡幡

チ・英

浅員俳

門

!1J'色打台椀

1 8 1"転糸
υ」リ

16 1リ1゛ム糸
リJ り

45 回、糸
U」リ

2 3 1"1転糸
り」リ

18 !」ι色処
則しな
い

ν8 内"」

チ・長

門

SD I'(4E)

137 111Xh

12

018.4

チ・長・
英

にぶい不

扮

明褐灰良

N

底外爪
形Ⅱ{痕

占墳'」
期

ナテ

川
小
一
0
、
仞

外
・
糸

内
色
転
"

83

ー
,

長
長

亢

■
哩

、
ル

<つ丁
ね

ψ
山
那
昭



遺物観察表

吊男

141

地点

ⅡⅦb

142 11Vla

斬別排飢

土師小Ⅷ

B2

ヒ師小皿

AI

しm 小側

B】

印'小Ⅷ

B2

上師小1Ⅲ

AI

印'小Ⅷ

B2

1_n"小1111

B2

knli 小肌

B2

士帥小肌

B2

し●"小1Ⅲ

AI

毛闇小肌

C2

し師小Ⅷ

B2

1・帥小1Ⅲ

CI

十n"小Ⅲ[

CI

士師無台椀
CI

・印'無台椀
A2

1・帥無含椀
AI

士師無台椀

AI

土伽無h椀
AI

・{二血h 無台椀
B2

1.nl】無台椀
B2

1_nli 無台椀
B2

1.n"小皿

BI

土伽無台椀
C2

伽無台椀
A2

七m 無台椀

AI

1:帥無台椀

AI

k師無会椀
BI

士師無台椀
q

士帥皿

143 ⅡⅧ」

M4 6 Vb

汰似

】 9.5
底 4.9
2.9

C110.0

岻 4.8
3.0

011.0
IK 5.2
3.2

1」10.4
1埜 5.0
1拓 3.0

訂11.0

IK 5.0
2.9

"10.0
底 5.0
2.フ

1.110.4

1工 5.0
11ι 3.0

式IH .3

kK 6.0
高 3.2

1-110.4

飯 6.0
」 3.1

1、110.5
飯4
1..」 3.3

1 11.2

IK 5 ι
11:1 3 0

11.0

IK 6.0
11.」 3.2

1110.8
'K 4 7
'ι 2.8

」 9.8
1長 5.2
「詩 2.5

011.8
ι【 5.4
1島 3.2

1;1 11.6

1ミ 5.6
1',」 4.1

012.2
IK 5 2
1山 3 9

」:113.4

1鷲 5.6
1Ⅱ、 4.6

L110.1

ιK 5 5
::1 4.1

Π12 4

1ミ 6.8
1昆'」 4.d

C113.0

飯 6.8
;ε 4.5

012.2

底 5.6
rfι 4.0

Π12.3
底 6.4
" 3.4

じn3.8
底 6.2

1," 3.9

111.0

ιK 5.5
'h 4.0

r112.8

此風 5.6
1'11 4.2

r113.2
飯 5.8
11.」 4.9

"12.2
IK 7.0
"ι 3.3

に113.6
IK 5.フ
局 3 5

116.6
1星 6.6
11'」 4.1

1コ1].0

飯 4.8
11.」 3.1

0 9.8
IK 4.6
" 3 2

1ミ 5.8

チ・」毛・
英

チ・上ι・
英

チ・」正・
英

M5 11Ⅸh

IM士

チ・R・
英

チ・長

M6 11Ⅵa

上園
師

色調

氏由

M7 6 Vb

焼成遺存手法

普略完回転糸
υ」"

晋略完回転糸
リJ り

門 2/3 回転糸
υ」リ

門 2/3 向転糸
り」リ

N・ 2/3 回転糸
υ」"

許 35 回転糸
り」η

H 25 1引゛ム県
υ」"

H 25 1川,五糸
υ」 1)

酋ν3 回松糸
υ」リ

H 略完倒転糸
υ」リ

門 3/5 回転県
UJ り

苛 14 回、糸
り」リ

門 45 向転糸
り」ι〕

酋 14 1可転糸
り」リ

普 25 01,'糸
υ」リ

片 25 回転糸
U」リ

fキ 18 1回転糸
り」リ

凹・ 2/5 1引転糸
υ」 1)

225 11Ⅵb

チ・英謡黄抵

浅黄艦

M8 6Ⅳb

チ・長・
央

チ・長

M9 11ⅥC

褐灰

備労

艦

150 11Ⅵb

長・英

番号

174

灰由

151 11Ⅷh

地゛

ⅡⅧg

チ・英・
盗

明褐灰

152 11Ⅸh

175 】】Ⅵd

176 11Ⅶb

飢別

士帥

チ

浅呉粧

153 11Ⅷ」

小皿

B2

解肌

小皿

AI

チ・長淡"

褐灰

177 UⅧ宮

178 11Ⅸj

154 11Ⅵh

底外板
目圧痕

t熊色

」斗也

」!1色

土帥

怯扱

「110.2

1菖 4.2
1,.」 2.6

1暑 6.6

C115.1

ι罵 7.0

チ・長・
央

チ・共

155 6 VJ

右台椀

力台椀
AI
^^■■

右台椀
A

179 11ⅥC

胎士

チ

設&"

156 11Vd

180

181

色調

にふい

儘

チ

浅黄雁

61Vb

157 11Ⅷh

11.、巴¥i台椀

上帥小甕

茶i噐1 叩右

チ・英版白

チ・長・儘
英

長・英・灰白
チ

チ・英灰白

焼成

門

182 11Ⅷg

チ・長

上師小皿

C2

↓師小皿

C2

淡赤怖

158 111Vb

1:114.8

1ミ 8.0
「、.」 6.2

しに 7.3

遺有

13

183 11Ⅵb

R ・央

灰"

159

下訟

1川転糸
り」リ

十1器砥右

削良

明褐灰

016.0

長]2.6
劇.1 5.4
j1 4.4

艮 6.フ
割.{ 2.フ
1.8

現存艮
38

160 11Ⅶg

伽十

灯砂1・
飯部焼
成前穿
孔

23 内!!1

14 内!11
岫文

4 5 内!!」
岫文

13 !1↓色処
理しな
い

25 内熱
時文

SD I'('E) 2 層黒色土(本文81・図版75~79)
究i忠イi台杯「】15.6 冉E!キ立・203 16VⅢa

英・ k

板釉長顕殖 1コ19.0 粘良 勺獄)4 16Ⅸb

eE゛皇・須忠長動壷205 11

瓜色粒

灰紬イ」';椀 1:1M.2 料1良206

城 7.0
1..」 6.5

021.0 1:・長灰207

笹チ

チ・英戎員控

灰白

士製

粘良

にぶい

枇

怜

tl

11rt

161

プイゴ
の羽1、」

6 Ⅵh

チ・」正・
欠

チ・R・
央

チ・ R

淡雄

訂10.2

底 5.0
高 3.1

162 11Vb

淡俊

チ・艮・
央

9.9

ι星 4.2
1窃 2.4

9.8
1寓 3.8
」," 2.9

灰白

163 11¥Ⅱg

淡控

16

浅払惜

164

チ

酋 2/5 1ミ内ナ
デ

回転糸
ザJり

酋略完回転糸
り」リ

背 3/5 匹1転糸
切り

粘良

怖

165 11Ⅵh

■■

外煤

硬砂岩

208

長・央淡掩

褐灰

H

166 ⅡⅧb

匁忠疊

3/5

209

チ・長怜

凝灰岩

H

167 11Xj

士帥小肌

AI

士師小肌

AI

土帥小肌

AI

士帥小肌

AI

1・師小11Ⅱ

AI

し師小1Ⅲ

AI

し伽小肌

B】

1/3 1川転永
り」リ

18 川転糸
切り

23 回転糸
り」リ

45 回転糸
リJ "

210

チ

皆

168 11V b

剥鶏激
しい

211 11Ⅵb

チ・ R

控

仟

169 16X a

」コ10.0
,工 4.4
1'.」 3.0

010.0

飯 4.8
島 3.0

」、1 9.6
1戈 5.0
11ι 2.8

ロ】0.フ
飯 4.8
1'ι 3.3

0 9.4

飯 5.0
」」 3.2

1、】10.4
ιミ'.5
「,.」 3.0

Π10.0
1ミ 5.4
" 3.0

212

チ・英

枇

片

170 11Vd

6 Ⅵ1

チ・」赱・
央

213 6 VI」

チ

灰内

偕

漆つぎ
央湊

小ln

央湊

171

チ

淡栓

良

38

214

6 V j

央・ R

灰白

片・ 3/5 匹1゛'糸
功り

H 45 回転糸
UJ り

背 4/5 回転糸
り」リ

冉 1/4 回転糸
り」リ

H 2/5 回転糸
切り

質 25 回転糸
ザ」リ

" 45 回転糸
リjり

苛略完回転糸
υ」リ

普ν3 底外糸
切りの
ちナチ

172 11¥Ⅱb

1 10

チ・長・
英

長

灰白

竹 2/3 回転糸
υ」リ

門ν3 師1転糸
υ」リ

竹 3/5 同転糸
UJ "

門 3/5 1川転糸
U」リ

片 3/4 匹1転糸
物り

門略完回転糸
り」打

酋 2/3 回転兆
U」リ
飯内ナ
デ

片 3/4 回転糸
仞り

酋 3/5 回転糸
リJ り

智 2/5 回転糸
り」リ

門ν3 回転糸
υ」リ

哲略完回転糸
り」リ

曽 3/5 回松糸
仞り

告略完回転糸
UJ り

皆 2/5 回転糸
り」」〕

UⅥh

チ・長・
央

チ・英

に';い

黄悼

権

上帥小1Ⅲ

AI

上師小皿

AI

士師無台椀

215

厳外剥
落撤し
1' 1

褐灰

内炭化
物・小
trl?

チ・長・
英

216

チ・長

淡控

256

上伽小肌

CI

上師小肌

BI

上帥小皿
BI

上師小皿

BI

士飾小皿
C2

上師小Ⅷ

CI

士m 小1Ⅲ

BI

上帥小皿

BI
チ・英浅黄控

灰白

217

チ・長・
英

英・チ・
長

灰111

チ・英控

218 16Ⅸa

褐灰

010.0
"長 5.0
「1" 2.9

0 9.8

'又 5.0
1,h 2.フ

C110.0
1属 5.2
11' 2.フ

010.2

底 5.3
11ι 3.0

「110.0

底 4.8
「,.」 3.0

010.2
底 4.6
1ι 3.4

「110.8
'K 6.0
闊 2.9

010.0
k蔦 5.2
高 2.フ

チ

219

控

チ・長・浅黄岳
央

チ・長・褐灰
央

チ・長・控
英

チ・長淡怖

チ・R・
央

灰白

220 6Ⅵ」

灰白

浅黄極

221 16Ⅸ且

灯明

222

灯剛

剥琳撤
し、、・
嵯外板
目圧痕

娠外板
目圧痕

城外板
目圧投

223 NQ37

灯剛

チ・長灰白

内面へ
ラ記号

224 N010

曽
昔

■
■
甲

田
■
甲 糸

・
排

転
り
け

回
仞
汝
け

峽
灰
灰
灰 '
ニ

門
貯

,
ー



極別器極

士師小皿
BI

士師小皿

AI

士師小皿

CI

士師小皿

AI

上師小皿

C2

上師小皿

AI

し師小皿

AI

上師小皿

A2

土帥小皿

B2

ト師小皿

AI

し師小肌

BI

土師小皿
BI

土師無台椀
AI

士帥無台椀
C2

士伽小皿

C2

士師小肌

C2

土飾無台椀
(1f)

士師無台腕
AI

上帥無台椀
C2

上師無台椀
BI

土師無台椀
BI

土師無台椀
AI

上師無台椀
AI

士師無台椀

AI

士儘無台椀
AI

上帥無台椀
AI

士師無台椀

AI

士師無台椀
AI

士剖1 無台椀
AI

土帥無台椀
AI

士師無台椀
AI

士師無台椀
B2

上師無台椀
B2

229

法量

010.6
底 5.6
高 3.1

010.0

底 4.8
高 3.5

011.0

底 4.6
高 2.9

011.0

底 5.4
闘 3.1

010.フ

底 4.フ
丸 3 2

010.1

庇 4.6
高 3.4

011.0

底 5.4
1'U 3.3

010.4
或 4 2
高 3.6

010.2

飯 5.4
布 3.4

口H.2

,寓 5.0
商 3.5

仰11.1

飯 5.8
高 3.2

1コ11.4

底 5.6
高 3 2

012.8

底 6.2
1.0 3.8

012.0

底 4.9
高 2.8

011.フ

ι茎 5.5
高 2.フ

口Ⅱ 5

ι基 5.0
1、ι 2.9

仁112.6
底 7.8
32.U

012.8

底 5.5
1'U 3.5

013.2

底 6.4
高 3.3

012.0

底 6.2
高 3.6

口Ⅱ 6

底 6.0
高 3.4

012.4
底 5.フ
高 4.1

013.0
ι星 6.0
高 3.8

1コ12.0

底 5 7
高 4.4

012.9

厳 5.8
高 3.9

仰12.フ

或 5.4
高 4.1

012.9

底 5.4
高 4.1

013.3
底 6.0
高 4.3

012.5

底 5.6
高 4.4

014.0
脹 6.0
高 4.2

013.2

底 5.8
高 4.6

013.6

区 6.6
高 4.4

013.2

底 6.4
高 4.3

230 11Ⅵb

胎土

チ・長・
英

231

色調

淡控

チ

232 16Ⅷa

焼成遺存手法

首 2/3 回転糸
切り

普 9/10 回転糸
功り

普 V6 回転糸
切り?

普ν3 回転糸
切り

回転糸普
切り

回転糸暫 完
切り

普 V4 回転糸
ザ」リ

普 V2 回転糸
切"

皆 14 回転糸
り」り?

曽 25 回転糸
ザ」リ

告 35 回転糸
切り

普ν6 回転糸
靭り

普 U5 回転糸
切り

酋 16 回転糸
ザ」リ

許 V4 回転糸
切り

普ν4 回転糸
切"

チ・長

灰白

233

英・チ

に';い
極

淡儘

234 UⅧ宮

備斉

粘良

岳号

259

チ

灰白

地点

チ

淡椛

257

237

260

極別器極

士師無台椀
AI

士師無台椀
AI

上師小皿

B2

士師小皿

B2

士師小皿

C2

土師小皿
BI

士師小1Ⅲ

A】

土師小皿

AI

士師小1Ⅲ

BI

土師小皿

BI

上師小皿

B2

無台椀

AI

上帥小皿

BI

士師小皿

AI

上師小皿

C2

士師無台椀

A2

上師小皿

B2

上師小肌

B2

士師小皿

CI

士師小皿

A2

士師無台椀
AI

士師無台椀
AI

上師無台椀

AI

黒色無台椀
A2

士師有台椀

チ・英

明褐灰

灯叫

238 6Ⅵh

4/5 内!!.、・
内暗文

25 両而燥
色

4 5 内!煕・
内陪文

1 3 内!肌・
暗文

35 内黙

2/3 内!熊

261 61Vgh

チ・長・
英

明褐灰

239 ⅡⅥb

部2

法量

014.2
底 6.0

高 4.8

013.2

武 6.2
高 4.6

011.2

底 5.4
高 3.4

010.フ

飯 5.8
高 3.6

010.9

底 4.2
高 2.9

010.6

庇 5.5
高 2.8

010.4

底 5.0
1,U 3.0

010.0

底 5.0
.' 3.4

1「11.4

飯 6.2
高 3.4

010.6

底 6.0
キ 3.4

ロ]0.8

底 5.6
高 3.8

012.8
1蓄 5.3
1'U 4.1

口H.3

鼠 5.5
1'U 3.4

的 9.6
底 5.2
高 3.0

010.4

底 4.8
商 2.9

012.9

底 5.0
高 4.1

011.0

庇 5.6
高 3.フ

010.6
底 5.2
高 3.1

011.3

庇 5.3
3.2'U

010.8

底 5.0
島 3.5

013.0

底 5.0
高 4.5

012.4

飯 5.4
高 3.4

014.0
1寓 6.0
高 4.1

014.0

底 6.4
1ι 5.2

底 7.8

チ

淡按

伽3 11Ⅵ Vb

胎士

チ

チ・英浅黄控

淡椛

241

舗4 11Ⅵ Vb

色調

控

チ・艮・
英

チ・」正・
英

粘良

242 61Ve

チ

別

^ⅡⅥVb

焼成

善

淡惟

243

チ・長・
英

例褐灰皆

遺存

ν3

表

加6

儘

手法

回転糸
助り

回転糸
切り

回転糸
ザ」リ

回転糸
卯り

回転糸
ザ」リ

回転糸
切り
赤彩

回転糸
り」リ

1川転糸
り」リ

回転糸
UJ り

回転条
リJ り

回転糸
り」リ

回転糸
切り

回転糸
ザ」リ

回転糸
功り

回転糸
切り

口内外
炭化物

浅黄控普

チ

船7

チ・ムを・
'L.

浅黄控

2/3

備考

飯外板
目圧痕

岻外版
目圧痕

灯明

245 16Ⅷa

』4

チ・長

褐灰

268

英・チ

淡惟

4/5

246

チ・長・
英

灰白

普

269 N063

チ

明褐灰

4/5

247 N058

チ

控

普

勿O HⅥb

粘良

淡椎

明褐灰皆

笥控

4/5

248

チ・長・
英

チ・長・
英

チ・長・
英

チ・長・
美

チ・長

淡概

曽

灯叫

271 N055

チ・畏

腔

者

2/3

淡控

首

ν4

灯吻

272 N057

長・チ

明褐灰

曽

014.8

底 7.4
高 5.6

2/3

褐灰

酋

灯剛

チ・長・
英

チ・長・
英

チ・」王・
英

チ・長・
英

粘良

273

淡極

善

ν4

251

知落激
しい

儘

V3 回転糸
切り

14 回転糸
切り

V6 回転糸
如り

4/5 回転糸
切り

回転糸完
切り

V4 回転糸
リJ "

ν4 回転糸
切り

4/5 回転糸
切り

2/3 回転糸
靭り

ν4 回転糸
功り

4/5 回転条
り」リ

V3 回転糸
切り

12 回転糸
切り

12 回転糸
切η

23 回転糸
切り

H

灯明

274 11Ⅵ Vb

に';い
惟

普

252 N013

V3

浅黄椅 M

門

灯明

275 61Vgh

にε:い

黄惟

笹

背

253

V2

チ・長明褐灰竹

浅黄控

灯剛

276

丹

254

チ・長・
央

門

灯叫

酋檀

浅黄檀普

淡樫

普

277 6 Ⅵb

255 UⅥb

13

長

褐峽

灯明

チ・長・
英

チ・艮・
英

チ・英

灰白

278 11¥Ⅱ宮

苛

256

45

チ・長格

儘

M 略完

灯叫

灰白

首

279

257

岐外板
目圧痕

チ・艮褐灰

酋

灯叫
版ⅡⅡ
痕

灯明

織

暫

280

258 6Ⅵ」

4/5

チ・長

H

チ・長・
英

チ・長・
英

褐灰

村

281

ν3

チ・長・
共

灰白

門

灰白

灯削

詐

282

飯外板
目圧痕

2/5

」、

儘

井

^

チ

灰白

灯川1

許

回転糸
釖り

回転糸
り」リ

回転糸
物り

回転糸
り」リ

回転糸
り」リ

回転糸
り」リ

1川転糸
功り

回転糸
り」り・
内則

熱色処
理しな
い

"↓色処
理しな
い

内!!.{

283

2/5

チ・長・
英

長

峽白

曽

チ

橿

暫

灯1サ1

284

4/5

にぶい
樫

杵

チ・英・
長

淡慢

普

灯1川

285

V4

チ・英・
畏・震

チ・長・
英

チ・英

にε;い

枇

枇

"

擡

普

上師右台椀簸 7.5

灯明

286

ν4

酋

287

黒色右台椀
A2

黒色有台椀

煕色右台椀
B

酋

灯叫

ν6

浅徒笹竹

丹

288

灯娚

16

289 11¥Ⅱh

012.0
底 6.4
高 5.2

底 7.3

チ・長・
英

淡儘

灯叫

底外版
目圧痕

14

290

黒色有台椀

黒色右台椀
AI

黒色有台椀

黒色有台椀
AI

竹

にε;い

黄樫

灯1サ1

加1

23

011.2
底 5.3
高 5.3

底 7.0

チ・英・
Ⅱ、

チ

普 4/5

浅黄枇

操

酋

灯叫

011.4

底 5.8
高 5.2

底 6.4

粘良

チ・長・
英

チ・長・

英

チ・長・
英

元

許
竹



物観察表

番号

292

地点

即3

極別解新

曝色有台椀
AI

士師有台椀
A

294 11¥Ⅱg

於5 N068

法Ⅲ

012.0

底 5.4
高 5.3

015.2
底 7.6
,6.0

1コ16.2
飯 6.フ
1.U 7.2

014.9

底 6.6
高 6.3

015.4
1寓 5.4
1..1 6.5

016.0
底 7.0
1..」フ.4

010.8

1工 5.5
'ι 5.1

に113.8
,基 4.5
11U 8.5

026.0

,ι色

加6

胎士

チ・長・

有台椀
AI

有台椀
AI

右台椀
AI

村含椀
AI

打台椀
B

!熊色

297 11¥Ⅱg

色調

淡控

チ

旦↓色

毅8

焼成

貯

チ・長

灰白

造有

2/3

1」ι色

チ払

内1塾・
肱文

蝶色処
理しな
い

1『非、1

舮"■皿
チ・長・土師鄭"]1Ⅵb

央

則ま^^^ チ・雲士師甕 1コ19.4

SD I'(4E) 5 層緑黒士(本文85.図版別~舶)

"■四楜"須忠杯粧聞6 ⅡⅧ」 上1 9.0

励■■噐淺峅
知忠右台杯飯 8.0聞7 ⅡⅥC

"■■励
須愆壷 1罵18.0関8 16

チ・長・
央

叫褐灰

普

無1色

2/5

備老

チ・長・
典

にぶい

控

暫

上師鉢C

V6

番号

389

長

談盛

"

灯川1

地点

ⅡⅧ~Ⅸ

V4 内煕

チ・長

淡憧貿略完回転糸
υ」打

粘良

灰内

曽

ぎ

390 11Ⅵb

Vι内!旦・
内時文

斬別譽飢

士師小皿

B2

チ

#、、

竹

灯明

チ・長・

英

391 11Ⅵe

控

ν3 内熱

M9 ⅡⅦb

灯明

許略完内外煕
色・時
文

V3 内黒

回転糸
り」リ

し師小肌

BI

392 11YⅡg

法県

口H.0

E葛 5.0
3.フ''.

仁110.0
底 5.2
1■ 3.1

011.フ

底 5.3
1' 3.0

Π11.8

底 6.1
1' 3.2

1 9.8

K 3.4
/山 3.5

に111.8

1長 5.フ
局 3.3

011.4

IK 5.1
此 3.5

011.0

飯 6.0
"ε 3.'

「112.0

鳥K 7.0
'..」 3.1

吐1.8

1ミ 5.8
゛'ι 3 2

011.フ

1弍 5.4
1"」 3.0

011.フ

1ミ 5.4
1' 3.0

「111.1

IK 5.6
局 3.5

1:112.6

飯 5.6
局 4.1

1コ 12.8

1長 6.3
11ι 3.フ

nu.フ

1星 5.0
11h 3.8

1コ11.8

脹 5.8
4.1

012.8

K 5.8
上i 4.3

012.5

底 5.6
「1ιι 4

「112.8

岻 6.0
" 4.3

口M 4

ιK 6.8
問 3 8

「112.8

底 5.4
「1' 4 0

「、n2.0
底 5.3
」● 4.5

In2.6

底 5.8
IU 4.1

014.2

1茎 6.5
11'」 4.0

に113.5
底 6.5
1■ 3.8

014.3
底 5.6
」.● 4.5

「110.フ
底 5.フ
1山 3.2

011.2

1茎 5.フ
;ι 3.3

011.8

底 5.9
" 3.8

011.0
底 5.5
3.1T

012.フ

底 6.6
'-3 5

370

明褐灰首

酋略完祠転糸
助り

上帥小肌

C2

393 ⅡVh

上師小1Ⅲ

A2

上師小皿
C2

胎上

チ

色剥焼成遺存手怯

灰白竹・ν6 内!煕
回転糸
リJ り

チ・R 灰由門 V3 回転糸
ザJ り

灯明

しⅡli 小肌

BI

394 11Ⅶb

灯叫

372

古墳後
削

0 9.8
ιK 3 4
i:h 3.5

010.2
ιモ 5.2
1リ」 2.フ

仁110.3
底 4.6
荷 2 7

」、1 10.0

岻 4.3
1,:」 2.8

訂10.8
1蔓 5.5
品 2.8

「】11.0
底 5.1
11ι 3.2

「】10.フ
飯 5 0
高 3.1

に110.6
1藁 3.5
" 2.8

010.3

1寓 4.5
i島 2.8

010.8
底 5.0
1' 3.0

010.8

'長 5.2
同 2.8

010.5

底 5.0
;● 3.0

011.2

飯 5.6
1'0 3.2

011.6
底 5.6
「.U 3.3

011.5
ιK 5.5
JU1 3.3

010.6

底 5.6
.0 3.6

010.1
底 4.8
高 3.6

011.3

底 5.2
ギr 3.5

口U.0

底 5.0
高 3.2

010.3

底 4.5
高 3.0

[.n,小蝋

B2

士帥小1皿

C2

士師小1Ⅲ

C2

し師小皿

BI

395 11Ⅶg

373 11Ⅶb

eE!救・
1県色粒

チ・長

長

上師小1Ⅲ

BI

396 11Ⅵb

374 ⅡⅧ~

I×」

チ・長・
央

浅拡控酋 V2 回転糸
り」リ

明褐灰

し帥小肌

AI

397 6Ⅵg

375 6 VJ

偏行

灯伽

チ・長

淡艦 H ν4 剛転糸
り」リ

チ・長・
央

上師小肌

B2

浅黄椿

酋 V4 回転糸
υ」"

398 11Ⅸj

しnli 小Ⅲ1

AI

376 6 Vj

チ・長淡la 竹 3/8 四転糸
り」リ

淡極苛ν6 回転糸
り」」フ

粘良

上ル1」小皿

BI

峨

酋ν3 回転糸
υ」リ

士師小帆

CI

1二n11 小Ⅲ1

C2

士師小Ⅷ

C2

399 11Ⅸh

377 6 Vj

粘良灰111 " 3/8 回転糸
り」」)

チ

淡椿

上帥小肌

C2

t〒 3ノι回転糸
り」リ

如0 11Ⅷh

378

チ

チ・長・
央

W

M V6 回転糸
υ」"

1二師小」Ⅲ

C2

379 11Ⅷ~

Ⅸj

ι01 11Ⅸj

灰1'1 首 V3 1可転糸
υ」リ

チ

英・長叫褐灰

にぶい

冊

_に師小1Ⅲ

BI

竹 23 ・1転糸
UJ り

士師小皿

BI

士師小肌

C2

ヒ師小皿

AI

402 N039
16Ⅷ日

聞0 ⅡⅧ~

Ⅸj

英

にぶい

笹

チ

" 14 回転糸
リJ り

土帥小肌

B2

聞1 16Ⅸa

403 6 VJ

チ・英淡椎

浅黄持

チ・長

酋 16 1川転糸
υ」リ

灰内

艸 35 回転糸
仞り

!師無台椀

AI

382 6 Vj

チ・長・
英

長

詐 23 回゛ム糸
物"

浅英怖

上師小Ⅲ1

BI

上師小肌
BI

土師小皿

C2

門 2/5 回転糸
り」リ

底部焼
成後穿
孔

灯剛

し師無台椀
BI

1二帥無台椀
AI

聞3

405 6 VIE

N039
16Ⅷa

チ・長・
英

チ・長 10

浅黄格"略完回転糸
UJり

例褐氏

艸 25 回転糸
如り

酋 2/3 回転糸
り」リ

聞4 NQ28
11Ⅵe

406 11Ⅶg

チ・英浅払控

チ・共淡笹門 V2 側転糸
υ」リ

浅苗権

竹 V8 向転糸
UJり

士帥処台椀

B2

385 11ⅥC

チ・英浅払啓

チ・長・
央

背略完回転糸
υ」リ

上師小皿

B2

酋 3力1 但1転糸
物"

聞6 ⅡⅧg

1:n11 無台椀

B2

408 11Ⅵ

チ・長

淡憧" 2/3 樹転糸
υ」リ

チ

士師小皿

AI

士師小皿

AI

士怖小皿
BI

士師小皿

C2

普 3/5 回転糸
ザ」リ

羽7 HⅥb

し伽処台椀

AI

灯叫

409 11V b

灯明

チ・英浅黄橿

褐灰

淡亦樫門 2/3 回転糸
υ」リ

チ・英

皆・完回転糸
リJ り

聞8 16Xa

士伽無台腕
AI

410 ⅡⅦb

回転糸
功り

チ・長・
英

粘良

に';い
控

N 13 回転糸
功り

b伽処台椀
CI

粘良

258

黄椛

長・英 1川褐灰 H 2/5 底外ナ

明褐灰

許 9/10 回転糸
物り

斤 V3 何転糸
U」リ

1師無含椀

AI

412 ⅡⅧg

精良

褐灰

普略完回転糸
靭り

チ

H 2/5 1可転糸
り」リ

土帥無台椀

B2

灯剛

413 ⅡⅧj

チ・長・
英

談控

普 4/5 回転糸
Wり

チ・長灰亡1 片 3/8 回転糸
り」リ

淡路酋ν3 回転糸
り」リ

土師無台椀

AI

チ・長淡控

に';い

黄笹

背 3/5 回転糸
リJ"

チ・英 1川褐灰片 2/5 回転糸
り」リ

上師無台椀

C2

415 11Va

丁

告 3/5 回転糸
功り

チ

灯明

上帥無台腕
CI

士師無台椀

416 N050

偕 2/3 回耘糸
切り?

チ・」乏浅員梼皆 13 回転糸
UJ り

符

417 N050

チ

庁 25 回転糸
物り

士師小肌

BI

418

チ・長・
央

控

土師小肌

AI

419 N050

チ

浅英控苛 2/3 回転糸
り」リ

竹 25 回転永
υ」リ

上師無台椀
BI

420 N038

浅黄搾苛ν3 回転糸
均り

チ

上n11 小皿

AI

チ・雪笹

雄

士師無台椀
BI

チ・長・
英

古略完回転糸
ν」リ

英

完

・
杓
長
色
長

長チ
投

完



轟号

421

地",

N050

422 N045

飢別船肌法U

士師小肌 幻11.5
庇 5.フAI
1● 3.1

土師小Ⅷ 仁110.フ
底 5.4BI
窃 2.0

士師小皿 訂 10.6
1長 4.6A2
闘 3.6

し師小皿 011.3

ιミ 5.フBI
盲:」 3.1

上nE 無台椀 013.4
ιミフ.4BI
島 3.フ

土師小胤 010.8

底 4.3AI
';」 3.4

し師処会椀口U.8
飯 5 8CI
32

上飾小Ⅲ! 1コ10.6

ι茎 5.4AI
1布 3.2

1二帥小皿 011.0

底 5.9AI
品 3.9

土n'無台椀口12.フ
底 6.2AI
'● 4.0

し帥小」Ⅲ 1コ10.6

氏 5.0AI
1. 3.1

上nli イi台椀飯 8.0

1!、{色無台椀 1ミ6.4

C3 6 Vj

424 11Ⅷg

m

425 N046

胎士

チ・英

426 16Ⅸa

色訓

にぶい
控

盛チ・長・
美

チ・英

427 11Ⅷ~

Ⅸj

ι28 N050

焼成遺存手怯

普完回耘糸
υ」"

苛略完回転糸
り」リ

酋 4/5 回耘糸
リJり?

苛略完 1回転糸
υ」リ

完 回転糸皆

如り

門 完 詞転糸
リJり

許 2/5 回転糸
リj"

完酋 回転糸
り」リ

酋略完回,云糸
り」リ

侍 V3 椡転糸
り」リ

許 3/5 回転糸
物り

チ・長

伐黄笹

429 N050

伽者

灯叫

チ・長・
英

チ・央

控

430 ⅡⅥ~

番号

499

談樫

431 16Ⅷa

灯明

艮

地点

16X a

剛褐灰

長

432 11Ⅸh

ι33 11Ⅸh

灯剛

SK 5イ'E)(本文朋.図版91)

牙1忠杯盆訊川

須忠無台杯501

士師有台杯駒2

土師鍋503

し師小抑即4

極別

土師

チ・長・
英

英・長・
チ

にぶい
"

控

飯外へ
ラJι号

灯明

器新

434 11ⅥC

灯叫

灰

法批胎士

nM.5 チ・長

435 N048

436 16¥Ⅲa

英・チ

笹

厄1,ム糸
υ」"

ヘラ仂
り

1コ14.1
飯10.0
'ι 3.4

013.2
底 6.フ
窃 6.フ

012.9
底 6.9
窃 3.フ

灯明

4/5

1熊色打台椀
AI

!熊色訂台椀
AI

1斗色右台椀
A2

1県色打台椀
<1

上師鍋

1飾小鄭

1・飢聾

士m 劉

英・チ

に';い
権

にぶい
黄怜

灯叫

須忠有台杯

437

鯛■■祉

紬■皿

英

チ・」赱

灯明

別

SD 178(蛇) (木文88・図版9D

秀1忠右台朴岻 78

1:112.0

010.9
飯 5.2
'b 4.0

011.3

438 11Ⅷ」

"■^

012.0

灯吻

439 11V h

440 11Ⅷ」

441 6Ⅵg

505 11¥Ⅱ~

I×」

」正・!!.、
色粒

長・黒
色村

粘良

チ・英

チ・長

にぶい門 2/3
典控

表

チ・英

010.1

027.9

灯明

「112.0

1工 6.4
i:' 5.0

C」14 4

"基 7 0
「比 6.フ

C131.5

SK 293(4E) (本文88 ・図版91)

上師熱台椀 1:112.4
A1 底5.8

」、.」 4.1

服加■■般加
チ・英にぶい苛 2/3 内!」」

払椿

チ・」乏・ 10 4 5 内!熊
央 岫文

チ・」正浅黄怖門 18 休杓外
カキメ

浅黄抵 1 10

浅典寄 休内外16

カキ目

チ・」是惟 許 1 10

259

に';い

"〔帶

訂14.0

備毒

占墳市」
脚1

灯川

442

N

111!!、{・
陪文・
樹転糸
り」')

杓1熱
暗文

門

ν6

ν6

ν8

ν10

2/5

灯叫

灯例

製

V3

443

SD 20(5) (本コτ88 ・図版91

知忠杯釜507 1 14.1

須忠無台杯 C」210泉)8 16Xa

武 8.6
1'1」 2.8

014.2

D18.4

」師小甕

灰

長

no.1
'ミ 4 8
此 3.6

020.0

庶 8.フ
'ι14.8

ヒダス

キイiり
今熊

門

SD I'"日 10層砂礫層(本又87・図版卯)
須忠オ1台杯口15.0 チ.長灰白488 16Xa

岐10.0
1笥 4.9

須1嬰右台杯直 8.3 長・μ.、灰489 6Ⅵj

巴粒

490 6Ⅵ」須足1 無台杯 1ミ8.5 長

士伽無台椀491 11Ⅸi 012.5 チ・ R
底 5.4CI
;ι 3.フ

492 し師無台椀 チ・ 1:「112.0
底 4.8A2
1" 4.1

493 11Ⅶ~Ⅸ 1二師甕 020.9 チ
」

494 ⅡⅧ~Ⅸ士師闘杯E チ・」正

495 ⅡⅦ~Ⅸ士師器台C チ

496 ⅡⅦ~土師排台 粘良
Ⅸj

須忠鄭

体内外
カキノ

k 灰^^須忠長顕瓶509

包含層.その他(奈良・平安時代・中世)(本文88・図版田~93)

N

灰

長

ν6

チ・長浅黄啓良

」辺

削民

底外煤

良

υ6

長・英灰

長

」';^

明褐灰

ヘラリJ
り

須忠杯盛

須忠杯益6 Ⅵ」

16D9Ⅶf 宜i忠杯盆

OM0 条忠杯盆

6Ⅵ」宜1忠杯維

17D16 秀↓忠杯織
Ⅲ1Ⅲ刈

須忠打台杯16D9

回転糸
切り

3/4

長

良

長・!」、、
色粕

粘良

灰

皆

ヘラザ」
り

ν3

3/5

1'1灰

灰

良

回耘糸
ザ」リ

内接A
投残る

庭内尿
化物

転川硯

艮

外平行
タタキ

内同心
円のち
屶キメ

ν10

V8喪

V6

灰 4/5へラ切笹神
り

回囲;瑚
翻'■■;刈

暫

517

ヘラリ」
η

ν3

16D」5

Ⅷ1Ⅳa則

497

518 15D13

ヘラザJ
り

に';い
黄怖

恰

498

須忠力台杯

519 16D13

N

普 14 回転糸
り」リ

首 35 回転糸
Ujり

N 16 休内外
カキノ

皆 4/5

静 4/5 赤彩?

普 2/3 受内外
脚外ミ
ガキ・
赤彩

普υ10 外ミガ
キ

断 2/3 内ミガ
キ

士師壷EI

上師鰭

回転糸今態?
仞り

ヘラリ」笹神
り

宜1忠打台杯

長・英

長

520 16D13

淡俺

にぶい

極

にぶい
控

灰白

2/3

須忠打台杯

521

チ・雲

16DI0
Ⅱ且 Iv b
柳

16D20
P139

長・鼎

色粒

長

灰

牙U"右台杯

522

底 5.4

チ

灰

須忠 h台杯

5お

チ

剛褐灰

1コ12.8
底 8.9
闘 4.0

013.1
IK 6.6
.' 4.3

013.0
'星 8.フ
1'.」 4.0

012.9
底 7.8
"0 3.8

17D11

Ⅷa~b
17D21
Ⅱlb

17D 16
Ⅲh
SD35

17D11
Ⅳh
17D16
Ⅵ1

16D即
Ⅵ丑

R・央灰白

灰

N

須懲打台杯

回転糸
り」リ

回転糸
り」リ

回転糸
り」リ

回転糸
U」リ

回転糸
リJり

ヘラUJ
り

古墳前
棚

古墳前
削

古墳前
瑚

にぶい
黄雄

524

4/5

長

良

須忠有台杯

今熊

525

長

威

N

今勲

牙1忠右台杯

ν3

526

呈

灰

古墳前
崩

占墳前

N

今熊

知忠右台杯

ν3

527

長

暗青灰良略完

N

013.3
ι星 7.フ
Ib 4.4

010.8
底 7.6
2.8

外力彰・
今熊

今熊

15D 15
Xe

3/4

須忠打台杯

528

峽

長

16DI0
IC

牙1忠右台杯

艮
槽

壷

祇淡
接

ケ

り

貞
ズ

波斥

減匁

■
■
■
固
■
哩

囲
■
■
■
■
軍

■
■
■
■
■
畢

飯
灰

ケ

リ

頂
ズ

飯

ケ

リ

碩
ズ

黄淡

長
長
長
長
長門

酋

灰
灰
灰

6
 
5
 
1
 
3
 
9
 
0
 
5
 
1
 
2
 
0
 
0
 
0
 
3
 
4
 
8
 
0
 
9
 
0
 
3
 
4
 
6
 
0
 
7
 
0

2
 
2
 
4
 
3
 
5
 
2
 
4
 
4
 
3
 
3
 
4
 
3
 
0
 
6
 
3
 
0
 
6
 
4
 
1
 
8
 
3
 
3
 
8
 
4

ロ
.
h
h
 
口
,
'
「
.
'
小
口
"
印
じ
と
"
仰
:
h
 
n
 
嵯
・
Ⅱ
川
口
底
゛
山
口
飯
・
"
"
口
り
川

天

ι
b

完

チ
チ



遺物観察表

岳号地

529 16D17
1Ⅱa

蒜別解杣法祉 1胎士

ぽ須忠打台杯口12.4 及
1星 8.2

闘 3.6

談黄良 V3 へラリ」関0 16D9Ⅷj 須忠イi台杯口15.0 長
り底10.6

商 4.2

良ν2 へラザ」知μ1 オi台杯口13.8 」正・チ灰531 16D]5
りι星10.4Vd

ウ 4.2

良ν4 へラ功列Uι!イ」台杯 r」14.O R・チ灰532 16D15
り底10.5P417

Ii 3.8

脚3 16D15 須1!1 イi台杯」:114.9 1を・チ・灰
1萬10.5 尖Ⅷi
ι" 4.5

良 2/5 へラ切須忠無台杯口12.6 長 灰534
りK 8 0

1 3.2

灰典良ν8 回転糸鵠5 SK632(心)匁1ιリ無台lf 口13.1 'を
り」リ1ミフ.8

1,U 3.フ

須忠無台材、 012.4 長・チ灰白良ν3 回転糸536 16DI0
υ」リ嶬 7.8SD21

h 3.6

良ν20灰匁1μ1無台杯訂13.O R537 15D8
ιK 9.0Ⅲ宮
If 3.5

刻↓忠無含杯 nⅡ.9 長 灰538 15D8
1ミ 8.01Ⅱg
3.0

条.恢無台朴口13.1 征・チ灰0 」韮 V4 回松糸539 16DI0
切りPI037(5〕 1基 7.0

゛,. '」 4.0

易O P817t正)知ι!1 無台杯 r112.9 チ
K 7.6
゛;' 4 2

灰刻1ι!1 小盤 1、116.8 k541 16D15
'ミ12.4VCⅣ舸
ε 2 5

1コ13.6 上を 灰別2 16D41 刻1.心無台H
1域 6.3~Ⅳ
1.' 3 4

首ν2 体内ハ炭化物
ケのちつかな
ナデい

浅黄控酋ν8 休内ナ体内上
炭化物

浅黄笹普ν8 仏内ハ朕化物
うかなケ

士価"甕A?区5.2 チ

石解砥石

焼成遺存手訟備考

良ν3 回転糸今熊
釖"

593 2眉

561

上師甕A 帳4.フチ・長にぶい良 2/3 仏内へ休内下
ラナチ炭化物雄

土師価AI 019.0 チ・長・浅黄{n 不 V6 休内ナ聞2 2舸
デ英

郭3 カマト付士師餓AI 023.6 チ・長浅黄雉良 13 体内ナ
近

581

鮎2

563 16D
P242('E)

!!1色力台椀口15.2 粘良扱
底 7 3AI
高 7.0

021 2 」正・チ

Π11.フチ

号地点輯別倦肌法量

舶4 16D91 石器砥石現存長

チ.長浅黄儘,〒 2/3 回転糸灯明
り」リ

にぶい首 18 休内へ炭化物
ワナデつかな

墳前削

灰白普 16 体内ナ炭化物
つかなデ?

墳荊瑚

良 V6 へラ如内摩滅
り

ヒ師饗

士師小甕

苛 2/3 回転糸灯明
靭り

拓5 16D11 石群砥石
Ⅷh

艮4.0 粘良灰白普略完
幅11.9

普長 4.フ
幅13.8
厚 6.4

普長 7.9
幅13.9
厚 3.8

普長 7.8
幅13.8
厚 5.1

260

淡{n 良 16

14.1

幅 8.5
厚 4.フ

現存長
9.2
幅 4.5
厚 3.3

現存長
11.3

削' 4.6
厚 3.4

石解砥石長4.3
幅 2.4
厚 2.0

士師プイゴ現存長
羽口 11.9

幅 7.2

石器勝石

聞6 16DⅡ石器砥石
ⅡIC

586 カサド村士師壷AI
近

上師壺AI郭7 床面

七師餓AI 019.6 英

18

囲毅。,".一御叱・班
詔親'、."一飾
囲'N

」、泊
底外學

567 16D11

Ⅶ{~j

胎土色調焼成遺存手法

知落激
しい

士師価AI

郭8

聞8

石訟叩石

良 V4 へラザ」小泊
り

炭化物
つかな
、、.

而制港
激い

炭化物
つかな
い

郷忠無台杯口13.9 チ・長灰
武 8.0
3.4

別7 16D5Ⅱi 須足1 稜腕」118.0 長.チ灰
Ⅳb榊

R須忠蝿548 16D
SK1584E

餌9 16D15 須μI JΠ衝壷 K11.1 長
Ⅵf

550 15D13"1C 刻1県1 紅瓢壷

土伽村状闘55!]6DH
,い肌Va

546 16D9×」
Ⅳb川

古墳時代後期

S 1625(4D)(木文99 ・1剥版94 ・ 95)

拓9 カゼド付土師杯E2
近

灰内良 V8 回転糸
切り

須忠無台杯口12.8 長

普ν8 内四

苛ν2 内熱控013.6 チ
牧外品 5.1
ケ1ミ 5.0

上師闘杯口19.8 チ・長・浅英枇許ν6 内!熊
英BI

士師高杯口16.0 チ・長・淡笹普 18 内熱?
英BI

572 カマド付士師高杯脚脚H.6 チ・英浅英掛" 4/5 内!!1
脚外A近
ガキ

貿 3/5 休内へ体内上にぶしし師甕A3 017.0 チ573
ラナデ炭化物英排

善ν12 体内ナ炭化物574 カマド付士ル"甕A3 018.6 チ.長 に':、
デ?つかな黄椛英近

備考

凝灰岩

012.9 k

良 2/3 へラ切小泊?
り

浅黄惟武 116

談控苛 16

570 2胴

010.0 'C

25 回転糸工180 チ.長 に';L
υ」リ払啓飯 2.フ

'ι 2.3

!・ル,小Ⅷ口 9.6 チ・R 戎拡極良略完回転糸
ザ」リ底 4.5

,' 2.フ

灰白良 3/5 回転糸1】11.0 チ士n"小皿
υ」リ底 5.8B2

'0 3.6

良 2/5 回転糸灯明011.5 尖・長 に』;、1二師小皿
り」リ黄儘飯6.4 チBI

r' 3.3

浅黄控許 4/5 回転糸灯明訂11.0 チヒn"小1Ⅲ
めり'基 5 5A】

高 3.0

上師無台椀口12.0 チ・英浅黄極許ν2 回転糸灯明
切りIK 6.0B2

Nι 3.9

上帥無台椀口12.8 長・チ にε;、

1星 6.6 英 樫B2
高 3.5

1_血,無台椀口12.1
きミフ.3BI
商 3.5

許 2/3控559 16D13 士師無台椀口15.6 チ
底 8.フ
n '.9

曽 V6士師無台椀口14.0 英・長儘

"■囲
"田■
器■■

良

臣■
廠■■
励囲■
"■皿

H ν4 回転糸ヒダス
物りキイiり

022.4 チ
或13.0

(高39.8)

019.4 チ

庇 8.4

017.6 チ

571

哉灰岩

552 16D11

Ⅷb j

哉灰岩

砂岩?

553 16DH
Vb

認9 乘獲の床士師爽F
而

士師聾B3 015.8 チ

攘灰岩

伐黄極普ν12 仏内ナ

554 16D6
Vf

ν5 へラリ」内摩哉 578 2栗1
り

575

今熊?

590 カマド付士製支脚
近

591 3層

衝 哲士V4 体内
下3/5 ケ

555 16D6

VJ

576 屶マド付上師甕A2 1コ16.8 チ
近

57フカマド付士伽甕A 底5.6 チ.長
英近

笹

556 16D11
Va

士師蝿A2 018.0 チ・英にぶ、
黄控

安山岩592 3層

557 16D11
Va

砂岩

558 16D11
V8

デ

にぶい普

579 2胴

018.6 チ

主師甕A 底4.0 チ・R 浅黄樫良 2/3 体内ナ炭化物
つかなデ
い

筈上ν4
F1 6

聞0 東壁の上士師甕A 庇8.2 チ・艮諜黄控良 4/5 休内
ケ廟

舶0 16D
SK158(4E〕

撤落
い
剥
し

矧
飾

激落
い
剥
し



SK 640('D)(本文100.図版95)

番り地点駈別排飢払量

594 最下層上師饗A2 015.8
商29.2
筑 6.1

SK 614('D)(本文100 ・図版96~98)

595 北西下捫士伽杯A2

596

胎ト

チ・長・
英

597

598

色調

浅黄桃

士師杯BIカマト

士師杯C

カマドf1 上師●FB2
近

トレソチ士帥●FB2

チ・長格

士伽杯A2

焼成遺存手訟

苛 45 体内ハ
ケ・底

外ハケ

599

014.6

商 5.4
区 5.8

1114.5

」、U 5.3
飯 5.8

013.8

「」13.3

工ι 4 9

015.0

11ι 3.8

"M.0印0

粘良

印1 北西下榊上師キ1;B3

釦2 下榊 」師杯D

備当

朝良

浅黄惟

番号

624

尿化物
つかな
い

印3 北円下"1 1n"杯D

a)4 北来下舸印'朴D
と小榊

・ヒ師'拓杯脚印5
B

地点

カマド付
近

粘良

粘良

チ・長

チ・長

諜黄控

竹 ν6,!1色処
理しな
い

ν10 煕色処
理しな
い

V24 内旦!

V2 内!旦

V8 内災

ν10 内煕

浅黄惟

談扱

曽

625 カマド付士師価AI
近

626 Pit 2 ・士師価AI
カマド付
近

舵7 北東下層士師壺A2

能8 北来下麟土師壺A2

士師甕C2629 Dlt2

愈別

上師

23

1 12

船極

甍A

"

(20 8)

口

a2.5)

Π11.9

'ι 5.2

013.2
よh 4.フ

脚 8.4

に';い

惟

にぶい

祇

釦6 カマト付,ヒ令"
近

法」丑

底 6.3

靭良

粘良

粘良

削良

595 と
同一佃

体か

261

胎士

チ

浅黄格

釦7

外而煤

022.8

底14 2

017.8

高24.4
'萇 8.5

仁112.4

カマド付
近

北央下凧

黄惟

高キf脚脚10.4
A

色窮

笹

許

630 下層

に';い

按

浅黄椛

岳

別

ν10 内!熊

VI0 内!!1

2/3 内煕

許

チ

焼成

普

チ・長

{二住"鉢D

631 Dit2

599 と
詞一側
体か

610 北ル上所

6Ⅱ北東下則

チ・長

丹

遺行

2/3

表

擡

淡極

粘N ・
砂質弥
い

士師鉢A

士師壷CI

ヒ佃】壷CI

印"」麥A】

士師甕A

右豁磨右

芭・ 3/5 内!」1

門 9/10 脚外ハ
ケ・脚
内ナデ

" 4/5 !県色処
理しな
い・脚
外ハケ
・脚内
ナデ

"ν8 川内処
理しな
、

V2 内!!1

ν24 内典、

ν6 内叫

VI0 休内へ
ラナデ

「113.2

017.2

手弘

チ・R・

英

チ・長

チ・長

020 0

昔上U5
下ν6

許 2/3 休内ナ

612

伐黄怪

SK 631(.D) (本文101・図版98)

土m 小型壷632
B

伽4

知落激
しい・
粘士版
充坂

剥落激
しい

セクンヨ

ソヘルト

小舸と北
央牛1.穴

カマド十1
近

カマト付
近

惟

灰白

戎黄栓

庇 5.5

口

(11.5)

"11.6

018.4

チ

武

028.0

613

酋

長16 1
幅11.フ
1リ.3.2

士師饗AI

朝良

チ

浅黄儘

チ・長淡惨

3/5

ν12

V2

6M

633

プ

浅黄椛

に';い

惟

浅黄樫

,.{褐

訂内外
ミガキ

料i良

チ

615

616

七帥聾AI

上師麥A3

Π16.4

634

土師高杯C

休杓ナ

阿

635

P此 1

丁

チ・ j正

υ12

休内ナ

617

炭化物
つかな
い・冉
m前期

アi"tl"1
削

安山1:

上価鄭A3

J n"抑AI

Π14.2

士帥'EI

士製支脚

粘良

明黄褐

017.8

SK 607(4D)

636 北西下舸

637 1Vd
1"トレソ
チ

チ

tコ

11tl

6玲

浅苗椅

門

士帥甕A3

チ・砂
質悔い

018.4

016.8

チ

カマト付士師甕A2
近

「」16.0

2/3

雄

門

尿化物
つかな
い

休内ト
炭化物

長 9 4
牝1 3.9

浅黄控

619

浅黄樫

(本文101・灰版98)

士師杯B2 n20.6

げ卯杯A4 ロ]8.2

背

チ

V6

士師6謁

郁9 NQ3煙近士師

カマド付上師甕A2
近

北西、ド榊上師甕A3

021.2

620

ν8

竹

樫

浅苗檜

チ

門

浅払格竹ν8

"略先

ν6

ν6

チ・砂

質強い

621 カマト

'、墳前
削

符

640

?

休内ナ
ブ

「】18.2

1 24

45

2/3 体内ナ

樫

此杯
B?

問杯脚
B

炭化物
つかな
い

透かし
四力
占墳仙
期

古1貞1抑
削

チ・砂
質強い

622

641

粘良

鞆良

上師甕A

020.0
1寓 6.6

016.6

内外ミ
ガキ

臼

カマド付士師甕A
近

」:飾島杯E

642

643

灰白

12

浅払控

浅払盛

チ・ R

体内下
似化物

623

チ

Ⅳd・1"
トレソチ

北西中鼎

士帥甕A3
0

↓帥甕A2

ヒ師甕A4

上師空

底 4.2

チ・砂
質強い

644

曽

トレソチ上師慶A

浅黄惟

チ

V4

仏内」
炭北物・
615と
例
体か

炭化物
つかな
い

浅拡椎

恰

ν10 内!!、t

ν12 !1.1色処
"1しな
い

18 1ι」Ⅱ、1

4 5 "叉!
脚内ナ
7

35 脚内ナ

T

チ

淡惟

645

646

体外ミ
ガキ・

体内ナ
プ

体内ハ
ケ

休外ナ
デ・体
内ハケ

体内ハ
ケ

酋土2/3
下4/5

門 2/5

チ・長談払栓 H

炭化物
つかな
い

炭化物
つかな
い

底 4.2

北乗

ιコ

(25.の

n23.0

】コ25.8

"

樫

"

チ・砂
質強い

チ

647

1_師

士師

普

三基 6.0

チ・」乏

チ

体内上
炭化物

炭化物
つかな
い

炭化物
つかな
い・a7
と同
個体か

炭化物
つかな
し一618

と同
佃体か

炭化物
うかな
い

価

甕CI

1ミ 9.4

荻黄極

12

浅払控

浅払笹

権

浅莢樫

副8 北西下舸上師壷

チ

丁

上師高杯

竹

外而剥
幣激し
い

1七」貴!釦
即1・外
1血知熱
激しい

11;墳1而
瑚

チ

H

訂】9.3

2/3

惟

1 12

SK 613(.゜)上層(木文101・図版99)

チ

チ・長

体内ナ
デ・岐
外ハケ

18

18

普

649 NQ3

怖

淡椅

門

23

650 NQ3

d5

粘良

仏内ハ
ケ

土怖

略完

V6

価1

652

チ・R 浅拠控竹

椛

闘杯脚
A

高杯脚脚 9.2
A

土伽

内im蜘
倦激し
い

仏内ハ
ケ

普

価3 N01・N06 士師鄭A3

2/3

士師聾A

士師甕AI

炭化物
つかな
い.11「
墳駒削

剥落激
しい

リ1色処
卯しな

チ

18

、

チ

飯 5.2

口

a6.8)

に':い
笹

戎乱接

1!1墳1而
期・内
而剥落
激しい

粘良

チ

門

019.4

23

門

浅黄儘

惟

脚内ハ
ケ

脚外ケ
ズリ.

脚内ハ

16

"
"

、
.
ナ

外
キ
内

休
ガ
仏
デ

、
・
ナ

外
キ
内

脚
ガ
脚
デ

鄭
餌

H
N

H
N

門
"

門
門

竹
凹

外
ズ
仏
へ
デ

内
ケ
・
↓
ナ

休
F
リ
内
ラ

酋
H

竹
芭

し
.
 
F

内
デ
内
ケ

仏
ナ
仏
ハ

チ
チ

酋
酋

酋
竹

ナ
仏
ナ

外
.
下
?

休
デ
内
デ



遺物観察表

吊号

654

地点

西側

655

和別

士師

砧6 N04西側・1二師'TA2

瓣和

甕A3

上師矩A3

法址

019.6

胎士

チ

021.6

しル1】 1髭AI

色訓

赤幡

013.6

チ

659 N02

焼成

背

士師価B2

チ

椎

造存

ν6

価O N04

飯 9.0

手訟

体内ハ
ケ

上師価A2

珎哲

普

チ

1コ17.0

1切16.8
曳戈 5.0

SK 613('゜)下層(本文102 ・図版100)

Jnli,島杯伍1 チ

BI

ν3

備轟

炭化物
つかな
い

炭化物
つかな
い

休内上
炭化物

上m 抽A2

酋

仏内ハ
ケ

706

チ

2/3

S 1636(4D) (木文103 ・図版100)

卿別器杣法侃番号地六

石解石錘679

!コ18.2
'切21.9
1葛13.2

「119.8

酋

内外ハ
ケ

浅肱控

LI/6
下νι

チ

伍2

佐 9/10

チ

にぶい
惟

笹

663

SK 168(.日 (本文103 ・図版10D

士師滞杯 1コ17.2680

BI 五ε11.2
脚Ⅱ 0

士師1 杯A3 016.0

士伽商杯A 115.8

士師高杯

休外煤

休内へ
ラナデ・

仏外ケ
ズリ

仏内ハ
ケ

_1:帥鉢D

門

112.8
;'12.6
1脚 9.4

上柿鹿A2

1/4

N

707

ν」2 内!煕

ν12 内黒

V12 普

ν4 内煕

V4 黒色処
理しな
い

{・n11 鉢C

ν6

1コM.6

11ι10.9
1ミ 5.3

仏内ト
炭化物

剥幣激
しい

淡惟

胎上

粘良

上価聾

門 9/10

色訓

684 1Vh

価6

灰111

粘良・
砂質怯
い

焼成遺存

」帥甕

価7

内!!1 ・
脚外ミ
ガキ・

脚内ナ
デ

IK 5.6

N

チ

灰冉

685

686

ν3

」・nh

」・nh 聾A2

」_n'甕A2

668

669

手怯

床心

チ・長

粘良

粘良

長

浅位燈許

ιK 5.8

N

高杯脚
A

備七

安山岩

聞7

ν4

赤排

浅黄按

浅英笹

椎

休内炭
化物・
剥落撤
しい

仏内供
化物・
占墳仙
則・蜘
落激し
い

飯凶侠
化物・
粘士版
先堺

飯内炭
化物・
朴上板
充城

冉墳Ⅲ1
川1 ?

十mⅢ」
如1?.
剥吊散
しい

kn11 き彪CI

k飾'C2

チ・長

2/3

士飾甕A2

上師触AI

688

S 1616(4D)

670 北側

N

褐灰

内,1・
脚内ハ
ケ

内!ハ

内!!」

1臭色処

カマド付上帥甕A3
近

粘良

チ

4/5 内ナデ・
仏内T
ゲズリ

ν12

V4

2/3

1二帥蝿AI

689

012.4

チ

H

018.6

020.フ
1拓25.フ
1星 9.6

浅拡掛門

印0

017 0

671

672

2/3 休内ナ

(木文102 ・図版100)

土帥朴C 011.6
Y,4.5

土帥杯A2 1:123.6

土帥能A2 「120.0

粘良

チ・央

「111.8

印1 床而

チ・」立

チ

北側

士n11 郷A2

土師卿A3

チ・艮没黄娥普

丁

技黄笹

浅英控

3/4

普略完

014.0

チ

冊2

673

浅黄惟

浅黄椿

1 12

印3

士伽甕A2

チ・長・
英

015.1

灰ltl

ν4

4/5

SD 645('D)
印4 上胴

「120.8

ν8

ν4

内Ψ

り」色処
理しな
い

仏凶ナ

士伽

ヒ怖壷AJ

し伽饗A

淡控

ゴ・

H ν12

チ

694

カマド

芯材

チ・砂
で↓'血い

チ・砂
質強い

119.6

湘■囲酬
紬^^剛!、

浅員控

淡儘

"

675

(本文102 ・図版100)

し卿,拓杯

ν8 休内ナ

丁

020.6

「1 9.3

剥落激
しい

セクショ

ソペノレト

695

市石

し布11 鄭A

笹

炭化物
つかな
い

炭化物
つかな
い

劉落激
しい

炭化物
つかな
い

炭化物
つかな
い

判幣激
しい

炭化物
つかな
い・劉
幣激し
い

炭化物
つかな
い・劉
落激し
い

剥落激
しい

炭化物
つかな
い

1長 6.6

676

696

V6

4/5 体内ナ

,ー

浅莢粧

チ

チ・」;を

,1二nE

門

チ

印フカプドf1 上製
近

印8 満内

"目■

_に師抑A

1二●,饗A

庇杯脚脚 7.フ
A

芭

ν12

黄擡

底 5.5

カマト
-1

心、材1111

し製カマド
^

芯材1肌 1

カプド{j 上製屶マド
近 心、材

1里1

Ⅱ口

上製支脚

上師脚A

4/5 仏内ナ

ワー

淡椛

677 上胴

き

チ

チ・艮
"

丁

V8

1基 2.9

底 5.6

剥常激

N

699

708

チ・長貞怜

怖

浅黄枇 H

内外ハ
ケ

12

「113.3

700

土師鹿

チ

石群勾工

262

苛

チ・長

0 8.8

1ι21.3
底 6.フ

0 9.3

11ι17.3
底 6.8

1:1 9.4

チ・英

701

23

浅莢控

浅黄樫

13

明褐灰門

淡惟"

浅黄儘曽

浅黄橿苛

浅黄儘酋

杵

底 3.フチ・長浅黄栓

1!.{色処
凹!しな
い

黄枇

チ・長浅拡枇

^

11【1

35

炭化物
つかな
し、.11ヨ
而劉落
激しい

石排石肌

2/3

V3 休内ナ

S n 07('ミ)

702 床而

703

チ・長淡控

蒔 16

現存R
6.0

幅 4.0

現存長
25.6

哨'37.2
19-11

チ・長淡樫

チ・」旻淡控

門略完

丁

(本文103 ・図飯102 ・ 103)

英・雲土師杯? 口

a4.6)

粘良土卸杯? 口

a4.6)

杣良上師鉢Bか 015.2
D

上師杯B3 罰'j良

士師杯EI チ・長

門

"

古墳前
抑1・炭
化物つ
かない
・内面
剥所激
しい

炭化物

704

休内外
,、ケ

4/5

23

705

許 4/5

酋略完

安山岩

内外ハ
ケ

飯内ケ
ズリ

な
脚
ガ

見
い
外
キ

御
観
脚

背
告
"

燥
外
キ
内

内
脚
ガ
脚
ケ

、
、
、内
キ
外

休
ガ
休
ケ

、
・
ナ

外
キ
内

体
ガ
体
デ

怖
淡

N
訴

可
あ
の
,

し
甕
能
り

背
酋

2
8
6
4

、
・
ナ

口
闘
 
n
高
長
帆
厚

外
キ
内

脚
ガ
脚
デ

8
0
9
5

な
粘
充

か
・
板

つ
い
上
版

W
山

6
 
8
 
4

1
 
0
 
0

.
」
酋

〒
許

酋
門

長
チ



番号
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地点
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縣別
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上師甕A37Ⅱ

劉肌
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846

827 N01

普ν4

門醐完

平瓶?

島杯脚
A

地点

N01

彰8 N01

丁

長

炭化物
つかな
い

休小炭
化物

体内ハ
ケ

体内ハ
ケのち
ナデ

0 8.2

829 N08

士伽鉢D

士師鉢B

舶別

士師

N7 H04

848 N03

849 NQ3

灰

器肌

姪A2

瓜色粒

チ・英

830 N05

良

・{二師聾A4

013.2

訟量

016.4

粘良

士師甕A2

土師甕A2

士師壺A2

3/4

831 NQI

r」10.1

高11.5

チ

休外下
ロクロ

ケズリ

胎士

チ・長

850 N06

832 NQ9

いlf 聾A3

ν6

4/5 内!熊・
脚外ミ
ガキ・

脚内ナ
デ

4 5 内!!.1

!熊色処
理しな
い

2/5 仏内上
ノ、ケ'.

体内下
ヘラナ
ナ

14 体内ハ
ケ

チ

顕部2
条・"1
部 1条
の沈線

堤瓶か?

016.6

に';い
控

技黄栓

色調

淡赤控

833 N03

834 N03

851 N03

852 N02

1・帥爽A3

上師甕A3

別

013.5

嶬 5.9

019.8
1ミ 9.8
高25.0

チ

土師壷AI

焼成

"

灰褐チ

チ・長・浅黄恰
矢

チ・長灰0

炭化物
つかな
い

[n6.8

遺存

V4

表

浅黄儘

士師甕A2

十師甕A

上飢 1憶A2

1侍"傾A2

仰16.8

チ

手法

853 N03

835 N04

015.2

N

017.0

許ν10

門上ν8
下4/5

門 V2

チ・長

836 N011

837 NOH

浅黄控

愉必

炭化物
つかな
い・剰
落激し
い

"内炭
化物

Π内炭
化物

S Π 262(5) (本文109 ・園版112)

士師杯E3854 NQ12 014.8
ιミ 5.9
1ε 4.6

」二nE 3、B ? 013.8855

」_nΠ鉢D ? 1コ17.0856

土師島杯EN022857

チ

014.0

Π21.8

チ

265

丹

上師甕C2

土師壺

土卿餓

士師価

休内へ
ラナデ

S Π 37(5) (本文110 ・図版113 ・Ⅱ4)

須恐杯H盤口Ⅱ.8 長・央灰873
高 3.6

底 8.1

Π19.2
岻11 1
1布15.0

838

灰由

チ・長

チ・長・
英

チ・長

炭化物
つかむ
い

休内へ
ラナデ

休内へ
ラ十デ

「115.8 チ

チ

仏外ミ
ガキ・

休内ナ
ー?

体外ミ
ガキ・

仏内ハ
ケ

休内ハ
ケ

仏外ハ
ケのち
ミガキ.
休内ハ
ケ

H

員惟

839

に';い
員符

畔i褐

に':い
控

波苗惨

1長 5 9

019.8

ν8

炭化物
つかな
い

仏巾炭
化物

炭化物
つかな
い

口内炭
化物

炭化物
つかな
い・田1
と同一
個体か

士製支脚

体内ハ
ケ

体内ナ
-0

t、,

11'1

"

→、1貴IT
削

古墳仙
削

H

チ・長

チ・長

チ・長

チ・玉を

840

858

ν6

N

石解砥石

兜目■雙;'川

休内へ
ラナデ

休内ハ
ケ

長10.0
幅 4.5

859 N012

SK 1438(5) (本文108 ・図版11D

土師礎AI 0192841 NQ3

粘良

石都叩右

チ・長淡寡惟

士帥排台C

現存長
9.4

帖 6.フ
19.3.1

良11.2
帖 6.4
厚 4.フ

古墳1而

中央部
がくほ
む

860 N08

粘良

粘喪

粘良

戎拡栓 N

」.n"揣゛台C 脚128

842 N02

843 N01

脚H.8 チ・長 1戈員怖

赤怖

灰"

灰内

門

鮎1

14

土伽饗A2

内!!,

士師高杯D

上師高杯C

836 と
同一州
体か

平端而
小央部
にくほ

砂岩

V8

ν8

14

舶2

S 1 1400(5) (本文109 ・図版111)

ヒ師高杯84' NQ7 018.4

BI

内!!1

内!!1

脚外ミ
ガキ?・

脚内ナ
デ

脚外ミ
ガキ・

脚内ナ
デ

脚外ミ
ガ斗・

脚内ナ
デ

休内づ

土師饗A

チ

1:116.6

庇 6.2

ν2

竹

長・チ

灰Π

肪3

チ

16

士師甕A

ι1〒墳市1
削

チ

惟

N

845 NQ12

舶4

枇

粘良

2/3

凝灰岩

NQI0 ・ NO
8

NQ7舗5

古1貴1前
期

"

1{i1貴111」
IUI

上師饗A

・長

ι葛 4.6

門

16 体内ハ
ケ・仏
外ナデ

2 3 内!!1

4 5 脚外ミ
ガキ?・
脚内ナ
デ

舗6

にε;い

'、褐

1・1 6

ド完

ν6
上師甕A2

セn,価A2

上師価A2

士帥壷B

1二製支脚

古墳前
削

舗7

チ

庇5.4 チ・長淡赤怖"

門

外而煤

舗8 NQ3

粘良

淡赤権

V4

炭化物
つかな
い・判
吊激し
い

炭化物
つかな
い・制
落撤し
い

炭化物
つかな
、、'智邑
の可惟
竹あり

炭化物
つかな
い

022.8

'K14.2

Π20.0

020.0

医 7.0

杯巌部
充堺

占墳前
期

舗9

明褐灰

11

ι" 1

酋

チ・長・
英

チ・長淡寡惨

チ・長排

チ・」乏に';い
控

チ・長淡栓

ν4

上製支脚
ιfl'1

上製支脚

017.2

侍

SK 3934⑤(本文Ⅱ0・図版112)

土師甕B3870

上師甕C2871

休内,

長Ⅱ.3
幅 4.1

現存長
フ.0

郁 4.8

」赱10.1
帆 4.1

戊黄儘

ν2 内煕・

り、

灰伽

浅赤控

rl

11'1

V4 休内ナ

普
天外口
クロケ

ズリ

014.8

ν3 休内上
ケズリ・

体内下
ノ、ケ

口紋端
部昨哉

ワ

チ

SK 870⑤ (木文110 ・図版112)

土師'B872

休内ナ
プ

休内ハ
ケ

"

チ

チ・長淡極

ナ内仏
デ

可
あ

い
の
仕

し
鉢
能
り

料
普

門
"
杵

良
良

完

艮
良

完

完

ナ内体
デ

丹
門

完

■
甲

極

完

俳

控
淡

、
・
ナ

外
キ
内

脚
ガ
脚
デ

W
山

灰
腔

談
格

竹
門
ψ
加

昔
艸

門
 
H

山
佑

山
地

白
儘
灰
淡

皆
暫

片
門
門
升

地
 
W
 
W



遺物観察表

番号地点

874 NQI0

875 N013

飢別畔飢

し師皐FE I

876

877 N011

土師局杯
C2

土師杯?

訟量胎士色訓

012.8 チ・長按
底 7.0
高 6.5

022.3 チ

878 N02

879 N02

上製手づく 0 7.2 チ・長淡黄権普略完
品ね士排簡3.8

剥落激1二師饗A3 「113.2 チ・畏にぶい侍 V4
栓 しい

H V8 判落激士師甕A3 015.0 チ・長扱
しい

上師聾A4 1コ17.6 チ・艮浅典控竹略完体内1二炭化物
庇 6.3 ハケ・つかな

休内下いι'ι17.4
ナデ

談赤"持 1/]0 体内ナ
デ?

浅黄搾凹 V12 休内ナ

留O N04

底6.0 動良淡赤格偕 V8 黒色処
理しな

焼成遺存手

蒔 V2 内外
ケ

聞1

惟

朋2 NQ5

朋3 N05

普略完内煕

主師甕A3 1コ17.8 チ

上帥郷A3 018.8 チ

門 2/3 仏内へ休内」士師郷A4 017.4 チ・」乏悔
ラナデ炭化物

上師甕A2 017.4 チ・」王灰打件 2/3 休杓ナ炭化物
ι罵 7.8 つかなデ

」31.4帯

1_n"郷A3 118.8 チ・」是浅員儘門 34 内へラ炭化物
ナチ?つかなιミ 6.3

」31 6「1:

ヒ帥甕A2 1118.0 チ・長浅典怖村 910 休内へ休内」
ラナデ炭化物1ミ 6.8

1'■31.5

許略完仏内上炭化物krきli 甕A1 1コ18 2 チ・長笹
岻 8.0 ハケ・つ"、な

休内下いb26.2
ナデ

^ N08

伽方

嬰5 N02

那6

地ゞ

887 NQI

肌別器靴鵡祉胎士

上師壺B2 Π12.5 チ

卯6

にぶい竹 V6Π18.0 チ

赤控

チ・長淡赤控門完

灰白酋 2/3 休内"16.2 チ
ケ

888 NQ5

上帥'E

S 1 233(5)(木文111・図版115)

1ニル"排f;卯7

CI

炭化物
つかな

土師小型゛

関9 N06

焼成遺存手怯"考

肌 苛ν8 休外ミ古墳前
剣ガキ

浅黄儘告 VI0 体外ミ古峨前チ

ガキの捌
ち赤彩

占墳前チ・央灰白門ν3 体外
川

1

にぶし

黄栂

SK 132⑤(木文111・図版114)

1二師排台口8.2 チ・長灰1ヨ改ν2 体外ミ古墳ljlj卯1

脚1・透CI IU 6.8 ガキ

仏内ナかし四脚12.4
デ

士師甕B3 018.6 チ・長灰胸苛ν4卯2 古墳仙

土師甕CI 021.6 チ 1熊褐普ν6 、1貴市」卯3

し飾甕A 飯6.フチ・」毛
央

890 NQ4

淡赤搾門 23 体内ナ仏内上
炭化物

淡檀普 9/10 体内へ炭化物
ラナデワつかな

い

S Π27(5)(ホ文112.図版116)

士師鄭A3 018.2 チ・長933 N07

とK 6.6 英
'n8.6

上師甕A3 016.5 チ934 NQ9

IK 7.0
'ι21.8

891 N01

チ・」正惟上師郷A2

」・師甕A 1ミ6.4 チ・1を淡"

卯8

上師島杯C
かD

即2 N09

にぶし

英峨

卯9

師抑A 1ミ5.2 チ・R 粧

893 NQ9

0 9.0 チ
9.3

皿113.8

上帥

岫*灰門 4/5

即4 N08

杯力
器台

910

925

1二師 1仮A1 1、115 8 チ・1毛笹

ヒr址i 噐+台C ιミ12.フチ

土n,価A 底15.8 チ・長淡椎酋ν3

脚13.0 チ

淡赤笹 t,2/3 劉"ト・古墳前
抑1・剥
落激しガキ

脚"ナ、
かし三デ

灰1'1 門 4/5 脚外ミ宵墳1詞
ガキ?・身1・透
脚内ナかし三

杵 4/5 脚外ミ占墳1而にぶ%
川1・透員燈 ガキ

脚内ナかし
デ

古墳仙門ι5控
抑1・判
落激し

S 1 131(5)(本文110 ・圓版U4)

ヒ師隻C2 訂18.0 粥良浅黄椿門 VI0 十墳前帥5

剣

古墳前士師"C2 工119.4 チ 灰白酋 14896

山1

土師側杯C チ・呈浅黄椛門 23 脚外 占墳前897

削かD ガキ
脚内ナ
デ

上帥器台C 門 12 脚外ミ占肌仙チ・長にぶむ即8

角、極 瑚・透ガキ

脚内ナかし四
デ

土帥鉢A ι茎25 チ・長灰1ヨ門 23 古肌駒899

仰1・判
落致し

明褐灰竹 14 休外ミ体外煉L師、垂CI 0】8.2 チ卯0

ガキ・・休内
休内ハ中炭化
ケのち物・古

墳前削ナデ

112 !1、池処
則しな

士製支脚

田■勲"
■囲勲"

926

ヒ伽闘朴C
かD

占m前
抑1・制
落激し

炭化物
つかな
い・宝
落激し

艸 18

し゛'j 甕C1 1、111.8 チ

士帥郷B3 以168 チ

現h・長
4.0

劇' 5.フ

門ν4

チ

266

チ

チ

げ叩聾B3 「117.2 チ・長吠'!

励田囲"■川
被■■ 1^則
■囲";'肺
鵬■■'恥
山"回田'馴
岫回囲
兜■囲
励回囲

""ー'"鷺'田■
■冊聽
舶田囲畔
加回■
"一蹄回■?"
冊盟捺

、励皿■'雌

1.{色処
即しな

門 V6

しn1郷B3 1,n7.4 チ

士師饗B3 n6.8 チ

1「1貴前ヒn'脚CI 119.0 チ
剣

!;1兵前」二n"抑C1 1二118.8 チ
瑚

1二n11 聾B3 1、117.6 チ 七1兵仙
1机

1二n11 鄭C2 1!17.8 チ・R 浅"1笹片 13 1ト"へ 1'炭化
1長 4.8 フナデ物

{ilti'1」
吻

!i111'1」bル1】饗E
jⅢ

1:帥郷D
',則

チ・ R 灰"

ト師勤D
'則

1:124.0 チ

しnU 鉢D 飯6.6 チ 1;墳111」
期

上帥●
"則

1ニル"壷E2 1】20.8 チ・長灰内
'則

S Π 26(5)(本文111・図版115)
」二師鉢B r112.8 耕良927 NQ2

恰

しnlj 'E2

炭化物
つかな

落激し
い

剥落激
しい

剥幣激
しい

928 N04

f,45

929 N02

930 し舸

931 N01

↓ル"鉢C 1コ202 粘良

士師価

鰐2 上肝

1二n"価B

」:師鹿A3

920

灰内貯 2/3

翻
剣
鄭



吊号

935

j1旦.÷!、

936 N08

937 N011

駈別船肌

k師甕AI

上師饗AI

↓飢慶AI

怯量

013.1

胎土

チ

013.フ

士伽甕AI

仁114.6

底 6.4

色凋

浅黄控

戎黄控

940 NQ11

チ

L111i 饗A]

941 N011

チ・英

焼成遺存

昔ν3

暫 45

丹↓V2
下完

012.フ

ιミ 6.4
高13.4

942 N04

土師甕A2

」_師饗A2

土師饗A3

士nn 鄭A2

1ニル"甕A3

にε;い

惟

叫3 床而1

944 NQ3

チ・艮

手法

休内十
丁

休内ハ
ケ

休内ハ
ケのち
ヘラナ

デ

012.フ

者

淡惨

偏考

休内下
炭化物

口内炭
化物

休内下
炭化物

チ・長

017.2

竹

番男

975

S 1 79(5) (本文112・図版117 120)

牙1忠キFH航口13.8945 N四8
'ι 3.6

刻ι1!1 キ1;H輪!:113.9946 N089
r' 3 7

刻1忠援廐947

・七n,皐卜A29ι8 N03 ・ 「115.2
N063 111」 5.4

士伽朴A29'9 N042 Π15.4
局 5 4

950 N0100 士ル11 杯A2 Π17.2
高 5.6

土帥郡A2951 N045 r】15.6

1島 5.6

1二師杯A2952 N0114 C114.9

1二帥十FA2953 NQ114 017.0

上m1 杯A4954 N0114 014.4

017.2

椛

チ

ν4

地点

トレソチ

Ⅳb胴

1:114.8

V8

チ

丹 9/10

に';い

帳

灰白

淡赤匿

1-115.8

普

976 NOH

チ・長・
英

チ・長

チ・長

靴別

士師

炭化物
つかな
い

019.0

上師饗A

休内上
ナデ.

休内下
ノ、ケ

体内ハ
ケ

体内ナ

体内ナ
ワ"

器極

鉢B

97フカ,ド内士怖広口甕

伽8 Ⅳb肝十伽甕AI

34

淡赤接普チ

チ・雲浅黄擡普

休内、f
炭化物

上師鉢B

に';い

笹

叫褐灰

法皿

岐 5.フ

34

979 N047

体内下
炭化物

二炊的
に麩を
受ける

炭化物
つかな
い

炭化物
つかな
い・剥
落激し
い

14

休内上
炭化物

休内、ド
侠化物

剥落識
しい

丁

胎士

チ・長

1 12

ν6

底 5.6

蛤O N038

兜I N064

長・央

長・央

長

粘良

チ・長

粘良

粘良

功良

粘良

粘良

色調

淡笹

16

飯 4.5

士師甕AI

別

022.0

チ・英笹

体内ハ
ケ

Itf1更

時冉氏

灰

員"

或呉惟

浅"惟

"

焼成

僧

4/5

015.4

士師甕B

士師隻A2

チ・央浅造極

チ・侵峽白

遺存

3/5

表

体内上
炭化物

N

982 N058

955 N090

956 N0114

957 N06

958 N048

959

014.2

手怯

1↓、色処
理しな
い

黒色処
理しな
い

体内ナ
プ

休内ナ
丁

ν6

ν3

2/5 休外力
キメ

4/5 内1熊

2/3 内!!.、

V2 1']!1.1

4/5 内!!.1

ν6 内刈

υ8 内剣

16 1勺」1、1

普

N

鰐3 N041

弼4 N03

985 N055

V3

腹 5.0 チ・長浅黄控智

チ

備野

苛ν6

許ν10

士師甕A3

1、】15.6

端部座
減

端部座
波

土師杯A4

士伽杯A4

上n三杯A4

1:n"朴A4

In11 朴A2

叩褐灰笥

チ・英

士帥甕A3

士師甕A2

止ル"甕A2

チ・長・
17

チ

にぶい

峨

黄控

にε;い

格

淡椿

舗O N038

4/5

淡赤儘"

淡枇竹

986 N055

打13.2

休内下
炭化物

炭化物
つかな
い

体内上
供化物

休内下
炭化物

侠化物
つかな
、、・皇4
落激し
い

炭化物
つかな
い

剥落激
しい

剥港激
しい

炭化物
つかな
い

炭化物
つかな
い

炭化物
つかな
い

1コ15.0 あ'i1亀

1:115.0 桁良

015.0 乳'j1匙

Π15.6 判1良

粘良

^

ν8 体内特
玖なへ
ラナデ

ν6 休内ナ
丁

V6

45

蛤7 N041

チ・長・
央

016.1

N084

N016

1二帥●FA2

土師聾A2

015.6

控

チ

舗8 N027

淡倍

にε;い

儘

戎払蛾

典岳

浅凱扱

45

褐板

士帥杯A4

土師杯C

土師杯C

士師杯B】

上師杯BI

」_自1」杯BI

N010

016.4

舗5 N042

舗6 N048

士師饗A2

外而煤

チ

を卸冊囲
紬回囲

"

989 N0101

Π17.0

267

0168 チ・長怜

チ・長格

V6 休内ナ

18 P]11、1

18 1ミ1!!1

1 10 内!!」

18 内111

ν4 !熊色処
凹,しな
い

ν3 熱色処
理しな
い

V4 内川

V8 内煕

ν8 内煕

34 内!典

16 内!熊

18 内!11

士帥姪AI

舗7 N011

舗8 N048

質9 N036

970 N048

卯O N044

チ・灸

仰16.4

底 5.2

闘杯の
可能判
あり

013.0

Π13.2

015.2
Y.5.0

015.4

"]9.4

7

土師麥A

粘良

粘良

チ・英

粘良

鞆良

粘良

灰0

チ

門

卯I N0110

015.2

士帥杯D

土師高杯

士伽高杯

B2

ヒ師商杯

BI

士帥高杯脚脚Ⅱ.6 粘良
A

士師饗AI

V4 仏内へ
ラナデ

浅黄格

灰白

淡赤儘

淡峨

伐典捗

浅肱椎

竹

淡憧

971 N06】

門

'茎 6.1

粘良・
砂質強
い

チ

卯2 N0101

V8 体内ナ

高杯の
可能竹
あり

士師亮AI

013.4 粘良

粘良

013.6 粘良

017 8 料1良

門

的3 N08

016.0

淡赤怖

ν8

丁

972 N024

1ニル,甥AI

褐灰

チ・長浅黄控

"

凶4 N01

017.2

973 N013

14

士師甕A2

惟

明褐灰

灰白

浅黄掘

N

休内特
外なへ
ラナデ

体内へ
ラナ〒?

士師

974 N098

卯5

017.4

チ

45

H

高杯脚脚 94 輔良
B

炭化物
つかな
い

炭化物
つかな
い

炭化物
つかな
い

土師郷A3

上師鉢D

18 内則

45 内川

16 内!煕

18 煕色処
埋しな
い

4 5 体内ミ
ガキ・

体内上
ノ、ウ'.

休内下
ナデ

3 5 内!熊・
脚内ナ
デ

18 内黒

卯6 N01

工117.0

1蔦 5.5
高30.0

憧

チ

13

1075と
向佃
休か

休内」
ノ、ウ'.

体内下
ヘラナ

士師甕A2

士師鉢B

苗控

竹

チ・央淡黄椎"

褐灰

曽

卯7 N04

U5

018.4

ιK 4.0
醜」31.0

017.0

底 5.1
五ι29.2

017.2

飯 6.フ

窃25.1

020.0 粘良

V8

士帥甕A2

暫

門

卯8 NQ2

休内ハ
ケ

外而煉

011.6

底12.4
商 4.5

チ

灰白

14

士師甕A2

侠化物
つかな
い

体内 1
炭化物

体内」
炭化物

卯9 N054

チ・長・
英

チ・長

没払権

チ

浅黄控

45

凹

し帥甕A2

100O NQ2

浅私控門 9/10

戎英符

竹

"

015.2
底 6.0
島23.フ

に】21.2

士師饗A

4/5

100I N098

淡控

門

体内へ体内上
ラナデ侠化物

体内へ仏内中
ラナデ炭化物

休内へ体内中
ラナデ炭化物

剥落激
しい

体内下体内ハ
炭化物ケ

休内へ炭化物
ラナデつかな

い

休内へ供化物
ラナデつかな

い

休内上'休内中
ハケ・炭化物
体内下
ケズリ

仏内ハ
ケ

岻外ハ
ケ

チ・長・
英

士師甕A

45

1002

普 9/10

1077と
同佃
休か

川色処
理しな
い

浅黄控 H 略完

チ

1003 NQ74

士帥聾A

土師甕A

底 6.4

灰由

チ・長・

1004

τ

チ

に'{い
笹

淡按

"

底 6.5

底 8.5

土師甍A

上
.
 
F

内
ケ
内
デ

休
ハ
休
ナ

上
・
下

内
ケ
内
デ

仏
ハ
仏
ナ

"
ヘ
デ

"
な
ナ

体
殊
ラ

士
・
下
ナ

内
ケ
内
ラ

休
ハ
休
へ
デ

門
竹
 
H

苛
門
酋
門

門
"

許
門
 
H

竹
竹
H
門
H

升
門
 
H
 
H
 
H
 
"
門
門

鯏
呪
甥
鯲

〒
 
t



遺物観察表

番号

1005

地点

NQ11

1006 N07

創別

士師

1007

1008

器極

甕A

NQ21

士師甕A

漲量

底 5.フ

1009 N020

上師価

上師壷AI

始士

粘良

底 8.0

1, N080

I N034

■

色調

,」.、褐

上師壷

チ・長・
英

チ・長

チ

焼成

普

019.0

談機

遺存

ν3

土師壷B

士師壷AI

ヒ師鉢C

底 5.0

手法

体内ナ

首

S口12御A

1013 Plt22

3/5

づ、

備寿

炭化物
つかな
い

炭化物
つかな
い

チ・艮

018.0

体内へ
ラナデ

^

フU

017.8

!!1、

番号

10U

チ・央

チ・長

チ・長・
雲

1014 N06・フ

ν6

(本文U3 ・図版121・122)

須忠杯H身口14.0 長
高 4.5

訂14.0

地点

NQ3

酋

体下炭
化物

1015

1016

1042 N05

ν4

剰落激
しい

極別

士卸

上伽杯A4

N023

1043 NQI

1017 N029

1018 N06 ・フ

解種

甕A4

ν8

V8

ν10

上師朴A4

士n"杯A4

上卸甕A3

法世

018.6
底 7.0
高30.3

015.4

"

1019 Plt22

1020 N08

1:113.6

1' 5.2

1044

休外ミ
ガキ

内外ミ
ガキ

上師甕A2

剥捲激
しい

土m 杯C

上師 a杯
CI

し師高杯
B2

」_nn 高杯脚
B

胎士

チ・長・
英

チ・艮

015.8 粘良

013.8 粘良

チ・」正

灰

10d5

色調

淡犢

古墳前
瑚

士師隻A

灰白

艮

1021

017 8

底 7.0
商28.9

1046

011.8

020.4

ν2 休、ドロ
ウロケ
ズリ

ν2 川色処
理しな
い

ν8 内」熊

ν8 !県色処
凹1しな
い

V4 内!里

ν3 内巣

1 8 1ι1!1.1

焼成

笥

セクショ

ソペノレト

N06 ・フ1022

浅黄峨

浅黄概

首

土師甕A

1047

チ・艮淡赤蛾竹

浅黄笹首

粘良

粘良

創良

粘良

遺存手怯

2/3 体内へ
ラナデ?

2/3 体内へ
ラナデ

1023 P此22

に】18.0

底 7.6

士師鉢A

」Ⅷ1 鉾A

上師鉢A

チ

士師甍A

1048

淡控

にぶい

員艦

浅員符

浅黄椎

1024

1025

チ

1萬 5.3

愉寺

炭化物
つかな
い

炭化物
つかな
い

炭化物
つかな
い

上師甕A

1049

浅黄掛首

016.0 粘良

粘良

粘良

U5 体内土
ヘラナ

デ・体
内下ケ
ズリ

U5 体外下
ケズリ・

体内ハ
ケ

4/5 体内ナ

底 4.0

チ・」正・
英

チ・長・
英

チ・長

上師預AI1050

1051 N019 上馴支脚
鳳コ

1111

上製支脚1052 N021
昏「

nrl

上製下づく1053 N015
品ね上{響

1054 S1112(5〕上製手づく
品ね士僻B

上師爽A

2/3 脚外ミ
ガキ・

脚内ナ
デ

4/5 内熱・
脚外ハ
ケ・脚
内ナデ

V4 内外ミ
ガキ

3/5 休外ミ
ガキ・
休内ナ
デ

2/5 休内ナ
丁

V6 体内へ
ラナデ

1026

1二nf 壷CI

士伽解台

L114.0

.-8.6

炭化物
つかな
い

剥落激
しい

1寓 7.2

1027 NQ9

淡樫

ヒ師隻A

城 7.4 チ・長 1県褐

浅黄按

浅典控

或位維

灰白

1028 N09

"

士師甕AI

上師鄭A2

r】14.3

脚18.6

底 7.0 チ・長浅黄控

浅黄笹料略完休内ナ

1071

体内 L
炭化物

1029

首

粘良

チ

1018と
司個
休か

2/3 休内ナ

門 25 内熱

"・ 14 内里

丁

チ

底
(13.6)

艮12 4
叫1 5.6

長11.5
幅 5.6

1030 NQI0

S 181(5) (本文114 ・図版123)

士師島杯A 口19.21055 床而

上師●C41056 トレソチ
Ⅳb用

1057 NQ6 上帥価A2
?

上師聾A41058 015.0

士師甕AI1059 016.4

土師郷A21060 015.8

士師甕A2

012.0

炭化物
つかな
い

炭化物
つかな
い

炭化物
つかな
い

炭化物
つかな
い

炭化物
つかな
い

剥落激
しい

浅黄控

談樫

つ'

士師価?

士師価AI

士師価

013.4

1031 Pid28

チ・長淡樫許ν8

浅苗控酋略完チ

浅寅笹酋略完

浅英W 竹 2/3

チ・長淡黄控苛略完

上師饗A2

上師甕A2

竹

チ・」足

チ・長

1032 N04

2/5 休内ナ

苛

丁

015.4

ν8 内1!.1

ν8 脚内外
ミガキ

のち赤

ν3 体内ナ
丁

ν12 休内ナ
ーワ

苛

極

浅莢梼

1033

チ

016.6

ν3 休内ナ

長12.8
幅 4.4

ナ

1021と
詞佃

士師甕A4

士師価A2

士師価A2

士師甕A'

士師甕AI

士師甕AI

In5.0

チ・英淡赤控

1034 NQ2

チ

休内ハ
ケ

浅黄笹普

淡赤笹前

幻13.0

丁

、

1035 Pit22

1036 N08

チ・英・
CI?
^

粘良・
砂質強
い

チ・長

チ・艮・
英

チ・艮

チ・長

Ⅳb胴

カマド付
近

古墳前
期

S Π 7(5)(本文115.図版124.125)

士師杯D 014.8
高 6.2

013.6

1061

017.8

チ・英灰白

チ・長浅黄樫

にぶい

黄艦

にぶい
樫

樫

減儘

惟

灰白

普

015.2

体内上
炭化物

朕化物
つかな
い

炭化物
つかな
い

1037

1038

淡赤怖チ・長

灰'1チ

チ・長排

チ・長液赤接

チ・英!県褐

にぶいチ

笹

チ・長浅黄怜

015.8

V6

に';い
黄憧

020.6

SK 78⑤ (本文1]4 ・図版123)

士師鄭A21062 Π16.4

休内ナ
ー?

裾部に
2条の
沈線

士師支脚

18

N09

1039

「】15.4

020.8

チ

18 体内ナ

上師甕AI

上師甥A2

上師甕A2

017.2

1040 N011 普

S Π8⑤(木文115・図版123)

士師高杯脚脚10.01備3

B

16 内!!1

112 内外ナ
ナ

ν4

017.2

現存艮
5.5

帆 4.2

16

7

内!具・
体外下
ケズリ

2/3

体内上
炭化物

劉落撤
しい

口内炭
化物

剥落激
しい

剥落激
しい

ν8 休内へ
ヲナデ

268

018.8

017.2

に';い

橿

に';い

黄艦

灰白

にε;い
黄極

淡樫

チ・長

粘良

士師甕A4

にぶい普ν8
樫

にぶい"ν6
燈

控 酋醐完

V8

ν6

V8 体内へ
ラナデ

ν8 体内ハ
ケ

1 12

1備4

チ・長

チ

015.6

VI0

ν10

剥落激
しい

劉落激
しい

1065

017.6

曽醐完

チ

ち・ 1を

体内ハ
ケ

上師

1価6

チ・長・
英

高杯脚
A

にぶい普
笹

炭化物
つかな
い

V8

V12

1067

士師壷A

士飢壷

チ

淡樫

1068 N0 1

休内ハ
ケ

体内ナν8

2/5 仏内ナ

没黄格普

酋

チ

1069

士師甕AI

上師甕AI

ν4

丁

丁

1070

底 7.4

炭化物
つかな

体内上
炭化物

灰白

体内ハ
ケ

粘良

、
、
・
ナ

外
キ
内

体
ガ
休
デ

普
普

・
、
、
・
ナ

外
キ
内

体
ガ
休
デ

控
綬

"
許

告
暫

門
酋

酋
晋

川
外
キ
内
吼

、
、
.

内
脚
ガ
脚
ケ
内0

53

佐
酋11許

"
酋

上
物
物
な

内
化
化
か

体
炭
炭
つ
い

雲
英

チ
チ

普
普
哲

首
普

兜
兜
接

片
"

昔
酋

"
"

酋
普

静
普
苛
普
苛
酋



吊号

1073

地点

N017

N041074

1075

1076

衝別

士師

士師

上師

士師

土師

器机

杯BI

杯BI

杯BI

鉢Bか
D

鉾D107フ

法丑胎士

010.8 チ
高 4.6

口M.8 チ・英

019.8 チ

チ・長・
英

021.8 粘良

1078 N07

1079 N010

土師鉢B

色調

黄樫

灰白

浅黄匿

灰白

1080 N07

焼成遺存手法

ν2 内蝋

ν6 内熱

ν6 内黒

4/5 内熱

曽 V4 内黙

土師銚B

1081

1082

012.2

高12.2

恂東剛

士怖鉢C 015.0 チ
盛 3.8
窃10 2

士師高市FA 口16.4 チ・長

上伽高杯脚脚10.8 チ・長
B

:Ln"闘杯脚脚Ⅱ.8 粘良
A

し師卓C3 1コ11.2 チ・長

し帥甕A3 「】15.8 粘良・
砂質強
L、

上n'贇A3 0148 チ・長

士師甕A4 016.0 チ.R

1・帥甕A4 チ016.2

1083 北東隅

010.0

区 3.6

チ・」正・
英

鞁良

にぶい

惟

惟

1084

備考

1085

番号地点

1111 MQ7 ・煙
道

Π12 NQ8

1086

灰白

曽 3/4

1087

褐灰

竹

972 と
同一個
体か

剥落激
しい

剥落激
しい

剥落激
しい

1果色処
理,しな
い

煕色処
理しな
い

内1貝

10朋 N04

新別

土師

U4
下2 3

H玲

灰白

にぶい
樫

淡黄匿

許

器肌

高杯

1089 NQI

12

土師甕B2

士師饗A2

11N N011

法量

2/5

略尤

ν8

ν6

ν8

1090

1091

に':い

褐

笹

曽

内!旦

脚内外
ナチ

脚内外
ミガキ

内外ミ
ガキ

胎士

チ・長

北東隅

土師饗A3

1115 NOH

015.8

チ・長黄燈

1092 N05

士師甍A4

色調

にぶい
怪

015.4

b師聾A4

上師郷A2

H16 NQ5

淡英"

排

別

チ

1093

1094

1095

1096

016.0
底 6.0

焼成

芥

!、】 19.2

チ・長・
英

土師委A3

黄ν3 体内ナ
つ、

門ν6

H _上ν6 体内上
、下2/5 ナデ・
体内下
ノ、ケ

酋 U5 休内ハ
ケ

1117

にぶい曽
糧

淡枇竹

遺存

2/5

表

士伽饗A2

019 6

底 7.4

休外煤

剥落融
しい

体内士
炭化物

剥落激
しい

侠化物
つかな
い

に';い

怖

カマド付士師姫A3
近

士師甕A4

018.8

「114 8

U18

チ・長談惟

士師隻A3

手訟

内!醍.
脚内ナ
デ

内ミガ
キ

土師甕A3

」_仙1 聾A3

印'突A2

ト師饗AN02

チ

昔 4/5 内"1・

020.0 粘良

チ

チ・長

1119

2/3

備゛

チ

017.8

Π20 N06

浅黄雄

017.0

戎"按

淡赤"

1097

「】17.8

仰17.0

1コ 17.6

jχ 6 6

チ

休内 1:
炭化物

炭化物
つかな
い

1121

U22

"

1仭8 北東隅

士師甕A3

士姉価A2

015.6

燈

チ

ν3

チ・長

チ・長

チ

チ

惟

ν2

2/3

[】

U5.8)

N06 ・ N04
.カマト

付近

1099 NQ9

1100 北東隅

1101

1102 NQ9

11船 N09

休内上
ノ、ウ'.

体内下
ナテ

休内ハ
ケ

にぶい竹
樫

憧チ

首

上伽隻A

ヒ師饗AI

1123

炭化物
つかな
い

浅黄匿

戎黄投

浅黄怖

淡惟

門

士師甕

上師饗A

18

にε;い"チ

黄笹

白色粒褐 許

長・チ明褐灰"

休内ナ
プ

LI

a5 2)

020.8

015.8

底 5.3
高18.8

1124 N08

炭化物
つかな
い

剥落散
しい

18

炭化物
つかな
い

炭化物
つかな
い

14

体内ナ
プ

士師価AI

七師価B

1二化"価

上師餓AI

ヒ師価A

knli ●AI

庇 7.4

Ⅱ25 N011

昔

上師饗A

上師饗A

炭化物
つかな
い

炭化物
つかな
い

剥落散
しい

侠化物
つかな
、、

体内ハ

018.0

飯 7.4

017.6

1126

チ・長

白色救

1104 N01

ν2ι休内ナ

H27 N012

020.4

底 6.5

土師壷AI

」_n三壺E

1】器磨石

底 8.6

底 7.5

浅黄惟

1105 N014

休外下
ケズ小

体内上
ノ、ケ'.

体内下
ヘラナ

デ

V12

V6

ワ、

枇

浅黄惟

チ

に';い

椛

にぶい

惟

淡怪

啓

浅莢糧

惟

浅黄倍

1106 NQ17

チ・良にぶい不 35
英椛

チ.長・に';い良 2/5
控英

木 V6チ・長排

i戈黄控不 112チ

炭化物
つかな
い

炭化物
つかな
い

休内ハ
ケ

休内ハ
ケ

SΠ13⑤ (本文116 ・図版127~13の

須恵商杯 016.41128

士師杯A21129 N072

024.8

チ

チ

チ・ R

チ・長

休内上
ノ、ウ'.

体内下
ケズリ

1コ17.6

1107

士師壷AI

士製支脚

底13.2

浅黄樫普

1 12

45

017.6

飯 8.フ
高31.8

017.0

H08 NQ4

チ・長灰白

仏内ハ
ケ

,コ

"ι1

現存長
12.2

儒12.6
厚 3.5

飯内炭
化物

価の可
徒性あ
"

休内ハ
ケ

侠化物
つかな
い

4/5

士製支脚

1109 N04

Ⅱ30 N072

チ

^

11n

体内ナ
プ

炭化物
つかな
い

底内炭
化物

炭化物
うかな
い

剰落激
しい

古墳駒

安山刷

休内ハ
ケ

仏内ナ

2/5

現存長
9.4

,岳 4.1

現存艮
8.6

帆 3.5

現存長
フ.0

幅 3.8

現存長
5.8

幅 4.3

.^

/C

士製支脚

白色粒

チ・長

1131 N075

ν12

V4

2/3

にし

1酢 1

S 116⑤

1110 N09

ナ

上製支脚

士師杯A2

269

H32

rl

110

015.6
'ι 6.6

チ・長

如燧激
しい

制落激
しい

体外煤
付着

土師杯A4

!"{!中ケ・
白色粒

粘良

普 13

竹略完

1133

(木文116 ・図版126 ・ 127)

↓飾高杯 018.0

BI

休内外
ミガキ

014.2

高 5.8

チ

黄怪

1134 Pit l

Π35 N026

し帥杯A.

淡黄

浅"笹

休内ハ
ケ

軸良014.5

粘良

首略完

チ

捻

士師杯D

士師杯D

士師杯B?

士師鉢Bか
D

上師高杯
BI

士師高杯D

土師高杯脚
A

1136

木ν6 体外下
ケズリ

普 9/10 !!1色処
理しな
い

酋 9/10 !熊色処
即しな
い

"ν6 !11色処
則しな
い

門 V6 川色処
理しな
い

4/5 内1皿

ν6 内!1↓

V6

略完

ν8 内煕

V8 内鼎

3/4 内!11

1137 N065

015.6
τ:' 4.5

浅英笹

黄惟

告略完

1138 N03

1139

014.6 チ

高 5.2

015.6 粘良

013.8 チ・長

軸良

015.0 粘良

023.6 チ・長

脚11.8 英・砂
粒多く
含む

チ・長

紡良

灰白

普略完

チ・英浅黄樫

灰白

1140 N071

にぶい皆

黄枇

浅黄控皆

にぶい杵

蛾

怖

にぶい曽
椎

浅黄椿

控

普

H41 N037

ν6 内煕

上師 高杯脚
A

1142 N035

士師高杯E

1143

士師饗A2

知落激
しい

制落散
しい

に';い

惟

士師甕A2

上
ナ
休
ケ

内
ラ
.
下
リ

体
へ
デ
内
ズ

L
物
可
あ

内
化
の
竹

体
炭
隻
能
り

竹
門

普
普
曽

チ
チ

門
許

門
竹

酋
酋

、
.
外
キ
内

脚
ガ
脚
ケ

激
・
前

落
い
墳

制
し
古
期

8
6
6
8

ー
ー
ー
ー

ハ

門
"
"
竹

、
、
・
ナ

外
キ
内

脚
ガ
脚
デ

丹
普
首
竹

普
普

H
 
H
 
H

ψ
怖

N
 
丹

仙
W

ψ
地

笹
赤



遺物観察表

番号地点

1144 N069

1145 N036

飢別譽極

士師甕AI

士師甕AI

上師鄭AI

土nh 甕AI

1146

1147 N069

焼成遺存胎士 手庄色調 餉考

休内へチ・長 休内上普 V12に';い

赤控 炭化物ラナデ

体内上休内ハ首ν12に';い014.8 チ

炭化物匿 ケ

首上45 休内上休内へ014.0 に';いチ

底 5.5 炭化物下14盛 ラナデ

淡椛 炭化物昔 18 体内ナ016.8 チ

つかなブ、

い

普 18 休内ナ炭化物018.2 チ に';い

笹 つかな丁

い

粘良 旦、 炭化物休内ナ酋 124f:1

(16.8) つかな丁

い

1コ16.8 チ・央淡赤枇酋上ν4 体内へ桜化物
下2/3 ラナチうかな

い

淡惟 炭化物苛ν8 休内ハ019.6 チ

つかなケ

い

炭化物1コ19.6 チ・長浅貞笹 休内ハ酋 112
つかむケ

い

浅英笹 炭化物休内ハ普018.0 チ 35
ケ つかな

い

淡惟告 110 体内ナ炭化物017.6 チ

デ?つかな
L 、・ 1ι」
而剥幣
激しい

長淡権 炭化物ν4門021.6 チ

つかな
王、.ト1,
而蜘落
散しい

1無 7.5 チ・」埴隆 体内ハ2/3 炭化物H

つかなケ

い

底8.2 チ 褐灰凹 18 休内ナ炭化物
つかな丁

い

1ミ 6.2 チ・央浅典接 休内ナ 仏内下14

侠化物丁

飯 7.8 チ・R 浅&笹 休内ナ 炭化物45
ゲ? つかな

い・11

52と同
佃仏
か

1駈 6.2 チ 浅員控 休内ハ古 炭化物16

ケ つかな
い

1長 8.0 チ・長 門 13 体内ナ炭化物に';い
雄 デ?つかな

い・劉
落激し
τ1

上長6.9 チ 黄符門 23 内ハケ尿化物
つかな
い

飯110 チ・」正淡控門 14 内ナデ炭化物
つかな
い・1155
と同
個休か

門 45 炭化物
ウかな
い U

墳市1瑚

普笹 炭化物23

つかな
い

姻落激
しい

11娼

怯挺

014.8

1149

セ師壷C

須忠爽

1201 Π f-1V b 士n"
柳

1202 Ⅷj 上師

上師甕A2

1150 NQ50

地■囲懋"
廸田■
"§卯冊囲 外煤

体内ハ詐 仏内下23

ケのち 炭化物 1209
ナデ

回■御一如 士師甕A2

上師甕A3

1151 NQ12

1212
1172 N067

P400{5〕士師甕A2

4/5 "則

V4 山処

V6 内!1、、

ν8 F11!」.、

1152

1:師甕AI

1173 N070

016.4 粘良

脚11.4 チ

上師鹿A2

1153 N012

1203

Π20 4

1154 N028

し師甕A2

所号

1174

土師価AI

高杯脚
A

士師饗A2

チ

1155 N010

地゛

外而煤

1175 N02

1204

士n11 郷A4

270

飢別譽杣

士師価AI

上師価A2

上師価AI

島杯脚脚12.0 チ・長典格
A

Ⅱ76 N069

1156 N010

Ⅳb胴

1205

土帥郷A3

117フ

1213 1」-1V胴士n而甕A2

ν6 内如

3/5 内熱
脚内ハ
ケ

4/5 内!熊

4/5 内!1.1
脚内ナ
デ

4/5 内!!1
脚内ハ
ケ

Ⅱ57 N064

1178 N035

1179 NQ14

1180 N056

1181 N060

法量

021.2

し師価A2
ウ

士師短?

士師高杯か
器・台

土製支脚
区1

ι井↓

上製支脚
r.1

1」1】

上製支脚

枇

淡雄

021.6
底10.5
高21.0

022.6
底12.0

土帥甕A

1158 NQ73

上師壷AI

上師壷AI

土師壷AI

師饗C

胎士

チ・長
央

チ026.8
底11.0
高25.0

023.6

1159 N012

酋

上師甕A

1206

色訓

浅黄樫

灰白

褐灰

チ・長 la

口内炭
化物

炭化物
つかな
い

仏内上
炭化物

桜化物
つかな
い

休内侠
化物

炭化物
つかな
い

炭化物
つかな
い

炭化物
つかな
い

士師饗A

士師甕A

ν4

チ・英にぶい
褐

チ・長・灰白
英

休内へ
ラナデ

竹 V6チ・」王格

チ・央淡笹皆略完

浅位接普 V8チ

チ・長浅黄樫"略完

チ・英浅黄燈仟醐完

チ・長・ 1a 許略完
央

1160 N012

淡繊

包含層・その他(古墳時代後期)休文Ⅱ7・図脚31133)

1185 1・Ⅱab 牙i愆杯G蓋口12.8 軒i良灰内良 V6 頂外ケ天上内
一Ⅳb" 搾靴ズリ

Ⅱ舗Ⅳb1酔牙1愆杯H織口14.8 耕良灰 良ν10 m外帯口端床
状ケズ減
リ

H87 VⅡ」 牙i忠杯H身 長 良 16 休外1 口端鼎灰1コ14.0

ロクロ誠
ケズ J

1207

酋

不 2/3

H61 N076

11

1非1

手怯

体内ナ
ナ

仏内へ
ヲナデ

長10.5
曽 6.0

長10.2
帆 4.4

現存長
10.8

巾 4.2

020.6 チ・長浅黄憧"

笹016.4 チ 凹

灰白皆016.0 チ

黄控チ

【1b-1Vb
舸

1208

士師甕A

外平行
タタキ

のち力
キメ・

内同.L

体内ハ
ケ

備寺

休内へ
ラ十デ

1162 N011

門

背

し伽饗A

1163 N09

卯縢激
しい

017.6 チ・長

1188

1189

剥幣撤
しい

剥潮激
しい

占墳'
瑚

体内へ
ラナデ

休内ハ
ケ

士帥甕A

kn"甕A3

休内ハ
ケ

Ⅳ且一Ⅳ b

肋

3/4

1164

1190

1191

1192

士師鄭A

門

VC-v a
層

須忠朴H身

牙i忠杯H身

015.0

飯 8.0
11ι 10.5

015.8

普

士師甕A4

V6 休内ナ

Ⅳa Ⅳ',

Ⅱ b一Ⅳb
層

1165

体内へ
ラナデ

1193

土師甕A3

1211

士師饗A

須忠短數壷

刻L恢短蚊1壷

須忠凪

士伽杯D

上n"杯BI

上帥杯BI

七飾杯C

に114.0

010.4

Jui 4.0

2/3 内外ミ
ガキ

休内ハ
ケ

休内外
ミガキ

35 休内へ
ラナデ

ν3 体"ハ
ケ

1194

1166

丁

1195

1196

上師甕A

励良

長

018.8 チ・長浅黄樫 4/5
底 7.6
1断17.8

C116.0 チ・長に';い曽 V8
控

017.6 チ・長黄儘背略完
底26.1
11ι 7.フ

017.0 英・長・浅莢燈普 2/3
海針

019.0 チ・長浅寅控普 V4

1167

底60 チ・長黄搾

長 NU

訂 7.4 長 灰 N

1コ16.0 ユ嬰・長灰0 エト

1コ12.0 粘良淡桃片
「1ι 5.1

1コ13.8 チ・長淡1α片
」1' 4.フ

1コ15.8 チ 浅拡控 N

n17.0 粘良・浅黄栓門
砂質弥
、1

1コ20.0粘良"i1壺曽

017.8 粘良灰白酋

1168 N026

1169 N06

Ⅳb 上Aサ

1197 Ⅳヨ

上帥聾A

士師甕?

士師壷

士師壷

底7.2 チ

1198

1170

ν12

2/3

1199

旺8.2 チ・長
'ロ

底9.6 チ・長
英

底8.2 チ

底 6.6 チ・英褐灰

士価11

士師

1171

P'00⑤士師甕A3

Ⅵ d一Ⅳ土師
榊

上帥1200

チ・長控

仏外口
クロケ

ズリ

高杯

AI

"■●F

BI

品杯
BI

島杯脚
B

1'

45

1 12

良
良

峽
灰

、
、
、
.
ナ

外
キ
内

脚
ガ
脚
デ

2ノ

・
粒
含

色
色
皿

白
黒
少
む

舳
普
"

齢
地
加

酋
片

"
酋



極別

1二師

都極

甕A4

1216

上師娩A2

1 宮一
Ⅵa仲1

法益

018.フ

1217

胎土

チ・長

上師広口甕

1218

019.5

1219

色調

にぶい

惟

灰白

ヒル三価AI

チ・英

ⅨC-
Ⅵa胴

1220

023.8

焼成

普

止師餓A2
?

上師価A2

七飾郷A2

f"ち
勾、駐

1221

遺存

ν8

019.6
ιミ 9.8
」拓23.4

チ・長・
工

耕良

I a l

V bi0 1

士師甕A

土師甕

乎注

体内ハ
ケ

哲

1222

浅拭W

ν4

釧考

炭化物
つかな
い

炭化物
つかな
い

021.6

体外ケ
ズリ・

休内へ
ラナデ

休内ナ

談峨

竹

1223

番号

1239

ν8

件 9 10

1224

現存長
フ.5
,1' 4.6
円 2.3

現存長
4.6
11】 4.6

厚 2.フ

長 9.3
劇,1 6.5
J乎.3.5

長 4.6
幅 4.5
1乎 2.1

長 4.6
劇、1 4.4
,y 2.0

長 4.5
帆 4.5
19.2.0

子1寺ち
勾、式

地点

7

XJ一陪峽
1'i料, 1 小

【1」 1V b
A"

1225

炭化物
つかな
い

体内ハ
ケ

1240

新別

土師

末成品

糊飢

壷B2

1226

勒錘Ⅲ

VJ
榊

SK 679('D) (本文125 ・図版135)

1・帥闘杯1241 「】16.0

EI

士師高杯 Π16.41242

EI

士師高杯脚Ⅱ.01243

EI

法盤

013.8

土師

Ⅳb

劫鐸Ⅲ

淡笹

古墳時代前期

SK 660(4D)(本文124 ・図版134)

1227 Ⅵa'EI 1"住n 小斥!壺 K 4 8

B2

十ル,'誓E2 Π18.21228

」_ル1」甕B3 「】15.01229

胎土

チ

チ・長淡控

チ・長浅黄笹

劫坪Ⅲ

1ミフ.4

色調

控

1263 41邑

附石

別

チ・長恰

竹上3/8
下V6

焼成

普

1244

附石

遺有

2/3

劉落激
しい

表

手怯

ロ・体
外ミガ
キ・体
内ナデ

SK 691('0) (本文125 ・図版134)

上n"小剛宣岻 4.81230

BI

淋石

普

1264

1245

士師

チ・英淡控

チ・長にぶい
苗概

チ・長控

伽ぢ

U5

士師甕

榊石

高杯

EI

1246

滑石
小央の
孔に炭
化材

滑右

軸良

チ・」是

チ・長

脚11.5

士n11

1239と
同一佃
体か

016.5

016.5

1231

1247

高杯

EI

政内炭
化物

供化物
つかな
い

チ

チ

士飾

12娼

内外ミ
ガキ

内外ミ
ガキ

SK 690('D) (木文125 ・1剥版134)

し師篇台C 底10.8

し帥'"E2 r】22.2

士師饗C2 016.0

良

小型壷
E

にぶい

黄褐

上帥聾B3

12

土師甍B3

し師鉢A

SK 693('D) (本文126 ・図版135)

上師鉢か小 1茎7.0 チ1249

型空

上帥小型壷底4.8 チ1250
C

士師窃杯C 飯13.2 粘良1251

木

チ・長

曽

1コ10.0

口外ミ
ガキ

14

チ

休内上
ナデ・

体内下
ケズリ

体内ケ
ズリ

休外タ
0 キ・

飯外ケ
ズリ・

休内へ
ラナデ

H

2/3

にぶい"
排

18

許上V4
下ν6

酋 2/3

チ・長

119.2

脚外ミ
ガキ・

脚内」
ナデ・

脚内下
J、ケ

符

017.0

体内へ
ラナテ

底 8.8 チ・長

細熱激
しい

体内下

炭化物

016.4

1ι 9.9

1235

チ・ k

に';い

黄燈

チ・長淡搾

チ・長にぶい
啓

N

U5

45

1236

権

教

1252

U5

し帥甕B3

不

1253

チ・長

チ・長

チ・長

ロ・仏
外ミガ
キ・休
内ナデ

内外ミ
ガキ

18

士師甕CI

土師高杯C
かD

SK 687(4D) (本文125 ・図版134)

士師高杯C1237
かD

1254

チ

1:師甕D

上師甕CI

仏外煤

浅貧樫

仏内ハ
ケ?

チ

[】17.2

儘

灰肉

淡黄

にぶい

員腔

に';い
格

淡控

士師甕CI

・L師甕B3

SD 676('D) (本文126 ・図版135)

・1二師壷BI1255 016.8

炭化物
うかな
い

内外ハ
ケ

チ

剥落激
しい

C】 25.4

チ

4/5

ν10

ν10

1238

炭化物
つかな
い

014.8

休内へ
ラ十デ

体内ハ
ケ

柳内外
ミガキ

剥落撤
しい

炭化物
つかな
い

炭化物
つかな
い

チ・長

訂15.2

チ・呈灰黄褐

SK 678(.D) (本文126 ・図版135)

士師躯 010.81256
r' 3.6

内外ミ
ガキ

内外ミ
ガキ

杯内外
・脚外
ミガキ
・脚内
ナチ

体内ナ

透かし
四方

021.2

上師銚

底 8.フ

にぶい

控

酋

チ・長灰白竹

浅黄控普

休内ハ
ケ

16

チ

,タ

炭化物
つかな
い

炭化物
つかな
い

門

体内ナ
ナ

SK 682('D)

1257 4層

チ

灰白昔

にぶい普
褐

にぶい曽

褐

にぶい普
燈

艦 普

ν8

V12

剥落激
しい

口外ハ
ケのち
ミガキ

にぶい

儘

チ・長

2/3

丁

チ・長

(本文126 ・図版136)

土師郷B3 020.0

1258

炭化物
つかな
い

体内ハ
ケ

航

にぶい

褐

灰

1259

3/5

チ・長淡蛾

2胴

酋

酋

知新激
しい

上師郷B3

上師甕E

V3

V4

透かし
四力

12印

1261

H 略完

チ・長・
r

剥淋激
しい

』冨

1262

019.0

高20.4

、
・
ナ

外
キ
内

体
ガ
体
デ

地
怖

、
・
ナ

外
キ
内

脚
ガ
脚
デ

ψ
貼

壷

、
.
ナ

外
キ
内

脚
ガ
脚
デ

士休
q

ナ

内

内休
デ
体
ケ

ナ内休
デ囲
囲
■

.

枇

惟
淡長

人チ
長
チ

チ412仁

沈
布

ヘ
ガ
ち
・
ナ

外
ミ
の
彰
内

休
ラ
キ
ホ
体
デ

、
.
ナ

外
キ
内

脚
ガ
脚
デ

ミ
.
ケ
.
ナ

外
キ
外
り
内

休
ガ
底
ズ
休
デ

■
哩

臼
仟
片

褐
樫
淡

W
 
貼
貼

許
門
山
地

片
竹
酋

酋
教
首

山
 
W
 
布



遺物観察表

SX 671('D)

番号地点

1265

(木文126 ・図版136)

飢別部郁漲址

上師小型電
A

1266

1267

士師甕E

SX 673(4D) (木文127 ・図版137)

土師高杯か底14.21268
器台

上師甕CI

脚内ナ
デ・脚
外・杯
内ミガ
キのち
*彩

胎士

015.6

チ

色調

灰白

1コ19.4

チ・長浅黄控

焼成遺存

苛ν12

チ

手法

内外ミ
ガキの

・E師隻C4

曽ν12

にぷい

黄控

痢考

士師郷C4

番号

1285

告ν10 休内ナ

チ・長浅黄控

015.8

士師饗C4

地点

1286

尿化物
つかな
い

炭化物
つかな
い

016.8

丁

チ

駈別粋飢

土師甕B3

士師甕

笥

上n"郷B3

SX 662('D) (本文128 ・図版138)

士師高杯C 口20.01287

士師鄭F 016.01288

016.2

底 5.1
r●24.1

チ・長戎黄控

淡赤憧

38 脚外ミ
ガキの
ち'彩・
脚内ナ
デ

休内ナ
ワ"

蜘落激
しい

チ・ R

怯扱

口知.0

苛

ν8

018.3

ι長 5.6

SX 672(4D) (本文127 ・図版137)

k師甕B31274 nM.3

b師聾B3

18

浅黄控

黄擡

胎士

チ・長

チ・長・
英

門

簸 6.0

1303

SX 664

1289

チ・長

16 体内ナ

体内外
ナチ

普

色調

浅黄笹

にぷい

黄燈

炭化物
つかな
い

炭化物
つかな
い

炭化物
つかな
い

1275

020.0

淡赤侍

35

T

剰荒激
しい

剥捲激
しい

蜘幣激
しい

炭化物
つかな

1290

(本文128 ・図版139)

士師麺B2 019.0

体内上
ヘラナ

デ・休
内下ハ
ケ

休内上
ナデ・

休内下
,、ケ'・

休外下
ケズリ

チ・長

苛上ν6
下V4

V8

SX 670('D) (本1τ127 ・図版138)

士師甕B2 r117.01276

士師郷C2 1コ19.6127フ

士師

SX 683(4D) (本文128 ・図版139)

士師郷C4 0171291

」_師聾

に';い

典樫

手訟

1304

チ

"

ヒ師饗B3

器台B
かC

チ・長灰白

備北

剥落激
しい

炭化物
つかな
い

激"囲囲"
■^

背

体内ナ
ナ

休杓下
炭化物

チ

底 5.1

ν8

チ・長

SX 661(.D) (木文128 ・図版139)

L師甕B3 r113.01292

し●"甕B3 016 51293

上師甕F L115.41294

士師甕 底 3.01295

士飾甕1296

1278

チ・」王

014.0

チ

に';い
極

1305

侠化物
つかな
い・内
而剰港
激しい

灰褐

チ

2/3

1279

にぶい

黄椿

竹

L師饗

土師写台C?

士師小型壷
E

土師甍C3

士師甕C3

セクショ
ソペルト

Ⅵb駒

18

§乳'■匪f川勝

脚15.8

N

普

チ

SX 686('D) (木文127 ・図版1開)

士師甕F1280 019.8

飯
( 6.0)

休内ナ

1306

V4

35

丁

士伽郷F

チ

灰由

休内へ
ラナデ

チ

灰白

にぶい

員匿

炭化物
つかな
い

炭化物
つかな
い

体内ハ
ケ

浅黄控良

炭化物
つかな
い

チ・長

休内へ
ラナデ

普

脚 6.8 チ・英灰白

14

1297

チ

SX 669('D) (本文127・図版1開)

士師甕BI1281 017.0

符

浅敗憧筈チ

010.4 粘艮褐灰菩

016.5 チ・長浅黄樫善

016.6 チ・長灰白昔

18

13

チ

ν2

浅黄笹艸上3/5 休内ナ
下ν3 デ

浅黄儘杵ν8

灰白村ν6 体内ナ
丁

淡儘許ν2 休内へ
ラナデ

浅黄控門ν4 休内へ
ラナデ

仏内へ
ラナデ

体内上
ナデ・

体内 F
,、ケ

H

SX 663(4D)

1298 Ⅵb凧

チ

劉落撤
しい

休内下
炭化物

45

SX 668('D) (木文127 ・図版138)

士師挺CI1282 017.4

上師甥

休内上
・口内
炭化物

チ

浅黄儘倍

背

チ

チ

2/3

(本文128 ・図版139)

上師奄F1 Π19.ι

SX 666(4D) (本文127 ・図版1開)

士師甕BI1283 011.8

炭化物
つかな
い・剥
落激し
い

剥落激
しい

浅黄掛

SD 289('E) (本文129 ・図版139)

士師島杯C1299
かD

16

休内小
侠化物

剥熱激
しい

「】内炭
化物

休内下
炭化物

炭化物
つかな
い・12

93と同
一佃休
か

炭化物
つかな
い

透かし
四方

哲

13 脚内ナ
デ・脚
外ミガ
キのち
赤彩

SX 665(4D) (本文128 ・図版1聞)

士師壷CI 012.01284

上
V12
下ν4

チ

にぶい

黄接

4/5

体内下
ケズリ

浅黄控

門

チ

休内下
炭化物
・休内
上剥怖
激しい

SK 337(胆〕 (本7k129 ・図版139)

t師高杯E1300

ν3

チ

272

曽

灰0

透かし
四力

仏内へ
ラナデ

ν8

浅黄樫

チ

"

普

4/5

SD 352(佃 (本文129 ・図版140)

士師高杯1301 010.8

CI

チ

矧落激
しい

浅黄橿

1/8

頸外ミ
ガキ・
口内ミ
ガキの

ち赤彩

12

灰白

粘良

曽 ν8

杵

にぶい
赤橿

2/3

チ・艮

普

彩
ナ
赤
内
ち
体
デ

、
、
ナ

外
キ
内

脚
ガ
脚
デ

首
"

ミ
の
ナ
ナ

"
*
彬
"

一
脚
ガ
ぢ
脚
デ

焼
哲
苛

翁
W
 
加



番号

1307

地点 斯別

土師

1308

器極

甕C3

1309

法●

1310

1311

士師甕B3

土師甕B3

胎士

チ・艮

SK 298(4E) (本文129 ・図版14の

士師壷E】 019.8

」_nf 壷E2 022.0

色調

淡惟

士師饗B3

上伽畳F

017.4

口

(15.5)

焼戚

筈

チ

遺存

18

013.0

018.6

チ

にぶい
莢橿

淡極

手法

SK 314(.を) (本文129 ・図版140)

上壺11 小型'

チ・長

チ

苛略完

普ν12

備考

休内上
口内尿
化物・
剥落激
しい

知落激
しい

炭化物
つかな
い

1314

浅黄控

灰白

丞号

1334

1315

体内ハ
ケ

チ・長

チ・艮

地点

ν8

ν8

SK 435('E) (本文129 ・図版140)

土師壷EI 「116.6】316

士師甕G 017.41317

士師甕B3 020.01318

極別

上師

1335

1336

1337

1338

土帥壷B2

1364

器種

甕F

V6士師甕B2

制落激
しい

18

粘良

法量

脚 7.フ

18

口巧.6

士師甕B3

上師甕B2

上師甕B3

士師隻G

18

1339

に';い
啓

胎上

チ

チ・」王

SK 418('E) (木文130 ・図版140)

士師壷BI 015 81319

剣落激
しい

剥落激
しい

"

色調

黄儘

015.0

015 8

015.8

017.5

口内外
ミガキ

談赤按

4/5

別

士師甕G

SK 304(.E)

Iyo N02

18

14

焼成

凹

チ・長

チ・長

チ・長

長・英・
雲・砂

質強い

長・英・
モ・砂
質強い

チ

体外ミ
ガキ・

体内へ
ラナデ

竹

SK 420('E) (本文130 ・図版140)

1二仙li 島杯C 底15.01320
?

遺存

2/5

士師甕C2

表

16

チ

控

灰白

明褐灰

に';い
褐

赤接

灰内

灰

浅員俊

没黄梼

灰白

灰白

浅黄燈

浅黄概

手塑

体内ナ
ナ

,寓 6.0

チ・長

1341 N01

(木文131・図版14D

上師小型壷口 9.6
1星 2.0D

JH1 8.9

上伽高杯
EI

上師高杯
E2

土郷高杯

EI

士師壷EI 016.2

し師壷C 011.4

017.9

プ

備老

炭化物
つかな
い・1窈
と同

個休か

1342 NQ3

判落激
しい

SD 311('E)(本文130 ・図版141)

炭化物
つかな
い

炭化物
つかな
い

炭化物
つかな
い

25

1343

1321

13

チ・長

1344

1/4

剰落激
しい

剥落識
しい

炭化物
つかな
い

1322

曹

1345

口外ハ
ケ

に';い

惟

体内ハ
ケ

2/3 休内ナ

士師高杯C

チ・長浅黄極普

1323

SK 305(4E) (本文131・図版142)

上師杯D 014.01346

筈

チ・ k 灰褐

丁

土n",」四ε古?底 3 2

粘良峩菰投凹

長・チ・明黄褐"
'

浅典W "チ

チ・長浅黄控斤

チ・長灰褐酋

休外ミ
ガキ・

休内へ
ラナデ

V8

炭化物
つかな
い・13玲
と例
側仏か

1324

016.0

士師器台B

16

ν12

1/16

ν4

ν12

SK 417 'E

1325

020.6

"

2/3

剥落激
しい

チ

13'フ

1326

14

上師高杯C 脚14.0

内ミガ
キ・外
ナデ

「コ,ト,、
ケ・体
内ナチ

体内ナ

脚15.0

チ・長・
央

チ・長

1327

(本文131・図版142)

士師肌台 「】 8.2 チ

庇 8.0CI
脚11.2

士師商杯か庶16.4 耕良
部台

1348

上師鉢A

上師甕

_1、怖郷B2

剥落激
しい

浅黄轡

背

内外ミ
ガキ

内外ミ
ガキ

内外ミ
ガキ

0外ミ
ガキ

剥落激
しい

1328

1329

粘良

1349

浅英惟

18

H

内外ミ
ガキの
ち赤彩

外ミガ
キのち
赤彩

1コ

(23.0)

底 6.4

チ・長

2/3

1350

18

淡笹

普

1330

黄峨

チ

1351

上師甕B3

土師蝿BI

外佃煤

16

019.8

士師高杯

CI

士師壺EI

上師壷

石篇砥石

酋

チ

1352

内而剥
落激し
い

普

浅黄枇

灰白

浅黄慢

14

チ・長

浅黄樫凶

ν4

士師聾C2

内,↓

017.0

017.9

脚内ナ
チ・脚
外ハケ

内外ミ
ガキ

体内ナ
ナ

SK 437(4E)(本文131・図版142)

1333

016.0

V24

士師郷B3

士師甕G

士師甕F?

浅黄惟

占墳後
期

チ・長

チ=、

018.0

1353

2/3

14

チ

014.8

門 110 脚外ミ
ガキの
ち'、彩・
脚内ナ

チ・長

チ・長

浅黄儘

啓

3/8

浅黄権普

淡赤控

浅黄極

例褐灰

チ・艮浅黄椛

017.0

剥糊激
しい
透かし

体内下
炭化物

炭化物
つかな
い・内
面剥落
散しい

1354

士師器台B?

015.8

丁

チ・美

16

VI0

ν12

V6

38

012.6

デ

1355

チ

哲

273

体内ナ
ブ

上怖高杯D 脚19.6

1356

135?

チ チ・長浅黄概普ν10

ν4

普ν8

巷ν6

劉落激
しい

剥落激
しい

炭化物
つかな
い

炭化物
つかな
い

蜘落散
しい

体内上
炭化物

炭化物
つかな
い

体内ハ
ケ

チ

飯内ハ
ケ

士師壺EI

土師壷A

士師壷

1358

1359

1360

1361

1362

灰白

普 112

体内ナ
つ'

休内ナ

チ

頁岩

門

体内ナ

45

士師甕A

士帥獅A

士師麺A

土師麺B3

士師饗B3

プ

映褐灰曽 110

チ・艮

脚内ナ
デ・脚
外・受
内外ミ
ガキの
ちホ影

1363

浅員燈曽

浅黄概苛

黄笹"

透かし
四方

019.0

016.6

017.8

015.6

013.1

普
苛
凹
普

筈
普

011

仍
布
伽

岐
長
巾
原

、
、
・
ナ

外
キ
内

脚
ガ
脚
デ

6
 
4
 
5

1
 
4
 
3

1

囲
囲

"
普
普

昔
普
曽

白
艦
憧

灰
淡
談

苛
酋
普
普
普

チ
チ

チ
チ
チ
チ
チ

外
キ
内

脚
ガ
脚
ケ

篝
阿

囲
囲

樫
啓

許
普

"
許
許

山
W
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山



物観察表

岳号

1365

1366

地点 和別

士師

・L師

SD 351('E) (木文132 ・図版143)

士師闘杯 016.0 央1367

EI

士師闘杯1368 チ

EI

上師高杯 チ・央・1369

長EI

軸良上師高杯D1370

し師"琶E2 020.4 チ1371

底5.4 チ・し師鄭1372

詳柳

普

法量

016.4

底 6.4

内而知
濳激し
い

控

灰白

胎土

1422

1423

色調

灰白

灰白

010.8

焼成遺存

ν8
'ーゾ

ν6

SK 436('E)(本文132 ・図版143)

1373

に';い
控

談控

灰内

淡控

淡笹

笹

技黄岳

伽必

1374

内而蜘
落激し
い

1375

番号

1393

士師霊穿fD?

し住f 甕B I
?

ト師壷A

土師壷A

土師壷A

士師壷A

チ

1376

137フ

地点

016.8

1378

1394

1395

1396

脚内ナ
プ

脚内ナ

斯別

士師

劉落激
しい

姻落激
しい

劉落激
しい

剥落激
しい

剥活撤
しい

底内炭
化物

粘良

016.4 耕良

「118.0 罰'社亀

013.6 削良

019.6 チ

1424

織飢

高杯C

丁

1379

1397

怯侃

脚16.0

士師聾B3

上師甕B3

士師郷B3

1380

明褐灰

にぶい

控

淡椎

淡控

淡笹

戎典栫

1398

底内ハ
ケ

胎士

チ・英

SK 353('E) (木文132 ・図版143)

上師聾B31381 訂17 5

士師郷1382

上師壷C

上師心

13的

1400

140!

剥迭激
しい

019.0

012.5

015.6

017.0

土師甕B3

チ

色調

灰由

ν4

ν10

ν8

Jn"壷FI

土卸壷F2

土師!豊EI

上n"甕C2

土帥甕B3

士師甕E

士師甕E

士帥甕G

チ

チ・」乏

チ・ R

チ

内外ミ
ガキ

焼成

背

Π14.0

1402

016.2

遺存

ν12

1383

灰白

浅伎概

浅黄恰

18

1 12

チ

手怯

劉港激
しい

剥幣激
しい

仁1

Q6.0)

013.8

019.0

012.0

チ

SK 284('E) (木文132 ・図版143)

し師辯台C1384

しn11 解台B1385

背

M03

チ

」卸抑G

浅典控

灰白

飾゛

1/4

ν3

14

16

脚18.0

1404

チ・ R

士師鉢A

灰白

休外ミ
ガキ・
顕内ナ
デ

内外ミ
ガキ

1405

1内炭
化物

休内士
炭化物
・内而
知落激
しい

剛褐灰

灰白

淡儘

浅抗控

拡格

明褐峽

浅拡格

酋 110

チ・ H

チ・長

上n11 鉢?

_トnh ゛ξ

士叩鄭C2

16

SK 344('E) (木文133 ・図島t144)

士nリ艶C2 「120.8M06

'ミ 2.1

口内外
ノ、ケ

休内ハ
ケ

ν2

知落撤
しい

1386

脚内炭
化物

浅貞符

浅黄惟

13鮖と
同一側
仏か

炭化物
つかな
い

体内へ
,ナ丁

チ

1 10

1387

チ・長

脚 7 0

腹 7 3

SK 357(4E) (木1て133 ・図版144)

土師瓣台C1407

V8

ν8

V24

チ

浅黄惟普

13朋

休内上
炭化物

灰白

酋

灰白

チ・ 1正

チ・」正

チ・長

士飢 U型1辺

士師甕B2

士師蝉E

121.8

1408

チ

内而蜘
淋激し
い

休内ナ炭化物
つかな丁

い・1和1
と向
側休か

SK 394(4目 (木文132 ・図版143)

し師郷B313釣 018.0

謡督■撚"
,W紬■■ 1"'"敵
淡控^^

酋

仏内ハ
ケ

耕良

0内し
炭化物

尿化物
つかな

ν2 休内ナ

チ

SK 358('E) (本文B3・図版144)

土n"解台B I:123.61409

土師"BI1410 012.8

浅貧惟

戎黄控

Π

(13.8)

013.8

脚外ミ
ガキの

ち赤彩
・脚内
,、ケ

015.4

チ

丁

し帥゛E

外ミガ
キ

赫良

チ

SK 359(4E) (木文132 ・図版143)

上師器台B 脚13.21390

015.0 チ

V8

3/8

ν】6

ν6

チ

剥遂激
しい

透かし
/j?

灰則^^

に』;い
黄格

談格

1411

1コ20.0

粘良

外ミガ
キのち
後赤彩
・脚内
ナデ

内外ミ
ガキ

剥落激
しい

剰港激
しい

内而剥
落激し
い

SK 279('E)(本文133.図版144)

1391 上師部台

C2

SK 265(4E) (本文ly ・図版144 ・ 145)

上m1 揣台1ι12 ロフ.8 チ

闇 6.6C2
仙112.2

に』;い
樫

チ・長灰血

格

ν12

V6

2/5

竹

浅黄枇竹

灰白普

士帥

チ

竹

小型'
A

4/5

浅員控

"ν10

1392

体内ナ

脚内ナ
ナ

011.8

底 2.4

劉落激
しい

炭化物
つかな
い

フ"

1413

016.2

018.2

灰由

灰白

粘良

背

外1Ⅷ劉
落激し
い

劉落激
しい

チ

MN

V4

灰白

012.8
底18.2

上師器台C?脚M.0

274

ν8

ν4

灰内

上師部台
CI

士伽解台C

1415

削良

門ν10

剥港激
しい

外ミガ
キ

許上VI
、下2 3

1416

に』;い

黄控

浅寅控

08.8

脚外ミ
ガキ

外1折ス
ス・1勾
而剥新
激しい

知落激
しい

士卸器台C

1417

チ・長浅寅憧

脚Ⅱ.2 チ・長灰白

普

門

チ・

1/1
下ν4

2/3

1:住li 排台C

上師僻台C

1418

灰白

脚13.1

脚内ナ
デ・脚
外・受
部ミガ
キのち
赤影

脚凶ハ
ケのち
ナチ・

圖甥・
脚外ミ
ガキの

ちホ彩

告

竹

1419

透かし
四力

チ

ν6

脚 8.8

45

上師高杯D

1420

井

灰白

チ

1/6

1421

?

透かし
四力

士m 高杯C

土師壷EI

チ

外
キ
内

脚
ガ
脚
ケ

、

普
宵
"

チ
チ
チ

普
哲

チ
チ

皆
首

甕
甕

H
門

チ
チ

、
・
ナ

外
キ
内

脚
ガ
脚
デ

門
酋
苛

酋
酋

、
・
ナ

外
キ
内

脚
ガ
脚
デ

片
件

の
赤

、外
キ
内

内
ガ
ち
彩

W
地

普
許
竹

チ
チ

、
・
ナ

外
キ
内

脚
ガ
脚
デ

W
珊

ψ
加
加
都
琉
加

酋
聾
普
許

普
門
苛

曽
"

酋
背
門
門

酋
酋
巧
貼

,
門
地
Ⅲ



吊り

1425

地X、(

M26

1427

何1別

士帥

肌肌

郷BI

1428

土師饗B3

上師甕C2

上帥麺D

法1'

[114.0

1429

胎土

チ・」正

020 0

024.8

し帥甕

色訓

浅凱惟

SK 288(.E) (本又134 ・図版M5 ・146)

ト島f 品杯C I.116.0 チⅡ30

チ・長

チ

Π26.8

焼成

門

45

灰白

にぶい
典栂

浅黄怖

遺存

V3

飯 6.0 チ・長戎員W

チ・長

1431

下訟

V12

16

伽乙

内1市剥
港激し
い

1432

N 1 12

L帥品杯C

rT号

1456

H

M33

Π内ナ
テ・ U

外ハケ

地点

13

Im1 闘杯D

M34

神別

_に●"

1457

_上伽胤台C

炭化物
つかな
い

淡乱

チ

齢柯1

聾B2

N郭

1459

M印

1461

M62

Ⅱ35

灰n

N

払Ⅲ

n15.2

1・nh 搭:hB

チ

士師甕B2

士師甕A2

士帥饗B2

土師甕B3

ナ帥脚B3

1・師甕B3

M36

16

H

Iy;二1:

チ・長

M37

内外ミ
ガキの

ち赤彩

浅鉱惟

1・nⅢゼ記EI

チ・英

2/5

M38

M63

色訓

にぷい

笹

」.115.0

外iⅧ知
幣激し
い

1帥小剛'
D

1帥小甲1"
A

士師郷B3

1"ル1」甕B3

上帥饗B3

N

淡10

1439

別

チ

1、】】6.0

1117.8

1.】 15 0

119.0

1:114.0

M64

18

焼成

門

1コ18.0

1440

1465

N

遺存

U5

表

浅払桁

1,叫i 甕B3

012 8

チ・長

2/3

に';い
扮

浅黄粧

1川褐飯

浅黄恰

灰'1

灰n

透かし
ノ」
段

チ払

M川

1442

M66

1二師聾B3

」_n"磐C4

゛0

士・10
、ド・灰
111

灰内

鼠典褐

チ

16 仏内へ
ラナデ

備七

炭化物
つかな
い・争1
倦激し
い

劉幣激
しい

2/3

020.6

「114.8

M67

チ

ν4

ν10

4/5

4/5

ν8

V8

透かし
/j ・
劉落激
しい

剥落激
しい

チ・長

Id43

N

Π」6.0

1468

In"甕C2

J n'饗C2

土師甕B2

チ

1】】3.4

「島15.フ

016 2

チ・長

18

014.6

14'ι

劉吊激
しい

仏 1 炭
化物

炭化物
つかな
い

知所激
しい

剥淋激
しい

剥落撤
しい

チ・長

チ・ R

Ⅱ69

"外ミ
ガキ

1_hl「甕C I

士nh 饗B3

に';い

出帶

にぶい

員扮

にぶい
払符

チ

に';い
員怖

18

Ⅱ45

1446

M47

・1_n11 聾E

Ⅱ70

Π20.0

Π17.2

1:118 8

チ

紬■■妙'瓣

門

1_n11 郷E

・上nl」甕E

』・帥甕E

・士m 甕H

1_帥郷

ν2

1】20.2

1帥聾F

1帥饗

チ・ k 員怖

技貞椿

M48

Π16.6

内1而剥
幣激し
い

炭化物
つかな
い

仏内ハ
ケ

n9.8

浅凱"

にぶい
惟

淡椎

チ

M的

門

Π18.0

チ

1】]6.0

Id

チ

M50

浅典粧

275

門

1 14.0

011.フ

011.8

士帥甕

士帥聾

:1nn 鄭

仏内ハ
ケ

ν8

ν8

3/8 休"ナ

1474

チ

にぶい

員"

1451

剥幣澱
しい・

村部剌
突

1_帥,'1?

ト価1」甕?

16

チ・ R

炭化物
つかな
い

炭化物
つかな
い

仏内 1
成化物

炭化物
つかな
い

チ

に';い

"

灰内

片

ν8 休内ナ
ワー

ν16 休内ハ
ケ

休内ハ
ケ

ワ、

に';い
員怖

浅払椎

M52

K 5.9

底 5 4

K 5.2

1/24
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針

チ・長
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チ

n14.0
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018.2
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炭化物
つかな
い

炭化物
つかな
い

門

休内ケ
ズリ

Ii"鉢A

ιK 8.0 チ

1長 4.6 央・」立
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1_則」饗
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V12

ν6

チ

にε;い
払椿

灰由
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チ・長
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知新激
しい

炭化物淡怖 仏内ハ門 ν2
つかなケ

い

§劇'■囲1冊
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チ

1476

にぶい

椎

休内」
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内トハ
ケ

惟

休内ケ
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岻"ナ
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底 5.6

チ
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梼
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炭化物
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147フ
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7
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囲
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チ
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門
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チ
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遺物観察表

吊H

1491

地゛

1492

1493

N別

土師

排和

甕B3

1494

1495

上nh 甕B3

止師脚B3

主師甕B2

土nli 郷C2

法」1t

「120.3

Ⅱ96

胎士

チ

1497

1「18.0

に】17 0

色闘

浅員椿

上師甥C2

1498

チ・」ι

チ

Π21.0

」、120.4

焼成

許

士師聾B3

1499

灰凶

伐拡排

淡控

灰白

遺存

ν4

チ・長

チ・長

024.6

し帥甕C2

乎鵡

休内ハ
ケ

1500

U21.0

チ・呈伐黄"

ν12

18

」帥甕C2

餉打

炭化物
つかな
い

C118.6

武 5.0
11●27.3

n6.2

チ・長
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吊号
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上伽聾C2

チ・長荻拡倍

灰内

酋

剥凱激
しい

休内ケ
ズリ
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16 休内ナ

1529
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村

炭化物
つかな
い

炭化物
つかな
い

炭化物
つかな
い

体内下
炭化物

炭化物
つかな
い、劉
熱激し
い

炭化物
つかな
い・14鵠
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側体か

炭化物
つかな
い

斬別

士飢

!_剖」甕B

訂17.2

プ
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船肌

聾

にぶい
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竹
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1」'ψ聾
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1・剖]物
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法量
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体内ハ
ケ
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1、1 15.6
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チ・長浅品怖

胎土

チ・長

門

H
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色訓

浅黄憧
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チ・長枇

1510

1二帥甕B3
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焼戚

前

峽白

浅黄控

浅肌"

灰h

侍

浅黄怜

N

「1]5.3

チ

遣有

2/3
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ラナデ
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ラナデ
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チ

浅黄睡
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ν4

ν8
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"

上帥聾C.

チ

1ニル"壷E

2/3

伽当

炭化物
つかな
い

炭化物
つかな
い

019.0

チ

1_伽抑G

1_n11 鄭G

1二帥鄭F ?

1ル"鄭BI

帥・■

1・飾、ik B I

背

(本文136 ・図散M9)

L帥小剛壷」コ 9.0
1基 2.2B

1,'」 8.8

長・英・
盧・砂
質強い

ν4

「114.0

チ

淡怜

門

1534

にぶい
赤褐

23

!、114.6

チ

恰

門

長・砂
質強い

仏内へ
フナワ」

SK 250('モ) (水でと136 ・図版150)

」:師船台C 脚10.01535

_士師 1拓杯C1536
かD

姻常激
しい

炭化物
つかな
い

炭化物
つかな
い

炭化物
つかな
い

炭化物
つかな
い

「」14.6

"

16

1517

砂質強
い

長・砂
質強い

長・砂
質強い

チ

淡符

門

石都砥石

明冰褐 H

2/5

体内ハ
ケ

11H.0

ν4 体内ナ

1518

18

杯内外
ナデ・

脚外ナ
デ・脚
内ハケ

口内外
ナデ

!典褐

粘良

「115.3

門

に':い

黄控

仏内ハ
ケ

16

1"n11」イ:1B2

げ'1 ゛1BI

ν6

艮22.6
竜'11.6
19 9.4

114.0

門

帳白

"内ハ
ケ・休
内ナデ

Ⅱ内外
ノ、ケ

戎払椿

淡椿

灰

技典椛1 14 0

1 16

1537

チ・ R

H

1538

」コ17.4

チ

3/5

訂14.0

16

1・住n 、講EI

_1_島]」うιtF3

1二師甕

士帥麺

休内ナ
デ・ U

内外・
休外ミ
ガキの

ち赤彩

1539

チ

印'1 壷E2

1二伽1 饗C

チ

門

チ・」正

チ・」÷
, r.

SK 248(4E) (本文136 ・図版150)

トル"綜」杯

EI

上師席杯
EI

土師甕B3

チ

脚外ミ
ガキの

ち*彩
・脚内
ナデ

1火亡!

峽白

知落激
しい

劉落撤
しい

劉幣激
しい

制所激
しい

1二n11 鄭D3

浅黄笹符

城14.0

1【 5.2

IK 5.3

チ

1:」16.4

ν3 休内へ
ラナデ・

体外ハ

砂瑞

チ

1 12

チ

帥■囲
加■■
"■■

015.4

チ

畍"■囲聽.
Hに';い

控 丁

没黄樫■皿

脚内ナ
フ'

チ・ R

体内ハ
ケ・ロ

内外・
仏外ミ
ガキの

ち*彩

12

SK 342(4E) (本文137 ・図版15の

ヒ伽高杯C1543
かD

士師壷E21544

チ

チ

プ

1二伽郷

士師甕

1二制1 奥

士帥甕

許
淡惟

炭化物
つかな
い

折、彩

チ・長

,献"回■
ミ'"'献"■囲

V4 休内ナ

・上を

生生 5.フ

ι罵 6.5

底 6.5

底 6.3

014.8

酋

276

判曙激
しい

制落激
しい

剥落激
しい

炭化物
つかな
い・剥
落激し
い

炭化物
つかな
い・知
落激し
い

剥落散
しい

K内炭
化物

剥落撤
しい

炭化物
つかな

SK 3608(5)(人文137.図版150)

士帥甕D31545 017.4

浅黄惟

18 体内ナ
23

に';い

黄控

チ・」÷
砂質強
、、

チ・長

炭化物
つかな
い

貯

チ

に';い

椎

灰白

戎典控

椿

灰内

35

SK 3648(5) (木文]37 ・図版150)

し師如B31546 024.8

チ・玉を

チ・長

1コ20.6

励冊■
チ・共

松"■■

門

酋・ 13

門 23 仏内ナ
丁

普略完

酋 4/5 体内へ
ラナデ

コ"

020.0

14

SK 3633(5)(本文137.図版15の

土師劉台B1547 昔

炭化物
つかな
い

チ に';い

黄粧

SK 2202(5)(本文137.図版150)

上師鉢A1548

劉落激
しい

剥捲激
しい

、
・
ナ

外
キ
内

体
ガ
体
デ

ナ
脚
ガ
ち

内
.
ミ
の

脚
デ
外
キ

皆
普

普
古

ナ内休
デ

ナ内仏
デ

門
門
門
N

長
よ

チ
チ
チ
チ

瑛
貼

囲
甲

H
 
門

L
物

内仏
プ

31

囲
囲
■

0

竹

1門

入

ガ
ち

、
、
、
の
彩

外
キ
赤

■
囲
厘
囲
哩

囲
囲
囲

囲
囲
囲
囲

N
 
N
 
門

玲
加
Ⅲ

極
淡

H
 
許



吊り

1549

地"● 飢別

1帥

SK 3543(5)(本文137.図版15の

器飢

商朴D

1550

法吼

1551

SK 2193(5) (本文137・図版15の

1_住,き董E2 022.01552

"ム士

チ

上師甕B3

上伽甕B3

門

色調

浅黄"

SK 3992(5)

制1553

焼成遺存

4/5

訂15 0

脚内ナ
デ・脚
外*彩

Π17.2

チ

手訟

内外ナ

長・チ

(本文137・図版15D

1二帥小叩!" 012.0

C1 商12.0

1554

丁

技員粧

褐灰

備当

1555

括

SK

番目

曽士13
下4 5

1556

チ

ν2

134( 5 )

地'4・

3 師1

1二帥小剛・■
B2

上n" 1噺杯
EI

↓帥操B3

士師'BI

1二帥゛そ

」・n11 甕C2

1557

纂

献"■■町1

仏内へ休内1
ラナデ炭化物

16

1578

1558

(本文138 ・図版152)

新別都斯松址

士師亮杯C
かD

チ

1559

K 4.0

1579 31"

1580 3"1

浅典"

,励田囲1州
松如回■ 剥港激

しい

"■■ 剥吊激
しい

加■■ 外而ス
ス

泌"■■1川 1勝卿

SK 2311(5)(本工【1給.図版15D

士帥品杯D 脚1921560

1561 N0 1 1・師 1';」キ1;C
かD

「116.3 チ・ k

H

脚16.0

U15.0 寿'1良

底52 チ・長

017.0 チ・1占
砂質姉
し、

23

土伽

士帥

3/5

包含層・その他(古墳時イ弌月1」期)(本文1錫・図版153~155)

15引Ⅳ」一Ⅵ b 士師器台A
A-

r」外ド・
仏外ハ
ケ.Π

内・休
内ナデ

柵台C
?

甕B3

IM }ニ

軸良

1562 NQ4

別

色朝

時褐

1563

肱1即.0

焼成遺イi

チ

表

・1_化h

し帥

1564 NQ3

にふい

恰

チ

竹 23

Π 9.0

浅員搾竹

にぶい門
員褐

1将朴C
かD

劉厶C

1582

下包、

N

チ

1565 N08

1566 NQ5

1567

Ⅷ d一Ⅵ士師器台A
捫

23

粘良

備七

1二帥豁台C

チ

12

休内へ
ラナデ

1583

灰"門ν3 受内外チ

・脚外
ミガキ

のち*
.、・・ 1吋1
内トナ
デのち
'彩・
脚内 1二
ナプ

判1良 1戈員惟門 23 脚外・
受内外
;ガキ

のち'
彩

灰"門 18 受内外チ

ミガキ

のち'
彩

浅"↓恰門 23 脚"ナチ

7

チ・N 灰n 門 23

士帥

脚内外
ナデ

仏内へ
フナテ

チ

18

23

休、F炭
化物

1568

粘良

14

紬回囲

小型壷

甕B3

甕B3

土師揣台B

1585

1569

1570

戡

チ

0 8.0

脚外ミ
ガキの

ち"、彩

士帥隻F

剥落激
しい

知淋激
しい

剥落激
しい

透かし

N02

1571

十nli 品杯B I:1 9.0

し帥都1分B?脚]3.0

1586

H

014.0

〔115.0

伏内

軸良

Π20.0

12

1572

:}_n11 聾B3

1.剖i 挙

1師'

1帥鉢A

チ

チ・ R

門

妖白

浅員桧

にε;い

員椿

荻苗椿"KⅡ.8 チ・ 1を

チ

SK 2312(5)(本文138.図版152)

_トmi 排台C1573

23

1587

士●1」船台C

ν2

ι基 3.3 チ・長

016.0 チ・長

庭 8.6 粘良

020.8 チ・'を
ιK 2.8

脚外ミ
ガキの

ちみ彩

"内外
ミガキ

門

小型'

C2

14

剥淋激
しい・
透かし
/j

止師

14

14

1588

SK 2110(5) (本文138 ・図版】52)

1二帥器台C 1ミ玲.61574

器台

CI

黄灰

にぶい
帶

控

浅乱椿

XaⅥ削

門

チ

チ

休内ナ
プ

杯内外
・脚外
ミガキ
のち*
彩・脚
内下ナ
デのち
珂、彩

12 体内ナ

「」フ.6

":」 6.0
脚10.フ

竹】4

普 16

1589

灰"

炭化物
つかな
い

煤・炭
化物つ
かない

」師

制落激
しい

1575

ナ

掩

浅員控

都台

C2

チ

1576

"

1590 ⅢIvd

粘良

2/3

許 112 仏内ナ

0 9.0

島 9.8
脚12.0

浅払控門

土帥商朴A

剥港激
しい・
透かし
/j

157フ

しル"甕B3

土帥聾CI

脚内ナ
デ・脚
外・受
外ミカ
キのち
*彩

脚内 1
ノ、ケ'.

受内・

浅黄控

1591

チ

土師品朴A

Ⅶe~f礫上n11 高杯B
胴

土師闘杯A

丁

1592

d/5

竹

訂20 0 チ・長灰内
'ι10.6
脚12.0

仰250 鞆良排

粘N

上伽聾D

浅典控

017.4

23

1593

Π17.4

戎員桁

V Ⅵ ef-

Ⅵb1酔

H

チ

透かし
四ノj

159d

2/3

023.8 チ

チ

沈

に';い

女粧

にε;い

乱褐

淡按

上m 闘杯C

受内外
・脚外
ミガキ

のち'
彩・脚
"ナデ

ιミ110.4 チ・上を

K15.6 南"」足

23

門

灰白

1二帥 m」杯C

35

1595

11内外
・仏外
ミガキ
のち所、
彩・仏
内ナテ

口内外
・仏外
ミガキ

のち*
彩・訂
内外・
仏外ミ
ガキの

ち'彩
・Π内
ナデ

」'n7.0

1.:i13.8
脚11.6

脚Ⅱ.0

門

浅払椎

浅黄控

1596

14

竹

透かし
力

チ

体内へ
ラナデ

1 10

剥活激
しい

士帥

士師

23

チ・R 浅員怖艸

炭化物
つかな
い

灰"

1597

'1」本{;
E2

小型宣

EI

ν4

、
・
ナ

外
キ
内

脚
ガ
脚
デ

外
キ
'

脚
ガ
ち

外
、
、
、
の
彰

、
・
ナ

外
キ
内

脚
ガ
脚
.
プ

山
W

外
キ
*

小

内
ガ
ち

粁
、
、
、
の
彩
脚
ケ

、
、
、
・
ナ

外
キ
内

脚
ガ
脚
デ

H
門

ナ内休
デ

3H

田
煕

;
・
ナ

外
キ
内

脚
ガ
脚
デ

門
 
H

外
キ
内

脚
ガ
脚
ケ
ハ

U
力

外
・
ロ
ケ
内
キ

ハ

許
門

H
 
門

淡
極

H
 
門

加
加

背
普



遺物観察表

吊"

1598

地,占

1 1-vlb
胴トレソチ

1599

郁別

土師

ヒ師

解和

小型壷
F

杯

丑ミ』1!

,戈 2.8

1 角lj 郷B3

胎!

チ

017.4

「..」フ.0

1602

1印3

_1"怖隻D

色調

熔

粘良

Π16.0

1鴫 1.フ
1:皐4.4

Π23.4

焼成

門

啓

し帥甕A

L則i 甕A

遺h

45

チ

皆

手払

浅員怖

1605

チ

13

1_nl!郷A

1、113.4 チ

旺8.0 チ

Ⅸ一clv b _1二n11 抑B2
h町

備打

个弛iミ
カキ

休外Π
*彩

仏内ハ
ケ

浅黄儘

門

旧正善寺川(奈良・平安時代) (本文140 ・図版156~162)

色調焼成遺行予法 備打法」1t 胎土番日地点和別譽飢

触化赦淡格普 12「112.0 粘良須忠杯矗1627

賓1路 2.8

件 3/8 天外ケ013.0 1を須忠杯靴1628
ズリt.ι 2 8

許 4/5 天外ケ1コ12.8 」乏須思杯航1629
ズリ1゛ 3.5
1回転糸
υ」リ

,';灰酋 2/3 向転へ天内へ長知忠朴俄1630
7物りラ"牙

38

1606

門

英浅払冊

にε;い

典峨

"13.8 チ

Ⅱe

辨

"

1607

16

Ⅳb 土帥抑B】

侠化物
煤つ
かない

Π内上
炭化
物内而
劉琳激
しい

"外ハ
ケ

須忠打台杯

須恋イi台杯

1608

にぶい
払怖

16

1 10

長

1Ⅱ C

桝

1・島li 郷CI

1609

Ⅳb 1帥脚C4

N

025.8 チ・1を浅払扮

阪

浅黄椿

1610

14

"

炭化物
つかな
い

炭化物
つかな
い

訂部刺
突

炭化物
うかな
い・劉
濳激し
い

炭化物
つかな
い

炭化物
つかな
い

削化物
つかな
い

炭化物
つかな
い

休内、ト
炭化物

剥吊撤
しい

顕部に
Itl】111

n18.0 チ・」之

休内ナ
プ

1631

L伽甕C2

1コ13.3

底 7 8
高 6.3

1コ16.6

1611

N

1632

1633

1634

16

1'117.8

灰

1612

:1帥鄭G

1613

チ・」逞・設拠舟
砂質怯
い

チ・長技凱"

寺

戎払柿

町20.0

釦忠朴織

列1忠朴盆

知忠杯織

須忠杯航

列1.恢杯航

士帥'A

1・n11 ゛そC I

げ叩噺F

1635

13

Ⅵ d一Ⅲ

餅

013.4

'゛ 3.0

1:118.0 央・」赱
IK 4.5 砂で↓強

い

Π11.0 チ

竹

仏内へ
ラナデ

1614

1/3

16M

X d包含 1・血11 'A
桝

ⅧC lvb l・Ⅱ"-tF3
肝

上n■、甫E2

_1ニル1i 、ιtEI

士師'E2

015.0

1.,」 2.1

018.6

019.4

1コ14.6

高 2.3

門

1615

門

仏内へ
ラナテ

V6

1616

014.6 チ

R

1637

に';い

典桁

1火1!1

N

休内へ
ラナデ

1617

019.0

V2

須忠杯俄

浅貞惨

チ・1を浅払椿

R .!11

長

粘良

H

1618

仏内へ
ラナデ

16開

褐飯

灰由

1.V8 仏内ケ
ト2/5 ズリ

「124.0 チ・長 1戈肌岳

戎m椛11巧.9 チ

淡椛チ

浅出格チ

1コ22.0 南'i1亀淡恰

列1忠杯織

N

C113.5

1島 2.5

N

灰

1639

"

灰

釧忠力台材

」正・チ峽

」、112.4

1.h 2.フ

1620

1.1 ミガ
キ

1」 11]ミ
ガキ

のち'
彩

"ミガ
キ

休内ハ
ケ

35

訂12.3

IK 8.4
吉ι 3.フ

1640

怜央宙り
トレソチ

主帥'E2

1621

長・!県灰
色杓

知忠打台材

C111.2

ι醍 7.6
品 3.4

内除
小"1

金属需
椣倣

飯外批
1!中「
部」

城内庁
減

1622

1641

太外へ
ラケズ

リ

門

18

士帥'G

チ・長

1623

25

須忠打台朴

ス内際

'"fjlf
転川硯

天内斥

大外學

.1:「1毛」

1642

1亨 110

1、112.0

K 8.8
':i 3 6

{師゛1D

回転へ
ラυJり

許

占吠

門

」二mi ,'1B I

上帥'BI

須忠打台杯

Π12.1 チ

R・チ黄吠

14

仏内 1
炭化物

剥淋激
しい

1643

片

011.6
IK 8.フ
1島 4 0

1、111.4

1ミ 8.フ
" 3.8

011.4

ιミ 8.6
」11」 3.4

N

013.0

須思イi台杯

顕内ミ
ガキ

浅貞"

チ・1:吠白

チ・長浅員祇

チ・長浅払極

16

4/5

1644

Π16 0

R

側転糸
υ」"の
ちロク
ロケズ

N+ム究
υ」りの
ちロク
ロケズ

回転糸
リJ り

飯外口
ク 0 ケ

ズリ

向転糸
り」りの
ちロウ
ロケス

り

回転へ
ラリJり

回転へ
ラυ」リ

城外口
クロケ

ズリ

回転へ
ラリ」リ

町

113.0
ιK 5.5

1.●24.0

1625

須忠打兪杯

16心

長・英灰ι1

峽

飯外作
波

/U

1626

t〒 12

上師鉢A

列1思イ1台杯

1646

長

゛0

門 18

U内炭
化物
剥落激
しい

1627 Ⅷ」Ⅵ柳

1'1H .8

1ミ 6.8
':」 4.1

114.8

ιミ11.0
'1」 4.4

C112.0

ι基 7.6
'● 3.6

"Ⅱ 6
飯 6.0
ι:」 4.0

士飾鉢A

」師銚A

ν2

休内ハ
ケ

須忠イi台杯

t,112

IY1忙

N

1647

且

"20.0

1菖ι.5
11UI0.1

】コ17.0

」,゛フ.5

017.8

飯 2.2
窃11.2

長 7.3
珊.1 7.0
1リ.6.2

チ・」走にぷい
払笹

R・!熈灰白
色杓

長・チ灰白

V8

牙1懲打台杯

門]3

門

1648

K外N
,11「」"」?

軟質

Π内外
ミガキ

休外」
ミガキ

休外
下ハケ
仏内
上へラ
ナデ

仏内下
,、ケ

仏内ハ
ケ

右器叩き6

チ

勿縢激
しい

278

2/3

長にぶい
控

長浅員控

浅英権

知忠イi台杯

1649

チ

門

牙↓恕イ1台朴

1650

V2

チ

"

チ・長
和,1

H

114.6
1ミ 8.8

1,U 4.3

工吐5.0
底 9.4
?,h 4.4

015.2
1ミ10.2
11ι 4.4

1コ 13 4
K 8.0
1'ι 3.9

1コ14.9
底 9.1
1、d 4.3

「114.8

底 9.0
闘 4 9

工115.4

1長 8.4
'■ 5.5

ぢ1忠イi台杯

18

1651

V6

回転へ
ラリJり
のち口
ウロケ
ズリ

に':い

故椿

博

酸化軟
質

長

牙ι"1 イi台1不

1652

13

2/5

門

外而剥
落激し
い

内外ナ
づ'

長

14

17上k

独忠力台杯

1653

「Υ"て長

燥色粒灰

3/8

苛

チ・」乏・吠111
央

R ・11 灰

歉質

冽褐灰門

竹

須忠力台杯

2/5 1冨内晶
Ⅱ.ナテ

ν4 1引転へ
ラυ」η

ν4 飯外口
クロケ
ズリ

3/8 K外口
ウロケ
ズリ

V4 1引転へ
ラリjり

3/8 1K内m
止ナデ

ν4 娠外口
クロケ
ズリ

庭内勝
止ナデ

2/5 回転へ
ラリ」リ

劉袷激
しい

1654

酸化軟
質
城外板
"1"良

内煤

匁忠打台杯

砂岩

1655

長

N

1656

須忠打台杯

長

灰111

叉
減

灰
灰

漆外
打
天
付

皿
盟
軍

■
冒
■
・

回
ラ

灰長
長

摩
打
硯

内
付
用

犬
波
N
転

灰

完

元

ヘ
デ
内
ナ
休
ラ

"
門

外
キ
'

内
ガ
ち
、
の
彩

.

曽
普
卵
加

W
W

門
門

門
 
H

門
許



翠 ゛
冨 細

倦

= 冨

き 如 一 一 誤 主 一 是 一 一 烹 」

蝿 一 帳 ☆ コ = 之 = . 一 戸

累 小 . N

= ●  U . 小

畿 一 戊 、 、 才 宇 冥 伽 . の 慧 渚 古

写 留
与 き

畿 一 . 虚 、 子 ' 冥 ↓ 伽 添

一 密 一

信 註

園

圏 一 、 促 ミ 蚤 冥 伽 . 小 累

一 段 N

漉 舟 健 、 、 き

* 器 回 煮 ナ
避 δ

契  M m  冥 掌 口

、 ロ ゛

X
一
)

ネ Φ 言 亙 煮 泳

S J S

゛ ロ 、

口 守 X

こ

一 一 一 小 塁 週
煮 之
δ 3 ゛

守 X ゛

ス 一 N  冥 掌 q

X
一 」

一 小 舎

ミ ミ 蚤 冥 伽 . 小 太

勗 忠

選 婁 ミ 蚤 冥 の . 伽 力

畿 一 、 、 女 、 尋 = 冥 小 . 司 一 舟

冥

ミ き

薫
男 斈 李

一 一 「 コ 」

冥 掌 ど

一 一 「 淵 」

支

= 易

畿 婁 倉 才 本 口 晶 . ● 太

冥 い . 伽

裂 ω . 悼

轍 婁 濠 = 三 N N

冥 中 . の

託 一 ム . ●

三 液 ミ 立 晶 . ↓

冥 の . の

一 一 一 」
 W .
伽

三 浦 聖 二 晶  N  太

兵 仙 . 伽

一 一 一 一
 W . 0

吠 一 吸 窯 才 宇 二 晶 . ム

勗 小 伽

山 一 住 浦 、 季 二 罵 . 小

男  m . 一

一 二  N Φ

圏 一 、 、 ぼ 全 3 本 二 =  m  太 . 注 一 、 一 ゞ

冥 ↓ . M  信 避

一
=
、
 U . 0

畿 一 G  潰 才 宇 一 一 一 N 伽 ネ ・ 注 一 、 一 薫

冥 如 . 0  信 黙

託 」 W ●

過 一 . 、 ↑ { 、 一 一 3 宇 二 む . m  黙 . 注 冥

冥 伽 . N  B 熱

託 一  U . 伽

蝿 婁 涼 蚤 三 一 . 血 黙

冥 伽 ↓

一 ギ ム ●

咽 一 帳 室 才 芋 一 一 晶 . M  太

冥 伽 . の

一 噐 一
 U .
小

畿 呉 演 才 宇 三 N 山 ! =

冥 の . ● 冷

-  W ●

当 ケ 冷 才 芋 塁 晶 . 0  + . 垰 冥 卸

冥 如 . φ

ト
.
」
 W .
↓

蛍 一 、 、 驗 倉 3 宇 二 = . m  太

冥 ~ 0

一 弐  U 伽

避 一 、 女 浦 才 宇 塁 = . 伽 即

冥 の 伽

託 一 ▲ 一

冥 ヌ卦 娠 尋 蚤 冥 中 . 伽 才

冨 念

申 ゛
] 誘 0

勗 魚

= エ

冥 二 契 舶 W

児 一 、 一 二 匝 武 憙 ナ
゛ I J

叉 審 = 暴 、 訟 這 ゛ 、

S J

太 ・ * . 烹 * 一 ＼ 小 亙 重 冥 重

き J

知 ・ " . 煮 ネ 一 富 互 ミ 易 二 系迎 罵

ネ 一 ＼ ● 冨 ナ ÷ 芸冥

゛ 運 J

, 、 港 、 一 叉 コ 塁 己 亙 ゛ 崇 冥 掌 )

S J  寸 、 己

庄 涛

達 肯

異 掌 途

モ ン 」

昂 竺

一 禽 伽

黙 ・ 猪 冥

僑 倭

妻 粧 煮

灣 妊 鴫

宗 絽

勗 念

気 掌 証

琴 「 X

燃 妓 識

轡 娠 支 毒

写 谷

星 一 一 乏

二 N Φ . ▲

兵 習 . N

武 一 伽 . ●

「 一 M ● . 小

』 一 、 父 Φ
. W

兵 さ . の 蕪

累 江 一

、 = 「 メ

二 」
冥 掌 、 =

一 一 「 小 」

異 掌 謹

一 一 「 累

司 = 一

一 ● 器

一 魚 一

一 宮 摸 コ ぎ 立 罫 . 血

累 ↓ . 伽

-  W .
小

」 雪 津 、 一 ぎ 三 N . 伽 +

冥 小 . W

一 ω . m

喜 = 造 3 忠 二 N . 伽 ゛

冥 ご

認 一  W . 伽

一 い 婁 冶 罫 ぎ 二 = . 伽 ゛ . 太

兵 ↓ . 一

器 」 一 小

寄 譜

冨 忠
氷 拐

一 含 血

信 髭

= 昂

当 庄 才 讐 蚤 冥 小 ▲ 太 ・ *

浬 則

ネ 一 ▲ 黒 )
゛ S J

二 一 N  喜 )

゛ S J

= 器

湾 陣 キ 一 芹 蓑

ユ
二

、 一 涛 ネ 一 ＼ 伽 宇 掌 十

ニ ゛ ゛

亀 ・ 宇

三 冨 白

一 、 一 ・ 窒

謎 嬰
q

1  中 ＼ 石 亭 掌 , ヤ

ロ ゛ ロ

q X ●

匡 武 *

巡 J

, 一 忌 一 、 冥 =  W 物 亙 煮 ) ÷ 一 〔 一

゛ 涯 δ

冥 Σ 帋二 譽 壽 )
罵 ・ ▲小 巡 J

蓉

讓 一 ＼ の 壽 )

゛ 巡 J

= ● 言 喜 鄭
巡 J

荒 姦 コ 一 浴 亙 煮 ナ 款 共

゛ S J

一 器 憙 ナ 男 一 上 ナ冥

゛ S δ ゛ k

諸 き コ 一 ＼ ● 轟 ナ
゛ S J

異 掌 代ネ  N ぶ 喜 ナ
差 J 、 > ◆
款 井
壽 声畏 一 誤 奪 議 亘 煮 、
S δ

奏 讓 、 卸 罵 ) 異 ニ ナ

゛ S J  ゛ 、 己

勗 鶏

写 ゞ

灣 葬 ' 二 伽 ●

潜 、 佐 謹 繍 一 ' = ] 0 . い

選 兵 え 贇

灣 佐 辻 婆 一 瀞 一 m 小

山 一 . 、 女 ミ 蜜 一 ' 、 「 一 む . 0

灣 妊 詰 口 易 . Φ

= 拐

一 暑 小

一 岳 如

一 告 ●

辻

吊 . 亙

ミ S
辻 二 壽

電 ・ 一 三

烹 S

δ

き 乞 熟 ミ =  N 小 エ ミ 季 沌

E ゛

澤 、 一 古 = 一 小 エ ル 辻

弔

= 8
= 三

六 、 ゛
ミ

勗 鴫

一 パ
信 埜
窯
信 透

斤
信 逆

゛

= 暴 、 酔冥
冥 ネ 云

捕 叉 卦 ネ  W m

一 一 一 . 冥 塁 、 -  U 朝

三 涛 ネ 器

』 一 ヌ 一 一 一 ＼ ▲

宗 冨

= 昆

違 一 、 、 史 鵡

三 謹

一 一 三烹二 N ▲ ▲ 戸

ネ く 伽 三 掌一 、 之
X二 謡 ▲ 太

q 8 ゛

ロ ゛ ロ

、 ゛ ゛

一 ヨ 一 キ 謡 二 一 ↓ . m  * . + 一 三 進 叉 = 一 伽 一 一 争
辻 争
一 ξ 工

= 皿 弐 冨 ミミ

S ●

不 谷

二 岑

冥 一 、 . 一 コ ] ● エ ミ

S ゛

泳 ミ ニ 暴 、 赴 冥 二
辻 亀
亙 煮 *

S J

辻 二 Σ 鬼

共 轡
宇 掌 , ↓

男 掌 口

、 口 q

X ゛

= 宕

鴎 中

= =
= 易

舟

一 禽 0

喜 = 冷 コ 志 二 = . W

冥 ↓ . 0

一 二 ■ . 伽

= 岩

匡 主 叉 コ  M 小

一 §

登 嬰
郊 烹

時 一 嬰
郊 拳

喜 一 浦 才 忽 二 晶 . N  +

冥  m . m

-  W . W

一 禽 一

弐 昂

慧 港 一 豆轍 一 . 一 女 冷 、 蚤 口 晶 . 悼

員 ↓ . ▲

一 一 こ ▲ . 0

灣 娠 浦 赴 キ 一 一 = . ↓

黒 ~ 0

ι  W . m

一 、 雪 浦 才 寓 三 一 . Φ

馬 ● . 0

デ 』 ▲ . 0

一 、 雪 冷 コ 志 一 一 = . ●

冥 い . 小

一 ▲ . 0

一 匙

= 念

宇 争 +

ニ ゛ ゛

゛ ・ 宇

一 上 斗 ゛

圏 婁 浦 才 掌 三 N . 如 即

冥 伽 . m

』 話 ω m

途 妓 会 罫 宇 二 一 N . ● き 鬼 冥

叉 ↓ . W

武 Φ . N

浅 娠 浦 辻 事 二 一 N . ● 即 叉 卦

冥 Φ . 伽

予 、 ▲ . 一

遥 一 、 喧 浦 才 宇 冥 伽 . 伽 + . 戸 Σ ・ 一

お 吐 一

ミ昂 器

一 言 津 才 烹 = = . ▲ 差 乞

異  m N

一 虻 一 小 . W

一 、 雪 浦 1 忌 二 一 N . W  ゛

冥 血 . 0

一 二 、 ム
.
一

工 喜 凍 才 恕 二 応 小 ゛ . = 串

冥 の 0

託 」 ム . 0

一 = 一 一 津 、 毒 二 晶 . M  ゛

長 い . ●

一 、
.
一 一 ム
. N

一 ・ 亘 一 濠 一 志 三 罵 . " キ

冥 小 . 伽

一 訂 」 ▲ 」

一 . 言 、 罪 、 一 ぎ 二 晶 . ● +

叉 ~ N

訂  W の

申 ス ω ミ喜 = 倉 才 志 二 罫 . 0

勗 ● . ↓

喜 浦 才 烹 口 一 N 仙 + . 一 舟 涼 お 、 一 一 ＼ "

冥 仙 伽

-  W .
】

鴇 ヨ

= 望

¥

コ 一 ●

二 易

ニ ニ 突

蓄 瓢

鎌 仁 、

+ ・ え 熟 一 0  一 一 ゛ 炎 二 g

避 ・ τ 一

ミ S

.

ネ ゞ 三 ミ訂 匁

迂弓

一 ' 器 ニ ル け . 一 事 吏黍

争
.
一 一 」 一

武 之

δ

誤 曼 U  烹 * 黙 字 ノ

I J  ゛ 、 五

一 三 吏 洗 ネ ご 一 、 、 一 支

S ●

慈 お 契 ● 朝 亙 武 、
S δ

薄 ミ コ 器 喜 、
工 δ

ネ ▲ m  憙 氷
迂

勗 忠

= 岳

= 恕

ネ  M 小

二 さ

Σ 冥 争
辻 M

一 、 、 叉

一 " 覗 ゛

ミ

轡 婁 執 才 事 冥 一 0 . 一 き 渚 阿

冨 鶴
= 器

一 ● 器

異 掌 李

一 一 一 「 卜 」

壁 門 煮

冥 掌 、 *

巨 令 」
濤 夫

委 容
= 哥
冥 羊 李

一 一 「 章

> 」
冥 掌 e

一 一 「 ↑
÷ 竺

昌 掌 ナ

ゞ 、 己 ゛

異 津 検

一 一 「 ■

辻 = 」

ミ 一
冥 凖 蔀

冥 「 鷺 」

÷ 答

= =

無 )
゛ S J

二 掌 吏

一 ぐ 〒

>  q = e

ネ  W ＼ ▲ 嘉 ナ
差 J

=  W 師 這 貢 ナ

゛ 巡 J

コ = 瓢 冨 煮 ナ

゛ S J

ネ 一 N  回 青 )

゛ S J

当 帳 浦 コ = コ = . ム

冥 Φ . の

裂  W . ↓

三 習 . 0

コ な . N

竹 一 器 . 0

{

二 晶

契 曼 い

灣 住 准

識 一 、 、 史 護

鱈 好 賤 太
累
勲

叉
冥
冥

卵
亘
闘
目

"
エ
・
 
X
 
、
:
工
亀
Σ

●
口
「
1
.

q
口
尖
辻

)で
.゛ X
T



遺物観察表

系り

1720

」1旦'は.

1721

和別

士師

都柯イ

無台杯

1二師無台椀

ι!1」11

1コ12.8
IKI0.4
闘 4.3

n11.0

1茎 5.5
」'.1 4.4

11h:主

チ・長

:1↑血無台椀

色訓

淡笹

英・チ惜

焼成

門

1.113.9
底 5.8
1,ι 4.8

In11 司脹台椀

遺存

1/2

R

乎払

普ν6 内ミガ
キ

仏外1・
K外手
持ちケ
ズリ

ト帥無六椀

Π15.8

K 4.9
品 7.9

ι113.2
1工 6.5
11:】 3.5

備町

外剥琳
激しい

に';い
舟

1_島f l'?

.熊色処台椀

チ・央

番デ

1744

1745

地点

に';い
舟

チ

1'1

1、E色小皿

吼色無台椀

N1別

土師

上師

「111.フ

ιK 5.フ
'■ 4.2

門ν2 内休外
ミガキ

佃転"
υ」リ

門 2/3 内仏外
ミガキ

1Ξ1゛ム"
υ」リ

杵ν8 内外ミ
ガキ

門ν6 内典1
回転糸
り」リ
内外ミ
ガキ

ν6 内川

内外!!、1
色・但
転糸リ」
η

゛t V4 内!!{・
休外、ト
下朴ち
ケズリ

回転糸
U」リ

門 2 5 内典.1・
仏外、ト
千1寺ち
ケズリ

剛転糸
UJ り

N V'内!リ
体外 1
ミガキ

庭外口
クロケ
ズリ

H 略抗」内!1.L・
休外」
ミガキ

仏外ト
丁持ち
ケズリ

1"】+ι、糸
り」リ

門 16 内外ミ
ガキ

回転糸
り」リ

H ν4 内ミカ
キ・回
転糸υ」
り

竹 23 101゛ム寺
り」リ

内外ミ完H
ガキ

団転寺
り」リ

門 14 リ1ミガ
キ.101
転糸例
り

N 34 内外ミ
ガキ

回,云糸
リJ り

竹 34 回転寺
り」リ

内外煤

淡格

淡惟チ

英・チ淡控

45

都純

商杯

小甥

1746

,旦色無含椀

1.112 0

1112.9

K 6.0
1勘ι.3

【'115.3

K 6.6
1島 4.3

1747

法R

内小

016.8

1丈 9.0
「'16.5

げ叩小聾

胎土

チ・長

チ・長

1748

17四

灰英褐

に';い

"

1:師市i

色調焼成

叫褐灰

にε;い

椛

1114.2

1基 7.0
蒟12.9

エ」22.6

3/8

内外煤

1750

主師長勤

ト伽鍋

に';い

m冊

遺存乎松

4/5

略完休外、ト
底外ケ

チ

旧正善寺川(古墳時代後期)は文峨・図版膨・蜘)

チ

椎

"、、色処台椀

1:119.5 長・チ浅黄強門

浅英控 N例31.5 チ

褐灰

1751

主帥鍋?

偏町

淡怖

許

1752

3/5 回転寺
り」リ

1:116.5

飯 7.2
';」 6.4

門

!コ33.7 長・チ淡概

に';い
員怜

須忠杯H綸

1・n11 イ」1'↑Ⅲ1

1735

須忠肌

1・nli 慨h椀

1736

にぶい

肌椎

内炭化
物

014.1

1!16.0

岻 6.6
に5 3.6

Π12 3

IK 6.3
1諭 d o

1755

1756

須忠魚坂1'

ν8 休外ト
ケズリ

内力
キ〆

16 休外力
キメの

ちハケ

1二帥処台椀

R・英灰

:ト住"杯A】

チ・」て

門

1757

1:ル1i 無台椀

杯C UM0 粘R 淡怖 N

杯C 長・チ い1、1

"1

杯EI 浅赦惟 Nチ

材、EI 014.8 チ・英にぶい竹
ι【5.5 典掛

杯EI

朴E3

1,.」イ兆

1、1 9.9

" 21.フ

にぶい
椿

チ

1:112.3

1【 2.フ
'、1」 3.9

1.」 13.8

岻 6 3
闘 5 1

1758

1】15.フチ

底 8.0
1'ι 6.0

長

1帥無台椀

休外半
,1:壬】

N

戎典桁

チ

1759

ν3

灰

1二帥無台椀

m外口
ウロケ

ズリ

チ

1760

氏品

罰11.フ

K 5.フ
問 3.フ

1.113.9

1ミフ.0
闘 3 6

浅黄椎 H I

1二帥無台椀

淡W

23

チ

休外、ト
r11タ
タキ

]8

休外型
,11「十」

淡怜

チ

C112.フ

1寓 6.1
11' 3.3

1763

浅黄倍竹

仏外舉
1:1

休外學
1!1rリζ」

淡蛤

1Ⅷ!゛そC2

長・チ淡椛

1764

士師無台椀

1765

1.n11 ゛1C

1766

土帥無台椀

チ・長

体外琳
.!1「μ、」
・内外
煤

飯外嶋
、11「■」

1・鯉ずづく
ね 1.掲;

1二製ヰづく
"ね1二都

1製丁づく
11t11 ねヒ都

1・駛手づく
'」

ね」・排ι訂 1

士製立脚

仏内ナ

1767

280

1/6

012.0
ι空 5.5
1,'」 3.9

012.9

IK 6.6
1, U 3.フ

「112 4

底 6 3
'U 3.6

土帥無台椀

にぶい
*舟

1768

",」

11 7.6
11■ 3.4

0 5.0

「,,」 2.8

1」 4.0

氏 3.4
1,:」 3.4

11 5.4

区 2.4
Ib 6.1

長 5.1
Ⅷ.{ 4.フ
1リ 3.5

k17.5
帆10.0

Π19 8

チ

"

飯外畏
,11「1鳥」
底外
ヘフ'."

りX
内冰彩

飯外'4
,11「キ」

1769

1770

1771

23

チ・長

談怖
丁

チ・j÷戎"110 門
央

浅払椿 Nチ

R・チ技払持 N

チ

1」

ι紅1

にε;い
"

明褐灰

片

1二馴
'」1

「1「1

士師

1・n"

25

休内ケ
ズリ

体内へ
ラナデ

1772

佐

カマト

芯材

櫛A3

鄭A3

34

チ
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門略完

/U

回転糸
物り
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リJり

庭外學
1ト「エ
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IT I
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"上

チ
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チ
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1二n"饗A3

チ
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格
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娥
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019.4 チ・」乏
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ケ

ν4 休内ハ
ケ
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ケ
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員
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炭化物
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炭化物
つかな
い・ K
外モミ

痕

炭化物
つかな
い
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021.0 チ

,ミ10.2
ιモ24.5

旧正善寺11K古墳時代前期)(本文145・図脚紹~・玲6)
士師窃●FC 口19.1 チ 技貞樫竹ν2 杯内外1779

脚14.1
闘13.0

1778

斬別器柳

士師領AI

士師価A2

法岱

023 8

胎士

削良

1780

色調

淡儘

浅黄冊

1781

焼成

貯

曽

土n'高杯C 脚12.8 チ

1782

ν3

ν6 体内ナ
丁

ν6 仏外ミ
ガキ
仏凶ハ
ケ

1783

手怯

体内ハ
ケ

体内,
ケ

1二師高杯E "14.0 チ・長にぶい
恰

L師高杯E 脚H 2 チ・長灰0

1二帥 R杯E 脚8.4 チ・長にぶい
椿

浅員帷上n,"1】材、B 脚 7.2 チ

1・師高●1;B チ・ k 叫褐氏

1784

備乞

1785

吊号

1808

1786

灰六

1787

地魚

1809

竹 25 脚外ミ
ガキの

ち'彩
・脚内
ナデ

17朋

肌別排斬

士師壷E

上師'FI

士帥,拓杯C 脚n.1 チ

1:帥ユ3f, 「】22.1 チ

A2

1二'1'1'篇六脚13.4 チ

A2?

1810

1811

石僻石鍾

1789

法扱

1コ 9.0

1ι15 2

017.6

1845

1812

1790

上師甕FI

セ卸壺F

」二師壷FI

1'師゛{F2

1_no 'A

b師嘩A

士帥壷A?

しル"'A

_1・帥゛チ

k師'

し師壷B2

1813

胎士色調焼成

チ・長控 "

チ・英浅員怖"

脚外ミ
ガキ

石摺石皿?

1814

L帥都台

A2

1.帥都台

C2

1791

剥港激
しい

炭化物
つかな
い

炭化物
つかな
い

炭化物
つかな
い

内知沼
激しい

休内 1
炭化物

炭化物
つかな
い

1815

017.6 チ・1を戎英怖門

チ・長に'{い H
1σ

020.6 チ・11 淡怖門

」122 0 チ・R 淡制テ門

浅払怜片1コ15.8 ヲ

別

脚内外
ミガキ

杯μ1ミ
ガキの

ち角、彩

脚外ミ
ガキ

肉外ミ
ガキの

ち*彩

脚外ミ
ガキの

ぢ'彰・
脚内ハ
ケ

45

1816

剥清激
しい

打

(26.0〕

1】 8.4

脚11.8
」,.」フ.6

1792

1817

石排

L帥都台

CI

表

25

鼠h

1818

1793

υ8

手払

k・ 1k111

長伐品符

艸

1819

179'

チ

1・師 Z゛イ1

CI

仰ぢ

剰吊融
しい

口内炭
化物
株状靜
文

」1 9.0

脚10.6
高 7.8

d5

1820

01']ミ
ガキ

質1外ハ
ケ

内外ミ
ガキ?

1795

訂16.0 チ・長に';い門
乱椎

Π17.8 チ・1を i戈鉱按 H

央.に':い H
仏椿

長浅貧椿 N010.4

1、】12.3 チ・」,を・ 1戈山符"
1、

浅員梅許015.8 チ

18

]6

゛イ 112

艸 2/3

チ

囲

1821

Π 8.8 チ・ k 灰内
脚13.0
ι'ι10.1

1」90 チ・長惟

1822

灰0

1797

7

受内外
脚外
ミガキ・

脚内ナ
7

受内外
・脚外
ミガキ・

脚外ナ

16

1823

劉幣激
しい

剥淋激
しい

知落激
しい

剥落激
しい

劉吊激
しい

透かし
三力

H

1二師」'FC

:1"ル".'1EI

1798

カマト

芯材

1/2

1824

「1 7 8 チ・1をにぷい
員惟

仟

↓帥■B2

土帥鉢

1825

1843

1799

門

ルi

甕B3

内外ミ
ガキ

内外ミ
ガキ

1】14.2 チ・長

122.6 チ

ニ{_nl

16

281

7

18

仁1 8 0 チ

冨;台

CI

1800

1826

]2

1,ル,

L伽銚

淡冰椎門r】16.2 チ

口Ⅱ.8 チ.R 明樹吠 N

剥落激
しい

無港激
しい

外剥落
激Lい

透かし
四力
剥幣激
しい

1827

炭化物
つかな
い

劉落激
しい

剥熱散
しい
休内炭
化物

駈灰岩

0 9.0 チ・長褐灰

1801

劉琳激
しい

知港激
しい

剥常激
しい

にぶい

典栫

淡10

1,

14

受内ミ
ガキ

1828

問Ⅱ.0

1802

1帥疊A

しル1】甕A

1二1討i 聾B2

1二師饗F

上伽郷F

し帥饗F

L帥処F

」'島i 鄭B3

1二師 3、

仏外ミ
ガキ
内へラ
ナデ

H

H

1829

「1 8.6

ιK 5.8
ι● 5.6

34

2/3

1830

上師針

士師小型壷
C

1803

内外ミ
ガキ

25

23

1831

1804

"

012.0
1長 2.フ
'ι 7.0

015.0 チ・」乏・にぶい N
員樫火

1_」16.フチ・」しにぶい"
払椎

長・にぶい門016 4
椎

1、」14.6 チ・ 1を褐灰門

Π15.8 チ・長明樹灰門

1」15.0 チ・長灰0 門

1:116.2 チ・英褐↓k 許

」:116.8 チ・ンじ褐灰許

内外ミ
ガキの

ち'彩

叶

1832

浅黄極竹

1805

劉粥激
しい

16

2/5

チ

士師小型壷 に';いチ

貞惟C

士師小型壷口 8.1 チ・長にぷい
黄惟D

し師小型峯口フ.フチ・長淡惟
E

018.3 チ・上を褐灰土師壷E

士師小型輩口10.2 チ・長灰白
'ι14.5E

1833

1肋6

透かし
ノ」
剥1激

透かし
四ノj・
劉捲激
しい

透かし
四力

34

「!25 0 チ・長淡射}

訂19.0 チ・共にぶい
赤褐

1】14.8 チ・長淡椎

」コ16.6 チ・英にぶい
私椿9.2

2.8

艮 9.4
劇.1 7.0
厚 1.9

長22.5
N'20.0
1亨 9.2

長13.フ
幅11.9
厚11.1

1即7

仏内ナ
7

体外ミ
ガキ

休内 1
ナデ

休内ト
ノ、ケ
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チ・長

チ・長
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浅黄椿
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占ln後
即1 ?

休内 1
に接介
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ν41835
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典権

灰白
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16

1836

仏内ハ
ケのち
ミガキ
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内ミガ
キ?

門

ν2 内ナデ

1837

1・帥饗B2

外知冷
激しい

外熟縢
激しい

制幣激
しい

姻落撤
しい

劉幣激
しい

判新激
しい

18開

n21.0 チ

38

上師畳B3

主師甕B2

土伽聾B2

女山岩

16 休内ナ
7

]6 仏"ナ

1839

1840

027.2 チ

砂北

プ

1844

'椎門Π16.6 チ

「116.0 チ・」しに'{い"

浅員怖門015 5 チ

休内ハ
ケ

諜英捗 H

14

1841

7

炎褐灰

ν4 仏内サ

内外ミ
ガキ
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ガキ

1・令f

1・師

1842
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主要遺構出士土器器種構成比率

別表4 主要遺構出土土器器種構成比率

古墳時代前期

SK 679(1D)

凡例

1 古墳時代前・後期の主な遺榊から出土した土器(土師器・須恵器)の器種構成比率を示し力表である。

2 土器の計i則法は遺構出士の土器全点(ただし、明硫に時期が異なる士器は除く)を、口緑部残存率計測法と破

片計測怯により計測した、なお、口縁部残存率計洌法については第Ⅵ章一(187P)にその概要を示してある

3 口緑部計測値は口緑部計測1士によ0て得られた数値であり、 0/36を示す。

4 破片数は口緑部を持たない破片の数を含む

5 比率の欄の()外は口縁部計測価による器極攝成比率であり、()内は破片数による器極桝成比弔である

器

高

"

高杯

小型

極

朴

01

ロ'ゞ部引'氾111_

9.4 (

'、
口

排台

・鉢三q

宝1'

不明

中e

去モ

その他

,; 1

0

18.0

( 2

( 38)

( 66)27.4

SX 67ずID〕

比 井」

16.0%( 9.3%)

排

21.5

1、.」

器

局 tイ

0%( 0.フ%)

30.6%(13.6%)

46.5%(23.6%)

(214)

58.9

柯i

仟

(280)
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,j、

口緑航引渕価(破片数

.ι、
^

SK 682UD}

排台

・鉢壺
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,:冨

不明

籍

1' 1」

郷

・その他

緋

品イイ
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郁

フ.5

3.8

+イ

01

じ党)

( 2)

(40)
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1」.3
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口緑部引洌佃(破片数)

0 ( 2)
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^

11; fl、

・鉢左1^

0
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ー,ー
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総
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0
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柚
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引
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SX 662UDI~6661D〕

秬h
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比
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0

( 4)
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(37フ)96.1

比 率

0.2%( 0.4%)

4.5%( 0.2%)

2.0%( 0.8%)

1.8%(*)

8.9%

16.0%( 1.フ%)

75.2%

0%(65.6%)

0%( 0.5%)

1.5%( 0.5%)
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総

1卜1」

排

島材、 01

小型壺
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その他
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排台

鉢

引

器
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器
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(8」6)

叫駈
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柚
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口縁部計測価(破片数)

0( D
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器台
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フ.3%( 5.4%)
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排
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0(フフフ)
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0
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帥

1.6%( 0.8%)

Q}口緑部;11洌仙は口縁割論1測法(宇野1豹2)によ 0て得られた数仙であり
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主要遺構出土士器器種構成比率

古墳時代後期
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主要遺構出土土器器種構成比率
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25.0 (

3.0 (

S11379

器 柚

上帥器杯

鉢

高杯

/1、些N1董

内黒不明

須恵詳朴・高仟

0%( 0.4%)

S11400

15.1%( 4.9%)

0%(4.2%)

排 種

土帥詳 tイ

鉢

高杯

小型壺

1/、1}U.不明

須恕.器杯・高杯

食膳H総訂

土帥將壷

須恵瓣壷

割匠

4の

214)

65)

D

121.6 ( 280)

0 ( 730)

143.3 Q, H2)

じ藏旦総

0%( 4.2%)

65.3%(19.2%)

17.4%( 5.8%)

2.1%( 1.9 %)

貝、鯰

↓;1ご^{1:

口綵部言li則価(破片数)

4.0 ( 8)

67.0 ( 54)

0( 6)

口緑剖」計i則仙

士師器

須恵排

84.9%(25.2%)

0%(65.6%)

片数)

貯蔵

土師排

13.8

上師器甕

散

甕or触

広口割ι

率

2%( 0.6%)

8%(3.8%)53

0%( 0.4%)

{ 19

散

玉毛 01'f叛

1去口叫k

批沸旦船割

不明・その他

食器総,1

0 (

0

71.0 (

0(

0(

引"

」0)

( 2)

13.8

2.0

9.5 (

( 2D

(」8)

フ%( 4.2%

不明・その他

食船聡言1

0 ( 16)

勢.3 ( 395)

フ.5 ( 1」3)

21.8 ( 199)

0%( 0.フ%)

S11262t5)

2.0

0%( 0.4%)

SΠ37G)

器 種

土師器杯

鉢

高杯

小型壺

内里不明

禎恵器杯・高杯

57.0%( 5.5%)

0%(0.9%)

0%( 0.2%)

40.0

將

土飾器払

井

i六il'「{

ノ」、型,告;:

1勾里不明

須忠揣林、剖朴

食膳 H 鷺創
」1

上師器 エ'

須忠器壺

17.フ%( 4.6%)

2.6 %( 4.0%)

( 18)

(176)

( 26)

Q86)

13.0

9.0

53.6 ( 707〕

0 ( 626)

124.6 (1,429)

0%( 1.1%)

19.5%(27.6%)

6.0%(フ.9%)

17.5%(13.9%)

62.0

柚

2.6%( 4.0%)

51.4%(38.9%)

」6.フ%( 5.フ%)

11.6%(41.1%)

煮村

0

フフ.8

(388)

( 26)

(453)

口緑部寸i則イ16(破片数)

2.0 ( 14)

3.5 ( 8)

口献部,"則値(破片数)

6.0 ( 20)

43.0%(49.5%)

0%(43.8%)

土師器

79.フ%(85.フ%)

0%( 5.フ%)

苫具豁

23.0 (

貯蔵旦総引

土師器甕

蝕

甕or蝕

広口甕

者沸具総計

不明・その他

食器総計

土飾揣甕

触

里ιor顕

ル、口或

煮沸H総削

不明・その他

食器総討

*須"器壷には懇を含む

SΠ27怖】

0 (

5.8 (

34.8 (

0 (

比

3.6%(

6.4 %(

0(

15)

比

3.1%(

」6〕

0.フ%)

0.4%)

182.0 ( 621)

0 ( 579)

玲2. O Q,207)

率

1.2 %)

11.9%( 0.9%)

59)

3.0 ( JD

3.5 ( 55)

29.3 ( 212)

」3.5 ( 367)

0%( 0.1%)

3.0%( 0.1%)

18.0%( 2.3%)

0%( 0.1%)

(42.3%)

0%(0.8%〕

0%( 0.4%

94.フ%(46.6%

5.3%( 4.9%

100.0%(51.4%)

0%(48.0%)
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10.0%( 1.8%)

5.5 %( 0.5 %)

器

士帥器杯

鉢
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須忠器杯・高林
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O U.452)
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159.0 ( 92D
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5.5%( 0.5%)
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神

0%(0.1%)
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4.6%( 4.3%)
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口緑部計i叫値(破片数)
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土帥器

須恵器
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0%(68.6%)
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闇

士肺器

山」杯

小型両

内埠不明

須忠器杯・高杯

食膳 H 総謝
一電ゴ

土師器 三E

須恕、器赤
毛'.

聖ι

種 口緑部計測値(破片数)

174.9 ( 183)

19.0 ( 44)

3.5 ( 37)

0( 2)

0 ( 157)

」9.0 ( 6)

216.4 ( 429)

16.0 ( 107)

0( 8)

悦.8%(31.フ%)

0%(60.6%)

貯蔵具総貯蔵

土帥器

須他、器村

比

33.フ%(

3.フ%(

0.フ%(

0%(

0%(

3.フ%(

41.フ%(

3.1%(

0%(

傾

甕ot 會長

1ι;ロ」」

老:沸 H 総,1

不明・その他

食排総,1

含屯

率

4.2%)

1.0%)

0.9%)

*)

3.6%)

0.」%)

9.9%)

2.5%)

0.2%)

16.0 ( 1」5)

213.8 (1,000)

フ.5 ( 15)

61.0 ( 196)

4.0 ( 4)

286.3 (1,215)

0 (2.56D

518.フ(4.322

SΠ12

S118

器

土師器

種

3.」%( 2.フ%)

41.2 %(23.1%)

】.4%( 0.3%)

1」.8%( 4.5%)

0.フ%( 0.」%)

郭.2%(28.」%)

0%(59.2%)

口緑部計測値(破片数)

30.5 ( 23)

16.5 ( 15)

」8.0 ( 4)

5.0 ( 2)

5.0 ( 49)

6.5 ( 3)

81.5 ( 10D

6.0 ( 6)

小型壺

内煕不明

別

須恵器

表

土師器甕

鳳

県ι or 昼k

広口甕

者沸具総計

不明・その他

貪器稔副

*須葱器壷には捉敷を含む

SΠ7し〕

比

13.4%(

フ.3%(

フ.9%(

2.2%(

2.2%(

2.9%(

35.8%(

0.3%(

比

率

0.9%)

0.6%)

0.3%)

0.」%)

1.9%)

0.1%)

3.9%)

0.2%)

0%( 0.5%)

8.3%

率

6.0 (

114.4 (

0(

25.5 (

3.」(

21.8 (

28.1 (

0(

0%

S116

6)

四D

55)

162)

器

土師器

8.3%( 6.4 %)

5.4%( 3.2%)

34)

26)

126)

680)

器

士帥排

139.9 ( 768)

O Q,745)

227.4 (2,560)

0.3%( 0.2%

50.3%(14.2%

0%( 2.1%)

Ⅱ.2%(6.3%)

舛

49.9 ( 832)

0 ( 129)

57.8 (1,063)

新

外

高材

ノ、'L ゛〒」

内皿不明

5.4%( 3.2%〕

37.フ%( 4.5%)

娼.6%UI.9%)

0%(64.0%)

貝乳ト

郁

口緑部M洌仙(破片数)

23.9 ( 40)

73.5 ( 137)

52.8 ( 45)

12.0 ( 10)

2.5 (」0)

,臂汁イ、

小型壺

内里不明

口緑剖捨h則仙(破片数)

土師誹壺

禎恵器壺

61.5%(27.フ%)

0%(68.2%)

土師器壺

j貞Ⅱ,.詳 智'

86.3%(78.3%)

0%(12.」%)

甕

附蔵只総釧

土師器甕

餓

甕or触

広口甕

煮沸具総引

不明・その他

食器総引

ー'J

上師器甕

甑

雪ι0,'"A

ji;口砺

煮沸具発副

不明・その他

食器松計

工1●
ナ」

貯蔵具稔

食脂具忙

1貞見工

比

6.8%(

20.9%(

15.0%(

3.4%(

0.フ%(

164.フ( 242)

47.5 ( 212)

率

1.9%)

6.6%)

2.2%)

0.5%)

0.5%)

10.2 (

8.0 (

5.3%( 1.0%)

5.2%( 0.9%)

47.5 (

97.フ(

30.5 (

12.](

8.0 (

騒.5 (

」2.8 (

11.0 (

S1113

46.フ%(11.フ%)

13.5%(10.2%)

212)

」75)

73)

36)

器

土師器

10.6%( 1.9%)

8.3%( 0.1%)

2)

454)

76)

72)

140.3 ( 284)

0 (1,325)

352.5 (2,070)

高仟

小型空

内里不明

須恵揣杯・高M

食膳具聡 al

土師排

須忠器

13.5%(10.2%)

27.フ%( 8.5%)

8.606( 3.5%)

3.4%( 1.フ%)

神

78.3 ( 602)

0 (1,416)

96.5 (2.060)

8.3%( 0.1%)

50.5%(22.0%)

6.2%( 3.フ%)

5.3%( 3.5%)

口緑音1砺1'側仙(破片数)

83.3 ( 113)

3.0 ( 6)

6.0 ( 4D

39.8%(13.フ%)

0%(69.0%)

81.0%(29.2%)

0%(68.フ%)

貯蔵具稔,1

土師器甕

甑

甕or甑

広口甕

煮沸具総計

不明・その他

食器総計

4.0 (

Ⅱ.5 (

107.8 (

2.5 (

比

20.1%(

0.フ%(

1.4%(

9D

6)

257)

」69)

率

1.9%)

0.1%)

0.フ%)

287

1.0%( 1.5%)

2.8%( 0.1%)

26.0%( 4.2%)

0.6%( 2.8%)

4D
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852)
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558)

8(

9 (

フ.9%( 1.3%)

8.5%(フ.5%)

23.1%(14.0%)

19.0%( 8.6%)

2.3%( 9.2%)

268.2 (1,932)

0 (3,688)
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遺構別索引

遺構別索引

(4 C地区)

遺地

SD 1血C)

Sx lmc]

SD 2WC]

SK 3UC〕

SB 7 (、1C〕

SD 301(4C)

SB 303NC)

SK 304 (4C)

Sκ 305(4C)

SB 306mc)

Sκ釦8UC〕

SD 319{'1C}

SD 326{、1C}

位縱

」5D 2」区
15D I・2区

15D 3区

15C 22区
15D 2・3区

15D3区

D 検索の順番は地区ごとにまとめ、種別・検出層位にかかわらず遺構番号の順とする

2)この一覧は遺構とその出士遺物に関する箇所の対応である

3)実測図と写真は図版番号、説明と観察表は本分のぺージ(頭ページのみ)である

^^^#"工岨^^^

^^^・^^^
^^■^^^^
^^■^^^^
・■^^^^
^^^^^^^
・^^^^^
^^^^^^^
^^■^^^^
^^^^^^^
^^■^^^^
^^^^^^^
^^^^^^^
^^^^^^^

遺

15 D 12区

桝

15D2・7区

15D6区

SD I (4C〕

SD J' 01動

S 12{4Ej

SX 3{北

Sκ 3UE)

SK 5('E〕

S { 6{4E}

SA 11(4E〕

SA 14仏E)

SB I01【4E)

SB J03('E〕

15D8区

15D 7・8・12
13区

15D3区

遺 物

」5D3区

15D6・7区

15 D 7区

(4 D地区)

遺榊

SK 640(4D)

SD 645〔ι1)}

SK 648(4D)

SD 658ⅢD)

SK 660(.D〕

SX 661 4D

SX 662 41)

SX 663 4D}

SX 664 Φ

SX 665 Φ

SX 666【dD)

SX 668 '1D

SX 669【、1D)

S)、 670mD〕

SX 671(dD〕

SX 672【4D)

SX 673【ι1))

SD 676〔4D)

Sκ 678Q功

Sκ 679【'Ⅱ))

Sκ 682{1D〕

SX 683(・1D)

SK 684qの

SX 686Uの

SK 687ⅡD〕

SD 690〔4D)

Sκ 691〔4D}

Sκ 693('Ⅱ))

SD 695(4D)

遺榊

SB」1D 15D18区

SE 40 11) 16DⅡ区

SE 601'D 15D4区

15D 小5・9SD 603UD〕
10区

SE 604U山 15 D 5区

SE605UD 15D 15区

SE6価 ID 】5D 15区

S ! 607 '1D 】5D 15区

SE608 1D 」5D 」5区

SE609 ゆ 15D 5区

SE6104D 」5D 」5区

SE6Ⅱ仙D} 16D I」区

SE 6124D 16D 」1区

SK 613'1D 15D 15区

S 1614 '1D 15D 14区

SE615ゆ 16D H区

S1616 ル 15D 15区

SE6」8【4D) 15D I0区

SE 619t4D)」5D 」5区

SD 620〔4D)」5D 8.14区

SD 622UD} 15D 89区

SD624 ")} 15D 13区

S 1625 4D

SE 629 4D

SK631 Φ

S 1633 4D

SB 634 4D〕

S 1636(4D

位桜

位

15D4区

15 D 15区
16D Ⅱ区

15Dd区

迅

枇遮

尖測図説明写爽

^^写真動朋^^^
Ifβ祥絵^^^^^^^
ゆ'沌^^^^^^^

創胴^^^^^^^
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^^^^^^^
^^^^^^^
^^^^^^^
^^^^^^^
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^^^^^^^
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,'嘘^■^^^^^
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ゆ,枢^■^^^^

」5 D 13区

15D 3・4区

16D Ⅱ区

避 物

実洌団説明写兵観繋央

15 D 15区

16D H区

遺

15 D 15区

15 D 15区

15D 」5区

物

15 D 14区

15D 13区

15 D 13区

15D8区

15D 8区

15 D 8区

16D Ⅱ区

16D H区

15 D 15区
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^■
^^
^^

.叩岫ゆ埒駆^^
^^SH68UE) 16D3区

^^Sn70(4E) 16D9区

^^SD 178NE〕」6D3.8区

^^SI]&)(.E〕 16D 3 8区

^^Sκ 189{4[j 16D 8区

■■SK 194〔4EJ 16D 4区

^^SK 202【4E〕 16D3区

^^SK 203WE〕 16D3区

^^Sκ 215UD 16D3区

^^SK 248U[) 16D 14区

^^SK 250(4E) 16D 」3区

^^Sκ 2540[〕 16D8区

卸一般.'叩'^^
^^SK 266〔4EJ 16D8 9区

^^SK 268しIC〕 16D 」4区

^^Sκ 273UD 16D8区

^^SK 274QC)」6D8区

^^SK 27フ('C) 16D8区

^■Sκ 278UC] 16D8区

^^Sκ 279U動 16D8区

^^SK 281NI】」6D 8.9区

■■SK 282【'1C」 16D9区

^■SK 283「1E〕 16D8区

^^Sκ 284{'1C} 16D 8区

^^SK 288UI) 16D 13区

^^SD 289UC〕 16D 3区

^^Sκ 29」(1E〕 16D 13区

^^SK 292(4[) 16D 13区

^^SK 293(4t) 16D 13区

^^Sκ 298UE〕 16D 3 8区

^^Sκ訊)4UC} 16D8 9区

^^SK 305〔4工);長D3'4'8

^^SD3ⅡⅡE〕 16D 3・8区

^^Sκ 314UE〕」6D3区

^^P 315(.C〕 16 D 9区

沌四ゆ"枢^^
^^SK 337(4E】 16D8区

^■Sκ 342UE)」6D 14区

^^Sκ 344科E} 16D9区

^^SD 351"E)」6D 8・9区

^■SD 352qE〕」6D8区

^^Sκ 353(4E) 16D8区

^^SK 354(4E) 16D 8区

^^SK 357(4E〕]6D8区

^■SK 358UE} 16D8区

■■Sκ 359〔4E) 16D9区

^^SK 聞44E 」6D9区

遺枇

S 1104(4E) 16D 」3区

Sn伽{4E} 16D8.9区

SⅡ07【4工) 16D8区

位置

別

遺 術遺

^^^^賊

^^・御'・'^^ 16 D 9区

^^*ー^^ 16D3区

^^御〆^^^ 」6D9区

^^御・'^^^ 」6D4・9区

^^紳が^^^ ]6 D 4区

^^御一^^^ 16D3区

^^御が^^^ 16D9区

^^沌昶ゆ犯^^^
力5-27フ^^^^
^^^^^ (5 地区)

^^^^
^^^^^

1、, 遣遺構
実洌圃説明

^^^ S!16{5}^^^ 16 D 20区

^^^^^ 27フ^ SI」フ(5) 16 D 20区

^^卸.','咽・那^■^^^
^^^^^沌認創張^^

^^^^^^^ー
^ S179 ^^^^

16 D 20区
」7 D 16区

^^^^那0.^^ 」6D 2区

^^^^沖
16D 20区
17D 16区

^^^^姉^ W" 」6 D 20区

^^^^・,ール'心^^
^^^^^^卸が

16D 15区
」7D Ⅱ区

^^^^鉚が,^^ 17 D 16区

^^ ^.卿'"ゆ"・^^
^^^^卸が^^ 16D 20区

^^^^脚゛,'叩・駆^^
^^^^ 272 ^ SH37(5)

16 D 」5区
17D Ⅱ区

^^.圖"ル,沌^^^^
^^^^脚一^^ 17D H区

^^^^訟ψ一'呼・駆^^
^鄭がゆ'・唖^^^^
^^^^鄭が,^^ 16D I0区

^^^^^^郵加 ]6D J0区

^^271 ^ Sκ911{5〕^^ 16 D I0区

^^^^-0"^^ 16D 5区

^^^^鄭が,^^ 16D I0区

^^知^鉢川四ゆ四■^^
^^^^^卸一・'咽・施^^

^^^^^^^叩.' 」6 D 20区

^^^^^.印がゆ枢^^
!50 ^ 沈^御W"ゆ延^^
^^^^^脚.炉ゆ0・匪^^
^^.'卿'ゆ'0・駆^^^^^
榊^脚W ゆ■0・駆^^^^m
^^^^^^^・,卿., 16 D I0区

^^^^^鉚一 16D 9区

^^^沸^.,醐"ゆ,・・咋^^
^^^^脚一 16 D J0区

^^^^^卸一 16D 14区

^^脚一ゆ,'駆^^

物
遺構

構遺物

写真実劃図説明写真般察表

・^^^^
,'^^^恕',
・^^鄭^
・^^^^
^^^^
,^^^^
,^^^
'喫^^^
'^^^^
,,'^^^^
,^^説^
'山^^^
,^^^^
,^^^^
^脱^^^
^^^^^
^^^^^
^^^^
^^^^^
^^^^^
^^^祁^
^^^^
^^^^^
^^
^^^^^
^^^^知
^^^^
^^

位置
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遺構別索引

遺情 位 註
遺 1屑 遠 物

冥ill~ 況明 写兵 実邁Ill 氏用 む真 恨寮衣

SK 1450IS) 16D 10区 46 48 

SK 211015! 171) 16区 6l 67 152 138 279 217 

SK z147l5l 16D 20区 65 67 

SK 2153(5) 16D 20区

“ 67 
SK 219361 17D 16区 65 66 1;0 13i 2i8 211 

SK碑 (SJ 17D 16区 65 66 m 150 l3i Zi8 '!16・277 

SX 2311(;) 16D 20区 63 的 151 138 218 211 

SK 231261 17D 16区 &l 6i 152 138 278・2i9 21i 

SKお5715) 17D 11区 63 66 214 

SK 35-12151 16D 10区 63 お 213 

SK 3543¥Sl 16D IO区 63 00 213 150 13i 2i8 21i 

SK 3608¥Sl 16D 9区 62 お 213 150 131 2i8 2i6 

SK 363315> 16D9区 62 65 150 13i 218 276 

SK 3648151 16D 14区 62 65 150 l3i 218 2i6 

SK 385515' 16D 10・15区 63 66 214 

SK 3934 •51 16D 14区 l6 48 198 112 110 w 265 

SK 3992"1 16D 10・!5区 63 66 214 1,1 137 218 2ii 

SB 5001 lS) 16D 4 9区 42 H 19; 

SB 5002ts> 1106区D~-5·9· •12 41 195 

SB 500315> 16D 4・5・9区 42 45 195 

SIi 5姻 l5) l6D 14・15区 4; H I鴎

SB 5005151 16 D 14・15区 is 47 198 

SB 5006151 17D6区 46 4S 199 

SB 5007151 17D 6区 46 48 199 

SB 5008151 1 6 D 1 5 区区
17D II is 50 201 

sas009151 16D 15区 48 50 加

SB S01015J 16D 15・20区 19 51 

SB 5011151 160 20・25区 S2 :..1 

SB 5012(51 16D 20・25区 52 53 2偲

SB 50131>1 171) 16・2I区 ~I ふl 2お

畝状遺t鼻IS) !GD 9・14・ 36 111 l!IIR以東

水田蹂(5) 16D 6IO区区
170 33 36 
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副 書 名

シリーズ名

シリーズ番号

編著者名

編集機関

所 在 地

発行年月日

所収遣跡

いち之のくち
ー ロ遺跡

ひ東がし地区

所収遺跡名

一之口遺跡

東地区

一いち之の口くち遺跡東地区

北陸自動車道上越市春日・木田地区発掘調査報告書N

新湯県埋蔵文化財調査報告書

第60集

鈴木俊成・春日真美・高橋一功

財団法人新渇県埋蔵文化財調査事業団

〒951新潟県新潟市一番堀通町5923-46 TEL 025-223-5642 

西暦 1994年3月31日

コー ド
所 在 地

市町村げ堂跡番号
北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

m ？ 

新潟県上越市大字木き田が字 222 102 73度 139度 第一次調査 道路） （北陸自動車

一いち之の（ち 8分 14分 19820823- 道の建設
口988-2番地他 18秒 19821106 791 

第二次調査
19830411-
19831109 
19840416-
19841120 11,200 

種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特 記 事 項

祭祀遺跡 平安時代 水田跡・畝状遺構 土師器・須恵器・木器

集落 11世紀前半 掘立柱建物23棟
-12世紀後半

---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

集落

-----------

墓？
集落

古墳時代後期 竪穴住居21棟以上 土師器・須恵器

6世紀前半～ 士坑・ピット多数 子持ち勾玉

7世紀後半
---------------------------------------------------------------------

古墳時代前期 墓坑？多数 土師器・砥石

竪穴住居2棟

新湯県埋蔵文化財調査報告書第60集

北陸 自動車道

-------------------------------------

上越市春日・木田地区発掘調査報告書IV
いちのくち

一之口遺跡東地区（本文絹）

平成6年3月30日印刷
平成 6年3月31日発行

発行・絹集新潟県教育委員会
新潟市新光町 4-1 
電話 (025) 285-5511 

阻）新渇県埋蔵文化財
調査事業団
新潟市一番堀通町5923-46
電話 (025) 223-5642 

印刷長谷川印刷
新潟市小針 1-11-8
電話 (025) 233-0321 
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